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海
外
開
教

6 

他
教
団
に
お
け
る
海
外
開
教
の
現
状
と
開
教
使

目
次

は
じ
め
に

第

1
章第
1
節 他
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と
教
師
養
成

代
表
的
な
伝
統
仏
教
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と

開
教
使
(
師
)
養
成
に
つ
い
て

代
表
的
な
新
宗
教
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と
開

第

2
節

水
谷
浩
志

教
使
(
師
)
養
成
に
つ
い
て

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
現
状
と
現
地
憎
侶
養
成

第

2
章

第

3
章

お
わ
り
に

武
田
道
生

名
和
清
隆

浄
土
宗
ハ
ワ
イ
開
教
区
檀
信
徒
意
識
調
査
報
告

(師)
養
成

は
じ
め
に

本
海
外
開
教
研
究
班
で
は
、
平
成
同
年
度
よ
り
、
新
宗
教
を

含
め
た
他
教
団
の
海
外
開
教
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
主
に

他
教
団
の
海
外
開
教
担
当
の
当
局
者
を
招
き
、
聞
き
取
り
調
査

を
中
心
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
宗

の
開
教
施
策
を
構
築
す
る
上
で
、
開
教
使
養
成
の
為
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
を
痛
感
し

現
在
も
そ
の
研

究
が
進
行
中
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
研
究
に
至
る
経
緯
と

し
て
、
他
教
団
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
成
果

を
中
心
に
中
間
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
1
章
で
は
、

他
教
団
の
海
外
布
教
組
織
の
形
態
と

開
教
使
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
例
を
、
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第

1
節
の
伝
統
教
団
と
第
2
節
の
新
宗
教
教
団
に
分
け
て
報
告

す
る
。
第
2
章
で
は
、
そ
の
中
か
ら
伝
統
教
団
と
し
て
は
、
最

も
特
徴
的
な
開
教
使
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
の
ハ
ワ
イ
開
教
区
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳

述
す
る
。
第
3
章
で
は
、
浄
土
宗
ハ
ワ
イ
開
教
区
の
檀
信
徒
(
メ

ン
パ

l
)
に
対
し
て
直
接
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

報
告
す
る
。

第
1
章
他
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と
開
教
使
(
師
)

養
成

第

1
節
代
表
的
な
伝
統
仏
教
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と
開
教

使
(
師
)
養
成
に
つ
い
て

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
場
合

(1)
開
教
に
関
わ
る
組
織
に
つ
い
て

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
海
外
開
教
は
、
第
紅
代
門
主
明
如

(
1
8
5
0
1
1
9
0
3
)
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、

ア
ジ
ア
を
中
心

に
ハ
ワ
イ
、
北
米
へ
の
開
教
使
派
遣
、
寺
院
建
立
が
行
わ
れ
た

て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
寺
院
数

・
信
者
数
共
に
ピ
l

ク
を
迎
え
た
が
、
他
の
伝
統
教
団
同
様
、
植
民
地
主
義
と
密
接

な
関
係
に
あ
っ
た
ア
ジ
ア
開
教
地
は
敗
戦
と
共
に
消
滅
し
、
戦

後
は
南
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
進
出
し
て
い
る
。
(
現
在
の
台
湾

開
教
地
は
戦
後
復
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。)
現
在
は

4
つ
の

海
外
開
教
区
(
北
米
、

カ
ナ
ダ
、
南
米
)

ハ
ワ
イ
、

と
4
つ
の

開
教
地
(
メ
キ
シ
コ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
、
ネ
パ

l
ル
)

さ
ら
に

6
つ
の
拠
点
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
地
区
(
ド
イ
ツ

ス
イ
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
英
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

を
有
し
て
お
り
、
宗
務
庁
総
局
国
際
部
が
管
轄
し
て
い
る
。
ま
た
、

宗
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
国
際
伝
道
推
進
委
員
会
で
、
各
種
の

海
外
開
教
に
関
わ
る
施
策
と
予
算
が
協
議
さ
れ
て
い
る
。

2
)
開
教
使
養
成
に
つ
い
て

国
内
に
お
い
て
は
、
龍
谷
大
学
が
、
将
来
、
海
外
開
教
使
を

志
す
者
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
教
使
課
程
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
講
座
で
は
英
語
に

よ
る
仏
教
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
こ
の
諜
程
を

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成7 



修
了
す
る
た
め
に
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
師
資
格
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
四
年
度
の
こ
の
課
程
は

ハ
ワ
イ
開
教

区
付
属
の
学
術
研
究
機
関
で
あ
る
「
仏
教
研
究
所
」
(
∞
旦
昏
互

ω
g身
の
巾
ロ
円
巾
吋
略
称
「
∞
∞
(い
」
)
で
毎
年
開
講
さ
れ
て
い
る
サ
マ
l

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
お
よ
そ

2
週
間
の

集
中
講
義
は
、
す
べ
て
英
語
で
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
サ
マ

l
セ
ツ

シ
ョ
ン
と
は
別
に

ホ
ノ
ル
ル
を
中
心
と
し
て
各
人
そ
れ
ぞ
れ

割
り
当
て
ら
れ
た
開
教
寺
院
に
行
き
、
寺
院
駐
在
の
開
教
使
か

ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
開
教
伝
道
や
法
務
の
指
導
を
受
け
た
り
、

ハ
ワ
イ
開
教
区
が
行
な
っ
て
い
る
社
会
活
動
(
ダ
l
ナ
プ
ロ
ジ
ェ

ク

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

チ
ャ
プ
レ
ン
等
)
に
も
参
加
す
る

な
ど
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
海
外
開
教
区
で
の
僧
侶
養
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が

ハ
ワ
イ
の
場
合
は
、
別
の
論
考
(
第
2
章
)
に
て
詳
述
す
る
の
で
、

」
こ
で
は
、
米
国
本
土
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
に
お
け
る
布
教

組
織
は
、
現
地
で
は
北
米
仏
教
団
(
回
豆
島
互
の
E
2
7
2
0『

〉ヨ巾
1
2
略
称
「
切
の
〉
」
)
と
呼
ば
れ
、
本
願
寺
派
の
海
外
開
教

拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
北
米
開
教
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

8 

い
る
。
1
0
0年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
大
陸
最
古
の
仏

教
組
織
で
も
あ
り
、
本
部
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
置
い
て
い

る
。米
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
回
の
〉
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ

l

ク
レ
l
に
「
仏
教
大
学
院
」

(
H
B
E
E
S
O町
田
口
仏
門
戸

7
3
5
印
宮
島

g

略
称
「
目
印
」
)
を
設
置
し
、
仏
教
学
修
士
課
程
を
開
設
し
て
い

る
。
日
∞
は
宗
教
大
学
院
連
合
(
の
叶
巴
)

に
加
盟
す
る
ほ
か
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
研
究
所
、
龍
谷
大
学
大
学
院
と
も
提

携
し
、
交
換
留
学
や
単
位
互
換
を
行
っ
て
い
る
。
1
9
5
0
年

代
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
仏
教
の
研
究
会

が
母
体
と
な
っ
て
お
り
、
以
前
は
本
願
寺
派
の
海
外
寺
院
で
あ

る
バ
ー
ク
レ
ー
仏
教
会
に
本
部
を
置
い
て
い
た
。
設
立
時
の
主

な
目
的
は
、
北
米
仏
教
団
の
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
仏
教
に
つ
い
て
学
び
修
士
号
を
取
ろ
う
と
す

る

一
般
の
学
生
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
∞
の
〉
で
は

2
0
0
5年
に
バ
ー
ク
レ
ー
市
街
地
に
「
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は

日
本
の
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
当
局
と
龍
谷
大
学
の
協
力
を
得
て
、
浄
土
真
宗
を
世
界
的
に
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伝
道
布
教
す
る
た
め
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
大
講
堂
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種
講
座
・
研
究
用
の
中

小
ホ
l
ル
、
教
室
、
図
書
館
、
仏
教
書
底
、
研
究
滞
在
用
宿
泊

設
備
ま
で
完
備
し
た
機
能
的
な
施
設
で
あ
る
。
従
来
の
目
印
は

あ
く
ま
で
学
術
研
究
機
関
で
あ
り
、
真
宗
教
師
養
成
と
い
う
当

初
の
目
的
を
果
た
す
に
は
限
界
が
あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
人
僧
侶
養
成
の
中
心
的
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
設
立
に
協
力
し
た
龍

谷
大
学
は
、
厚
長
。
宮
口
包
括
H
4
2
q
F吋

E
a
の
-EZ可
(
河
口
一∞巾の

ル
l
ベ
ッ
ク
)
を
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
中
に
お
き
、
龍
谷
大
学

の
教
育
・
研
究
の
海
外
拠
点
と
し
て
職
員
が
常
駐
し
、
龍
谷
大

学
生
の
留
学
サ
ポ
ー
ト
や
教
職
員
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
を
取
る
こ
と
と
な

っ
た
。
日
米
の
宗
教
団
体
と
教
育
機
関
が

生
み
出
し
た
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ョ
ン
事
業
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

一
方
、
日
本
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
現
地
で
の
教
師

養
成
と
は
別
に
、

∞
の
〉
を
は
じ
め
と
し
た
非
日
本
語
聞
か
ら
の

僧
侶
志
望
者
を
受
け
入
れ
て
養
成
し
て
お
り
、
同
派
の
得
度
習

礼
、
教
師
教
修
、
開
教
使
課
程
な
ど
の

一
部
を
日
本
に
お
い
て

も
英
語
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

雀
目
洞
宗
の
場
合

-
)
開
教
に
関
わ
る
組
織
に
つ
い
て

曹
洞
宗
の
海
外
開
教
は

1
9
0
3
(明
治
犯
)
年
ハ
ワ
イ

並
び
に
南
米
ペ
ル

l
に
お
け
る
日
系
移
民
に
対
す
る
布
教
活
動

を
塙
矢
と
し
て
、
以
降
、
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
順
次
開
教
活

動
が
始
め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
宗
門
の
海
外

布
教
に
関
し
て
は
、
宗
務
庁
内
局
内
に
あ
る
教
化
部
国
際
謀
が

所
轄
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
海
外
の
宗
務
機
関
と
し
て
後

述
す
る
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
並
び
に
国
際
布
教
総
監
部
が
あ

る
。
国
際
布
教
総
監
部
は

ハ
ワ
イ
・
北
米
・
南
米
お
よ
び
ヨ
1

ロ
ッ
パ
の

4
ヵ
所
に
あ
る
。

曹
洞
宗
で
は
、
海
外
で
の
布
教
活
動
開
始
以
来
、

1
0
0
年

の
足
跡
を
点
検
し
、
現
在
の
多
様
化
し
た
世
界
情
勢
に
対
応
さ

せ
、
さ
ら
に
布
教
教
化
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、

「
開
教
」
の
用
語
を
「
国
際
布
教
」
に
改
め
た
。
こ
の
変
更
に
伴

い
「
開
教
師
」
が
「
国
際
布
教
師
」
、
「
開
教
総
監
部
」
が
「
国

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成9 



際
布
教
総
監
部
」
、
「
開
教
総
監
」
が
「
国
際
布
教
総
監
」
と
名

称
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
北
ア
メ
リ
カ
開
教
総
監

部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
北
ア
メ
リ
カ
開
教
セ
ン
タ
ー
を
発
展
的

に
解
消
さ
せ
、

2
0
0
7
年
7
月
よ
り
「
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
」

を
新
た
に
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

セ
ン
タ
ー
は
曹
洞
宗

宗
務
庁
の
直
轄
と
な
り
、
各
国
際
布
教
総
監
部
と
の
よ
り
円
滑

な
業
務
提
携
が
は
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
曹
洞
宗
国
際
セ
ン

タ
l
の
役
職
員
は
、
本
宗
の
国
際
布
教
師
及
び
曹
洞
宗
宗
務
庁

役
職
員
の
内
か
ら
所
長
、
主
事
、
書
記
が
任
命
さ
れ
、
業
務
に

あ
た
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
組
織
改
革
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
開
教
1
0
0

年
の
歴
史
の
中
で
、
当
初
の
教
化
対
象
で
あ
っ
た
日
系
移
民
が

3
世
・

4
世
以
降
の
世
代
に
な
り
、
日
本
文
化
の
伝
統
継
承
や

日
系
寺
院
の
あ
り
方
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
状
況
や
、
そ
の

一
方

で
は
多
く
の
禅
セ
ン
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
坐
禅
を
中

心
と
す
る
人
々
の
活
動
が
世
界
の
各
地
で
顕
著
と
な
り
、
出
家

得
度
を
し
、
僧
侶
を
目
指
す
人
々
が
増
加
し
て
き
て
い
る
状
況

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
う
し
た
組
織
改
革
は
、
こ

の
よ
う
な
海
外
布
教
の
抱
え
る
諸
問
題
に
適
切
に
対
応
し
、
よ

10 

り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
か
ら
れ
た
施
策
と
言
え

る
曹
洞
宗
に
は
、
こ
の
ほ
か
海
外
布
教
を
支
援
し
、
曹
洞
宗

の
国
際
布
教
、
及
び
曹
洞
禅
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
任
意

団
体
と
し
て
∞
。
↓
。
禅
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
印
。

g
N巾ロ

F
Z
5
5
8由
一
略
称
「
印
N
H
」
)
が
あ
る
。
こ
の
団
体
は
、
大
本

山
永
平
寺
、
絶
持
寺
と
宗
務
庁
か
ら
協
賛
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

印
N
円
の
活
動
は
、

全
国
で
約
4
0
0
に
及
ぶ
有
志
寺
院
、
会
員

一
人
ひ
と
り
の
「
会

費
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

(2)
開
教
使
養
成
に
つ
い
て

開
教
使
に
つ
い
て
は
、
宗
務
庁
か
ら
の
募
集
に
応
募
し
た
者
が
、

宗
門
よ
り
辞
A
E乞
受
け
国
際
布
教
師
と
な
り
赴
任
す
る
形
を
取
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
現
地
で
の
言
葉
の
問
題
や
経
済
的
な
問
題
が

あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
応
募
者
は
少
な
い
状
態
で
あ
る
。

開
教
使
養
成
に
関
し
て
は
、
宗
門
行
政
・
宗
門
大
学
等
の
教
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育
機
関
で
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
過
去
に
は
存
在
し
た
が

現
在
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

ハ
ワ
イ
開
教
区
で
は
現

地
任
用
開
教
使
養
成
の
た
め
の
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
試
み
が
か
つ
て
行
わ
れ
た
が
、
現
在
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
国
際
布
教
師
は
育
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
曹
洞
宗
の

最
近
の
開
教
師
養
成
の
注
目
す
べ
き
試
み
と
し
て
、

2
0
0
7
 

年
目
月
に
、
海
外
初
の
曹
洞
宗
立
の
専
門
僧
堂
が
フ
ラ
ン
ス
に

開
設
(
今
村
源
宗
堂
長
H

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
布
教
総
監
部
総

監
)
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
曹
洞
宗
の
僧
籍
を
持
つ
フ
ラ
ン

ス
人
ら
日
人
(
う
ち
尼
僧
2
人
)
が
掛
搭
し

卯
日
間
の
安
居

期
間
を
終
え
る
と
申
請
に
よ
り
教
師
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
専
門
僧
堂
は
パ
リ
郊
外
に
あ
る
禅
道
尼
苑

(モ

ン
テ
ィ

l
ル
村
)
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
苑
は
、
故
弟
子
丸

泰
仙
初
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
監
が
開
創
し
、
約
お
万
坪
の
敷
地
に

坐
禅
堂
の
ほ
か
本
堂
、
典
座
、
鐘
楼
を
備
え
る
施
設
で
あ

っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
、
常
駐
者
は
置
か
ず
国
際
禅
協
会
が
管
理
し
、

サ
マ

l
キ
ャ
ン
プ

(
夏
期
講
習
)

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

開
設
に
あ
た

っ
て
既
存
の
建
物

・
施
設
を
問
い
た
だ
け
で
な
く
、

加
入
ほ
ど
が
坐
れ
る
単
を
新
た
に
設
置
し
、
開
設
に
伴
い

ラ
ン
ス

ノミ

jレ

ギ

ス
イ
ス
の

4
ヵ
国
か
ら
日
人

ド
イ
ツ
、

の
掛
搭
僧
侶
が
集
ま

っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
日
本
か
ら
も
両
大
本

山
、
愛
知
専
門
尼
僧
堂
の
雲
納
が
研
修
生
と
し
て
参
加
し
た
。

居
期
間
中
、
坐
禅
、
作
務
な
ど

一
連
の
修
行
を
通
し
て
曹
洞
禅

の
行
・

学
を
修
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
い
る
。
指
導
は

英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
な
い
、
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
や
北

ア
メ
リ
カ
国
際
布
教
総
監
部
か
ら
も
講
師
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ

こ
で
育
成
さ
れ
た
教
師
の
今
後
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
る
。

③
白
書
ホ
の
場
合

(1)
開
教
に
関
わ
る
組
織
に
つ
い
て

日
蓮
宗
の
近
代
海
外
開
教
は
、

1
9
0
2
年
(
明
治
犯
)
高

木
行
運
上
人
に
よ
り
、

ハ
ワ
イ
の
カ
パ
パ

ラ
に
お
い
て
始
め
ら

れ
た
。
当
初
は

日
系
移
民
の
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
い
た
が

日
系
人
社
会
の
変
容
と
と
も
に

果
た
す
べ
き
役
割
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

一方、

1
9
8
0
年

代
以
降
、
法
華
系
新
宗
教
の
活
動
に
伴
う
題
目
の
世
界
的
普 フ安

そ
の

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成11 



及
に
よ
り
、
法
華
系
の
信
者
人
口
が
急
増
し
た
も
の
の
、
こ
れ

ら
の
新
宗
教
か
ら
最
終
的
に
は
離
れ
る
信
者
も
多
く
、
そ
う
し

た
人
々
に
対
応
す
る
た
め
日
蓮
宗
の
開
教
拠
点
も
世
界
中
に
広

が
っ
て
き
た
。
開
教
拠
点
は
、
日
本
の
宗
門
の
直
轄
寺
院
、
公

認
拠
点
、
そ
の
他
の
布
教
所
と
い
う
分
類
の
も
と
、
現
在
北
ア

メ
リ
カ
に
日
拠
点
、
ハ
ワ
イ
に
5
拠
点
、
南
ア
メ
リ
カ
に

7
拠
点
、

ア
ジ
ア
地
域
に

9
拠
点
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に

4
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
宗
門
の
海
外
布
教
に
関
し
て
は
、
宗
務
院
伝

道
局
伝
道
部
国
際
課
が
所
轄
し
て
い
る
。

日
蓮
宗
で
は
、
こ
う
し
た
拠
点
を
後
方
支
援
す
る
た
め
に

日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
を
、

1
9
9
1
年
に
設
立
し
た
。

2
0
0
2
年
に
は
現
在
地
に
施
設
も
完
成
さ
せ
て
い
る
。
場
所

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
国
際
空
港
か
ら
車
で
約
却
分
の
距
離

で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
対
岸
に
あ
る
へ
イ
ワ

l
ド
市
に
あ

る

へ
イ
ワ

l
ド
士
巾
は

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
シ
リ
コ
ン
パ

レ
l
の
中
心
地
サ
ン
ノ
ゼ
の
ほ
ぼ
中
間
に
当
た
り
、
交
通
の
便

も
よ
く
落
ち
着
い
た
比
較
的
安
全
な
街
で
あ
る
。
こ
の
開
教
布

教
セ
ン
タ
ー
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
機
関
紙
「
ブ
リ
ッ

ジ
」
の
日
英
両
語
に
よ
る
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
運
営
、
各

12 

種
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
書
籍
、

ビ
デ
オ
、

カ
セ
ッ
ト
、
の
口
、

ロ
〈
ロ
な
ど
の
発
行
販
売
、
英
語
回
向
集
、
法
話
集
、
結
婚
式
資

料
集
な
ど
教
師
向
け
布
教
資
料
の
作
成
や
教
師
用
、
沙
弥
用
、

檀
信
徒
用
各
種
研
修
の
開
催
で
あ
る
。

(2)
開
教
使
養
成
に
つ
い
て

浄
土
宗
の
場
合
や
曹
洞
宗
の
こ
れ
ま
で
の
方
法
と
ほ
ぼ
閉
じ

で
、
既
に
宗
門
の
教
師
資
格
を
有
す
る
も
の
が
、
応
募
の
上
、

開
教
使
に
任
命
さ
れ
る
。
本
山
に
お
い
て
、
日
本
語
に
よ
る
加

行
を
終
え
た
僧
侶
し
か
正
式
な
開
教
使
と
な
る
資
格
が
な
い
た

め、

言
葉
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
現
状

は
伝
統
教
団
に
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
だ
だ
、
前
項
で
述
べ
た

よ
う
に
、

か
つ
て
は
日
系
人
社
会
を
基
盤
と
し
て
き
た
開
教
地

域
が
、
法
華
系
新
宗
教
の
活
動
で
そ
れ
以
外
の
地
域
に
広
が
つ

た
た
め
、
開
教
使
の
言
葉
の
問
題
が
他
の
伝
統
教
団
以
上
に
大

き
く
、
当
局
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
時
点
で
、
現
地
任
用
開
教

使
の
養
成
制
度
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
を
始
め
る
段
階
に
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至
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(
水
谷
浩
志
)

第
2
節
代
表
的
な
新
宗
教
教
団
の
海
外
布
教
組
織
と
開
教
使

(
師
)
養
成
に
つ
い
て

①
立
正
佼
成
会
の
場
合

(1)
開
教
に
関
わ
る
組
織
に
つ
い
て

立
正
佼
成
会
の
開
教
は

1
9
4
5
(昭
和
却
)
年
、
日
蓮

聖
人
六
三
三
年
遠
思
に
あ
た
っ
て
、
「
い
よ
い
よ
交
成
会
(
当
時

の
名
称
)

に
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊
と
し
て
勧
請
せ

ょ
。
法
華
経
が
立
正
交
成
会
を
元
と
し
て
世
界
万
国
に
弘
ま
る

ママ

べ
し
」
と
の
啓
示
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
実
際
の
開
教
は
、

日
(
昭
和
お
)

年
に
開
祖
庭
野
日
敬
が

ブ
ラ
ジ
ル
・
北
米

ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
、
日
本
で
入
信
し
て
い
た
現
地
の
日
本
人
会

員
を
「
手
取
り
」
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
手
取
り
と
は
未

信
者
を
入
信
さ
せ
る
た
め
の
勧
誘
行
為
で
あ
る
。
翌
年
か
ら
ハ

ワ
イ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
支
部
が
結
成
さ
れ
、
支
部
長
が
任
命

さ
れ
た
。
日
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
教
団
運
営

基
本
問
題
調
査
会
に
よ
っ
て
本
格
的
な
海
外
布
教
の
答
申
が
な

さ
れ
た
。
第

一
段
階
と
し
て
留
学
生
の
派
遣
、
第
二
段
階
と
し

て
具
体
的
な
布
教
計
画
の
樹
立
及
び
準
備
、
第
三
段
階
と
し
て

支
部
の
設
置
・
布
教
師
の
派
遣
が
計
画
さ
れ
た
。
日
年
に
は
経

典
翻
訳
委
員
会
が
発
足
し
、
英
字
紙
の
発
刊
、
経
典
の
英
訳
な

ど
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
海
外
拠
点
は
急
速
に
拡
大
し
、

年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
部
、
シ
ア
ト
ル
支
部
、
シ
カ
ゴ

支
部
が
発
足
し
、

冗
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
教
会
発
足
、

百
年
ダ
ラ

ス
支
部
発
足
し
た
。
的
年
に
は
、
世
界
の
諸
宗
教
対
話
の
た
め
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
法
輪
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

以
後
、
布
教
拠
点
は
ア
ジ
ア
に
向
け
ら
れ
、

位
年
に
は
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク

関
年
、
韓
国
に
も
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。

に
は
「
布
教
の
国
際
化
に
伴
う
基
本
構
想
」
(
叩
カ
年
計
画
)
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

位
年
に
は
台
湾
で
法
人
化
、
ネ
パ
ー
ル
に
拠

点
設
置
、

例
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
連
絡
所
設
置
、

タ
イ
で
は

タ
イ
立
正
の
法
人
取
得
、

部
年
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ

パ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
述
絡
所
設
置
、

2
0
0
3
年
に
は
イ
ン
ド
と
モ
ン
ゴ

ル
で
法
人
化
が
成
っ
た
。

ω年
に
は
南
ア
ジ
ア
教
会
が
設
立
さ 70 

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成

91 
年
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れ
、
白
年
に
は
サ
ハ
リ
ン
に
拠
点
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
ヨ

l

ロ
ッ
パ
に
も
展
開
し
、
回
年
ス
イ
ス
に
拠
点
を
、
例
年
に
は
英
国
、

イ
タ
リ
ア
に
拠
点
を
設
置
し
た
が
、

悌
年
に
は
英
国
は
法
人
化

が
認
め
ら
れ
た
。

海
外
開
教
施
策
を
所
轄
す
る
組
織
は
、
教
務
部
国
際
伝
道
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
の
も
と
に

回
年
現
在
、

7
教
会
、

姉

妹
団
体
(
韓
国
)

幻
支
部
、
支
部
ま
で
は
行
か
な
い

「
法
座
」

は
口
法
座
、

2
グ
ル
ー
プ
と
な

っ
て
い
る
。
施
設
に
関
し
て

は
、
支
部
以
上
は
基
本
的
に
建
物
を
購
入
し
て
い
る
が
、
法
座

や
グ
ル
ー
プ
は
個
人
宅
を
利
用
し
て
い
る
。
信
者
数
は
お
よ
そ

8
8
0
0
人
で
あ
る
。
海
外
会
員
の
詑
%
を
韓
国
が
占
め
、
台

湾
凶
%
、
イ
ン
ド
日
%
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ユ
¥
ブ
ラ
ジ
ル
各
8
%

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
初
期
の
北
米
か
ら
、
現
在

で
は
ア
ジ
ア
布
教
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

現
在
日
本
と
の
関
わ
り
の
深
い
日
本
で
入
信
し
た
海
外
労
働
者

の
帰
国
後
の
布
教
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
。

日
本
の
教
団
と
の
関
係
で
は
、
各
拠
点
は
現
地
の
法
令
に
基

づ
く
独
立
し
た
法
人
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
部
会
規
に
よ
っ

て
、
日
本
国
内
の
教
会
と
同
様
に
立
正
佼
成
会
の
構
成
の

一
部

14 

を
な
し
て
い
る
。
教
会
長
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
法
人

の
許
諾
の
う
え
専
従
教
会
長
を
派
遣
し
て
い
る
。

(2)
開
教
方
針

こ
の
よ
う
な
展
開
の
中
で
も
、
開
教
方
針
に
試
行
錯
誤
が
見

ら
れ
る
。
必
年
か
ら
の
本
格
開
教
以
前
は
、
自
然
発
生
的
な
日

本
か
ら
渡
っ
た
信
者
の
集
会
的
な
「
憎
伽
」

の
時
代
で

58 
年

以
降
海
外
在
住
日
本
人
会
員
の
ケ
ア
を
主
眼
と
し
た
時
代
、

63 

年
以
降
は
国
際
布
教
の
第

一
段
階
の
時
代
で
、
翻
訳
事
業
と
外

国
語
布
教
を
重
視
し
た
時
代
で
あ
る
。

ω年
以
降
は
組
織
的
な

国
際
布
教
の
始
ま
っ
た
時
代
で
外
国
語
布
教
を
期
待
し
た
時
代

と
い
ぷ
札
ザ
令
。
沌
年
以
降
は
組
織
的
な
国
際
布
教
を
進
め
よ
う
と

し
た
時
代
、

位
年
以
降
は
、
現
地
語
布
教
が
見
直
し
を
迫
ら
れ

た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
地
語
が
で
き
れ
ば
良
い
の

で
は
な
く
、
布
教
経
験
を
重
視
し
た
開
教
師
が
送
ら
れ
た
。
W
年、

現
地
語
布
教
が
再
び
見
直
さ
れ
た
。
旧
年
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の

日
系
の
現
地
人
へ
の
布
教
が
主
だ
っ
た
も
の
が
、
非
日
系
人
へ
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の
布
教
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。

ω年
に
は
、
庭
野
日
鎮
二
代
会

長
は
全
国
布
教
に
お
い
て
、
「
世
界
布
教
」
と
い
う
言
葉
を
初
め

て
用
い
て
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
、
教
団
と
し
て
、
人
種
民

族
を
超
え
た
国
際
布
教
を
進
め
る
意
思
が
形
成
さ
れ
始
め
た
。

各
国
で
の
布
教
の
特
色
を
あ
げ
れ
ば

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
国

連
平
和
活
動
、

タ
イ
立
正
は
財
団
法
人
し
か
と
れ
な
い
こ
と
か

ら
社
会
活
動
、
韓
国
は
脱
北
者
支
援
、
ネ
パ

l
ル
は
シ
ャ
テ
ィ

J¥ 

ン

(
平
和
の
森
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
中
心
に
社
会
貢

献
を
行
っ
て
い
る
。

(3)
開
教
師
養
成
に
つ
い
て

海
外
教
会
長
、
布
教
師
の
養
成
機
関
は
現
在
も
確
立
し
て
い

:、‘
。

φ
ω
L
 
ひ
と
つ
は
、
立
正
佼
成
会
教
師
養
成
機
関
で
あ
る
学
林

卒
業
生
が
海
外
留
学
を
経
て
、
海
外
教
会
長
と
な
る
ケ

l
ス
。

ふ
た
つ
め
は

一
般
信
者
か
ら
布
教
意
欲
が
高
い
も
の
を
職
員

と
し
て
採
用
し
、
現
地
に
派
遣
し
た
ケ
l
ス
が
、
最
近
で
は

2

件
あ
る
が
こ
れ
は
国
内
の
教
会
長
も
同
織
で
あ
る
。
み
つ
つ

め
は

叩
年
ほ
ど
前
か
ら
学
林
海
外
修
養
生
(
非
日
本
人
、

年
間
で
日
本
語
を
1
年
間
、
布
教
や
教
義
に
つ
い
て

1
年
間
学

ぶ
ケ
l
ス
)
が
あ
る
が
、

未
だ
教
会
長
や
専
従
布
教
使
は
出
て

、a
t

E

O

L
J
G
L
 

任
命
に
つ
い
て
は
、
専
従
者
な
ら
ば
誰
で
も
任
命
さ
れ
る
可

能
性
は
あ
る
。
任
命
に
つ
い
て
は
、
国
内
教
会
長
同
様
、
会
長

に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
辞
令
を
受
け
る
。

②
真
知
苑
の
場
合

(1)
開
教
に
関
わ
る
組
織
に
つ
い
て

真
如
苑
は
、
第
二
次
大
戦
後
誕
生
し
た
極
め
て
新
し
い
真
言

宗
醍
醐
寺
派
系
の
新
宗
教
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
如
教

徒
と
呼
ば
れ
る
信
者
の
宗
教
的
目
標
は
、
接
心
と
呼
ば
れ
る
霊

能
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
自
身
も
霊
能
者
と
な
り
、
教
学
を
学

び
教
階
と
僧
侶
と
し
て
の
僧
階
も
取
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
教
団
は
現
在
、
国
内
ば
か
り
か
海
外
に
於
い
て
も
教
勢
を
拡

大
し
て
い
る
。

海
外
開
教
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
は
、
朝
鮮
戦
争
や
ヴ
ェ
ト

2 

ナ
ム
戦
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
日
本
に
お
い
て
入
信
し
て
い
た

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成15 



女
性
が
、
米
兵
と
結
婚
し
て
米
国
に
渡
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ

う
し
た
女
性
た
ち
が
多
か
っ
た
ハ
ワ
イ
に

1
9
7
0
年
、
教

主
伊
藤
真
乗
が
北
米
巡
教
の
際
に
ハ
ワ
イ
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と

カE

ハ
ワ
イ
支
部
結
成
に
契
機
を
与
え
た
。
真
如
苑
も
当
初
は

海
外
に
渡
っ
て
い
た
日
本
人
が
自
然
発
生
的
に
拠
点
を
築
い
て

い
き
、
教
団
は
後
追
い
で
施
設
を
提
供
し
て
い
っ
た
支
援
維
持

型
開
教
で
あ
っ
た
。
真
知
苑
で
は
こ
の
年
を
開
教
元
年
と
し
て

いヲ
Q

。
ハ
ワ
イ
に
伽
藍
が
完
成
し
た
の
は
翌
九
年
で
あ
る
。
次

第
に
各
国
へ
の
広
が
り
を
見
せ
、

四
年
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
支
部
設
立
、

出
年
に
は
台
湾、

フ
ラ
ン
ス
、
そ
の
後
各
地
に

支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
力
と
な
っ
た
の
は
近
年
で

は
、
日
本
人

一
如
教
徒
の
海
外
留
学
生
、

一
般
企
業
の
海
外
派

遣
社
員
な
ど
で
あ
る
。
関
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
で
厳
修
さ
れ
た
膏

燈
護
摩
は
、

ノ、メ

ワア
イイ
州ア
ホで

i最
jレり

ヌ?き
立:名
子?
5 宇

広言
メ ノ
t::. モ る

的
年
以
来、

リ
ア
ル
・
デ
イ
に
ア
メ
リ
カ
の
戦
死
者
な
ど
も
供
養
す
る
水
施

餓
鬼
廻
向
法
要
を
行
い
灯
篭
流
し
を
盛
大
に
実
施
し
て
い
る
。

主
に
日
本
か
ら
で
は
あ
る
が
、
毎
年
約
5
万
人
の
信
者
を
集
め
、

ハ
ワ
イ
で
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

一
大
イ
ベ
ン
ト

16 

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
国
で
膏
燈
護
摩

を
行
っ
て
い
る
。

閃
年
現
在
、
海
外
の
規
模
は
、
北
米
・
南
米
で
は
、

ハ
ワ
イ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
フ
ラ
ン
ス

(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
部
)
、

イ

'̂ 
jレ
ギ

タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
に
支
部
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
台
湾
、
香

港
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
寺
院
が
あ
る
。

信
者
数
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

5
0
0
0
名
程
度
、
霊
能
者
(
信

仰
が
深
ま
り
、
教
団
所
属
期
間
も
長
く
、
活
動
に
熱
心
な
信
者
で
、

霊
界
か
ら
の
指
示
が
受
け
ら
れ
る
ま
で
修
行
が
す
す
ん
だ
と
認

定
さ
れ
た
も
の
で
、
信
者
の
理
想
、
通
常

5
年
か
ら
日
年
か
か

る
)
は
叩
か
ら
別
名
(
フ
ラ
ン
ス
で
だ
け
で
却
名
)

で
、
海
外

全
体
で
の
霊
能
者
は

2
5
0
名
ほ
ど
い
る
。
教
階
を
持
つ
教
師

数
は
調
べ
れ
ば
わ
か
る
そ
う
だ
が
、
明
確
で
は
な
い
。
ち
な
み

に
、
霊
能
開
発
の
最
終
段
階
前
の
「
大
歓
喜
」
ま
で
は
各
支
部

で
受
け
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
霊
能
は
立
川
本
部
で
の
み
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
霊
能
者
が
出
た
の
は
例
年
頃
で
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支
部
結
成
の

9
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
海
外
各
地
部
の
人
種
構

成
で
は
、
非
日
系
人
が
ど
こ
も
5
割
を
超
え
て
い
る
。
教
学
を

ち

η-A7

教
え
る
「
智
流
学
院
」
は
フ
ラ
ン
ス
支
部
成
立
数
年
後
に
で
き

た
。
お
よ
そ
の
信
者
数
で
は

ハ
ワ
イ
を
含
む
北
米
全
体
で
は

8
0
0
0
人、

ア
ジ
ア
3
0
0
0
0
人
ほ
ど
で
あ
る
。

海
外
支
部
と
日
本
の
教
団
組
織
と
の
関
係
は
、
各
支
部
は
基

本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
い
る
。
本
部
は
布
教
師
を
派

遣
し
、
布
教
師
の
給
与
は
日
本
本
部
が
支
給
す
る
。
な
ぜ
な
ら

布
教
師
は
本
部
の
職
員
が
本
来
の
職
務
(
た
と
え
ば
、
人
事
部

職
員
な
ら
人
事
部
の
出
張
扱
い
で
、
出
先
支
部
で
本
部
の
仕
事

を
現
地
で
行
う
。)
の
ま
ま
出
張
扱
い
で
行
う
職
務
な
の
で
あ
る
。

現
地
支
部
が
法
人
化
を
す
る
際
に
は
、
本
部
が
種
々
の
援
助
を

行
う
。
ま
た
、
施
設
建
築
な
ど
巨
大
事
業
な
ど
に
は
、
金
銭
的

援
助
を
本
部
が
行
、
っ
。

信
者
の
布
教
組
織
は
独
自
の
も
の
が
あ
る
。
明
治
以
来
の
新

宗
教
が
採
用
し
て
き
た
「
親
子
」

の
導
き
関
係
は
、
多
く
の

教
団
が
捨
て
去
っ
た
り
、
欠
点
が
多
く
問
題
視
し
て
い
る
。
「親

ー
子
」
の
導
き
と
は
、
自
分
が
入
信
さ
せ
た
信
者
を
自
分
が
親

会
員
と
し
て
「
子
会
員
」
を
育
て
守
る
。
そ
の
「
子
会
員
」
が

さ
ら
に
「
孫
会
員
」
を
入
信
さ
せ
育
て
る
。
日
本
で
は
多
く
の

教
団
が
、
現
代
人
が
わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ
る
人
間
関
係
の
構
築

に
悪
戦
苦
闘
し
た
り
、
薄
ま
っ
た
関
係
に
う
ま
く
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
と
の
教
団
は
、
海
外
で
も
国
内
で
も
、

す
じ
お
ゃ

あ
え
て
積
極
的
に
こ
の

「親
|
子
」
を
「
経
親
」
制
度
と
呼
び
、

人
間
関
係
の
強
化
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
親

は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
た
り
と
機
能
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
方
が
よ
り
機
能
し
て
い

る
と
い
う
。

(2)
開
教
師
養
成
に
つ
い
て

布
教
師
は
、
国
際
部
が
任
命
し
、
日
本
本
部
か
ら
お
よ
そ
半

年
任
期
で
派
遣
さ
れ
る
。
職
員
は
多
く
が
霊
能
者
で
あ
り
教
階

も
学
階
も
有
す
る

一
如
教
徒
で
あ
る
。
日
本
の
職
員
の
判
人
か

ら
印
人
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
る
。
多
い
と
き
は

H
名
ほ
ど
が
派

遣
さ
れ
た
が
、
現
在
は
7
人
が
任
地
に
向
か

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

現
地
指
導
者
が
育
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の
布
教

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成17 



師
の
数
は
減
少
し
て
き
で
い
る
。
布
教
師
の
役
割
は
現
地
の
指

導
者
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
派
遣
前
の
語
学
研
修
も
な
く
、

現
地
語
の
使
用
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
(
我
々

が
見
学
し
た
、

ハ
ワ
イ
の
日
曜
日
の
集
会
で
の
法
話
も
、
教
会

長
の
布
教
師
は
ハ
ワ
イ
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
、
日
本
語
で
法

話
を
行
い
、
流
ち
ょ
う
な
日
系
人
の
通
訳
が
同
時
通
訳
し
て
い

た
。
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
な
い
日
本
語
な
ら
ば
、
使
わ
な
い
方

が
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。)

(
武
田
道
生
)

第
2
章

侶
養
成

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
現
状
と
現
地
僧

は
じ
め
に

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団

(
Z
3
3
2
2
m
g
E
t
呂田
2
0
2
0『

ヱ
白
老
包
一
)

は
、
ハ
ワ
イ
の
伝
統
仏
教
教
団
で
最
も
多
く
の
寺
院
数
、

教
師
数
、

メ
ン
バ
ー
数
を
抱
え
る
教
団
で
あ
る
。

ハ
ワ
イ
本
派

本
願
寺
教
団
の
現
状
、
抱
え
る
問
題
点
、

そ
し
て
現
地
で
の
憎

侶
養
成
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
浄
土
宗
の
今
後
の
海
外
開
教

を
考
え
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所
開

18 

教
班
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
得
る
べ
く
、

2
0
0
6年
ロ
月
四
日

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
与
世
森
智
海
総
長
へ
の
聞
き
取
り
調

査
を
お
こ
な
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
間
取
り
調
査
と
入
手
し
た

関
連
資
料
を
も
と
に
記
述
し
て
い
き
た
い
。

1 

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
歴
史
と
現
状

①
略
歴
史

本
派
本
願
寺
の
ハ
ワ
イ
布
教
は

1
8
8
9
年
か
ら
曜
円
蒼
竜

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、
正
式
な
開
教
は

1
8
9
8

明

治
目
)
年
に
里
見
法
爾
が
初
代
監
督
と
し
て
就
任
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
る
。
急
激
に
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
が
増
加
し
た
時
期

1
8
9
6
年
一
約
2
万
4
0
0
0
人
↓
1
9
0
0
年

約

6
万

人
)
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
労
働
者
の
多

く
は
ハ
ワ
イ
に
定
住
す
る
怠
思
を
も
っ
て
は
お
ら
ず
、

3
年
と

い
う
期
間
で
日
本
に
帰
国
し
た
者
が
多
か

っ
た
。

官

i
n
y
n
u
n
U

(
明
治
犯
)
年
に
は
二
代
監
督
と
し
て
今
村
恵
猛

(
就
任
期
間
1
9
o
o
-
-
9
3
2
)
が
就
任
す
る
。
葬
儀
や
法
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事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
結
婚
の
斡
旋
、
子
弟
の
教
育
、
家
庭

不
和
の
仲
介
、
労
使
対
立
の
仲
裁
に
い
た
る
ま
で
耕
地
労
働
者

の
生
活
全
般
に
深
く
関
係
し
、
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て

1
9
1
0
年
頃
ま
で
に
は
法
人
認
可
を
受
け
て
の
教
団

体
制
の
確
立
、
他
島
へ
の
教
線
の
拡
大
、
日
曜
学
校
・
仏
教
育

年
会
・
婦
人
会
の
信
徒
体
制
の
確
立
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校

に
お
よ
ぶ
日
本
語
教
育
体
制
の
確
立
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
全

島
的
な
教
団
体
制
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
寺
は
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
教
育
や
社
交
の
場
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ

と
が
か
え

っ
て

「閉
鎖
社
会
と
し
て
の
日
系
社
会
の
形
成
」
に

寄
与
す
る
結
果
に
な
り
、
第

一
次
大
戦
へ
ア
メ
リ
カ
が
参
戦

(
1
9
1
7年
)

し
ア
メ
リ
カ
化
運
動
(
〉
ヨ
巾
1
2
2
N色
。
ロ
)
が

激
化
す
る
頃
に
な
る
と
、
日
系
社
会
の
ア
メ
リ
カ
化
を
阻
害
し

て
い
る
と
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
願
寺
教
団
は
日
系
市
民
啓
発
運
動
に
参
加
す

る
な
ど
し
、

日
系
市
民
の
ア
メ
リ
カ
化
運
動
を
推
進
す
る
。
ま

た
同
時
に
本
願
寺
教
団
自
身
も
ア
メ
リ
カ

(
ハ
ワ
イ
)
仏
教
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
本

願
寺
教
団
の
ア
メ
リ
カ
化
の

一
つ
と
し
て

1
9
1
8
年
に
落

成
し
た
別
院
伽
藍
は
ガ
ン
ダ

1
ラ
風
の
建
造
物
で
通
仏
教
的
イ

メ
l
ジ
を
演
出
し
、
内
部
に
は
ベ
ン
チ
式
腰
掛
、
説
教
壇
、
オ

ル
ガ
ン
が
配
さ
れ
キ
リ
ス
ト
教
式
ス
タ
イ
ル
が
採
ら
れ
た
の
で

や
め
ザ
令
。

ま
た

1
9
2
0年
に
は
カ
l
ピ
|
(
冨
・
叶
】
ハ
可
ゲ
可
)

や
ハ
ン

(
開
ヨ
巾
聞
こ
由
巳
三
)
が
中
心
と
な
り
英
語
伝
道
が
開
始
さ
れ
、

1
9
2
1
年
別
院
に
英
語
伝
道
部
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

本
格
的
な
活
動
と
な
る
。
す
で
に
英
語
で
思
考
し
始
め
た
2
世

に
対
す
る
英
語
で
の
布
教
の
必
要
性
、
ま
た
本
願
寺
が
民
族
的

宗
教
と
い
う
殻
を
破
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ト
は

ま
た
妻
と
と
も
に
英
語
訳
の
讃
仏
歌
(
〈
包
巾

一5
2
5
)
を
作
り
、

サ
ン
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
歌
い
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
日
系

2
世
だ
け
で
は
な
く
、
非
日
系
人
を
も
取
り
込
む
こ
と
に
成
功

し
、
多
く
の

2
世
や
白
人
が
英
語
部
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
今
村
の
死
後
、
厳
し
い
財
政
難
と
古
参
の
開
教
使

の
反
対
に
よ
り
ハ
ン
ト
の
活
動
は
中
止
さ
れ

(1
9
3
7年
)

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成19 



本
願
寺
を
追
わ
れ
る
結
果
と
な
る
の
だ
が
、
彼
が
築
い
た
英
語

伝
道
の
活
動
は
本
願
寺
の
英
語
布
教
の
礎
と
な
っ
た
。

1
9
2
0
年
代
か
ら
初
年
代
に
か
け
て
は
こ
れ
ら
英
語
布
教

の
活
動
に
加
え
、
護
持
会
の
設
立
、
教
団
本
会
議
に
信
徒
代
表

を
加
え
た
議
制
会
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
教
団
組
織
の
再
編
を
行

な
っ
た
。
ま
た
パ
リ
に
本
部
を
置
く
国
際
仏
教
会

(
F
8
3さ
oE}

F
E
E
a
r
s
g丹
市
)
に
参
泊
す
る
な
ど
、
宗
派
を
超
え
た
協
力

体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。

そ
し
て
戦
後
の

1
9
4
9
年
ア
メ
リ
カ
で
は
じ
め
て
の
正
式

認
可
を
得
た
仏
教
系
小
学
校
の
開
校
、

1
9
5
4
年
に
は
真
宗

の
基
本
的
な
聖
典
(
歎
異
抄
・
教
行
信
書
・
和
讃
な
ど
)
の
草
〈

語
版
(
印
玄
ロ
印

Z
E
E
-
z
q
R
S耳
虫
色

2
5
E
)
を
発

刊
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
仏
教
用
語
の
英
語
訳
が
確
立
し
、
英
語

に
よ
る
布
教
の
更
な
る
進
展
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

②
ハ
ワ
イ
で
の
現
状

現
在
、

ハ
ワ
イ
で
は
あ
ヶ
寺
の
本
派
本
願
寺
の
寺
院
が
活
動

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

M
ヶ
寺
が
無
住
寺
院
で
あ
り
、
兼
務

で
運
営
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
2
0
0
6
年
ロ
月
現
在
で

20 

は
、
担
人
の
開
教
使
が
活
動
し
て
い
る
が
、

そ
の
人
数
は
減
少

し
て
い
る
と
い
う
。
担
人
の
う
ち
4
人
が
開
教
使
補
で
あ
る
。

ハ
ワ
イ
出
身
開
教
使
は
、

叩
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
7
人
は
全

く
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
非
日
系
の
開
教
使
も
2
人

い
る
(
開
教
使
1
人
、
開
教
使
補
1
人
)
。
な
お
、
過
去
凶
年
で
は
、

7
人
の
ハ
ワ
イ
出
身
開
教
使
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

白
人
の
開
教
使
の
う
ち
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
開
教

使
が

8
人
い
る
。
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
開
教
使
は
、

5 

人
に

4
人
く
ら
い
は

5
年
以
内
に
帰
国
し
て
し
ま
う
と
い
う
。

こ
れ
は
ビ
ザ
の
問
題
や
、

ま
た
「
寺
の
長
男
な
の
で

日
本
の

寺
を
手
伝
う
た
め
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
理
由

が
多
い
。
ま
た
、
日
本
か
ら
来
た
若
い
開
教
使
は

ハ
ワ
イ
の

こ
と
を
理
解
し
な
い

ア
メ
リ
カ
社
会
の
厳
し
さ

・
布
教
す
る

こ
と
の
厳
し
さ
を
理
解
し
な
い
人
が
多
い
と
い
う
。
な
お
、
元

ハ
ワ
イ
開
教
使
の

6
人
が
、
日
本
で
都
市
開
教
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
規
程
で
は
、
開
教
使
は
叩
才
で
引

退
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し

そ
の
後
は

1
年
ご
と
に
契
約
延
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長
が
で
き
、
最
大
万
歳
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

③

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
抱
え
る
問
題
点
|
ハ
ワ

イ
本
派
本
願
寺
教
団
再
考
計
画
よ
灼
[

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
で
は
、
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
捉
え
今
後
ど
の
よ
う
に
教
団
が
進
ん
で
い
く
べ
き
か
を
模
索

す
る
た
め
に

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
再
考
計
画

(同

2
E
E
r
g
m
o
ご
Z
2
2吉
国
。
コ
回
当

g
t
z
-
3。コ
O
『

Z
Z包)」

と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
計
画
は

1
9
9
8
年
の
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の

議
制
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
プ
ロ
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
雇
用
し
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
開
教
使
、
信
者
か
ら

な
る
中
核
委
員
会
(
叶

Z

g
吋巾

g
g
g
E巾
巾
)
が
中
心
と
な
り
、

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
を
再
考
し
変
え
て
い
く
た
め
に
、
有
益
な

情
報
を
様
々
な
人
々
か
ら
入
手
し
改
善
策
を
講
じ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て

2
0
0
0
年
7
Hの

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
を
皮
切
り
に

旧
年
7
月
の
ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
ま

で
の
六
つ
の
情
報
収
集
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
セ
ツ

シ
ョ
ン
は
、
各
地
域
の
本
願
寺
メ
ン
バ
ー
の
代
表
者
を
集
め
、

現
時
点
に
お
い
て
各
寺
院
・
本
願
寺
教
団
が
抱
え
る
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

1
2
0

人
程
度
が
参
加
、

日
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
話
し
合
い
が

も
た
れ
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
中
間
報
告
書
が
旧
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

普
段
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
信
者
の
生
の
声
が
収
め
ら

れ
て
い
て
非
常
に
興
味
深
い
。
少
々
煩
雑
に
は
な
る
が
、

ぞ
れ
の
問
題
点
を
な
る
べ
く
具
体
的
な
形
で
拾
い
出
し
分
類
し

て
み
る
。

O
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
と
減
少
、
若
者
不
足

(
メ
ン
バ
ー
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
、

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
、

若
い
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い

(
特
に
却
|
却
歳)、

Ja〉
が
弱
い

ダ

1
マ
ス
ク
ー
ル
・
プ
レ
ス
ク
ー
ル
・
小
学
校
の
生
徒
数
が

減
少
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
が
そ
の
子
供
を
本
願
寺
に
通
い

そ
れ

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成21 



続
け
る
よ
う
に
仕
向
け
る
の
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
)

O
開
教
使
の
問
題

(
開
教
使
の
数
が
不
足
、
開
教
使
の
語
学
不
足
の
問
題
、
開
教

使
が
信
者
の
直
面
し
て
い
る
問
題
を
理
解
し
て
い
な
い
、
開

教
使
の
話
が
今
日
的
問
題
で
な
い
、
開
教
使
と
メ
ン
バ
ー
と

の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
、
非
日
系
人
に
は
分
か
ら
な
い

よ
う
な
具
体
例
を
挙
げ
る
開
教
使
が
い
る
、
理
解
困
難
な
専

門
用
語
を
使
う
、
開
教
使
と
メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ヨ

ン
が
十
分
で
な
い
)

O
メ
ン
バ
ー
間
の
問
題

(
熱
意
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
が
不
足
し
て
い
る
、

メ
ン
バ
ー
の
問

で
本
願
寺
を
日
本
人
だ
け
の
寺
に
し
続
け
よ
う
と
の
雰
囲
気

が
あ
る
、
変
化
を
望
ま
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
、

メ
ン
バ
ー
の

聞
で
、
年
齢
層
に
よ
る
考
え
方
の
違
い
が
あ
り
す
ぎ
る
、
新

し
く
参
加
し
た
人
が
孤
独
感
を
感
じ
る
)

O
教
団
運
営
の
問
題

(
教
団
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
、
世
代
変
化

・
文
化
変
化
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
、
従
来
の
メ
ン
バ
ー
に
重
点
を

置
き
す
ぎ
て
い
て
、
若
い
人
や
非
日
系
人
の
欲
求
に
答
え
よ

22 

う
と
し
て
い
な
い
、
仏
教
の
教
え
よ
り
日
本
の
伝
統
に
重
き

を
置
き
す
ぎ
て
い
る
、
活
動
に
対
す
る
十
分
な
資
金
援
助
が

な
い
、
若
い
人
を
引
き
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
少
な
い
イ
ン

タ
1
ネ
ッ
ト
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
い
な
い
、

ア
ウ
ト
リ
l

チ
。プ
ロ
グ
ラ
ム
が
十
分
で
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
が
少
な
い
、
信
者
か
ら
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
入
れ
て
い

な
い
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
お
香
を
挙
げ
る
際
の
作
法
と
い
っ

た
よ
う
な
仏
教
に
関
す
る
作
法
を
学
ぶ
場
が
な
い
、
仏
教
を

あ
ま
り
詳
し
く
な
い
人
が
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
材

が
な
い
)

O
教
義
・
儀
礼
の
問
題

(
サ
ン
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
讃
悌
歌
が
陰
気
く
さ

ぃ
、
歌
う
の
が
難
し
い
、
歌
詞
に
共
感
で
き
な
い
、
阿
弥
陀
仏

は
神
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
歌
詞
が
あ
る
、
説

教
壇

・
讃
悌
歌
・
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
音
楽
・
腰
掛
と
い
っ
た

キ
リ
ス
ト
教
的
な
様
式
が
仏
教
に
合
わ
な
い

お
経
が
理
解

で
き
な
い
、
仏
教
の
教
え
が
難
し
い
、
葬
式
や
法
事
な
ど
の
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儀
礼
に
た
い
す
る
説
明
が
十
分
で
な
い
、
日
本
語
に
よ
る
宗

教
用
語
・
伝
統
・
行
事
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
、
仏
教
の

教
え
が
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
分
か
り
に
く
い
)

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

寺
院
に
所
属
し
て
お
り
、
ま
た
広
い
年
齢
層
に
亘
っ
て
い
る
た

め
、
な
か
に
は
相
矛
盾
す
る
よ
う
な
答
え
が
見
出
さ
れ
る
し

あ
る
特
定
の
寺
院
に
先
に
挙
げ
た
問
題
点
す
べ
て
が
当
て
は
ま

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
巨
視
的
に
見
た
場
合
に
は
、

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
が
抱
え
る
問
題
点
を
す
る
ど
く
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
信
者
の
高
齢
化
と
若
者
不
足
は
ど
の
伝
統
仏
教
系
教

団
で
も
深
刻
で
あ
る
が
、
本
願
寺
も
同
様
で
あ
る
。
「
子
供
の
頃

は
ダ

l
マ
ス
ク
ー
ル
、
高
校
卒
業
後
は
ハ
ワ
イ
大
学
に
行
き
つ

つ
仏
教
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
そ
の
後
結
婚
、
子
供
が

出
来
た
ら
ダ

l
マ
ス
ク
ー
ル
司
叶
〉
」
と
い
う
従
来
の
パ
タ
ー
ン

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
小
さ
な
子

供
が
寺
に
来
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

小
さ
な
頃
か

ら
寺
に
通
っ
て
い
た
子
供
も
大
き
く
な
る
と
寺
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
寺
か
ら
離
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て

は

小

学
中
学
と
本
願
寺
の
学
校
(
フ
ォ

l
ト
学
園
)

に
通
つ

て
い
て
寺
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
た
子
供
が
、
高
校
に
入
学

す
る
こ
と
を
機
に
寺
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
も
の
、
も
う

つ
の
パ
タ
ー
ン
は

P
J呂
〉
(
日
歳
ま
で
)
を
卒
業
す
る
の
を
機

に
寺
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
の

一
つ
の
策
と
し
て

的
年
に
こ
れ
ま
で
中
学

ま
で
で
あ
っ
た
教
団
付
属
の
学
園
に
新
た
に
高
等
学
校

(
3
2
2
n

∞ロ牛島】】印丹〉

g
仏
巾
ヨ
可
)
を
開
校
し
た
。
こ
れ
は
中
学
ま
で
仏
教
的

教
育
の
も
と
育
っ
た
生
徒
が
、
高
校
に
あ
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
状
況
を
打
開
す
る
た
め

で
あ
る
と
い
う
。

開
教
使
不
足
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

三
分
の

一
以
上
の
寺

院
に
専
任
問
教
使
が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る

ま
た
開
教

使
の
質
に
関
し
て
も
間
組
祝
さ
れ
て
い
る
。
英
市
仏
教
を
で
き

る
だ
け
の
十
分
な
語
学
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
最
低
条
件

で
あ
り
、
仮
に
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
と
し
て
も
ハ
ワ
イ
で

他教111における海外IH.J教の現状と開教使(師)養成23 



生
ま
れ
育
っ
た
人
々
の
感
覚
を
理
解
し
、
そ
の
欲
求
に
応
え
る

能
力
を
身
に
付
け
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
若
い
世
代

か
ら
聞
か
れ
る
話
で
あ
る
の
だ
が
、

初
年
や
初
年
と
い

っ
た
長

い
間
ハ
ワ
イ
に
い
る
開
教
使
は
ま
だ
い
い
が

日
本
か
ら
き
た

若
い
開
教
使
は
魅
力
が
な
い
と
い
う
。
自
分
達
の
状
況
を
理
解

し
て
い
な
く
、
今
日
的
問
題
に
対
す
る
答
え
を
示
し
て
く
れ
な

い
の
だ
そ
う
だ
。

一
方
、
若
く
て
も
ハ
ワ
イ
出
身
の
開
教
使
に

は
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
的
感
覚
を
も
っ
た
人
が

ワ
イ
的
感
覚
を
理
解
し
そ
れ
へ
切
り
替
え
て
い
く
の
は
や
は
り

難
し
く
時
聞
が
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

2
.
教
師
養
成
に
つ
い
て

先
に
見
た
よ
う
な
状
況
の
な
か

ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団

は

ハ
ワ
イ
出
身
(
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
本
土
出
身
)

の
教
師
を

育
て
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

現
在
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
に
な
る
た
め
に
は
、
外

国
出
身
者
、
外
国
居
住
者
で
あ
っ
て
も
、

日
本
に
来
て
京
都
の

西
本
願
寺
で
叩
日
間
の
「
得
度
」
を
受
け
、

そ
の
後
、
「
習
礼
」

24 

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
海
外
で
活
動
す
る
開
教
使

に
な
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
う
け
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
日
本
で
得
度
・
習
礼
を
受

け
る
た
め
に
は
、
日
本
語
の
習
得
は
必
須
条
件
と
は
な
っ
て
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
得
度
・
習
礼
に
は
国
際
部
所
属
の
通
訳
が

つ
く
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
が
出
来
な
い
受
講
者
が

6

ノ、

人
以
上
集
ま
る
と
、
英
語
に
よ
る
得
度
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
講
さ

れ
る
。
過
去
2
回
開
催
さ
れ
、
最
近
は
例
年
に
開
講
さ
れ
た
。

こ
の
英
語
に
よ
る
得
度
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
か
か
る
費
用
は
、
日
本

の
国
際
部
が
負
担
す
る
。
な
お
、

日
本
語
が
出
来
な
い
教
師
で

あ
っ
て
も
、
制
度
上
に
お
い
て
は
日
本
で
住
職
に
な
る
資
格
を

持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
に
お
い
て

ハ
ワ
イ
出
身
者
が
教
師
に
な
る
道
の
り
に

は
、
大
き
く
分
け
て
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

①
ア
メ
リ
カ
で

4
年
生
大
学
卒
業
↓
龍
谷
大
学
ま
た
は
中
央
仏
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教
学
院
↓
得
度
↓
習
礼
↓
教
師

②
ア
メ
リ
カ
で

4
年
生
大
学
卒
業
↓
目
印
↓
得
度
↓
習
礼
↓
教

師③
プ
レ
得
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
↓
得
度
↓
開
教
使
補
と
し
て
五
年
以

上
の
イ
ン
タ
ー
ン
↓
習
礼
↓
教
師

こ
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
大
き
な
違
い
は
、
仏
教
や
真
宗
の
教

え
を
ど
の
機
関
で
学
ぶ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
①
の
パ
タ
1

ン
は
日
本
、

②
の
パ
タ
ー
ン
は
ア
メ
リ
カ
本
土
、

①
の
パ
タ
l

ン
は
ハ
ワ
イ
で
あ
る
。

①
は
、
龍
谷
大
学
ま
た
は
中
央
仏
教
学
院
で
学
ん
だ
後
、
得
度

習
礼
を
受
け
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は

ノ、

ワ

イ
本
派
本
願
寺
教
聞
か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

学
費
の
ほ
か
、
月
日
万
円
の
生
活
費
が
支
給
さ
れ
る
。
奨
学
金

を
受
け
る
条
件
に
、

「日
系
人
で
あ
る
こ
と
」
は
含
ま
れ
て
い
な

ぃ
。
た
だ
し
、

「奨
学
金
を
受
け
た
年
数
の
、
最
低
で
も
倍
の
年

数
を
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
で
開
教
使
と
し
て
活
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
。
こ
の
①
の
パ
タ
ー
ン
は
、

日
本
語
を
習
得
す
る
必
要
も
あ
り
、
年
数
が
最
も
掛
か
る
パ
タ
l

ン
で
あ
る
が
、

そ
の
分
「
し
っ
か
り
と
し
た
開
教
使
が
育
つ
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
は、

ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
日
∞
(
米
国

仏
教
大
学
院
、

F
m
t
g
g
え
∞
豆
島

E
m
g
e巾
印
)

で
勉
強
し
た

の
ち
、
得
度
・
習
礼
を
受
け
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
目
印
で
は
、

僧
侶
養
成
の
課
程
の
ほ
か
、
仏
教
学
の
修
士
課
程
を
取
得
で
き

る
コ

l
ス
、
ま
た
チ
ャ
プ
レ
ン
シ
l
の
資
格
を
取
得
で
き
る
コ

l

ス
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、

ハ
ワ
イ
本
派
本
願

寺
教
団
か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
奨

学
金
を
得
て
、
日
∞
で
修
士
号
室
切
〉
)
を
取
得
し
、
ま
た
は
チ
ヤ

プ
レ
ン
シ

l
の
資
格
を
取
得
し
て
も
、
本
願
寺
の
開
教
使
に
な

ら
な
い
人
が
い
る
と
い
う

。

①
は
、
ハ
ワ
イ
で

「プ
レ
得
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
け
た
後
に
、

得
度

・
習
礼
を
受
け
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
プ
レ
得
度
。フ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団

の
抱
え
る
問
題
を
背
景
に
し
て
、

ハ
ワ
イ
出
身
の
開
教
使
を
多

く
排
出
す
べ
く

1
9
8
0
年
頃
に
作
ら
れ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る

他教団における海外聞教の現状と開教使(師)養成25 



ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
内
の
開
教
使
育
成
委
員

(
Z
5
5
丹
市
コ
丘
、
『

E
-
5
-2
m
n
oヨ
ヨ
口
gw)

が
運
営
を
行
い
、

三
5
5
Z
Z
〉

non-E
S
(同吉
岡
白

rz-)に
任
命
さ
れ
た
開
教
使

が
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
。
受
講
希
望
者
は
、

。フ
レ
得
度

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会

・
書
類
審
査

・
面
接
を
受
け
、

そ
れ
に

合
格
し
た
も
の
は
、
各
寺
院
(
ま
た
は
地
区
レ
ベ
ル
)
で

1 

得
度
の
大
切
さ
に
つ
い
て

2
.
教
義
と
歴
史
の
勉
強

3
.
儀
式

の
実
習
と
作
法
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、

そ
の
後
ハ
ワ
イ
州
全

体
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、

1 

得
度
の
大
切
さ
に
つ
い
て

2.
仏
教
の
歴
史
と
教
え
に
つ
い
て

3
.
浄
土
真
宗
の
教
え
の
概
要

4
.
浄
土
真
宗
の
歴
史

5
.
宗

教
と
社
会

6
.
布
教

7
.
儀
礼
の
実
習

8
.
読
経
の
実
習
と

い
う

8
つ
の
内
容
に
つ
い
て
、
週

1
1
2
日、

3
1
4
週
間
か

け
て
行
う
。
所
用
時
間
は
受
講
者
の
習
得
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
た
志
願
者

の
資
質
や
得
度
を
受
け
る
決
意
を
計
る
と
い
う
目
的
も
持
っ
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
費
用
は
教
団
が
持
つ
が
、
旅
費
は

受
講
者
負
担
と
な
る
。
現
在
活
躍
し
て
い
る
開
教
使
で
は

3
人、

引
退
し
た
人
も
含
め
る
と
叩
名
が
こ
の
コ

l
ス
出
身
で
あ
る
。

26 

プ
レ
得
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、

コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
に
よ
る

審
査
に
合
格
し
た
も
の
は
、
総
長
に
よ
る
認
証
を
受
け
、
得
度

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
得
度
を
満
了
し
総
監
が

認
め
た
場
合
に
は
「
開
教
使
補
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
開

教
使
補
は
、
教
師
に
な
る
ま
で
の
問
、
寺
院
で
の
儀
礼
や
布
教

の
手
伝
い
を
す
る
立
場
で
あ
り
、
監
督
教
師
の
も
と
で
の
活
動

に
限
定
さ
れ
、
葬
儀
や
結
婚
式
を
執
り
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

開
教
使
補
は
「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ニ
ス
タ
l
」
で
あ
り
、
「

ニ
ス
タ

l
」
と
名
乗
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

得
度
を
受
け
た
後
、
開
教
使
補
と
し
て

5
年
以
上
の
キ
ャ
リ

ア
ー
を
積
み
、
監
督
教
師
に
よ
る
推
薦
・
総
長
に
よ
る
認
証
を

受
け
る
と
、
習
礼
に
進
み
教
師
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

習
礼
を
受
け
る
に
は

4
年
生
大
学
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
条
件
で
あ
る
。
も
し
も
、
卒
業
資
格
を
も
っ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
開
教
使
補
の
時
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
勉
強
し
卒
業
資
格

を
取
得
す
る
。
こ
の
際
に
は
、
大
学
で
勉
強
す
る
た
め
の
奨
学

金
を
、
教
団
か
ら
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
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こ
の
プ
レ
得
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
受
講
希
望
者
は
、
社
会
で

仕
事
を
経
験
し
て
き
た
人
が
多
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
憎
侶
は

定
年
が
遅
い
た
め
、
「
長
く
働
く
た
め
に
僧
侶
の
道
を
選
択
す
る
」

と
い
う
と
い
う
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

「
職
が
無
く
、
食
べ
ら
れ
な
い
外
人
(
非
日
系
人
こ
が
き
て
「
僧

侶
に
な
り
た
い
と
簡
単
に
い
っ
て
く
る
」
場
合
も
多
い
と
い
う
。

禅
の
影
響
を
受
け
た
「
宗
教
遍
歴
者
」
も
多
い
。
こ
の
た
め
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
食
べ
ら
れ
な
い
外
人
の
救
済
機
関
」
に

な
る
危
険
性
も
字
む
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
希
望
者
へ
の
書

類
審
査
は
慎
重
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
ま
で
、

①
、
②
、
①
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
き
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
指
摘
し
た
よ
う
な
問
題
点
を
苧
ん
で
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
日
本
か
ら
来
た
若
い
開
教
使
に

関
す
る
問
題
の
ほ
う
が
深
刻
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
「
開
教
使

と
し
て
成
功
す
る
の
に
、
日
系

・
非
日
系
は
関
係
な
い
の
で
は
」

と
与
世
森
総
長
は
感
じ
て
い
る
。
ま
た

現
在
は
、
女
性
開
教

使
の
人
気
が
高
い
と
い
う
。
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
の
メ
ン

パ
l
の
聞
に
は
、
「
人
種
の
壁
」
に
つ
い
て
の
意
識
は
な
い
と
い

ぅ
。
こ
れ
は
、
「
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
で
は
、
特
に
戦
争
時

期
に
女
性
の
開
教
使
が
増
え
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
男
性
・

女
性
、

日
系

・
非
日
系
と
い
う
意
識
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

な
お
、
元
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
で
、
真
宗
学
者
で
あ
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド

・
ブ
ル
ー
ム
氏
が
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
教
団
と
非
日
系

人
と
の
人
的
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

3
.
今
後
の
見
通
し

2
0
0
6
年
8
月
に
、
親
鷺
聖
人
七
五

O
回
大
遠
思
計
画
の

「
国
際
伝
道
の
推
進
」
の
一
環
と
し
て
、

北
米
開
教
区
(
小
杭
好

臣
開
教
総
長
)
が
、
米
国
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ

ー
ク
レ
ー
市

に
宗
派
や
龍
谷
大
学
な
ど
の
助
成
を
う
け
て
「
浄
土
真
宗
セ
ン

タ
l
」
を
開
設
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
約
2
6
0
o
d
の

敷
地
に
鉄
筋
3
階
建

・
総
床
面
積
約
2
6
0
0
m
の
建
物
に
礼

拝
堂
や
教
室
、
事
務
所
、
宿
泊
施
設
(
学
生
寮
、

講
師
宿
舎
用
)

が
完
備
し
て
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
開
教
使
養
成
所
、
英
語

通
信
教
育
、
米
国
仏
教
大
学
院
(
日
∞
)
、
北
米
開
教
区
教
育
研

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成27 



修
セ
ン
タ
ー
、
龍
谷
大
学
海
外
拠
点
の

5
部
門
を
設
置
し
た
。

現
在
で
は
得
度
、
習
礼
は
日
本
に
入
っ
て
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
米
国
で
得
度
・
習
礼
を
受
け
て
教
師
に
な
れ
る
よ

ぅ
、
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
「
5
年
以
内

に
は
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
ご
と
で
あ
り
、
今
後
は
、

こ
の
「
真
宗
セ
ン
タ
ー
」

で
教
師
と
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
、

米
国
で
得
度
・
習
礼
を
受
け
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

(
名
和
清
隆
)

第

3
章

報
告

浄
土
宗
ハ
ワ
イ
開
教
区
檀
信
徒
意
識
調
査

浄
土
宗
総
合
研
究
所
開
教
班
で
は

2
0
0
6年
ロ
月
、

/、

ワ

イ
開
教
区
の
浄
土
宗
寺
院
の
メ
ン
バ
ー

(
信
徒
)
に
対
し
て
、
「
ハ

ワ
イ
浄
土
宗
寺
院
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

(
英
語
タ
イ
ト
ル
「
p
c巾
印
巴
。
ロ

E
可
巾
。
コ
円
宮
司
「

2
2昨
日
宮
山
t
oロ

自
色
司
三
口
吋
巾
ロ

-
2
5
0
2
。
『
」
。
号
印
}dz
叶
巾
ヨ
℃
一

2
5
E
g
g
-】
」
)
を

実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は

ハ
ワ
イ
開
教
区
の
メ
ン
バ
ー
は
浄

土
宗
寺
院
の
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

28 

今
後
の
寺
院

・
僧
侶
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿

で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
簡

単
な
分
析
を
行
い
た
い
。

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
で
お
こ
な
っ
た
。
ま
た

日
本
語
版
と
英
語
版
の
両
方
を
用
意
し
た
う
え
で
、
回
答
者
の

使
用
言
語
に
応
じ
て
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
。
配
布
方
法
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
を
、
各
ハ
ワ
イ
寺
院
の
開
教
使
に
渡
し

開
教
使
か
ら
サ
ン
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
法
要
に
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
に
配
布
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
と
っ
た
。
な
お
回

収
票
は

1
5
1票
で
あ
っ
た
。

(1)
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1
.
男
性

2
.
女
性

男
性
担
%
、
女
性
白
%
で
女
性
の
割
合
が
男
性
の
約

2
倍
で

必のマ
h
v

。
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(
2
)
あ
な
た
の
年
代
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

1 

20 
歳
代

2 

初
歳
代

3
.
判
歳
代

7
.
加
歳
以
上

却
代
が

6
%

別
歳
以
上
が
剖
%

4
.
m歳
代

こ
と
が
分
か
る
。

お
%
そ
れ
以
下
が
日
%
で
あ
り
、

ω代
以
下
の
年
代
が
少
な
い

(
3
)
あ
な
た
の
人
種
は
何
で
す
か
。

印
代
が
日
%
、

日
系
人
位
%
、
日
本
人
3
%
、
白
人
3
%

混
血
1

%
で
あ
る
。

叩
代
以
上
が
臼
%
と
過
半
数
を
占
め
る
。

5 

ω歳
代

6 

初
歳
代

8 

加
歳
以
下

加
代
が
2
%

初
代
が
3
%

ω代
が
日
%
A
U
L
L喝
号

、

nu
'FO
、

司

i
A
r
A
M
q
d
釦
h
円

(1 )性別を教えてください。

印
歳

1
ω
歳
が

日
系
人
が

9
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

( 2 )あなたの年代を教えてください。

1% 

あなたの人種は何ですか。
フィリピン 1%
( 2人)

MIX1 % 
(1人)

(3 ) 

白人3%
( 5人)

日本人3%ーへ¥
( 4人)

フ
ィ
リ
ピ
ン
1

%

日系人92%
(139人)

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成29 



* 
3
)
で
「
日
系
人
」
と
い
う
回
答
の
場
合
に
は
、
次
の

質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。)

1 

1 
世

3
3
世

(3)
|
1
あ
な
た
は
何
世
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
で
す
か
。

4
-
4
世

2

2
世

5

5

世

6
.
そ
の
他

( 4 )何世ですか。

NA9%  
(13人)

/一一1世3%
( 5人)

2世42%
(64人)

複回 2%
その他 1% (3人)
(1人)

5世 1%
( 1 

3世37%
(56人)

-
世
3
%

3
世
訂
%

2
世

位

%

2
世
ま
た
は

3
世
の
削
合
が
乃
%
を
占
め

に
減
少
し
て
い
る
。

4世 5%
( 8人)

4
世
5
%、
5
世
1
%

4
世
以
降
が
急
激

(
2
}
1
(
3
)
1
1
の
質
問
か
ら
、
現
在
の
ハ
ワ
イ
開
教
区
の

寺
院
で
は

初
代
、

初
代
の
日
系
2
世

3
世
が
寺
の
メ
ン
バ

ー

30 

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

(4)
あ
な
た
の
所
属
す
る
寺
院
は
ど
こ
で
す
か
。

園14%
(21人)

図 5%
( 7人)

( 4 )所属寺院はどこですか。

i113% 
( 5人)

図4%
( 6人)

図13%
(20人)

(5)
あ
な
た
が
使
用
で
き
る
言
語
は
何
で
す
か
。

1
.
f失
語
の
み

2
.
日
本
語
の
み

圃コロア

図 カーチスタウン

図 ラハイナ

国ワイルク

掴 NA

目別院

図ハレイワ

圃 ハ7クワ

固 ハヴィ

回 ヒロ

悶コハラ
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3
.
英
語
と
日
本
語
が
で
き
る

英
語

・
日
本
語
両
方
で
き
る
人
の
割
合
が
臼
%
、
英
語
の
み
で

き
る
人
の
割
合
泣
%
、
日
本
語
の
み
で
き
る
人
の
割
合
3
%

*
3
と
回
答
し
た
人
の
み

(
5
)
|
l
 

次
に
設
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
日
本
語
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
で
す

か
。
①
j
①
そ
れ
ぞ
れ
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
聞
く

(A.

る

C 

少
し
で
き
る
)

(5 )使用できる言語。

NA3% 
( 4人)

英語のみ32%
(48人)

完
墜
に
で
き
る

B.
困
ら
な
い
程
度
に
で
き

つ
日本語のみ 2%
( 3人)

(5-1 )①間取能力。

英語と日本憶が
出来る63%
(96人)

完盤10%
(9人)

図らない

程度30%
(27人)

少しだけ60%
(53人)

，11.89人

少
し
で
き
る
・
・
・
印
%

完
壁
に
で
き
る
:
叩
%
困
ら
な
い
程
度
:
・
却
%

②
話
す

(A.

る

C 

完
壁
・
・
・
5
%

①
書
く
(A.

完
壁
に
で
き
る

少
し
で
き
る
)

B 

困
ら
な
い
程
度
に
で
き

困
ら
な
い
程
度
:
・
却
%
少
し
だ
け
:
・
臼
%

c.
少
し
で
き
る
)

完
壁
に
で
き
る

る

(5 -1)②話す能力。

「 完壁5%
( 4人)

閤らない

程度30%
(26人)

少しだけ65%
(56人)

Jr86人

、今
O

L

P
)
 

な

9
人

ら
度

6

困
程
(

「

l
l

(5 -1)③書く能力。

完壁6%ー「
( 4人)

B 

困
ら
な
い
程
度
に
で
き

少しだけ85%
俗6人)

市66人

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成31 



完
壁
・
・・
6
%

困
ら
な
い
程
度
・
・
・
9
%

少
し
だ
け
・
・
出
%

使
用
言
語
に
関
し
て
は
、
「
英
語
だ
け
」
と
回
答
し
た
人
が

認
%
で
あ
っ
た
。
「
英
語

・
日
本
語
両
方
で
き
る
」
と
回
答
し
た

人
の
割
合
は
臼
%
に
も
上
っ
た
が
、
「
両
方
で
き
る
」
と
回
答
し

た
人
に
、
能
力
ご
と

(
聞
く
、
話
す
、
書
く
)

で
尋
ね
て
み
る

と
、
問
題
な
く
日
本
語
を
聞
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
ω
%
( 

人
二仁

体
の
お
%
)
、
同
じ
く
、
問
題
な
く
会
話
が
で
き
る
の
は
お
%

(全

体
の
幻
%
)
、
問
題
な
く
書
く
こ
と
が
出
来
る
人
の
割
合
は
日
%

(
全
体
の
9
%
)
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

(6
)
寺
に
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
欲
し
い
活
動
は

何
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
上
位
3
つ
の
み
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
待
さ
れ
る
順

1 
位

デ
イ
ケ
ア
l
や
老
人
福
祉
な
ど
の
社
会
福
祉
活
動
、
あ

る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

2
位

・
宗
教
的
な
相
談

(6 )寺に積極的に取り組んでほしい活動

50 

44人

40 

30 

20 

10 

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ウ
ク
レ
レ
な

ど
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
学
ぶ
活

動

32 

墓
、
納
骨
堂
、
位
牌
堂
の
股

置保
育
園
や
幼
稚
園

日
本
語
学
校

家
族
や
身
近
な
こ
と
に
関
す

る
相
践

レ
ヲ
リ
工

l
シ
ョ
ン
活
動

写
経
や
別
時
念
仏

生
け
花
な
俳
句
な
ど
の
日
本

文
化
を
学
ぷ
活
動

法
話
な
ど
の
仏
教
の
教
え
を

伝
え
る
活
動

宗
教
的
な
相
談

テ
イ
ケ
ア
や
老
人
福
祉
な

ど
の
社
会
福
祉
活
動
、
あ
る

い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
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3
位
・
法
話
な
ど
の
仏
教
の
教
え
を
伝
え
る
活
動

4
位
・
生
け
花
な
俳
句
な
ど
の
日
本
文
化
を
学
ぶ
活
動

5
位
・
写
経
や
別
時
念
仏

-
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

6
位
・
家
族
や
身
近
な
こ
と
に
関
す
る
相
談

日
本
語
学
校

7
位
・
墓
、
納
骨
堂
、
位
牌
堂
の
設
置

-
保
育
園
や
幼
稚
園

8
位
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ウ
ク
レ
レ
な
ど
の
ハ
ワ
イ
文
化
活
動

デ
イ
ケ
ア

l
、
老
人
福
祉
な
ど
の
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
が
最

も
強
く
期
待
さ
れ
、
次
い
で
仏
教
的
な
相
談
や
法
話
な
ど
の
精

神
的
な
ケ
ア
へ
の
期
待
、
お
よ
び
日
本
文
化
活
動
、

レ
ク
リ
エ

l

シ
ョ
ン
活
動
へ
の
期
待
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

(7)
閲
教
使
に
求
め
る
も
の
は
何
で
す
か
?
次
の
中
か
ら
上
位

3
つ
の
み
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

(7)開教使に求めるもの

75人

50 

40 

30 

20 

80 

70 

60 

慎
ま
し
や
か
な

(
ス
ト
イ
Y

7
な
)
生
活
を
送
る

お
経
が
上
手
で
あ
る

地
域
の
活
動
や
福
祉
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

仏
教
行
事
に
積
極
的
に
取
り

組
む

仏
教
や
浄
土
宗
の
教
え
に
つ

い
て
詳
し
い

法
話
が
上
手
で
あ
る

ハ
ワ
イ
の
情
況
や
ハ
ワ
イ
の

人
々
の
考
え
方
を
良
く
知
っ

て
い
る

レ
ウ
リ
工

l
シ
ヨ
ン
活
動
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

寺
の
メ
ン
バ
ー
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
す
る

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
あ
る

英
語
が
上
手
で
あ
る

10 
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1
、
お
経
が
上
手
で
あ
る

2
、
法
話
が
上
手
で
あ
る

3
、
仏
教
や
浄
土
宗
の
教
え
に
つ
い
て
詳
し
い

4
、
英
語
が
上
手
で
あ
る

5
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
あ
る

6
、
仏
教
行
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む

7 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み

寺
の
メ
ン
バ
ー
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る

8
、
地
域
の
活
動
や
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

9 

ハ
ワ
イ
の
状
況
や
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
考
え
方
を
良
く
知
つ

て
い
る

印
、
慎
ま
し
や
か
な

(
ス
ト
イ
ッ
ク
な
)
生
活
を
送
る

「
英
語
が
上
手
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
開
教
使
に
最
も
求
め

ら
れ
て
い
る
資
質
で
あ
る
。
続
い
て
「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

あ
る
こ
と
」
、
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
積
極
的
で
あ
る
こ

と
」
、
「
ハ
ワ
イ
の
状
況
、
考
え
方
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
」

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
法
話
が
上
手
で
あ
る
こ
と
」
や
「
仏
教

の
教
え
の
理
解
度
」
よ
り
も
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

34 

(8)
現
在
、
ハ
ワ
イ
に
あ
る
伝
統
的
仏
教
寺
院
で
は
、
メ
ン
バ
ー

の
滅
少
(
特
に
若
者
や
社
年
周
の
メ
ン
バ
ー
の
減
少
)
が
深
刻

化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
状
況
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
思

い
ま
す
か
?
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
か
?
あ
な
た
の
考
え
を
白

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

檀
信
徒
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
改
善
策
・
要
望
の
ポ
イ
ン
ト
は

大
き
く
分
け
て

3
点
に
分
類
で
き
た
。

1 

同
葉
の
問
題
、
英
語
の
話
せ
る
開
教
使
・
英
語
の
経
本

法
話

29 
件

2 

お
寺
へ
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
活
動
の
実
施

20 
件
3 

若
い
人

(
3
世
・

4
世
)
を
引
き
込
む
活
動
の
実
施

21 

{牛
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一
つ
目
の
「
言
葉
の
問
題
」

で
あ
る
が
、

メ
ン
バ
ー
を
増
や

す
に
は
「
よ
り
英
語
の
上
手
な
開
教
使
が
必
要
」
で
、
「
メ
ン
バ
ー

と
、
よ
り
密
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

必
要
」
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。
と
く
に

3
世
4
世
以

降
の
人
々
は
「
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
が
多
く
、
ま
た
「
お

経
や
法
要
の
意
昧
、
ま
た
仏
教
と
い
う
教
え
が
よ
く
分
か
っ
て

い
な
い
」
た
め
、
ま
ず
「

一
般
的
に
仏
教
と
は
ど
う
い
う
教
え

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
若
い
世
代
に
英
語
で
教
育
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
?
」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
た
。

二
つ
目
の
「
お
寺
へ
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
活
動

の
実
施
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
家
族
向
け
の
行
事
を
開
催
し

て
ほ
し
い

日
曜
学
校
を
開
設
し
て
ほ
し
い
、
寺
を

一
般
開
放

し
て
ほ
し
い
、
現
代
的
な
法
話
の
実
践
を
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

意
見
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
日
系
人
に
よ
る
閉
ざ
さ
れ
た
雰
囲
気

が
あ
る
た
め

お
寺
に
縁
の
な
か
っ
た
人
に
と

っ
て
は

お
寺

へ
行
く
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
敷
居
が
高
い
こ
と
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
は
」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
「
気
楽

に
お
寺
に
行
け
る
」
と
い
う
雰
囲
気
こ
そ
が
、
人
を
集
め
る
要

因
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
三
つ
目
の
「
若
い
世
代
を
引
き
込
む
活
動
の
実
施
」

と
は
、
具
体
的
に
同
好
会
の
設
立
、
子
供
た
ち
の
為
の
ス
ポ
l

ツ

(
空
手

・
柔
道

・
ハ
イ
キ
ン
グ

・
ス
イ
ミ
ン
グ

・
太
鼓
等
)

の
催
し
、

ひ
な
祭
り
・

子
供
の
日
、
盆
踊
り
等
の
日
本
由
来
の

行
事
を
も
っ
と
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
広
い
年
代
で
お
寺

へ
来
る
楽
し
み
と
意
義
を
共
有
で
き
る
機
会
を
設
け
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

(9)
現
在
、

ハ
ワ
イ
に
あ
る
伝
統
的
仏
教
寺
院
の
多
く
で
は
、

メ
ン
バ
ー
の
大
多
数
が
日
系
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
状
況
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
?

あ
な
た
の
考
え
を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

総
コ
メ
ン
ト
数
弘

日
系
人
以
外
も
増
え
た
方
が
良
い

44 

こ
の
ま
ま
で
良
い

10 
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回
答
者
の
約
8
割
の
人
々
が
「
寺
に
く
る
の
は
日
系
人
ば
か
り
」

と
い
う
現
状
に
不
安
や
疑
問
を
覚
え
て
い
る
。

A
V

「日
系
人
以
外
も
噌
え
た
方
が
よ
い
」
判
件

こ
の
意
見
は
寺
院
や
開
教
使
側
へ
対
す
る
も
の
と
メ
ン
バ
ー
側

へ
の
も
の
と
2
種
に
わ
け
ら
れ
る
。

寺
院
・
開
教
使
側
へ
の
意
見
と
し
て
は
、

「
日
本
語
を
話
す
僧
侶
に
日
本
語
の
お
経
で
は
日
系
人
以
外
は

(9 )メンハーの人種が日系人に

偏っていることについて 居
心
地
が
悪
い
・
教
え
が
理
解
で
き
な
い
」

44人

50 

40 

30 

20 

10 

の
ま
ま
で
よ
い

日
系
人
以
外
も
増
え
た

方
が
良
い

「
ハ
ワ
イ
は
多
民
族
社
会
で
あ
る
の
に
日
本
の
単

一
文
化
を
色

36 

濃
く
持
つ
寺
院
は
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

「
日
本
語
や
浄
土
宗
の
教
え
を
、
地
域
や
メ
ン
バ
ー
が
難
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
う
べ
き
で
は
な
い
」

「
寺
は
日
系
人
の
も
の
だ
と
い
う
考
え
を
捨
て
る
べ
き
だ
」
「
他

の
人
種
の
人
々
が
興
味
を
も
っ
て
寺
を
訪
ね
て
く
る
こ
と
に

寛
大
で
あ
る
べ
き
だ
」
等

ま
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
同
じ
メ
ン
バ
ー
へ
の
意
見
と
し
て
は

「「日
本
人
』
と
い
う
枠
で
群
れ
て
い
る
限
り
他
の
人
種
は
入
り

込
め
な
い
」

「
私
達
(
信
者
)
が
文
化
的
に
多
様
で
柔
軟
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
「
信
者
が
柔
軟
で
あ
れ
ば
ア
ジ
ア
文
化

・
芸
術
に
興
昧
を
持
つ

ア
ジ
ア
系
以
外
の
人
た
ち
も
寺
に
来
て
み
よ
う
と
思
う
だ
ろ

う
」
等
の
多
民
族
社
会
な
ら
で
は
の
人
種
の
壁
の
問
題
が
見

受
け
ら
れ
た
。

-
「
こ
の
ま
ま
で
よ
い

(日
系
人
ば
か
り
で
よ
い
)」
凶
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ま
た

そ
れ
に
対
し
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
意
見
も
、
少

数
な
が
ら
も
存
在
す
る
.

「
仕
方
が
な
い
、
問
題
な
い
」

「
伝
統
だ
か
ら
そ
れ
で
よ
い
。
ご
く
自
然
の
こ
と
。」

「
日
本
の
伝
統
に
浸
れ
る
い
ま
の
環
境
が
よ
い
。」

「
昔
か
ら
の
つ
な
が
り
は
な
く
し
た
く
な
い
。」

「
昔
の
日
曜
学
校
の
人
々
が
戻
っ
て
き
て
い
て
よ
い
。
」

大
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
「
日
系
人
だ
け
の
お
寺
で
は
い
け
な

い
」
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
状
態
を
メ
ン

パ
l
自
身
も
気
づ
き
危
慎
を
感
じ
つ
つ
も
、
「
日
系
人
コ
ミ
ユ

テ
ィ

l
」
と
し
て
居
心
地
が
良
く
な
っ
て
い
て
、
結
果
的
に
日

系
人
以
外
に
と
っ
て
は
「
閉
じ
ら
れ
た
」
雰
囲
気
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。
現
在
、
若
い
世
代
で
は
日
系
人
以
外
と
結

婚
す
る
場
合
も
多
く
、
「
自
分
は
日
系
人
で
あ
る
」
と
い
う
意
識

が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
今
後
「
日
系
人
」
と

い
う
枠
に
捉
わ
れ
す
ぎ
る
と
、
益
々
「
閉
じ
ら
れ
た
お
寺
」
と

な
る
恐
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「
非
日
系
人
」
や
「
若
い
人
」
、
「
新
し
い
人
」
が
寺
へ

来
な
い
の
は
、

や
は
り
言
葉
の
問
題
が
大
き
い
と
多
く
の
人
々

が
感
じ
て
い
る
。

(
叩
)
現
在
、

ハ
ワ
イ
に
あ
る
伝
統
的
仏
教
寺
院
の
多
く
で
は

僧
侶
は
日
本
か
ら
や
っ
て
く
る
僧
侶
で

ハ
ワ
イ
出
身
の
僧
侶

は
少
数
で
す
。
ま
た
非
日
系
人
の
僧
侶
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状

況
で
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す

か
?
あ
な
た
の
考
え
を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

開
教
使
の
出
身
・
人
種
に
つ
い
て
の
回
答
(
日
)
を

ワ
イ
出
身
の
僧
侶
を
希
望
す
る

②
非
日
系
人
の
僧
侶
を
希
望

す
る

①
非
日
系
人
の
僧
侶
で
も
よ
い

④
日
本
人
(
日
本
か

ら
来
た
)
僧
侶
叫
州
を
希
望
す
る

①
日
本
人
(
日
本
か
ら
来
た
)

僧
侶
以
外
で
も
よ
い

⑥
日
系
人
の
僧
侶
を
希
望

⑦
日
本
人

(
日
本
か
ら
来
た
)
僧
侶
で
も
よ
い

③
日
本
人
(
日
本
か
ら
来
た
)
僧
侶
を
希
望
す
る
①
英
語
に
堪

能
な
僧
侶
を
希
望

⑮
若
い
僧
侶
を
希
望
す
る

⑪
僧
侶
の
人

① 

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成37 



種
は
問
わ
な
い
の
日
項
目
に
分
類
し
た
結
果
、
「
①
ハ
ワ
イ
出
身

の
僧
侶
を
希
望
す
る
」
と
言
う
意
見
が
白
票
と
最
も
多
く
見
ら

れ
た
。
つ
づ
い
て
人
種
に
か
か
わ
ら
ず
「
⑤
英
語
に
堪
能
な
憎

侶
を
希
望
」
と
い
う
意
見
が

9
票、

3
番
目
に
「
③
非
日
系
人

の
僧
侶
で
も
よ
い
」

4
番
目
に
「
⑦
日
本
人
(
日
本
か

8
票、

ら
来
る
)
僧
侶
で
も
よ
い
」

6
票
と
い
う
よ
う
な
順
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
ハ
ワ
イ
開
教
寺
院
の
メ
ン
バ
ー
の
人
々
が
日
系

・
非
日

系
を
問
わ
ず
「
ハ
ワ
イ
文
化
や
言
葉
の
理
解
の
あ
る
憎
侶
」
を

希
望
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回

答
に
見
ら
れ
た
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A
V
ハ
ワ
イ
出
身
の
僧
侶
を
希
望
す
る

ハ
ワ
イ
出
身
の
若
者
に
僧
侶
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

ハ
ワ
イ
で
の
僧
侶
養
成
講
座
を
開
講
し
て
ほ
し
い

ハ
ワ
イ
出
身
の
僧
侶
は
地
域
の
人
々
と
意
志
疎
通
が
は
か
れ
、

法
話
に
も
親
し
み
ゃ
す
い

-
ハ
ワ
イ
出
身
の
僧
侶
な
ら
ば
も
っ
と
話
し
合
え
、
多
く
の
人
に

入
信
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

15人

8人

6人

9人

4人

38 

15 12 

(10)関数使の人種について

①ハワイ出身の僧侶を希望する

②非日系人の僧侶を希望する

QJ非日系人の僧侶でもよい

③日本人(日本から来る)僧侶以外在希望する

~日本人 ( 日本から来る )僧侶以外でもよい

①日本人 (日本から来る)僧侶でもよい

⑥日本人 (日本から来る)僧侶を希望する

⑨英語に111能な僧侶を希望

⑩若い僧侶を希望する
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-
非
日
系
人
僧
侶
を
希
望
す
る
も
し
く
は
非
日
系
人
の
僧
侶
で

も
よ
い
他
人
種
の
僧
侶
の
存
在
は
地
域
の
多
様
性
を
促
し
て
く
れ
る、

ま
た
は
国
際
的
な
宗
教
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
よ
い
。

-
他
人
種
の
人
々
が
仏
教

・
浄
土
宗
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
に
前
向

き
で
あ
る
べ
き
だ

ア
メ
リ
カ
の
習
慣
を
熟
知
し
た
英
語
の
出
来
る
僧
侶
が
必
要

3
世
4
世
の
人
々
の
為
に
も
念
仏
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
る
人
が
必
要

-
日
本
人
(
日
本
か
ら
来
る
)
僧
侶
以
外
を
希
望

も
し
く
は
日

本
人

(日
本
か
ら
来
る
)
僧
侶
以
外
で
も
よ
い

-
日
本
か
ら
来
た
僧
侶
は
ハ
ワ
イ
の
言
語
や
地
域
の
ニ

l
ズ
に
適

合
で
き
な
い
た
め

「日
本
の
誰
か
に
操
ら
れ
て
い
る
寺
」
で
は
な
く
「
自
分
た
ち

の
寺」

だ
と
自
覚
す
べ
き

-
日
本
人
(
日
本
か
ら
来
る
)
僧
侶
を
希
望

も
し
く
は

日
本
人

(
日
本
か
ら
来
る
)
僧
侶
で
も
よ
い

現
状
で
問
題
な
い

・
良
い

東
洋
と
西
洋
の
つ
な
が
り
が
保
て
る

日
本
人
も
し
く
は
日
系
人
以
外
は
不
自
然

日
本
の
伝
統
や
文
化
を
学
べ
る

-
英
語
に
堪
能
な
僧
侶
を
希
望

信
者
の
減
退
を
止
め
、
ま
た
信
者
を
増
や
す
た
め
に
は
英
語
の

で
き
る
僧
侶
を
採
用
す
る
べ
き

新
し
い
信
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
英
語
で
な
さ
れ
る
べ
き

日
本
か
ら
の
僧
侶
で
あ
っ
て
も
英
語
が
充
分
に
理
解
で
き
な
く

て
は
困
る

-
人
種
を
問
わ
ず
4

央
語
に
堪
能
な
僧
侶
が
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
浄
土

宗
存
続
の
為
に
必
要
で
あ
る

若
い
世
代
を
取
り
込
む
た
め
に
も
英
語
を
十
分
理
解
で
き
る
僧

侶
を
希
望
A-その
他

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成39 



日
本
人
の
価
値
観
や
信
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
私
た
ち
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
人
種
は
問
わ
な
い
。
問
題
は
僧
侶

で
は
無
く
、
信
者
た
ち
が
壁
を
作
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
の
信

者
は
も
っ
と
教
育
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
僧
侶
は
そ
れ
に
関
し

て
の
対
応
の
仕
方
を
認
識
す
べ
き
だ
。

-
偏
見
無
く
協
力
し
て
ほ
し
い
。
島
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
た

p 。

ハ
ワ
イ
文
化
は
日
本
文
化
と
違
う
の
だ
。

資
格
が
あ
れ
ば
人
種
は
問
わ
な
い

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る
現
状
の
整
理
〉

現
在
、

ハ
ワ
イ
の
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
は
、
「
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
と
減
少
」
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
寺
院
に
多
く
関
わ
り
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
は
、
初
歳
代
初
歳
代

の
日
系
2
世
3
世
の
女
性
が
多
く
を
占
め
、

4
世
以
降
の
若
い

世
代
、
ま
た
非
日
系
人
は
極
度
に
少
な
い
と
い
う
状
況
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
開
教
使
と
メ
ン
バ
ー

の
問
の
「
言
葉
の
壁
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
寺
に
き
て

い
る
メ
ン
バ
ー
の

7
割
以
上
が
、
「
日
本
語
が
で
き
な
い
、
自
信

が
無
い
」
と
す
る
人
が
占
め
る
中
で
、
現
地
の
人
々
と
十
分
な

40 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
英
語
で
布
教
が
で
き
る
だ
け

の
英
語
力
を
も
っ
開
教
使
が
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
、
「
日
系
人
」
が
占
め
る
と
い

う
お
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
他
人
種
に
人
々
に
と
っ
て
は
近

寄
り
が
た
い
閉
鎖
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で

あ
る
。
若
い
世
代
や
日
系
人
以
外
の
人
々
が
寺
へ
関
心
を
持
て

る
よ
う
、
「
言
語
の
壁
」
が
無
い
寺
院
の
環
境
情
つ
く
り
と
、
彼
ら

を
引
き
込
む
よ
う
な
活
動
が
ハ
ワ
イ
開
教
使
及
び
寺
院
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
頂
い

た
ハ
ワ
イ
開
教
区
の
開
教
使

・
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
回
収
し
た
ア

ン
ケ

l
卜
の
自
由
回
答
の
和
訳
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
、
神

奈
川
教
区
正
安
寺
酒
井
仁
成
上
人
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

資
料
作
成
・
文
責

田
中
和
敬

お
わ
り
に

以
上
、
第
1
章
、
第
2
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
各
教
団
と
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も
今
後
の
海
外
布
教
の
活
性
化
の
重
要
な
施
策
と
し
て
、
開
教

使
(
師
)
養
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第

3
章
の
調
査
結
果
か
ら
開
教
区

現
地
の
檀
信
徒
(
メ
ン
バ
ー
)
達
は
、

日
本
か
ら
開
教
使
が
派

遣
さ
れ
て
く
る
形
態
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
言
語
的
な
障
害
が
少
な
く
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ

他教団における海外開教の現状と開教使(師)養成

ン
が
可
能
な
開
教
使
の
存
在
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
基
に
言
及
で
き
る
こ
と
は
、
本
宗
で

い
か
な
る
開
教
使
養
成
が
可
能
な
の
か
を
探
る
取
り
組
み
が

今
後
の
本
研
究
班
の
研
究
の
重
要
な
方
向
性
と
な
っ
て
い
く
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

41 



総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

圏
内
開
教
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沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
現
状
と
展
望
③

目
次

は
じ
め
に

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各

は
じ
め
に
武
田
道
生

沖
縄
の
仏
教
寺
院
の
活
動
の
特
徴

調
査
・寺
玩
報
告

名
和
清
隆

宗
派
寺
院
の
開
教
の
現
状
を
調
査
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
回
の
研
究
報
告
を
も
っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

東
寺
真
言
宗
遍
照
寺
中
村
憲
司

終
了
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
振
り
返
り
、

日
蓮
宗
道
善
寺

春
近
敬

今
回
新
た
に
報
告
す
る
寺
院
に
関
す
る
調
査
報
告
を
も
っ
て
最

真
宗
大
谷
派
の
活
動
(
諦
聴
寺
・
真
宗
大
谷
派
沖
縄
問
教
本
部
)

終
報
告
と
し
た
い
。

春
近
敬

ま
ず
始
め
の
二
O
O
四
(
平
成
十
六
)
年
報
告
(
『教
化
研

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

来
迎
寺

名
和
清
隆

究
』
十
五
号
)

で
は
、
袋
中
上
人
来
琉

・
沖
縄
問
教
四

O
O年

曹
洞
宗
天
竜
寺

江
島
尚
俊

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
事
業
を
契
機
と
し
て
、

三
州
教
区
沖
縄

高
野
山
真
言
宗
正
福
寺
大
津
広
嗣

組
の
浄
土
宗
寺
院
と
沖
縄
の
民
俗
信
仰
を
中
心
と
し
た
宗
教
状

況
の
調
査
並
び
に
寺
院
住
職
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
詳
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細
は
譲
る
が
、
十
五
号
で
は
、
総
論
と
し
て
鷲
見
定
信
が
「
沖

縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院
」
と
題
し
て
、
歴
史
的
変
遷
と
そ
の
宗

教
的
意
昧
に
つ
い
て
概
括
的
に
分
析
し
た
。
沖
縄
に
お
け
る
仏

教
寺
院
は
十
三
世
紀
英
祖
王
の
時
代
に
禅
鑑
と
い
う
禅
僧
が
漂

着
し
庇
護
を
受
け
て
極
楽
寺
と
い
う
寺
院
を
建
立
し
た
こ
と
に

始
ま
る
と
さ
れ
、
十
四
世
紀
に
は
薩
摩
か
ら
来
琉
し
た
真
言
宗

僧
に
よ
っ
て
護
国
寺
が
勅
願
寺
と
し
て
閉
山
さ
れ
た
。
以
後
琉

球
王
朝
の
庇
護
を
受
け
た
憎
は
多
く
、
浄
土
宗
の
袋
中
も
そ
の

ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
江
戸
期
に
は
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
置
か
れ

活
動
は
停
滞
す
る
も
の
の
、
明
治
に
な
っ
て
琉
球
王
朝
が
廃
止

さ
れ
る
と
、
浄
土
真
宗
を
中
心
に
沖
縄
問
教
が
徐
々
に
始
ま
つ

た
。
沖
縄
の
宗
教
風
土
に
つ
い
て
は
鷲
見
論
文
に
詳
し
い
が
、

一
九
七
二
年
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
契
機
に
し
て
、
仏
教
式
の

葬
祭
が
一
般
に
爆
発
的
に
浸
透
し
て
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各

宗
派
を
含
め
て
僧
侶
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
沖
縄
出
身
の
僧
侶
も
多
数
出
現
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

背
景
の
な
か
、
浄
土
宗
も
復
帰
を
契
機
に
宗
門
が
袋
中
寺
を
再

建
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
寺
院
の
建
立
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
は
、
武
田
道
生
が
「
沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
浄
土
宗

寺
院
の
開
教
の
歴
史
と
現
状
一
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
」
と
し
て

そ
れ
ら
の
特
徴
の
分
析
を
試
み
た
。
各
論
と
し
て
浄
土
宗
個
別

寺
院
の
聞
き
取
り
報
告
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
中
村
憲
司

「
袋
中
寺

・
光
明
寺
」
、
大
津
広
嗣
「
西
方
寺
」
、
中
村
憲
司
「
阿

弥
陀
寺
」
、
江
島
尚
俊
・
大
、
津
広
嗣
「
回
向
寺
」
、
江
島
尚
俊
「
観

音
寺
」
、
名
和
清
隆
「
極
楽
寺
」
「
大
雲
寺
」
に
つ
い
て
行
っ
た
。

な
お
、
以
下
の
報
告
に
お
い
て
も
、
寺
院
名
は
袋
中
寺
な
ど
歴

史
的
に
も
寺
院
と
し
て
も
明
白
な
場
合
を
別
に
し
て
、
す
べ
て

仮
称
で
あ
る
。

次
の
二

O
O五
年
十
六
号
で
は
、
前
回
未
調
査
だ
っ
た
浄
土

宗
三
寺
院
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
寺
院
は
と
も
に

近
年
開
教
を
始
め
た
寺
院
で
、
僧
侶
は
共
に
在
家
出
身
者
で
、

そ
の
う
ち
二
人
は
沖
縄
出
身
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
開
教
使
と

し
て
の
独
自
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
尼
僧
で
あ
る
点
を
生

か
し
た
活
動
な
ど
多
彩
で
、
今
後
の
浄
土
宗
の
寺
院
活
動
を
考

え
る
う
え
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当

は

名
和
清
隆

浄
土

重
勝
寺
宮
古
島
別
院
布
教
所

東
林
寺

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望①43 



中
村
憲
司
「
浄
土
宗
三
宝
寺
沖
縄
布
教
所
(
善
智
庵
)
」
で
あ
る
。

二
O
O
六
年
十
七
号
か
ら
は
、
第
二
期
の
開
教
研
究
と
し
て

浄
土
宗
寺
院
ば
か
り
で
は
な
く
他
宗
派
寺
院
の
活
動
を
調
査
分

析
し
た
。
最
初
に
、
浄
土
宗
寺
院
の
二
O
O五
年
の
そ
の
後
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
こ
で
は
阿
弥
陀
寺
と
観
音
寺
が

布
教
活
動
を
認
め
ら
れ
、
沖
縄
県
の
宗
教
法
人
認
証
を
受
け
た

こ
と
と
東
林
寺
と
安
徳
寺
の
開
山
法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
さ
ら
に
二
O
O六
年
二
月
に
沖
縄
組
合

同
で
「
五
重
相
伝
会
」
が
初
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
。

次
い
で
他
宗
派
寺
院
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は

最
初
に
、
名
和
清
隆
は
、
「
沖
縄
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
開
教
」

で
、
教
団
を
あ
げ
て
組
織
的
な
開
教
に
取
り
組
ん
で

き
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
開
教
方
針
と
そ
の
展
開
の
歴
史
に

つ
い
て
分
析
を
行
い
、
大
津
広
嗣
は
「
西
信
寺
」

で
、
近
年
の

本
願
寺
派
寺
院
の
活
動
の
典
型
的
な
例
と
し
て
報
告
し
た
。
次

い
で
本
土
復
帰
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
寺
院
の
例
と
し
て

中
村
憲
司
は
、
十
五
世
紀
頃
か
ら
開
教
を
開
始
し
、
琉
球
王
朝

に
庇
護
さ
れ
て
き
た
臨
済
宗
妙
心
寺
派
「
寿
光
院
」
、
江
島
尚
俊

は
、
高
野
山
真
言
宗
「
報
恩
寺
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
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二
O
O七
年
十
八
号
で
は
、
武
田
道
生
が
「
沖
縄
に
お
け
る

浄
土
宗
寺
院
の
展
開
と
受
容
」
で
、
前
号
で
報
告
し
た
浄
土
宗

寺
院
が
合
同
で
行
っ
た
「
五
重
相
伝
会
」
の
受
者
の
意
識
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
沖
縄
で
は
、
寺
院
と
信
者
と
の
繋
が
り
が
葬
儀
し
か

な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
新
た
な
分
析
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
五
重
相
伝
会
を
受
け
た
後
の
受
者
の
意
識
に
明

ら
か
な
変
化
が
起
こ
り
、
浄
土
宗
の
教
義
と
念
仏
へ
の
理
解
が

深
ま
り
、
積
極
的
な
寺
院
へ
の
関
わ
り
を
希
望
す
る
数
値
が
極

め
て
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
は
、

葬
式
仏
教
と
言
わ
れ
続
け
、
生
き
て
い
る
人
間
の
教
化
が
疎
か

に
な
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
寺
院
の
現
状
の
な

か
で
、
沖
縄
ば
か
り
で
な
く
本
土
の
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
葬

儀
だ
け
の
寺
院
と
檀
信
徒
の
繋
が
り
に
変
化
を
も
た
ら
す
貴
重

な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
十
八
号
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
他
宗
派
寺
院
の
現

状
と
展
望
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
。
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報
告
は
開
創
年
代
順
で
、
大
津
広
嗣
「
大
聖
寺
」
は
、
琉
球
王

朝
時
代
の
東
寺
真
言
宗
、
春
近
敬
「
光
徳
寺
」
は
臨
済
宗
妙
心

寺
派
、
中
村
憲
司
「
妙
法
寺
」
は
日
蓮
宗
、
江
島
尚
俊
は
「
雄

山
寺
」
は
真
言
宗
智
山
派
、
名
和
清
隆
「
天
徳
院
」
は
天
台
宗

の
各
寺
院
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
、
寺
院
ご
と
に
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
報
告
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
寺
院
の
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
持
っ
て

い
る
。
大
聖
寺
は
世
襲
三
代
目
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
明
治
以

降
世
襲
化
が
認
め
ら
れ
た
ど
の
地
域
で
も
基
本
的
に
は
三
な
い

し
四
代
目
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
沖
縄
の
特
殊
性
で

も
な
い
。
主
な
特
徴
は
、
神
仏
分
離
以
前
は
琉
球
八
社
の
ひ
と

つ
と
い
う
普
天
間
宮
と
神
仏
習
合
し
た

一
体
と
な
っ
て
い
た
歴

史
を
持
つ
「
格
式
の
高
い
」
寺
院
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た

住
職
は
沖
縄
出
身
で
あ
る
が
、
大
正
大
学
で
社
会
事
業
を
学
ん

だ
こ
と
か
ら
幅
広
く
活
動
し
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
の
理
事

長
を
務
め
た
り
、
本
堂
改
築
を
機
に
地
域
商
庖
街
活
性
化
推
進

協
議
会
と
共
催
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
熱
心
な
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る
寺
院
の
新
た
な
活
動
と
し

て
特
筆
で
き
る
だ
ろ
う
。
光
徳
寺
は
十
九
世
紀
初
頭
に
開
創
の

禅
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
現
在
の
活
動
の
特
徴
と
い
え
ば
、
中
城

湾
を

一
望
す
る
高
台
斜
面
に
広
大
な
墓
園
を
中
心
に
本
堂
、
禅

堂
、
納
骨
堂
、
研
修
道
場
を
構
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

規
模
は
沖
縄
で
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
詳
細
は
報
告
に
譲
る
が
、

ひ
と
え
に
現
住
職
の
個
性
と
能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

妙
法
寺
は
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
日
蓮
宗
寺
院
で
あ
る
。
こ

の
寺
院
は
日
蓮
宗
直
轄
で
は
あ
る
が
、

ひ
と
え
に

一
昨
年
急
逝

さ
れ
た
当
時
の
住
職
の
夏
井
師
の
、
青
少
年
更
正
に

一
生
を
捧

げ
た
個
性
と
活
動
に
よ
っ
て
い
る
。
智
山
派
雄
山
寺
と
天
徳
院

は
と
も
に
、
沖
縄
出
身
者
が

一
九
八

0
年
代
に
開
創
し
た
新
し

い
寺
院
で
あ
る
。
雄
山
寺
の
住
職
は
、
僧
侶
に
な
る
き
っ
か
け

が
、
霊
的
体
験
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
報
告
し
た
浄
土
宗
寺
院

に
も
同
様
の
僧
侶
が
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
こ
う
と
す

る
寺
院
の
方
向
性
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
も
沖

縄
型
寺
院
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
他
宗

派
の
調
査
を
通
じ
て
、
沖
縄
の
寺
院
の
特
徴
も

一
層
明
瞭
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
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本
号
、

二

O
O八
年
十
九
号
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
行
つ

て
き
た
「
沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
現
状
と

展
望
」
の
最
終
報
告
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は

十
五
号
か
ら
こ
れ
ま
で
各
号
で
行
っ
て
き
た
各
宗
派
の
寺
院
報

告
と
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

論
文
は
、
名
和
清
隆
「
沖
縄
の
仏
教
寺
院
の
活
動
の
特
徴
」
で

沖
縄
仏
教
寺
院
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
本

号
ま
で
報
告
し
た
沖
縄
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
特
徴
を
、
僧

侶
の
出
身
を
本
土
出
身
と
沖
縄
出
身
に
分
け
、
さ
ら
に
沖
縄
出

身
者
を
世
襲
と
在
家
出
身
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
い
で
布
教
活
動
の
特
徴
を
、

①

葬
儀
・法
要
の
執
行
、
②
寺
院
へ
の
帰
属
の
教
化
、
③
「
沖
縄
的
」

要
素
へ
の
対
応
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
分

類
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
報
告
し
た
個
別
の

寺
院
が
、
沖
縄
寺
院
の
あ
り
方
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
て
い
る
の
か
が
個
別
総
合
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

寺
院
報
告
で
は
、
大
ま
か
に
寺
院
の
開
創
年
順
で
は
、
中
村

憲
司
「
遍
照
寺
」
は
東
寺
真
言
宗
で
、
十
五
世
紀
に
開
創
さ
れ

46 

て
い
る
王
朝
へ
の
献
納
品
を
集
積
す
る
倉
を
境
内
に
持
つ
寺
院

で
あ
っ
た
。
敗
戦
で
施
設
全
て
が
焼
失
し
て
、
寺
院
名
を
変
え

て
別
地
域
で
活
動
し
て
い
た
が
、
本
土
復
帰
後
、

宗
教
法
人
の

認
証
を
受
け
て
、
現
在
は
家
族
四
名
が
僧
籍
を
持
ち
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。
春
近
敬
「
道
善
寺
」
は
、
日
蓮
宗
で
あ
る
。
沖

縄
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
歴
史
は
、
明
治
の
末
か
ら
大
正
時
代
に

か
け
て
、
在
家
信
者
が
自
分
た
ち
の
自
宅
で
勤
行
を
行
っ
て
い

た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
昭
和
十
五
年
に
宗
教
法
人
認
可
を
受
け

て
い
る
が
創
価
学
会
の
進
出
も
あ
っ
て
、
現
在
も
日
蓮
宗
独

自
の
布
教
活
動
は
余
り
活
発
と
は
い
え
な
い
。
春
近
敬
「
真
宗

大
6 
派
の
活
動

露
寺

真

実
6 
派

遣
開
教
本
部

は

沖
縄
唯

一
の
開
教
寺
院
で
あ
り
、
明
治
初
頭
の
真
宗
禁
制
の
弾

圧
を
受
け
た
歴
史
を
持
つ
諦
聴
寺
の
活
動
を
中
心
に
、
大
谷
派

の
独
自
の
活
動
を
報
告
し
て
い
る
。
名
和
清
隆
「
来
迎
寺
」
は

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
す
る
。
十
七
号
で
名
和
は
本
願
寺
派

の
宗
門
を
あ
げ
て
の
布
教
活
動
を
報
告
し
た
が
、
来
迎
寺
は
そ

れ
ら
を
補
う
報
告
で
あ
る
。
本
土
寺
院
に
生
ま
れ
沖
縄
開
教
を
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目
指
し
た
住
職
に
よ
っ
て
、
九

一
年
に
法
人
認
証
を
受
け
た
独

自
の
活
動
色
が
強
い
寺
院
で
あ
る
。
江
島
尚
俊
の
曹
洞
宗
「
天

竜
寺
」
、
大
津
広
嗣
の
高
野
山
真
言
宗
「
正
福
寺
」
は
共
に
、
沖

縄
出
身
の
僧
侶
に
よ

っ
て
開
制
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
資

格
取
得
ま
で
の
経
歴
は
、
本
土
の
世
襲
寺
院
で
は
あ
り
得
な
い

ほ
ど
多
様
で
あ
り
、
世
襲
僧
と
は
異
な
る
宗
教
へ
の
関
わ
り
方

が
布
教
の
上
で
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
四
年
余
に
及
ぶ
沖
縄
寺
院
調
査

を
行
っ
て
き
た
が
、
も
と
よ
り
本
号
で
取
り
上
げ
た
寺
院
報
告

が
、
沖
縄
の
全
て
の
寺
院
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
沖

縄
の
仏
教
寺
院
の
全
体
像
を
捉
え
る
に
は

ほ
ぼ
十
分
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
調
査
報
告
は
あ
く
ま
で
も
、
現
時
点
ま
で
の
も

の
で
あ
り
、
再
三
に
わ
た
っ
て
本
文
中
で
各
報
告
者
が
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
現
在
沖
縄
の
寺
院
は
定
着
期
を
迎
え
、
さ
ら
に

新
し
い
転
換
期
に
さ
し
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
報
告

は
多
い
。
ま
た
調
査
中
で
も
本
土
仏
教
の
進
出
は
加
速
化
し
て

い
て

日
蓮
宗
宗
門
の
本
格
的
艇
子
入
れ
、
昨
年
秋
の
天
台
宗

の
開
宗
千
二
百
年
事
業
と
し
て
の
沖
縄
初
の
授
戒
会
厳
修
、
同

じ
く
昨
年
秋
に
は
真
言
宗
豊
山
派
初
の
沖
縄
寺
院
が
糸
満
市
に

出
来
た
。
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
は
、
本
土
出
身
の
憎
の
個
人

開
教
で
は
あ

っ
た
が
、

宗
門
あ
げ
て
の
開
山
式
で
あ

っ
た
こ
と

な
ど
個
人
開
教
期
か
ら
宗
門
に
よ
る
本
格
的
な
沖
縄
問
教
期
に

入
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
今
回
の
報
告
を
も
っ
て
、
「
開
教
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の

現
状
と
展
望
」
は
終
了
す
る
が
、
沖
縄
の
仏
教
の
こ
れ
か
ら
の

展
開
に
は
関
心
を
も
っ
て
い
き
た
い
。
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沖
縄
の
仏
教
寺
院
の
活
動
の
特
徴

は
じ
め
に

沖
縄
に
お
い
て
は

一
九
七
二
年
(
昭
和
四
七
年
)

の
本
土

復
帰
を
契
機
に
し
て
、
宗
教
者
の
数
が
増
大
し
た
。
神
道
、
キ

リ
ス
ト
教
、
仏
教
い
ず
れ
も
急
激
に
教
師
数
を
増
加
さ
せ
た
が

そ
の
な
か
で
特
に
急
激
な
増
加
を
み
せ
た
の
が
、
仏
教
の
僧
侶

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
急
増
す
る
寺
院

・
僧
侶
に
つ

い
て
、
そ
の
歴
史
的
展
開
と
具
体
的
な
活
動
か
ら
捉
え
る
こ
と

は
、
「
人
口
に
対
し
て
僧
侶
が
少
な
い
」
と
い
う
地
域
に
対
し
て
、

新
た
に
僧
侶
が
活
動
を
開
始
す
る
と
い
う
「
開
教
」
を
考
え
る

上
で
、
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
開
教
班
は
、
大
正
大
学
「
沖
縄
と
本
土
化
」

研
究
会
と
合
同
で
、

二

O
O四
(
平
成
二
ハ
)
年
二
月
か
ら
翌

二
O
O五
年
八
月
に
か
け
て
、
現
在
沖
縄
で
活
動
し
て
い
る
寺

院
三
四
ヶ
寺
(
僧
侶
三
三
名
)
に
対
し
て
寺
院
の
歴
史
的
展
開
、

僧
侶
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
活
動
内
容
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ
た

三
四
ヶ
寺
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
現
在
沖
縄
で
活
動
し
て
い

48 

る
僧
侶
の
出
自
お
よ
び
活
動
の
現
状
を
実
態
的
に
捉
え
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
開
教
施
策
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
的
資

料
と
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
事
例
と
し
て
挙
げ
る
寺
院
の
詳

細
は
、

『教
化
研
究
』

一
六

1
一
九
号
を
参
照
頂
き
た
い
。

一
.
沖
縄
の
仏
教
の
状
況

「
沖
縄
県
宗
教
法
人
名
簿
」
に
よ
る
と
、

二

O
O六
年
現
在
、

沖
縄
に
お
け
る
仏
教
系
宗
教
法
人
は
五
八
ヶ
寺
で
あ
る
。
そ
の

内
訳
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派

一
五
ヶ
寺
、
高
野
山
真
言
宗
三
ヶ

寺
、
東
寺
真
言
宗
五
ヶ
寺
、
真
言
宗
智
山
派

一
ヶ
寺
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派

三
プ
ヶ
寺
、
真
宗
大
谷
派
一
ヶ
寺
、
浄
土
宗
五
ヶ

寺
、
日
蓮
宗
二
ヶ
寺
、

日
蓮
正
宗
五
ヶ
寺
、
曹
洞
宗

一
ヶ
寺
、

寺金
と峯
な山
つ修
て験
り本
メ、 ，三ョ

ペ言 否

ま τ
六寺
文
化立
庁正
の佼

君 事
語交
年ヶ

~寺

さま
〔ー

と 一
ケ

二
O
O四
(
平
成

二
ハ
)
年
の
仏
教
系
宗
教
団
体
数
は
八
六
ヶ

る
と
、

O し
以か
上し
のた
寺カtpら
襲沼
日心、 晶ol

2票
空電

i E 
h調
~<< 

現 て
~み

寺
で
あ
る
。
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沖
縄
県
で
は
百
ヶ
寺
程
度
の
仏
教
寺
院
が
活
動
し
て
い
る
と
推

測
で
き
る
。

「宗
教
年
鑑
』
に
よ
る
と

一
九
七
二

(
昭
和
四
七
)
年
に
は

仏
教
の
宗
教
団
体
数
が
四
三
、
教
師
数
八

O
人
で
あ
っ
た
が

本
土
返
還
を
契
機
と
し
て
急
増
し
て
い
く
。

一
九
八
二
年
で
は

宗
教
団
体
数
が
五
一二
、
教
師
数

二
ハ
六
人
、

一
九
九
二

(
平
成

四
)
年
で
は
宗
教
団
体
数
が
七
五
人
、
教
師
数
二一

O
人
で
あ

る
。
二

O
O四
(
平
成

二ハ
)
年
で
は
宗
教
団
体
数
が
八
六
と

一
九
七
二

(
昭
和
四
七
)
年
と
比
べ
る
と
倍
増
し
、
教
師
数
は

四
六
五
人
と

一
九
七
二
年
と
比
べ
る
と
五
倍
以
上
の
増
加
を
見

せ
て
い
る
。
特
に
、
平
成
以
降
の
宗
教
団
体
数
と
僧
侶
数
の
増

加
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
仏
教
寺
院
と
僧
侶
の
増
加

を

(
昭
和
六
二
)
年
か
ら
二
O
O
四
(
平
成

一
六
)

一
九
八
七

年
ま
で
の
変
化
で
見
て
み
る
と
、
寺
院
の
増
加
は
二
七
ヶ
寺
で

あ
る
の
に
対
し
、
僧
侶
は
二
九
三
人
も
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

平
成
以
降
、

と
く
に
寺
院
を
持
た
な
い
で
活
動
し
て
い
る
僧
侶

が
増
加
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
(
図

一
参
照
)
。

人
口
を
寺
院
数
で
割

っ
た
数
(
寺
当
人
口
)
を
見
る
と
、

二
O
O
O年
の
全
国
平
均
は

で
あ
る
の
に
対
し

一
」ハ

一
四
人
(
人
口

一二
六，

八

一
八
，
五
六
八
人
、
七
八
，
五
五
七
ヶ
寺
)

て
、
沖
縄
県
で
は
二
四
八
七
二
人
(
人
口

一一一二

八
二
二

O
人、

五
三
ヶ
寺
)
と
全
国
平
均
の
一
五
倍
以
上
と
突
出
し
て
い
る
。
二

465 

酬圃酬.

86 • 79 

図ー 沖縄県における仏教寺院数と僧侶数の変化
(文化庁 f宗教年鑑』昭和田八年度版~平成一七年度版より作成)

-・4トーー 宗教団体数
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位
の
神
奈
川
県
が
四
二
二
七

一
人
(
人
口
八
，
四
八
九
，
九
七
四
人
、

一，
九
四
二
ヶ
寺
)

で
あ
る
の
で
、
そ
の
突
出
ぶ
り
が
際
立
っ
て

い
る
。
こ
の
人
口
と
寺
院
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
が
、
仏

教
寺
院
・
僧
侶
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
.
僧
侶
の
出
自

こ
こ
で
は
、

三
四
ヶ
寺
(
三
三
名
)

へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

も
と
に
、
現
在
沖
縄
で
活
動
し
て
い
る
僧
侶
の
出
自
を
、

A 

本
土
出
身

B
.
沖
縄
出
身
と
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
宗
派
、

活
動
開
始
時
期
と
関
連
さ
せ
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
。

A
.
本
土
出
身
者
・
・
・

三一
名

宗
派
の
職
員

・
開
教
使

・
・
・
四
名

そ
の
他

-
・
九
名

本
土
出
身
の
僧
侶
は
三
三
名
中

一
三
名
で
あ
る
。
宗
派
の
職

員
(
宗
派
が
管
轄
す
る
直
轄
寺
院
や
開
教
事
務
所
の
主
任
、
開

教
使
)
、
ま
た
は
宗
派
か
ら
援
助
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
開
教

使
が
四
名
で
あ
る
。
そ
の
他
の
九
名
の
内
訳
は
、
元
は
宗
派
の

職
員
の
開
教
使
で
あ
っ
た
が
、
後
に
自
ら
布
教
を
開
始
し
た
憎

侶
が

一
名
、
何
ら
か
の
人
間
的
繋
が
り
で
沖
縄
に
渡
り
活
動
を

50 

始
め
た
僧
侶
が
八
名
で
あ
る
。

一
九
六
四
(
昭
和
三
九
)
年
か

ら
沖
縄
で
活
動
を
開
始
し
た
僧
侶
も
い
る
が
、
多
く
は
本
土
復

帰
以
降
、
特
に

一
九
八

0
年
代
以
降
に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

B.
沖
縄
出
身
者
・
・
・

二
O
名

世
襲
僧
侶

一
二
人

琉
球
王
朝
時
代
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
大
正
期
以

降
に
世
襲
化
し
た
寺
院
の
後
継
者
・
・

・
・
一
O
名

大
正
期
1
本
土
復
帰
に
沖
縄
に
建
立
さ
れ
た
寺
院

の
後
継
者
・
・
・

-・

二
名

在
家
出
身
僧
侶

・
・
・

八
人
(
活
動
開
始
は

一
九
八
五
年

頃
か
ら
)

本
土
で
仏
教
に
出
会
い
、
本
土
で
僧
侶
資
格
を
取

得
し
、
沖
縄
に
戻
っ

て
活
動
を
開
始
・
-
-
-
一
一名

沖
縄
で
仏
教
に
出
会
い
、
本
土
で
僧
侶
資
格
を
取

得
し
、
沖
縄
に
戻
っ
て
活
動
を
開
始

・
-

-
-
一一
名
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沖
縄
で
仏
教
に
興
昧
を
持
ち
、
沖
縄
で
仕
事
を
続

け
な
が
ら
僧
侶

語
を
取
得

四
名

沖
縄
出
身
者
二

O
人
は
、

寺
院
を
世
襲
す
る
た
め
に
僧
侶
の

道
を
選
ん
だ
人
(
世
襲
僧
侶
)
が

一
二
名
、
寺
院
出
身
で
な
い

僧
侶
(
在
家
出
身
僧
侶
)
が
八
名
と
な
っ
て
い
る
。

世
襲
僧
侶

一
二
名
の
う
ち
、
琉
球
王
朝
時
代
に
建
立
さ
れ
た
寺

院
で
大
正
期
以
降
に
世
襲
化
し
た
寺
院
を
継
い
だ
人
は

一
O
名

で
あ
る
。
宗
派
で
見
る
と
臨
済
宗
妙
心
寺
派
と
高
野
山
真
言
宗

・

東
寺
真
言
宗
の
寺
院
の
多
く
が
こ
れ
に
当
た
り
、
世
襲
化
し
て

か
ら
三
代
目
・
四
代
目
の
住
職
が
多
い
。
ま
た
、
大
正
期
か
ら

本
土
復
帰
ま
で
の
聞
に
沖
縄
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
世
襲
化
が

進
ん
で
い
る
事
例
が
二
ヶ
寺
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は

一
九

大

正

一
O
)
年
に
建
立
さ
れ
た
日
蓮
宗

・
道
善
寺
(
現
住
職
は
五

代
目
住
職
)

と

一
九
五
七
(
昭
和
三
二
)
年
に
建
立
さ
れ
た
高

野
山
真
言
宗

・
正
福
寺
(
現
住
職
は
二
代
目
住
職
)
で
&
の
る
。

沖
縄
出
身
で
在
家
出
身
の
僧
侶
は
八
名
で
あ
る
が
、
彼
ら
が

沖
縄
で
活
動
を
開
始
し
た
時
期
は
、

年
頃
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
が
仏
教
に
触
れ
、
僧
侶
資
格
を
取
得

一
九
八
五
(
昭
和
六

O

す
る
に
至
る
ま
で
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

↓
の
ヲ

Q

。

一
つ
め
は
、
学
校
や
仕
事
な
ど
の
関
係
で
本
土
に
行

き
、
そ
こ
で
仏
教
に
出
会
い
、
僧
侶
資
格
を
取
得
し
、
沖
縄
に

戻
っ
て
活
動
を
開
始
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
当
た
る

の
は
臨
済
宗
・

A
寺
、
天
台
宗

・
天
徳
院
の
二
名
の
住
職
で
あ

る
。
二

つ
め
は
、
沖
縄
で
仏
教
に
出
会
い
、
本
土
で
僧
侶
資
格

を
取
得
し
、
沖
縄
に
一
戻
っ
て
活
動
を
開
始
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
曹
洞
宗

・
天
竜
寺
、
浄
土
宗

・
浄
土
宗
三
宝
寺

沖
縄
布
教
所
の
住
職
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
三

つ
め
は
、
沖
縄
で

仏
教
に
興
味
を
持
ち
、
沖
縄
で
仕
事
を
続
け
な
が
ら
僧
侶
資
格

を
取
得
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
の
は
四

名
(
浄
土
宗
・
回
向
寺
、
浄
土
宗
・
阿
弥
陀
寺
、
浄
土
宗
・
観

音
寺

浄
土
刀t

浄
土
刀古

賀
11券
寺
宮
古
島
別
院
布
教
所
の
各

議

い
る
が
、

い
ず
れ
も
、
悌
教
大
学
の
通
信
課
程
で
僧
侶
資
格
を

取
得
し
た
浄
土
宗
僧
侶
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
沖
縄
に
い
な
が
ら

僧
侶
に
な
る
唯

一
の
手
段
が
、
悌
教
大
学
の
通
信
課
程
で
あ
る

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
悌
教

大
学
の
通
信
課
程
を
経
て
僧
侶
と
な
っ
た
四
人
の
う
ち
の
三
人

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望①51 



が
、
「
仏
教
に
対
し
て
知
的
興
味
が
湧
い
た
」
か
ら
通
信
課
程
に

入
学
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
僧
侶
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
彼

ら
は
僧
侶
資
格
を
取
得
し
た
後
も
、
僧
侶
と
し
て
生
計
を
立
て

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
「
周
り
の
人
び
と
か
ら
の
依
頼

が
段
々
と
増
え
て
」
い
っ
て
、
終
に
寺
院
を
創
建
す
る
に
至
つ

て
い
る
。

沖
縄
出
身
で
在
家
出
身
者
の
う
ち
二
名
が
、
そ
の
家
族
が
霊

的
能
力
を
有
す
民
間
亙
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
在
家
出

身
者
、
本
土
の
在
家
出
身
者
そ
れ
ぞ
れ

一
名
が
自
ら
の
霊
的
能

力
が
発
動
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
僧
侶
の
道
を
歩
ん
で

い司令
。

な
お
、
沖
縄
出
身
で
在
家
出
身
の
僧
侶
の
な
か
に
は
、
彼
ら

の
子
弟
が
僧
侶
資
格
を
取
得
し
、
親
子
で
法
務
に
携
わ
っ
て
い

る
事
例
も
あ
り
、
世
襲
化
の
兆
し
が
見
え
る
。

三
.
僧
侶
の
活
動
の
特
徴

こ
こ
で
は
、
沖
縄
の
僧
侶
が
行
な
っ
て
い
る
活
動
の
特
徴
を
、

沖
縄
の
僧
侶
が
共
通
し
て
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
「
①
葬
儀

・
法

要
の
執
行
」
、
近
年
特
徴
的
な
動
き
と
し
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ

52 

た
「
②
寺
院
へ
の
帰
属
の
強
化」

へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
憎

侶
に
よ
っ
て
異
な
る
態
度
が
見
ら
れ
る
「
①

「
沖
縄
的
」
要
素

へ
の
対
応
」
か
ら
捉
え
る
。

命
誕
骨
儀

・
法
要
の
執
行

長
谷
部
八
朗
は
沖
縄
の
葬
儀
の
実
態
に
つ
い
て
、
「
か
つ
て
は

ユ
タ
な
ど
の
民
間
職
能
者
主
導
で
死
者
儀
礼
を
行
う
ケ
l
ス
が

目
に
つ
い
た
が
、
近
年
は
、
寺
院
に
直
接
あ
る
い
は
葬
祭
業
者

を
通
し
て
依
頼
す
る
例
が
顕
著
な
増
加
を
み
せ
て
い
る
」
と
し

た
う
え
で
、
寺
院
活
動
の
状
況
を
「
大
半
は
、
葬
儀
や
追
善
供

養
の
依
頼
に
追
わ
れ
て
、
ほ
か
の
活
動
に
ま
で
子
が
回
ら
な
い

の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
、
沖
縄
に

お
い
て
、
僧
侶
を
介
在
せ
ず
に
ユ
タ
な
ど
の
民
間
職
能
者
の
み

に
依
頼
し
て
葬
儀
を
執
行
す
る
割
合
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
判

然
と
し
な
い
が
、
僧
侶
、
お
よ
び
そ
の
信
者
へ
の
聞
取
り
調
査

で
聞
い
た
範
囲
で
は
、
僧
侶
と
民
間
職
能
者
の
両
方
を
呼
ぶ
場

合
も
あ
る
が
、
「
ほ
と
ん
ど
の
葬
儀
で
は
僧
侶
を
呼
ん
で
い
る
」
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〉」い、っ
。

沖
縄
に
お
い
て
は
、
県
人
口
に
対
し
て
僧
侶

・
寺
院
の
数
が

少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
を
寺
院
数
で
割
っ
た
数
(
寺

当
人
口
)

は
、
全
国
平
均

一
，六

一
四
人
で
あ
る
が
、
沖
縄
で
は

二
四
，
八
七
二
人
で
あ
り
、
全
国
平
均
の

一
五
倍
以
上
で
あ
る
。

沖
縄
で
実
質
的
に
活
動
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
百
ヶ
寺
と
い

う
数
値
で
計
算
し
て
み
て
も
、
全
国
平
均
の
七
倍
以
上
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
葬
儀
を
年
間
百
件
以
上
執
行
し
て
い
る
寺
院
も
珍

し
く
な
い
。
ま
た
付
随
す
る
年
団
法
要
も
あ
わ
せ
る
と
「
葬
儀

と
年
団
法
要
を
こ
な
す
の
に
追
わ
れ
る
」
と
い
う
状
況
に
な
る
。

調
査
し
た
寺
院
の
中
で
見
る
と
、
沖
縄
本
島
で
最
も
年
間
葬
儀

件
数
が
多
い
寺
院
は

一
四
O
件
か
ら

一
五
O
件
、
宮
古
島
で
は

年
間
三
O
O件
以
上
と
い
う
寺
院
も
あ
る
。
こ
れ
ら
葬
儀
の
多

く
は
、
葬
祭
業
者
を
介
し
て
の
依
頼
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
て
の
寺
院
が
多
く
の
葬
儀
を
こ
な
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
年
間
葬
儀
件
数
が
五
件
か
ら

一
五
件
と
い
う
寺

院
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
二
O
年
の
間
で
葬
儀
件
数

が
激
減
し
て
い
る
寺
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
0
年
間
で
半
減
、
あ
る
い
は
、
五
分
の

一
の
葬
儀
件
数
に
な
っ

た
寺
院
も
見
ら
れ
た
。
現
在
の
沖
縄
で
は
、
葬
儀
布
施
が
五

1

七
万
円
程
度
、
法
要
布
施
が
三

1
五
万
円
程
度
が

一
般
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
葬
儀

・
法
要
に
よ
る
収
入
だ
け
で
経
済
的
基
盤

が
成
り
立
っ
て
い
る
寺
院
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。

先
に
挙
げ
た
寺
院
で
葬
儀
件
数
が
減
少
し
た
理
由
を
即
断
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
平
成
に
入
る
頃
か
ら
の
僧
侶
数
の
増
加
、
特
に
寺
院
を
持

た
ず
に
活
動
し
て
い
る
僧
侶
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
檀
家
制
度
が
な
い
沖
縄
に
お
い
て
は
、
葬
儀
の
依
頼
は

葬
祭
業
者
を
介
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
葬
儀

執
行
者
で
あ
る
僧
侶
を
、
葬
祭
業
者
が
選
択
し
て
葬
儀
依
頼
者

に
紹
介
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
り
、
僧
侶
に
対
し
て
葬
祭
業
者

が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。
先

に
挙
げ
た
寺
院
の
中
に
は
、
葬
祭
業
者
と
の
関
係
が
良
好
で
な

く
な
っ
た
た
め
、
葬
祭
業
者
か
ら
の
葬
儀
の
仲
介
が
減
少
し
た

と
い
う
寺
院
も
あ
る
。
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②
寺
院
へ
の
帰
属
の
強
化

「
沖
縄
に
は
檀
家
組
織
は
存
在
し
な
い
」
「
葬
式
に
依
頼
し
た

僧
侶
が
気
に
入
ら
な
か

っ
た
ら
、
年
団
法
要
は
追
う
僧
侶
に
頼

む
の
が
普
通
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
「
寺

院
へ
の
帰
属
を
強
化
し
よ
う
」
と
す
る
寺
院
側
か
ら
の
試
み
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
取
り
組
み
に
は

a)
信
徒
化
へ
の
取
り
組

み

b
)
納
骨
堂
・
寺
院
墓
地
の
建
設
と
法
要
依
頼
の
抱
え
込

み
の
二
点
が
見
ら
れ
る
。

a)
信
徒
化
へ
の
取
り
組
み

調
査
を
実
施
し
た
寺
院
の
中
で
は
、
積
極
的
に
信
徒
化
を
は

か
り
、
恒
常
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。

事
例

一
)
阿
弥
陀
寺
(
浄
土
宗
、
沖
縄

・
在
家
出
身
)

葬
儀

・
法
要
依
頼
を
受
け
た
人
々
を
名
簿
に
記
載
し
て
お

き
、
彼
ら
に
対
し
て
、
寺
院
の
各
行
事
の
案
内
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
々
に
対
し
て
三
千

円
と
い
う
布
施
額
を
明
記
し
た
棚
経
の
希
望
を
募
る
往
復

葉
書
を
毎
ノ
音
山
し
て
い
る
。
年
々
棚
経
を
希
望
す
る
信
徒
が
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増
え
て
い
る
と
い
う
。
な
お
棚
経
は
、
新
盆
だ
け
で
は
な
く
、

毎
年
行
う
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
現
在
で
は
、
旧
七
月

ー

一
五
日
の
聞
に

一
二

O
軒
ほ
ど
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
で
は
通
夜
を
行
う
風
習
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
極
力
喪

家
に
赴
き
、
通
夜
を
行
な
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
で
は

葬
儀

一
O
件
に
対
し
て
、

三
1
四
の
割
合
で
通
夜
を
行
っ
て

い
る
。通
夜
は
法
話
を
す
る
の
に

一
番
良
い
機
会
だ
と
い
う
。

二
O
O四
(
平
成

二
ハ
)
年
二
月
に
行
っ
た
浄
土
宗
主
催

の
袋
中
上
人
来
沖
四
百
年
記
念
法
要
「
袋
中
祭
」
に
は
、
こ

の
寺
院
か
ら
二
三
七
人
の
参
加
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
O
O
六
年
二
月
に
五
日
間
か
け
て
行
っ
た
教
化
儀
礼
で

あ
る
五
重
相
伝
会
に
は
、
沖
縄
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
の
な
か

で
最
も
多
い
二三
一名
の
参
加
者
を
出
し
、
同
年
十

一
月
に
行

わ
れ
た
五
重
作
礼
に
は
七

一
人
の
参
加
者
を
出
し
て
い
る
。

な
お
、
五
重
相
伝
会
閉
経
の
半
年
ほ
ど
前
か
ら
毎
月
二
五
日

の
法
然
上
人
の
命
日
の
夜
、
法
話
と
念
仏
の
会
「
和
順
の
会
」

を
開
催
し
て
き
た
が
、
参
加
者
は
毎
回
増
加
し
二
O
人
以
上
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の
人
々
が
参
加
し
て
い
た
。
会
員
の
な
か
に
は
、
寺
に
依
頼

し
て
沖
縄
で
は
見
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
本
尊
の
阿
弥
陀

知
来
を
奉
る
者
や
浄
土
宗
独
自
の
数
珠
を
持
つ
者
も
出
て

き
た
と
い
う
。

事
例
二
)
雄
山
寺
(
真
言
宗
智
山
派
、
本
土
・
在
家
出
身
)

雄
山
寺
に
は
、
信
徒
組
織
で
あ
る
護
持
会
「
怖
心
会
」
(
月

額

一
口
千
円
か
ら
)
が
あ
る
。
各
信
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
与
え
た
う
え
で
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
計
三
九
名

が
役
員
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
中
心
と
な
り
、

諸
行
事
の
運
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
雄
山
寺
の
講
組
織
で

あ
る
「
不
動
講
」
を
運
営
す
る
不
動
講
運
営
部
、
年
間
行
事

の
企
画
運
営
を
行
な
う
行
事
運
営
部
、
機
関
紙
を
年
数
回
発

行
す
る
文
化
広
報
部
、
施
設
の
維
持
や
拡
充
を
計
画
す
る
環

境
整
備
部
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
婦
人
部
や
青
年
部
も
組
織
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
信
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
年
か
ら
信
徒
同
十
の
制
時
会
が

毎
月

一
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
例
三
)
浄
土
宗
三
宝
寺
沖
縄
布
教
所
(
浄
土
宗
、
沖
縄

・

在
家
出
身
)

浄
土
万三

宝
寺
沖
縄
布
教
所
は
尼
僧
寺
院
で
あ
る

女

性
の
た
め
の
お
寺
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
開
創

さ
れ
、
古
く
か
ら
の
友
人
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
た
約

一
O
O名
を
信
徒
と
し
て
組
織
し
て
い
る
。
会
費
は
徴
収
し

て
い
な
い
。
居
住
地
区
に
よ
り
沖
縄
本
島
を
三
つ
の
組
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組
長
を
置
き
、
組
長
に
行
事
な
ど
の
諸
連

絡
を
お
願
い
し
て
い
る
。
二

O
O五
(
平
成

一
七
)
年
か
ら

レ
マ
報
を
信
徒
に
送
付
し
て
い
る
。

事
例
凶
)
西
信
寺
(
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
本
土
・在
家
出
身
)

西

→ー寸ー

は

檀

徒
費
を
徴
収
す
る
ょ
っ
な
組
織
は
な

い
が
、
行
事
を
行
う
ご
と
に
集
ま
る
固
定
信
者
(
門
徒
)
が

三
O
名
ほ
ど
い
る
。
葬
儀
に
よ
る
機
縁
も
あ
る
が
、
社
会
活

動
・
地
域
活
動
と
り
結
び
つ
き
に
よ
る
縁
で
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た

o
k
性
巾
心
と
な
り
懇
談
の
場
を
持
つ
「
研
修

ふ
?と

一
緒
に
食
事
を
作
り
懇
親
を
深
め
る

「茶
話
会
」
が
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あ
る
。
「
草
月
生
花
教
室
」
が
不
定
期
で
月
に
約
七
回
程
度

行
わ
れ
、
門
徒
以
外
に
約
二
五
名
程
度
が
参
泊
し
て
い
る
。

長
谷
部
は
「
葬
儀

・
法
要
の
導
師
の
執
行
が
、
す
な
わ
ち
依

頼
者
と
の
そ
の
後
に
お
け
る
固
定
的
な
関
係
を
生
む
契
機
と
は

却

ほ
と
ん
ど
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
し
か
し
、
事
例

一
の
阿
弥
陀
寺
は
、
葬
儀
執
行
を
契
機
と
し
、

葬
儀
依
頼
者
に
対
し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ

り

一
過
性
で
な
い
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
寺
院
で

法
話
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
教
化
儀
礼
な
ど
の
行
事

に
信
徒
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
宗
の
教

義
を
浸
透
さ
せ
る
ご
と
に
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
と
い
え
よ

ぅ
。
と
の
よ
う
に
阿
弥
陀
寺
が
信
徒
組
織
形
成
に
成
功
し
た
の

は
、
住
職
・
住
職
婦
人
と
も
に
沖
縄
出
身
だ
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
住
職
が
か
つ
て
働
い
て
い
た

職
場
の
人
間
関
係
、
住
職
婦
人
に
は
地
域
の
婦
人
会
や
司
叶
〉
役

員
経
験
に
よ
る
、
長
年
培
っ
て
き
た
人
間
関
係
が
あ
る
。
ま
た

夫
婦
と
も
に
沖
縄
の
方
言
が
理
解
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
「
特
に

お
年
寄
り
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
」
こ
と
も
大
き
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く
関
係
し
よ
う
。
ま
た
、
事
例
三
の
浄
土
宗
三
宝
寺
沖
縄
布
教

所
に
お
い
て
も
、
沖
縄
出
身
と
い
う
出
自
を
活
か
し
、
友
人
関

係
を
中
心
と
し
て
信
徒
を
組
織
し
て
い
る
。

事
例
二
の
雄
山
寺
に
お
い
て
は
、
住
職
と
信
徒
は
住
職
の
霊

的
能
力
に
基
づ
く
病
気
治
癒
を
契
機
と
し
た
関
係
で
あ
っ
た
。

し
か
し

一
過
性
の
相
談
者
で
な
く
信
徒
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
住
職
の
考
え
や
教
え
に
共
感
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
信
徒
組
織
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

多
く
を
信
徒
の
主
体
性
に
任
せ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

事
例
四
の
西
信
寺
で
は
、
年
末
年
始
に
新
年
参
拝
の
た
め
周

辺
地
域
か
ら
六
千
人
ほ
ど
集
ま
る
。
こ
れ
は
、
地
元
紙
の
広
告

や
ラ
ジ
オ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
宣
伝
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

く
じ
引
き
な
ど
の
ゲ
l
ム
を
行
い
、
旅
行
や
玩
具
な
ど
の
景
品

を
多
く
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
西
信
寺
の
知
名
度
を
上

げ
、
人
々
の
「
寺
は
不
吉
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
固
定
信
者
の
拡
大
と
と
も
に
、
誰
で
も
気
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軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
聞
か
れ
た
寺
」
を
目
指
し
、
固
定
信
者
と

は
異
な
る
「
緩
や
か
な
信
徒
関
係
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
宗
派
で
信
徒
形
成
を
促
進
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
は
本
山
の
指
導
に
よ
り
、

一
九
七
五
(
昭

和
五
O
)
年
頃
か
ら
信
徒
組
織
を
形
成
し
、
本
山
に
信
徒
数
を

報
告
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
浄
土
宗
で
は
袋
中
祭

と
い
う
行
事
、
ま
た
五
重
相
伝
会
、
五
重
作
礼
と
い
う
教
化
儀

礼
を
行
い
、
宗
派
意
識
の
向
上
、
教
義
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
各
寺
院
の
信
徒
組
織
の
形
成
・
強
化
に

も
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

b
)
納
骨
堂
・
寺
院
墓
地
の
建
設
と
法
要
依
頼
の
抱
え
込
み

調
査
寺
院
三
四
ヶ
寺
の
う
ち
、

二
四
ヶ
寺
が
納
骨
堂
を
所
有

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
納
骨
堂
の
多
く
は
、
月

ま
た
は
年
を
単
位
と
し
た
預
骨
料
を
徴
収
す
る
と
い
う
、
「

一
時

預
か
り
」
を
基
本
と
し
て
い
る
。
多
い
寺
院
で
は
千
基
も
の
迫

骨
を
預
か
り
、
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
遺

骨
を
預
け
た
ま
ま
で
、
預
骨
料
を
払
わ
な
い
ま
ま
行
方
知
れ
ず

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
と
い
う
。

近
年
、
墓
の
役
割
を
担
っ
た

(
永
代
使
用
料
を
徴
収
す
る
)

納
骨
堂
、
寺
院
が
境
内
外
に
造
成
し
た
寺
院
墓
地
が
出
現
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
葬
儀
・
法
要
は
納
骨
堂
・
寺
院
墓

地
を
管
理
し
て
い
る
寺
院
に
依
頼
す
る
こ
と
を
契
約
条
件
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
墓
を
媒
体
と
し
て
寺
へ
の

帰
属
を
強
め
る
動
き
で
あ
り
、
新
た
な
「
檀
徒
」
関
係
の
萌
芽

と
も
と
れ
る
。

③

「
沖
縄
的
」
要
素
へ
の
対
応

沖
縄
の
僧
侶
は
、
祖
先
祭
杷
を
め
ぐ
っ
て
「
仏
教
的
」
と
「
沖

縄
的
」
と
の
「
せ
め
ぎ
合
い
」
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
先
祖
祭
杷
に
は
僧
侶
が
必
要
で

φ
の
ヲ
匂

と
い
う
観
念
は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

こ
れ
ま
で
沖
縄
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
塔
婆
、
通
夜
、
棚
経
と

い
っ
た
本
土
的
様
式
が
導
入
さ
れ
受
け
容
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し

一
方
で
依
頼
者
や
そ
の
親
族
に
は
、
こ
れ
ま
で
行
つ

て
き
た
伝
統
的
(
「
沖
縄
的
」
)

な
様
式
へ
の
欲
求
が
見
ら
れ
る
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場
合
も
多
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
沖
縄
的
要
素
に
対
し
て
、
排

除
す
る
の
か
、
共
存
(
黙
認
)
す
る
の
か
、
取
り
込
む
の
か
と
い
っ

た
異
な
る
態
度
が
僧
侶
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
沖
縄

と
い
う
独
自
の
宗
教
文
化
を
持
つ
地
に
仏
教
と
い
う
外
来
宗
教

が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
摩
擦
に
対
し
て
、
僧
侶

が
採
っ
た
対
処
方
法
の
相
違
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
僧
侶
で
あ
っ
て
も
、
種
々
の
具
体
的
事
例
に

応
じ
て
異
な
る
態
度
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。
沖
縄
的
要
素
に
対

し
て
、

「
排
除
」
「
共
存
(
黙
認
)
」
「
取
り
込
み
」
と
い
う
異
な
る

態
度
は
、
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。

A
.
沖
縄
的
要
素
の
「
排
除
」

本
堂
内
で
の
ユ
タ
を
伴
つ
て
の
参
拝
は
許
可
し
な
い
。

ヌ
ジ
フ
ァ
ー
な
ど
の
民
間
儀
礼
は
受
け
な
い
。

-
年
団
法
要
に
際
の
供
え
物
に
は
、

三
枚
肉
は
上
げ
さ
せ
な
い
。

B.
沖
縄
的
要
素
と
の
「
共
存
(
黙
認
)
」

-
本
堂
内
で
の
ユ
タ
を
伴
つ
て
の
参
拝
を
許
可
。
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-
法
要
中
に
一-一
枚
肉
は
あ
げ
さ
せ
な
い
が
、
法
要
が
終
わ
っ
た
後

は
許
可
。

c.
沖
縄
的
要
素
の
「
取
り
込
み
」

参
拝
す
る
ユ
タ
を
信
徒
と
し
て
組
織
化
し
て
い
る
。
(
臨
済
宗

沖
縄
出
身
)

ヌ
ジ
フ
ァ
ー
な
ど
の
民
間
儀
礼
を
行
う
。

納
骨
式
に
ウ
チ
カ
ビ
を
焼
く
。

調
査
寺
院
の
中
に
は
、
「
首
里
十
二
ヶ
所
巡
り
」
に
あ
た
る
寺

院
や
「
琉
球
八
社
」
を
杷
る
寺
院
の
よ
う
に
、
祈
願
所
に
あ
た

る
寺
院
が
含
ま
れ
て
お
り
、

ユ
タ
を
伴
っ
て
多
く
の
人
が
参
拝

に
訪
れ
る
寺
院
も
あ
る
。
し
か
し
、
ユ
タ
を
伴
つ
て
の
参
詣
者
を
、

本
堂
内
に
入
れ
る
か
否
か
で
そ
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
。

憎
侶
が
沖
縄
の
先
祖
祭
杷
を
取
り
入
れ
て
い
る
場
合
も
多
く

見
ら
れ
る
。
依
頼
者
の
求
め
に
応
じ
て

ヌ
ジ
フ
ァ

l
、
ヤ
シ

キ
ウ
ガ
ン
、

ト
ド
メ
ノ
ウ
ガ
ン
な
ど
の
沖
縄
の
伝
統
的
民
間
儀
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礼
を
行
な
っ
て
い
る
僧
侶
は
多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
例
え

ば
ヌ
ジ
フ
ァ
l
の
場
合
で
は
、
「
「
魂
を
抜
く
行
為
」
で
は
な
く
、

「
供
養
」
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
」
と
依
頼
者
に
説
明
し
た
上

で
儀
礼
を
執
行
し
て
い
る
僧
侶
も
い
る
。
ま
た
、
法
要
の
際
に

ウ
チ
カ
ビ
を
焼
く
な
ど
、
儀
礼
に
沖
縄
の
伝
統
的
儀
礼
様
式
を

取
り
入
れ
る
例
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
「
排
除
」
「
共
存
(
黙
認
)
」
「
取
り
込
み
」
と
い
う
異
な

る
態
度
と
、
僧
侶
の
出
自
と
の
関
連
に
つ
い
て
は

一
概
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
本
土
出
身
・
沖
縄
出
身
・寺
院
出
身

在
家
出
身
と
い
う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
個

人
の
考
え
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
沖
縄
出
身
の
在
家
出
身
僧
侶
に
は
、
沖
縄
の
先
祖
祭
-杷

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
傾
向
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
沖
縄
的
要
素
を
「
取
り
込
む
」
と
い
う
こ
と
を
具
体
的

に
見
る
た
め
に
、
天
台
宗

・
天
徳
院
の
例
を
挙
げ
る
。
天
徳
院

グ
イ
ス

住
職
は
、
葬
儀
・
追
善
供
養
な
ど
の
儀
礼
に
沖
縄
方
言
で
拝
詞

を
入
れ
て
行
っ
て
い
る
。
天
徳
院
住
職
が
こ
の
よ
う
な
方
法
を

取
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
、
天
徳
院
の
活
動
と
と
も
に
見
て

み
る
。

事
例
5
)
天
徳
院

沖
縄
出
身
で
あ
る
天
徳
院
住
職
は
、
沖
縄
で
の
布
教
を
開
始

す
る
に
あ
た
り
、
祖
母
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
た
。
祖
母
は
元
来
霊
感
が
鋭
い
女
性
で
、
内
臓
を
悪
く
し
た

時

「あ
な
た
は

カ
ミ
ン
チ
ュ
に
な
ら
な
い
と
治
ら
な
い
」
と

判
示
さ
れ
、

ユ
タ
に
な

っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
祖
母
は

沖
縄
の
宗
教
や
風
習
に
詳
し
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖

縄
に
帰
っ
て
程
な
く
、
祖
母
が
死
去
し
て
し
ま

っ
た
。
仕
方
が

な
い
の
で
、
そ
の
た
め
、
東
京
で
知
り
合
っ
た
霊
能
者
(
真
言

セ
イ
フヲ
'

宗
の
僧
侶
、
本
土
出
身
の
人
)
に
沖
縄
に
来
て
も
ら
い
、
斎
場

ウ
タ
キ

御
撮
で
占
っ
て
も
ら
い
今
後
の
布
教
の
方
針
を
決
め
た
。
そ
れ

は
、
地
元
の
風
習
を
十
分
に
踏
ま
え
、
沖
縄
の
言
葉
で
仏
教
を

説
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
儀
礼
を
、

ユ
タ
に
伝
統
的
な
方
法
を
教
わ

っ
た
う
え
で
、
仏
教
式
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
行
う
よ
う
に
し
た
。
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天
徳
院
住
職
の
葬
儀

・
追
善
供
養
の
特
徴
は
、
沖
縄
の
伝
統

的
な
や
り
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経

文
の
中
に
、
沖
縄
の
神
様
へ
の
拝
調
を
沖
縄
方
言
で
組
み
込
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
ユ
タ
が
用
い
て
い
る
拝
調
を
参
考
に
作
成
し

た
。
葬
儀
で
は
、
現
前
に
死
者
の
霊
が
い
る
か
の
ご
と
く
「
皆

さ
ん
が
あ
な
た
の
た
め
に
集
ま

っ
て
い
ま
す
よ
、
こ
れ
か
ら
葬

儀
を
始
め
ま
す
よ
」
と
い
う
意
味
合
い
を
沖
縄
方
言
で
霊
に
語

り
か
け
て
か
ら
は
じ
め
る
。
ま
た
、
納
骨
の
際
に
は
、

墓
を
守

護
し
て
い
る
神
(
イ
ザ
イ
ガ
ミ
)
を
祭
り
、

「金
の
鍵
、
銀
の
鍵

を
あ
け
て
死
者
を
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
。」
と
沖
縄
方
言
で
お

願
い
す
る
。
戒
名
は
必
ず
授
け
る
が
、
こ
れ
は
「
引
導
を
授
け

る
都
合
上
戒
名
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
り
、
個
人
的
に
は
あ
ま
り

意
昧
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

追
善
供
養
は
、
初
七
日
法
要
と
四
十
九
日
法
要
に
は
行
く
こ

と
が
多
い
。
四
十
九
日
の
聞
は
死
者
の
霊
や
人
の
気
が
出
た
り

入
っ
た
り
す
る
か
ら
、
四
十
九
日
法
要
に
は
イ
ザ
イ
ガ
ミ
に
墓

の
鍵
を
閉
め
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る

「ト
ド
メ
ノ
ウ
ガ
ン
」

を
行
・
っ
。

元
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
住
職
は
、

一
九
九
四
(
平
成
六
)

60 

年
頃
か
ら
五
年
間
ほ
ど

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を
活
か
し

て
の
相
談
会
を
寺
で
行
っ
て
い
た
。
週
に
二
、三
人
程
度
が
相
談

に
訪
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
も
、
先
祖
に
関
す
る
相
談

ご
と
で
は
、
守
護
し
て
く
れ
る
先
祖
の
存
在
を
説
き
、

墓
参
り

を
勧
め
た
り
し
た
。
ま
た
、
場
合
に
よ

っ
て
は
法
事
を
行
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
自
分
の
手
に
負
え
な
い
相
談
者
に
は
、
そ
の
悩

み
や
症
状
に
よ
り
医
者
、

ユ
タ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
紹

介
し
て
い
た
。
現
在
で
も
相
談
に
訪
れ
る
人
が
い
る
が

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
は
行
わ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
紹
介
す
る
の

み
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
月
に

一
回
の
法
話
会
、

サ
ン
ジ
ン
ノ
ウ

ユ
タ
や
三
世
相
を
講
師

と
し
て
招
い
て
、
沖
縄
の
伝
統
的
行
事
に
つ
い
て
の
不
定
期
の

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
た
。
な
お
、
現
在
は
中
断
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

天
徳
院
住
職
は
、
自
分
の
活
動
方
針
を
決
定

す
る
際
に
は
、

霊
能
者
に
自
ら
相
談
を
し

ユ
タ
に
伝
統
的
な

方
法
を
教
わ

っ
た
う
え
で
、

葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
儀
礼
を
、
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仏
教
式
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
行
う
よ
う
に
し
た
。
ま
た
自
分
に
相

談
に
来
た
相
談
者
を
ユ
タ
に
紹
介
す
る
、
ま
た
ユ
タ
を
招
い
て

の
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
天
徳
院

住
職
は
沖
縄
的
宗
教
文
化
を
、
自
ら
の
活
動
に
取
り
込
み
な
が

ら
展
開
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
徳
院
住

職
の
活
動
の
方
針
は
「
地
元
の
風
習
を
十
分
に
踏
ま
え
、
沖
縄

の
言
葉
で
仏
教
を
説
く
こ
と
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
自
分
は
「
仏

教
僧
侶
」
で
あ
り
「
仏
教
の
教
え
を
伝
え
る
」
と
い
う
姿
勢
を

強
く
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
語こ

れ
ま
で
、
現
在
の
沖
縄
で
の
仏
教
寺
院
の
状
況
、
お
よ
び

僧
侶
の
出
自
と
活
動
の
特
徴
を
捉
え
報
告
し
て
き
た
。
本
土
復

帰
以
降
の
急
激
な
仏
教
僧
侶
の
増
加
は
、
本
土
か
ら
僧
侶
が
や
っ

て
く
る
と
同
時
に
、
沖
縄
在
家
出
身
者
が
新
た
に
僧
侶
と
な
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

大
橋
英
寿
は
、
沖
縄
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
、
多
様

な
文
化
要
素
を
内
包
す
る
文
化
被
合
現
象
と
し
た
う
え
で
、
そ

の
具
体
的
側
面
と
し
て
、
固
有
信
仰
で
あ
る
「
祖
先
崇
拝
」
と

し
て
の
宗
教
的
側
面
、
実
質
的
な
「
慣
習
法
」
と
し
て
の
生
活

規
範
的
側
面
、
「
信
仰
治
療
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
治
療
的
側
面

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
に
外
来
文

化
が
括
抗
し
て
お
り
、

宗
教
的
側
面
の
み
で
言
え
ば
固
有
信
仰

で
あ
る
祖
先
崇
拝
が
外
来
の
諸
宗
教
に
対
し
て
〈

一
方
的
有
利
〉

に
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
に

対
し
て
は
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
「
祖
先
崇
拝
」
が
優
位
に
あ
る

目

と
言
う
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
葬
儀
は
僧
侶
に
依
頼
す
る
が
、
納
骨
、

そ
の
後
の

祭
杷
は
ユ
タ
に
依
頼
す
る
事
例
や
、
追
善
供
養
の
際
に
、
僧
侶

と
ユ
タ
両
方
に
依
頼
し
、
僧
侶
が
法
事
を
勤
め
た
直
後
に
ユ
タ

が
儀
礼
を
執
行
す
る
と
い
っ
た
事
例
も
あ
る
よ
う
に
、
沖
縄
の

人
び
と
は
、
状
況
に
よ
っ
て
僧
侶
と
ユ
タ
を
使
い
分
け
る
、
ま

た
は
併
用
す
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
、
僧
侶
は
沖
縄
の
人
び
と
の
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
沖
縄

の
宗
教
的
世
界
観
と
伝
統
的
様
式
を
柔
軟
に
取
り
込
み
、
自
ら

の
様
式
を
変
え
な
が
ら
も
仏
教
憎
と
し
て
の
立
場
を
保
持
し
ょ
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う
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
信
徒
集
団
を
形
成
し
、
教
義
の

浸
透
を
は
か
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
*
本
稿
中
に
出
て
く
る
寺
院
名
は
匿
名
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

「教
化
研
究
』

五

一
九
で
報
告
し
た
寺
院
名
に
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、

『教
化
研
究
」
で
報
告
し
て
い
な

い
寺
院
に
関
し
て
は
、
「
O
O宗
-
A
寺
」
の
よ
う
に
記
述
し
た
。

(*
本
稿
は
、
名
和
泊
隆
「
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
状
況
と
僧
侶
の
活
動
」
(
研
究

代
表
鷲
見
定
信

「沖
縄
に
お
け
る
死
者
慣
行
の
変
容
と

「本
l
化
」
|
郎
新
市
周
辺
地

域
に
お
け
る
実
態
調
査
」
課
題
番
号

一
六
五
二
O
O五
六
平
成

二ハ
年
度
l
平
成
一
八

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
慈
盈
研
究
(
C
)
(
2
)
研
究
報
告
苫
)

一部
を
加
筆
訂
正
し

た
・
も
の
で
あ
る
)

十
工
コ
し

==ロ三-ロ(1
)
浄
土
宗
袋
中
寺
は
、

現
在
住
職
が
不
在
で
あ
る
た
め
、
執
事
を
つ
と

め
て
い
る
浄
土
宗
・
光
明
ト
J
住
職
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

(2)
「
沖
縄
県
宗
教
法
人
名
簿
」
に
よ
る
。
同
名
簿
は
、
沖
縄
県
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

zs…¥
¥
5
2
4
ω
胃
色
。
r
5里
高

』
百
¥
盟
件
。
¥
円
。
ロ
円
。
ョ
官
¥
三
宮
内
F
¥
ω

沼町
¥ω
l
m
ヨド
r〕
E
r。
ε5ヨ
虫
『
。
l
r
H∞日)《は

(
3
)
Z
↓
↓
西
日
本
発
行
の
椴
業
別
電
話
帳
(
タ
ウ
ン
ぺ

l
ジ
)
に
記

耕
相
さ
れ
て
い
る
仏
教
寺
院
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
沖
縄
県
全
体
で

一一

四
ヶ
寺
が
修
認
で
き
た
。
(
大
正
大
学
「
沖
縄
と
本
土
化
研
究
会
」

調
べ
)
。

(4)
文
化
庁

「宗
教
年
鑑
』
よ
り
。

(5)
こ
こ
で
の
寺
院
数
は
、
寿
企
画
編

『日
本
寺
院
総
鑑
二
0
0
0年
版
』

(
寿
企
画
、

二
O
O
O年
)
よ
り
。

(6)
具
体
的
に
は
、
寺
院
の
歴
史
、
住
職
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
僧
侶

に
な
っ
た
契
機
、
葬
儀
・
追
善
供
養
の
現
状
、
葬
儀
・
追
善
供
養
以

外
の
法
要
の
現
状
、
寺
院
の
組
織
、
納
骨
堂
な
ど
の
寺
院
の
事
業
、

そ
の
他
特
徴
的
な
活
動
な
ど
を
中
心
と
し
て
聞
取
り
を
行
っ
た
。
な

お
、
間
取
り
は

一
ヶ
ヰ
寸
あ
た
り
二
時
間
j
六
時
間
程
度
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
て
後
日
電
話
で
の
補
足
調
査
を
行
な
っ
た
。

(7)
こ
の
場
合
の
「
沖
縄
出
身
」
と
は
沖
縄
で
出
生
し
た
と
い
う
意
味
で

ゑ町

zv
。

(8)
沖
縄
に
お
け
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
は
、

一
九
二
五
(
大
正

一
O
)
年
ま
で
は
任
期
四
年
の
輪
番
制
で
あ
っ
た
。

(9
)
浄
土
宗
・

阿
弥
陀
寺
は

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
)
年
か
ら
活
動
を
開

始
し
て
い
る
が
、
布
教
所
を
開
設
し
た

一
九
八
六

(
昭
和
六

二

年

ま
で
は
知
り
合
い
の
葬
儀
・
法
事
を
行
う
程
度
で
あ
っ
た
。

(
叩
)
長
谷
部
八
朗
「
「
沖
縄
と
仏
教
」
序
説
|
|
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
歴

史
と
現
状
」(『
駒
湾
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
二
七
号
、

一
九
九
六
年
)、

一
七
八
頁
。

(
日
)

一
九
七
O
年一

一一
月、

一
九
七

一
年
四
月
に
本
島
北
部
の
本
部
町
で

調
査
を
行
な
っ
た
桜
井
徳
太
郎
は
、
「
死
の
儀
礼
に
現
わ
れ
た
仏
教
の

影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
本
島
内
の
各
地
域
で
は
、
葬
儀
に
仏
僧
を

招
い
て
挙
行
す
る
例
が
多
く
、
そ
の
後
の
供
養
儀
礼
特
に
年
忌
供
養
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に
も
仏
僧
の
関
与
す
る
例
が
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
落
に
多
く
見

ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
漁
村
や
図
画
部
に
な
る
と
、
仏
僧
の
招
請
は
全

く
な
く
、
こ
と
ご
と
く
が
ユ
タ
の
管
掌
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
(
舷

井
徳
太
郎

『沖
縦
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
|
|
民
間
盛
女
の
生
態
と
機
能
」

弘
文
堂
、

一
九
七
三
年
、
五
七
一息
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
名
諮
市

一
四
ヶ
寺
・
本
部
町
二
ヶ
寺
、
今
帰
仁

一
ヶ
寺
の
仏
教
寺
院
が
存
花

し
て
お
り
、
本
島
北
部
に
お
い
て
も
、
葬
儀
に
僧
侶
を
よ
ぶ
習
慣
が

広
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ロ
)
沖
縄
で
は
、
戒
名
を
授
与
す
る
こ
と
に
対
す
る
特
別
な
布
施
は

一
般

的
で
は
な
い
。

(
日
)
図

一
参
照

(
M
H
)

「教
化
研
究
」

一
五
、
「
阿
弥
陀
寺
」
参
照
。

(日
)
浄
土
宗
を
始
め
て
沖
制
に
伝
え
た
袋
中
の
遺
徳
を
偲
び
、

二
O
O四

(
平
成
二
ハ
)
年
二
灯
七
日
に
那
覇
市
松
山
公
園
争
中
心
に
し
て
挙
行

さ
れ
た
。

(凶
)
『教
化
研
器

一
八了

一O
頁
参
照
。

(げ
)
「教
化
研
究
』一

八
、
「
雄
山
寺
」
参
照
。

(
国
)
『
教
化
研
究
」
二ハ
、「浄

t
宗
二a
宝
寺
沖
純
布
教
所
(
普
智
府
)
」
参
照

(印)
『教
化
研
究
」一

七、

「西
信
寺
」
参
照
。

(
初
)
前
掲
「
「
沖
縦
と
仏
教
」
序
説
沖
縄
に
お
け
る
仏
教
の
雁
史
と
現
状
」
、

一
七
八
頁
。

(幻)

『教
化
研
究
』一

八、

「雄
山
寺
」
参
照
。

(勾
)
調
査
寺
院
の
中
に
は
、
「
首
里
卜
一一
ヶ
所
巡
り
」
に
あ
た
る
寺
院
や
「
琉

球
八
社
」
を
刷
る
b
J
院
の
よ
う
に
、
祈
願
所
に
あ
た
る
主
院
が
合
ま

れ
て
い
る
。

(
お
)
稲
福
み
き
子
「
沖
縄
の
仏
教
受
・
鮮
と
シ
ャ
1
7
ン
的
職
能
省
||

「行

里
十
二
ヶ
所
巡
り
」
の
習
俗
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『宗
教
研
究
』
第
七

一

巻
第

一
号、

一
九
九
六
年
)
参
照
。
稲
福
は
、

「首
里
十
三
ヶ
所
巡
り
」

の
習
俗
に
対
す
る
寺
院
側
の
対
応
を
、
「
伝
統
並
存
型
」「
純
粋
教
義

型
」
「
融
合
強
化
型
」
と
分
類
し
て
い
る
。

(M)
大
橋
英
寿

「沖
縦
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
社
会
心
理
学
的
研
究
』
弘
文
堂
、

}
九
九
八
年
、

三
七
頁
。
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遍
照
寺

宗
派
一
東
寺
真
言
宗

本
尊
一
聖
観
世
音
菩
薩

1
.
歴
史
的
経
緯

遍
照
寺
は

一
四
六
六
年
頃
ま
た
は

一
四
九
二
年
頃
に
開
創

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
禅
宗
の
寺
院
で
あ

っ
た

ヵt

一
六
七

一
年
に

(1)
真
言
宗
の
門
流
と
な
り
、
聖
観
世

音
菩
薩
を
勧
請
し
た
。

泊
港
を
見
下
ろ
す
立
地
に
あ
っ
た
当
時
の
遍
照
寺
は
、
琉
球

王
国
の
各
地
の
貢
物
を
集
積
す
る
公
倉
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

一
八
四
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
ホ
l
ル
・
カ
ン
シ
ュ
ン
の

宿
舎
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
報
恩
寺
と
並
ん
で
外
国

人
の
宿
泊
す
る
公
館
と
し
て
活
用
さ
れ
る
機
会
が
増
加
し
て

い
っ
た
。

一
八
五
三
年
に
は
、
琉
球
を
訪
れ
た
ペ
リ
ー
が
逗
留

し
た
と
い
う
。

64 

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
、
戦
禍
に
よ
っ
て
全
て
の
寺
院

施
設
が
焼
失
し
た
。
そ
の
後
は
、
現
在
の
那
覇
市
安
里
周
辺
に

福
光
寺
と
い
う
寺
を
建
立
し
て
活
動
し
て
い
た
。
寺
名
を
変
え

て
活
動
し
て
い
た
理
由
は
、
「
遍
照
寺
は
本
来
の
地
に
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
が
先
代
住
職
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い

ぅ
。
戦
後
、
寺
院
が
あ
っ
た
場
所
は
米
軍
の
資
材
置
き
場
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め

一
九
六

O
年、

や
む
な
く
同
地
か
ら
少

し
離
れ
た
現
在
地
に
本
堂
と
庫
裡
を
再
建
し
た
。
現
在
、
元
々

遍
照
寺
が
あ
っ
た
場
所
に
は
教
育
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
三
年
十
二
月
十
八
日
、
沖
縄
県
よ
り
宗
教
法
人
の
認
証

を
受
け
た
。

現
住
職
は

一
九

一
四
(
大
正
三
)
年
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
で

あ
る
先
代
住
職
が
病
気
で
倒
れ
た
際
、
現
住
職
は
岐
阜
県
で
働

い
て
い
た
が
、
遍
照
寺
を
継
ぐ
た
め
本
土
か
ら
戻
る
こ
と
と
な
っ

た

一
九
五
七
年
、
師
が
四
十
三
歳
の
時
に
現
在
の
副
住
職
で

あ
る
安
仁
屋
聖
順
師
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
先
代
住
職
が
遷

化
し

一
九
五
六
(
昭
和
三
十
こ
年
に
現
住
職
は
加
行
を
受
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け
た
。
加
行
か
ら
戻
っ
た

一
九
六

O
年
に
現
在
地
に
遍
照
寺
を

建
立
、
再
興
し
た
。
現
住
職
が
僧
侶
に
な
っ
た
理
由
は
、
長
男

で
後
継
ぎ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
で
、
周
囲
の
期
待
が
大
き

か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
副
住
職
で
あ
る
安
仁
屋
聖

順
師
に
対
し
て
行
っ
た
。
聖
順
師
は
、
那
覇
市
泊
の
小
中
高
校

を
卒
業
し
、
沖
縄
国
際
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後

の

一
九
七
九
(
昭
和
五
十
四
)
年
に
京
都
へ
と
渡
り
、

年
の

修
行
の
後
に
自
坊
へ
と
戻
っ
た
。

2.
寺
院
組
織
と
規
模

二
O
O四
(
平
成
十
六
)
年
八
月
の
調
査
の
時
点
で
、
住
職

を
含
め
て
四
名
の
僧
侶
が
寺
院
に
所
属
し
て
い
る
。
副
住
職
で

あ
る
長
男
の
聖
順
師
の
ほ
か
に
、
次
男
と
三
男
が
僧
侶
と
し
て

寺
院
に
所
属
し
て
い
る
。
住
職
婦
人
は
寺
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

宗
教
的
な
こ
と
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

施
設
は
、
本
堂
、
庫
裡
、
納
骨
堂
を
有
し
て
い
る
。

檀
信
徒
組
織
に
つ
い
て
は
、
「
強
い
て
言
え
ば
、
泊
、
前
島
地
域

の
葬
儀
な
ど
何
か
あ
れ
ば
遍
照
寺
に
来
る
人
々
」
が
該
当
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
集
会
所
の
よ
う
な
人
が
集
ま
れ
る
施

設
が
無
い
た
め
、
御
詠
歌
の
会
な
ど
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
法

話
会
は
い
ず
れ
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

3
.
宗
教
活
動
の
特
徴

①
一
葬
儀

・
追
善
供
養

現
在
は
月
に
六
件
程
度
の
葬
儀
が
あ
る
。
以
前
は
倍
く
ら
い

の
件
数
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
四
、
五
年
で
葬
祭
業
者
の
葬
祭
場
が

増
加
し
た
た
め
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
葬
祭
業
者
に
よ
る
葬

祭
場
で
の
葬
儀
の
依
頼
は
断
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
葬
祭
場
で

葬
儀
を
済
ま
せ
た
後
に
遺
骨
だ
け
を
預
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う

喪
申
永
か
ら
の
依
頼
も
断
っ
て
お
り
、
師
は

「
寺
院
で
葬
儀
を
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
沖
縄
の
人
は
全
て
葬
祭
業
者
に

任
せ
て
し
ま
う
の
で
、
「
思
っ
て
い
た
葬
儀
と
違
っ
た
」
と
い
う

話
や
、
「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
た
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
と
い

-つ
。葬

儀
の
依
頼
は

一
昔
前
ま
で
は
喪
家
か
ら
電
話
で
直
接
依
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頼
が
来
て
い
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
葬
祭
業
者
か
ら
で
あ

る
。
「
良
い
葬
祭
業
者
は
、
依
頼
の
際
に
葬
儀
の
時
間
調
整
な
ど

に
つ
い
て
相
談
し
て
く
れ
る
が
、
悪
い
葬
祭
業
者
は
段
取
り
を

決
め
て
か
ら
時
間
指
定
を
し
て
く
る
」
と
師
は
述
べ
る
。
ま
た
、

遍
照
寺
を
指
定
し
た
喪
家
に
対
し
て
、
寺
院
に
電
話
を
し
た
ふ

り
を
し
て
「
遍
照
寺
は
都
合
が
悪
い
」
と
伝
え
、
葬
祭
業
者
と

懇
意
な
僧
侶
へ
と
誘
導
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

葬
儀
の
場
所
は
、
都
市
部
以
外
で
は
自
宅
が
多
い
。
本
堂
で

行
な
う
こ
と
も
多
く
、
白
宅
が
狭
い
場
合
は
特
に
本
堂
で
行
な
っ

て
い
る
。
最
近
で
は
葬
祭
場
で
の
葬
儀
の
件
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
師
は
「
沖
縄
の
人
は
あ
ま
り
葬
儀
に

つ
い
て
理
解
し
て
お
ら
ず
、
悪
く
言
え
ば
葬
祭
業
者
の
言
い
な

り
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

年
思
な
ど
の
追
善
法
要
は
、
月
に
二
十
か
ら
三
十
件
行
っ
て

い
る
。
孟
蘭
盆
前
や
正
月
前
に
は
依
頼
が
増
え
る
。
特
に
初
七

日
法
要
と
四
十
九
日
法
要
の
依
頼
が
多
く
、
次
い
で
一
周
思
と

三
回
忌
が
多
い
。
沖
縄
で
は
十
三
回
忌
の
後
に
、

二
十
五
回
忌

が
あ
り
、
そ
の
後
三
十
三
回
忌
を
行
う
の
が

一
般
的
で
あ
る
と

ぃ、っ
。

66 

近
年
、
遍
照
寺
が
葬
儀
を
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
初

七
日
法
要
や
四
十
九
日
法
要
を
喪
家
か
ら
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
は
「
葬
儀
を
葬
祭
業
者
に
依

頼
し
た
が
、
形
式
的
な
も
の
で
済
ま
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
葬

儀
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
遍
照
寺
で
は
、
他
寺
院
で
葬
儀
を
し
た
後
に
法

要
か
ら
依
頼
さ
れ
た
場
合
、
基
本
的
に
依
頼
を
断
っ
て
い
る
。

師
は
「
沖
縄
の
人
は
先
祖
を
敬
う
と
同
時
に
、
先
祖
を
恐
れ

て
い
る
。
法
要
を
行
な
う
理
由
も
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
子
や
孫

に
恐
ろ
し
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
や
っ
て
お
く
と
い
う
考
え
で

は
な
い
か
」
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
事
の
際
に
は

仏
教
の
難
し
い
話
を
し
て
も
し
か
た
な
い
の
で
、
供
物
の
供
え

方
や
法
事
の
意
昧
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
お

勤
め
し
て
帰
る
だ
け
で
は
次
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
、
喪
家
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

ユ
タ
が
納
骨
式
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
場
合
、
師

は
現
場
で
説
明
し
て
ユ
タ
を
呼
ぶ
こ
と
を
や
め
さ
せ
て
い
る
。
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「
ユ
タ
に
依
頼
す
る
な
ら
ば
、

ユ
タ
に
出
棺
か
ら
告
別
式
ま
で
全

て
や
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
く
対

応
し
て
い
る
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事

地
鎮
祭
の
依
頼
は
月
に

一
件
ほ
ど
で
、
懇
意
な
僧
侶
に
執
行

し
て
も
ら
う
こ
と
で
沖
縄
の
人
は
安
心
す
る
と
い
う
。

「
お
蔽
い
」
自
動
車
祈
祷
や

工
場
の
安
全
祈
願
な
ど
が
多
く

あ
る
。
沖
縄
独
特
の
依
頼
で
あ
る
、
死
ん
だ
家
族
の
い
た
部
屋

の
「
お
蔽
い
」
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
は
、
家
族
が
普
通
に
亡
く

な
っ
た
の
に
「
お
誠
い
」
す
る
の
は
お
か
し
い
と
説
明
し
た
上
で

供
養
の
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る
。

ヒ

ヌ

カ

ン

火
の
神
の
札
を
先
代
住
職
の
頃
は
、
紙
を
切
っ
て
何
百
枚
も

手
書
き
で
お
札
を
作
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
ハ
ン
コ
を
押
し
て

作
っ
て
い
る
。
二
枚

一
組
で
、
年
に
千
枚
以
上
需
要
が
あ
る
と

い
う
。
沖
縄
で
は
、
困
っ
た
時
に
仏
壇
で
は
な
く
火
の
神
を
拝

む
人
も
い
る
と
い
う
。

③
年
間
行
事

年
中
行
事
と
し
て
は
、
初
詣
(
一
月

一
日
)
、
十
六
日
祭
(
旧

一
月
十
六
日
)
、
観
音
祭
(
旧

一
月
十
八
日
)
、
釈
尊
降
誕
会

(四

月
八
日
)
、
弘
法
大
師
誕
生
会
(
六
月
十
五
日
)
、
糸
満
市
の
気

象
台
に
て
戦
投
者
供
養
(
六
月
二
十
三
日
)
、
七
夕
祭
(
旧
七
月

七
日
)
、
火
の
神
祈
願
祭
(
旧
十
月

一
日
)

な
ど
が
あ
る
。
観
音

祭
は
、
近
年
は
家
族
だ
け
で
行
な
っ
て
い
る
。

④
そ
の
他
の
活
動

来
世
や
幽
霊
な
ど
の
霊
的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
「
死
ん
だ
こ

と
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
か
ら
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
お
教
え

し
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
り
も
他
の
こ
と
考
え
た
ほ

う
が
楽
し
い
」
と
諭
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
仏
教
の
修
行
を
し

て
い
る
の
に
霊
が
見
え
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
り
、
家
族

に
は
見
え
ず
特
定
の
職
能
者
に
の
み
霊
が
見
え
る
こ
と
も
お
か

し

と
い
う
考
え
方
で
対
応
し
て
い
る
。

稀
に
修
行
が
で
き
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
が
、

修
行
場
が
な
い
と
説
明
し
て
断
っ
て
い
る
。
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4.
今
後
の
展
望

戦
争
の
た
め
伽
藍
が
焼
失
し
た
遍
照
寺
は
、
元
々
の
場
所
と

は
異
な
る
場
所
に
再
建
さ
れ
た
。
師
は
「
元
の
遍
照
寺
の
場
所

に
戻
り
た
い
。
土
地
を
返
還
し
て
も
ら
い
昔
の
場
所
に
本
堂
を

建
て
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
土
地
の
返
還
自
体
が

困
難
で
あ
る
上
に
、
周
辺
地
域
は
市
の
公
園
計
画
に
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
返
還
さ
れ
て
も
建
物
を
建
て
る
許
可
が
で
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
る
と
い
う
。

師
は

「
遍
照
寺
で
話
を
聞
い
て
良
か
っ
た

遍
照
寺
に
行
つ

て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
」
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

法
話
だ
け
で
な
く
、
日
常
で
の
言
葉
使
い
や
言
い
方
に
気
を
配
つ

て
お
り
、
相
手
に
威
圧
感
を
与
え
な
い
よ
う
、
上
か
ら
も
の
を

言
わ
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
ず
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
い
う
。

「
信
頼
さ
れ
て
い
る
寺
は
信
者
が
増
え
て
い
く
。
僧
侶
が
い
い

加
減
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
、
昔
か
ら
の
地
域
の
寺
で
あ
っ
て

も
信
者
は
離
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
師
は
考
え
て
い
る
。

68 

(*
本
文
中
の
全
て
の
寺
院
名
・

一
部
の
人
物
名
は
仮
名
で
あ
る
。)

(1)
報
恩
寺
に
つ
い
て
は

『教
化
研
究
第
十
七
号』

の
同
項
を
参
照
の
こ
と
。

(
中
村
憲
司
)

道
善
寺

宗
派

一
日
蓮
宗

本
尊
一
大
目
安
茶
羅

1 

歴
史
的
経
緯

道
善
寺
は
、
沖
縄
県
南
城
市
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

住
職
は
比
嘉
龍
昇
師
で
あ
る
。

九

(
明
治
四
十
五
)
年
ご
ろ
、
沖
縄
の
日
蓮
宗
信
徒

た
ち
は
、
在
家
信
徒
で
あ
る
前
田
庄
次
郎
の
私
邸
に
集
っ
て
日

蓮
宗
の
勤
行
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
勤

行
の
場
は
同
じ
く
在
家
信
徒
の
古
城
徳
三
郎
宅
に
移
さ
れ
た
。
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九

(
大
正
十
)
年
に
、
古
城
徳
三
郎
は
那
覇
市
内
に

六
八
四
坪
の
土
地
を
購
入
し
、
道
善
寺
を
創
建
し
た
。
鹿
児
島

市
の
日
蓮
宗
寺
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
竹
井
師
が
、
初
代
住
職
に

就
任
し
た
。
二
代
目
住
職
の
西
森
師
は
、
宮
崎
か
ら
派
遣
さ
れ

た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
三
代
目
住
職
の
小
山
恵
太
師
も
本
土
出
身

の
人
で
、
彼
は
日
蓮
宗
の
僧
籍
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
住
職
と

し
て
法
務
を
行
っ
て
い
た
。
道
善
寺
は

一
九
四

O

(昭
和
十
五
)

年
に
宗
教
法
人
の
認
可
を
受
け
る
が
、
小
山
師
は

一
九
四
三
年

に
戦
火
を
逃
れ
て
本
土
へ
帰
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
す
で
に

寺
院
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
現
住
職
の
父
で
あ
る
比
嘉
法
昇
師

が
四
代
目
住
職
に
就
任
し
た
。
比
嘉
法
昇
師
も
、
正
式
な
僧
籍

を
持
つ
こ
と
は
生
涯
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
で
、
道
善
寺
は
戦
火
で
焼
失
す
る
。
戦

後
も
土
地
は
道
善
寺
の
下
に
戻
ら
な
か
っ
た
た
め

一
九
五

O

年
に
那
覇
市
内
の
別
の
場
所
に
平
屋

一
二
坪
の
住
宅
を
建
て

仮
の
本
堂
と
し
た
。
手
狭
だ
っ
た
た
め
、
後
に

一
五
坪
分
の
建

増
し
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
頃
に
比
嘉
龍
昇
師
が
五
代

目
住
職
に
就
任
し
、

一
九
七
三
年

一
二
月
-
八
日
に
宗
教
法
人

認
証
を
受
け
た
。

九
九

(
平
成
二
己
年
、
信
徒
よ
り
土
地

・

物
件
の
紹
介
を
受
け
て
南
城
市
に
本
堂
を
建
立
し
、
現
在
に
至

る
現
住
職
の
比
嘉
師
は

一
九

(
大
正
十
)
年
に
那
覇
市

内
に
生
ま
れ
た
。
戦
後
は
沖
縄
県
内
の
テ
レ
ビ
局
に
勤
務
し

九
七

(
昭
和
四
十
六
)
年
に
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
日
蓮
宗

寺
院
で
得
度
を
受
け
た
。
沖
縄
県
で
初
め
て
の
日
蓮
宗
僧
籍
取

得
者
で
あ
っ
た
。
身
延
山
に
赴
い
て
加
行
を
終
え
た
後
に
帰
沖
、

住
職
に
就
任
し
た
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

道
普
寺
の
敷
地
は
二
O
O坪
で
あ
る
。
本
堂
は
庫
裏
と
棟
続

き
に
な
っ
て
お
り
、

二
階
に
二
O
坪
の
面
積
を
持
つ
。

|噛
の

本
堂
の
真
下
は
納
骨
堂
に
な
っ
て
い
る
。
納
骨
堂
は

一
二
二
基

分
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
四

O
か
ら
五

O
基
ほ
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
使
用
料
は
年
間
二
万
円
で
、
道
善
寺
で
葬
儀

を
執
り
行
っ
た
遺
骨
の
み
を
預
か
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
契
約

更
新
を
行
わ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
遺
骨
も
あ
る
と
い
う
。
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道
善
寺
に
所
属
す
る
僧
侶
は
、
住
職
で
あ
る
比
嘉
師
と
、
副

住
職
で
あ
る
比
嘉
師
の
次
男
の
二
人
で
あ
る
。
法
務
は
比
嘉
師

一
人
が
行
っ
て
い
る
。
副
住
職
は

一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
に

得
度
を
し
て
い
る
が
、
法
務
は
行
っ
て
い
な
い
。
比
嘉
師
の
長

男
が
県
内
の
会
社
を
定
年
に
な
っ
た
た
め

二
O
O四
年
に
得

度
を
受
け
た
。
加
行
を
終
え
て
沖
縄
に
戻
り
次
第
、
住
職
を
譲

る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

現
在
本
堂
の
庫
裡
に
は
副
住
職
が
住
ん
で
お
り
、
比
嘉
師
は

那
覇
市
の
旧
本
堂
に
居
住
し
て
い
る
。
法
務
の
あ
る
際
に
、
比

嘉
師
が
南
城
市
の
本
堂
に
通
っ
て
い
る
。

な
お
、
道
善
寺
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
檀
信
徒
組
織
は
な
い
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀

・
追
善
供
養

道
善
寺
で
は
、
お
お
よ
そ
月
に

一
件
の
葬
儀
が
あ
る
。
葬
祭

業
者
か
ら
の
依
頼
で
は
な
く
、
日
蓮
宗
で
の
葬
儀
を
希
望
す
る

本
土
出
身
者
の
葬
儀
を
、
県
庁
や
県
内
の
商
工
会
議
所
か
ら
紹

介
を
受
け
て
行
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
葬
儀
の
場
所
は
、

と
ん
ど
が
施
主
の
自
宅
で
あ
る
。
本
堂
で
の
葬
儀
は
こ
れ
ま
で

70 

三
回
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
葬
祭
業
者
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
葬
儀
が
な
い
た
め
、
葬
祭
場
で
行
う
こ
と
も
な
い
。

道
善
寺
で
は
、
先
代
住
職
の
頃
か
ら
葬
儀
中
に
「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」

の
題
目
を
唱
え
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

戦
後
の
沖
縄
に
お
い
て
創
価
学
会
が
教
線
を
拡
大
す
る
に
伴
な

ぃ
、
「
題
目
を
唱
え
る
と
新
興
宗
教
を
や
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
」

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
説
明
し
て
も

理
解
さ
れ
な
い
た
め
、
先
代
住
職
の
苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
と

い
う
。
今
で
も
葛
藤
が
あ
る
が
、
代
わ
り
に
毎
朝
の
勤
行
で
題

目
を
唱
え
て
い
る
こ
と
で
良
し
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

と
い
う
。

経
は
法
華
経
を
読
む
が
、
回
向
文
も
宗
門
規
定
の
文
章
に
比
嘉

師
が
手
を
加
え
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
理

由
か
ら
墓
の
建
碑
の
際
に
墓
碑
に
題
目
は
刻
ま
ず
、
「
例
」
と
刻

ん
で
い
る
。

追
善
供
養
は
月
に
二
、三
回
程
度
行
っ
て
い
る
。
戦
後
し
ば
ら

く
は
か
な
り
の
数
の
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
減
少
し
て
い

ほ

る
と
い
う
。
道
善
寺
で
は
檀
信
徒
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
な
い
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た
め
、
法
事
の
年
回
に
あ
た
る
信
徒
に
法
事
の
案
内
を
出
す
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
僧
侶
が
関
わ
ら
な
い
法
事
も
多
く
、
「
呼
ば

れ
れ
ば
行
く
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
初
七
日
法
要
、
四
十
九

日
法
要
は
墓
前
で
行
う
。
七
尺
の
紙
を
塔
婆
の
形
に
切
り
抜
き
、

「法
伽
羅
婆
阿
」
と
書
い
て
紙
塔
婆
を
作
り
、
こ
れ
を
墓
前
で
燃

や
す
。
題
目
を
書
か
な
い
の
は
先
述
と
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事
に
つ
い
て

屋
敷
の
持
み
や
地
鎮
祭
の
依
頼
が
時
々
あ
る
と
い
う
。
除
霊

な
ど
の
相
談
は
な
い
が
、
受
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
日
蓮
宗

霊
断
師
の
資
格
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
必
要
な
作
法
は
身
に
つ

け
て
い
る
と
い
う
。

沖
縄
の
人
の
宗
教
的
求
め
に
対
し
て
は
、
葬
儀
や
法
事
と
同

じ
く
「
依
頼
さ
れ
れ
ば
行
く
」
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。

戦
没
者
供
養
関
係
の
依
願
は
な
い
が

1
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利
l
ト
ト
訓
刀
品
哨

空
港
で
発
生
し
た
墜
落
事
故
の
供
養
に
呼
ば
れ
た
こ
と
は
あ
る
。

③
そ
の
他
の
活
動

法
話
会
な
ど
特
別
の
布
教
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
日
蓮
宗

檀
信
徒
向
け
に
作
成
さ
れ
る

『妙
法

一
天
暦
」
を
毎
年
五

O
部

購
入
し
、
近
所
に
配
布
し
て
い
る
。
ま
た

一
九
九
八

(
平
成
十
)

年
ご
ろ
、
浦
添
市
の
ペ
ッ
ト
霊
園
の
経
営
者
に
な
っ
た
が
、

ど
な
く
し
て
手
放
し
た
。
現
在
も
霊
園
経
営
の
誘
い
は
時
々
あ

る
が

受
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

4 

今
後
の
展
望

妙
法
寺
(
『教
化
研
究
』
十
八
号
参
照
)
が
二
O
O
六
(
平

成
十
八
)
年
に
日
蓮
宗
直
轄
を
外
れ
て

一
般
寺
院
に
移
行
さ
れ

る
ま
で
は
、
沖
縄
県
の
日
蓮
宗
寺
院
は
道
善
寺
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
日
蓮
宗
で
葬
儀
や
追
善
供
養
を
行
い
た
い
と
い

う
人
々
の
声
に
応
え
る
こ
と
で
、
今
後
の
法
要
依
頼
も
則
待
で

き
る
と
い
う
。
現
在
は
法
務
を
住
職
一
人
が
行
っ
て
い
る
が

長
男
が
僧
籍
を
取
得
す
れ
ば
長
男
と
次
男
の
二
人
に
本
格
的
に

法
務
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
は
長
男
た
ち

が
葬
祭
業
者
と
も
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
の
法
務
依
頼

が
見
込
め
る
で
あ
ろ
う
、
と
比
嘉
師
は
考
え
て
い
る
。

ほ
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(
*
本
文
で
登
場
す
る
寺
院
名
、
ま
た
前
田
庄
次
郎
、
古
城
徳
三
郎
、
竹
井
師
、

西
森
師
、
小
宮
恵
太
師
以
外
の
人
名
は
匿
名
で
あ
る
。)

(
春
近
敬
)

真
宗
大
谷
派
の
活
動

(
諦
聴
寺
・
真
宗
大
谷
派
沖
縄
問
教
本
部
)

歴
史
的
経
緯

諦
聴
寺
は
、
那
覇
市
の
那
覇
港
に
ほ
ど
近
い
市
街
地
に
位
置

す
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
同
寺
は
沖
縄
に
お
け
る
唯

一
の
大
谷
派
寺
院
で
あ
り
、
宜
野
湾
市
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の

機
関
で
あ
る
真
宗
大
谷
派
沖
縄
問
教
本
部
と
活
動
が
関
連
す
る

ご
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
諦
聴
寺
と
真
宗
大
谷

派
沖
縄
開
教
本
部
(
以
下
、
開
教
本
部
と
略
述
)

の
活
動
を
あ

わ
せ
て
記
述
す
る
。

①
布
教
の
は
じ
ま
り

72 

沖
縄
に
お
け
る
真
宗
大
谷
派
の
歴
史
は
、

一
八
七
六
(
明
治
九
)

年
の
田
原
法
水
の
布
教
開
始
に
始
ま
る
。
田
原
は

一
八
四
三

(天

保
十
四
)
年
、
現
在
の
大
分
県
に
あ
る
大
谷
派
寺
院
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。

一
八
七
六
年
の
五
月
、
田
原
は
ハ

l
リ
l
の

喧
騒
に
紛
れ
て
単
身
那
覇
港
に
上
陸
し
、
備
瀬
知
恒
と
出
会
つ

て
布
教
活
動
を
始
め
る
。
し
か
し
当
時
の
沖
縄
は
薩
摩
藩
に
よ
っ

て
出
さ
れ
た
真
宗
禁
制
が
続
い
て
お
り
、

一
八
七
七
年
か
ら
翌

一
八
七
八
年
に
か
け
て
備
瀬
以
下
三
六
九
名
が
検
挙
さ
れ
る
迫

害
事
件
が
起
き
た
(
第
二
次
真
宗
法
難
事
件
)
。
田
原
は
本
土
出

身
の
僧
侶
で
あ
っ
た
た
め
に
検
挙
を
免
れ
、

一
八
七
八
年
六
月

に
内
務
省
の
許
可
を
得
て
仮
説
教
所
を
設
け
た
。
田
原
は
、
宗

派
派
遣
の
小
栗
憲

一
と
と
も
に
内
務
省
を
訪
ね
る
な
ど
迫
害
事

件
の
赦
免
活
動
に
奔
走
し
た
。
結
果
、
十

一
月
に
内
務
卿
伊
藤

博
文
名
で
琉
球
藩
に
詰
責
が
命
ぜ
ら
れ
、
翌

一
八
七
九
年

一
月

に
真
宗
禁
制
は
解
か
れ
て
布
教
活
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
。

布
教
解
禁
後
、
田
原
は

一
八
八
二

(
明
治
十
五
)
年
に
那
覇

の
海
岸
を
埋
め
立
て
て
大
谷
派
説
教
本
場
を
設
置
し
た
。
ほ
ど
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な
く
首
里
に
説
教
支
場
が
、
現
在
の
那
覇
市
、
北
谷
町
、
嘉

手
納
町
、
読
谷
村
内
に
合
計
七
つ
の
説
教
出
張
所
が
聞
か
れ
、

一
八
九
九
年
に
は
名
護
説
教
場
が
開
設
さ
れ
た
。
説
教
本
場
は

一
八
八
九
年
に
大
谷
派
琉
球
別
院
と
な
る
が

一
八
九
二
年
に

は
田
原
の
功
績
を
認
め
て

一
般
の
寺
院
に
転
換
し
、
田
原
を
初

代
住
職
と
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
諦
聴
寺
で
あ
る
。

一
八
九
七

年
か
ら

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
ま
で
沖
縄
は
鹿
児
島
教
区

の
管
轄
下
と
な
り
、
諦
聴
寺
は
鹿
児
島
教
区
鹿
児
島
組
に
編
入

さ
れ
た
。
そ
の
他
の
説
教
所
は
終
戦
ま
で
に
廃
止
さ
れ
た
。

②
諦
聴
寺

諦
聴
寺
の
堂
宇
は
沖
縄
戦
で
焼
失
し
た
。
戦
後
敷
地
に
は
米

軍
倉
庫
が
置
か
れ
、

さ
ら
に
そ
の
土
地
が
民
間
企
業
に
払
い
下

げ
ら
れ
た
た
め
、
返
還
交
渉
は
困
難
を
窮
め
た
。

一
九
七
二

(昭

和
四
十
七
)
年
に
土
地
の

部
が
返
還
さ
れ
た
た
め
再
建
に
着

工
し

一
九
七
七
年
に
新
た
な
堂
宇
が
完
成
し
た
。

現
在
の
住
職
は
宮
田
大
覚
師
で

三
代
目
で
あ
る
。
大
覚
師

は

一
九
O
九
(
明
治
四
十
二
)
年
に
現
在
の
愛
知
県
安
城
市
に

生
ま
れ
た
。

一
九
三
二

(
昭
和
七
)
年
に
真
宗
専
門
学
校
(
現
、

同
朋
大
学
)
を
卒
業
す
る
と
、
親
戚
で
あ
っ
た
暁
鳥
敏
の
勧
め

に
よ
り
、
諦
聴
寺
に
二
代
目
住
職
の
養
子
と
し
て
入
っ
た
。
終

戦
後
は
摩
文
仁
で
テ
ン
ト
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

ひ
め
ゆ
り
の

塔
、
健
児
の
塔
、
魂
瞬
の
塔
の
建
立
に
携
わ
り
、
同
時
に
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
作
業
に
も
尽
力
し
た
。
あ
わ
せ
て
長
年
教
諦
師

と
し
て
活
動
を
行
い
、
更
生
保
護
団
体
の
設
立
に
も
尽
力
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
仏
教
会
会
長
を
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
務
め

た
。

③
真
宗
大
谷
派
沖
縄
開
教
本
部

開
教
本
部
は
真
宗
大
谷
派
組
織
部
所
管
の
組
織
で
、
独
立
し

た
法
人
格
は
持
た
な
い
。
本
土
復
帰
を
控
え
た

一
九
七

和
四
十
七
)
年
五
月

一
日
、
真
宗
大
谷
派
は
「
琉
球
諸
島
及
び

大
東
諸
島
を
開
教
区
に
準
ず
る
地
域
に
指
定
し
、
沖
縄
問
教
区

と
称
し
、
同
地
域
内
に
沖
縄
問
教
本
部
を
設
置
」
し
た
。

(*
1
)

諦
聴
寺
に
事
務
所
が
置
か
れ
、
住
職
で
あ
る
大
覚
師
が
特
派
閥

教
師
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
に
職
員
は
任
命
さ
れ
ず
、 昭
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宗
派
か
ら
の
職
員
派
遣
も
な
か
っ
た
。
実
働
的
な
組
織
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
諦
聴
寺
住
職
に
特
派
閥
教
師
と

し
て
の
給
与
を
渡
す
こ
と
で
、
沖
縄
唯

一
の
大
谷
派
寺
院
で
あ
っ

た
諦
聴
寺
を
支
援
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
諦

聴
寺
は
従
前
通
り
鹿
児
島
教
区
の
所
属
と
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
(
平
成
五
)
十

月

一
日
、
開
教
本
部
は
浦
添

市
に
移
転
し
、
十

一
月
八
日
に
事
務
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

事
実
上
、
開
教
本
部
は
こ
の
時
点
で
開
設
さ
れ
た
と
言
っ
て
良

ぃ
。
告
示
に
は
開
教
本
部
を
「
移
転
設
置
」
す
る
と
記
さ
れ
た

が

(*
2
)
、
宗
派
機
関
誌

『真
宗
』
の
記
事
見
出
し
は
「
沖
縄

準
開
教
区
沖
縄
問
教
本
部
を
設
置
」
で
あ
り
、
記
事
内
で
も
開

教
本
部
が
機
関
と
し
て
は
既
に
あ
っ
た
こ
と
に
は
触
れ
ず
、
開

教
本
部
が
浦
添
市
に
「
設
置
」
あ
る
い
は
「
開
設
」
さ
れ
た
と

報
じ
て
い
る
。
(*
3
)
こ
の
と
き
開
教
本
部
長
、
書
記
、
嘱

託
職
員
の
三
名
が
新
た
に
任
命
さ
れ
、
業
務
を
開
始
し
た
。

一
九
九
七
年
三
月

一
日
に
事
務
所
を
宜
野
湾
市
の
住
宅
地
に
移

転
し
、
現
在
に
至
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

74 

諦
聴
寺
は
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
し
、
現
在
は
本
堂
と
鐘
楼

台
を
有
す
る
。
納
骨
堂
は
な
い
が
、
位
牌
の
み
を
預
か
る
こ
と

は
あ
る
と
い
う
。

住
職
の
大
覚
師
は
二
O
O
七
(
平
成
十
九
)
年
に
逝
去
し

息
子
で
あ
る
副
住
職
の
宮
田
信
行
師
が
近
々
住
職
に
就
任
す
る

予
定
で
あ
る
。
大
覚
師
は
長
ら
く
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
近
年

の
活
動
は
信
行
師
が
担
っ
て
い
た
。
住
職
に
な
る
た
め
に
は
東

本
願
寺
で
住
職
修
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
住
職
修
習
に

は
住
職
の
他
に
門
徒
総
代
が

一
名
同
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
の
寺
院
に
所
属
す
る
と
い
う
感
覚
の
薄
い
沖
縄
で
は
、
何

日
も
仕
事
を
休
ま
せ
て
京
都
ま
で
同
行
を
頼
む
こ
と
の
で
き
る

信
徒
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
京
都
に
在
住
す
る
信
行
師
の
弟

に
門
徒
総
代
に
就
任
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
と
い
う
。
こ
の
ほ

か、

二
O
O五
年
に
信
行
師
の
女
婿
で
あ
る
宮
田
法
道
師
が
入

寺
し
、
法
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
法
道
師
は
石
川
県
の
大
谷
派

寺
院
の
出
身
で
、
信
行
師
が
正
式
に
住
職
に
就
任
し
次
第
、
副

住
職
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
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開
教
本
部
の
敷
地
は

一
三

O
呼
で
、
借
地
で
あ
る
。
事
務
所
の

建
物
は
三
O
坪
で
、
仏
聞
を
持
つ
が
納
骨
堂
な
ど
の
施
設
は
な

p 。
一
九
九
七
(
平
成
九
)
年
以
降
、
開
教
本
部
長
は
大
谷
派
組
織

部
長
の
兼
任
と
な
っ
た
た
め
、
沖
縄
に
駐
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

二
O
O七
年
ま
で
は
書
記
(
当
時
)

の
高
津
浩

一
師
が
実
質
的

な
代
表
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
高
津
師
は
大
分
県
の
真
宗

大
谷
派
寺
院
の
長
男
で
あ
る
。
琉
球
大
学
で
社
会
人
類
学
を
専

攻
し
、
卒
業
論
文
で
は
沖
縄
の
民
俗
と
仏
教
に
つ
い
て
執
筆
し

た
。
大
谷
派
組
織
部
勤
務
を
経
て
、

一
九
九
四
年
八
月

一
日
付

で
開
教
本
部
に
赴
任
し
た
。
高
津
師
の
他
に
、
常
勤
嘱
託
職
員

の
上
坂
彰
師
が
勤
務
す
る
。
上
坂
師
も
ま
た
滋
賀
県
の
大
谷
派

寺
院
の
長
男
で
、
琉
球
大
学
卒
業
後
、
開
教
本
部
の
ア
ル
パ
イ

ト
を
経
て
現
職
に
着
任
し
た
。
ま
た
、
相
談
役
的
位
置
づ
け
と

し
て
、
諦
聴
寺
副
住
職
の
信
行
師
が
非
常
勤
嘱
託
職
員
と
し
て

所
属
し
て
い
る
。
通
常
の
業
務
は
高
津
師
と
上
坂
師
の
二
名
で

行
わ
れ
て
い
た
が
、
高
津
師
は
二
O
O七
年
三
月
三
卜

一
日
付

で
退
職
し
、
後
任
事
務
は
本
山
に
勤
務
す
る
大
谷
派
組
織
部
主

事
が
兼
務
す
る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

二
O
O八
年
二
月

現
在
、
開
教
本
部
事
務
所
に
は
上
坂
師
が

一
人
駐
在
し
て
い
る
。

上
坂
師
と
法
道
師
は
年
齢
が
比
較
的
近
い
こ
と
も
あ
り
、
活
動

を
共
に
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

檀
信
徒
組
織
と
し
て
は
、
諦
聴
寺
と
開
教
本
部
の
合
同
で
同

朋
会
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は
実
際
の
参
加
者

が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
発
展
解
消
す
る
形

で、

二
O
O七
年
末
に

「沖
縄
真
宗
同
朋
の
会
」
を
開
教
本
部

に
設
立
し
た
。
こ
れ
は
東
京
の
真
宗
会
館
を
拠
点
に
置
く
東
京

真
宗
同
朋
の
会
を
モ
デ
ル
と
し
た
信
徒
組
織
で
あ
り
、
会
員
は

必
ず
し
も
諦
聴
寺
の
門
徒
で
は
な
い
。
設
立
直
後
の
た
め
現
在

の
会
員
は

一
名
だ
が
、
今
後
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀
・
追
善
供
養

諦
聴
寺
で
は
、
月
平
均
で
三
件
ほ
ど
の
葬
儀
依
頼
が
あ
る
。

会
場
は
九
割
が
葬
祭
業
者
所
有
の
ホ
l
ル
で
、
自
宅
は

一
割
程

度
で
あ
る
。
信
行
師
に
よ
れ
ば
、

二
O
O
O年
ご
ろ
か
ら
ホ
l
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ル
で
の
葬
儀
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

開
教
本
部
で
は
、
葬
儀
と
法
事
を
あ
わ
せ
て
月
に

て
こ
回
で

あ
る
。
葬
儀

・
法
事
の
依
頼
は
基
本
的
に
諦
聴
寺
か
ら
受
け
て

お
り
、
開
教
本
部
が
施
主
か
ら
直
接
依
頼
を
受
け
る
こ
と
は
稀

で
あ
る
。
通
夜
は
施
主
か
ら
の
求
め
が
あ
れ
ば
行
う
。
最
近
は

枕
勤
め
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。
高
津
師
は
「
多
く
は
友
引
に

葬
儀
を
行
う
こ
と
は
避
け
る
が
、
最
近
は
友
引
の
葬
儀
も
出
て

き
た
」
と
い
う
。

沖
縄
の
仏
壇
に
は
本
尊
が
置
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
事
の

際
に
は
巻
紙
に
六
字
名
号
(
南
無
阿
弥
陀
仏
)
と
回
向
文
(
願

以
此
功
徳
平
等
施

一
切
同
発
菩
提
心
往
生
安
楽
園
)
を
書
い
て

仏
壇
の
横
に
吊
り
下
げ
る
。
「
塔
婆
を
持
っ
て
き
て
欲
し
い
」
と

言
う
施
主
が
多
く
、
真
宗
は
塔
婆
を
用
い
な
い
た
め
、
こ
の
巻

紙
が
塔
婆
の
代
わ
り
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
巻
紙
を
用
い
る
こ
と
で
、
初
め
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

い
う
言
葉
が
葬
儀
に
現
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
元
に
し
て
布
教
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事
に
つ
い
て

76 

諦
聴
寺
で
行
う
年
間
行
事
と
し
て
は

一
月
の
修
正
会
、
十

月
の
報
恩
講
、
十
二
月
の
年
末
法
要
・
除
夜
の
鐘
(
翌
年
の
修

正
会
と
連
続
し
て
実
施
)
が
あ
る
。

諦
聴
寺
へ
の
地
鎮
祭
の
依
頼
は
年
に
十
回
ほ
ど
で
あ
り
、
「
起

工
式
」
と
し
て
受
け
る
。
屋
敷
や
部
屋
の
「
お
誠
い
」
な
ど
も

受
け
る
が
、
祖
先
供
養
の
形
式
で
勤
行
を
行
う
。
開
教
本
部
へ

の
地
鎮
祭
お
よ
び
「
お
蔽
い
」
の
直
接
の
依
頼
は
、
年
に
数
回

程
度
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
真
宗
に
お
け
る
意
昧
を
説
明
し
た

上
で
、
「
嘆
仏
偏
」
「
三
誓
偏
」
な
ど
の
偶
文
を
勤
め
る
。
本
土

出
身
者
で
も
、
沖
縄
で
生
活
す
る
な
か
で
周
囲
の
人
聞
か
ら
言

わ
れ
て
不
安
に
な
り
、
依
頼
に
来
る
ご
と
が
あ
る
と
い
う
。

沖
縄
に
は
「
職
業
的
ユ
タ
」
と
「
ユ
タ
的
人
物
」
が
い
る
と

高
津
師
は
き弓つ
。
「
親
戚
の
中
に
は
必
ず
そ
う
い
っ
た
人
が
い
て
、

葬
儀
の
始
め
に
突
然
お
金
を
燃
や
し
始
め
る
人
な
ど
も
い
る
が
、

特
に
止
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
真
宗
の
門
徒
を
自
認
す
る
人
が

そ
う
い
う
行
為
を
す
れ
ば
止
め
る
が
、
門
徒
で
な
い
人
の
家
に

招
か
れ
て
葬
儀
を
行
な
う
と
き
は
、
仏
教
の
話
や
親
鷲
聖
人
の
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言
葉
の
意
昧
を
話
す
こ
と
で
、
沖
縄
的
な
葬
式
を
、
少
し
で
も

仏
教
的
な
空
気
に
変
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

二
O
O四
年
、
那
覇
市
の
医
師
が
「
総
て
の
戦
没
者
の
御
霊

を
慰
霊
し
、

か
つ
世
界
に
恒
久
平
和
の
願
い
を
発
信
す
る
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
」

(*
4
)
イ
ン
ド
の
サ
l
ル
ナ
l
ト
よ
り

菩
提
樹
の
分
け
樹
を
糸
満
市
の
魂
塊
の
塔
向
か
い
に
植
え
、
同

地
を
沖
縄
菩
提
樹
苑
と
し
て
整
備
し
た
。
上
坂
師
と
宮
田
法
道

師
は
こ
の
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
沖
縄
菩
提
樹
苑
の
管
理
運
営

団
体
で
あ
る
沖
縄
菩
提
樹
協
会
の
会
員
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
開
教
本
部
も
協
会
の
賛
助
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄

菩
提
樹
協
会
に
関
わ

っ
て

い
る
仏
教
の
寺
院

・
僧
侶
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
開
教
本
部
と
上
坂
師
、
法
道
師
、だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

①
そ
の
他
の
活
動

開
教
本
部
で
は
月
に
四
回
ほ
ど
輪
読
会
を
開
い
て
お
り
、
真

宗
の
聖
典
を
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、

「人
宅
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
い

う
公
開
講
演
会
を
年
四
、
五
回
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
う
る
ま
市

の
医
院
で
行
わ
れ
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
や
教
学
者
を
招
い
て

講
演
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
に
五

O
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る
。

医
院
長
の
比
屋
根
雄
二
氏
は
沖
縄
出
身
で
あ
る
が
、
広
島
大
学

医
学
部
在
籍
中
に
同
大
仏
教
青
年
会
を
通
じ
て
真
宗
光
明
団
の

活
動
に
触
れ
、
帰
沖
後
も
独
自
に
機
関
誌
を
発
行
す
る
な
ど

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
は
比
屋
根
氏
自
身
の
活

動
が
多
忙
に
な
っ
た
た
め
、
会
場
を
徐
々
に
諦
聴
寺
で
開
催
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
高
津
師
や
上
坂
師
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
ネ

ッ

ト
ワ

l
ク
沖
縄
、
沖
縄
靖
国
参
拝
訴
訟
な
ど
の
活
動
に
も
携
わ
っ

て
い
る
。
高
津
師
は
「
本
土
で
は
、
宗
門
内
の
複
数
の
寺
院
が

連
携
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
や
反
戦
運
動
な
ど
に
関
わ
る
が

沖
縄
に
は
連
携
す
る
寺
院
が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
市
民
運
動

と
連
携
し
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

ま
た
、

「僧
侶
に
な
り
た
い
」
と
い
う
人
が
こ
れ
ま
で
に
何

度
か
訪
ね
て
き
た
と
い
う
。
沖
縄
で
は
得
度
が
で
き
な
い
の
で

京
都
の
大
谷
専
修
学
院
へ
の
入
学
を
勧
め
、
得
度
し
教
師
資
格

取
得
を
さ
せ
た
人
も
い
る
。
そ
の
中
の

一
人
は
、
沖
縄
本
島
で

開
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望①77 



4 

今
後
の
展
望

諦
聴
寺
の
宮
田
信
行
師
は
、
「
沖
縄
の
人
々
は
、
寺
院
や
葬
儀

に
対
し
て
現
世
利
益
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
た
」
と

話
す
。
ま
た
、
葬
祭
業
者
の
増
加
に
伴
っ
て
葬
儀
代
が
高
騰
し

て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
葬
祭
業
者
は
「
古
い
沖
縄
の
風
習
を
発

掘
し
て
き
で
い
る
」
た
め
、
供
物
の
豪
者
化
や
非
精
進
料
理
化

が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る
。

開
教
本
部
の
高
津
師
に
よ
れ
ば
、
設
立
当
初
の
開
教
本
部
に

求
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
「
お
寺
に
な
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
事
務

所
を
住
宅
地
に
置
い
た
の
も
、
同
様
に
住
宅
地
に
位
置
す
る
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
沖
縄
別
院
を
モ
デ
ル
に
し
た
た
め
で
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
、
「
現
在
の
開
教
本
部
に
対
す
る
ニ

l
ズ
は
反
戦
・

平
和
の
連
絡
所
と
し
て
で
あ
り
、
寺
と
し
て
自
立
す
る
よ
う
な

ニ
ー
ズ
は
な
い
。
実
際
、
平
和
学
習
の
支
援
と
い
う
役
割
に
お

い
て
は

一
定
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」

と
高
津
師
は
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は
布
教
活
動
の
選

択
肢
と
し
て
「
お
寺
に
な
る
こ
と
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
な
い
」

と
い
う
方
向
性
の
も
と
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

78 

ま
た
、
上
坂
師
は
上
述
の
「
沖
縄
真
宗
同
朋
の
会
」

の
設
立

に
加
え
、
東
京
の
真
宗
会
館
で
行
っ
て
い
る
悩
み
相
談
電
話
「
コ

コ
ロ
・
ダ
イ
ア
ル
」
を
沖
縄
で
も
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
い
う
。
上
坂
師
は
、
東
京
に
お
け
る
布
教
活
動
を
ヒ
ン
ト
に

沖
縄
布
教
の
可
能
性
を
模
索
中
で
あ
る
、
と
話
し
て
い
る
。

日日会
* ~ *、--* e; 
321  

真
宗
大
谷
派
昭
和
四
十
七
年
告
示
第
十
八
号
(
一
九
七
二
年
五
月

真
宗
大
谷
派
平
成
五
年
告
示
第
四
十

一
号

(
一
九
九
三
年

二

月一

「真
宗
」一

九
九
三
年
十
二
月
号
、
四
頁

*
4

長
嶺
信
夫

「
聖
な
る
整
最
樹
贈
呈
の
経
緯
と
そ
の
記
録
」
「沖
縦
医
報
』

〈。

-sz。
ロ
、
二

O
O三
、
八
九
頁

※
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
・

人
物
名
は

一
部
仮
名
で
あ
る
。

参
考
資
料

東
本
願
寺
沖
縄
開
教
本
部

『非
戦
・
平
和
の
発
信
基
地
沖
縄
歴
史
・
文
化
・
宗

教
・
南
部
戦
跡
』
(
小
冊
子
)

一
九
九
五

大
城
立
裕
「
琉
球
真
宗
の
夜
明
け
」
真
宗
大
谷
派
沖
縄
準
開
教
区
報

「真
風
』

十
二
号、

二
O
O七
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苦言
報毅

真浄

旦生
十 崇

号主
~. 1"¥: 

8平
七生
護
説
教

? 
真
方言

大
谷
派
沖
縄
準
開

(
春
近
敬
)

来
迎
寺

宗
派
一
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

本
尊
一

阿
弥
陀
如
来

歴
史
的
経
緯

来
迎
寺
は
、
那
覇
市
よ
り
北
東
に
車
で
約
二
O
分
の
距
離
の

中
頭
郡
に
あ
る
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
住
職
で
あ
る
林

田
徳
夫
師
は

一
九
五

O

(昭
和
二
五
)
年
、
徳
島
県
の
本
願

寺
派
寺
院
の
八
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
林
田
師
は

大
学
在
学
中
に
僧
侶
へ
の
道
を
志
し
、
大
学
卒
業
後
、
中
央
仏

教
学
院
に
進
学
し
僧
侶
と
な

っ
た
。
研
修
を
経
て
本
山
に
就
職

し
、
函
館
別
院
、
帯
広
別
院
な
ど
に
赴
任
し
た
が
、
そ
の
後
ブ

ラ
ジ
ル
赴
任
を
打
診
さ
れ
、
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
沖
縄
で

開
教
使
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
沖
縄
で
開
教
使
に
な

る
こ
と
を
決
め
た
。

九
八

O

(昭
和
五
五
)
年
十

一
月
、
本
山
よ
り
開
教
使
補

に
任
命
さ
れ
渡
沖
し
、
浦
添
本
願
寺
に
着
任
し
た
。
赴
任
中
に

布
教
使
の
資
格
を
取
得
し
、
同
年
に
は
、
久
米
島
本
願
寺
布
教

所
に
主
任
と
し
て
着
任
し
た
。
そ
し
て
久
米
島
に
着
任
し
て
か

ら
七
年
後
の

一
九
八
七
年
、
本
山
職
員
を
辞
任
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
「
職
員
の
ま
ま
だ
と
六
五
歳
で
定
年
退
職
に
な

っ
て
し
ま

う
の
で
、
生
涯
布
教
活
動
を
続
け
る
に
は
、

寺
院
を
建
立
す
る

し
か
な
い
」
と
の
思
い
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
八
八

年
四
月
、
現
在
地
に
布
教
所
を
創
建
し
た
。
中
頭
郡
に
し
た
理

由
は
、
新
興
住
宅
地
で
あ
り
今
後
の
発
展
が
望
め
る
地
域
だ
か

ら
で
あ

っ
た
。

九
九

(
平
成
三
)
年

一
二
月
に
本
山
と
包

括
関
係
を
結
び
、
宗
教
法
人
の
認
証
を
受
け
る
と
も
に
来
迎
寺

と
改
称
し
た
。
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寺
院
組
織
と
規
模

来
迎
寺
は

一
五

O
坪
ほ
ど
の
土
地
に
、
約
一二
O
畳
の
本
堂
、

お
よ
び
納
骨
堂
を
有
し
て
い
る
。
建
物
は
民
家
を
改
装
し
た
も

の
で
、
本
山
職
員
の
退
職
を
検
討
し
た
時
期
に
、
住
職
婦
人
が

物
件
を
探
し
て
決
め
た
。
住
職
婦
人
は
、
沖
縄
本
島
の
中
頭
郡

出
身
で
、
林
田
師
が
久
米
島
に
赴
任
を
し
て
い
た
時
期
に
、
婦

人
会
の
紹
介
で
見
合
い
結
婚
を
し
た
。
林
田
師
は
、
住
職
婦
人

に
得
度
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

か
つ
て
沖
縄
県

内
の
布
教
所
の
住
職
が
亡
く
な

っ
た
際
、
奥
方
が
得
度
を
受
け

て
い
な
か

っ
た
た
め
、
法
務
を
引
き
継
げ
な
か

っ
た
と
い
う
例

が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「沖
縄
で
は
、
女
性
の
宗

教
者
は
ユ
タ
に
間
違
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し

て
僧
侶
の
イ
メ
ー
ジ
を
落
と
し
か
ね
な
い
」
と
の
理
由
で
法
務

に
携
わ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
息
子
は
現
在
、
大
阪
府
内
の

大
学
生
で
あ
る
が
、
将
来
僧
侶
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
職
の
甥
が
衆
徒
と
な

っ
て
お
り
、
本
上
で
布
教
使
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
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3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀

・
法
事

葬
儀
は
現
在
年
間
二
五
件
ほ
ど
で
あ
る
が
、
数
年
前
ま
で
は

八

O
件
ぐ
ら
い
あ

っ
た
と
い
う
。
葬
儀
は
、
寺
院
の
関
係
者

信
徒
か
ら
の
直
接
の
依
頼
が
多
い
。
か
つ
て
は
、
葬
祭
業
者
か

ら
の
依
頼
が
多
か

っ
た
と
い
う
が
、
そ
こ
か
ら
の
依
頼
が
減
少

す
る
に
伴
な
っ
て
、
現
在
の
件
数
に
な
っ
た
。
い
ま
で
も
葬
祭

業
者
か
ら
の
依
頼
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
ほ
と
ん
ど
は
、
遺

族
が
葬
祭
業
者
に
来
迎
寺
を
指
定
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
い

-つ
J

。沖
縄
で
も
通
夜
は
行
な
わ
れ
る
が

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
僧
侶
が
介
在
し
な
い
通
夜
で
あ
る
。
師
が
通
夜
に
参
加
し

読
経
す
る
の
は
、
年
間

一
、
二
件
あ
れ
ば
多
い
方
と
の
こ
と
で
あ

る
葬
儀

・
年
団
法
要
の
際
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
絵
像
を
必
ず
持

参
し
、
安
置
し
た
う
え
で
法
要
を
行
う
。
出
棺
時
と
納
骨
時

に
は
そ
れ
ぞ
れ
法
話
を
す
る
。
そ
の
と
き
に
初
七
日
法
要
と
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四
十
九
日
法
要
の
必
要
性
も
説
い
て
い
る
。
ま
た
納
骨
の
際
、

女
性
の
骨
査
を
下
に
、
男
性
の
骨
壷
を
上
に
す
る
風
習
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
し
な
く
て
良
い
と
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
子
供
が

死
ん
だ
際
、
門
中
墓
に
入
れ
な
い
場
合
に
は
、

一
緒
に
埋
葬
し

て
あ
げ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
「ナ
l
チ
ャ
ミ
l
」
(
葬
儀

後
三
日
間
行
な
う
墓
参
)

は
行
な
う
が
、
終
わ
っ
た
後
で
?
」

れ
は
本
来
は
必
要
の
な
い
こ
と
で
。」
と
説
明
し
て
い
る
と
い
う
。

年
団
法
要
は
、
初
七
日
法
要
、

四
十
九
日
法
要
が
多
い
。
七

回
忌
ま
で
は
祥
月
命
日
に
行
な
う
が
、
十
三
回
思
ぐ
ら
い
か
ら

都
合
の
良
い
日
に
遅
ら
せ
た
り
す
る
。
二
十
五
回
忌
は
行
な
う
。

三
十
三
回
思
を
、
四

O
年
目
に
他
の
法
事
と
ま
と
め
て
行
な
う

」
と
も
あ
る
。
法
要
の
所
要
時
間
は
、
法
話
込
み
で
三
O
分
程

度
で
あ
る
。
以
前
、

「声
明
の
時
間
が
長
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
現
在
は
三
O
分
程
度
に
収
め
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
表
白
の
と
き
、
他
宗
の
戒
名
の
と
き
は
俗
名
を
読
む
。
真

宗
の
法
名
の
場
合
は
法
名
・
俗
名
両
方
を
読
む
よ
う
に
し
て
い

る
。
位
牌
は
ト
1
ト
l
メ
1
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

一
代
限
り
の

場
合
は
本
土
式
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。

法
要
に
つ
い
て
、
日
取
り
の
吉
凶
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
「
家
族
親
戚
が

一
番
集
ま
れ
る
日
が
良
い
日
で
あ
る
」
と
答

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
結
果
的
に
週
末
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

②
年
四
法
要
以
外
の
法
事
に
つ
い
て

起
工
式
が
多
く
、
年
間
二
五
件
ほ
ど
で
あ
る
。
屋
敷
の
「
お

誠
い
」
も
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、

「屋
敷
へ
の
感
謝
」
「
家
を

持
た
せ
て
も
ら
う
こ
と
へ
の
感
謝
」
と
説
明
し
た
う
え
で
行
な

ぅ
。
か
つ
て
は
同
様
の
位
置
づ
け
で
車
の
「
お
級
い
」
も
し
た
が
、

最
近
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
沖
縄
に
は
、
浄
土
真
宗
の
教
義
か

ら
み
れ
ば
許
容
で
き
な
い
儀
式
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最

初
か
ら
拒
否
す
る
と
沖
縄
の
人
び
と
か
ら
反
発
を
招
く
。
ま
た

「変
わ
っ
た
こ
と
に
民
間
信
仰
と
合
わ
な
い
こ
と
)
を
す
る
と
、

「貴

方
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
た
せ
い
で
自
分
が
崇
り
を
受
け
る
」

と
言
う
人
も
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
沖
縄
の
人
び
と
か
ら
求

め
ら
れ
る
諸
儀
式
を
、
浄
土
真
宗
の
や
り
方
に
即
し
て
行
う
が

終
わ
っ
て
か
ら
「
こ
れ
は
本
来
意
昧
の
な
い
こ
と
な
の
だ
」
と

さ
ん
じ
ん
そ
う

説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
寺
を
三
世
相
の
よ
う
な
存
在
だ
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と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
住
職
よ
り
も

沖
縄
出
身
で
あ
る
住
職
婦
人
が
沖
縄
方
言
で
説
明
す
る
と
、

年
寄
り
は
安
心
す
る
と
い
う
。
葬
儀
、
法
事
、
起
工
式
な
ど
全

て
の
法
要
を
合
わ
せ
る
と
年
間

一
八
O
件
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

久
米
島
布
教
所
に
勤
務
し
て
い
た
頃
の
経
験
で
は
、
久
米
島

の
人
々
は
民
間
信
仰
へ
の
傾
倒
が
強
く
、

ユ
タ
の
言
う
こ
と
に

従
い
、
師
の
言
う
こ
と
を
あ
ま
り
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
人
び
と
の
求
め
る
儀
式
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
い
う
。
し
か
し

一
方
で
「
本
山
職
員
が
そ
う
い
う
儀
式

を
行
な
う
の
か
」
と
い
う
批
判
も
受
け
、
そ
の
狭
間
で
苦
慮
し
た
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
本
山
職
員
を
辞
め
、
沖
縄
本
島
で
寺
院
を

開
創
し
て
か
ら
は
と
て
も
楽
に
な
っ
た
と
い
う
。

③

個
別
活
動

「
日
曜
子
供
会
」
と
称
し
て
、
習
字
教
室
を
行
な

っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
法
座
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
数
年
前
よ
り
休
止
中
で

みのヲ。
。

一
九
九
八
(
平
成

一
O
)
年
よ
り
教
誇
師
と
し
て
、
沖
縄

刑
務
所
で
年
に
三
、
四
回
ほ
ど
教
詩
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

*
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
人
名
は
匿
名
で
あ
る
。
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お

(
名
和
清
隆
)

天
竜
寺

宗
派

一
曹
洞
宗

本
尊
一
釈
迦
如
来

歴
史
的
経
緯

現
住
職
の
玉
城
有
党
師
は
も
と
も
と
沖
縄
市
室
川
で
活
動
を

行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
、
宝
普
寺
(
曹
洞
宗

・
横
浜
市
)

の
別
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
道
場
で
主
に
座
禅
の
指
導
を
行

な
っ
て
い
た
。

一
九
九
四
年
、
沖
縄
県
認
可
の
宗
教
法
人
と
し

て
独
立
し
、
そ
の
三
年
後
に
は
、
行
政
に
よ
る
区
画
整
理
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
現
在
地
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

玉
城
師
は
、

一
九
四
四
(
昭
和

一
九
)
年
、
長
男
と
し
て
耶
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覇
市
に
生
ま
れ
た
。
師
の
祖
母
は
、
臨
済
宗
安
国
寺
の
先
々
代

住
職
の
姉
で
あ
っ
た
た
め
、
安
国
寺
と
は
小
さ
い
頃
か
ら
親
交

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
玉
城
師
に
は
、
戦
火
で
焼
失
し
た
安

国
寺
が
、
徐
々
に
復
興
し
て
い
く
様
子
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る

と
い
う
。
さ
て
、
戦
争
が
終
わ

っ
て
も
玉
城
師
の
生
活
状
況
は

良
く
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
千
葉
県
に
転
居
す
る
。
当
時
の
安

国
寺
住
職
の
兄
弟
が
、
戦
前
に
千
葉
で
農
業
を
し
て
い
た
事
が

縁
で
あ
っ
た
。
玉
城
師
は
千
葉
の
中
学
を
卒
業
し
た
の
ち
、
拓

殖
大
学
の
付
属
高
校
(
拓
大

二
局
)

に
入
学
、
高
校
二
年
生
の

時
に
沖
縄
に
帰
っ
た
。
し
か
し
、
転
入
し
た
沖
縄
の
高
校
が
合

わ
ず
、
中
退
し
た
と
い
う
。

帰
郷
後
、
玉
城
氏
は
、
娘
の
み
で
あ

っ
た
安
国
寺
の
跡
を
継

ぐ
よ
う
に
、

と
親
戚
か
ら
何
度
も
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

二
O
代
頃
ま
で
は
、
僧
侶
に
対
し
て
「
人
が
死
ん
だ
ら
稼
ぎ
に

行
く
葬
儀
屋
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
も

っ

て
い
た
た
め
固
辞
し
て
い
た
。
し
か
し
、
安
国
寺
に
あ
っ
た

『無

門
関
』
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け、

三
O
代
の
終
り
の
頃
に
は
僧

侶
に
な

っ
て
も
良
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
四

O
歳
を
過
ぎ

た
頃
、
僧
侶
資
格
を
得
ょ
う
と
決
心
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
僧
侶
に
対
し
て
否
定
的
な
考
え
を
持
つ

て
い
た
玉
城
師
で
あ
る
が
、
若
い
頃
か
ら
、

一
人
で
座
禅
の
修

行
だ
け
は
行
な

っ
て
い
た
。
師
は
沖
縄
に
帰
っ
た
後
、
曹
洞
宗

の
老
憎
に
よ

っ
て
開
設
さ
れ
た
座
禅
道
場
に
頻
繁
に
通
っ
て
い

た
。
そ
の
老
僧
は
月
に

一
度
し
か
指
導
に
来
な
か

っ
た
た
め

師
が
指
導
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
て
い

っ
た
と
い
う
。

最
初
、
師
は
臨
済
宗
で
僧
侶
に
な
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
座

禅
道
場
で
世
話
に
な

っ
た
老
憎
の
す
す
め
も
あ
り
曹
洞
宗
で
得

度
し
た
。
老
僧
が
高
齢
の
た
め
、
そ
の
紹
介
で
先
述
の
横
浜
市

に
あ
る
宝
善
寺
の
住
職
に
面
倒
を
み
て
も
ら
い

そ
こ
の
僧
堂

で
六
年
ほ
ど
禅
の
修
行
を
し
た
。
そ
の
後
、
宝
善
寺
か
ら
の
派

遣
と
い
う
名
目
で
沖
縄
で
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
区
画
整
理
に
伴
い
現
在
地
に
移
り
、
現
在
に
至
つ

て
い
る
。
玉
城
師
は
、

当
初
か
ら

「円
滑
な
寺
院
運
営
の
た
め

に
は
遺
骨
を
預
か
る
施
設
が
不
可
欠
」
と
考
え
て
い
た
。
当
初

は
隣
接
住
民
が
反
対
を
し
て
い
た
が
、
師
は
そ
れ
を
押
し
切
る

か
た
ち
で
納
骨
堂
の
運
営
を
開
始
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
保
健
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所
か
ら
、
許
可
を
得
る
よ
う
に
と
の
指
導
を
受
け
た
が
、
「
そ
れ

な
ら
県
で
お
骨
を
預
か
っ
て
く
れ
」
と
言
う
と
、
来
な
く
な
っ

た
と
い
う
。
初
期
の
頃
は
、
年
間
で
十
基
く
ら
い
し
か
増
え
て

い
か
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
納
骨
数
は
か
な
り
の
規
模
に
上
つ

て
い
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

現
在
、
妻
の
弟
が
副
住
職
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
副
住

職
は
、
独
立
し
て
別
の
寺
院
を
閉
山
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

妻
な
ら
び
に
副
住
職
は
沖
縄
出
身
で
あ
る
。
子
供
は
息
子
が
一一

人
で

い
ず
れ
も
妻
の
連
れ
子
で
あ
る
。
長
男
は
自
衛
隊
員
で

あ
り
、
妻
帯
し
て
い
る
。
次
男
(
二
O
代
)
は
那
覇
市
の
自
衛

隊
に
所
属
し
て
い
る
が
、
師
は
次
男
を
後
継
者
と
し
て
考
え
て

い
る
。

天
竜
寺
で
は
確
固
と
し
た
信
徒
組
織
は
有
し
て
い
な
い
。

か
し
、
納
骨
堂
へ
の
納
骨
者
に
対
し
て
は
法
事
連
絡
の
は
が
き

を
だ
す
こ
と
は
あ
る
。
近
隣
住
民
や
知
り
合
い
か
ら
座
禅
会
、

ご
詠
歌
の
会
な
ど
の
要
望
は
あ
る
が
、

そ
れ
を
実
行
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀
式
に
つ
い
て

本
堂
で
の
葬
儀
は
年
に
五
、
六
回
。
布
施
と
し
て
五
万
円
、
施

設
使
用
料
と
し
て
十
五
万
円
が

一
般
的
で
あ
る
と
い
う
。
葬
儀

の
依
頼
は

ほ
と
ん
ど
が
葬
祭
業
者
か
ら
で
あ
る
。
な
お
納
骨

堂
使
用
者
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
天
竜
寺
に
葬
儀
を
依
頼
し

て
く
る
。

沖
縄
で
の
僧
侶
の
扱
か
わ
れ
方
に
つ
い
て
、
最
初
は
戸
惑
っ

た
師
は
、
「
沖
縄
で
初
め
て
葬
儀
に
行
っ
た
際
に
は
、
控
え
室
も

な
く
、
棺
の
周
り
に
親
族
が
適
当
に
座
っ
て
い
て
案
内
も
無
い

の
で
、
ど
こ
に
座
る
べ
き
か
悩
ん
だ
。
お
茶
も
出
、
ず
、
以
前
に

い
た
横
浜
で
あ
っ
た
ら
帰
っ
て
い
る
所
だ
っ
た
が
、
我
慢
し
た
」

し

と
い
う
苦
い
思
い
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。

②一葬
儀
以
外
の
法
事
に
つ
い
て

年
平
均
で
六

0
1七
O
件
の
法
事
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
以
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前
は
周
辺
に
二
、三
ヶ
所
し
か
葬
儀
・
法
事
用
施
設
が
な
か
っ
た

た
め
寺
院
で
法
事
を
行
な
う
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
近
年
、
施

設
が
増
加
し
て
寺
院
で
の
法
事
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

位
牌
を
本
堂
に
預
け
て
い
る
人
の
多
く
は
、
本
堂
で
年
思
法
要

を
行
う
。
葬
儀
を
行
っ
た
人
の
約
半
分
が
四
十
九
日
法
要
か
ら

三
十
三
回
忌
法
要
ま
で
を
行
う
と
い
う
。
今
後
は、

お
寺
で
の

永
代
供
養
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
師
は
述
べ
て
い
る
。
現

在
、
天
竜
寺
で
は

一
霊
あ
た
り
五

O
万
円
ほ
ど
で
永
代
供
養
を

行
っ
て
い
る
。

③
そ
れ
以
外
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て

地
鎮
祭
は
依
頼
が
あ
れ
ば
行
な

っ
て
い
る
。
「
僧
堂
で
は
教
え

て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
親
戚
を
見
て
や
り
方
を
学
ん
だ
」
と

い
う
。
自
動
車
祈
祷
の
依
頼
も
あ
る
が
、
「
面
倒
な
の
で
や
っ
て

い
な
い
」
。
戦
没
者
供
養
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
親
戚
で
あ
る

糸
満
の
臨
済
宗
蓮
華
院
か
ら
呼
ば
れ
て
、
何
ヶ
所
か
行
っ
て
い

た
が
、
五

O
年
を
節
目
と
し
て
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た

霊
的
な
相
談
事
も
た
ま
に
寄
せ
ら
れ
る
が

「
そ
ん
な
も
の
な
い
」

と
答
え
て
い
る
。

④
そ
の
他

師
は
、
葬
儀
の
と
き
に
ユ
タ
に
出
会
っ
た
こ
と
が
何
度
か
あ

る
。
そ
の
中
に
は
、
普
通
の
服
装
を
し
て
い
た
ユ
タ
も
い
た
。

中
志
れ
九
、

八
重
山
出
身
と
思
わ
れ
る
ユ
タ
が
読
経
中
に
線
香
を
差

し
出
し
た
の
で
怒

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
沖
縄
に
お
け
る
ユ
タ
へ

の
ニ

l
ズ
は
根
強
い
た
め

ユ
タ
に
は
儀
礼
を
仏
式
葬
と
は
別

に
お
こ
な
う
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
の
伝
統
的

慣
習
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ウ
チ
カ
ビ

(
紙
銭
)
に
は
悩
ま
さ
れ
た

こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
う
。
以
前
は
、

ウ
チ
カ
ビ
を
納
骨
堂
内

で
燃
や
し
た
人
が
い
た
た
め
、
危
な
い
の
で
専
用
の
場
所
を
作
つ

た
。
ま
た
、
現
在
で
も
ウ
チ
カ
ビ
に
供
物
を
ま
ぜ
て
焼
こ
う
と

す
る
人
が
い
て
困
る
と
い
う
。

4 

今
後
の
展
望

玉
城
師
は
、
師
憎
か
ら
「
僧
侶
に
な
れ
」
と
勧
め
ら
れ
て
い

た
頃
、
僧
侶
に
な
る
気
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
僧
侶
が
橋
の
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上
に
住
ん
で
い
て
も
警
官
は
追
い
払
お
う
と
し
な
か
っ
た
場
面

を
見
て
、
「
僧
侶
に
な

っ
て
乞
食
を
し
よ
う
」
と
考
え
た
記
憶
が

今
で
も
強
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
は
現
在
で
も
持

ち
合
わ
せ
て
お
り
、
最
低
限
の
生
活
さ
え
で
き
れ
ば
い
い
と
師

は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
仏
教
会
へ
の
加
入
を
勧
め
ら

れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
加
入
の
意
志
は
有
し
て

、s
:
、a
o

'
l
v
J
ω
'
l
v
 

*
な
お
、
本
文
中
の
寺
院
名
・
人
名
は

一
部
を
除
き
仮
名
で
あ
る
。

(
江
島
尚
俊
)

正
福
寺

宗
派
一
高
野
山
真
言
宗

本
尊

一
大
日
如
来

歴
史
的
経
緯

沖
縄
本
島
中
部
に
あ
る
沖
縄
市
は

ア
メ
リ
カ
空
軍
の
嘉
手

86 

納
飛
行
場
な
ど
を
抱
え
る
基
地
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。
岡
市

の
中
心
部
の
住
宅
地
に
、
高
野
山
真
言
宗
正
福
寺
が
あ
る
。
沖

縄
県
内
の
同
宗
寺
院
は
、
全
て
が
総
本
山
の
直
轄
に
あ
る
が

正
福
寺
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

正
福
寺
は
、

一
九
五
七
(
昭
塑
壬

己
年
に
島
袋
宗
道
師
に
よ
っ

て
開
制
さ
れ
た
。
島
袋
師
は
、
沖
縄
本
島
北
部
の
名
護
市
出
身

で
、
戦
前
は
両
親
と
共
に
移
住
先
の
兵
庫
県
で
生
活
を
し
て
い

た
。

一三
歳
の
頃
に
、
家
族
に
よ
っ
て
寺
院
に
預
け
ら
れ
た
た
め
、

僧
侶
に
な
っ
た
と
い
う
。
思
春
期
に
母
親
と
別
れ
て
生
活
し
た

た
め
に
、
心
身
が
荒
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
兵
庫

で
結
婚
し
て
、
子
供
も
生
ま
れ
た
。

戦
後
に
島
袋
師
は
、
米
軍
施
政
下
の
沖
縄
に
戻
り
、
名
護
に

小
庵
を
設
け
て
宗
教
活
動
を
開
始
し
た
。
や
が
て
那
覇
市
に
移

り
、
岡
市
天
久
の
米
軍
牧
港
住
宅
地
区
(
現
在
の
那
覇
新
都
心

お
も
ろ
ま
ち
付
近
)

の
境
界
の
フ
ェ
ン
ス
脇
に
小
屋
を
建
て
て

活
動
を
始
め
た
。
そ
の
後
に
コ
ザ
市
(
現
在
の
沖
縄
市
)
長
の

勧
め
か
ら
、
岡
市
内
に
転
居
し
て
、
個
人
で
火
葬
場
の
事
業
を
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開
始
し
た
。
当
時
は
葬
儀
の
事
情
に
詳
し
い
人
が
、
僧
侶
し
か

い
な
か
っ
た
た
め
、
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
近
隣
に

火
葬
場
が
完
成
し
て

そ
の
業
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
要
請
さ

れ
た
色
の
の
「
欲
の
な
い
人
だ

っ
た
」

の
で
断
り
、
火
葬
場
の

仕
事
か
ら
身
を
引
い
た
。
そ
し
て
沖
縄
市
内
の
現
在
地
に
移
し

て
、
正
福
寺
と
改
め
た
。

(
昭
和
四
九
)
年
に
は
沖

一
九
七
四

縄
県
知
事
所
轄
の
宗
教
法
人
に
認
証
さ
れ
た
。

現
住
職
の
平
良
隆
賢
師
は

一
九
七
二

(
昭
和
四
七
)
年
に

沖
縄
市
で
生
ま
れ
た
。
正
福
寺
は
、
母
親
の
笑
家
で
あ
る
。
先

代
住
職
の
島
袋
師
に
は
、

六
人
の
娘
が
い
て
、
平
良
師
の
母
親
は
、

そ
の
長
女
で
あ
る
。
元
々
は
平
良
師
の
母
の
妹
の
配
偶
者
が
住

職
後
継
者
の
予
定
で
あ
っ
た
。
和
歌
山
県
の
高
野
山
に
も
修
行

へ
行
っ
て
僧
侶
の
資
格
を
取
っ
た
が
、
離
婚
に
よ
り
夫
が
出
て

い
っ
た
と
い
う
。

平
良
師
が
中
学

一
年
生
で
あ
っ
た

一
九
八
五
(
昭
和
六

O

年
、
僧
侶
に
な
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
「
半
分
は
母
か
ら
お
だ
て

ら
れ
た
。
も
と
も
と
、
小
さ
い
と
き
か
ら
仏
教
に
は
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
説
得
を
う
け
た
」
と
話
す
。
平
良
師
が
後
継
者
に
決

ま
っ
た
同
年
、
祖
父
の
島
袋
師
が
七
六
歳
で
没
し
た
。
た
だ
し

「
返
事
を
し
た
の
が
中
学
生
で
、

高
校
に
な
っ
て
か
ら

『返
事
し

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
た
」
と
も
い
う
。
そ
の
後
、
高

野
山
大
学
の
別
科
(
二
年
制
)
と
高
野
山
専
修
学
院
(
一
年
制
)

に
進
み
、
僧
階
(
少
僧
都
)
と
住
職
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
高

野
山
で
修
行
中
、
沖
縄
県
金
武
町
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
寺
院

の
先
代
住
職
と
親
交
の
あ
っ
た
高
野
山
内
の
塔
頭
寺
院
で
得
度

を
受
け
た
。

沖
縄
に
戻
っ
た

一
九
九
三

(
平
成
五
)
年
に
、
平
良
師
は
住

職
に
就
任
し
た
。
先
代
住
職
が
没
し
て
か
ら
平
良
師
が
住
職
に

就
任
す
る
ま
で
の
八
年
間
は
、
前
述
の
金
武
町
に
あ
る
寺
院
の

先
代
住
職
が
正
福
寺
の
住
職
を
兼
務
し
て
い
た
。
住
職
に
就
任

し
て
以
降
、
沖
縄
市
内
の
自
宅
に
居
住
し
て
、
自
宅
と
止
福
寺

を
往
復
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

2 

寺
院
組
織
と
規
模

正
福
寺
で
は
、
本
堂
は
個
人
所
有
で
あ
る
が
、
土
地
の
所
有

者
は
、
現
在
で
も
先
代
の
故
島
袋
宗
道
師
の
名
義
で
あ
る
と
い
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ぅ
。
島
袋
師
と
先
妻
と
の
聞
に
娘
、
が
い
る
が
、
現
在
ま
で
連
絡

が
つ
か
ず
、

そ
の
了
承
が
な
い
と
名
義
変
更
が
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
代
表
役
員
は
平
良
隆
賢
師
で
、
そ
の
他
に
責
任
役
員

が
二
人
い
る
。
師
が
住
職
を
継
承
し
た
時
、
平
良
方
の
親
戚
で

地
位
の
あ
る
人
物
に
依
頼
し
た
と
い
う
。

本
堂
裏
に
納
骨
堂
が
あ
り
、
遺
骨
と
位
牌
は
無
縁
も
含
め
て

約
五

O
O基
あ
る
。
引
き
取
り
手
が
な
い
遺
骨
の
前
に
は
、
「
御

遺
骨
確
認
カ

l
ド
/
平
成
七
年
六
月
告
示
/
正
福
寺
/
住
職
」

と
書
い
た
紙
片
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
に
、
位
牌
や

遺
骨
を
整
理
し
た
際
に
、
台
帳
を
作
成
す
べ
く
、
所
有
者
を
再

確
認
す
る
た
め
に
、
全
て
の
遺
骨
と
位
牌
の
前
に
置
い
た
の
で

あ
っ
た
。
有
縁
の
も
の
は
正
福
寺
に
あ
ら
た
め
て
届
け
ら
れ
、

無
縁
の
も
の
は
、
現
在
も
カ
l
ド
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
納
骨
堂
に
は
無
縁
の
遺
骨
も
多
い
。

3 

宗
教
活
動
の
特
徴

①
葬
儀

・
追
善
供
養

正
福
寺
が
行
う
葬
儀
で
は
、
業
者
か
ら
の
依
頼
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
月
間
の
葬
儀
件
数
は

て
二
件
で
、
葬
儀
が
皆
無
の

88 

月
も
あ
る
と
い
う
。
追
善
供
養
の
他
に
同
寺
が
行
う
法
事
に
つ

い
て
は
、
地
鎮
祭
が
あ
る
。
平
成
一
六
(
二
O
O四
)
年
は
、
七
、
八

件
程
度
の
依
頼
が
あ
り
、
建
築
業
者
か
ら
依
頼
さ
れ
る
場
合
が

多
い
。
土
地
や
建
物
の
「
お
誠
い
」
は
、
沖
縄
市
の
内
外
に
限

ら
ず
直
接
の
依
頼
が
あ
る
。
先
代
の
島
袋
師
が
住
職
だ
っ
た
頃

は
、
沖
縄
市
周
辺
に
は
他
に
僧
侶
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
中
部

一
帯
で
多
忙
に
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。

沖
縄
の
伝
統
的
習
俗
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
ナ

l
チ
ャ

ミ
l
」
(
葬
儀
の
翌
日
に
墓
参
に
行
く
こ
と
)
は
、
遺
族
に
言
わ

れ
れ
ば
「
自
分
達
で
や
っ
て
下
さ
い
」
と
言
う
が
、
葬
祭
業
者

か
ら
依
頼
さ
れ
た
ら
平
良
師
は
「
仏
教
と
は
関
係
な
い
」
と
し

て
断
り
、
仏
教
と
沖
縄
の
伝
統
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
姿
勢

に
あ
る
。
ま
た
師
は
「
葬
儀
社
に
は
、
あ
る
程
度
、
強
く
言
う

べ
き
」
と
述
べ
る
。
師
に
よ
れ
ば
、
葬
祭
業
者
か
ら
平
均
三
O

分
の
葬
儀
時
間
を
「
一
五
分
く
ら
い
で
終
ら
せ
ら
れ
な
い
で
す

か
」
と
、
さ
ら
な
る
短
縮
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

略
式
で
葬
儀
を
執
行
し
て
も
三
O
分
な
の
に
、

一
五
分
は
さ
ら
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に
厳
し
い
と
い
う
。
「
業
者
が
自
分
達
の
使
い
や
す
い
、
寺
を
持

た
な
い
僧
侶
を
使
い
た
が
る
」
な
ど
、
葬
祭
業
者
と
特
定
の
寺

に
属
し
な
い
僧
侶
の
協
同
を
師
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
僧
侶
の

中
に
は
宗
派
や
資
格
が
不
明
瞭
な
人
物
も
お
り
、
外
見
は
僧
侶

だ
が
ユ
タ
と
し
て
活
動
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。

②
追
善
供
養
以
外
の
法
事
に
つ
い
て

正
福
寺
で
は
、
「
マ
ブ
イ
グ
ミ
」
な
ど
の
沖
縄
の
民
間
行
事

の
依
頼
は
受
け
な
い
が
、
仏
教
と
ユ
タ
と
の
遣
い
を
説
明
し
た

う
え
で
、
依
頼
者
が
真
言
宗
の
法
式
で
承
諾
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

依
頼
を
引
き
受
け
て
い
る
。
「
沖
縄
の
習
慣
、
風
習
と
の
パ
ラ
ン

ス
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、
仏
教
の
教
義
が
入
り
込
め
な
い
」

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
信
者
か
ら
の
宗
教
的
な
求
め
に
つ
い
て
、

「
霊
魂
が
つ
い
て
い
る
か
ら
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
依

1
1
、

中
刷
相

4
M

一
番
多
い
と
い
う
。
依
頼
者
か
ら
電
話
が
あ
れ
ば
、

の
人
に
来
て
も
ら
い
、
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
「
霊
的
な

も
の
は
見
え
な
い
」
と
説
明
た
上
で
、
「
お
誠
い
は
で
き
る
が

直
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
」
と
説
明
す
る
。
そ
れ
で
も
納

得
し
た
人
に
は
、
「
お
蔽
い
」
を
施
す
。
納
得
し
な
い
人
に
は
、
「
僧

侶
か
ら
言
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
と
自
覚
し
つ
つ
も
、

を
紹
介
す
る
と
い
う
。

平
良
師
自
身
は
ユ
タ
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら

ユ
タ
を
否
定
せ
ず
状
況
に
応
じ
て
は
依
頼
者
に
ユ
タ

を
紹
介
す
る
の
は
、
先
代
住
職
の
島
袋
師
に
、
霊
能
が
備
わ
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
平
良
師
の
母
親
に
よ
れ
ば
、
名
護
に
居

た
こ
ろ
、
島
袋
師
が
、
家
は
留
守
で
誰
も
い
な
い
た
め
幼
い
娘

(
平
良
師
の
実
母
)
を
連
れ
て
い
っ
た
法
事
の
帰
り
、
道
端
で
突

然
、
師
が
法
衣
の
下
に
娘
を
隠
し
た
。
後
で
聞
く
と
「
子
供
に

見
み
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
」
と
し
て
覆
っ
た
と
い
う
。

か
し
、
幼
い
娘
に
は
何
の
こ
と
だ
か
さ
っ
ぱ
り
と
分
か
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
周
り
の
人
が
見
え
な
い
も
の
が
島
袋
師
に
は
見

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
良
師
は
ユ
タ
に
つ
い
て
、
「
仏
教
的
に

そ

は
否
定
し
た
い
が
、
先
代
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
霊
能
は
否
定

も
肯
定
も
し
な
い
」
と
の
立
場
を
取
る
。

二工

タし
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③
年
間
行
事

正
福
寺
で
は
、
先
代
の
頃
か
ら
、
信
徒
へ
の
積
極
的
な
布
教

活
動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
平
良
師
は

年
間
行
事
を
「
行
い
た
い
の
だ
が
、
道
も
狭
く
、
駐
車
場
も
な
く
、

本
堂
も
狭
い
の
で
、
来
て
も
ら
え
な
い
。
沖
縄
で
は
車
を
使
う

の
で
、
駐
車
場
が
な
い
と
人
が
来
な
い
」
か
ら
と
話
す
。

④
そ
の
他
の
活
動

平
良
師
は
、
正
福
寺
に
居
住
し
て
い
な
い
た
め
、
地
元
自
治

体
へ
の
参
加
は
あ
ま
り
な
い
。
正
福
寺
で
は
、
沖
縄
県
仏
教
会

に
加
盟
す
る
ほ
か
、
沖
縄
県
仏
教
会
加
盟
の
古
義
真
言
宗
系
寺

院
の
若
手
僧
侶
五
名
で
定
期
的
な
会
合
や
声
明
の
練
習
を
行
つ

て
い
る
。

4 

今
後
の
展
望

正
福
寺
で
は
、
寺
院
を
移
転
し
、
本
堂
や
庫
裏
、
境
内
墓
地

を
完
備
し
た
新
寺
の
建
立
を
計
画
し
て
い
る
。
同
寺
の
役
員
に

依
頼
し
て
、
寺
院
の
移
転
先
を
選
定
中
で
あ
る
。

一
番
の
有
力

地
は
、
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
北
部
の
あ
る
村
で
あ
る
と
い

90 

ぅ
。
そ
の
村
内
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
宗
教
法
人
は

一
つ
も
な
い
が
、

そ
れ
は
村
で
は
税
金
の
収
入
に
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
宗

教
法
人
の
進
出
を
拒
ん
で
き
た
と
い
う
。
だ
が
あ
る
時
、
正
福

寺
の
役
員
関
係
者
が
、
「
村
で
宗
教
法
人
を
探
し
て
い
る
」
と
い

う
話
を
聞
き
つ
け
た
。
そ
の
理
由
は
、
村
を
通
る
国
道
五
八
号

沿
い
に
は
古
く
か
ら
の
墓
が
点
在
す
る
が
、
村
を
訪
れ
る
ホ
テ

ル
の
宿
泊
客
や
観
光
客
か
ら
「
墓
の
評
判
が
悪
い
」
た
め
、
村

は
墓
の
移
動
を
沖
縄
県
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

で
、
村
役
場
で
は
区
画
整
地
を
し
て
霊
園
を
作
り
、
宗
教
法
人

も
し
く
は
公
益
法
人
に
よ
っ
て
霊
園
を
運
営
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
公
益
法
人
を
設
立
す
る
と
時
聞
が
か
か
る
た
め
、
宗
教
法

人
の
招
致
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、
正
式
決
定
は
し

て
い
な
い
が
、
運
動
を
推
進
し
て
い
る
村
議
会
議
員
と
正
福
寺

と
の
聞
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
調
整
が
円

滑
に
進
め
ば
、
近
々
に
も
工
事
着
工
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

土
地
は
、
村
の
名
義
で
霊
国
区
域
も
含
ま
れ
(
一
万
坪
)
、
寺
院

建
物
は
法
人
負
担
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
境
内
地
は
、
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観
光
客
向
け
の
海
岸
に
も
近
く
、
付
近
に
は
大
学
院
大
学
の
開

校
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
将
来
性
が
あ
る
と
師
は
考
え
て

いザ
h
v

。
同
地
に
正
福
寺
が
移
転
し
た
な
ら
ば
、
「
寺
院
で
仏
教
行
事
が

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
が

一
般
の
人
は
ど
う
し
て
も
お
寺
と

い
う
と
構
え
て
し
ま
う
の
で
、
お
寺
と
い
う
の
は
気
軽
に
行
け

沖縄本島都市部における各宗派寺院の現状と展望①

る
と
こ
ろ
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
宗
教
的
活
動
以

外
も
で
き
る
こ
と
は
や
り
た
い
の
で
、
午
前
中
の
空
い
た
時
間

に
は
、
地
域
還
元
と
し
て
朝
市
、

フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
や
り

た
い
。
村
に
は
海
の
も
の
、
山
の
も
の
が
あ
る
。
観
光
地
の
立

地
を
生
か
し
て
、

ラ
イ
ブ
な
ど
を
や
り
た
い
。
い
ま
沖
縄
出
身

の
ア
マ
チ
ュ
ア
も
含
め
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い

る
の
で
、
彼
ら
に
依
頼
し
た
い
」
と
師
は
構
想
す
る
。

(*
な
お
本
文
中
に
寺
院
名
・
人
名
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。)(
犬
、
津
広
嗣
)
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総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
然
上
人
二
+
五
霊
場
研
究
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各
地
の
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

は
じ
め
に

第

一
番
誕
生
寺
か
ら
第
二
十
五
番
知
恩
院
に
い
た
る
法
然
上

人
二
十
五
霊
場
(
以
下
、
本
霊
場
)
は
霊
沢
等
に
よ
っ
て
宝
暦
年

問

(
一
七
五

一
1
六
三
)
に
巡
拝
が
始
め
ら
れ
、

『固
光
大
師
御

遺
跡
廿
五
箇
所
案
内
記
」
(
霊
沢
、
明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
刊
。

以
下
「案
内
記
」)
に
二
十
五
の
札
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
途
中
、

大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
札
所
寺
院
の
入
れ
替
え
が
な

さ
れ
た
期
間
が
あ
る
も
の
の
2τ
現
在
で
は

『案
内
記
』
に
選
定

さ
れ
た
札
所
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

本
霊
場
へ
の
巡
拝
は
現
在
に
至
る
ま
で
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る

一
方、

日
本
各
地
に
は
本
霊
場
の
写
し
霊
場
と
し
て
法
然
上
人

の
二
十
五
霊
場
(
以
下
、
写
し
霊
場
と
い
う
場
合
は
法
然
上
人

二
十
五
霊
場
の
も
の
を
指
す
)
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い
る
(
例

外
と
し
て
大
阪
の
「
円
光
大
師
廿
五
処
廻
」
が
あ
る
。
「
円
光
大

師
廿
五
処
廻
」
は

『案
内
記

に
先
立
つ
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)

以
前
に
成
立
し
て
お
り
、

「案
内
記
』
成
立
後
、
逆
に
写
し
霊

場
化
し
た
こ
と
が
、
山
本
博
子
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
言。

明
治
以
後
の
写
し
霊
場
設
立
時
期
を
見
る
と
、
大

正
初
期
(
七
百
年
大
遠
忌
)
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
(
開
宗

七
百
五
十
年
)
、
昭
和
八
年
(
法
然
上
人
生
誕
八
百
年
)
、
近
年

で
は
開
宗
八
百
年
な
ど
、
浄
土
宗
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
し
て

設
立
さ
れ
た
も
の
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
ら
の
写
し
霊
場
に
は
現
在
で
も
巡
拝
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る

一
方
、
す
で
に
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
当
該
の
札
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所
寺
院
に
す
ら
霊
場
と
し
て
の
記
録
や
痕
跡
が
な
い
も
の
も
あ

る
。
ま
た
設
立
の
時
期
も
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
四
九
年
ご
ろ
ま

で
と
幅
広
く
、
個
別
の
霊
場
に
よ
っ
て
そ
の
設
立
時
期
、
規
模
、

設
立
者
の
地
位
、
活
動
状
況
の
遷
移
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
地
に
写
し
霊
場
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
法
然
上
人
を
賛
仰
し
念
仏
信
仰
の
弘
通
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
に
は
違
い
は
な
く
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
で
に
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
も
先
人
の
法
然
上
人
賛
仰
の
貴
重
な
痕
跡
で

あ
る
。
各
地
の
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
以

下
、
本
研
究
)

は
、
そ
の
よ
う
な
種
々
の
写
し
霊
場
の
現
況
を

調
査
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
八
百
年
大
遠
思
迎
え
る
法
然
上
人

の
賛
仰
の

一
翼
を
担
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
経
緯

本
研
究
は
個
別
の
写
し
霊
場
の
調
査
と
紹
介
が
中
心
と
な
る

の
で

(1)
調
査
対
象
霊
場
の
選
定
、

(2)
文
献
な
ど
に
基

づ
く
事
前
調
査
、

(3)
実
地
調
査
、

(4)
調
査
結
果
の
検
討
、

(5)
報
告

・
紹
介
、

と
い
う
手
順
を
繰
返
す
こ
と
に
な
る
。
霊

場
に
よ
っ
て
は
す
で
に
存
在
自
体
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
資
料

も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
札
所
寺
院
自
体
に
も
な
ん
ら
の

記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
実
地
調
査

で
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は

(1)
と

(2)
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
他
の
霊
場
の
調
査
中
に
別
の
霊
場
の
存
在
が
判
明
す

る
よ
う
な
ケ
1
ス
も
あ
り
、

そ
の
場
合
は

(
2
)
1
(
5
)
 

作
業
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
班
で

は
次
に
述
べ
る
経
緯
の
も
と
で
、
個
別
の
霊
場
の
現
況
調
査
を

実
施
し
た
。

(1)
『新
撰
元
他
大
師
二
十
五
霊
場
巡
拝
案
内
記
』
(
大
正
十
二
年
、
総
本

山
知
恩
院
開
宗
記
念
伝
道
部
刊
)
。
札
所
主
院
入
れ
替
え
の
状
況
に
つ

い
て
は
山
本
陣
チ
「
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
改
訂
に
つ
い
て
」
(『印

仏
研
」
三
八
l
こ

に
詳
し
い
。

(2)
大
阪
の
霊
場
と
山
本
博
子
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
中
の
大

阪
教
区
の
項
を
参
照
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
調
査
対
象
霊
場
の
選
定

本
研
究
班
発
足
に
先
立
つ
平
成
十
五
年
に
浄
土
宗
総
合
研
究

所
か
ら
各
教
区
教
務
所
宛
に
教
区
内
に
写
し
霊
場
が
存
在
す
る

か
ど
う
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
霊 の
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場
が
存
在
す
る
場
合
は
、
霊
場
名
、
霊
場
の
種
類
(
複
数
の
札

所
寺
院
に
よ
っ
て
二
十
五
霊
場
を
構
成
し
て
い
る
の
か
、

ケ

寺
の
境
内
に
二
十
五
霊
場
す
べ
て
を
写
し
た
も
の
な
の
か
)
、
霊

場
を
構
成
す
る
寺
院
名
、
設
立
者
、
設
立
時
期
、
現
在
の
活
動

状
況
、
霊
場
に
関
す
る
遺
物
の
有
無
等
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
本
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。

本
研
究
班
に
て
調
査
対
象
と
し
た
写
し
霊
場
は
こ
の
ア
ン

ケ
l
ト
の
結
果
判
明
し
た
写
し
霊
場
と
、
霊
場
研
究
者
な
ど
か

ら
提
供
を
受
け
た
史
料
な
ど
に
基
づ
い
て
合
計
十
六
教
区
(
栃

木
、
茨
城
、
千
葉
、
富
山
、

二
河
、
尾
張
、
伊
勢
、
伊
賀
、
福
井
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
兵
庫
、
南
海
、
福
岡
、
佐
賀
)
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
写
し
霊
場
が
存

在
す
る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
が
、
本
研
究
班
で
は
調
査
対
象

か
ら
除
外
し
た
。

調
査
対
象
と
し
た
霊
場

一
覧
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
栃
木
教
区

大
雲
寺
(
一
ヶ
寺
内
)

-
茨
城
教
区

浄
土
元
祖
国
光
大
師
二
十
五
霊
場

-
千
葉
教
区

安
房
園
光
大
師
二
十
五
霊
場

-
富
山
教
区

-
三
河
教
区

二
十
五
霊
場

-
尾
張
教
区

-
伊
勢
教
区

-
伊
賀
教
区

-
福
井
教
区

-
京
都
教
区

-
奈
良
教
区

霊
場

-
大
阪
教
区

越
中

一
ヶ
園
廿
五
霊
所

94 

国
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊
場
、
法
然
上
人
三
河

宗
祖
法
然
上
人
尾
張
二
十
五
霊
場

円
光
大
師
准
廿
五
霊
場、

霊
場
名
不
詳

伊
賀
廿
五
霊
場

元
祖
大
師
廿
五
霊
場
巡
拝
案
内

京
都
二
十
五
処
巡
、
京
都
教
区
丹
後
廿
五
霊
場

別
時
念
仏
道
場
大
和
二
十
五
霊
場
、
吉
野
二
十
五

廿
五
箇
所
、
和
泉
国
固
光
大
師
廿
五
霊
所
、
圃
光
大
師
廿
五
ヶ

大
坂
回
光
大
師
廿
五
箇
所
、
泉
日
根
郡
固
光
大
師

所
(
河
北
組
)

-
兵
庫
教
区

-
南
海
教
区

寺
内
)

-
福
岡
教
区

-
佐
賀
教
区

霊
場
名
不
祥

円
光
大
師
讃
岐
廿
五
霊
場
、
霊
場
名
不
祥
(
一
ヶ

明
照
大
師
廿
五
霊
場

肥
前
二
十
五
霊
場
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二
.
乱
所
寺
院
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
一
調
査
対
象
霊

場
の
選
足
、
文
献
な
ど
に
基
「
つ
く
事
前
調
査

平
成
十
六
年
度
に
、
京
都
教
区
の
「
京
都
廿
五
処
巡
」
と
栃
木
、

茨
城
、
千
葉
の
各
教
区
の
霊
場
を
調
査
し
た
。
そ
の
調
査
結
果

を
受
け
て
、
十
七
年
度
に
は
事
前
調
査
と
し
て
各
霊
場
の
札
所

寺
院
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
各
霊
場
の
現
況
の
把

握
に
つ
と
め
た
。
基
礎
資
料
と
し
て
前
記
の
教
務
所
宛
ア
ン
ケ
l

卜
の
回
答
に
基
づ
い
て
、
写
し
霊
場
ご
と
に
、

霊
場
名
、
霊
場

番
号
、
寺
院
名
、
寺
院
の
所
属
(
浄
土
宗
の
場
合
は
教
区
、
組
。

宗
外
寺
院
の
場
合
は
宗
派
名
)
等
を
項
目
と
す
る
写
し
札
所
寺

院
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
成
し
た
。
こ
の
デ

l
タ
に
基
づ
い
て

個
々
の
札
所
寺
院
宛
に
霊
場
の
状
況
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
寺
院
は
、
前
記
の
十
六
教
区
か
ら
報
告

の
あ
っ
た
霊
場
の
内
、
報
告
さ
れ
た
寺
院
名
と
現
存
寺
院
と
の

対
応
が
は
っ
き
り
せ
ず
住
所
等
の
確
認
が
ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
時

に
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
寺
院
を
含
む
霊
場
と
十
六
年
度

に
調
査
済
み
の
霊
場
と
を
除
い
た
合
計

一
九
六
ヶ
寺
と
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
、
個
別
の
霊
場
の
調
査
を
実

施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
実
際
の
ア
ン

ケ
l
ト
か
ら
質
問
項
目
と
回
答
選
択
肢
の
み
を
抜
粋
し
た
も
の

で
あ
る
)
。

※
※
寺
様
が
※
※
霊
場
第
※
番
に
該
当
す
る
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
が

1
.
霊
場
の
名
前
は
正
し
い
で
す
か

A
正
し
い

(
正
し
く
は

と
い
う
)

B
正
し
く
な
い

2
.
霊
場
番
号
は
正
し
い
で
す
か

C
正
し
い

(
正
し
く
は
第

番
で
あ
る
)

D
正
し
く
な
い

3.
二
十
五
霊
場
が
作
ら
れ
た
時
期
は
い
つ
頃
で
す
か
。

E
年
頃

F
不
明

4
.
ど
な
た
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
か
。

G

H
不
明

5.
二
十
五
霊
場
は
現
在
で
も
そ
の
役
割
を
果
た
さ
れ
て
お
り

ま
す
か
。
(
巡
拝
、
参
拝
等
)
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-
果
た
し
て
い
る

J
年
頃
迄
あ
っ
た

K
現
在
は
な
い

6
.
貴
寺
院
に
は
法
然
上
人
の
像
や
画
像
(
掛
け
軸
・
板
絵
な

ど
)
が
あ
り
ま
す
か
。
(二
十
五
霊
場
と
は
関
係
な
く
て
も
結
構

で
す
。

L
有
る
↓
ど
の
よ
う
な
も
の
か

(
お
像

・
掛
け
軸
な
ど
)
を
下

欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。

M
卸
小
い

7 

二
十
五
霊
場
に
つ
い
て
関
係
す
る
も
の
が
何
か
あ
り
ま
す

か
。
(
新
旧
は
問
い
ま
せ
ん
)

N
有
る

O
に
O
を
し
た
場
合
は
日
か
ら
答
え
て
下

O
鈍
…
い

さ
い
)

(
N
有
る
と
お
答
え
の
方
で

8
1
H迄
の
中
に
選
択
肢
が
な
い
場

合
は
関
係
す
る
も
の
を
お
書
き
下
さ
い
)

8
.
二
十
五
霊
場
の
案
内
書
・
刷
り
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
。
E

M

い
ず
れ
か
に

O
を

P
有
る

Q
無
い

9
.
二
十
五
霊
場
専
用
の
朱
印
が
あ
り
ま
す
か
。

R
有
る

S
鑑
…
い

時

二
十
五
霊
場
の
貴
寺
院
の
ご
詠
歌
が
あ
り
ま
す
か
。
有
る

場
合
に
は
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

96 

T
有
る

U
鑑…い

(ロへ)

11 

叩
で

「T
有
る
」
と
記
入
さ
れ
た
方
、
そ
の
ご
詠
歌
が
記

さ
れ
た
額
や
石
碑
が
あ
り
ま
す
か
。

V
有
る
↓
具
体
的
に
ご
詠
歌
の
記
入
さ
れ
た
も
の
を
下
欄
に
ご

記
入
下
さ
い
。
(
額
や
石
碑
な
ど
)

W
錘
小
い

12 

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
事
物
(
お
砂
、
宗
祖
の
像
や
画
像

な
ど
)
が
あ
り
ま
す
か
。

X
有
る
↓
具
体
的
に

(
宗
祖
の
画
像
や
お
砂
な
ど
)
下
欄
に
ご

記
入
下
さ
い
。

Y
鑑
山
い

13 

二
十
五
霊
場
を
記
し
た
標
石
は
あ
り
ま
す
か
。

Z
有
る

A
A
価…い

14 

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
行
事
(
法
要
・
巡
拝
・
御
詠
歌
の
会
等
)

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A

B
有
る
↓
具
体
的
に
何
を
さ
れ
て
い
る
か

(
法
要
・
御
詠
歌

の
会
等
)
を
下
欄
に
ご
記
入
下
さ
い
。

A
C
無
い

時
上
記
以
外
の
宗
祖
祖
師
に
関
す
る
事
物
・
伝
承
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
下
欄
に
お
書
き
下
さ
い
。



研究成以桜(it

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
か
ご
意
見
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
下
欄
に
お
書
き
下
さ
い
。
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

個
々
の
写
し
霊
場
に
つ
い
て

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
場
の
調
査
結
果
を
教
区
毎
に
報
告
す

る
。
掲
載
の
順
序
は
教
区
番
号
順
で
あ
る
。
概
ね
、
霊
場
の
梗
概
、

歴
史
、
現
況
、
特
記
事
項
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
霊
場

の
状
況
に
よ
っ
て
報
告
で
き
る
内
容
が
相
当
に
異
な
っ
て
い
る

の
で
、
報
告
の
形
式
は
統

一
を
と
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
諸
般

の
事
情
で
実
地
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
霊
場
も
あ
る
が
、
文
献

上
の
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
霊
場

調
査
の
報
告
で
あ
る
か
ら
本
来
は
札
所
寺
院
の

一
覧
を
挙
げ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
本
報
告
で
は
こ
れ
を
挙
げ

p
h

、‘.
。

φι

也、
lv

栃
木
教
区

二
十
五
霊
場

5
大
雲
寺

栃
木
教
区
は
、
他
教
区
の
写
し
霊
場
と
異
な
り
、

一
寺
院
に

お
い
て
二
十
五
霊
場
が
巡
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
字

都
宮
組
大
運
寺
(
双
樹
正
道
住
職
)

で
は
、
檀
信
徒
が
、
本
霊

場
を
巡
拝
し
た
際
に
持
ち
帰
っ
た
砂
を
保
管
し
、

二
十
五
霊
場

を
境
内
地
に
作
成
し
た
。

元
々
、
大
運
寺
は
宇
都
宮
市
材
木
町
に
あ
っ
た
が
、
道
路
拡

張
事
業
に
伴
い
、
寺
院

・
墓
地
の
全
面
移
転
が
決
ま
り
、
市
内

下
荒
針
に
順
次
堂
宇
・
寺
域
を
移
転
整
備
し
、
平
成
十
六
年

月
に
落
慶
法
要
を
厳
修
し
た
。
そ
の
際
、
新
境
内
地
の
南
側
に

二
十
五
霊
場
を
作
っ
た
。

「
琵
琶
の
池
」
と
名
付
け
ら
れ
た
調
整
池
に
隣
接
す
る
霊
場
は

巡
拝
の
地
図
を
か
た
ど
っ
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
道
を
た
ど

る
こ
と
に
よ
り
、
順
番
に
二
卜
五
霊
場
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る

非
常
に
凝
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
標
石
に
は
各
霊
場
の
ご

詠
歌
が
刻
ま
れ
、
お
砂
踏
み
が
で
き
る
。

発
起
人
が
霊
場
を
整
備
し
、
巡
拝
の
道
筋
を
作
っ
た
他
教
区

の
二
十
五
霊
場
と
異
な
り
、
檀
信
徒
が
持
参
し
た
霊
場
の
砂
を

も
と
に
し
た
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
霊
場
で
あ
る
。

四
季
の
花
に
彩
ら
れ
た
道
を

一
周
す
る
だ
け
で
、
順
番
通
り
に
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霊
場
参
拝
が
で
き
る
大
運
寺
の
二
十
五
霊
場
は
、
新
し
い
ケ
l

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

二
.
茨
城
教
区

浄
土
元
祖
国
光
大
師
二
十
五
霊
場

常
総
地
域
の

二
十
五
霊
場
の
起
源
は
、
文
政
年
閉
ま
で
遡

る
。
文
政
元
年
、
常
州
筑
波
郡
狸
淵
(
む
じ
な
ぶ
ち
)
村

(現

筑
波
郡
伊
奈
町
狸
測
)
浄
円
寺
善
誉
伯
鳳
が
発
願
主
と
な
り
、

武
藤
久
兵
衛
、
山
野
井
五
郎
兵
衛
等
が
同
行
し
、
円
光
大
師

二
十
五
霊
場
を
巡
拝
し
、
各
霊
場
の
土
を
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
同
二
年
に
は
、
選
定
し
た
各
寺
院
に
「
円
光

大
師
霊
場
」
の
碑
を
建
立
し
、
ご
詠
歌
額
を
奉
納
し
二
十
五
霊

場
を
整
備
し
た
と
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
年
頃
ま
で
は
、
巡
拝
す
る
講
も
あ
っ
た
が
、
戦
後

は
衰
微
し
た
。
昭
和
三
十
年
三
月
に
石
下
町
の
中
川
弁
吉
等
が
、

ガ
リ
版
刷
り
の

「浄
土
元
但
諸
国
廿
五
霊
場
寓
」
を
発
行
し
て

い
る
の
で
こ
の
頃
、

時
的
に
霊
場
参
拝
の
気
運
が
高
ま

っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
の
開
宗
八
百
年
記
念
に
合
わ
せ
、
大

楽
寺
住
職
の
長
谷
川
観
真
師
が
茨
城
浄
青
の
機
関
紙
に
常
総
地

98 

域
の
二
十
五
霊
場
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
る
。

常
総
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
札
所
寺
院
が
小
貝
川
と
鬼
怒
川

の
流
域
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
小
貝
川
の
北

側
、
小
貝
川
と
鬼
怒
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
、
鬼
怒
川
の
南
側
、

こ
の
三
か
所
に
東
西
約
十
二
キ
ロ
、
南
北
約
二
十
八
キ
ロ
の
範

囲
で
点
在
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
寺
院
で
文
政
二
巳
卯
年
の
標
石
が
雌
認
で
き
た
。

小
貝
川
は
、
古
来
よ
り
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
き
た
河
川
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
川
の
流
域
の
寺
院
に
標
石
が
自
然
災
害
を
免
れ
、

存
在
し
て
き
た
の
は
、
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。一
騎
額
に
関
し
て
は

半
数
近
く
の
寺
院
で
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
政
年

間
当
時
の
額
は
無
く
、
後
世
何
ら
か
の
機
会
に
、
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

前
述
の
浄
円
寺
の
木
村
信
雄
師
は
、
常
総
二
十
五
霊
場
の
整

備
と
復
活
を
強
く
望
ん
で
い
ら
し
た
。

千
葉
教
区

安
房
固
光
大
師
二
十
五
霊
場



研究成果報告

安
房
二
十
五
霊
場
は
、
安
房
郡
か
ら
館
山
市
、

そ
し
て
鴨
川

市
に
わ
た
る
南
房
総
に
札
所
寺
院
を
置
く
。
霊
場
設
置
の
年
代

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
二
年
に
は
こ
の
霊
場
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
大
巌
院
に
現
存
す
る
書
状
か
ら
、
こ
の
霊
場
の
発
願

主
が
三
福
寺
の
礼
阿
と
い
う
上
人
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
文

面
に
は
「
此
度
宗
祖
大
師
二
十
五
霊
場
嘗
園
之
寺
院
江
移
し
拝

経
所
ニ
致
度
志
願
」
な
ど
、
霊
場
の
設
置
並
び
に
三
福
寺
よ
り

御
詠
歌
額
と
立
札
を
寄
附
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
結
果
、

発
願
主
で
あ
る
三
福
寺
は
第

一
番
霊
場
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
書
状
に
は
、
「
辰
七
月
」
と
い
う
H
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(資

料
提
供
並
び
に
解
読
・
石
川
達
也
師
)

安
房
二
十
五
霊
場
は
、
各
霊
場
番
号
と
対
応
す
る
御
詠
歌
を

も
っ
て
写
し
霊
場
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

二
十
五
霊
場

を
示
す
も
の
と
し
て
、
木
製
の
御
詠
歌
額
が
約
半
数
の
寺
院
に

現
存
し
て
い
る
。
額
面
に
は
「
回
光
大
師
二
十
五
霊
場
」
と
い

う
名
称
と
、
霊
場
番
号
並
び
に
寺
院
名
、
そ
し
て
霊
場
番
号
に

対
応
す
る
御
詠
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
彩
色
の
法

然
上
人
御
影
と
御
詠
歌
が
描
か
れ
た
板
絵
を
二
点
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
御
詠
歌
額
と
板
絵
が
、
礼
阿
上
人
の
願
文
に
あ
る
御
詠

歌
額
面
と
立
札
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
霊
場
に
関
す
る

も
の
と
し
て
は
標
石
が
昔
は
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
現
存
す
る
も

の
は
な
い
。

現
在
、
安
房
二
十
五
霊
場
と
し
て
巡
持
さ
れ
る
こ
と
は
無
い

ょ
う
で
あ
る
。

四

富
山
教
区

越
中
一
ヶ
国
二
十
五
霊
場

越
中

一
国
廿
五
霊
所
(
あ
る
い
は
越
中

一
ヶ
国
二
十
五
霊
場
)

は
、
富
山
教
区
に
設
置
さ
れ
た
写
し
霊
場
で
あ
り
、
平
成
十
五

年
の
教
務
所
宛
事
前
調
査
に
よ
っ
て
、

二
十
五
の
札
所
寺
院
が

す
べ
て
判
明
し
て
い
る
。
札
所
寺
院
は
富
山
県
内
の
魚
津
市
か

ら
西
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
特
に
高
岡
市
、

富
山
市
(
持
に
旧

新
湊
市
)
に
そ
の
多
く
が
あ
る
。

設
立
年
代
は
、
伝
承
に
よ
る
と
大
正
十
四
年
、
あ
る
い
は
昭

和
六
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
六
年
と
い
う
年
代
は
、
越
中

一
ヶ
国
二
十
五
霊
場
の
巡
拝
の
し
お
り
で
あ
る

『宗
祖
闘
光
大
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師
二
十
五
霊
場
御
詠
歌
附
越
中
一
ヶ
国
二
十
五
霊
場
巡
拝
之
某
』

(
浄
土
宗
富
山
明
照
会
・
浄
土
宗
富
山
婦
人
会
刊
)
が
刊
行
さ

れ
た
年
で
あ
り
、

実
際
の
設
立
は
大
正
十
四
年
の
よ
う
で
あ
る
。

設
立
者
は
明
確
で
は
な
い
が
、
法
然
寺
の
笹
井
孝
順
師
の
よ
う

で
あ
る
。
上
記
の

「某
』
か
ら
、

二
十
五
の
札
所
寺
院
は
す
べ

て
判
明
し
て
い
る
。

霊
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
物
と
し
て
は
、
朱
印
、
御
詠
歌

額
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
に
お
け
る
富
山
空
襲
に
よ
る
焼
失
な
ど
の
た
め
、
す
で
に

そ
れ
ら
の
事
物
が
失
わ
れ
た
札
所
寺
院
が
多
数
で
あ
る
。
御
詠

歌
額
が
失
わ
れ
て
い
て
も
、
各
札
所
寺
院
に
は
札
所
番
号
に
対

応
す
る
本
霊
場
の
御
詠
歌
が
配
当
さ
れ
て
い
て
、
御
詠
歌
を
写

す
こ
と
に
よ
っ
て
写
霊
場
と
し
た
・
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

記
録
上
、
霊
場
と
し
て
の
参
拝
が
行
わ
れ
た
最
後
の
年
代
は

札
所
寺
院
様
か
ら
の
ご
報
告
で
は
昭
和
三
十
六
年
頃
、
昭
和

五
O
年
頃
、
昭
和
六

O
年
頃
と
ま
ち
ま
ち
で
り
、
現
在
は
霊
場

と
し
て
ま
と
ま
っ
た
実
質
的
な
活
動
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

三
.
五
.
三
河
教
区

100 

園
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
と
法
然
上
人

三
河
二
十
五
霊
場

五
.

圃
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場

三
河
教
区
の
場
合
、
平
成
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、

「
園
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
」
と
「
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊

場
」
の
二
つ
の
霊
場
の
存
在
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
度
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
活
動
報
告
(
『教
化

研
究
』

一
七
号
、
平
成

一
八
年
九
月
)

で
報
告
し
、
ま
た
悌
教

大
学
職
員
山
本
博
子
氏
に
よ
っ
て
、
平
成
十
八
年
十
二
月

『印

度
学
仏
教
学
研
究
』
五
十
五
巻
第

一
号
の
「
三
河
教
区
に
お
け

る
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
」
と
題
す
論
文
の
中
で
、
こ
の
二
つ

の
霊
場
に
お
け
る
沿
革
な
ど
の
精
密
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
山
本
博
子
氏
の
研
究
に
基
づ
き

二
つ
の
霊
場

の
沿
革
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
う
え
で
、
今
回
、
実
地
調

査
を
行
っ
た
札
所
寺
院
九
ヶ
寺
か
ら
現
在
の
活
動
を
報
告
す
る

こ
と
に
す
る
。

「
固
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
」
は
、
明
治
十
五
年
に
岡
崎
市
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両
町
の
森
三
左
衛
門
に
よ
り
計
画
化
さ
れ
、
翌
十
六
年
に
は
、

『固

光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
大
供
養
』
と
称
す
る

一
枚
刷
り
の
し

お
り
が
刊
行
さ
れ
、
設
立
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
そ
の

『圃
光
大

師
三
河
国
廿
五
霊
場
大
供
養
」
に
は
、
札
所
寺
院
が
番
号
順
に

記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
緒
言
に
は
、
「
今
回
二
十
五
カ
所

ノ
寺
院
ニ
乞
テ
、
亡
父
ノ
初
志
ヲ
満
足
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
あ
り
、

霊
場
計
画
の
動
機
に
は
、
森
三
左
衛
門
の
実
父
、
家
田
宗
太
夫

の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
元
々
、
実
父
で
あ
る
家
田
宗
太
夫
は

三
河
の
地
に
「
准
二
十
五
霊
場
」
と
い
う
写
し
霊
場
を
設
立
す

る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
が
、
志
半
ば
で
病
に
倒
れ
、

江

戸
年
間
の
嘉
永
四
年
に
六
十
三
歳
で
急
逝
し
た
。
そ
の
後
、
息

子
の
森
三
左
衛
門
が
父
の
意
志
を
受
け
継
ぐ
よ
う
な
か
た
ち
で

設
立
さ
れ
た
の
が

「固
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
」
で
あ
る
と

い
え
る
。

残
念
な
が
ら
現
在
に
至

つ
て
は
、
札
所
寺
院
で
あ
る
と
い
う

伝
承
自
体
す
ら
失
わ
れ
た
寺
院
も
あ
り
、

霊
場
と
し
て
の
機
能

は
果
た
し
て
い
な
い
。

五
.

法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場

「
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
」
は
、
浄
土
宗
三
河
教
区
に

よ
り
開
宗
八
百
年
記
念
の
事
業
の
模
索
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年

(
一
九
七
四
)
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
実
現
化
に
向
け
て
、
昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
十

月
か
ら

「二
十
五
霊
場
奉
讃
会
」

が
組
織
さ
れ
、
第

一
回
の
総

会
が
聞
か
れ
た
。
以
後
、

実
現
化
に
至
る
ま
で
計
四
回
の
総
会

が
聞
か
れ
、
そ
の
中
で
翌
四
十
八
年
の
四
月
に
は
二
十
五
ヶ
寺

の
札
所

・
番
付
等
が
選
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
本
霊
場
か
ら
の

霊
土
拝
受
の
仕
方
、
標
石
、
案
内
書

(芸
/拝
の
韮

)、

写
経
用
紙
、

朱
印
長
な
ど
の
作
成
に
つ
い
て
具
体
化
が
進
め
ら
れ
る
。
同
年

十

一
月
に
は
、

二
十
五
霊
場
の
紹
介
ポ
ス
タ
ー
、

霊
場
巡
拝
申

込
書
、
木
札
が
各
札
所
寺
院
に
配
布
さ
れ
た
。
翌
四
十
九
年
三

月
に
は
、
各
霊
場
に
本
霊
場
に
対
応
す
る
御
詠
歌
を
配
当
さ
せ
、

札
所
標
石
を
建
立
し
、
こ
こ
に
霊
場
が
成
立
し
た
。
各
霊
場
の

札
所
標
石
は、

高

1
5
5
c
m
、
幅
担

c
m
、
奥
行
日
c
m
に

全
て
規
格
形
式
が
統

一
さ
れ
て
お
り
、
正
面
に
「
法
然
上
人
三

河
二
十
五
霊
場
/
第

O
番

O
O寺
(
院
)
」
、
裏
面
に
、

「浄
土
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開
宗
八
百
年
記
念
/
円
光
大
師
二
十
五
霊
場
霊
土
拝
受
/
昭
和

四
十
九
年
三
月
建
立
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

平
成
十
七
年
に
は
、

『浄
土
宗
三
河
二
十
五
霊
場
志
越
里
」
と

い
う
冊
子
が
久
野
金
逸
氏
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
現
在

も
年
問
、
数
名
で
あ
る
が
巡
拝
客
が
あ
り
、
霊
場
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
ま
た
、
札
所
寺
院
の
中
に
は
独
自
で
霊
場
に
関
す

る
事
物
(
職
、
巡
拝
の
葉
等
)
を
作
成
さ
れ
て
い
る
寺
院
も
あ
る
。

今
回
の
三
河
教
区
に
お
け
る
写
し
霊
場
の
調
査
報
告
に
当

た
っ
て
、
「
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
」
を
中
心
に
、
さ
ら
に

「
固
光
大
師
三
河
国
廿
五
霊
場
」
と
重
複
す
る
九
ヶ
寺
の
札
所
寺

院
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

尾
張
教
区

尾
張
二
十
五
霊
場

尾
張
教
区
に
つ
い
て
は
明
治
に
二
十
五
霊
場
が
創
設
さ
れ
て

お
り
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。
札
所
寺
院
は
江
南
市
、

一
宮
市
、

津
島
市
、
犬
山
市
、
小
牧
市
、
岩
倉
市
に
の
広
範
域
に
散
在
し

て
い
る
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と

戦
後
も
た
び
た
び
再
興
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和

五
十
年
代
に
は
新
尾
張
二
十
五
霊
場
と
し
て
新
た
な
札
所
寺
院
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が
加
わ
り
本
格
的
に
再
興
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
新
霊
場
再
興
時

に
作
製
さ
れ
た
納
経
帳
が
あ
る
。
こ
の
納
経
帳
に
は
冒
頭
に
「
奉

納
経
の
い
わ
れ
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

奉
納
経
の
い
わ
れ

一
、
人
皇
第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
は
仏
教
に
深
く
帰
依
せ
ら
れ
、

国
家
安
穏
国
民
豊
楽
を
祈
念
さ
れ
て
、
日
本
六
十
六
ヶ
国
に

夫
々
国
分
寺
を
建
立
さ
れ
た
。

一
、
写
経
の
功
徳
は
広
大
と
言
わ
れ
て
お
り
、
篤
信
者
は
信
心

増
長
仏
恩
報
謝
の
為
に
六
十
六
ヶ
寺
の
国
分
寺
に
写
経
を

奉
納
し
て
巡
拝
し
、
そ
の
証
と
し
て
寺
よ
り
印
璽
を
授
か
り
、

そ
れ
を
綴
っ
た
も
の
が
納
経
帳
の
は
じ
ま
り
と
伝
へ
て
い

る

一
、
宗
祖
法
然
上
人
の
廿
五
霊
場
は
徳
川
の
中
期
頃
上
人
御

代
の
有
縁
の
寺
を
来
迎
の
廿
五
菩
薩
(
又
は
御
命
日
の
廿
五

日
)
に
因
ん
で
廿
五
ヶ
寺
を
選
び
、
弥
陀
弘
誓
の
摂
益
に
あ

づ
か
る
は
偏
に
選
択
さ
れ
た
上
人
の
お
念
仏
の
賜
、
報
恩
歓

喜
の
巡
拝
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。



研究成栄搬告

一
、
尾
張
廿
五
霊
場
は
開
創
百
年
と
伝
へ
、
本
霊
場
の
お
砂
を

拝
受
し
て
札
所
と
し
今
日
に
到
る
も
、
新
た
に
礼
所
檀
林
、

塔
頭
寺
院
を
加
へ
、
新
尾
張
廿
五
霊
場
と
な
し
、
上
人
の
念

仏
の
声
す
る
処
こ
れ
わ
が
遺
跡
な
り
と
の
御
遺
誠
を
恒
に

新
た
に
、
木
曽
の
流
れ
の
余
沢
に
栄
え
る
浄
土
門
の
礼
所
た

る
本
尊
の
仏
智
不
思
議
の
慈
光
を
蒙
り
、
積
功
累
徳
の

一
端

に
す
べ
く
霊
場
の
御
印
璽
で
こ
の
奉
納
経
帳
が
真
赤
に
な

る
程
を
巡
拝
さ
れ
ん
事
を
切
に
念
じ
ま
す
。

一
、
こ
の
奉
納
経
帳
は
各
自

一
代
の
積
功
の
証
と
し
て
護
持
す

べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
三
月
十
九
日

開
創
期
の
廿
五
霊
場
の
寺
院
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
い
わ
れ
」

の
後
半
部
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
昭
和
五
十
年
代
の
新
霊
場
再
興

時
に
は
本
霊
場
に
加
え
て
壇
林
、
礼
所
と
そ
の
塔
頭
寺
院
が
新

た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
霊
場
の
開
創
は
、

「奉
納
経
の
い
わ

れ
」
に
よ
れ
ば
昭
和
五
十
一
年
か
ら
百
年
前
と
あ
り
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
で
あ
る
が
、
表
紙
に
は
開
開
明
治
初
年
尾
張
廿
五

霊
場
と
記
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
裏
付
け
が
と
れ
ず
厳
密
に
尾
張

霊
場
が
い
つ
は
じ
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ
明
治
の
初
め
に
は
開
創
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

再
興
に
あ
た
っ
て
は
愛
知
県
江
南
市
の
古
利
寺
院
で
あ
る
憂

陀
羅
寺
(
浄
土
宗
西
山
派
)
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
当
寺
に

新
尾
張
二
十
五
霊
場
会
の
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
に
も
霊
場
の
小
事
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
な
お
納
経
帳
の
発
行
印
刷
所
は
三
和
商
工

(
加
藤
商
会
)

で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
昭
和
五
十
年
代
の
尾
張

新
霊
場
の
発
足
よ
り
し
ば
ら
く
は
、
出
開
帳
と
し
て
関
係
寺
院

が

一
年
に

一
度
曇
陀
羅
寺
に
集
ま
り
朱
印
を
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
現
在
は
途
絶
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
宗
寺
院
と

西
山
派
の
寺
院
が
混
在
し
て
お
り
、
現
在
も
時
折
集
印
に
直
接

お
参
り
に
こ
ら
れ
る
方
が
い
る
そ
う
で
あ
る
。

七
.
伊
動
車
獄
区

円
光
大
師
准
廿
五
霊
場

伊
勢
教
区
に
設
置
さ
れ
た
写
し
霊
場
に
、
「
固
光
大
師
准
廿

五
霊
場
」
が
あ
る
。
札
所
寺
院
は
伊
勢
市
、
気
多
郡
、
松
阪
市
、
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津
市

一
帯
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

二
十
五
の
札
所
寺
院
す
べ
て

が
判
明
し
て
い
る
。

霊
場
の
設
立
は
大
正
十
五
年
で
あ
る
。
第

一
番
札
所
の
津
市

大
信
院
の
檀
徒
梅
本
惣
八
氏
の
発
願
に
よ
り
、
当
時
の
住
職
で

あ
っ
た
水
野
法
全
師
の
協
力
の
下
、
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
時

の
状
況
を
物
語
る
資
料
と
し
て

「国
光
大
師
准
廿
五
霊
場
巡
拝

勤
行
式
」
が
あ
る
。
こ
の

『勤
行
式
』
冒
頭
に
記
さ
れ
た
水
野

法
全
師
の
「
巡
拝
の
お
す
h

め
」
に
は
、
霊
場
設
立
の
目
的
と

経
緯
、
何
を
も
っ
て
写
霊
場
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「:・
・
・
・
さ
れ
ど
本
御
霊
場
は
多
く
の
日
子
と
費
用
と
を
要
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
皆
様
絶
て
が
巡
拝
す
る
と
云
ふ
事
は
随

分
難
ひ
事
で
あ
り
ま
す
。
是
等
の
事
を
思
ふ
て
、
拙
寺
檀
家
梅

本
惣
八
氏
御
夫
婦
の
発
願
で
、
今
回
尤
も
交
通
の
便
利
な
左
記

の
寺
院
(
園
光
大
師
准
廿
五
霊
場
各
寺
院
の
こ
と
、
引
用
者
注
)

に
御
霊
場
を
移
し
て
准
廿
五
霊
場
の
創
設
を
見
る
に
至
り
ま
し

た
。
同
氏
が
本
廿
五
霊
場
参
拝
の
瑚
り
に
各
御
本
廟
の
土
砂
少
々

づ
〉
買
い
受
け
て
御
持
ち
御
帰
え
り
に
な
り
ま
し
た
御
砂
を
各

寺
の
本
堂
の
前
に
埋
め
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

此
廿
五
霊
場
を
御

104 

巡
拝
に
な
れ
ば
本
御
霊
場
の
地
を
御
踏
み
に
成
る
と
同
様
の
功

徳
が
得
ら
れ
る
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
互
に
勧
め
合
ふ
て
毎

年
二
期
彼
岸
の
前
後
の
頃
に
是
非

一
度
づ
〉
巡
拝
し
て

句

読
点
は
引
用
者
)
」
こ
の
よ
う
に
、
霊
場
設
立
は
二
十
五
霊
場
巡

拝
の
便
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
大
信
院
の
檀
徒
梅
本
惣
八
夫
婦

の
発
願
に
よ
っ
て
本
霊
場
の
お
砂
を
持
ち
帰
り
設
立
さ
れ
た
ご

と
、
本
霊
場
の
お
砂
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
写
し
霊
場
と
し
た

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
勤
行
式
』
の
刊
行

年
月
が
大
正
十
五
年
三
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
霊
場
の
設
立
時

期
が
大
正
十
五
年
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
戦
災
に
よ
り
霊
場
と
し
て
の
様
々
な

資
料
が
失
わ
れ
た
寺
院
も
あ
る
が
、
参
道
あ
る
い
は
本
堂
前
の

敷
石
に
「
砂

O
」
と
彫
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
上
引
の
「
巡

拝
の
お
す
〉
め
」
に
見
え
る
「
お
砂
」
が
そ
こ
に
納
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
御
詠
歌
額
(
札
所
番
号
に
相
当
す
る
本
霊
場
の
御

詠
歌
が
あ
る
)
、
標
石
を
今
に
伝
え
る
寺
院
が
あ
る
。
そ
の
他
に

朱
印
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
写
霊
場
と
し
て
の
事
物
は
完
備
し
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て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
で
は
霊
場
と
し
て
特
別
の
活
動
が
あ
る
よ
う
で
は
な
い

が
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
ま
れ
に
参
拝
者
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
な
お
、
多
気
郡
内
に
、
「
固
光
大
師
准
二
十
五
霊
場
第
十
八
番
」

と
刻
ま
れ
た
札
所
標
石
を
伝
え
る
寺
院
が
あ
る
。「
固
光
大
師
准

廿
五
霊
場
巡
拝
勤
行
式
』
に
伝
え
る
第
十
八
番
札
所
と
は
別
の

寺
院
で
あ
り
、
ま
た
園
光
大
師
准
廿
五
霊
場
の
札
所
寺
院
に
は

指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
的
に
は
回
光
大
師
准
廿
五
霊
場
の

札
所
寺
院
と
重
な
る
が
、

い
か
な
る
経
緯
で
置
か
れ
た
も
の
か

不
明
で
あ
る
。

八

伊
賀
教
区

伊
賀
二
十
五
霊
場

伊
賀
二
十
五
霊
場
は
、
大
和
街
道
沿
い
に
三
重
県
旧
上
野
市

お
よ
び
旧
阿
山
郡
(
現
伊
賀
市
)
に
わ
た
り
設
置
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
七
年
、
法
然
上
人
降
誕
八
百
五
十
年
記
念
に
刊
行
さ

れ
た

『伊
賀
二
十
五
霊
場

教
区
内
四
十
九
か
寺
院
紹
介
』
に

よ
る
と
、
「
上
野
市
寺
町
の
地
方
本
山
念
仏
寺
を

一
番
寺
院
に

選
び
、
上
野
市
、
旧
柘
植
町
、
旧
河
合
村
、
旧
春
日
村
な
ど
伊

賀
地
方
の
中
央
道
路
沿
い
の
寺
院
二
十
五
ヶ
寺
を
霊
場
と
定
め

念
仏
寺
の
向
い
隣
り
に
あ
る
大
超
寺
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
さ
れ

て
き
た
」
と
あ
る
。

霊
場
の
正
式
名
称
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
治
二
年

(
一
八
六
五
)
に

『伊
賀
国
二
拾
五
ヶ
所
巡
拝
記
』
と
題
す
る
木

版
の
小
冊
子
が
出
版
さ
れ
て
お
り
(
少
部
数
現
存
)
、
そ
の
序
文

に
は
「
伊
賀
の
国
廿
五
ヶ
所
旧
遺
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

か
し
奥
書
に
は
「
浄
土
元
祖
円
光
大
師
廿
五
箇
所
」
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
小
冊
子
は
伊
賀
教
区
青
年
会
の
方
々
に
よ
り
活
字

に
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
部
寺
院
で
は
霊
場
の
標
石
を
確

認
で
き
た
が
、
大
部
分
が
近
年
建
立
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

「
元
治
元
年
甲
子
年
八
月
廿
五
日
」
と
記
さ
れ
た
標
石
が
存
在
し

そ
こ
に
は
「
国
光
大
師
廿
五
拝
霊
場
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

霊
場
の
設
立
年
代
は
古
く
、
今
回
調
査
し
た

一
寺
院
に
残
る

御
誌
歌
額
に
は
、
天
明
四
年
(
一
七
八
四
)

の
年
号
と
、
「
発

起
人
念
悌
寺
十

一
世
相
誉
」

の
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
霊

沢
等
に
よ
っ
て
本
霊
場
の
巡
拝
が
始
め
ら
れ
た
の
が
宝
暦
年 し
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間

(
一
七
五

一
，
ょ
っ
こ
)
と
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
早
い
時
期

に
こ
の
地
に
写
し
霊
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

同

一
形
式
の
御
詠
歌
額
が
霊
場
設
置
当
初
に
は
全
札
所
寺
院
に

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
額
に
は
霊
場
番
号
に
対
応
す
る
御

詠
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
二
十
五
霊
場
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、

二
十
五

霊
場
専
用
の
朱
印
が
あ
る
。
(
霊
場
名
、
霊
場
番
号
記
載
)
こ
れ

は
昭
和
五
十
七
年
、

「伊
賀
二
十
五
霊
場

教
区
内
四
十
九
か
寺

院
紹
八
4
の
発
刊
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

『伊
賀
二
十
五
霊
場
』
に
よ
る
と
、
昔
か
ら
五
重
相
伝
を
う
け

た
同
行
人
た
ち
は
当
霊
場
を
巡
拝
し
て
ま
わ
っ
た
と
あ
る
。
現

在
で
も
教
区
内
の
寺
庭
婦
人
、
吉
水
講
等
に
よ
り
巡
拝
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
伊
賀
三
十
五
霊
場
』
の
刊
行
を
機
に
、
新

た
に
伊
賀
新
二
十
四
霊
場
を
設
置
し
、
教
区
内
四
十
九
ヶ
寺
全

て
を
法
然
ヒ
人
の
霊
場
と
定
め
た
。

九

福
井
教
区

元
祖
大
師
廿
五
霊
場
巡
拝
案
内

福
井
県
域
で
は
、
現
在
も
北
陸
不
動
尊
、
北
陸
三
十
三
観
音

霊
場
が
巡
拝
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
は

四
国
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八
十
八
霊
場
巡
り
の
お
砂
ふ
み
が
催
さ
れ
て
い
る
。
巡
拝
に
つ

い
て
は
以
上
の
点
か
ら
ふ
ま
え
る
と
概
ね
盛
ん
と
い
え
よ
う
。

法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
し
て
は
、
大
正
年
間
(
設
立
は
十

年
頃
)
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
四
国
八
十
八
霊
場
巡
り
の
お
砂

ふ
み
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、
関
係
寺
院
に
て
お
砂
ふ
み
が
行

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
霊
場
と
し
て
用
い
た
木
箱
が

一
部
に

残
る
が
、
現
状
で
は
巡
拝
は
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
巡
持
に
影

響
を
受
け
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
反
面
、
根
強
い
観
音
信
仰
等

の
も
と
で
は
定
着
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

。
京
都
教
区

京
都
廿
五
処
巡
と
丹
後
廿
五
霊
場

。

京
都
二
十
五
処
巡

「
京
都
二
十
五
処
巡
」
は

「円
光
大
師
京
都
廿
五
処
巡
拝
記
」

(
円
心
、
稲
泉
蔵
版
、
明
和
五
年
刊
、
以
下

「巡
拝
記
』)
に
よ

り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
霊
場
で
あ
る
。
刊
行
年
の
明
和
五
年

は
、
霊
沢
の

『案
内
記
』
刊
行
の
二
年
後
で
あ
り
、
本
霊
場
設

立
の
直
後
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
札
所
寺
院
は
現
在
の
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京
都
市
内
に
広
く
配
置
さ
れ
、
京
都
の
本
霊
場
寺
院
も
そ
れ
に

含
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
現
在
で
は
、
移
転
し
て
霊
場
設
置

時
と
は
所
在
を
異
に
す
る
寺
院
も
あ
る
。
こ
の
霊
場
は
単
純
に

本
霊
場
を
写
し
た
写
し
霊
場
で
は
な
い
。
札
所
数
を
二
十
五
箇

所
と
は
し
て
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
本
霊
場
の
札
所
番

号
や
御
詠
歌
は
、
本
霊
場
と
異
な
る
も
の
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
霊
場
に
つ
い
て
は
、
山
本
博
子
氏
の
「
京
都
の
法
然
上
人

二
十
五
霊
場
」
(
『印
仏
研
」
五
一
了

一
)
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
加
え
る
べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
研

究
班
で
行
っ
た
札
所
寺
院
の
実
地
調
査
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る

に
止
め
て
お
く
。

こ
の
霊
場
の
す
べ
て
の
札
所
寺
院
に
対
し
て
実
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
御
寺
院
で
も
「
京
都
廿
五
処
巡
」

と
い
う
霊
場
の
札
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
は

な
か

っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
お
砂
、
御
誌
歌
額
、
標
石
な
ど

当
該
寺
院
が
札
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
物
は

一
切
残
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
京
都
廿
五
処
巡
」
第
十
二
番
月
輪
寺

に
は
、
愛
宕
山
か
ら
仏
像
を
移
し
た
と
い
う
記
録
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
月
輪
寺
は
下
京
区
に
所
在
し
、
本
霊
場
寺
院
の

愛
宕
山
月
輪
寺
と
は
別
の
寺
院
で
あ
る
。
札
所
寺
院
と
し
て
の

月
輪
寺
と
い
え
ば
愛
宕
山
月
輪
寺
で
あ
り
、
本
霊
場
の
札
所
番

号
は
第
十
八
番
で
あ
っ
て
、
「
第
十
二
番
」
と
い
う
札
所
番
号
の

意
味
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て

そ
れ
が

「京
都
廿
五
処
巡
」
に
関
わ
る
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
な
お
、
同
寺
に
も
御
詠
歌
額
な
ど
、
札
所
寺
院
で

あ
る
こ
と
を
示
す
事
物
は
残
っ
て
い
な
い
。

一
0
.
二
.
園
光
大
師
丹
後
廿
五
箇
所

丹
後
園
、
現
在
の
京
都
府
北
部
、
丹
後
半
島

一
帯
に
設
置
さ

れ
た
霊
場
で
あ
る
。
加
悦
町
宝
巌
寺
の
秀
誉
に
よ
る

『固
光
大

師
丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
』
(
寛
政
十
二
年
刊

・
以
下

『丹
後
廿

五
箇
所
案
内
記
」)
に
よ
り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
、
発
起
人
と
し

て
久
美
浜
本
願
寺
祐
誉
、
梅
田
利
右
衛
門
、
下
村
五
郎
助
が
名

を
連
ね
て
い
る
。

『丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
』
に
よ
れ
ば
、
設
立
の
経
緯
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
霊
沢
上
人
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
木
霊
場
は
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「
浄
業
専
修
の
行
者
、

一
度
も
あ
ゆ
み
を
は
こ
び
宗
祖
大
師
の
広

大
慈
恩
を
報
謝
し
奉
ら
ん
事
を
希
ひ
ね
が
う
も
の
」

で
あ
る
が

「
其
身
不
知
意
に
し
て
志
を
と
げ
ぬ
も
あ
り
、
ま
た
老
人
婦
女
、

と
を
く
海
山
こ
へ
、

か
ん
な
ん
辛
苦
に
た
へ
ざ
る
も
の
、
た
め

に
」
、
当
国
(
丹
後
)
に
お
い
て
「
あ
ら
た
に
廿
五
か
の
巡
拝
所

を
発
起
し
我
連
門
専
修
の
同
行
人
に
じ
ゅ
ょ
せ
ん
と
案
内
記
を
」

つ
づ
っ
た
と
い
う
。
著
者
の
秀
誉
は
、

『丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
」

刊
行
の
前
年
、
実
際
に
「
諸
方
を
巡
拝
」
し
た
際
に
、
「
岐
路
お

お
く
し
て
諸
人
正
路
を
も
と
め
か
ね
た
り
」
と
い
う
理
由
で
こ

の

『丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
』
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
。

『丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
』
に
は

一
番
か
ら
二
十
五
番
ま
で
の

札
所
寺
院
を
、

し
か
し
、
実
際

一
応
そ
の
順
序
で
掲
載
す
る
。

の
参
詣
に
つ
い
て
は
「
ま
は
り
勝
手
、
び
ん
ぎ
よ
き
や
う
に
そ

の
じ
ゅ
ん
は
い
の
前
後
を
し
ら
べ
ず
、

そ
の
と
こ
ろ
〉
勝
手
よ

ろ
し
き
や
う
に
ま
は
ら
る
べ
し
」
と
し
て
、
巡
拝
の
順
序
に
は

こ
だ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
宮
津
、
田
辺
、

熊
野
郡
中
郡
加
悦
谷
か
ら
の
参
詣
順
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
に

巡
拝
し
や
す
い
道
筋
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
丹
後
西
国
の

札
所
も
あ
わ
せ
て
記
載
し
、
法
然
上
人
の
霊
場
巡
拝
の
つ
い
で
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に
「
道
す
が
ら
の
神
社
仏
閣
も
か
き
の
せ
さ
む
ら
へ
ば
、

ヵ、
な

ら
ず
拝
し
た
ま
ふ
べ
し
」
と
し
て
、
単
な
る
法
然
上
人
の
霊
場

案
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
丹
後

一
帯
の
寺
社
巡
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
の
役
割
を
に
な
わ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
個
別
の
札
所
寺
院
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
ご
本
尊
な
ど

の
尊
像
の
解
説
、
付
近
の
寺
社
へ
の
参
詣
路
、
景
観
の
描
写
を

中
心
と
す
る
こ
と
か
ら
も
向
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
札
所
寺
院
を
ど
う
い
う
理
由
で
定
め
た
の
か
は

『丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
」
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
各
札
所
に

は
御
詠
歌
が
配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
第

一
番
札
所
の
御

融
歌
が
「
の
り
の
み
ち
し
る
も
し
ら
ぬ
も
わ
た
す
べ
し
ご
く
ら

く
へ
ゆ
く
ふ
ね
の
た
よ
り
に
」

で
あ
っ
て
、
本
霊
場
第

一
番
誕

生
寺
の
御
詠
歌
「
両
幡
の
天
下
り
ま
す
椋
の
木
は
世
々
に
朽
ち

せ
ぬ
法
の
師
の
あ
と
」
と
は
異
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
霊
場

の
札
所
番
号
と
対
応
し
て
御
詠
歌
を
配
し
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も

「丹
後
廿
五
箇
所
案
内
記
』
に
は
札
所
寺
院
と
本
霊

場
と
を
対
応
さ
せ
る
記
述
が
な
い
。
札
所
数
が
二
十
五
あ
る
こ
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と
か
ら
写
し
霊
場
と
考
え
た
く
も
な
る
が

む
し
ろ
、
本
霊
場

の
影
響
を
受
け
て
別
個
の
霊
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

霊
場
に
関
す
る
事
物
と
し
て
は
、
か
つ
て
は
御
詠
歌
額
が
あ
っ

た
と
の
ご
報
告
を
頂
戴
し
て
い
る
。

現
在
は
巡
拝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
一
.
奈
良
教
区

別
時
念
悌
道
場
大
和
二
十
五
霊
場
と

言
野
二
十
五
霊
場

別
時
念
怖
道
場
大
和
二
十
五
霊
場

「
別
時
念
仏
道
場
大
和
二
十
五
霊
場
(
以
下
、
大
和
二
十
五
霊

場
こ
は
吉
野
町
か
ら
奈
良
市
に
到
る
ま
で
の
ほ
ぼ
奈
良
県
全
域

に
札
所
寺
院
を
も
っ
。
奈
良
県
に
は
本
霊
場
の
札
所
と
し
て
法

然
寺
、
奥
院
、
指
図
堂
が
あ
り
、
こ
の
コマ
ヶ
寺
を
含
む
二
十
五

の
札
所
寺
院
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
設
立
は
昭
和
八
(
一
九
一

一ニ
)
年
で
あ
る
。

こ
の
霊
場
に
関
し
て
、

『大
和
二
十
五
霊
場
巡
拝
し
ぼ
り
』

(昭

和
八
年

月
刊

発

議
編
絹
人
狩
合
博
成

以
下

し
ほ
り

と
い
う
巡
拝
の
し
お
り
が
あ
り
、
全
札
所
寺
院
と
配
当
さ
れ
た

御
詠
歌
、
さ
ら
に
札
所
寺
院
の
位
置
を
記
し
た
略
地
図
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。
本
霊
場
の
札
所
寺
院
は
、
大
和
二
十
五
霊
場
で

も
、
本
霊
場
の
札
所
番
号
、
御
詠
歌
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て

い
る
。
本
霊
場
の
札
所
の
三
ヶ
寺
を
除
く
す
べ
て
の
札
所
寺

院
に
は
、
標
石
が
あ
っ
て
、
霊
場
名
(
別
時
念
怖
道
場
大
和

二
十
五
霊
場
)
、
札
所
番
号
、

日
付
(
昭
和
八
年
二
月
)
、
寄
進

者
名
(
狩
谷
博
成
)
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
標
石
に
寺
院
名

が
刻
ま
れ
た
ケ

l
ス
も
あ
る
が
、
後
に
刻
ん
だ
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
他
に
各
札
所
寺
院
に
共
通
の
形
式
を
持
つ
朱
印
も

あ
る
。
朱
印
に
は
霊
場
名
、
札
所
場
号
、
寺
院
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
本
霊
場
の
札
所
に
は
、
大
和
二
十
五
霊
場
と
し
て
の

特
別
の
朱
印
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
本
霊
場
と
し

て
の
朱
印
を
流
用
し
た
・
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、
写
し

霊
場
に
よ
く
見
ら
れ
る
御
詠
歌
額
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

現
存
せ
ず
、
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
も
御
詠
歌
額
が
あ
っ
た

と
い
う
伝
承
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
写
し
霊
場
で
あ
る
か
ら

本
霊
場
か
ら
何
か
を
写
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
御
砂
な
ど
の
物
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品
が
写
さ
れ
た
形
跡
も
記
録
は
な
い
。
御
詠
歌
を
も
っ
て
写
し

霊
場
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

設
立
の
経
緯
お
よ
び
設
立
者
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。『
し
ほ

り
』
に
は
「
高
挙
と
と
の
み
記
さ
れ
た
序
文
が
添
え
ら
れ
て
い

る
が
、
誰
の
こ
と
な
の
か
現
在
で
は
判
明
し
な
い
。『
し
ほ
り
』

の
編
集
者
で
、
標
石
の
寄
進
者
で
も
あ
る
狩
谷
博
成
氏
が
設
立

に
大
き
く
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
設
立
年
代
で
あ
る
昭
和
八

年
は
、
法
然
上
人
の
御
生
誕
八
百
年
に
当
た
る
。
明
治
以
後
に

各
地
に
設
置
さ
れ
た
本
霊
場
の
写
し
霊
場
は
、
大
正
初
期
(
七
百

年
大
速
思
)
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
年
(
開
宗
七
百
五
十
年
)

昭
和
四
十
八
年
頃
(
開
宗
八
百
年
)

な
ど
、
浄
土
宗
の
大
イ
べ

ン
ト
の
時
期
に
設
置
さ
れ
た
ケ
1
ス
が
多
い
。『
し
ほ
り
」
や
伝

承
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
大
和
二
十
五
霊
場
は
法
然
上
人

御
生
誕
八
百
年
に
関
連
し
て
設
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

札
所
寺
院
に
設
置
さ
れ
た
標
石
が
大
和
二
十
五
霊
場
の
存
在

を
示
し
て
い
る
。
平
成
田
、
五
年
頃
に
奈
良
教
区
浄
土
宗
青
年
会

で
念
仏
行
脚
が
行
わ
れ
た
他
に
は
、
現
在
で
は
霊
場
と
し
て
の

活
動
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
停
止
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二

.
二
.
吉
野
二
十
五
霊
場
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吉
野
二
十
五
霊
場
は
吉
野
川
沿
い
を
中
心
と
し
て
吉
野
郡
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
霊
場
名
は
吉
野
郡
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

で
仮
に
「
吉
野
二
十
五
霊
場
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
が
、

正
式
名
称
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
設
置
の
年
代
も
不
明
で
あ
る
。

二
十
五
の
札
所
寺
院
の
内
、
十
四
ヵ
寺
が
判
明
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
大
和
二
十
五
霊
場
と
重
複
す
る
札
所
が

一
ヵ
寺
あ
る
。

こ
の
霊
場
も
本
霊
場
か
ら
物
品
を
写
し
た
形
跡
は
無
く
、
霊
場

番
号
と
対
応
す
る
御
詠
歌
が
写
さ
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
霊
場
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
札
所
寺
院
に
は
共
通
し
た
形
式
の

御
詠
歌
額
が
あ
る
。
額
の
向
っ
て
右
側
に
「
固
光
大
師
二
十
五

霊
場
寓
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
吉
野

二
十
五
霊
場
と
し
て
の
巡
拝
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
吉
野
郡
下
市
町
西
迎
院
は
大
和
二
十
五
霊
場
の
第
四

番
札
所
で
あ
る
が
、
本
堂
前
に
「
闘
光
大
師
廿
五
霊
場
寓
」
と

記
さ
れ
た
御
詠
歌
額
(
霊
場
番
号
は
第

一
番
)
が
現
存
す
る
。

霊
場
番
号
は
大
和
二
十
五
霊
場
の
も
の
と
は
異
な
り
、
ま
た

御
詠
歌
額
の
形
式
は
吉
野
二
十
五
霊
場
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
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る
。
従
っ
て
こ
の
二
霊
場
と
は
別
の
霊
場
の
札
所
だ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
同
形
式
の
御
詠
歌
額
の
存
在
は
他
に
確
認
で
き
て
い

な
い
。
霊
場
名
、
設
置
年
代
な
ど
不
詳
で
あ
る
。

一二
.
大
阪
教
区

大
坂
園
光
大
師
廿
五
箇
所
、
泉
日
根

郡
園
光
大
師
廿
五
箇
所
、
和
泉
国
園
光
大
師
廿
五
霊
所
、
国
光

大
師
廿
五
ヶ
所

(河
北
組
)

一
.
大
坂
固
光
大
師
廿
五
箇
所

「
大
坂
園
光
大
師
廿
五
箇
所
」
は
大
坂
寺
町
の
浄
土
宗
寺
院
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
札
所
寺
院
の
内
、
第
五
番
は
北
摂

組
内
に
移
転
し
て
お
り
、
第
十
七
番
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
法
然
上
人
の
二
十
五
霊
場
巡
拝
は
、

宝
暦
十
二
年

(
一
七
六
二
)
の
順
阿
霊
沢
等
に
よ
る
巡
拝
(
そ
の
内
容
は
霊
沢

『案
内
記
』
に
見
え
る
)
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、

山
本
博
子
氏
が
、
村
上
張
英
作
、
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
刊

の

『浪
花
寺
社
巡
」
に
「
固
光
大
師
廿
五
所
廻
」
(
「
園
光
東
漸

大
師
廿
五
所
御
影
順
拝
」
)
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
さ

れ、

霊
沢
が
二
十
五
霊
場
を
選
定
・
巡
拝
す
る
以
前
に
、
大
坂

に
二
十
五
霊
場
が
創
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

以
下
、
山
本
氏
の
ご
研
究
一
「
大
坂
の
法
然
上
人
二
十
五
霊
場

ー
そ
の
成
立
と
展
開
|
」
(
「中
外
日
報
』
第
二
六
四
O
七
号
、
中

外
日
報
社
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
日
)
、
「
円
光
大
師
二
十
五
所

廻
」
(
「宗
教
研
究
』
第
三
三
五
号
、
日
本
宗
教
学
会、
二
O
O三
年)、

「
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
と
御
影
信
仰
」
(
『日
本
宗
教
文
化
史
研

究
」
第
十

一
巻
第

一
号
、
日
本
宗
教
文
化
史
学
会
、
二
O
O七
年
)

に
依
拠
し
て
「
園
光
大
師
廿
五
所
廻
」
の
特
徴
を
概
観
し
た
い
。

こ
の
「
固
光
大
師
廿
五
所
廻
」
は
、
法
然
上
人
の
御
影
(
五
ヶ

寺
が
法
然
直
作
と
し
て
い
る
)
を
対
象
と
し
た
巡
拝
で
あ
り
、
「
本

尊
巡
礼
」
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
宝

暦
十

一
年

(
一
七
六

二

の
法
然
上
人
五
百
五
十
回
御
忌
に
向

け
て
、
大
坂
の
寺
院
で
法
然
上
人
の
遺
跡
寺
院
の
出
開
帳
が
連

続
的
に
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
坂
の
浄
土
宗
の
僧
俗
の
間
に

遺
跡
寺
院
へ
直
接
参
詣
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
り
、

こ
れ
を
受
け
て
霊
沢
が
諸
国
の
遺
跡
二
十
五
箇
所
を
巡
拝
し
、

「案
内
記
』
を
上
梓
し
、
以
降
諸
国
二
十
五
箇
所
が
本
霊
場
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
大
坂
の
廿
五
所
は
、
本
霊
場
の

「う
つ
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し
霊
場
」
と
な
り
、
廿
五
所
廻
は
「
聖
跡
巡
礼
」
の
性
格
を
兼

ね
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
大
坂
園
光
大
師
廿
五
箇
所
」
は
、
法
然
上
人

二
十
五
霊
場
の
濫
腸
で
あ
り
、
霊
沢
の
本
霊
場
の
礼
所
数
の
決
定

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
霊
場
は
、
大
坂

の
廿
五
所
が
大
規
模
化
し
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

霊
場
の
大
規
模
化
し
た
例
は
、
他
に
「
浩
陽
阿
弥
陀
四
十
八
願
所
」

が
「
西
方
四
十
八
願
所
」
に
拡
大
し
た

一
例
が
あ
る
の
み
で
あ

り
、
ま
た
霊
場
の
性
格
が
途
中
か
ら
変
化
し
た
例
は
、
こ
の
「
大

坂
固
光
大
師
廿
五
箇
所
」
の
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

現
在
で
は
霊
場
と
し
て
巡
拝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
現
存
す
る
札
所
寺
院
の
多
く
に
「
大
坂
固
光
大
師
廿
五
箇
所
」

と
刻
ま
れ
た
標
石
が
建
っ
て
お
り
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

一-
一. 

泉
日
根
郡
固
光
大
師
廿
五
箇
所

「
泉
日
根
郡
圃
光
大
師
二
十
五
箇
所
」
は
、
泉
南
市
・
阪
南
市

(
旧
日
根
郡
)
に
所
在
す
る
浄
土
宗
寺
院
(
泉
南
組
所
属
)
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
札
所
寺
院
の
内
、
第
七
・
八
・
十
六
番
は
廃
寺
に
、

第
二
番
は
墓
所
に
な
っ
て
い
る
。
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成
立
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
ハ
金
実
光
氏
は
「
法
然
(
源
空
)

上
人
が
承
元
元
年
ご

二
O
七
)
讃
岐
(
香
川
)
へ
流
罪
に
な
り
、

同
年
赦
免
と
な

っ
て
の
帰
り
は
谷
川
に
上
陸
さ
れ
、

泉
州
路
を

北
に
向
か

っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
辺
で
は
「
大
川
会
(
え
)
」
と

称
し
て
法
然
上
人
の
徳
を
慕
う
集
い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
霊
所
が
も
う
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
(
谷
美

光
「
浄
土
宗
日
根
郡
廿
五
霊
場
の
御
詠
歌
」
、

『お
の
さ
と
』第
四
集
、

泉
南
歴
史
民
俗
資
料
社
、

一
九
九

一
年
)
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

成
立
年
時
も
不
明
で
あ
る
が
、
慶
応
四
年
(
一
八
八
六
)
に

霊
場
寺
院
名
と
御
詠
歌
を
筆
録
し
た
史
料
が
あ
り
、

ま
た
第

十
九
番
札
所
の
「
真
如
寺
の
詠
歌
に
は
享
和
二
年

(
一
八
O
二
)

と
あ
る
由
で
」
(
谷
前
掲
論
文
)
、
江
戸
後
期
に
は
成
立
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

現
在
で
は
霊
場
と
し
て
巡
拝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ

る
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一一. 
一一. 

和
泉
国
固
光
大
師
廿
五
霊
所

「
和
泉
国
国
光
大
師
廿
五
霊
所
」
は
、
岸
和
田
市

・
貝
塚
市
に

所
在
す
る
浄
土
宗
寺
院
(
泉
北
組

・
泉
南
組
所
属
)

で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
札
所
寺
院
の
内
、
第
七
・
十
四
・
二
十
番
が
廃
寺
と

な
っ
て
い
る
。

成
立
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
口
神
暁
氏
は
、
第

一
番
光

明
寺
の
第
十
五
世
で
当
麻
曇
茶
羅
の
研
究
で
知
ら
れ
る
後
目
安
茶

羅
院
陳
阿
霊
仰

(
嘉
永
六
年
.

一
八
五
三
.
残
、
七
十
九
歳
)
と
、

二
十
五
ヵ
寺
中
十

一
ヵ
寺
が
そ
の
末
寺
で
あ
る
第
二
十
五
番
西

福
寺
の
旭
誉
と
が
共
同
し
て
設
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
て
い
る
(
出
口
神
暁
「
和
泉
円
光
大
師
二
十
五
霊
場
」
、
出

口
神
暁

『名
所
古
跡
を
訪
ね
て
』、
称
名
寺、

一
九
八
五
年
)
。

成
立
年
時
は
、
西
福
寺
に
現
存
す
る
標
石
に
「
弘
化
四
末
年

〈
一
八
四
七
|
引
用
者
註
.
〉
六
月
吉
祥
日
村
檀
中
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
の
で
こ
の
頃
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の

「和
泉
国
国
光
大
師
廿
五
霊
所
」
は
、
現
在
、
「
明
治

大
正
時
代
に
あ
ら
た
に
加
わ
っ
た
寺
院
を
含
め
華
頂
四
番
元
祖

講
と
称
し
、
念
仏
弘
通
に
勤
め
て
お
ら
れ
ま
す
」
(
大
阪
教
区
教

化
団
編

『大
阪
の
二
十
五
霊
場
』
(
大
阪
教
区
教
化
団
、
刊
年
不
明
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

固
光
大
師
廿
五
ヶ
所
(
河
北
組
)

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
浄
土
宗
河
北
組
に
所
属
す
る
枚

方
市
内
の
寺
院
の
中
に
、
「
固
光
大
師
廿
五
ヶ
所
」
の
札
所
寺
院

が
三
ヶ
寺
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
に
組
内
寺
院
で
「
圃
光
大
師
廿
五
ヶ
所
」

が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
十
五

番
札
所
の
法
楽
寺
に
御
誌
歌
額
が
現
存
す
る
の
み
で
、
史
料
が

見
当
た
ら
な
い
た
め
、
成
立
年
時

・
経
緯
は
不
明
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三
一
三
.
兵
庫
教
区

襲
名
不
詳
5
兵
書
原
内
の
霊
場
三
ケ
寺

一一. 

一
.
本
霊
場
第
三
番
十
輪
寺

現
第
三
番
札
所
で
あ
る
十
輪
寺
は
、
法
然
上
人
が
建
永
二
年

(
一
二

O
七
)
讃
岐
へ
配
流
の
折
、
摂
津
経
ヶ
島
を
経
て
上
陸
さ

れ
た
高
砂
に
在
し
、
漁
夫
八
田
冶
部
太
夫
老
夫
妻
を
教
化
さ
れ
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た
古
剃
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
嵯
峨
天
皇
の
御
世
、
弘
仁

六
年
(
八

一
五
)
に
弘
法
大
師
が
入
唐
の
途
上
高
砂
沖
に
て
霊
感

を
得
、
帰
朝
後
に

「地
蔵
十
輪
経』

の
教
旨
に
則
り
、
勅
を
奉

じ
て
鎮
護
国
家
の
祈
願
所
と
し
て
創
建
し
、
地
蔵
山
十
輪
寺
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
約
四
百
年
後
、
法
然
上
人
化

益
の
後
は
、
弟
子
信
寂
房
が
上
人
を
崇
め
て
中
興
第

一
世
と
し

自
ら
を
第
二
世
と
し
た
。
後
、
寛
元
二
年

(
一二
二
四
)
西
谷
浄

音
上
人
の
弟
子
観
性
房
が
第
三
世
と
な
り
、
西
山
派
に
属
す
る

こ
と
と
な
る
。
大
永
七
年
(
一
五

一七
)
、
大
阪
堺
の
十
万
上
人

が
讃
岐
小
松
の
庄
生
福
寺
に
参
詣
し
た
折
、
法
然
上
人
自
画
讃

の

「宝
瓶
の
御
影
」
を
得
て
、
帰
途
高
砂
十
輪
寺
に
寄
納
さ
れ

た
。
以
来
山
号
を
宝
瓶
山
と
改
め
た
。
現
在
こ
の
「
宝
瓶
の
御
影
」

は
奈
良
国
立
博
物
館
に
所
在
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

上
人
配
流
の
折
、
教
化
を
受
け
た
八
回
冶
部
太
夫
老
夫
妻
は

漁
業
の
最
中
に
も
口
に
は
名
号
を
離
さ
ず
、
ま
た
晩
に
は
夜
も

す
が
ら
念
仏
を
続
け
、
臨
終
正
念
に
し
て
往
生
を
遂
げ
た
。
こ

の
こ
と
が
も
と
と
な
り
本
霊
場
第
三
番
と
定
め
ら
れ
た
。
現
在

も
境
内
墓
地
に
冶
部
太
夫
夫
妻
の
墓
所
を
有
す
る
。

法
然
上
人
或
い
は
二
十
五
霊
場
に
関
す
る
宝
物
と
し
て
前
出
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の
「
宝
瓶
の
御
影
」
。
八
回
冶
部
太
夫
に
与
え
た
と
さ
れ
る
数
珠
。

法
然
上
人
母
君
所
持
の
両
幡
椋
の
念
珠
。
文
母
君
の
菩
提
の
為

に
記
し
た
と
さ
れ
る
「
名
体
不
離
名
号
」
が
現
存
す
る
。

第
三
番
霊
場
の
御
詠
歌
は
「
生
れ
て
は
ま
ず
思
い
出
ん
ふ
る

さ
と
に
ち
ぎ
り
し
友
の
深
き
ま
こ
と
を
」
で
あ
る
が
、
十
輪
寺

に
は
こ
の
歌
が
記
さ
れ
た
御
詠
歌
額
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

二
十
五
霊
場
と
し
て
の
御
詠
歌
額
は
無
い
が
、
本
堂
内
に
「
加

古
都
西
園
霊
場
第
三
番
十
輪
寺
」
と
し
て
、
「
汐
み
ち
て
」
か
ら

始
ま
る
別
の
御
詠
歌
の
額
が
確
認
出
来
た
。

標
石
に
つ
い
て
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
が
、
本
堂
正
面
階
段

の
脇
の
柱
に
は
「
宗
祖
法
然
上
人
遺
跡
第
三
番
霊
場
」
と
木
板

に
白
い
文
字
で
書
か
れ
た
大
き
な
表
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

朱
印
に
つ
い
て
は
本
霊
場
第
三
番
の
長
方
形
の
角
印
が
あ
る
。

回
光
大
師
廿
五
霊
場
第
三
番

と
刻
印
さ
れ
て
い
る
も
の
。
宝
珠
の
中
に
党
字
を
配
し
た
も
の
。

寺
号
の
丸
印
。
以
上
の
三
点
を
捺
印
し
た
も
の
の
提
供
を
頂
い

た
。
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二
二
.
二
.
本
霊
場
第
四
番
知
来
院

第
四
番
如
来
院
は
山
号
を
珠
光
山
、
寺
号
を
遍
照
寺
と
号
す

る
法
然
上
人
配
流
の
経
路
か
ら
言
え
ば
、
先
の
第
三
番
高
砂
の

前
に
立
ち
寄
り
、
遊
女
教
化
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

初
め
は
現
在
の
尼
崎
市
神
埼
町
に
あ
り
、
神
崎
釈
迦
堂
と
称

せ
ら
れ
て
い
た
。
天
平
年
中
に
行
基
菩
薩
が
、
聖
武
天
皇
の
勅

願
に
よ
っ
て
開
基
し
た
四
十
九
院
の
ひ
と
つ
と
伝
え
ら
れ
る
。

法
然
上
人
は
讃
岐
へ
配
流
の
際
、
こ
の
地
に
於
い
て
多
く
の

遊
女
ら
を
念
仏
教
化
さ
れ
、
う
ち
五
人
の
遊
女
(
寺
伝
に
は
宮

城
・
仮
藻
・
大
仁
・
吾
妻

・
小
倉
の
五
名
)
が
念
仏
の
声
と
共
に

入
水
往
生
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
遺
骸
を
川
岸
に
葬
り
、
建
て

ら
れ
た
の
が
「
遊
女
塚
」
(
現
在
は
梅
ヶ
枝
公
園
に
移
転
)
で
あ
る
。

そ
の
折
、
遊
女
ら
の
亡
骸
を
淘
上
し
た
橋
を
淘
上
橋
(
俗
に
由

来
橋
)
と
称
し
、
橋
杭
の
廃
材
を
彫
っ
て
造
像
さ
れ
た
勢
至
菩
薩

像
が
あ
る
。

上
人
は
建
、
水
二
年
(
承
元
元
年
)
十
二
月
、
勅
免
に
よ
り
帰
洛

の
際
も
こ
の
地
に
立
ち
寄
ら
れ
、
釈
迦
堂
に
於
い
て
遊
女
ら
の

菩
提
の
為
に
三
日
二
夜
の
念
仏
回
向
を
修
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
多
く
の
道
俗
か
ら
、
こ
の
地
に
留
ま
る
こ
と
を
渇
望
さ
れ

た
上
人
は
、
勅
に
よ
り
勝
尾
寺
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て

代
わ
り
に
高
弟
で
あ
っ
た
湛
空
を
留
ま
ら
せ
、
湛
空
が
造
像
し

た
法
然
上
人
坐
像
を
自
ら
開
眼
し
留
め
置
か
れ
た
。
(
「
名
残
の

御
影
」
)
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
然
上
人
を
改
宗
中
興
開
基
と
戴

い
て
い
る
。

如
来
院
の
前
身
と
さ
れ
る
神
崎
釈
迦
堂
は
、
永
正
十
四
年

(
一
五

一
七
)
の
洪
水
に
よ
り
堂
宇

・
仏
像
共
に
大
破
流
出
し
た
。

そ
の
為
新
た
に
善
光
寺
如
来
を
模
し
て
本
尊
を
造
像
し
、
如
来

院
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
永
正
十
六
年
(
一
五

一
九
)
細
川

高
国
の
尼
崎
城
築
城
に
伴
い
、
翌
十
七
年
に
神
崎
の
地
よ
り
尼

崎
大
物
へ
移
さ
れ
、
そ
の
約
百
年
後
、
元
和
二
年

(
一
六

一
七
)

各
宗
の
寺
院
が
立
ち
並
ぶ
現
在
の
寺
町
に
更
に
移
転
し
た
も
の

で
あ
る
。

法
然
上
人
或
い
は
二
十
五
霊
場
に
関
す
る
宝
物
と
し
て
は

前
出
の
「
名
残
の
御
影
」
「
元
祖
大
師
御
舎
利
」
上
人
所
持
の
「
御

袈
裟
」
「
如
意
」
「
四
椀
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
教
化
を
受
け
た
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遊
女
が
往
生
を
遂
げ
る
ま
で
の
絵
解
き
と
そ
の
版
木
と
、

入
水

往
生
し
た
五
人
の
遊
女
の
遺
髪
も
確
認
出
来
た
。

御
詠
歌
額
は
堂
内
正
面
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
取
り
外
す
こ

と
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
正
確
で
は
な
い
が
、
お
よ
そ
縦
九
十

セ
ン
チ
×
横
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
木
製
の
額
で
あ
る
。
正
面
に

は
金
色
の
筋
状
の
枠
が
あ
り
、
そ
の
囲
み
の
中
に

国
光
大
師
巡
拝
第
四
番

身
と
く
ち
と
こ
こ
ろ
の
ほ
か
の
弥
陀
な
れ
ば
我
を
は
な
れ

て
と
な
へ
こ
そ
す
れ

と
青
字
で
記
さ
れ
、

そ
の
下
に
施
主
浪
花
と
記
さ
れ
て
い
る
。

施
主
名
の
左
脇
に
は
赤
枠
に
金
文
字
の
角
印
と
金
枠
に
赤
文
字

の
角
印
が
押
さ
れ
た
よ
う
な
細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

裏
面
に
は
、
確
認
出
来
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
概
ね
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

奉
献
如
来
院

O
主
0
0

為
先
祖
代
々
三
界
寓
霊

元
治
甲
子

三
月
吉
日
亀
講

元
治
年
間
は
二
年
し
か
な
く
、
甲
子
は
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
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の
み
で
あ
る
。
こ
の
年
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
。

標
石
は
、

三
門
か
ら
出
て
左
脇
に
続
く
寺
町
の
通
り
に
二
本
の

角
柱
が
、
又
三
門
に
向
か
っ
て
左
脇
に

一
本
の
角
柱
が
確
認
さ

れ
た
。
先
の
二
本
の
う
ち

一
本
の
正
面
に
は
「
左
第
四
番
知
来

院
」
右
側
面
に
は
「
固
光
大
師
廿
五
諸
国
巡
拝
所
」
と
刻
字
さ

れ
、
も
う

一
本
は
正
面
に
「
神
崎
五
人
遊
女
遺
駈
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
三
門
脇
の

一
本
は
、
正
面
に
「
固
光
大
師
二
十
五
霊
場
」
、

右
側
面
に
「
第
四
番
札
所
如
来
院
」
、
左
側
面
に
「
明
和
三
丙
戊

年
四
月
大
師
講
中
」
と
刻
ま
れ、
裏
面
の
刻
字
か
ら
「
義
審
上
人
」

の
代
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
判
る
。

朱
印
は
第
三
番
十
輪
寺
と
同
様
の
長
方
形
の
角
印
に

円
光
大
師
廿
五
霊
場
第
四
番

と
刻
印
さ
れ
た
も
の
(
た
だ
し
円
の
字
は
新
字
)
と

一
宝
珠
中

に
「
キ
リ
1
ク
」
と
「
カ
」
が
横
並
び
に
配
さ
れ
た
も
の
。
珠

光
山
如
来
印
の
丸
印
。
以
上
三
点
を
捺
印
し
た
も
の
を
ご
提
供

頂
い
た
。

案
内
記
と
し
て
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
会
事
務
局
発
行
の
パ
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ン
フ
レ
ッ
ト
『
二
十
五
霊
場
に
参
拝
し
ま
し
ょ
う
」

の
提
供
を

受
け
た
。
独
自
の
案
内
記
の
存
在
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

一
一一. 
三
室
津
浄
運
寺

室
津
(
現
た
つ
の
市
御
津
町
)

の
浄
運
寺
は
、
大
正
末
期
か

ら
約
十
年
間
、
本
霊
場
第
三
番
札
所
と
さ
れ
て
い
た
経
緯
の
あ

る
寺
院
で
あ
る
。
矢
野
隆
雲
著

『法
然
上
人
遺
跡
の
研
究
i

二
十
五
霊
場
巡
礼
を
中
心
と
し
て

l
』
に
は
そ
の
経
緯
が
次
の

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

宝
暦
十
二
年

(
一
七
六
二
)
に
霊
沢
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た

二
十
五
霊
場
が
、
法
然
上
人
遺
跡
巡
り
の
中
心
と
し
て
長
く

続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
後
半
に
な
っ
て

宗
祖
大
師
七
百
年
御
遠
忌
(
明
冶
四
十
四
年

・
一
九

一一

)
を

迎
え
る
頃
よ
り
、
京
都
に
お
い
て
霊
場
改
正
の
意
見
、
つ
ま
り
、

遺
跡
の
選
定
を
宗
史
に
て
ら
し
て
見
直
す
べ
き
だ
と
す
る
意

見
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

浄
土
宗
開
宗
七
百
五
十
年
の
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
知
恩
院
総
本
山
布
教
師
会
に
よ
っ
て

部
改
正
さ
れ
た
も
の
が
、
「
新
撰
元
祖
大
師
二
十
五
霊
場
巡
拝

案
内
記
」
と
し
て
、
大
正
十
二
年
十
二
月
に
、
総
本
山
知
恩

院
教
務
部
か
ら
発
行
さ
れ
、

そ
ご
で
改
正
さ
れ
た
霊
場
は
次

の
八
ヶ
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
番
高
砂
十
輪
寺
を
室
津
浄
運
寺

第
六
番
四
天
王
寺
念
仏
堂
を
兵
庫
名
号
石

第
八
番
大
川
報
恩
講
寺
を
高
野
山
固
光
大
師
御
廟

第
十

一
番
奈
良
大
仏
龍
松
院
を
東
大
寺
大
仏
殿

第
十
七
番
小
倉
山
二
尊
院
を
嵯
峨
釈
迦
堂

第
十
八
番
鎌
倉
山
月
輪
寺
を
太
秦
西
光
寺

第
十
九
番
京
都
寺
町
法
然
寺
を
鹿
ヶ
谷
法
然
院

第
廿
番
墓
守
町
三
候
誓
願
寺
を
黒
谷
報
恩
蔵

し
か
し

そ
の
約
十
年
後
、
こ
の
遺
跡
改
定
に
異
論
が
出

て
く
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
、
浄
宗
会
の

取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
委

員
会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
会
の
動
き
は
半
く
、
翌

昭
和
八
年
六
月
に
は

た
ち
ま
ち
結
論
が
出
さ
れ
、
再
び
霊

場
が
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
が

そ
の
内
容
は
、
以
前
の
霊

各地の法然上人二十五霊場研究プロジェクト報告117 



沢
の
二
十
五
霊
場
に
一戻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
第
十

番
、
奈
良
大
仏
影
堂
龍
松
院
の
み
が
、
東
大
寺
指
図
堂
と
改

正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
浄
運
寺
は
、
開
宗
七
百
五
十
年
を
迎
え
る
前

年
、
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)
か
ら
、
再
び
霊
沢
の
二
十
五
霊

場
に
改
め
ら
れ
る
ま
で
の
約
十
年
問
、
第
三
番
札
所
と
指
定
さ

れ
て
い
た
。

古
く
は
後
鳥
羽
天
皇
創
建
(
文
治
元
年
、

一一

八
五
)
の
西

方
寺
と
い
い
、
後
に
法
然
上
人
の
弟
子
信
寂
房
を
開
山
、
天
正

年
間
照
蓮
社
圃
誉
上
人
を
中
興
と
し
、
華
頂
山
貞
誉
大
僧
正
の

御
真
筆
を
も
っ
て
浄
運
寺
と
改
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

配
流
の
経
路
と
し
て
は
、
現
第
三
番
札
所
の
高
砂
十
輪
寺
を

出
立
の
後
、
法
然
上
人
は
こ
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。
当

時
こ
の
室
の
泊
は
海
運
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
多
く
の
遊
女
が

存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

一
説
に
木
曽
義
仲
の

夫
人
で
あ
っ
た
と
い
う
遊
女
友
君
が
お
り
、
こ
の
地
に
於
い
て

法
然
上
人
の
化
益
を
受
け
て
い
る
。

法
然
上
人
或
い
は
二
十
五
霊
場
に
関
す
る
宝
物
と
し
て
は
、
法

118 

然
上
人
が
友
君
に
授
け
た
と
い
う
「
か
り
そ
め
の
色
紙
」
、
「
六

字
御
名
号
」
、
「
袈
裟
」
、
上
人
御
自
ら
頭
部
を
作
り
、
首
よ
り
下

を
友
君
が
作
っ
た
と
い
う
合
作
の
法
然
上
人
像
(
「
圃
光
大
師
所

縁
御
影
略
縁
起
」
と
い
う
版
木
と
印
刷
物
も
確
認
し
た
。)。
他

に
も
友
君
御
座
像
な
ど
が
存
在
す
る
。
文
寺
域
内
に
は
友
君
塚
、

法
然
上
人
が
真
水
の
出
に
く
い
海
岸
近
く
で
貝
を
使
っ
て
掘
り

当
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
貝
堀
り
の
井
戸
」
を
有
す
る
。

御
詠
歌
額
は
二
種
確
認
さ
れ
た
。

一
つ
は
本
堂
の
外
、
正
面

の
入
り
口
の
鴨
居
に
あ
た
る
部
分
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
木
製

の
枠
の
付
い
た
横
長
の
額
で
あ
る
。

右
か
ら
順
に

法
然
上
人
二
十
五
霊
場

第
三
番
霊
跡

か
り
そ
め
の
色
の

ゆ
か
り
の
恋
に
だ
に

逢
ふ
に
は
身
を
も

惜
し
み
ゃ
は
す
る
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と
墨
書
さ
れ
て
あ
り
、
寄
附
者
の
所
在
・
氏
名
と
続
く
。

も
う

一
点
は
堂
内
に
入
る
と
正
面
の
鴨
居
に
あ
た
る
場
所
に

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
縦
長
の
長
方
形
に
木
枠
の
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
墨
書

で
右
か
ら

法
然
上
人
廿
五
霊
場
第
三
番

か
り
染
の
色
の

ゆ
か
り
の
恋
に
だ
に
あ
ふ

に
は
身
を
も
お
し
み

や
は
す
る

と
記
さ
れ
施
主
名
が
続
い
て
い
る
。
年
代
は
不
明
。

標
石
は
独
特
の
形
態
の
三
門
の
、
向
か

っ
て
左
下
石
垣
の
角

に

一
本
の
角
柱
が
あ
る
の
を
確
認
し
た
。

法
然
上
人
御
霊
場
第
三
番

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
に
丸
型
の
石
に
法
然
上
人
御
旧
跡
と
刻

ま
れ
た
も
の
も
確
認
し
た
。

朱
印
は
六
点
が
確
認
さ
れ
た
。
縦
長
の
角
印
が
二
点
あ
り
、

一
つ
に
は

国
光
大
師
御
霊
場
(
二
重
枠
)

-暗もう

一
つ
に
は

国
光
大
師
廿
五
霊
場
第
三
番

(
一
重
枠
)

と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
他
に
小
判
型
の
印
で
、
中
央
に
阿
調
陀

如
来
、

や
や
小
さ
く
左
右
に
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
と
配
さ
れ

た
も
の

点
、
清
涼
山
浄
運
寺
の
角
印
二
点
、
他
一
点
を
確
認

し
た
。

以
上
の
三
箇
所
を
調
査
し
た
が
、
本
霊
場
と
し
て
の
巡
拝
、

或
い
は
御
旧
跡
と
し
て
の
巡
拝
は
勿
論
あ
る
が
、
兵
庫
教
区
独

自
の
写
し
霊
場
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。一四

.
車
凋
教
区

国
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所

国
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所
に
つ
い
て
は
数
箇
寺
を
選
出
し

平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日・

二
卜
一二
円
の
両
日
に
調
作
を
行
つ

た
。当

霊
場
は
、
本
霊
場
第
・
未
聞
の
法
然
寺
を
含
め
た

十
五
箇

寺
と
二
箇
所
の
付
所
、
番
外

一
箇
所
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
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り
、
中
に
西
山
派

一
箇
寺
、
浄
土
真
宗
二
箇
寺
の
寺
院
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
。
本
霊
場
を
始
め
と
し
て
香
川
県
内
各
所
に
配

置
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
二
箇
寺
と

一
箇
所
の
付
所
は
、
法
然
上

人
が
四
国
上
陸
に
先
立
っ
て
立
ち
寄
り
、
島
民
を
教
化
さ
れ
た

塩
飽
本
島
に
所
在
し
て
い
る
。

設
立
の
年
時
は
不
明
と
の
解
答
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
調
査

を
行
っ
た
寺
院
の
中
に
、
先
代
ご
住
職
が
設
立
に
尽
力
さ
れ
た

と
い
う
寺
院
が
有
り
、

そ
こ
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
大

正
初
期
以
降
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
本
霊
場

一
箇
寺

に
は
、
「
明
冶
三
十
四
年
九
月
新
調
」
と
裏
書
き
さ
れ
た
木
板

の
讃
岐
霊
場
第

一
番
と
第
二
番
の
御
詠
歌
額
が
存
在
し
て
お
り
、

「
新
調
」
の
裏
書
き
か
ら
判
断
し
て
固
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所

設
立
以
前
に

そ
の
原
型
と
な
る
霊
場
が
存
在
し
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
平
成
十
七
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
時
に
提
供
さ
れ
た

冊
子
(
コ
ピ

l
)
『固
光
大
師
二
十
五
箇
拝
所
巡
り
」
に
は
、
平

成
十

一
年
当
時
の
丸
亀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
堀
家
守
彦

氏
に
よ
る
当
霊
場
の
調
査
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

は
「
木
札
の
番
号
が
案
内
書
の
番
号
と
異
な
っ
た
拝
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
拝
所
の
設
定
は

2
回
以
上
行
わ
れ
、

そ
の
最
終
は

120 

4
枚
の
木
札
の
裏
の
墨
書
か
ら
明
冶
三
四
年
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
現
在
の
番
号
と
異
な
る
番
号
木
札

2
枚
の
墨
書
の
施
主

名
は
屋
号
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
が
古
い

(
江
戸
時

代
カ
)
設
定
時
の
番
号
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
」
と
の

報
告
が
あ
る
。

前
出
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
寺
院
よ
り
「
園
光
大
師
讃

岐
廿
五
箇
拝
所
巡
拝
案
内
記
附
浄
土
刀τ
勤
行
法

と

つ
手
引

き
書
の
コ
ピ
ー
を
ご
提
供
頂
い
た
。

名
称
に
つ
い
て
は

『固
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所
巡
拝
案
内

記
』
の
表
題
に
よ
り
、
「
固
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所
」
で
あ
る

こ
と
が
確
認
出
来
る
が
、
設
立
時
に
教
区
で
作
成
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
朱
印
に
は
「
讃
岐
之
固
廿
五
霊
場
第

O
O番
」
と
刻
印

さ
れ
て
お
り
、
名
称
に
差
異
が
見
ら
れ
た
。
又
同
時
期
に
作
成

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
山
号
と
寺
号
の
入
っ
た
角
印
(
二
十
七

、
リ
四
方
)
も
確
認
し
た
。

次
に
御
詠
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

『固
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇

拝
所
巡
拝
案
内
記
』
に
見
る
限
り
で
は
、
七
箇
寺
に
於
い
て
該
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当
す
る
番
号
の
本
霊
場
の
御
詠
歌
と
は
異
な
る
お
歌
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
お
歌
を
記
し
た
御
詠
歌
額
は
約
十
九
セ
ン
チ

×
四
十
八
セ
ン
チ
程
の
大
き
さ
の
額
が
、
本
霊
場
に
所
在
す
る

二
点
を
含
め
、
数
点
確
認
さ
れ
た
が
、
全
箇
寺
に
現
存
す
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

標
石
も
調
査
中
、
数
箇
所
に
於
い
て
確
認
し
た
。
石
表
に
刻

字
さ
れ
た
霊
場
名
は
「
讃
岐
二
十
五
拝
所
第

O
O番
元
祖
大
師

法
然
上
人
御
奮
跡
」
と
あ
り
、
「
箇
」
の
有
無
に
差
異
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
石
標
も
全
体
に
揃
え
ら
れ
た
も
の
で
は
無
い
よ
う
だ
。

現
在
の
「
園
光
大
師
讃
岐
廿
五
箇
拝
所
」
と
し
て
の
参
拝
状

況
で
あ
る
が
、
本
霊
場
の

一
箇
寺
を
除
い
て
殆
ど
の
札
所
寺
院

か
ら
「
無
い
」
、
或
い
は
「
年
に
数
回
」
の
参
拝
が
あ
る
と
い
う

回
答
を
得
て
い
る
。
団
体
で
の
順
拝
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た

の
は
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
昭
和
の
終
り
頃
迄
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
宝
物
と
し
て
法
然
上
人
御
作
と
伝
え

ら
れ
る

「お
胎
能
も
り
の
上
人
像
」
「
本
尊
阿
弥
陀
知
来
像
」
、
「
水

鏡
の
の
御
影
」
、
「
御
手
植
え
の
松
」
、
熊
谷
入
道
所
持
の

「指
摺

之
鉦
鼓
」
、
高
階
西
忍
入
道
に
与
え
た
「
金
銅
仏
」
「
忍
の
木
鉦
」
等
々

の
貴
重
な
品
々
を
多
数
有
す
る
霊
場
で
あ
る
。

又
今
回
調
査
し
た
札
所
寺
院
の

一
ヶ
所
で
は
、

山
内
で

二
十
五
ヶ
所
の
巡
拝
が
出
来
る
よ
う
に
石
仏
を
配
置
し
た
所
も

確
認
し
た
。
そ
れ
に
は
特
に
霊
場
名
は
付
い
て
い
な
い
よ
う
で

ふ
の
場
合
。

一
五
.
福
岡
教
区

明
照
大
師
二
十
五
霊
場

明
照
大
師
二
十
五
霊
場
は
福
岡
県
粕
屋
郡
お
よ
び
福
岡
市
(
福

同
教
区
粕
屋
組
)
を
中
心
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

札
所
寺
院
に
つ
い
て
、
教
務
所
宛
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

一
ヵ
寺

(
福
岡
県
粕
屋
郡
大
分
寺
)

の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
、
大

分
寺
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
同
寺
の
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
御

詠
歌
額
に
よ
れ
ば
、
札
所
番
号
は
第
五
番
で
あ
る
。

調
査
の
際
に
、
航
空
写
真
を
参
考
に
し
な
が
ら
付
近
の
浄
土

宗
寺
院
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
福
岡
教
区

粕
屋
組
の
寺
院
が
札
所
寺
院
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
感
触
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
、
実
地
調
査
後
に
粕
屋
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組
全
寺
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
札
所
寺
院
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
ど
う
か
、
謹
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
物
(
御

詠
歌
額
な
ど
)
が
あ
る
か
ど
う
か
、
を
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、

新
た
に
札
所
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

合
計
七
ヵ
寺
の
札
所
寺
院
が
確
認
で
き
た
。

霊
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
物
と
し
て
は
、
各
霊
場
に
は
共

通
し
た
形
式
の
御
詠
歌
額
が
あ
る
。
御
詠
歌
額
に
は
霊
場
名
と

し
て
「
明
照
大
師
二
十
五
霊
場
」
、
霊
場
番
号
、
対
応
す
る
本
霊

場
の
御
詠
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
分
寺
の
場
合
は
、
本
霊

場
第
五
番
、
勝
尾
寺
二
階
堂
の
ご
詠
歌
「
柴
の
戸
に
あ
け
く
れ

か
か
る
白
雲
を
い
つ
紫
の
色
に
見
な
さ
ん
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
御
詠
歌
額
以
外
に
霊
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
く
、

御
詠
歌
を
配
当
す
る
こ
と
で
写
し
霊
場
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

設
立
年
代
、
設
立
者
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
霊
場
名
に
明

照
大
師
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
上
人
七
百
年
大
遠
忌

以
後
の
設
立
で
あ
る
。
現
在
で
は
霊
場
と
し
て
巡
拝
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
ハ
.
佐
賀
教
区
担
則
一
干
五
霊
場
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肥
前
二
十
五
霊
場
は
佐
賀
県
鹿
島
市
を
中
心
と
し
、
佐
賀
県

北
部
の
伊
万
里
市
に
ま
で
札
所
寺
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
な

お
二
十
五
の
札
所
寺
院
の
う
ち
二
ヶ
寺
は
長
崎
県
佐
世
保
市
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
半
数
の
霊
場
に
は
同

一
形
式
の
御
詠
歌
額
(
木
板
、

縦
三
二
セ
ン
チ
×
横
五
0
セ
ン
チ
)
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の

御
詠
歌
額
の
表
に
は
、
墨
書
に
て
「
明
照
大
師
廿
五
霊
場
」
と

い
う
名
称
、
及
び
霊
場
番
号
と
本
霊
場
の
寺
院
名
、
そ
し
て
対

応
す
る
各
御
詠
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
「
大
正
二
年

七
月
総
本
山
師
思
院
贈
輿
」
と
墨
書
さ
れ
、
併
せ
て
「
華
頂
山

印
信
」
と
刻
ま
れ
た
丸
形
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
当
霊
場
の
設
立
時
期
は
大
正
二
年
七
月
と
推
察
で
き
る
。
大

正
元
年
(
一
九

一
二
)
は
法
然
上
人
七
百
年
大
遠
思
で
あ
り
、

前
年
明
治
四
十
四
年
に
明
照
大
師
号
が
加
誼
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ご
遠
忌
に
合
わ
せ
て
設
立
さ
れ
た
霊
場
と
思
わ
れ
る
。

な
お

ヶ
寺
に
は
お
檀
家
様
の
巡
拝
奉
納
帳
(
大
正
二
年
九
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月
二
十

一
日
)
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
「
宗
祖
大
師

二
十
五
盤
場
」
と
い
う
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
刊
行
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

「宗
祖
国
光
明
照
大

師
二
十
五
霊
場
巡
拝
之
莱
』
と
い
う
小
冊
子
の
コ
ピ
ー
を
確
認

し
た
。
現
存
部
は

一一

1
二
三
頁
の
み
で
、
御
詠
歌
と
寺
院
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
地
名
の
表
記
は
、
伊
高
里
町
や
鹿
島
村
や

佐
世
保
市
な
ど
)
欠
落
の
頁
に
は
霊
場
設
立
の
由
来
等
の
記
載

が
あ
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
他
、

二
十
五
霊
場
に
関
す
る
標
石
や
朱
印
な
ど
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。

現
在
で
は
霊
場
と
し
て
巡
拝
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
(
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
実
地
調
査
の
時
点
)

五

ま
と
め

個
別
の
写
し
霊
場
の
調
査
の
過
程
で
、
調
査
対
象
と
は
し
て

い
な
か
っ
た
別
の
写
し
霊
場
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
全
国
を
く
ま
な
く
調
査
す
れ
ば
相
当
数
の
写
し
霊
場
が

存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
各
教
区
の
教
務
所
か
ら
は
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
霊
場
が
実

際
に
は
存
在
し
て
い
た
場
合
も
あ
る
。
法
然
上
人
賛
仰
の
歴
史

を
知
る
た
め
に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
調
査
対
象
と
し
な
か
っ

た
写
し
霊
場
に
つ
い
て
も
極
力
見
出
し
て
調
査
す
べ
き
で
あ
る

が
、
遠
思
事
業
の

一
環
と
し
て
平
成
二
十
三
年
の
八
百
五
十
年

大
遠
思
ま
で
に
調
査
を
完
了
す
る
と
い
う
時
間
的
な
制
約
、
ま

た
人
員
の
制
約
も
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
完
全
な
調
査
は
不
可
能

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
「
二
.
本
研
究
の
経
緯
」
に
示
し
た
範
囲

の
写
し
霊
場
の
み
に
調
査
対
象
を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
写
し
霊
場
の
調
査
を
通
し
て
、
法

然
上
人
の
写
し
霊
場
が
持
つ
特
徴
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
五
項

目
と
な
ろ
う
。

(1
)
設
立
の
時
期
。
設
立
の
時
期
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い

る
場
合
、
近
代
以
降
に
設
立
さ
れ
た
霊
場
に
関
し
て
は

大
正
初
期
(
七
百
年
大
遠
忌
)
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初

年
(
開
宗
七
百
五
十
年
)
、
昭
和
八
年
(
法
然
上
人
生

誕
八
百
年
)
、
近
年
で
は
開
宗
八
百
年
な
ど
、
浄
土
宗
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の
大
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
目
に

つ
く
。

(2)
設
立
者
。
設
立
の
経
緯
を
直
接
示
す
資
料
(
冊
子
な
ど
)

が
残
っ
て
い
る
場
合
を
見
る
と
、
檀
信
徒
個
人
あ
る
い

は
地
域
の
寺
院
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
佐
賀
教
区
の
よ
う
に
、
知
思
院
の
関
与
が
伺
わ
れ

る
霊
場
も
あ
る
。
現
在
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
る
霊
場

は
、
寺
院
有
志
に
よ
っ
て
運
営
が
続
け
ら
れ
て
い
る
も

の
に
隈
ら
れ
る
。

(3)
何
を
も
っ
て
霊
場
と
す
る
か
。
三
河
教
区
の
園
光
大
師

三
河
園
廿
五
霊
場
、
尾
張
教
区
の
尾
張
二
十
五
霊
場
、

伊
勢
教
区
の
固
光
大
師
准
廿
五
霊
場
な
ど

本

書
の

お
砂
を
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
霊
場
を
設
立
さ
れ
た
も
の

ゃ
、
本
霊
場
の
お
歌
を
配
当
し
て
(
例
え
ば

一
番
誕
生

寺
の
御
詠
歌
を
写
し
第

一
番
霊
場
の
お
歌
と
す
る
)
霊

場
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

一
方
、
江
戸
時
代
に
設
立

さ
れ
た
霊
場
に
は
、
京
都
教
区
の
固
光
大
師
丹
後
廿
五

箇
所
や
京
都
廿
五
処
巡
の
よ
う
に
、
写
し
霊
場
と
は
い

え
な
い
よ
う
な
札
所
の
選
定
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
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(4)
設
立
目
的
。
江
戸
期
に
設
立
さ
れ
た
霊
場
の
場
合
、
地

理
的
な
条
件
か
ら
本
霊
場
巡
拝
が
困
難
な
人
々
の
巡
拝

の
便
の
た
め
に
設
立
し
た
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
む

し
ろ
こ
れ
が
主
目
的
と
な
る
。

一
方
、
交
通
の
便
が
よ

く
な
り
、
全
国
か
ら
本
霊
場
が
巡
拝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
代
に
設
立
さ
れ
た
霊
場
は
、
浄
土
宗
の
イ
ベ

ン
ト
に
関
連
し
て
設
立
さ
れ
、
霊
場
を
設
立
し
維
持
す

る
こ
と
で
法
然
上
人
を
賛
仰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(5)
設
立
後
の
経
過
。
写
し
霊
場
が
設
立
さ
れ
て
以
後
、
そ

の
ま
ま
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
保
っ
て
い
る
ケ

l
ス
は

非
常
に
少
な
い
。
む
し
ろ
設
立
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ

り
、
そ
の
霊
場
を
継
続
的
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

で
あ
る
。

「2
)
と
も
関
連
す
る
が
、

一
旦
設
立
さ
れ

た
霊
場
が
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
な
く
霊
場
と
し
て
機
能

し
続
け
て

る
場
A 

は

母
語
1% 
が
主
体
的

維
持
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し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
設
立
者
が
寺
院
で
は
な

く
檀
信
徒
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
札
所
寺
院
が
積
極
的

に
そ
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る

ょ
う
で
あ
る
。

法
然
上
人
の
写
し
霊
場
は
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
そ
の
機
能
を
考
え
る
と
、

(4) 
5
)
に
挙
げ
た
特
徴
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

現
在
で
は
、

か
つ
て
の
よ
う
に
地
理
的
な
制
約
か
ら
本
霊
場

の
巡
拝
が
困
難
な
地
域
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
本
霊

場
の
巡
拝
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
霊
場
を

設
立
す
る
目
的
は
、

か
つ
て
の
「
本
霊
場
巡
拝
が
困
難
な
人
々

の
巡
拝
の
便
の
た
め
」
と
は
な
り
得
な
い
。
仮
に
設
立
す
る
の

で
あ
れ
ば
、

む
し
ろ
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
法
然
上

人
の
賛
仰
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
よ
う
な
形
で
設
立
さ
れ
た
霊
場
は
、
必
ず
し
も
維

持
さ
れ
な
い
。
設
立
す
る
こ
と
自
体
で
法
然
上
人
賛
仰
の
目
的

は
達
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

イ
ベ
ン
ト
が
終
了
す
れ
ば
、
維
持
に
力
が
注
が
れ
な
く
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

霊
場
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
霊
場
を

作
り
直
す
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
同
じ
札
所
寺
院
を
以
つ

て
復
興
し
た
例
は
調
査
し
た
範
囲
で
は
な
か
っ
た
。
札
所
寺
院

を
新
た
に
選
定
し
、
別
の
霊
場
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
札
所
寺
院
が
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
霊
場
の
復

興
で
は
な
く
、
新
規
に
霊
場
を
作
る
の
で
あ
る
。

そ
の
典
型
的
な
例
が
三
河
教
区
に
設
置
さ
れ
た
霊
場
で
あ
る
。

三
河
教
区
の
霊
場
の
項
で
す
で
に
報
告
し
た
と
お
り
、
教
務
所

か
ら
ご
報
告
い
た
だ
い
た
霊
場
は
、
園
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊

場
と
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
の
二
つ
の
霊
場
で
あ
っ
た
。

実
際
に
は
固
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊
場
の
設
立
前
に
す
で
に

写
し
霊
場
が
存
在
し
、
そ
れ
が
廃
れ
た
た
め
に
新
た
に
設
立
し

た
の
が
固
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

の
霊
場
は
再
び
廃
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
の
が

法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場
で
あ
る
。
固
光
大
師
三
河
園
廿
五

霊
場
と
は
関
わ
り
な
く
、
新
た
に
昭
和
四
九
年
の
浄
土
宗
開
宗
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八
百
年
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

幕
末
か
ら
昭
和
五

O
年
頃
ま
で
の
聞
に
、
霊
場
は
二
度
興
廃
し

更
に
も
う

一
度
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
様
な
例
が
尾
張
教
区
に
も
見
ら
れ
る
。
尾
張
教
区
の
項
で

述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
時
代
に
設
立
さ
れ
た
霊
場
を
、
札
所
寺

院
を
入
れ
替
え
て
、
昭
和
五
十
年
代
に
再
興
し
て
い
る
。
霊
場

の
新
設
で
は
な
い
も
の
の
、

三
河
教
区
と
同
じ
よ
う
な
経
緯
を

た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
奈
良
教
区
の
霊
場
の
項
目
で
報
告
し
た
と
お
り
、
奈

良
教
区
に
は
限
ら
れ
た
地
方
の
霊
場
と
し
て
吉
野
地
方

一
帯
に

吉
野
二
十
五
霊
場
が
あ
る
。

一
方
で
吉
野
地
方
に
は
霊
場
名
不

詳
の
写
し
霊
場
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
吉
野
二
十
五
霊
場

も
霊
場
名
不
詳
の
霊
場
も
、
霊
場
と
し
て
の
機
能
は
果
た
し
て

お
ら
ず
、
札
所
寺
院
の
す
べ
て
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

ぃ
。
こ
れ
も
ほ
ぼ
同

一
の
地
域
に
被
数
回
写
し
霊
場
を
設
立
し
、

設
立
後
間
も
な
く
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
た
び
本
霊
場
が
設
立
さ
れ
た
後
、
各
地
に
多
く
の
写
し

霊
場
が
度
々
設
立
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
各
時
代
、
各
地
域

に
お
け
る
、
法
然
上
人
を
賛
仰
し
念
仏
信
仰
を
深
め
よ
う
と
す
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る
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
大
変

な
労
力
を
要
す
る
霊
場
設
置
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

実
際
に
霊
場
を
維
持
す
る
た
め
に
は
相
当
の
労
力
が
必
要
で
あ

る
。
む
し
ろ
設
立
す
る
こ
と
よ
り
も
維
持
す
る
こ
と
が
、
札
所

寺
院
に
対
し
て
経
済
的
、
時
間
的
、
人
的
な
負
担
を
継
続
的
に

か
け
る
。
あ
る
霊
場
の
設
立
に
際
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
寺
院
が
、
現
在
で
は
札
所
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
れ

る
こ
と
す
ら
嫌
う
事
例
ま
で
あ
る

(
霊
場
名
、
寺
院
名
は
伏
せ

る
)
。
写
し
霊
場
が
短
命
に
終
わ
ら
ざ
る
得
な
い
性
格
を
も
つ
の

も
領
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
設
立
さ
れ

現
在
で
は
そ
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
霊
場
に
、
再
び
霊
場

と
し
て
の
機
能
を
担
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。

そ
の
こ
と
が
同

一
地
域
に
時
間
を
置
い
て
新
た
に
霊
場
を
作
り

直
す
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
今
後
、
写
し
霊
場
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
以

上
に
示
し
た
過
去
の
事
例
か
ら
推
察
さ
れ
る
問
題
点
を
踏
ま
え
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て
、
札
所
寺
院
に
対
す
る
十
分
な
組
織
的
な
支
援
を
含
む
、
現

実
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
班
の
調
査
に
際
し
、
約
二
百
ヶ
寺
の
御
寺
院
様
に
ア

ン
ケ
l
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
、

実
地
調
査
に
う
か
が
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
御
寺
院
様
に
は
貴
重

な
お
時
間
を
お
割
き
い
た
だ
い
て
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
は
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
多
数
の

御
寺
院
様
、
教
区
教
務
所
様
、
教
化
団
様
に
は
貴
重
な
資
料
を

ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
札
所
寺
院

一
覧
と
し
て
本
報
告

書
に
御
寺
院
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
御
許
可
を
頂
戴
し
た
御
寺

院
様
に
は
、
諸
般
の
事
情
で
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
、
多
大
な
ご
協
力
、

ご
厚
意
に
対
し
、
甚
深
の
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
研
究
班
メ
ン
バ
ー
〕
福
西
賢
兆
、

O
膏
藤
舜
健
、
佐
藤
晴
輝
、

O
伊
藤
茂
樹
、

O
井
野
周
隆
、

O
上
田
千
年
、

O
坂
上
典
翁
、

O
曽
田
俊
弘
、

O
宮
入
良
光
、

O
八
木
英
哉
、
斉
藤
隆
尚
、
竹

内
虞
道
、
清
水
秀
浩

(Q
印
は
本
報
告
書
分
担
執
筆
者
)

各地の法然上人二十五霊場研究プロジェクト報告127 





{
平
成
四
年
患
研
究
活
動
報
告



総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
教

研
究
の
目
的
と
内
容

{圏
内
開
教
}

沖
縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
開
教
の
現
状
を

調
査
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成
日
年

l
m年

度
ま
で
に
、
沖
縄
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
浄
土
宗
寺
院
、
他

教
団
寺
院
あ
わ
せ
て
約
却
ヶ
寺
に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
を

『教
化
研
究
』
日
1
m号
に
報
告

し
て
き
た
。
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
調
査
を
総
括
し

開
教
の
現
状
と
寺
院
の
活
動
を
分
析
す
る
た
め
の
研
究
会
を

行
っ
た
。
成
果
の
詳
細
は
、
本
号

「教
化
研
究
」
成
果
報
告
「
沖

縄
本
島
都
市
部
に
お
け
る
各
宗
派
寺
院
の
現
状
と
展
望
③
」
を
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参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
国
内
開
教
シ
ス
テ
ム
更
新
に
関
す
る

研
究
会
を
実
施
し
た
。

第

1
回
研
究
会
平
成
四
年
4
月
2
日
今
年
度
の
研
究
活
動
に

つ
い
て

第

2
回
研
究
会
平
成
四
年
4
月
ロ
日
調
査
資
料
の
整
理

第

3
回
研
究
会
平
成
四
年
5
月
四
日
調
査
資
料
の
整
理

第
4
回
研
究
会
平
成
四
年
6
月
日
日
調
査
資
料
の
整
理

第
5
回
研
究
会
平
成
四
年
9
月
日
日

2
0
0
5年
度
国
勢
調

査
の
各
市
町
村
世
代
別
デ
l
タ
の
更
新

第

6
回
研
究
会
平
成
却
年
1
月
お
日

「教
化
研
究
』
成
果
報

告
書
内
容
検
討

【海
外
開
教
}
他
教
団
を
含
め
た
海
外
開
教
の
現
状
と
課
題
を
捉
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え
る
と
と
も
に
、
本
宗
に
お
け
る
現
地
出
身
者
の
開
教
使
育
成

の
た
め
の
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

日
本
で
浄

土
宗
僧
侶
養
成
に
参
加
し
た
外
国
人
に
対
し
て
聞
き
と
り
調
査

を
行
う
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
行
っ
た
新
宗
教
を
含
め
た
他
教

団
の
海
外
開
教
担
当
者
か
ら
の
聞
き
と
り
、

お
よ
び
平
成
四
年

に
行
っ
た
ハ
ワ
イ
調
査
で
得
た
資
料
の
整
理
と
分
析
を
行
い

『教
化
研
究
』
叩
号
成
果
報
告
書
の
作
成
を
行
っ
た
。
な
お
、
成

果
の
詳
細
は
、
本
号

『教
化
研
究
』
成
果
報
告
「
他
教
団
に
お
け

る
海
外
聞
教
の
現
状
と
開
教
使
(
師
)
養
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
1
回
研
究
会
平
成
四
年
4
月
9
日
今
年
度
の
研
究
活
動
に

つ
い
て
、

ク
ラ
イ
ド
・
ウ
イ
ッ
ト
ワ
l
ス
氏
へ
の
聞
き
と
り

調
査

第

2
回
研
究
会
平
成
四
年
5
月
幻
日
ウ
ィ
ル
ソ
ン

・
哲
雄
師

へ
の
聞
き
と
り
調
査

第

3
回
研
究
会
平
成
四
年
7
月
2
日
研
究
成
果
報
告
(
『教

化
研
究
』)
の
執
筆
計
画
に
つ
い
て

第
4
回
研
究
会
平
成
四
年
7
月
お
日
の
執
筆
計
画
に
つ
い
て

第

5
回
研
究
会
平
成
却
年
1
月
お
日
研
究
成
果
報
告
(
『教

化
研
呂
)
原
稿
検
討

第
6
回
研
究
会
平
成
却
年
2
月
お
日
研
究
成
果
報
告
(
『教

化
研
究
」
)
原
稿
検
討

第
7
回
研
究
会
平
成
却
年
3
月
包
日
研
究
成
果
報
告
(
『教

化
研
究
」)
原
稿
検
討

文
責

主
務

名
和
清
隆

開教総合研究プロジェクト131 



総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仏
教
福
祉

研
究
目
的

か
つ
て
浄
土
宗
は
、
慈
善
救
済
、
社
会
事
業
、
社
会
福
祉
な

ど
の
社
会
実
践
に
お
い
て
、
他
宗
に
先
駆
け
た
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
い
っ
た
歴
史
的
な
背
景
を

踏
ま
え
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
て
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
成

果
を
研
究
誌

『仏
教
福
祉
」
掲
載
し
刊
行
す
る
。

ま
た
、
浄
土
宗
内
を
は
じ
め
他
宗
派
に
お
け
る
社
会
福
祉
事

業
及
び
活
動
を
研
究
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

デ
ー
タ
の
分
析
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

132 

作
業
大
綱

前
期
は
、
主
と
し
て
浄
土
宗
寺
院
を
対
象
に
実
施
し
た
仏
教

福
祉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
を
行
い

日
月
に
「
浄
土
宗

寺
院
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
向
け
て
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
「
浄
土
宗
の
社
会
福
祉
事
業
の
振
興

に
関
す
る
提
言
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
年
度
は
、
施
設
調
査
と
し
て
岡
山
県
の
光
明
園
(
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
施
設
)
と
香
川
県
の
竜
雲
学
園
(
知
的
障
害
者

授
産
施
設
)
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
で
の
書
評
、
施
設
調
査
報
告
に
つ

い
て
は
、
『
仏
教
福
祉
」
第
日
号
に
掲
載
す
る
。
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研
究
会
開
催
日
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
検
討
内
容

V
第
1
回
研
究
会
(
平
成
四
年
4
月
お
日
)

①
浄
土
宗
社
会
福
祉
協
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
経
過
報
告

③
『
浄
土
宗
社
会
福
祉
施
設
総
覧
』
に
つ
い
て

④
『
仏
教
福
祉
」
第
日
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て

⑤
書
評

水
釜
辛
正
氏
論
文

「
浄
土
教
と
社
会
福
祉
」
長
谷
川
匡
俊
編

『仏
教
と
福
祉
』

所
収
1
9
9
4
年
3
月
発
行

担
当
鷲
見
宗
信

V
第
2
回
研
究
会
(
平
成
四
年
5
月
紅
白
)

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
経
過
報
告

②
『
仏
教
福
祉
』
第
叩
号
に
つ
い
て

①
書
評
上
田
千
秋
氏
論
文

「
仏
教
福
祉
学
の
成
立
を
求
め
て
」
長
谷
川
匡
俊
編

『仏
教

と
福
祉
」
所
収
1
9
9
4
年
3
月
発
行

担
当
石
川
基
樹

V
第
3
回
研
究
会
(
平
成
四
年
6
月
お
日
)

①
浄
土
宗
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

②
書
評
孝
橋
正

一
氏
論
文

「
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
方
法
論
」
長
谷
川
匡
俊
編
『
仏
教

と
福
祉
』
所
収
1
9
9
4
年
3
月
発
行

担
当
吉
水
岳
彦

①
『
仏
教
福
祉
』
第
叩
号
編
集
経
過

V
第
四
回
(
平
成
四
年
7
月
お
日
)

①
日
蓮
宗
の
社
会
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

②
浄
土
宗
の
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
関
す
る
提
言
に
つ
い

て
①
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

④
『
仏
教
福
祉
」
第
叩
号
の
件

V
第
五
回
研
究
会
(
平
成
四
年
9
月
日
日
)

仏教福祉総合研究プロジェクト133 



①
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
の
報
告

②
共
生
・
地
域
文
化
大
賞
二
次
選
考
審
査
報
告

③
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

④
来
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

V
第
六
回
研
究
会
(
平
成
四
年
刊
月
却
日
)

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
提
言
内
容
の
検
討

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
作
業
打
合
せ

③
後
期
の
予
定
と
来
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て

マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

*
日
時

平
成
四
年
日
月
ロ
日
午
後
1
時
1
5時

*
場
所

大
本
山
増
上
寺
慈
雲
閣

*
テ
l
マ

浄
土
宗
寺
院
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
向
け
て

*
報
告
・
提
言

長
谷
川
匡
俊
(
研
究
代
表
・
本
研
究
所
客

員
教
授
・
淑
徳
大
学
学
長
)

{仏
教
社
会
福
祉
班
メ
ン
バ
ー
}

淑
徳
大
学
准
教
授
藤
森
雄
介
(
社
会
福
祉
)

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
曽
根
宣
雄
(
浄
土
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員"-
寸一山

野
美
容
芸
術
短
期
大
学
専
任
講
師
関
徳

子
(
集
計
報
告
担
当
)

本
研
究
所
研
究
ス
タ
ッ
フ
鷲
見
宗
信
(
集

計
報
告
担
当
)

V
第
七
回
研
究
会
(
平
成
四
年
ロ
月
刊
日
)

①
研
究
計
画
連
絡
会
議
の
報
告
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
反

省
②
浄
土
宗
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

③
施
設
調
査
に
つ
い
て

④
来
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

⑦
他
宗
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
経
過
報
告

V
第
八
回
研
究
会
(
平
成
初
年
1
月
幻
日
)

①
施
設
調
査
に
つ
い
て

②
浄
土
宗
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
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③
来
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

V
施
設
調
査

ン
セ
ン
病
療
養
施
設
)

平
成
羽
年
2
月
担
日
岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
光
明
園
(
ハ

(
知
的
障
害
者
授
産
施
設
)

平
成
却
年
2
月
お
日
香
川
県
高
松
市
仏
生
山
町
竜
雲
学
園

V
第
九
回
研
究
会
(
平
成
初
年
3
月
刊
日
)

①
施
設
調
査
の
反
省

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
経
過
報
告

①
調
査
方
法
に
関
す
る
提
言

④
平
成
初
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

⑤
『
仏
教
福
祉
」
第
日
号
の
原
稿
に
つ
い
て

文
責
者

主
務
・
研
究
員

仏教福祉

曽
根
宣
雄
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総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

生
命
倫
理

研
究
目
的

生
命
倫
理
と
は
生
命
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
い
か
け
る
も
の

で
あ
る
。
脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
に
お
い
て
は
生
命
の
終
わ
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
焦
点
で
あ
っ
た
。
近
年
、
こ
れ
に

加
え
て
生
命
の
始
ま
り
を
人
為
的
に
操
作
す
る
技
術
が
進
展
し

生
命
操
作
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
き
た
。
生
命
の
始
ま
り
に
つ

い
て
は
生
殖
補
助
医
療
の
進
展
が
あ
る
。
ク
ロ
ー
ン
、
出
生
前

診
断
、
遺
伝
子
治
療
、
代
理
母
な
ど
命
の
誕
生
に
係
る
状
況
を

一
変
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
生
命
の
終
わ
り
に
つ
い

て
は
尊
厳
死
に
関
連
す
る
問
題
が
あ
る
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な

生
命
そ
の
も
の
に
対
す
る
人
為
的
な
関
与
が
現
実
的
な
問
題
と

136 

な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
浄
土
宗
教
団
あ
る

い
は
仏
教
教
団
が
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
を
示
す
こ
と
が
社
会

的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。

本
調
査
研
究
の
目
的
は
、
こ
の
生
命
倫
理
の
分
野
に
お
い
て

注
目
さ
れ
る
諸
問
題
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
浄

土
宗
教
団
と
し
て
の
考
え
方
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

研
究
内
容

生
命
倫
理
の
諸
問
題
は
「
い
の
ち
の
始
ま
り
」
か
ら
「
い
の

ち
の
終
わ
り
」
ま
で
の
広
範
囲
な
生
命
(
い
の
ち
)
に
関
す
る

倫
理
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
教
団
と
し
て
の
対
応
の
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方
向
性
を
総
合
研
究
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
う
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
見
解
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
テ
l
マ
と
し

て
脳
死
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
を
採
り
あ
げ
、

各
テ
l
マ
に
つ
い
て
①
歴
史
的
展
開
、
現
状
動
向
と
将
来
展
望
、

②
生
命
倫
理
上
の
問
題
点
、

①
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
の
見
解
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
本
調
査
研
究
で
は
、
研
究
会
ご
と
に

検
討
対
象
の
テ
1
マ
を
決
め
、
調
査
研
究
資
料
に
基
づ
い
て
研

究
参
加
者
全
員
の
討
議
形
式
で
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
討
議
で

は
と
り
ま
と
め
の
内
容
と
し
て
採
り
あ
げ
る
べ
き
分
析
項
目
と

そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
な
お
、
調
査
研
究
成
果
は
総
研
叢
占

第
五
集

「
い
の
ち
の
倫
理
|
臓
器
移
植
・
尊
厳
死
・

生
殖
補
助

医
療
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

(
一
)
脳
死
臓
器
移
植
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

脳
死
臓
器
移
植
に
つ
い
て
は

「臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『宗
報
」
平

成
十
七
年
七
月
号
で

「「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い

て
(
(
平
成
十
七
年
五
月
九
日
浄
土
宗
総
合
研
究
所
)
』
と
し
て

見
解
を
示
し
て
い
る
。
本
調
査
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
の
臓
器
移

植
の
歴
史
的
展
開
、
脳
死
臓
器
移
植
の
実
施
状
況
、
今
後
の
展
開
、

こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
問
題
点
、
加
え
て
浄
土
宗
教
師
の
対
応

方
法
に
つ
い
て
見
解
を
取
り
ま
と
め
た
。
言
及
す
べ
き
項
目
と

内
容
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
全
員
の
討
議
に
よ

っ

て
行
っ
た
。
執
筆
は
坂
上
雅
翁
、
今
問
達
雄
が
担
当
し
た
。
執

筆
内
容
を
示
す
目
次
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
内
容
は
総
研
叢

書
第
五
集

『
い
の
ち
の
倫
理
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
題
が
山
積
す
る
臓
器
移
植

1 

移
植
医
療
の
歴
史

2 

日
本
国
内
の
臓
器
移
植

3 

海
外
渡
航
移
植
の
問
題
点

4 

許
さ
れ
る
の
か
窮
余
の

一
策

5 

臓
器
移
植
法
改
正
の
動
き

移
植
医
療
の
問
題
と
展
望

1 

知
ら
さ
れ
な
い
臓
器
移
植
の
問
題
点

2 

心
配
さ
れ
る
国
民
意
識
の
変
化

生命倫理総合研究プロ ジェクト137 



3 

脳
死
臓
器
移
植
に
依
ら
な
い
移
植
医
療

4 

問
題
は
あ
る
が
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
臓
器
移
植

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

l 

浄
土
宗
の
生
命
観
と
脳
死

2 

臓
器
移
植
に
対
す
る
基
本
的
な
対
応

3 

浄
土
宗
教
師
の
対
応

4 

檀
信
徒
に
知
何
に
話
す
か

(二
)
尊
厳
死
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

尊
厳
死
に
関
し
て
は
平
成
十
九
年
三
月
定
期
宗
議
会
(
第

九
十
次
)

で
採
り
あ
げ
ら
れ
、
浄
土
宗
独
自
の
終
末
治
療
の
中

止
を
求
め
る
意
思
表
明
書
の
文
案
の
作
成
に
つ
い
て
質
問
が
行

わ
れ
た
。
質
問
の
骨
子
は
、
終
末
期
に
お
け
る
念
仏
者
は
如
何

に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
簡
単
に
見
解

を
提
示
で
き
る
問
題
で
は
な
い
が
、
ま
ず
、
終
末
期
に
何
が
起

こ
る
の
か
を
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
終
末
期
で
の
尊
厳
死
に
関
す
る
対
応
の
基
本
は
、
法
然

上
人
の
教
え
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

つ

て
、
終
末
治
療
の
中
止
を
求
め
る
意
思
表
明
書
の
文
案
と
い
う

前
に
、
法
然
上
人
の
人
間
観
や
死
生
観
を
理
解
し
、
「
来
迎
」
「
倶
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会

一
処
」
な
ど
の
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
、
死
を
操
作
す
る

よ
り
は
死
を
受
け
入
れ
る
心
構
え
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

言
及
す
べ
き
項
目
と
内
容
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ

l
ム
全
員
の
討
議
に
よ
っ
て
行
い
、
執
筆
は
名
和
清
隆
、

吉
田
淳
雄
が
担
当
し
た
。
執
筆
内
容
を
示
す
目
次
は
左
記
の
通

り
で
あ
る
。
内
容
は
総
研
叢
書
第
五
集

『
い
の
ち
の
倫
理
」
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

尊
厳
死
の
歴
史
と
現
状

1 

現
代
に
お
け
る
「
死
」
の
状
況

2 

尊
厳
死
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

3 

終
末
期
に
お
け
る
延
命
治
療
と
そ
の
中
止
の
実
態

4 

終
末
期
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定

5 

尊
厳
死
法
制
化
の
動
き

尊
厳
死
の
問
題
点

1 

尊
厳
死
に
対
す
る
意
識
の
違
い

2 

リ
ビ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
と
そ
の
問
題
点

3 

「
尊
厳
あ
る
死
」
と
は
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浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

1 

臨
終
行
儀
と
三
種
の
愛
心

2 

法
然
上
人
の
死
生
観

3 

浄
土
宗
教
師
の
対
応

(三
)
生
殖
補
助
医
療
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

近
年
、
友
人
や
姉
妹
に
よ
る
卵
子
提
供
、
代
理
出
産
、
夫
の

死
後
で
の
凍
結
受
精
卵
に
よ
る
出
産
な
ど
、
生
殖
補
助
医
療
に

よ
る
倫
理
的
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
体
外
受
精
技
術
の
確

立
に
よ
っ
て
着
床
前
の
受
精
卵
が
存
在
す
る
と
い
う
現
象
、

ま
り
受
精
卵
の
外
部
化
は
そ
の
受
精
卵
の
使
い
方
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
い
の
ち
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

」
ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
欲
求
は
、
ご
く
自
然
の
感
情
で
あ
り

尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

従
前
の
生
命
観
を
ど
こ
ま
で
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
は
議
論

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
生
殖
補
助
医
療
の

歴
史
と
現
状
、
生
殖
補
助
医
療
の
実
施
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
様
々
な
問
題
点
を
整
理
し
、
浄
土
宗
教
師
が
こ
の
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
っ
た
。

な
お
、
言
及
す
べ
き
分
析
項
目
と
内
容
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ

l
ム
全
員
の
討
議
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
生
殖
補
助
医
療

に
つ
い
て
は
主
に
戸
松
義
晴
、
水
谷
浩
志
が
分
析
を
行
い
、
こ

の
両
名
が
執
筆
を
担
当
し
た
。
執
筆
内
容
を
示
す
目
次
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
。
内
容
は
総
研
叢
書
第
五
集

『い
の
ち
の
倫
理
』

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

急
速
に
進
展
す
る
生
殖
補
助
医
療

1 

生
殖
補
助
医
療
の
現
状

つ

不
妊
治
療
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か

2 3 

不
妊
治
療
の
経
済
面

4 

生
殖
補
助
医
療
技
術
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

5 

そ
の
他
の
生
殖
補
助
技
術

生
殖
補
助
医
療
の
問
題
点

l 

生
殖
補
助
医
療
の
何
が
問
題
な
の
か

2 

不
妊
治
療
に
対
す
る
賛
否

3 

ヒ
ト

E
S
細
胞
研
究
の
問
題
点

浄
土
宗
教
師
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か

1 

「
い
の
ち
」
の
始
ま
り
に
つ
い
て
の
浄
土
宗
の
立
場
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2 

不
妊
の
人
々
に
浄
土
宗
教
師
と
し
て
如
何
に
対
応
す

べ
き
か

(
四
)
用
語
集

脳
死
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
な
ど
の
生
命
倫

理
の
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
浄
土
宗
教
師
に
と
っ
て
馴
染
み
の

無
い
用
語
が
多
数
使
わ
れ
て
お
り
近
寄
り
に
く
い
分
野
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
野
で
使
わ
れ
る
基
本
的
な
用
語
に

つ
い
て
簡
単
な
解
説
を
加
え
た
用
語
集
を
作
成
す
る
こ
と
に
し

た
。
脳
死
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
各
執
筆
担

当
者
が
用
語
の
抽
出
を
行
い
、
粛
藤
知
明
が
作
成
を
担
当
し
た
。

作
業
大
綱

本
年
度
の
調
査
研
究
方
法
は
、
情
報
収
集
作
業
を
文
献
・
資

料
調
査
で
行
い
、
生
命
倫
理
問
題
の
抽
出
並
び
に
見
解
作
成
に

つ
い
て
は
当
該
テ
l
マ
に
対
す
る
自
由
討
議
で
行
っ
た
。
ま
た

幅
広
く
情
報
収
集
を
行
う
た
め
に
外
部
研
究
会
へ
参
加
し
た
。

-
文
献
・
資
料
調
査

先
端
医
療
分
野
の
技
術
革
新
等
の
新
し
い
生
命
倫
理
問
題
の

把
握
、
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
公
的
対
応
の
把
握
、
圏
内
他

140 

教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の
把

握
、
海
外
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動
向
の
把
握
に

つ
い
て
、
文
献
・
資
料
調
査
に
よ
っ
て
情
報
の
収
集
・把
握
を
行
つ

た
。

-
自
由
討
議

脳
死
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
、
生
殖
補
助
医
療
の
三
テ
l
マ
に

つ
い
て
、
①
歴
史
的
展
開
、
現
状
動
向
と
将
来
展
望
、

②
生
命

倫
理
上
の
問
題
点
、
③
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
の
見
解
を
と
り
ま

と
め
る
た
め
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

-
外
部
研
究
会
参
加

他
教
団
と
の
交
流
事
業
の

一
つ
で
あ
る
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会
の
下
部
組
織
と
し
て
「
生
命
倫
理

・
研
究
部
会
」
が
あ
り
、

圏
内
他
教
団
、
他
宗
派
に
お
け
る
生
命
倫
理
問
題
に
関
す
る
動

向
を
把
握
す
る
た
め
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
は
日

本
生
命
倫
理
学
会
が
大
正
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
宗
門
大
学
で

の
学
会
の
開
催
は
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
捉
え
、
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ

プ
「
い
の
ち
の
尊
厳
と
宗
教
」
を
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
し
た
。
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研
究
会
開
催
日
及
ひ
克
九
内
容

第

一
回
研
究
会
平
成
十
九
年
四
月
二
士

二
日

①
本
年
度
研
究
計
画
に
つ
い
て

②
生
命
倫
理
関
係
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

③
総
研
叢
書
「
尊
厳
死
に
つ
い
て
」
の
内
容
検
討

第
二
回
研
究
会
平
成
十
九
年
五
月
二
十
八
日

②
総
研
叢
書
・
第
三
章

「
生
殖
医
療
に
つ
い
て
」

①
総
研
叢
書

・
第
二
章
「
尊
厳
死
に
つ
い
て
」
の
内
容
検
討

の
内
容
検

討

第
三
回
研
究
会
平
成
十
九
年
六
月
十
八
日

①
生
命
倫
理
関
係
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

②
総
研
叢
書

・
第
三
章

「
生
殖
医
療
に
つ
い
て
」

討

第
四
回
研
究
会
平
成
十
九
年
七
月
二
士
一
百

①
総
研
叢
書
の
構
成
と
執
筆
分
担
の
決
定

(
情
報
交
換
)

の
内
容
検

①
そ
の
他
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

(
情
報
交
換
)

言
団
付
置
研-7u 
所
懇
話
;c; 

生
命
倫
理
研-プU
部
b、
;c; 

っ

て

第
五
回
研
究
会
平
成
十
九
年
八
月
二
十
七
日

議
団
付
置
研
勾h
7u 
所
懇

意
;c; 

生

倫
理
研-7u 部
ィ5、
;c; 

の
報
& 
1=1 

②
そ
の
他
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

(
情
報
交
換
)

第
六
回
研
究
会
平
成
十
九
年
十
月

一
日

①
日
本
生
命
倫
理
学
会

W
S
で
の
発
表
内
容
に
つ
い
て

②
そ
の
他
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

(
情
報
交
換
)

第
七
回
研
究
会
平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日

①
総
研
叢
書
の
目
次
に
つ
い
て

②
用
語
集
に
つ
い
て

①
そ
の
他
最
近
の
動
向
に
つ
い
て

(
情
報
交
換
)

第
八
回
研
究
会
平
成
十
九
年
十
二
月
十
日

①
「
総
研
叢
書」

執
筆
状
況
に
つ
い
て

②
「
総
研
叢
書
」
編
集
ル
l
ル
に
つ
い
て

③
平
成

m
-
n年
度
の
研
究
計
画
に
つ
い
て

④
そ
の
他

第
九
回
研
究
会
平
成
二
十
年

一
月
二
十

一
日

①

「
総
研
叢
書
」
原
稿
提
出

②
「
総
研
霊
園
」
編
集
に
つ
い
て
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①
そ
の
他

第
十
回
研
究
会
平
成
二
十
年
三
月
四
日

①
第
三
章
記
述
内
容
の
検
討

第
十

一
回
研
究
会
平
成
二
十
年
三
月
十
日

①
原
稿
の
読
み
合
わ
せ

③
副
題
に
つ
い
て

①
執
筆
者
表
記
に
つ
い
て

④
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

第
十
二
回
研
究
会
平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日

①
総
研
叢
書
最
終
確
認

外
部
費
九
会
へ
の
参
加

外
部
研
究
会
へ
の
参
加
活
動
と
し
て
は
、
教
団
付
置
研
究
所

懇
話
会
生
命
倫
理

・
研
究
部
会
、
並
び
に
日
本
生
命
倫
理
学
会

へ
参
加
し
て
い
る
。
研
究
会
開
催
日
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

O
平
成
十
九
年
七
月
二
十
四
日

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第
六
回
「
生
命
倫
理
研
究
部
会
」

が
大
本
本
部
第
三
安
生
館
で
開
催
さ
れ
た
。
研
究
会
の
内
容
は

142 

平
成
十
九
年
十

一
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
生
命
倫
理
学
会
ワ
1

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
い
の
ち
の
尊
厳
と
宗
教
」
の
事
前
発
表
を
お
こ

な
っ
た
。

ー
、
『生
命
倫
理
問
題
へ
の
宗
教
者
側
か
ら
の
提
言
の
社
会
的

役

邑

浄
土
宗
総
合
研
究
所

・
今
岡
達
雄
主
任
研
究
員
(
日
本
生
命

倫
理
学
会
正
会
員
)

2
、
君示
教
の
役
割
と
生
命
倫
理

l
死
者
な
き
倫
理
の
奪
り
|
」

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

・
竹
内
弘
道
主
任
研
究
員
(
同
)

3
、
「神
道
大
本
の

「
生
命
観
」
と
、
超
宗
派
か
ら
見
る
「
生

命
/
い
の
ち
の
尊
厳
」
』

大
本
教
学
研
鏑
所

・
斉
藤
泰
大
本
教
学
委
員
会
委
員
(
同
)

4、

『浄
土
真
宗
か
ら
見
た
生
命
の
価
値
と
生
命
倫
理
問
題
」

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
-
藤
丸
智
雄

常
任
研
究
員
(
同
)

O
平
成
十
九
年
十

一
月
十
日

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第
七
回
「
生
命
倫
理
研
究
部
会
」
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に
変
わ
る
研
究
会
と
し
て
日
本
生
命
倫
理
学
会
ワ
l
ク
シ
ヨ
ツ

プ
「
い
の
ち
の
尊
厳
と
宗
教
(
オ
l
ガ
ナ
イ
ザ
l
・
浄
土
宗
総

合
研
究
所
今
岡
達
雄
」
が
実
施
さ
れ
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
生
命
倫
理
の
諸
問
題
へ
の
宗
教
者
か
ら
の
発
言

は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
生
命
倫
理
の
議
論
が
先

端
的
医
療
の
導
入
に
あ
た
っ
て
専
門
家
相
互
間
の
議
論
を
中
心

に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
専
門
外
の
宗
教
者
に

と
っ
て
は
発
言
が
困
難
な
分
野
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
近
、

「
い
の
ち
の
始
ま
り
」
や
「
い
の
ち
の
終
わ
り
」
へ
の
人
為
的
関

与
の
是
非
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
者
が
議
論
に
参
加

で
き
る
環
境
に
な
っ
て
き
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
い
の
ち
の

尊
厳
と
宗
教
」
は
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
(
宗
教
教
団
に
附

属
す
る
研
究
所
間
の
連
絡
組
織
)

の
下
部
組
織
で
あ
る
生
命
倫

理
研
究
部
会
に
所
属
す
る
研
究
者
の
賛
同
を
得
て
企
画
さ
れ
た
。

宗
教
教
団
に
付
置
さ
れ
た
研
究
所
に
所
属
す
る
研
究
者
は
、
宗

教
者
で
あ
る
と
と
も
に
研
究
者
で
も
あ
り
、
生
命
倫
理
の
諸
問

題
に
対
す
る
宗
教
者
か
ら
の
発
言
を
行
う
格
好
の
位
置
に
あ
る

と
考
え
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
生
命
倫
理
の
諸
問
題

へ
対
応
す
る
宗
教
者
側
か
ら
の
新
た
な
道
筋
を
提
案
す
る
こ
と

に
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
目
標
に
し
、

結
論
は
求
め
ず
に
今
後
の
継
続
的
な
議
論
を
導
く
こ
と
を
主
眼

と
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
四
名
の
研
究
者
か
ら
発
題
を
頂
い
た
。

今
岡
達
雄
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
)

か
ら

『生
命
倫
理
問
題
へ

の
宗
教
者
側
か
ら
の
提
言
の
社
会
的
役
割
」
と
題
し
、
生
命
倫

理
の
諸
問
題
へ
の
宗
教
者
側
か
ら
の
発
言
の
必
要
性
、
具
体
的

な
評
価
基
準
と
し
て
「
欲
望
の
自
発
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
生

死
を
連
続
的
な
事
象
と
捉
え
る
考
え
方
」
が
示
さ
れ
た
。
斎
藤

泰
(
大
本
教
学
研
鏑
所
)
氏
か
ら

『神
道
大
本
の
「
生
命
観
」
と
、

超
宗
派
か
ら
見
る
「
生
命
/
い
の
ち
の
尊
厳
」
』
と
題
し
、
大
本

の
生
命
観
と
脳
死

・
臓
器
移
植
へ
の
反
対
運
動
、
教
団
付
置
研

究
所
懇
話
会
で
の
各
教
団
の
生
命
観
の
共
通
点
相
違
点
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。
竹
内
弘
道
(
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
)
氏

か
ら
は

『宗
教
の
役
割
と
生
命
倫
理
l

死
者
な
き
倫
理
の
奪
り
』

と
題
し
て
、
仏
教
が
死
者
の
魂
の
救
済
を
行
っ
て
き
た
こ
と
と
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現
状
の
生
命
倫
理
に
は
死
者
の
救
済
と
い
う
概
念
が
抜
け
落
ち

て
い
る
こ
と
が
発
題
さ
れ
た
。
藤
丸
智
雄
(
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
教
学
伝
道
セ
ン
タ
ー
)
氏
か
ら

『浄
土
真
宗
か
ら
見
た
生
命

の
価
値
と
生
命
倫
理
』
と
題
し
て
浄
土
真
宗
に
お
け
る
生
命
観

と
生
命
倫
理
に
対
す
る
立
場
が
説
明
さ
れ
た
。
参
加
者
と
の
議

論
で
は
、
死
者
の
意
志
の
尊
重
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
健

総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
代
葬
祭
仏
教

琵
九
目
的

当
研
究
班
は
、
現
代
の
葬
送
儀
礼
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
と
新
た
な
葬
制
の
対
応
を
考
え
、
浄
土
宗
の
法
式
・
教
学

に
対
応
し
た
浄
土
宗
的
葬
祭
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る
。
近

康
長
寿
へ
の
希
望
を
煩
悩
と
捉
え
る
の
か
な
ど
に
関
し
て
の
発

144 

=口
が
あ
り
、
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
十
分
な
討
議
を
行
う

に
は
時
聞
が
短
く
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と

の
出
来
る
場
を
作
る
と
い
う
点
で
合
意
が
得
ら
れ
た
。

文
責
者

主
務

今
岡
達
雄

年
、
急
激
な
社
会
変
化
に
伴
い
、
葬
祭
に
関
す
る
実
態
と
そ
の

意
識
が
著
し
く
変
化

・
多
様
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
お
葬
式

の
場
所
が
自
宅
か
ら
葬
祭
場
へ
の
移
行
、
家
族
の
み
で
行
な
う

「
家
族
葬
」
の
増
加
、
そ
し
て
お
葬
式
が
簡
略
し
て
き
た
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
て
、
総
合
研
究
所
は
こ
れ
ら
の
実
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態
と
意
識
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
、
平
成
一
七
年
九
月
に
正

住
職
寺
院
の
檀
信
徒
に
「
お
葬
式
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
た
る
目
的
は
、
喪
主
を
務
め

た
人
が
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
ど
の
よ
う
な
お
葬
式
を
行
な
っ

た
か
を
知
る
こ
と
と
、
ま
た
同
時
に
自
分
自
身
の
場
合
に
は
ど

の
よ
う
な
お
葬
式
を
し
た
い
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
お
葬
式

の
実
態
と
檀
信
徒
の
お
葬
式
・
戒
名
に
対
す
る
意
識
を
分
析
し

こ
れ
に
対
応
し
た
葬
祭
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
こ
と
が
主
た
る

研
究
目
的
で
あ
る
。

研
究
内
容

お
葬
式
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
意
識
の
諸
問
題
の
抽
出

全
教
区
と
東
京
教
区
・
神
奈
川
教
区
と
近
畿
教
化
セ
ン
タ
ー

の
三
者
比
較
分
析

滋
賀
教
区
・
京
都
教
区
・
大
阪
教
区
の
三
者
比
較
分
析

関
東
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
の
各
教
区
比
較
分
析

『宗
報
』
の
研
究
成
果
報
告

作
業
大
綱

全
教
区
と
東
京
教
区
・
神
奈
川
教
区
と
近
畿
地
方
教
化
セ
ン

タ
!
の
三
者
比
較
分
析
を
前
年
度
に
引
き
続
き
行
い
、
『
教
化
研

究
』
第
十
八
号
に
そ
の
研
究
成
果
報
告
を
し
た
。

六
月
一

一一一
日
、
第
八
十
九
回
教
学
高
等
講
習
会
(
知
恩
院
)

で
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
全
教
区
と
東

京
教
区
神
奈
川
教
区
と
近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
と
の
三
者
比

較
分
析
と
、
併
せ
て
近
畿
の
中
の
滋
賀
教
区
・
京
都
教
区
・
大

阪
教
区
の
比
較
分
析
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

①
檀
信
徒
の
葬
祭
意
識
の
変
化

l
浄
土
宗
総
合
研
究
所
「
葬

祭
ア
ン
ケ
ー
ト
」
分
析
か
ら
(
名
和
清
隆
)
、
②
お
葬
式
の
実
態
、

滋
賀

尽
都

大
阪
各
教
区
比
較

西
城
刀t
隆

① 
お
葬
式
の

意
識
、
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
各
教
区
比
較
(
大
蔵
健
司
)
、
④
地

域
の
変
化
と
葬
祭
の
変
化
(
武
田
道
生
)
。
こ
の
件
は
『中
外
日
報
』

に
掲
載
さ
れ
、
「
読
売
新
聞
』
京
都
支
局
は
じ
め
各
研
究
者
の
問

い
合
わ
せ
が
多
々
あ
り
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。
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十
月
三
日
、
第
九
十
回
教
学
高
等
講
習
会
(
増
上
寺
)
で
研

究
成
果
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
お
葬
式
に
関
す
る

実
態
と
そ
の
意
識
の
諸
問
題
を
抽
出
し
、

そ
の
テ
l
マ
別
に
比

較
分
析
を
行
い
、
併
せ
て
関
東
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
と
全
教
区

と
の
比
較
分
析
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

①
現
代
に
お
け
る
お
葬
式
の
変
化
(
名
和
清
隆
)
、

②
葬
儀
社

の
役
割
と
葬
祭
の
場
所
の
変
化
に
つ
い
て

(
大
蔵
健
司
)
、

①
一葬

儀
に
関
す
る
意
識
の
変
化

(
西
城
宗
隆
)
、
④
女
性
の
葬
祭
観
(
田

中
和
敬
)
、

⑤
お
葬
式
の
意
昧
よ
ゑ
族
の
場
合
と
自
分
の
場
合
|

(
和
田
典
善
)
、

⑥
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
え
る
も
の

(
武
田

道
生
)
。

『宗
報
」
四
月
号
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て

「
激
変
す
る
檀
信
徒
の
宗
教
観
崩
れ
行
く
葬
祭
の
こ
こ
ろ
」
を

連
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
地
域
の
比
較
分
析
な
ど
の
結
果
、

葬
祭
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
1
マ
を
各
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
の
比
較
を
交
え

な
が
ら
分
析
し
報
告
す
る
。
各
研
究
員
が
担
当
の
テ

l
マ
を
執

筆
し
、
研
究
会
で
討
議
し
成
文
化
し
て
い
る
。

研
究
会
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V
全
教
区
と
東
京
教
区

・
神
奈
川
教
区
と
近
畿
地
方
教
化
セ

ン
タ
l
の
比
較
分
析
。

4
月
9
日
、
日
日

お
日
、
お
日
、

27 
日

5
月
2
日
7
日、

日
日
。

V
滋
賀
教
区
・
京
都
教
区

・
大
阪
教
区
と
東
京
教
区
・
神
奈

川
教
区
と
全
教
区
の
比
較
分
析
。

5
月
お
日
、

6
月

4
日、

日
日
。

日
日
、

V
お
葬
式
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
意
識
の
諸
問
題
の
抽
出
。

7
月
2
日
、
幻
日
。
8
月
お
日
。

V
関
東
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
と
全
教
区
の
比
較
分
析
、
発
表

内
容
討
議
。

9
月
3
日、

19 
日

守
d

口
u
。

お
日
。
叩
月
1
日

V
お
葬
式
に
関
す
る
実
態
と
そ
の
意
識
の
諸
問
題
の
抽
出
。

日
月
却
日
。
日
月
四
日
。
ロ
月
3
日
。

v 

2
示
報
」
連
載
原
稿
の
執
筆
・
討
議
。

ロ
月
刊
日
、

η
日
。
1
月
7
日
、
日
日
。
2
月
4
日
、
日
日
、
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お
日
。

3
月
3
日、

日
日、

担
日
。

V
研
究
成
果
報
告
に
つ
い
て

総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
際
対
応

研
究
目
的

本
研
究
班
は
浄
土
宗
幻
世
紀
賢
頭
宣
言
に
あ
る
「
世
界
に
共

生
を
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
法
然
上
人
の
教
え
を
世
界

に
広
く
知
ら
し
め
、
共
生
の
社
会
を
具
現
化
す
る
た
め
の
研
究

を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
の

一
環
と
し
て
海
外
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
を
お
こ
な

ぃ
、
国
際
的
視
点
か
ら
法
然
浄
土
教
を
問
い
直
し
、
そ
の
成
果

3
月
お
日
。

文
責
者

西
城
宗
隆

主
務

を
浄
土
宗
の
聖
典
翻
訳
に
反
映
さ
せ
る
作
業
を
お
こ
な

っ
て
い

る
。
ま
た
同
時
に
、
翻
訳
し
た
聖
典
お
よ
び
国
際
学
会
や
セ

ナ
1
の
成
果
を

「教
化
研
究
」
及
び
、
研
究
所
の
ホ
l
ム
ペ

l

ジ
に
掲
載
し
、
世
界
に
向
け
て
法
然
上
人
の
教
え
を
発
信
し
、

世
界
に
聞
か
れ
た
浄
土
教
を
目
指
し
て
い
る
。

箆
九
内
容

平
成
四
年
度
は
、
英
訳
作
業
と
し
て

「無
量
寿
経
」
巻
下
、
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『観
経
疏
』、
な
ら
び
に

『和
語
燈
録
」
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」

の
翻
訳
を
お
こ
な
っ
た
。『
無
量
寿
経
』
巻
下
は
嘱
託
研
究
員
の

カ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
が
中
心
と
な
っ
て
翻
訳
を
お
こ
な
い
、

「観
経

疏
」
、
な
ら
び
に

「和
語
燈
録
』
の
英
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
欧
米

に
お
け
る
法
然
浄
土
教
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
ニ
ュ

l
ヨ
l

ク
州
立
大
学
ア
ル
パ
ニ

l
校
東
洋
学
科
准
教
授
の
マ

l
ク
・
ブ

ラ
ム
氏
を
招
聴
し
て
、
集
中
研
究
会
と
し
て
1
ヶ
月
間
翻
訳
に

従
事
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
翻
訳
し
た
英
文
の
確
認
編
集
作
業
と
し

て

「無
量
寿
経
」
巻
下
、
な
ら
び
に

『和
語
燈
録
」
「
浄
土
宗
略
抄
」

の
検
討
と
、
「

一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」

の
和
文
解
釈
検
討
を
当

研
究
班
の
研
究
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
す
る
研
究
会
で
積
み
重
ね
た
。

英
訳
作
業
に
関
す
る
研
究
会
に
加
え
て
、
宗
教
・
医
療
分
野

に
従
事
す
る
専
門
家
が
討
論
や
調
査
研
究
を
共
同
で
お
こ
な
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
S
.08ι

ロ
2
吾
(
往
生
と
死
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
お
よ
び
研
究
会
を
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
平
成
四
年
6
月
お
日
に
「
死
へ
の
準
備
1

今
を
ど
う
生
き
る
か
|
」
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
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ウ
ム
)
を
開
催
し
、

3
0
0
人
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

午
前
中
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
講
師
と
し
て

ニ
ュ

l
ヨ
l

ク
州
立
大
学
准
教
授
マ

l
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
、
日
本
生
命
倫
理
学

会
会
長
藤
井
正
雄
氏
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
准
教
授
岡
野

ジ
ェ

1
ム
ス
洋
尚
氏
、
真
言
宗
豊
山
派
西
明
寺
住
職
・
普
門
院

エA

援
所
医
師

田
中
雅
博
氏

尽
都
大
学
大
学
院
教
授

カ

jレ

ベ
ッ
カ
l
氏
を
お
招
き
し
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

午
後
は
定
員
制
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

l

と
し
て
末
期
が
ん
患
者
の
直
面
す
る
肉
体
的
・
精
神
的
な
苦
し

み
を
取
り
上
げ
、

6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

一
人
ひ
と
り
自
己
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
終
末
期
医
療
に
つ
い
て
何
が
で
き
、
何
を

す
べ
き
か
を
探
求
し
た
。

「
往
生
と
死
」

の
研
究
会
は
、
平
成
四
年

4
月
に
英
国
ア
ミ
ダ

教
団
指
導
者
・
仏
教
精
神
療
法
士
デ
l
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
レ
ー
ザ
ー

氏
を
招
い
て
「
英
国
に
お
け
る
終
末
期
医
療
の
問
題
に
つ
い
て
」

「
死
ぬ
こ
と
へ
の
精
神
的
な
準
備
と
死
の
看
取
り
」
を
テ
l
マ
と

し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
平
成
初
年

3
月
に
は
、
「
日
本
に
お
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け
る
仏
教
者
の
終
末
期
医
療
に
対
す
る
取
り
組
み
の
現
状
と
課

題
」
・
「
終
末
期
医
療
の
現
状
と
宗
教
者
の
役
割
」
を
テ
l
マ
と
し
、

日
蓮
宗
ピ
ハ

l
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
本
澄
寺
住
職
・
医
師
で

あ
る
柴
田
寛
彦
氏
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
専
任
講
師
谷
山

洋
三
氏
、
元
東
京
医
師
会
会
長
繁
成
寺
住
職
福
井
光
蕎
氏
、
慶

応
義
塾
大
学
准
教
授
岡
野
ジ
ェ
イ
ム
ス
洋
尚
氏
を
講
師
と
し
て

迎
え
、
講
義
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
僧
侶
・
医
師
・
医
学
生

を
交
え
お
こ
な
っ
た
。

ま
た
年
聞
を
通
し
て
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ
研
究
員
を
中
心

に
、
現
在
ま
で
の
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
出
版
す

べ
く
『
2
巾
〈
巾
「
巴
お
と
。
口
市
』

の
編
集
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

本
年
度
に
参
加
し
た
国
際
学
会
は
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
、
平

成
四
年
8
月
3
日
か
ら

5
日
に
か
け
て
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー

大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
真
宗
学
会
に
戸
松
義
晴
・
ジ
ョ
ナ
サ

ン
ワ
ッ
ツ
・
マ
l
ク
、ブ
ラ
ム
・
ク
ラ
イ
ド
ウ
イ
ッ
ト
ワ
1
ス
が

参
加
し
、
「
死
へ
の
準
備
t

今
を
ど
う
生
き
る
か

ι
に
つ
い
て
英

語
で
発
表
し
た
。

ま
た
、
国
内
で
の
学
会
参
加
と
し
て
は

9
月
5
日
か
ら
6

日
に
か
け
て
大
正
大
学
で
開
催
さ
れ
た
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会

に
お
い
て
、
戸
松
義
晴
を
は
じ
め
、
嘱
託
研
究
員
の
繭
法
明

北
候
竜
士
、
が
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

以
上
が
平
成
四
年
度
の
「
国
際
交
流
」
研
究
班
の
活
動
概
要

で
あ
る
が
、
平
成
初
年
度
に
継
続
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

多
く
あ
り
、
こ
の
報
告
を
ご

一
読
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
意
見
、

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
よ
り
良
い
成
果
を
出
せ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

立
未
大
綱

①
浄
土
宗
の
聖
典
英
訳
作
業

カ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
担
当

『無
量
寿
経
』
巻
下

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
担
当
、
柴
田
泰
山
・
袖
山
栄
輝
協
力

『観
経
疏
』

戸
松
義
晴
・
マ

l
ク
・
ブ
ラ
ム
担
当

「和
語
燈
録
」

②
英
訳
し
た
聖
典
の
検
討
お
よ
び
編
集
の
た
め
の
研
究
会

国
際
対
応
研
究
班
岩
田
斎
肇
他
研
究
員
・
研
究
ス
タ
ッ
フ

『無
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量
寿
経
』
巻
下
、

「和
語
燈
録
」
の
英
訳
を
検
討
・
編
集

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
S
O
S与
口

g
予
(
往
生
と
死
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

・
勉
強
会

・
出
版
作
業

戸
松
義
晴
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ
担
当
外
部
か
ら
宗
教

医
療
分
野
に
従
事
す
る
専
門
家
を
招
い
て
勉
強
会
を
開
催

④
国
際
学
会
お
よ
び
圏
内
の
学
会
へ
の
参
ノ
加

国
際
真
宗
学
会
¥
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
て
発
表

罪
九
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

平
成
四
年

4
月
口
日

『和
語
燈
録
』「
浄
土
宗
略
抄
」
「
念
仏
大
意
」

の
ザ
失

訳
検
討

4
月
お
日
「
往
生
と
死
」
勉
強
会
英
国
ア
ミ
ダ
教
団
指
導
者
デ
|

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
レ
ー
ザ
ー
氏
講
演

4
月
剖
日

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

5
月
日
日

『和
語
燈
録
』「
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
呈
し
た

お
返
事
」
の
英
訳
検
討

5
月
幻
日

『和
語
燈
録
』
「
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
呈
し
た

お
返
事
」
の
英
訳
検
討
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5
月
却
日

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

6
月
5
日

『観
経
疏
」
の
英
訳
検
討
と
読
み
合
わ
せ

6
月
6
日
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
検
討
会

6
月
ロ
日

『観
経
疏
」

6
月
日
日

『観
経
疏
」
の
英
訳
検
討
と
読
み
合
わ
せ

の
英
訳
検
討
と
読
み
合
わ
せ

6
月
日
日

『和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

6
月
四
日

『観
経
疏
」
の
英
訳
検
討
と
読
み
合
わ
せ

6
月
初
日

『和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

6
月
初
日

『和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

6
月
却
日

『和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

7
月
2
日

『和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

7
月

3
日

『観
経
疏
」
の
英
訳
検
討
と
読
み
合
わ
せ

7
月
口
日
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
反
省
会

7
月
白
日

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

8
月
幻
日

『和
語
燈
録
」「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

9
月
日
日

『和
語
燈
録
」
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

叩
月
2
日

「和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討
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日
月
9
日

「無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

日
月
お
日

「和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

日
月
幻
日

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

ロ
月
日
日

『和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

平
成
初
年

-
月
日
日

「和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

1
月
却
日

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
英
訳
検
討

2
月
ロ
日

「和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

2
月
初
日

「和
語
燈
録
』
「
浄
土
宗
略
抄
」
の
英
訳
検
討

3
月
4
日

「和
語
登
録
」
「

一
百
四
十
五
か
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

3
月
8
日
「
往
生
と
死
」
勉
強
会
柴
田
寛
彦
氏
、
谷
山
洋
三
氏

講
演
3
月
日
日

「和
語
燈
録
』
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
英
訳
検
討

3
月
日
日

「
往
生
と
死
」

勉
強
会
福
井
光
喜
氏
、
岡
野
ジ
ェ
イ

ム
ス
洋
尚
氏
講
演

3
月
日
日

「和
語
燈
録
』
「
一
百
四
卜
五
問
条
問
答」

の
英
訳
検
討

3
月
お
日

『無
量
寿
経
」
巻
下
の
英
訳
検
討

ま
た
、

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
氏
を
招
聴
し
て
の
集
中
研
究
会
開

催
日
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

語
燈
録
」
「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」
の
翻
訳

平
成
四
年
6
月
4
日
1
7
月
4
日

『観
経
疏
』、
な
ら
び
に

『和

文
責
者

主
務

戸
松
義
晴

国際対応、総合研究プロジェク 卜151 



総
合
研
究

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
近
現
代
史

克
九
目
的

「
浄
土
宗
の
近
現
代
史
を
客
観
的
に
明
ら
か
に
す
る
」
を
目
的

に
昨
年
度
よ
り
の
継
続
研
究
を
行
っ
て
い
く
。
研
究
員
の
共
通

認
識
と
研
究
方
向
確
認
の
為
識
者
よ
り
講
義
を
い
た
だ
く
。

研
究
班
領
域
が
多
岐
に
分
か
れ
る
た
め
研
究
テ
l
マ
ご
と
に

班
に
わ
か
れ
て
研
究
を
進
め
る
。
ま
た
宗
綱
宗
規
等
の
基
礎
資

料
の
収
集
分
析
活
動
も
行
う
。

理
九
内
容

本
年
度
は
各
年
度
に
引
き
続
き
識
者
よ
り
の
講
義
を
い
た
だ

き
、
そ
の
内
容
を
記
録
に
ま
と
め
た
。
「
宗
綱
宗
規
」
の
収
集
記
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録
作
業
並
び
に
、
貴
重
資
料
で
あ
る
研
究
所
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
よ
り
「
浄
土
教
報
」
「
浄
土
宗
報
」
「
純
正
浄
土
教
報
」

「
教
学
週
報
」
を
電
子
化

(
P
D
F
化
)
及
び
そ
の
部
分
を
紙
焼

き
製
本
を
行
い
保
存
資
料
と
し
た
。
ま
た
研
究
に
必
要
な
書
籍

の
購
入
保
存
を
行
っ
た
。

作
業
大
綱

理
九
会
開
催
日
及
び
契
九
内
容

平
成
四
年

5
月
7
日
(
月
)
「
本
年
度
研
究
計
画
に
つ
い
て
」

7
月
2
日
(
月
)
講
義
「
近
代
に
お
け
る
寺
院
社
会
事
業
の
変



研究活動報告

遷
と
意
義
」

講
師
一
大
乗
淑
徳
学
園
理
事
長

・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
客
員
教

授

長
谷
川
匡
俊
先
生

7
月
初
日
(
月
)
講
義
「
明
治
初
期
の
神
道
行
政
か
ら
み
た
仏

教
政
批
↑
神
祇
官
・
神
祇
省
政
策
か
ら
教
部
省
政
策
へ
|
」

講
師
一
園
祭
院
大
学
名
誉
教
授

阪
本
是
丸
先
生

日
月
辺
日
(
月
)

「研
究
計
画
に
つ
い
て
」

日
月
四
日
(
月
)
講
義
「
『津
土
教
報
」
お
よ
び
文
献
室
所
蔵
の

各
種
資
料
に
つ
い
て
」

講
師
一
例
教
大
学
図
書
館
参
百
寸
(
浄
土
宗
文
献
室
担
当
)

三
輪
晴
雄
先
生

ロ
月
日
日
(
月
)
「
次
期
研
究
計
画
に
つ
い
て
」

平
成
初
年

1
月
羽
田

(
月
)
講
義
「
鹿
児
島
に
お
け
る
廃
仏
段
釈
」

講
師
一
栗
林
文
夫
先
生

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
繋
明

館
学
芸
専
門
員

2
月
四
日
(
月
)
「
来
年
度
の
研
究
計
画
」

講
師
一
武
田
道
生
研
究
員

3
月
白
日
(
月
)
「
明
治
期
の
僧
侶
養
成
」

淑
徳
大
学
准
教
授

文
責

主
務

大
蔵
健
司

浄土宗近現代史総合研究プロジェクト153 



総
合
研
究

総
合
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
世
浄
土
宗
学
の
基
礎
的
研
究

研
究
目
的

本
研
究
班
は
浄
土
宗
正
所
依
の
経
典
で
あ
る

『浄
土
三
部
経
」

が
、
近
世
以
降
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
を
調
査
研

究
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

浄
土
宗
に
お
け
る
浄
土
三
部
経
の
理
解
は
、

二
祖
三
代
の
領

解
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
法
然
上
人
に

『無
量
寿
経
釈
』
、
『観
無
量
寿
経
釈
』
、
「阿

弥
陀
経
釈
」
の

『三
部
経
釈
」
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は

逐
語
的
な
注
釈
で
は
な
く
、
む
し
ろ
法
然
上
人
の
三
部
経
の
領

解
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
逐
語
的
な
注
釈
と
な
る
と
善
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導
大
師
の

『観
経
疏
』
と
了
慧
の

『無
量
寿
経
紗
』
を
除
け
ば

江
戸
期
の
学
僧
で
あ
る
義
山
良
照
の

『
浄
土
三
部
経
随
聞
講

録
』
と
観
徹
の

『浄
土
三
部
経
合
讃
』
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
そ
し
て
現
在
の
浄
土
宗
に
お
け
る

『三
部
経
』
の
理
解
は
、

語
句
の
意
義
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
音
読
上
の
音
価
の
確
定
ま
で
、

こ
の
二
人
の
著
作
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。「
合
讃
』
は
江
戸

時
代
に
開
板
さ
れ
て
以
後
、
浄
土
宗
内
で
は
非
常
に
よ
く
読
ま

れ、

『浄
土
宗
全
書
』
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

「浄

土
宗
選
集
」
に
収
録
さ
れ
て
書
き
下
し
文
と
し
て
出
版
さ
れ
て

い
る
。

一
万、

『随
聞
講
録
」
は
写
本
で
し
か
伝
え
ら
な
か

っ
た

も
の
の
、

『浄
土
宗
全
書
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
活
字
本
の

『随
開
講
録
」
は
必
ず
し
も
読
み
や
す
い
も
の
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で
は
な
く
、
誤
植
や
、
読
者
へ
の
配
慮
か
ら
と
思
わ
れ
る
書
き

換
え
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
班
で
は
、

『随
聞
講
録
」
の

読
解
研
究
を
中
心
と
し
て
、
近
世
の
浄
土
宗
に
お
け
る

『浄
土

三
部
経
』
の
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
解
明

し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

罪
九
内
容

義
山
「浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
の
書
き
下
し
文
を
作
成
す
る
。

そ
の
際
、
浄
全
本
が
底
本
と
し
た
写
本
と
の
対
校
を
行
い
、
誤

植
な
ど
は
修
正
す
る
。

年
末
大
綱

本
年
度
は
次
の
四
項
目
の
作
業
を
行
っ
た
。

ィ
.
『浄
土
三
部
経
』
本
文
と

「随
聞
講
録
」
の
ペ
ー
ジ
数
対
照

表
の
作
成
。

実
際
に

『随
聞
講
録
」
を
参
照
す
る
際
の
便
の
た
め
、

『浄

土
三
部
経
』
本
文
の
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
(
『浄
土
宗
聖
典
」

第
a

巻
の
本
文
と
書
き
下
し
文
、

『浄
土
宗
全
書
』
第

巻

所
収
の
本
文
)
と
「
随
聞
講
録
」
の
注
釈
箇
所
(
『浄
土
宗

全
書
』
第
十
四
巻
所
収
の
も
の
)
と
の
ペ

ー
ジ
数
と
を
対

照
さ
せ
た
。
こ
れ
は

『教
化
研
究
』
の
本
号
に
研
究
ノ
l

卜
と
し
て
掲
載
し
た
。

ロ
.
「随
聞
講
録
』
の
写
本
の
収
集
。

大
正
大
学
図
書
館
様
の
御
厚
意
に
よ
り
、
同
大
学
図
書
館

所
蔵
の

『随
聞
講
録
』
の
写
本
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

内
訳
は
、
『
浄
土
宗
全
書
」
の
底
本
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

も
の
(
全
十
巻
)
と
、
別
筆
に
な
る

『阿
弥
陀
経
随
聞
講
録
』

の
二
本
で
あ
る
。

ハ
.
『阿
弥
陀
経
随
開
講
録
』
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
。

ニ.

『阿
弥
陀
経
随
聞
講
録
」
の
書
き
下
し
文
の
作
成
。

事
前
に
研
究
員
が
各
自
分
担
し
て
書
き
下
し
文
を
作
成
し

研
究
会
に
お
い
て
修
正
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
、

ロ
.
で
得

ら
れ
た
写
本
と
の
対
校
、

ハ
.
で
作
成
し
た
電
子
テ
キ
ス

ト
の
校
正
作
業
を
並
行
し
て
行
っ
た
。

十
九
年
度
は
イ

の
対
照
表
作
成
を
主
目
的
と
し
て
い
た
の

近世浄土宗学の基礎的研究総合的研究プロジェクト155 



で

の
書
き
下
し
文
の
作
成
は
、

『阿
弥
陀
経
』
序
分
に
相

当
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
終
了
し
た
。

研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

平
成
十
九
年

4
月
3
日

7
月
μ
日

日
月
6
日、

基
礎
研
究

4
月
日
日
、

5
月
却
日
、

9
月
日
日
、

9
月
幻
日
、

日
月
初
日
、

ロ
月
例
日
、

6
月
ロ
日
、

日
月
日
日
、

ロ
月
日
日

浄
土
学
研
究
の
基
礎
的
整
理

研
均
九
日
居
間

教
学
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

6
月
お
日
、

日
月
初
日
、

本
研
究
会
は
近
年
の
浄
土
学
の
研
究
動
向
を
整
理
し
、
今
現

156 

平
成
二
十
年

1
月
泣
日
、

2
月
5
日、

2
月
初
日
、

3
月
日
日
、

3
月
お
日

4
月
3
日
は
大
正
大
学
図
書
館
に
て
写
本
撮
影
の
依
頼
、

そ

れ
以
外
は
主
と
し
て
対
照
表
作
成
と
書
き
下
し
文
作
成
を
行
つ

た
。

文
責
者

主
務

斉
藤
舜
健

在
、
浄
土
学
が
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
の
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
作
業

は
極
め
て
基
礎
的
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
に
発
展
性
が
あ
る
も
の
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で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
乙
の
研
究
動
向
の
整
理
に
よ
っ

て
浄
土
学
の
今
を
再
確
認
で
き
る
も
の
と
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
成
果
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

罪
九
内
容

①
研
究
動
向
の
整
理
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
浄
土
教
に
関
す

る
研
究
の
中
、
法
然
以
前
の
諸
師
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
収

集
し
整
理
す
る
。

②
聖
問

「釈
浄
土
二
蔵
義
』
の
書
き
下
し
作
成
。

作
業
大
綱

①
研
究
動
向
の
整
理
作
業
で
は

か
ね
て
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

論
文
目
録
の
作
成
で
は
な
く
、
各
論
文
の
特
色
や
他
の
研
究
に

与
え
た
影
響
等
に
留
意
し
、
各
研
究
を
評
価
す
る
形
で
整
理
を

行
っ
た
。
(
本
誌
研
究
ノ
l
ト
に
掲
載
)
こ
の
作
業
は
研
究
会
で

は
行
わ
ず
、
基
本
的
に
は
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
に
整
理
を
進

め
る
形
で
行
っ
て
い
る
。

②
聖
問

「釈
浄
土
二
蔵
義
』
の
書
き
下
し
作
成
に
つ
い
て
は
、

近
世
に
お
け
る
浄
土
宗
学
研
究
に
つ
い
て
、
近
世
の
檀
林
教
学

の
基
礎
と
し
て
広
く
学
ば
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
聖
問

『釈
浄
土

二
蔵
義
」
を
と
り
あ
げ
、
研
究
会
を
開
い
て
輪
読
し、

書
き
下

し
の
作
成
と
、
同
時
に
漢
文
の
テ
キ
ス
ト
デ
l
タ
作
成
を
行
つ

た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
現
在
ま
で
に
第

一
巻
の
書
き
下
し
と
出

典
の
調
査
を
終
了
し
、
第
四
巻
ま
で
は
書
き
下
し
が
終
了
し
た
。

研
究
会
開
催
日
及
び
研
究
内
容

今
年
度
開
催
さ
れ
た
研
究
会
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
四
年
4
月
日
日

5
月
9
日

5
月
初
日

6
月
6
日

6 
月
13 
日

6
月
初
日

7
月
日
日

日
月
7
日

浄土学研究の基礎的整理教学的研究プロジェク卜157 



日
月
幻
日

平
成
却
年
1
月
9
日

1
月
初
日

2
月
6
日

2
月
幻
日

qJ
同川
FD
口
μ

基
礎
研
究

法
式
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
代
の
勤
行
の
音
声

は
じ
め
に

総
合
研
究
所
伝
承
儀
礼
研
究
班
で
は
、

二
年
聞
を
1
ク
l
ル

と
し
て
法
式
分
野
の
中
か
ら
テ
l
マ
を
絞
り
込
み
研
究
を
進
め

て
き
た
。
平
成
十
八
、
十
九
年
度
は
「
近
代
の
勤
行
の
音
声
に
つ

3
月
四
日
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2
月
お
日

3
月
幻
日

い
ず
れ
も

『頒
義
」
の
書
き
下
し
作
成
を
主
に
行
っ
た
。

文
責
者

主
務

柴
田
泰
山

い
て
」
と
い
う
テ
l
マ
を
定
め
、
初
年
度
は
基
礎
研
究
、
次
年

度
は
研
究
成
果
の
発
表
の
準
備
と
し
て
研
究
会
を
重
ね
て
い
く

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
研
究
員
の
人
数
も
大
幅
に
増
員
し
、
従

来
の
研
究
体
制
か
ら

一
層
の
充
実
を
図
っ
た
。

本
研
究
は
、
伝
承
儀
礼
班
が
か
つ
て
平
成
十
二
年
か
ら
四
年
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聞
に
わ
た
り
、
発
表
を
続
け
て
き
た
「
礼
讃
聾
明
音
譜
の
研
究
」

に
も
関
連
が
あ
り
、
研
究
体
制
の
強
化
と
併
せ
、
成
果
の
大
き

さ
に
も
期
待
を
持
た
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
研
究
は
表
題
の
通
り
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
各
地

に
存
在
し
た
独
自
の
旋
律
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
現
行
の
勤
行
式
の
音
声
は
、
昭
和
初
期
に
東
西
の
法
式

指
導
者
が
討
議
の
末
、
最
大
公
約
数
的
な
も
の
と
し
て
、
統

し
た
も
の
で
あ
る
。
統

一
以
前
の
音
声
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、

い
か
な
る
過
程
で
現
行
の
音
声
が
成
立
し
た
の
か
、
解
明
の

助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

琵
九
経
過

初
年
度
の
研
究
会
で
は
以
下
の
五
点
が
研
究
作
業
と
し
て
確

認
さ
れ
た
。

①
昭
和
十
四
年
の
浄
土
宗
認
定
本
に
つ
い
て
、
今

一
度
分
析
、

研
究
所
所
蔵
の
法
式
資
料
と
比
較
検
討
す
る
。

②

N
H
K
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

浄
土
宗
関
係
の
サ
ン
プ
ル
の
収
集
。

③
増
上
寺
式
師
会
、
知
恩
院
式
衆
会
の
協
力
を
仰
い
で
サ
ン
プ

ル
を
収
集
す
る
。

④
宗
報
に
記
載
さ
れ
た
法
式
関
係
の
記
事
の
収
集
。

⑤
千
葉
満
定
師
に
つ
い
て
の
研
究
。

①
、
②
、
①
に
関
し
て
は
、
西
城
研
究
員
が
、
調
査
を
行
っ
た
。

国
会
図
書
館
に
つ
い
て
は
資
料
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、

N
H
K
 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
入
手
し
た
音
源
は

C
D
化
を
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
、
広
く
宗
報
に
記
事
を
掲
載
し
、
全
国
の
寺
院

に
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
⑤
に
つ
い
て
、

神
奈
川
教
区
小
田
原
組
伝
肇
寺
様
よ
り
情
報
を
い
た
だ
き
、
平

成
十
九
年
三
月
二
日
に
坂
上
、
山
本
康
彦
法
儀
司
が
現
地
へ
赴

き
取
材
を
行
っ
た
。

平
成
十
九
年
度
の
研
究
会
で
は
、
研
究
成
果
を
公
開
講
座
に

お
い
て
発
表
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
初

年
度
に
収
集
し
た
資
料
を
精
査
し
、
さ
ら
に
各
地
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
音
声
、

他
宗
の
音
声
に
も
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。
検

討
の
結
果
、
研
究
班
で
は

「四
奉
請
」
を
取
り
上
げ
、
主
に

関
西
方
面
で
唱
え
ら
れ
る
「
虞
節
の
四
奉
請
」
に
つ
い
て
平
成
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十
八
年
か
ら
清
水
秀
浩
研
究
員
を
招
聴
し
、

二
度
に
わ
た
り
研

究
会
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
九
年
九
月
に
は
、
天
台
宗

大
泉
寺
(
東
京
都
台
東
区
谷
中
)
住
職
、
杜
多
道
雄
師
を
訪
問

し
、
天
台
の
音
声
に
つ
い
て
ど
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
杜
多
師
は
、

音
律
研
究
所
に
在
籍
さ
れ
る
天
台
声
明
の
第

一
人
者
で
あ
る
。

収
集
し
た
資
料
を
音
源
化
し
、
さ
ら
に
荒
木
、
庚
本
康
研
究
員

の
両
名
に
よ
っ
て
、
目
安
博
士
と
五
音
を
施
し
た
譜
面
の
作
成

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
二
月
に
、
公
開
講
座
を
催

す
こ
と
と
し
、
ど
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
か
検
討
会
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
公
開
講
座
は
実
際
に
音
声
を
実
唱
し
、
法
要
形

式
に
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
特
に
、
伝
承
儀
礼
班
で
は
以
前

か
ら
「
四
奉
請
」
に
着
目
し
、
各
種
の
旋
律
を
採
譜
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
た
の
で
、
公
開
講
座
は
二
部
形
式
と
し
、
第

部
で
は
各
種
の
「
四
奉
請
」
、
第
二
部
で
は
収
集
し
た
音
声
を
中

心
こ
、
J
l
 
日
中
礼
讃
、
初
夜
礼
讃
を
経
前
、
経
後
に
配
し
た
法
要

形
式
に
差
定
を
組
み
立
て
た
。

公
開
講
座
に
つ
い
て

研
究
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
伝
承
儀
礼
班
は
、
公
開
講
座
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を
開
催
し
、
広
く
成
果
を
発
信
し
て
き
た
。
今
回
も
平
成
二
十

年
二
月
十
四
日
に
大
本
山
増
上
寺
景
光
殿
に
お
い
て
公
開
講
座

を
催
し
た
。
以
下
、

当
日
の
差
定
を
掲
げ
、
解
説
を
付
す
る
。

第

一
部
「
各
種
四
奉
請
」

①
引
声
法
要
の
四
奉
請

②
法
要
集
の
凹
奉
請

③
天
台
宗
の
四
奉
請

④
四
奉
請
虞
節

①
の
引
声
法
要
は
大
本
山
増
上
寺
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
法
要

で
あ
る
。
現
在
、
大
本
山
増
上
寺
の
御
思
大
会
で
は
、
四
月
六

日
の
日
中
法
要
に
引
声
法
要
が
勤
め
ら
れ
、
四
奉
請
は
そ
の
中

で
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
に
お
い
て
は
鎌
倉
の
大
本
山
光

明
寺
が
引
声
法
要
の
源
流
で
あ
る
が

そ
の
後
、
増
上
寺
に
伝

承
さ
れ
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
。
俗
に
「
シ
ャ
ツ
ク
リ
押
し
」

と
い
う
技
術
が
特
徴
で
あ
る
。
①
は
浄
土
宗
法
要
集
に
所
収
さ

れ
て
い
る
広
く

一
般
寺
院
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
①
は
天
台
宗

寺
院
で

一
般
的
な
四
奉
請
で
、
前
述
の
杜
多
師
か
ら
ご
教
授
い
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た
だ
い
た
。
旋
律
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
最
後
の
「
入
道
場
散
華
楽
」

で
節
が
付
く
。
発
声
時
に
若
干
の
塩
梅
(
え
ん
ば
い
)
が
付
く
。

調
声
と
い
う
役
(
天
台
で
は
主
に
導
師
)
が
散
華
を
し
て
か
ら

発
声
す
る
の
が
特
徴
な
の
で
、
公
開
講
座
で
も
句
頭
が
散
華
を

し
て
か
ら
発
声
し
た
。
④
の
虞
節
は
、
法
要
集
で
は
「
十
夜
会

古
式
」
で
唱
え
る
よ
う
指
定
し
て
い
る
が
、
関
東
方
面
で
は
ほ

と
ん
ど
唱
え
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
関
西
の
研
究
員

で
あ
る
清
水
秀
浩
師
(
大
本
山
金
戒
光
明
寺
法
務
部
長
)
を
招
き
、

実
唱
を
中
心
と
し
た
研
究
会
を
行
っ
た
。
関
東
の
研
究
員
は
い

ず
れ
も
法
式
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
習
得
に
は
か
な
り
の
時
間

が
か
か
り
、
不
定
期
に
自
主
的
な
研
究
会
を
聞
き
、
稽
古
を
重

ね
た
。
本
来
は
、
散
華
を
伴
う
が
、
当
日
は
音
声
に
集
中
す
る

た
め
、
散
撃
を
し
な
か

っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
杜
多
師
か
ら
天

台
の
引
声
四
奉
請
の

C
D
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
来
場
者
に
、

聞
い
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
音
源
を
聞
い
た
時
は
、
研
究
員

同
非
常
に
驚
い
た
が
、
浄
土
宗
の
庚
節
四
奉
請
と
天
台
宗
の
引

声
四
奉
請
と
は
同

一
の
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
部
「
近
代

・
各
地
の
音
声
を
用
い
た
法
要
」

先
、
香
偏

次、

三
宝
礼

次、

三
奉
請

次
、
機
悔
偏

十

次
、
日
中
礼
讃
(
一
尊
哀
感
・
観
音
勢
至
・
無
常
偏
)

次
、
開
経
偶

次
、
四
誓
偏

次
、
本
誓
偏

十

次
、
初
夜
礼
讃
(
陰
旋
、
後
偏
加
唱
)

次
、
摂
益
文

次
、
念
仏

一
会

次
、
総
回
向
偏

本

次
、
総
願
偶

次、

三
唱
礼

次
、
送
仏
偏

こ
の
差
定
の
中
で
現
行
の
旋
律
と
異
な
る
の
は
、

香
偏
、

宝
礼
、
日
中
礼
讃
、
初
夜
礼
讃
、

三
唱
礼
で
あ
る
。
香
倍
、

三
宝
礼、

日
中
礼
讃
は
、
昭
和
初
期
に
録
音
さ
れ
た
音
源
を
再
現
し
た
も
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の
で
あ
る
。
研
究
班
で
は
、
当
時
の
音
声
を
目
安
博
士
に
起
こ
し

五
音
を
ふ
り
、
譜
面
を
作
成
し
た
が
、
大
正
十
三
年
版
の
「
礼

讃
聾
明
音
譜
」
と
比
較
す
る
と
、
両
者
の
聞
に
十
年
程
度
の
年

月
の
違
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

す
で
に
旋
律
の
相
違
が

各
所
に
確
認
で
き
た
。
特
に
日
中
礼
讃
は
、
そ
の
違
い
が
顕
著
で
、

目
安
博
士
で
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
旋
律
も
あ
っ
た
。

初
夜
礼
讃
は

い
わ
ゆ
る
陰
旋
法
の
礼
讃
で
、
京
都
、
黒
谷

の
金
戒
光
明
寺
の
御
忌
逮
夜
法
要
で
勤
め
ら
れ
て
い
る
礼
讃
で

あ
る
。
清
水
研
究
員
が
「
四
奉
請
麿
節
」
の
研
究
会
の
折
り
、

各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
音
声
を
探
究
す
る

一
環
と
し
て
伝
授

し
て
い
た
だ
い
た
・
も
の
で
あ
る
。

公
開
講
座
役
配

開
式
挨
拶

福
西
賢
兆

解
説

坂
上
典
翁

式
衆

虞
本
条
康

贋
本
康
真

山
本
晴
雄

中
野
孝
昭

中
野
晃
了

荒
木
信
道

終
わ
り
に
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大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
音
声
、
ま
た
各
地
に
伝

承
さ
れ
て
い
た
音
声
が
い
か
な
る
過
程
を
経
て
、
現
在
の
旋
律

に
な
っ
た
の
か
、
ま
だ
、
課
題
の
多
い
研
究
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
際
の
音
声
を
採
譜
し
、
実
唱
す
る
こ
と
は
極
め
て

稀
で
あ
り
、
総
合
研
究
所
な
ら
で
は
の
公
開
講
座
で
あ
っ
た
。

す
で
に
次
年
度
の
研
究
テ

l
マ
も
決
定
し
て
い
る
が
、
音
声
に

関
す
る
研
究
は
、
伝
承
儀
礼
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
、
さ

ら
な
る
研
究
を
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
度
理
九
会

第

四

平
成
十
九
年
四
月
十
日

第

回

五
月
二
十
八
日

第

回

六
月
十

一
日

第
四
回

六
月
十
八
日

第
五
回

七
月
二
十
日

第
六
回

八
月
二
十
九
日
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第
七
回

九
月
十
八
日

第
八
回

十
月
二
十
六
日

第
九
回

十
二
月
二
十
日

第
十
回

平
成
二
十
年

一
月
二
十
九
日

基
礎
研
究

布
教
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
代
布
教

研
究
目
的

現
代
に
お
け
る
布
教
方
法
は
、
結
縁
五
重
の
勧
誠
を
代
表
と

す
る
よ
う
な
直
接
の
説
教
形
式
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

ト
の
利
用
な
ど
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
研
究
班
で

は
従
来
の
伝
統
的
な
布
教
方
法
を
再
確
認
し
た
う
え
で
、
よ
り

効
果
的
、
能
動
的
な
方
法
を
模
索
し

具
体
的
な
資
料
の
提
供

一一
月
十
三
日

一一
月
十
四
日

前
日
リ
ハ
ー
サ
ル

公
開
講
座
文
責

坂
上
典
翁

討
す
る
。

も
含
め
、
檀
信
徒
を
は
じ
め
と
す
る

一
般
社
会
へ
の
発
信
を
検

克
九
内
容

き
た
。
十
九
年
度
は
左
記
の
研
究
計
画
に
基
づ
き
、
活
動
を
行
っ
て

一
、
結
縁
五
重

・
勧
誠
録
の
研
究

現代布教布教的研究プロジェクト163 



二
、
視
覚
的
布
教
資
料
の
研
究
(
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
活
用

し
た
布
教
法
)

一二
、
一
般
書
籍
の
布
教
利
用
に
つ
い
て

四
、
結
縁
五
重

・
勧
誠
に
お
け
る
讃
題
と
和
歌

・
道
詠
の
資

料
整
理

作
業
大
綱

て

結
縁
五
重
・
勧
誠
録
の
研
究

基
本
的
に
毎
週
金
曜
日
に
研
究
会
を
行
っ
た
。
本
年
は
的
門

『信
法
要
決
排
稗
』
、
吉
岡
阿
成
『貼
晴
録
』
、
岩
井
智
海
『五
重
講
説
」

三
冊
の
比
較
作
業
を
中
心
と
し
た
。
ま
た
勧
誠
録
で
は
な
い
が

立
道
官
県
葛
伝
五
巴
、
岸
上
恢
嶺
「
説
教
雌
中
策
」
を
輪
読
し

時
代
品
旦
尽
等
の
参
考
と
し
た
。

そ
の
研
究
成
果
と
し
て
、

『教
化
研
究
』
本
号
の
研
究
ノ

l
ト

に
、
右
記
、

一二
勧
誠
録
の
内
容
分
析
、
時
代
背
畏
と
そ
の
特
異

点
な
ど
を
列
記
し
て
報
告
す
る
。

ま
た
、
関
連
研
究
と
し
て
宮
入
研
究
員
よ
り
、
法
洲

『信
法

要
決
」
に
関
す
る
報
告
を
掲
載
す
る
。

二
、
視
覚
的
布
教
資
料
の
研
究
(
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
活
用
し
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た
布
教
法
)

新
し
い
布
教
方
法
の
模
索
と
し
て
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
に
よ

る
法
話
を
提
案
す
る
。
今
年
度
は

「法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ

ネ
ル
法
話
の
制
作
と
し
て
、
笹
脇
昌
恵
師
を
講
師
に
む
か
え
、

年
四
回
ぺ

l
ス
で
研
究
会
を
行
っ
た
、
今
回
は
「
怨
親
平
等
の

聖
者
」
「
智
者
の
ふ
る
ま
い
を
せ
ず
」
の
二
作
品
を

『教
化
研
究
』

本
号
の
研
究
ノ
l
ト
に
報
告
す
る
。

ま
た
、

「教
化
研
究
』
第
十
七
号
に
て
提
案
し
た

『無
量
寿

経
』
パ
ネ
ル
法
話
の

イ
ラ
ス
ト
デ
l
タ
を
提
供
す
る
た
め
に

の
ロ
l

問
。
玄
を
作
成
し
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
実
用
例
、
及
び

そ
の
作
品
解
説
と
し
て
は
パ
ワ
1
ポ
イ
ン
ト
、
及
び
ビ
ュ

l
レ
ッ

ト

・
カ
ム
と
い
う
ソ
フ
ト
を
利
用
し
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
イ
ル

に
て
収
録
を
し
た
。
な
お
、
法
話
録
音
に
あ
た
り
声
優
の
山
口

奈
々
氏
に
お
願
い
を
し
た
。

※

『無
門
川
点
目
杭
」
パ
ネ
ル
法
話
。
。
l
刃
O
玄
ご
希
盟
の
方
は
、
品
げ
土
宗
総
合
研
究
所
に
ご

述
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
償
に
て
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。



研究活動報告

三
、
一
般
書
籍
の
布
教
利
用
に
つ
い
て

本
年
度
は
資
料
の
収
集
の
み
で
あ
り
、
研
究
報
告
は
行
わ
な

p 。四
、
結
縁
五
重

・
勧
誠
に
お
け
る
讃
題
と
和
歌

・
道
詠
の
研
究

「教
化
研
究
」
本
号
の
研
究
ノ
l
ト
に
、
平
成
十
七
年
十
二
月

八
・
九
日
と
平
成
十
八
年
十
二
月
十
四
・
十
五
日
、
近
江
八
幡
市

と
守
山
市
閤
魔
堂
に
て
、
住
蓮

・
安
楽
上
人
に
関
す
る
遺
跡
調

査
を
行
っ
た
際
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

罪
九
開
催
日
及
ひ
研
究
内
容

4
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

4
月
四
日
(
木
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

4
月
幻
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

5
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

5
月
日
日
(
火
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

5
月
お
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

6
月
1
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

6
月
ロ
日
(
火
)
「
内
容
」

「
法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ
ネ
ル
法

話
作
成
(
第
五
回
)

講
師
一
笹
脇
昌
恵
上
人

第

四
b.. 
;z:;: 

議
資
料

来
世
を
怖
れ

往
生
を
願
つ

j
熊
谷
蓮
生
の
精
神
1」

完
成
パ
ネ
ル
絵
の
再
検
討

-
第
四
回
会
議
資
料
「
四
.
建
永
の
法
難
1
法
然
上
人
ご

往
生
」
パ
ネ
ル
絵
原
画
を
見
て
検
討
す
る
。

第
五
回
会
議
資
料
「
五
.
至
誠
心
の
念
仏
」

法
話
原
稿
を
読
み
、
パ
ネ
ル
絵
に
つ
い
て
検
討
。

6
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

7
月
6
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

7
月
四
日
(
水
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

7
月
日
日
(
水
)

「内
容
」

『法
然
上
人
御

一
代
記
』
パ
ネ
ル
法

話
作
成
(
第
六
回
)

講
師
一
山
口
奈
々
先
生

内
容
一
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
法
話
配
布
用

C
D
ナ
レ

l

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
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7
月
幻
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

8
月
目
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

9
月
7
日
(
金
)
「
内
容
」

「法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ
ネ
ル
法

話
作
成
(
第
七
回
)

講
師
一
笹
脇
昌
恵
上
人

第
四
回
会
議
資
料
「
四
.
建
永
の
法
難
1
法
然
上
人
ご

往
生
」

第
五
回
会
議
資
料
「
五
.
至
誠
心
の
念
仏
」

日
月
2
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

日
月
9
日
(
金
)

「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

日
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

日
月
初
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

ロ
月
7
日

(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

ロ
月
H
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

ロ
月
却
日
(
水
)

「
内
容
」

『法
然
上
人
御

一
代
記
』
パ
ネ
ル
法

話
作
成
(
第
八
回
)

講
師
一
笹
脇
昌
恵
上
人

「
来
世
を
怖
れ
、
往
生
を
願
う
1
熊
谷
蓮
生
の
精
神
1
」

「
建
永
の
法
難
1
法
然
上
人
ご
往
生
」
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「
至
誠
心
の
念
仏
1
天
野
四
郎
1
」

ロ
月
初
日
(
火
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

1
月
8
日
(
火
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

1
月
泊
日
(
火
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

2
月
5
日
(
火
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

2
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

2
月
辺
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

2
月
却
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

3
月
刊
日
(
月
)
「
内
容
」

『法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ
ネ
ル
法

話
作
成
(
第
九
回
)

講
師
一
笹
脇
昌
恵
上
人

O
法
話
原
稿
、
パ
ネ
ル
絵
の
確
認
。

-
「
怨
親
平
等
の
聖
者
」
(
ご
生
誕
1
父
の
遺
言
)

「知
里
官
の
ふ
る
ま
い
を
せ
ず
」
(比
叡
登
嶺
1
黒
谷
隠
遁

ー
開
宗
)

「深
心
1
蓮
生
に
学
ぶ
l
」
(
熊
谷
次
郎
直
実
)

「
お
念
仏
を
伝
え
る
旅
路
」
(
法
難
1
法
然
上
人
ご
往
生
)



研究活動報告

「
至
誠
心
l
耳
四
郎
に
学
ぶ
1
」
(
耳
四
郎
教
阿
)

-
「
念
仏
婆
さ
ん
」

3
月
日
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

土
寸
リ
業
露

外
3
1
甲
刀
品
調
マ
干

特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
善
本
叢
書

研
究
目
的

」
れ
ま
で
浄
土
宗
聖
教
の
全
面
的
調
査
は
あ
ま
り
行
わ
れ
た

こ
と
が
な
い
た
め
、
貴
重
な
聖
教
類
が
ど
こ
に
ど
れ
ほ
ど
残
つ

て
い
る
か
い
ま
だ
全
容
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
史
料
集
の
出
版

も
少
な
く
、
天
台
宗
や
浄
土
真
宗
で
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る

の
と
対
比
す
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
処
置
は
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。

本
班
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
か
ん
が
み
、
な
ん
ら
か
の

3
月
お
日
(
金
)
「
内
容
」
五
重
勧
誠
録
研
究

文
責
者

主
務

・
研
究
員

後
藤
真
法

有
意
義
な
史
料
集
を
出
版
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
前
固
ま
で
の

『教
化
研
究
』
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、

『黒

谷
上
人
語
灯
録
』
写
本
の
写
真
版
を
刊
行
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
繰
り
返
し
説
明
の
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、

「黒
谷
上
人
語

灯
録
』
は
法
然
の
思
想
研
究
に
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
基
礎

史
料
で
あ
り
、

『昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
も
多
く
の
語
録
を

こ
こ
か
ら
採
取
し
て
い
る
。
そ
こ
で
各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本

を
調
査
撮
影
し
て
出
版
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

浄土宗善本叢書特別プロジェク卜167 



研
究
内
容

本
班
の
主
要
な
仕
事
は
「
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
を
撮
影
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
所
蔵
先
の
寺
院
や
博
物
館
の
許
可
を
い
た
だ

き
、
撮
影
業
者
と
と
も
に
現
地
に
出
向
い
て
撮
影
す
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
は
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
要
し
て
き
た
。

し
か
し
幸
い
に
も
こ
れ
と
い
っ
た
問
題
も
な
く
、

一
部
を
除
き
ほ

ぽ
全
体
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
本
班
の
仕
事
の
山
場
は
越
し

た
こ
と
に
な
る
。
あ
と
は
解
題
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、

解
題
を
執
筆
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
が
こ
れ
も
ほ
ぼ
目

処
は
た
っ
て
き
た
。
現
時
点
で
原
稿
は
ま
だ
揃
っ
て
い
な
い
が

内
容
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
構
想
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

撮
影
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
は

『黒
谷
上
人
語
灯
録
」

の
関
連
史
料
を
調
査
し
た
。
以
前
に
も
報
告
し
た
と
お
り
、
知

恩
院
に
義
山
版
が
刊
行
さ
れ
る
前
後
に
、
校
訂
が
完
成
し
た
書

写
本
を
献
呈
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
白
誉
秀
道
の
奥
書
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
白
誉
の
も

の
が
ど
う
か
と
い
う
と
、
全
体
の
流
れ
か
ら
す
る
と
不
審
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
他
の
筆
跡
と
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
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で
、
白
誉
の
筆
跡
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
山
口
県
の
某
寺
院
に
名

号
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
え
た
。

幸
い
に
も
ご
快
諾
い
た
だ
き
調
査
し
た
。
名
号
は
確
実
に
白

誉
の
筆
跡
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
と
く
ら
べ
た
わ
け
で
あ
る
が

ど
う
も
似
て
お
ら
ず
知
恩
院
本
は
他
者
の
筆
跡
の
よ
う
に
思
え

た
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
筆
跡
が

致
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
違
う
と
な
る
と
問
題
で
あ
る
。
知
恩

院
本
は
右
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
、
こ
の

あ
た
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
解
題
執
筆
者
に
お
ま
か
せ
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

こ
こ
五
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
何
箇
所
か
の
撮
影
を
実
施
し
て
き

た
が
、
幸
い
に
も
各
所
蔵
者
か
ら
許
可
を
い
た
だ
い
て
き
て
い

る
。
本
班
の
仕
事
は
所
蔵
者
の
ご
理
解
を
え
て
は
じ
め
て
成
り

立
つ
も
の
な
の
で
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
そ
れ

に
し
て
も
、
こ
う
し
て
調
査
に
回
っ
て
み
る
と
、
貴
重
な
も
の

が
結
構
残
さ
れ
て
い
る
の
が
実
感
で
き
る
。
所
蔵
先
の
御
住
職

か
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
う
な
か
で
、
調
査
目
的
以
外
の
関
連



研究活動報告

史
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
界
に
ま
つ

た
く
公
表
さ
れ
て
い
な
い
価
値
あ
る
も
の
が
残
っ
て
い
た
り
す

る
。
既
に
活
字
化
さ
れ
た
史
料
で
研
究
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ

る
が
、
自
分
の
足
で
各
地
へ
赴
い
て
新
し
い
も
の
を
見
出
す
こ

と
の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

特
別
業
務

大
遠
思
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
と
を
含
め
て
、
本
班
の
事
業
は
必
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
か

ら
こ
そ
、
労
力
を
か
け
て
行
な
っ
て
い
る
。
関
係
各
方
面
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

主
務

善
裕
昭

法
然
上
人
一
一十
五
霊
場
ー
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て

研
究
目
的

第

一
番
誕
生
寺
か
ら
第
二
十
五
番
知
恩
院
に
い
た
る
法
然
上

人
二
十
五
霊
場
(
本
霊
場
)

は
霊
沢
等
に
よ

っ
て
宝
暦
年
間

(
一
七
五

一
1
六
三
)
に
巡
拝
が
始
め
ら
れ
、

『固
光
大
師
御
遺

跡
廿
五
箇
所
案
内
記
』
(霊
沢
、
明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
刊
。

以
下

『案
内
記
』)
に
二
十
五
の
札
所
と
し
て
選
定
さ
れ
確
定
さ

れ
た
。
本
霊
場
の
霊
場
寺
院
は
大
正
十
二
年
(
開
宗
七
百
五
十

年
の
記
念
事
業
に
関
連
す
る
)
に

一
度
は
改
定
さ
れ
た
も
の
の

昭
和
八
年
に
は
旧
に
復
さ
れ
(
山
本
博
子

「
法
然
上
人
二
十
五

霊
場
の
改
定
に
つ
い
て
」
『印
仏
研
』
三
八
1

一
、
平
成
元
年
)
、

現
在
に
至
る
ま
で
盛
ん
に
巡
拝
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
各

法然上人二十五霊場一歴史と現状について大遠思関連プロジェクト169 



地
に
は
本
霊
場
の
写
し
霊
場
と
し
て
法
然
上
人
の
二
十
五
霊
場

(
以
下
、
写
し
霊
場
と
い
う
場
合
は
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の
も

の
を
指
す
)
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
き
て
い
る
(
例
外
と
し
て

大
阪
の
「
円
光
大
師
廿
五
処
理
が
あ
る
。
「
円
光
大
師
廿
五
処
理

は

『案
内
記
」
に
先
立
つ
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
以
前
に
成

立
し
て
お
り
、
「
案
内
記
』
成
立
後
、
逆
に
写
し
霊
場
化
し
た
こ

と
が
、
山
本
博
子
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
)
。
明
治

以
後
の
写
し
霊
場
設
立
時
期
を
見
る
と
、
明
治
末
1
大
正
初
期

(
七
百
年
大
遠
忌
)
、
大
正
末
(
開
宗
七
百
五
十
年
)
、
昭
和
八
年
(
法

然
上
人
生
誕
八
百
年
)
、
近
年
で
は
開
宗
八
百
年
な
ど
、
浄
土
宗

の
大
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
ら
の
写
し
霊
場
に
は
現
在
で
も
巡
拝
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る

一
方
、
す
で
に
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
当
該
の
霊

場
寺
院
に
す
ら
霊
場
と
し
て
の
記
録
や
痕
跡
が
な
い
も
の
も
あ

る
。
ま
た
設
立
の
時
期
も
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
四
九
年
ご
ろ
ま

で
と
幅
広
く
、
個
別
の
霊
場
に
よ
っ
て
そ
の
設
立
時
期
、
規
模
、

設
立
者
の
地
位
、
活
動
状
況
の
遷
移
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
各
地
に
写
し
霊
場
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
法
然
上
人
を
賛
仰
し
念
仏
信
仰
の
弘
通
に
貢
献
し
て
き
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た
こ
と
に
は
違
い
は
な
く
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
も
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
で
に
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
も
先
人
の
法
然
上
人
賛
仰
の
貴
重
な
痕
跡
で

あ
る
。

本
研
究
で
は
、
す
で
に
霊
場
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
も
含
め
た
こ
れ
ら
の
各
種
の
法
然
上
人
の
写
し
霊
場
の

歴
史
と
現
況
を
調
査
紹
介
し
、
も
っ
て
大
遠
忌
に
向
け
て
法
然

上
人
へ
の
迎
慕
喚
起
の

一
翼
を
担
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
内
容

十
八
年
度
と
同
様
に
、
各
地
に
設
置
さ
れ
た
写
し
霊
場
の
現

況
を
調
査
報
告
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
研
究
を
実

施
し
た
。

(1
)
調
査
対
象
霊
場
の
選
定
、
へ
2
)
文
献
な
ど
に
基
づ
く
事

前
調
査
、

(4)
調
査
結
果
の
検
討
、

(5)

(3)
実
地
調
査
、

報
告
・
紹
介
、
と
い
う
手
順
手
』
繰
返
す
こ
と
に
な
る
。
霊
場
に
よ
っ

て
は
す
で
に
存
在
自
体
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
資
料
も
ほ
と
ん
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ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
霊
場
寺
院
自
体
に
も
な
ん
ら
の
記
録
も
残

さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
実
地
調
査
で
成
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は

(1)

(2)
が
重
要
に
な
る
。

(1)
調

と

査
対
象
霊
場
の
選
定
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
前
の
平
成

十
五
年
度
に
浄
土
宗
総
合
研
究
所
か
ら
各
教
区
教
務
所
宛
に
お

こ
な
っ
た
写
し
霊
場
所
在
確
認
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
基

礎
デ

l
タ
と
し
、
更
に
霊
場
研
究
者
な
ど
か
ら
の
情
報
に
基
づ

い
た
。
さ
ら
に
十
七
年
度
に
は
教
務
所
宛
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

い
て
、
個
々
の
霊
場
寺
院
に
対
し
て
霊
場
の
現
況
を
確
認
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

「教
化
研
究
」
第
十
七
号
参

照
)
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
得
た
情
報
に
基
づ
い
て
調
査
対
象
霊
場

を
選
定
し
、
個
別
霊
場
の
調
査
を
実
施
し
た
。
特
に
十
九
年
度

は
本
研
究
の
ま
と
め
の
年
度
で
あ
り
、

霊
場
の
実
地
調
査
は
上

半
期
ま
で
と
し
た
。

年
本
大
綱

平
成
十
九
年
度
に
は
次
の
霊
場
の
実
地
調
査
を
完
了
し
た
。

(
イ
)
一二
河
教
区
一
国
光
大
師
三
河
園
廿
五
霊
場

(
ロ
)
三
河
教
区
・
法
然
上
人
三
河
二
十
五
霊
場

(
ハ
)
兵
庫
教
区
一
霊
場
名
不
詳

(
ニ
)
南
海
教
区
一
円
光
大
師
讃
岐
廿
五
霊
場

個
別
の
霊
場
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

『教
化
研
究
」

号
に
お
い
て
研
究
成
果
と
し
て
別
に
報
告
す
る
の
で
、
こ
こ
で

は
割
愛
す
る
。

な
お
、

二
月
に
第

一
次
の
研
究
成
果
報
告
書
を
遠
忌
局
宛
提

出
し
て
い
る
。

罪
九
会
開
催
日
及
ひ
研
究
内
容

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
京
都
分
室
と
関
東
の
研
究
員
と
の
合
同

の
研
究
班
で
あ
る
。
実
地
調
査
な
ど
の
研
究
会
の
実
施
日
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

4
月
3
日

5
月
幻
1
2
日

5
月
却
日

6
月
お
日
、

つJ
-
}
A
-
1
-

唱

i

可

i
r
t

日
月

n
l
n日

こ
の
他
に
研
究
会
に
は
計
上
し
て
い
な
い
が
、
調
査
の
進
捗

状
況
の
打
ち
合
わ
せ
、
研
究
成
果
報
告
の
作
成
に
つ
い
て
の
打

の
本

法然上人二十五霊場一歴史と現状について

9 
月

大遠思関連プロジェクト171 



ち
合
わ
せ
の
な
ど
の
会
合
を
十
回
程
度
実
施
し
た
。

文
責
者

斉
藤
舜
健

主
務

土
寸
H
U畢
長
主
力

外
守
口
L

刀
品
ヨ
司

z
f

大
遠
忌
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
大
辞
典

研
究
目
的
・
研
究
内
容

昭
和
四
十
九
年
、
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

『浄
土
宗

大
辞
典
」
(
以
下
、

「大
辞
典
」
と
記
す
)
初
版
第

一
巻
が
発
行

さ
れ
て
以
来
、
お
よ
そ
三
十
年
が
経
過
し
た

(
昭
和
五
十

一
年
・

第
二
巻
発
行
、
昭
和
五
十
五
年
・第
三
巻
発
行
、
昭
和
五
十
七
年
・

第
四
(
別
)
巻
発
行
)
。
そ
の
後
、
浄
土
宗
学

・仏
教
学

・
史
学

を
は
じ
め
と
す
る
学
問
研
究
は
長
足
の
進
展
を
示
し
、
あ
る
い

は
、
宗
宝
や
各
種
文
化
財
の
指
定
(
解
除
も
含
め
)
、
新
出
資
料
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の
発
見
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
住
居
表
示
の
変
更
な
ど
、

「大
辞

典
』
記
載
事
項
に
改
訂
・
増
補
を
望
む
声
は
日
増
し
に
高
ま
り
、

か
っ
、
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら

多
方
面
か
ら
の
声
を
踏
ま
え
、

「新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
(以下、

「新

纂
大
辞
典
』
と
記
す
)
の
編
集
・発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。
無
論
、

現
今
の
出
版
を
取
り
巻
く
環
境
、
頒
布
・
販
売

・
検
索
の
便
宜

な
ど
を
鑑
み
、

『新
纂
大
辞
典
』
の
電
子
化
も
視
野
に
入
れ
て
作

業
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
新
纂
大
辞
典
』

の
発
刊
は

一
層
の
教
学
振
興
を
促
し
、
布
教
施
策
の

一
助
と
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な
る
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
班
は
、
平
成
十
六
年
四
月

一
日
に
組
織
さ
れ
た

『新

纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
編
纂
委
員
会
(
委
員
長
・
石
上
善
応
、
副

委
員
長
・
伊
藤
唯
真
)

の
指
導
を
仰
ぎ
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
員
が
そ
の
ま
ま
『
同
』
編
纂
実
行
委
員
会
(
実
行
委
員
長

林
田
康
順
、
副
委
員
長
・
安
達
俊
英
)

と
し
て
宗
務
当
局
か
ら

の
委
嘱
を
受
け
て
営
為
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る
。

作
業
大
綱

本
年
度
の
作
業
大
綱
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
採
用
項
目
の
選
定
作
並

T
「大
辞
典
』
全
項
目
(
約
六
五

0
0

項
目
)
を
そ
の
内
容
に
応
じ
て
分
類
し

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し

た
。
さ
ら
に
、
分
野
別
担
当
毎
に
各
種
辞
典
・
基
本
典
籍
等
か

ら
新
規
採
用
候
補
の
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
全
体

会
で
精
査
・
検
討
の
上

八
七
六
二
項
目
を
立
項
し
た

(内、

六
五
七
項
目
は
他
項
目
へ
の
移
動
を
指
示
す
る
項
目
名
の
み
。

ま
た
、

「大
辞
典
」
か
ら
は
二
三

0
項
目
の
項
目
名
変
更
な
い
し

削
除
を
施
し
た
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近
代
人
名
・
近
代
宗
史

近
代
書
名
の
選
定
作
業
を
除
き

新
纂
大
辞

虫
採
用
項
目
の

選
定
作
業
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

②
執
筆
依
頼
(
第
三
期
・
第
四
期
)
|
①
の
作
業
を
経
た
全
項

目
か
ら
、
分
野
別
担
当
毎
・
全
体
会
、
さ
ら
に
は
、
西
部
担
当

者
と
の
検
討

・
調
整
を
経
て
、
約
二
O
O名
の
執
筆
者
に
向
け
、

第
三
期
(
平
成
十
九
年
五
月
、

一
三
八
四
項
目
)
・
第
四
期
(
平

成
十
九
年
十

一
月、

一
三

O
六
項
目
)
の
執
筆
依
頼
を
行
っ
た
。

③
編
集
作
並

T昨
年
度
発
行
し
た

『執
筆
要
綱
(
第
二
版
)
」
に

基
づ
き
、
第
二
期
執
筆
依
頼
分
(
平
成
十
九
年
五
月
締
切
、
依

頼
数

一
二
八
四
項
目
)
、
第
三
期
執
筆
依
頼
分
(
平
成
十
九
年

十

一
月
締
切
、
依
頼
数

一
三
八
四
項
目
)

の
到
着
原
稿
の
編
集

作
業
を
順
次
進
め
て
い
る
。
八
七
六
二
項
目
に
及
ぶ
原
稿
管
理

に
つ
い
て
は
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
も
、
大
蔵
健
司
専
任

研
究
員
主
務
の
管
理
班
の
指
導
の
も
と
、
粛
々
と
進
行
し
て
い

る④
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
図
表
、
巻
末
資
料
等
選
定
作
業
|
「新

纂
大
辞
典
」
に
掲
載
す
る
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
図
表
、
巻
末
資

料
等
の
選
定
作
業
を
分
野
別
担
当
毎
に
進
め
、

そ
れ
を
文
化
局

浄土宗大辞典大遠思関連プロジェクト173 



職
員
同
席
の
も
と
、
全
体
会
で
検
討
し
た
。
現
時
点
の
掲
載
予

定
は
、
写
真
・
:
三
八
七
項
目
、

イ
ラ
ス
ト
・
:
六
八
項
目
、
図
表

:
一
二
項
目
、
巻
末
資
料
:
・
六
六
項
目
、
計
五
三
三
項
目
で
あ
る
。

ま
た
、
法
式
や
宗
史
、
仏
教
美
術
を
中
心
に
豊
富
な
巻
末
資
料

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。
今
後
、
総
大

本
山
や
各
寺
院
に
お
け
る
什
宝
や
各
種
行
事
の
写
真
撮
影
、
イ

ラ
ス
ト
レ

l
タ
!
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
、
文
化
局
と
の
定
期
的

な
打
ち
合
わ
せ
を
も
ち
、
項
目
編
集
と
同
時
並
行
で
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

以
上
が
本
年
度
の
作
業
大
綱
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
来
年
度
で
、
近
代
関
係
等

一
部
の
分
野
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
つ
い
て
執
筆
依
頼
を
終
え
る
予
定
で
あ
り

(
第
五
期
執
筆
依
頼
|
平
成
二
十
年
五
月
予
定
、
第
六
期
執
筆
依

頼

平

成

二
十
年
十

一
月
予
定
。
但
し
、
最
終
依
頼
と
な
る
第

七
期
執
筆
依
頼
は
、
平
成
二
十

一
年
五
月
を
予
定
し
て
い
る

編
集
作
業
が
本
格
化
す
る
。
特
に
第
五
期
以
降
は
、
近
代
以
降

の
項
目
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
依
頼
予
定
で
あ
り
、
項
目
選
定

に
は

一
層
の
慎
重
を
期
し
て
い
る
。

研
究
会
開
催
日
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原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
に
全
体
会
を
設
定
し
、
必
要
に
応

じ
て
随
時
行
わ
れ
て
い
る
管
理
班
の
研
究
会
、
分
野
別
担
当
者

毎
の
研
究
会
を
含
め
、
本
年
度
は
四
八
回
開
催
し
た
。

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧

総
ム、

研-.7u 
所
長

石
上
善
応
研-.7u 
代
表
以
下

平
成
十
九
年

度
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
と
そ
の
担
当
分

野
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
本
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
膨
大
な
デ
l
タ
を
よ
り
効
率
的

に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
高
度
な

管
理
シ
ス
テ
ム
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
足
当
初
か
ら
大

蔵
健
司
専
任
研
究
員
を
主
務
と
す
る
管
理
班
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
デ
l
タ
の
作
成

・
保
存
な
ど
の
情
報
処
理
作

業
を
進
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
担
当
も
付
記
し
て
お
く
。

石
上
善
応

研
究
代
表
/
浄
土
宗
総
合
研
究
所
所
長
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福
西
賢
兆

東
部
ス
タ
ッ
フ

林
田
康
順

大
蔵
健
司

西
城
宗
隆

袖
山
栄
輝

石
川
琢
道

浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

石
田

一
裕
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

F.JI 

柴
田
泰
山

曽
根
宣
雄

名
和
清
隆

宮
入
良
光

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

葬
祭

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

和
田
典
善
浄
上
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

理
班

荒
木
信
道

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手

主
務
/
伝
法

管
理
班
主
務

法
式

・
葬
祭

一
般
仏
教

人
名
/
管
理
班

一
般
仏
教
/
管
理

一
般
仏
教

宮
小
川
{
子

民
間
信
仰
・

宗
教

布
教

・
仏
教
美
術

書
名
(
日
本
)
/
管

法
式

佐
藤
堅
正

庚
本
康
真

江
島
尚
俊

東
海
林
良
目

村
田
洋

吉
水
岳
彦

郡
嶋
昭
示

吉
田
淳
雄

西
部
ス
タ
ッ
フ

粛
藤
舜
健

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手

管
理
班

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
助
手

法
式

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

宗
教

・
宗
史

(
近
代
)
・
人
名
(
近
代
)

・
組
織
団
体

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

宗
史
・
歴

史
国
文

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

寺
名

・
詠
唱

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

宗
学
/
管
理

r
E
 

L
h
 

浄
土
宗
総
合
研
究
所
常
勤
嘱
託
研
究
員

経
典

書
名
(
イ
ン
ド

・
チ
ベ
ッ
ト
・
中
国

・
朝
鮮
)
・
寺

名

・
詠
唱
/
管
理
班

浄
土
宗
総
合
研
究
所
常
勤
嘱
託
研
究
員

宗
史
(
近

代
)
・

宗
制
・

書
名
(
近
代
)
・
組
織
団
体
・
哲
学

成
句

浄
土
宗
総
合
研
究
専
任
所
研
究
員

浄土宗大辞典大遠忌関連プロジェク卜175 



定
コ

AG刀
口

-
ZS

4

，rn日

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員

安
達
俊
英

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

大
沢
亮
我

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

清
水
秀
浩

浄
土
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員

米
津
実
江
子

浄
土
刀t

総
A 
仁I

研
'プb
/u 

所
常
勤
嘱
託
研
ヴb
/u 

員

お
わ
り
に
|
お
願
い
に
か
え
て
|

以
上

私
た
ち

新

憲
土

実
辞

l! 
編
集
フ
ロ
ン

ク

研
究
ス
タ
ッ
フ
は
、

か
つ
て

『大
辞
典
』
刊
行
に
か
か
わ
ら
れ

た
編
纂
委
員
の
先
生
方
や
ご
執
筆
さ
れ
た
先
生
方
を
は
じ
め
と

す
る
実
に
膨
大
な
先
学
諸
賢
の
ご
尽
力
に
常
に
敬
意
を
は
ら
い
、

ま
た
、

「新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
の
先
生
方
の
指
導

を
仰
ぎ
つ
つ
、

『新
纂
大
辞
典
」
刊
行
に
向
け
た
編
集
作
業
を
営

為
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
際
、
各
項
目
に
記
載
さ
れ
る
内
容
の
確
認
は
も

と
よ
り
、
各
寺
院
の
什
物
等
の
図
版
掲
載
許
可
や
撮
影
依
頼
の

た
め
、
直
接

・
間
接
に
、
各
ス
タ
ッ
フ
や
文
化
局
職
員
が
書
面

や
電
話
を
通
じ
て
各
寺
院
宛
に
連
絡
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
報
告
を
ご

一
読
い
た
だ
い
た

176 

大
方
の
諸
賢
に
は
、
本
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
広
く
ご
協
力
を
賜
れ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撞
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。A 

掌

文
責
者

主
務

林
田
康
順



研究活動報告

特
別
業
務

大
遠
思
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
三
部
経

彊
音
的

宗
祖
法
然
上
人
八
百
年
大
御
遠
思
記
念
事
業
の

一
つ
「
浄
土

宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
化
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
本
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
宗
所
依
の
経
典
で
あ
る
浄
土
三
部
経

の
現
代
語
訳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

三
部
経
全
般
に
わ
た

る
内
容
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
、
本
宗
教
師
各
位
に
お
け
る
布

教
教
化
の

一
助
た
ら
ん
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
檀
信
徒
各

位

一
般
市
民
に
お
け
る
浄
土
教
理
解
を
促
し
、
直
接
あ
る
い

は
間
接
に
本
宗
の
教
義
宣
揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
本
研
究
の
最
終
成
果
は
三
部
経
す
べ
て
の
現
代
語
訳
と
訳
注

の
刊
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
研
究
に
基
づ

い
て
の
あ
ら
た
な
出
版
企
画
へ
の
展
開
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

克
九
内
容

本
研
究
会
は
平
成
十
四
年
度
に
立
ち
上
が
り
、
こ
れ
ま
で
に

研
究
ノ

l
卜
と
し
て

『阿
弥
陀
経
」
の
現
代
語
訳
と
訳
注
(
本

誌
第
十
四
号
)
、

『無
量
寿
経
』
上
巻
の
現
代
語
訳
(
本
誌
第

十
五
号
)
、

「無
量
寿
経
』
下
巻
の
現
代
語
訳
(
本
誌
第
十
六
号
)
、

『観
無
量
寿
経
』

の
第
三
観
ま
で
の
現
代
語
訳
(
本
誌
第
十
七
号
)
、

同
第
四
観
か
ら
第
十
三
観
ま
で
の
現
代
語
訳
(
本
誌
第
十
八
号
)

を
発
表
し
て
き
た
。
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い
ず
れ
も
試
訳
と
い
う
べ
き
段
階
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
年

度
は

『観
無
量
寿
経
』
の
第
十
四
観
か
ら
巻
末
ま
で
の
現
代
語

訳
化
を
試
み
、
本
号
の
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
し
た
。

ま
た
本
年
度
は

「観
無
量
寿
経
』
の
訳
注
作
業
の
進
捗
を
計

り
、
現
代
語
訳
時
に
於
け
る
訳
注
箇
所
お
よ
び
訳
注
内
容
の
確

認
、
参
照
資
料
の
精
査
、
訳
注
の
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
。
訳
注

作
業
の
完
成
は
二
十
年
度
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
訳
注

作
業
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
発
表
し

て
き
た
現
代
語
訳
の
見
直
し
、
精
査
が
施
さ
れ
て
い
る
。

作
業
大
綱

本
研
究
は
六
年
間
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研

究
方
法
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

『観
無
量
寿
経
』
の
現
代
語

訳
化
に
あ
た
っ
た
が
、
底
本
は
指
定
の

『浄
土
宗
聖
典
』
第

巻
収
載
の
「
浄
土
三
部
経
訓
読
書
き
下
し
文
」
を
用
い
た
。

経
文
の
解
釈
は
高
祖
善
導
大
師
の

『観
経
疏
』
、
義
山
の

『観

無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
、
観
徹
の

守一
部
経
合
讃
』
を
常
に
参
照

し
、
必
要
に
応
じ
て
香
月
院
深
励
の

『観
無
量
寿
経
講
義
」
や

178 

先
行
現
代
語
訳
に
目
を
通
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
の
枠
組
み
は

昨
年
度
と
同
様
で
あ
る
。

具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、
①
下
訳
の
提
示
、
②
下
訳
と
本

文
、
並
び
に

『観
経
疏
』『
合
讃
』
『
講
録
』
、
「講
義
』
と
の
照
合
、

①
諸
本
と
の
対
校
照
合
、

①
先
行
現
代
語
訳
と
の
照
合
、

⑤
下

訳
の
推
敵
、
⑥
文
章
と
し
て
の
整
合
性
の
見
直
し
、
な
ど
と
い
っ

た
作
業
が
順
次
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
は
研
究
班
の

全
員
が
あ
た
っ
た
が
、

①
に
つ
い
て
は
主
に
袖
山
が
、

①
に
つ

い
て
は
主
に
膏
藤
と
柴
田
が
、

①
④
に
つ
い
て
は
主
に
石
田
が
、

⑤
は
全
員
、

⑤
に
つ
い
て
は
主
に
佐
藤
堅
正
が
担
当
し
た
。

こ
う
し
た
作
業
を
経
て
下
訳
か
ら
第

次
訳
を
作
成
し
、

そ

れ
を
今

一
度
見
直
し
て
推
敵
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
第
二
次
訳

と
し
て
整
え
て
い
っ
た
。
研
究
ノ
l
ト
と
し
て
提
示
し
た
の
は

こ
の
第
二
次
訳
で
あ
る
。
な
お
、
佐
藤
研
究
員
に
は
当
初
、

オ

ブ
ザ
l
パ
l
参
加
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
作
業
を
担
当
し
て

い
た
だ
き
、

二
十
年
度
に
は
当
研
究
班
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。



研究活動報告

研
究
会
開
催
日
と
罪
九
内
容

四
十

一
回
で
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
度
、
当
研
究
会
の
開
催
は
日
別
に
し
て
計

月
毎
の
内
訳
は
四
月
四
回
、
五
月
四
回
、
六
月
四
回
、
七
月

回

八
月

一
回
、
九
月

一
回
、
十
月
五
回
、
十

一
月
三
回、
々
の

十
二
月
三
回、

一
月
三
回、

二
月
四
回
、

三
月
六
回
。

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

開
催
日
は
煩
墳
に
な
る
の
で
省
略
す
る
が

第

一
1
四
回

第
五

1
六
回

第
六
j
七
回

第
八
回

第
九
回

第
十
回

第
十

一
回

第
十
二
1
十
三
凶

第
十
四

1
十
五
回

一
々
の
研
究
内
容

第
十
四
観
上
品
中
生
の
訳
出

第
十
四
観
上
品
下
生
の
訳
出

第
十
五
観
中
品
上
生
の
訳
出

第
十
五
観
中
品
中
生
の
訳
出

第
十
五
観
中
品
下
生
の
訳
出

第
十
六
観
下
品
上
生
の
訳
出

第
十
六
観
下
品
中
生
の
訳
出

第
十
六
観
下
品
下
生
の
訳
出

得
益
分
・
流
通
分
の
訳
出

第
十
六

l
十
七
回

第
十
七
回

第
十
八
回

第
十
九
回

第
二
十

j
二
十

一
回

第
二
十
二
回

第
二
十
三
回

第
二
十
四
回

第
二
十
五

1
二
十
六
回

第
二
十
七
回

第
二
ト
八
回

上
品
上
生
の
見
直
し
と
推
敵

上
品
中
生

・
下
生
の
見
直
し
と
推

高支上
品
下
生
の
見
直
し
と
推
敵

中
品
上
生
、
中
品
中
生
の
見
直
し

と
推
敵

中
品
下
生
の
見
直
し
と
推
敵

下
品
の
見
直
し
と
推
敵

得
益
分
・
流
通
分
の
見
直
し
と
推

禁
父
縁
ま
で
の
注
記
箇
所
確
認
及

び
執
筆
、
訳
文
推
敵

禁
母
縁
ま
で
の
注
記
箇
所
確
認
及

び
執
筆
、
訳
文
推
蔽

散
善
顕
行
縁
ま
で
の
注
記
箇
所
確

認
及
、
び
執
筆
、
訳
文
推
敵

初
観
ま
で
の
注
記
箇
所
確
認
及
び

執
筆
、
訳
文
推
敵
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第
二
十
九

1
三
十
回

第
三
十

一
回

第
三
十
二
回

第
三
十
三
l
三
十
四
回

第
二
観
ま
で
の
注
記
箇
所
確
認
及

び
執
筆
、
訳
文
推
敵

第
三
観
ま
で
の
注
記
箇
所
確
認
及

び
執
筆
、
訳
文
推
敵

第
四

i
七
観
の
注
記
箇
所
確
認
及

び
執
筆
、
訳
文
推
敵

第
七

1
八
観
ま
で
の
注
記
箇
所
確

特
別
業
務

大
遠
忌
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
十
八
巻
伝

研
究
目
的

法
然
上
人
の
八

O
O年
遠
思
も
数
年
先
と
な
っ
て
き
た
。
浄

土
宗
で
は
遠
思
を
前
に
各
種
講
習
会
や
勉
強
会
で
法
然
の
生
涯

第
三
十
五

1
三
十
七
回

第
三
十
八

i
四
十

一
回

認
及
び
執
筆
、
訳
文
推
敵

180 

第
九
観
1
十
観
の
注
記
箇
所
確
認

及
び
執
筆
、
訳
文
推
敵

『教
化
研
究
』
提
出
原
稿
の
見
直
し

と
推
敵

文
責
者

袖
山
栄
輝

を
勉
強
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。
本
班
の
作
業
は

そ
の
よ
う
な
さ
い
役
立
つ
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

『四
十
八
巻
伝
」
は
そ
れ
ま
で
の
法
然
諸
伝
を
集
大
成
し
た
位



研究活動報告

置
に
あ
る
。
鎌
倉
後
期
こ
ろ
作
成
さ
れ
、
作
者
は
天
台
宗
の
舜

昌
と
さ
れ
る
が
不
明
な
と
こ
ろ
も
多
い
。
浄
土
宗
に
お
い
て
は

江
戸
時
代
に
刊
本
が
出
版
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
そ
れ
以
降
広

く
読
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
の
古
文
を
読
む
労
力
は

小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
正
確
に
読
ん
だ
上
で
話
す
こ
と
の
む

ず
か
し
さ
は
誰
し
も
が
経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
助
力

と
も
な
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
を
提
供
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

研
究
内
容

研
究
内
容
に
つ
い
て
は
以
前
の

「教
化
研
究
』
の
報
告
で
何

度
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
担
当
者
が
下
訳
を
作
成
し
、

伊
藤
唯
真
台
下
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

検
討
・
修
正
す
る
。
と
く
に
古
文
の
尊
敬
や
丁
寧
語
の
訳
出
に

注
意
し
な
が
ら
、
ま
た
仏
教
や
歴
史
の
専
門
用
語
も
ど
の
よ
う

に
現
代
語
に
置
き
換
え
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
配
慮
し
な
が

ら
、
完
成
訳
に
仕
上
げ
て
い
っ
て
い
る
。
校
正
段
階
で
は
難
読

の
固
有
名
詞
や
熟
語
に
ル
ビ
を
つ
け
て
い
る
。

既
に
作
業
手
順
は
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、
あ
と
は
単
調
な
作

業
を
根
気
よ
く
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
と
な
る
。
と
も

す
れ
ば
面
白
昧
が
な
く
飽
き
て
し
ま
う
よ
う
な
手
順
の
繰
り
返

し
で
あ
る
が
、
単
調
で
は
あ
っ
て
も
全
巻
を
訳
出
す
る
こ
と
を

目
標
に
ね
ば
り
強
く
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
記
し
て
き
た
と
お
り

『四
十
八
巻
伝
」

代
語
訳
に
は
い
く
つ
か
あ
り
、
本
班
で
主
と
し
て
早
田
哲
雄

『昭

和
更
編
校
注

勅
修
法
然
上
人
御
伝
全
講
』
全
十
巻
を
参
照
し
て

い
る
。
こ
の
現
代
語
訳
の
完
成
度
は
大
変
高
く
、
古
文
の
正
確

な
読
解
は
大
変
参
考
と
な
る
し
、
仏
教
語
に
つ
い
て
も
十
分
な

理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
文
体
が
古
く
て

一
時
代
前
の

感
が
あ
り
、
必
ず
し
も
す
っ
き
り
し
た
訳
文
で
は
な
い
。
ま
た
、

た
ま
に
で
は
あ
る
が
誤
訳
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
注
意
し
な
が
ら
、

よ
り
簡
明
で
わ
か
り
や
す
く
、
す
っ
き
り
し
た
形
の
訳
文
に
し

て
い
る
。

箆
冗
開
催
日
お
よ
び
検
討
内
容

一
月
に
二
回
の
ぺ
l
ス
で
研
究
会
を
聞
い
て
い
る
。
場
所
は

の
現
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伊
藤
台
下
の
住
ま
わ
れ
て
い
る
清
浄
華
院
の
門
主
室
、
あ
る
い

は
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
を
お
借
り
し
て
い
る
。
平
成
十
九

年
度
の
研
究
会
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年

四
月
五
日
(
木
)

十
九
日
(
木
)

五
月

一
日
(
火
)

十
七
日
(
木
)

六
月
七
日
(
木
)

二
十

一
日
(
木
)

七
月
五
日
(
木
)

二
十
三
日
(
月
)

九
月
三
日
(
月
)

十
八
日
(
火
)

十
月
二
十
二
日
(
月
)

十

一
月
十
二
日
(
月
)

二
十
六
日
(
月
)

十
二
月
十
日
(
月
)
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平
成
二
十
年

一
月
二
十

一
日
(
月
)

一一
月
十
八
日
(
月
)

三
月
四
日
(
火
)

二
十
六
日
(
水
)

今
回
は
巻
九
・
十
の
訳
文
を
本
誌
の
最
後
に
掲
載
し
た
。
巻
九

は
後
白
河
院
の
如
法
経
に
お
い
て
、
大
勢
の
貴
族
や
顕
密
憎
が

参
加
す
る
な
か
、
法
然
が
先
達
を
つ
と
め
た
と
い
う
話
。
如
法

経
の
儀
式
の
展
開
の
仕
方
が
十
分
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
訳
文

も
正
し
い
内
容
と
な
ら
な
い
の
で
、
十
分
に
内
容
を
読
み
取
り

な
が
ら
、
あ
る
い
は
絵
図
を
参
照
し
な
が
ら
儀
式
の
展
開
を
理

解
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

巻
十
は
後
白
河
院
の
十
三
回
忌
で
法
然
が
浄
土
三
部
経
の
如

法
経
次
第
を
記
し
た
と
い
う
話
。
巻
九
と
と
も
に
難
し
か
っ
た

の
は
、
こ
の
如
法
経
の
な
か
に
で
る
専
門
用
語
を
ど
う
扱
う
か
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で
あ
る
。
た
と
え
ば
料
紙
、
前
方
便
、
次
第
、
伽
陀
、
法
則
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た
ら
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
無
理
に
訳

さ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
か
、
こ
の
判
断
に
か
な
り

時
間
を
さ
い
た
。
ま
た
漢
文
の
讃
嘆
文
も
訳
す
る
の
も
容
易
で

は
な
か
っ
た
。
か
な
ら
ず
し
も
完
壁
で
は
な
く
、
今
後
、

冊

の
書
籍
の
形
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
修
正
を
加
え
て
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

文
責

主
務

善
裕
昭

凶十八巻伝大)hl忌関連プロジェク卜183 
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近
世
浄
土
宗
学
の
基
礎
的
研
究

義
山

『
浄
土
三
部
経
随
開
講
録
』

対
照
表

• 同手
話器
主又 !-!R 
司2ニ

随 iif
向山、

器 量
墾護
(随
以闇

1ii書
簡E
講麗
翠無
と重

喜縫
土随
三 聞
部講

i主主主

本
文
と
の
対
照
表
で
あ
る
。

-
随
開
講
録
は
、

『浄
土
宗
全
書
』
第
十
四
巻
所
収
を
用
い
た
。

-
表
の
配
置
は、

左
か
ら
、

(
1
)
三
部
経
本
文
、

(2)
随
聞

講
録
ペ
ー
ジ
数

(
a
、
b
は
そ
れ
ぞ
れ
上
段
と
下
段
)
、

(3)
『浄

土
宗
全
書
』
第

一
巻
所
収
三
部
経
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
、

(4)
「浄

土
宗
聖
典
」
第

一
巻
所
収
の
三
部
経
(
漢
文
)
の
ペ
ー
ジ
数
と

行
数
、

(5)
「浄
土
宗
聖
典
』
第

一
巻
所
収
(
書
き
下
し
文
)

の
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
、
と
し
た
。

-
随
聞
講
録
に
直
接
引
用
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
は
随
聞
講
録
の

ペ
ー
ジ
数
を
「
こ
と
し
た
。
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-
随
聞
講
録
で
は
原
則
的
に
は
所
釈
の
三
部
経
本
文
を
「
・
」

の
直
後
に
示
す
。
そ
れ
以
外
に
引
用
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て

も
対
照
表
中
に
示
し
た
場
合
が
あ
る
。

-
随
開
講
録
で
は
三
部
経
本
文
を
二
重
に
釈
す
る
箇
所
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ま
ず

「
一
切
大
聖
」
を
出
し
、
次
に

「
一
切
」
を

別
に
釈
す
る
。
こ
の
重
権
部
分
は
=
を
用
い
て
[
一
切
]
の

よ
う
に
示
し
た
。

-
三
部
経
本
文
は
、
新
字
体
と
し
た
。
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無量寿経随開講録

I無量寿組 本文 随開講録 浄全 聖典(漢文)聖典(書き下し)

仏 [250a] POILOl P003LOl P213LOl 

説無量寿 [250b] POILOl P003LOl P213LOl 
経 [250b] POILOl P003LOl P213LOl 
巻 [251b] POILOl P003LOl P213LOl 
J:: [251b] POILOl P003LOl P213LOl 
-ttゴlT手匁m也 [253b] POIL02 P003L02 P213L02 

天竺三蔵 [254a] POIL02 P003L02 P213L02 

康{曽鎧 [254a] POIL02 P003L02 P213L02 

訪t [254a] POIL02 P003L02 P213L02 
我|均如是 [254b] POIL03 P003L03 P213L04 
一時 [255b] POIL03 P003L03 P213L04 
仏 [255b] P01L03 P003L03 P213L04 
住 [256a] POIL03 P003L03 P213L04 
王舎城 [255b] POIL03 P003L03 P213L04 
者間崎山 [255b] POIL03 P003L03 P213L04 
中 POIL03 P003L03 P213L04 

与 [256a] POIL03 P003L03 P213L04 
大比丘衆 [256a] POIL03 P003L04 P213L04 

万一千 [256a] POIL03 P003L04 P213L05 
人倶 POIL03 P003L04 P213L05 
一切大型 [256a] POIL03 P003L04 P213L05 

[一切] [256b] POIL03 P003L04 P213L05 
神通 [256b] POIL03 P003L04 P213L05 
巳達 [256b] POIL03 P003L04 P213L05 
其名 [256b] POIL03 P003L05 P213L05 
日 POIL03 P003L05 P213L05 

尊者 [256b] POIL04 P003L05 P213L05 

「本際尊者正願尊者正諮尊者大号尊者仁賢尊 POIL04 P003L05 P213L05 
者離垢尊者名聞尊者善実尊者具足尊者牛王尊

者!長楼頻)鼠迦葉尊者伽~nl迦葉尊者那提迦葉尊

者!窄詞迦葉尊者舎利弗尊者大 目機連尊者劫賓

万[1尊者大住尊者大浄志、尊者摩1M周那尊者満願

子尊者離陣尊者流港尊者堅伏尊者面王尊者異

乗尊者仁性尊者嘉楽尊者普来尊者羅云尊者

阿機 [256b] POIL07 P004L05 P213L10 
皆如斯等 [256b] POIL07 P004L05 P213L11 
上首者也 POIL07 P004L05 P213L11 
又与 P01L09 P004L07 P213L12 
大乗衆 [257a] POIL09 P004L07 P213L12 
菩薩{呉普賢菩薩妙徳菩薩慈氏菩薩等此賢劫中 P01L09 P004L07 P213L12 
一切存薩

又賢古賀等 [257b] POIL09 P004L08 P213L13 
イ六 [257b] POIL09 P004L08 P213L13 
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正士 [257b] POlL09 P005LOl P213Ll3 
善思議菩薩信童書菩薩空無菩薩神通華菩薩光英 POILlO P005LOl P213Ll3 
菩援態上菩薩智幡菩薩寂根菩薩願慧菩薩香象

菩薩宝英菩薩中住菩薩制行菩薩解脱菩薩

皆遵普賢 [257b] POILll P005L04 P214L02 

大士 [258a] POlLll P005L04 P214L03 

之徳 POILll P005L04 P214L03 
具諸菩薩 [258a] POILll P005L05 P214L03 
[具諸菩薩] [258b] POILll P005L05 P214L03 
[具] [258b] POILll P005L05 P214L03 
無tLl POILll P005L05 P214L03 

行 [258b] POILll P005L05 P214L03 

願 [258b] POILll P005L05 P214L03 

安住一切 [258b] POILl2 P005L05 P214L03 
ト 切]r)J徳之法 [259a] POILl2 P005L05 P214L03 
遊歩十方 [259a] POILl2 P005L06 P214L04 
行権方便 [259a] POILl2 P005L06 P214L04 
入仏法蔵 [259a] POILl2 P005L06 P214L04 

究党彼岸 [259b] POILl2 P005L06 P214L04 

於無量世界 [259b] POILl2 P005L06 P214L04 

現成 [259b] POlLl2 P005L07 P214L05 
等党 [259b] POILl2 P005L07 P214L05 
処兜率天 [259b] POIL12 P005L07 P214L05 
広宣正法 [2印a] POILl3 P005L07 P214L05 

捨彼天宮 [260a] POIL13 P005L07 P214L05 

降神母胎 [260a] POILl3 P005L08 P214L06 

従右脇生 [260b] POIL13 P005L08 P214L06 
現行七歩 [261a] POIL13 P005L08 P214L06 
光明顕隠 [261b] POILl3 P005L08 P214L06 
普~!'l十方無量仏土 POIL13 P006LOl P214L07 
六種震動 [261b] POIL13 P006LOl P214L07 

挙声自称 POILl3 P006LOl P214L07 

吾当於世為無上尊 [262a] POILl4 P006L02 P214L08 

釈党奉侍 [262a] POILl4 P006L02 P214L08 
天人 [262a] POIL14 P006L02 P214L08 
帰j!1l [262a] POIL14 P006L02 P214L09 
IJ三現算言十 [262a] POIL14 P006L03 P214L09 

文 [262b] POILl4 P006L03 P214L09 
せτE=12 [262b] POILl4 P006L03 P214L09 

射 [262b] POILl4 P006L03 P214L09 
御 [262b] POIL14 P006L03 P214L09 
博総道術 [262b] POILl4 P006L03 P214L09 
[道術] [262b] POILl4 P006L03 P214L09 

[博] [262b] POILl4 P006L03 P214L09 

[総] [262b] POILl4 P006L03 P214L09 
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:R [262b] POIL14 P006L03 P214L09 

練 [262b] POIL14 P006L03 P214Lω 

筆絡 [262b] POILl4 P006L03 P214L09 

遊於後図 [263a] POILl4 P006L03 P214L09 

âi~武試芸 [263a] P02LOl P006L04 P214LlO 

現処符中 [264a] P02LOl P006L04 P214LlO 

色味 [264a] P02LOl P006L04 P214LlO 

之附1 P02LOl P006L04 P214L10 

見老病死 [264a] P02LOl P006L04 P214LlO 

悟世非常 [264b] P02LOl P006L05 P214LlO 

棄国財位 [264b] P02LOl P006L05 P214Lll 

[棄匝It附立] [265a] P02LOl P006L05 P214Lll 

入山学道 [265b] P02LOl P006L05 P214Lll 

)j~乗白鳥 [265b] P02LOl P006L05 P214L11 

セ冠政治 [266a] P02LOl P006L06 P214L12 

池之令還 P02L02 P006L06 P214Ll2 

J脅珍妙衣 [266a] P02L02 P006L06 P214Ll2 

I而l.'法JI~ P02L02 P006L06 P214Ll2 

古寺除努髪 [266b] P02L02 P006L07 P214Ll2 

端佳樹F [267a] P02L02 P006L07 P214Ll3 

間j昔 [267a] P02L02 P006L07 P214Ll3 

六年 [267a] P02L02 P006L07 P214Ll3 

行~n所応 [267a] P02L02 P006L07 P214Ll3 

現五濁華11 [267b] P02L02 P006L07 P214Ll3 

附l頂章生 [267b] P02L02 P006L08 P214Ll4 

示有座垢 P02L03 P006L08 P214Ll4 

泳浴金流 [267b] P02L03 P006L08 P214Ll4 

天J安樹枝 [268a] P02L03 P006L08 P214Ll4 

得敏m池 P02L03 P007LOl P214Ll5 

霊禽rn従 [268a] P02L03 P007LOl P214Ll5 

f主詣 P02L03 P007LOl P214Ll5 

道場 [268b] P02L03 P007LOl P214Ll5 

吉祥 [268b] P02L03 P007LOl P214Ll6 

感徴 [268b] P02L03 P007LOl P214Ll6 

表章功俳 [268b] P02L03 P007LOl P214Ll6 

哀受施州敷 P02L03 P007L02 P214Ll6 

仏樹 [269a] P02L04 P007L02 P214Ll6 

|ご蜘~)dfiíl主 P02L04 P007L02 P214Ll6 

s大光開l [269a] P02L04 P007L03 P215LOl 

使魔知之 P02L04 P007L03 P215LOl 

雌率官属 [269b] P02L04 P007L03 P215LOl 

l而来通試 P02L04 P007L03 P215L02 

制以智力 [269b] P02L04 P007L03 P215L02 

情令降伏 P02L04 P007L04 P215L02 
得微妙法 [269b] P02L04 P007L04 P215L02 
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成最正党 [269b) P02L04 P007L04 P215L03 
釈党祈紛j [270a) P02L05 P007L04 P215L03 
荷車王法輪 [270a) P02L05 P007L05 P215L03 
以仏遊歩 [270b) P02L05 P007L05 P215L03 
仏机而l汎 [270b) P02L05 P007L05 P215L04 
t日法鼓 [270b) P02L05 P∞7L05 P215L04 
l次法嗣執法創建法随震法話UI~法電樹法雨波法 P02L05 P007L06 P215L04 
施常以法音党諸問-I-\~
光明将J!(! [271a] P02L06 P007L07 P215L06 
~五Hム上一切 l世界 P02L06 P007L07 P215L06 
六種bll動 [271b) P02L06 P007L08 P215L06 
総持磁界動魔常殿衆魔↑剖布莫不帰伏 P02L06 POO7L08 P215L07 
掴裂別l網 [271b) P02L07 P008LOl P215L08 
消滅 P02L07 P008LOl P215L08 
諸見 [271b) P02L07 P008LOl P215L08 
散諸 P02L07 P008L02 P215L08 
塵労 [271b) P02L07 P008L02 P215L08 
駿諸 P02L07 P008L02 P215L08 
欲盤 [271b) P02L07 P008L02 P215L08 
厳諮法城 [272a) P02L07 P008L02 P215L09 
IJflI申l [272a] P02L07 P008L02 P215L09 
法I"J P02L07 P008L02 P215L09 
洗j従垢汚 [272a) P02L07 pω8L03 P215L09 
顕明消白 P02L08 P008L03 P215L09 
光融 [272b) P02L08 P008L03 P215LlO 
仏法 P02L08 POO8L03 P215LlO 
円流 [272b) P02L08 P008L03 P215LlO 
IEfヒ [272b) P02L08 P008L03 P215LlO 
入問 [272b) P02L08 P008L03 P215LlO 
分衛 [272b) P02L08 P008L04 P215LlO 
機諸盟膳 [272b] P02L08 P008L04 P215LlO 
!狩功徳、 [272b) P02L08 P008L04 P215Lll 
示福HJ [273a) P02L08 P008L04 P215Lll 
欲宣 [273a) P02L08 P008L04 P215Lll 
法現 P02L08 P008L04 P215Lll 
欣笑 [273a) P02L08 P008L05 P215Lll 
以諮 P02L08 P008L05 P215Lll 
法薬 [273a] P02L08 P008L05 P215Ll2 
救療 [273a] P02L09 P008L05 P215Ll2 
一一一-骨1二日g [273a] P02L09 P008L05 P215Ll2 
顕現道意 [273a) P02L09 P008L05 P215Ll2 
無抵功徳 [273b) P02L09 P008L05 P215Ll2 
授千年離記 [273b) P02L09 P008L06 P215Ll2 
成等正党 [273b) P02L09 P008L06 P215Ll3 
iJ¥現滅、度 [273b) P02L09 P008Lω P215Ll3 
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t返済無極 P02L09 P008L06 P215Ll3 
消除諸漏 [274a] P02L09 P008L07 P215Ll3 
制衆倍、本 [274a] P02L09 P008L07 P215Ll4 
u足功徳、 [274b] P02L09 P008L07 P215Ll4 
微妙難量 [274b] P02LlO P008L07 P215L14 
i!f1諸仏国 [274b] P02LlO P008L07 P215Ll5 
千平現道教 [274b] P02LlO P008L08 P215L15 
J=t所修行 [274b] P02L10 P008L08 P215L15 
消浄!fti織 [274b] P02L10 P008L08 P215L15 
野卯1幻自iji現衆奥{象為男為女 P02L10 P008L08 P215L16 
1nU¥庁不変 [274b] P02L10 P009LOl P215L16 
本学19JT [274b] P02L11 P009L01 P216LOl 
在謡、所為 P02L11 P009L02 P216LOl 
此諸菩薩 [274b] P02Lll P009L02 P216LOl 
亦{夏~Dh!: [275a] P02L11 P009L02 P216L02 
学一切法 P02L11 P009L02 P216L02 
員総ヰ袋線 [275a] P02L11 P009L03 P216L02 
所住!友諦 [275a] P02L11 P009L03 P216L02 
廃不 P02Lll P009L03 P216L03 
致化 [275a] P02L11 P009L03 P216L03 
無数仏上皆悉~!f.現未曽 P02L11 P009L03 P216L03 
慢恋 [275a] P02L12 P009L04 P216L04 
感傷衆生 [275a] P02L12 P009L04 P216L04 
加I是之法 [275b] P02L12 P009L04 P216L04 
ー切具足 P02Ll2 P009L04 P216L04 
EF催経典 [275b] P02Ll2 P009L05 P216L04 
究暢要妙 [275b] P02Ll2 P009L05 P216L05 
ず1材L普至 [275b] P02Ll2 P009L05 P216L05 
滋御卜方 [275b] P02Ll2 P009L05 P216L05 
カlUlt~'者fム [275b] P02L13 P009L06 P216L05 
lí~:! 七 P02Ll3 P009L06 P216L05 
議念 [275b] P02L13 P009L06 P216L06 
仏所住者 [275b] P02Ll3 P009L06 P216L06 
符己得住 P02Ll3 P009L06 P216L06 
大司日 [276a] P02L13 P009L07 P216L06 
所立 [276a] P02L13 P009L07 P216L06 
而符U立 P02L13 P009L07 P216L07 
如来導化 [276a] P02L13 P009L07 P216L07 
各能宣布 P02L13 P009L07 P216L07 
為諸菩薩 [276a] P02L13 P009L07 P216L07 
而作大自ili [276a] P02L13 P009L08 P216L08 
以甚深 P02L14 P009L08 P216L08 
禅慧 [276a] P02Ll4 P009L08 P216L08 
開導 [276a] P02Ll4 P009L08 P216L08 
衆人 P02L14 P009L08 P216L08 
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通諸法性 [276a] P02Ll4 P∞9L08 P216L08 
達衆生相 [276b] P02Ll4 POIOLOl P216L08 

明了 [276b] P02Ll4 POIOLOl P216L09 

諸国 P02Ll4 POlOLOl P216Lω 

供養諸仏 [276b] P02Ll4 POIOLOl P216L09 

化現 P02Ll4 POIOLOl P216L09 

其身 [276b] P02Ll4 POIOL02 P216L09 

1帥日1'u光 [276b] P02Ll4 POIOL02 P216L09 

普学無畏 [277a] P02Ll4 POIOL02 P216LlO 

之 P02Ll5 POIOL02 P216LlO 

網 [277a] P02Ll5 POIOL02 P216LlO 

i焼了 P02Ll5 POIOL02 P216LlO 

幻化之法 [277a] P02Ll5 POIOL02 P216LlO 

h員裂 P02Ll5 POIOL03 P216LlO 

J庭網 [277a] P02Ll5 POIOL03 P216LlO 

解諸織縛 [277a] P02Ll5 POIOL03 P216LlO 

超越 [277a] P02Ll5 POIOL03 P216Lll 

声聞縁党之地得 P02Ll5 POlOL03 P216Lll 

空無相 [277a] P02Ll5 POIOL04 P216Lll 

[無相] 費\~~!i [277a] P02Ll5 POIOL04 P216Lll 

ニ昧 P02Ll5 POIOL04 P216Lll 

普立方便 [277b] P02Ll5 POIOL04 P216Lll 

顕示三乗 [277b] P03LOl POI0L04 P216Ll2 

於此中下 [277b] P03LOl POI0L04 P216Ll2 

而現滅度 [277b] P03LOl POI0L05 P216Ll2 

亦無所作 [278a] P03LOl POlOL05 P216Ll2 

亦 P03LOl POIOL05 P216Ll3 

無所有 [278a] P03LOl POIOL05 P216Ll3 

不起 [278a] P03LOl POIOL05 P216Ll3 

不滅 [278a] P03LOl POI0L06 P216Ll3 

得 P03LOl POI0L06 P216Ll3 

平等法 [278a] P03LOl POIOL06 P216Ll3 

具足 [278a] P03LOl POIOL06 P216Ll4 

成就 P03LOl POIOL06 P216Ll4 

無量総持 [278a] P03LOl POIOL06 P216Ll3 

百千二昧 [278a] P03L02 POlOL06 P216Ll3 

諸根智慧 [278a] P03L02 POI0L07 P216Ll4 

広普寂定 [278a] P03L02 POIOL07 P216Ll4 

深入 P03L02 POIOL07 P216Ll4 

菩薩法蔵 [278b] P03L02 POIOL07 P216Ll4 

得仏華厳ーl昧 [278b] P03L02 POIOL07 P216Ll4 
官暢 [278b] P03L02 POIOL08 P216Ll5 

演説一切経典 P03L02 POIOL08 P216Ll5 

住深定門 [278b] P03L02 POIOL08 P216Ll5 

悉観 P03L03 POIOL08 P216Ll5 
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現在 [278b] P03L03 POllLOl P216Ll5 
無量諸仏 P03L03 POllLOl P216Ll6 

ノJ~合、、 [278b] P03L03 POllLOl P216L16 
之頃無不周偏済諸 P03L03 POllLOl P216L16 

f却l雛 [278b] P03L03 POllL02 P217LOl 

諸問 [279a] P03L03 POllL02 P217LOl 

不閑 [279a] P03L03 POllL02 P217LOl 

分別顕示 P03L03 POllL02 P217L01 

真実之際 [279a] P03L03 POllL02 P217LOl 

得諸如来 P03L03 POllL02 P217LOl 

弁才之智 [279a] P03L03 POllL03 P217L02 

入衆丙音 [279a] P03L04 POllL03 P217L02 

開化一切 P03L04 POllL03 P217L02 

超過世間 [279b] P03L04 POllL03 P217L02 

諸所有法，心常諦住 P03L04 POllL04 P217L02 

度世之道 [279b] P03L04 POllL04 P217L03 

於一切万物而 P03L04 POllL04 P217L03 

随意自在 [279b] P03L04 POllL05 P217L03 

為諸 P03L05 POllL05 P217L04 

府、類 [279b] P03L05 POllL05 P217L04 

作 P03L05 POllL05 P217L04 

不請之友 [279b] P03L05 POllL05 P217L04 

荷負翠生為之重担 [280a] P03L05 POllL05 P217L04 

受持如来 [280a] P03L05 POllL06 P217L05 

[如来]甚深法蔵 [280a] P03L05 POllL06 P217L05 

議仏種4性 [280a] P03L05 POllL06 P217L05 

常使不絶 P03L05 POllL07 P217L05 

興大悲 [280a] P03L05 POllL07 P217L06 

!怒衆生 P03L05 POllL07 P217L06 

淡慈弁 [280a] P03L06 POllL07 P217L06 

授法I恨 [280a] P03L06 POllL07 P217L06 

十上ニ趣 [280a] P03L06 POllL07 P217L06 

開千年門 [280b] P03L06 POllL08 P217L07 

以不詰之法施諸 P03L06 POllL08 P217L07 

繁庶 [280b] P03L06 POllL08 P217L07 

立u P03L06 POllL08 P217L07 

純孝 [280b] P03L06 POllL08 P217L07 

之ーす P03L06 P012LOl P217L07 

愛敬 [280b] P03L06 P012LOl P217L07 

父母 P03L06 P012LOl P217L07 

於諸衆生 [280b] P03L06 P012LOl P217L08 

視若向己 P03L06 P012LOl P217L08 

一切善本 [280b] P03L07 P012LOl P217L08 

皆度 P03L07 P012L02 P217L09 

彼岸 [280b] P03L07 P012L02 P217L09 
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悉獲 [280b] P03L07 P012L02 P217L09 
諸仏無量功徳 [281a] P03L07 P012L02 P217L09 
智慧 [281a] P03L07 P012L02 P217L09 
聖明 [281a] P03L07 P0l2L02 P217L09 
不可思議 [281a] P03L07 P012L03 P217L09 
如是之等 [281a] P03L07 P012L03 P217LlO 
子干薩大士不可称言1・ P03L07 P012L03 P217LlO 
一時来会 [281a] P03L08 P012L03 P217LlO 
爾Hキ [281b] P03L09 P012L05 P217Lll 
世尊 P03L09 P012L05 P217Lll 
諸恨悦予 [281b] P03L09 P012L05 P217Lll 

姿色清浄 [281b] P03L09 P012L05 P217Lll 
光顔綴窺 [281b] P03L09 P012L05 P217Lll 
t事者阿雑 P03L09 P012L05 P217Lll 
JT;仏聖旨 [282a] P03L09 P012L06 P217Lll 
閃1従座起 [282b] P03L09 P012L06 P217Ll2 

偏担右肩 [282b] P03L09 P012L06 P217Ll2 

長脆 [282b] P03L09 P0l2L06 P217Ll2 

合掌 [282b] P03L09 P012L07 P217Ll2 
rfií 白仏首今1-1 1立尊諸根悦予姿色清浄光Jjl!~量級 P03L09 P012L07 P217Ll2 
如H月浄鏡

影暢表裏 [282b] P03LlO P012L08 P217Ll4 

威容 [283a] P03LlO P012L08 P217Ll4 

顕~Iii P03LlO P012L08 P217Ll4 

超絶無量 [283a] P03LlO P013LOl P217Ll4 
未曽略槻殊妙如今 P03LlO P013LOl P217Ll5 
H佐然 [283a] P03Lll P013LOl P217Ll5 
大型我J心 P03Lll P013LOl P217Ll5 
ノペ-合ニ，、ーてZー二でi [283a] P03Lll P013L02 P217Ll6 

今日世尊 [283a] P03Lll P013L02 P217Ll6 

住奇特法 [283a] P03Lll P013L02 P217Ll6 

今I-lill雄 [283b] P03Lll P013L02 P217Ll6 
住諸仏所{主 [283b] P03Lll P013L02 P217Ll6 
今I-lill眼 [283b] P03Lll P013L03 P218LOl 

f:l:導自mtl [283b] P03Ll2 P013L03 P218LOl 

今日世英 [283b] P03Ll2 P0l3L03 P218LOl 

住lt剣勝道 [283b] P03Ll2 P013L03 P218LOl 

今1-1天尊 [283b] P03Ll2 P013L04 P218LOl 
行如来徳 [284a] P03Ll2 P013L04 P218L02 
去来現仏 [284a] P03Ll2 P013L04 P218L02 
仏仏相念 [284a] P03Ll2 P013L04 P218L02 

得無今仏念諸仏ffB P03Ll2 P013L05 P218L02 

何故威神 [284a] P03Ll3 P013L05 P218L03 

光光 [284a] P03Ll3 P013L05 P218L03 

乃爾 [284a] P03Ll3 P013L05 P218L03 
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於是Ilt尊告阿難臼-.r:.何阿難読天教汝 P03L13 P013L06 P218L04 
来11'.j仏ffll [284a] P03L13 P013L06 P218L05 
向以慧兄 [284a] P03Ll3 P013L07 P218L05 
1m威顔乎阿難白仏無有諸天来教技者一 P03Ll3 P013L07 P218L05 
自以所 (諸)見 [284b] P03Ll4 P013L08 P218L06 
問斯義耳仏言善哉阿難所問 P03L14 P013L08 P218L07 
甚快 [284b] P03L14 P014LOl P218L08 
発深智:岱 [284b] P03Ll4 P014LOl P218L08 
真妙弁才 [284b] P03Ll4 P014LOl P218L08 
懸念衆生 [284b] P03Ll5 P014LOl P218L08 
問斯慧義 [284b] P03Ll5 P014L02 P218L08 
如来以 P03Ll5 P014L02 P218L09 
無尽大悲、 [284b] P03L15 P014L02 P218L09 
[無尽] [285a] P03L15 P014L02 P218L09 
手今 [285a] P03L15 P014L02 P218L09 
主主二界所以H19処於世 P03Ll5 P014L02 P218L09 
光附道教 [285a] P03Ll5 P014L03 P218LlO 

欲J丞 P03Ll5 P014L03 P218LlO 
'qrl月 [285a] P03L15 P014L03 P218L10 
必以真実之利 [285a] P03L15 P014L03 P218L10 
費¥¥量{古jゴj [285b] P04LOl P014L04 P218L10 
知計両知』見猶 P04LOl P014L04 P218Lll 
込区上崩事 [285b] P04LOl P014L04 P218L11 
H相lキ [285b] P04LOl P014L04 P218L11 
)~出 P04LOl P014L05 P218L11 
今所防，J1i [285b] P04LOl P014L05 P218L11 
多所館経 P04LOl P014L05 P218L12 
開化一切 [285b] P04LOl P014L05 P218L12 
諸天人民 P04LOl P014L05 P218Ll2 
阿難当知l [285b] P04LOl P014L06 P218L12 
如来正党 [286a] P04L02 P014L06 P218Ll3 
其智難量 [286a] P04L02 P014L06 P218Ll3 
多所導御 [286a] P04L02 P014L06 P218L13 
慧見無擬 [286a] P04L02 P014L07 P218L13 
無能圧絶 [286a] P04L02 P014L07 P218L13 
以一俊之力 [286a] P04L02 P014L07 P218L14 
能住寿命 P04L02 P014L07 P218L14 
W:百千劫無数1!¥U1Wl過於此 [286b] P04L02 P014L08 P218Ll4 
[無数無量] [286b] P04L02 P014L08 P218L14 
諸4良 [286b] P04L03 P014L08 P218L15 
悦f不以殴損 P04L03 P014L08 P218L15 
姿色不変 [286b] P04L03 P015LOl P218L15 
光顔無異 [286b] P04L03 P015LOl P218L16 
所以者何 [287a] P04L03 P015LOl P218Ll6 
如来 P04L03 P015LOl P218Ll6 
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定法究暢 [286b] P04L03 P015L02 P218Ll6 

無極於一切法而斜 P04L03 P015L02 P218Ll6 

円在 [287a] P04L04 P015L02 P219LOl 

~jjI難 P04L04 P015L02 P219LOl 

諦聴 [287a] P04L04 P015L02 P219LOl 

今為汝説 [287a] P04L04 P015L03 P219LOl 

対日 P04L04 P015L03 P219LOl 

l唯然 [287a] P04L04 P015L03 P219L02 

願楽 [287a] P04L04 P015L03 P219L02 

欲閲 [287a] P04L04 P015L03 P219L02 

仏告阿難 P04L05 P015L04 P219L04 

J~j主 [287b] P04L05 P015L04 P219L04 

過去久遠無量不可思議 P04L05 P015L04 P219L04 

無央数tIJ [287b] P04L05 P015L04 P219L04 

錠光州l来 [288b] P04L05 P015L05 P219L04 

興，'1'，於世 P04L05 P015L05 P219L05 

教化度脱 [288b] P04L05 P015L05 P219L05 

現tt!注衆生皆令得道乃取滅!皇I.!!' P04L05 P015L05 P219L05 

次有如来 [288b] P04L06 P015L06 P219L06 

名卜|光速次名月光次名栴倒香次名善山王次名 P04L06 P015L06 P219L06 

須，;:，、天冠次名須弥等I!Ii1次名)=1色次名正念次名

雌t垢次名無著次名?色天次名夜光次名安H月頂次

名不動地次名瑠璃妙肇次名瑠T高金色次名金蔵

次名焔光次名焔根次名I出動次名月{象次名1"1音

次名解脱華次名~I厳光明次名海党神通次t'，.1<

光次名大香次名離~垢次名捨厭意次名宝焔次

名妙頂次名勇立次.f，功徳、持慧次名蔽日月光次

名目月瑠稿光次名無I::.lfilf，高光次名i誌上首次名

菩提撃次名月lりJ次名H光次名筆色王次名水月
光次名除痴候次名度TM0022960行次名浄信次

名善宿次名威事"次名法慧次名驚音次t'，削l子音

次名竜音

次名処世 [288b] P04Ll2 P017L04 P220L06 

如此諸仏皆悉己過 P04L12 P017L05 P220L06 

爾H寺 [288b] P04L14 P017L06 P220L07 

次有仏名 P04L14 P017L06 P220L07 

|立内J工王如来 [288b] P04L14 P017L06 P220L07 

[如来]応供等正党 [289a] P04L14 POl7L06 P220L07 

明行足善逝世閥解無上士調御丈夫天人師仏世 P04L14 P017L07 P220L07 

t事
H年有 [289a] P04L15 P017L08 P220L08 

IllLE [289a] P04L15 P017L08 P220L08 

ml仏説法J心療悦予 P04L15 P017L08 P220L08 

尋発無上 [289a] P04L15 P017L08 P220L09 

iF.点道意 [289a] P04L15 P018LOl P220L09 
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棄国摘王 P04L15 P018L01 P220L09 

行作沙門 [289b] P04L15 P018L01 P220L10 

号日 P04Ll5 P018LOl P220LlO 

法蔵 [289b] P04L15 P018L02 P220L10 

高才 [289b] P04L15 P018L02 P220L10 
勇哲 [289b] P04Ll5 P018L02 P220LlO 
与世 [289b] P05L01 P018L02 P220L10 
越異議世自在王如来所 P05L01 P018L02 P220LlO 

稽首仏足 [290a] P05LOl P018L03 P220L11 

右純一匝 [290a] P05LOl P018L03 P220Ll1 

長脆合掌 P05LOl P018L03 P220Ll1 

以頒賃日 [290a] P05L01 P018L03 P220Ll2 
光顔量迫観 [290a] P05L02 P018L04 P220Ll3 

威事l' [290b] P05L02 P018L04 P220L13 

無極 P05L02 P018L04 P220L13 
如是焔H月 [290b] P05L02 P018L04 P220L14 

無与等者 P05L02 P018L04 P220Ll4 

日月摩尼 [290b] P05L02 P018L05 P220Ll5 

珠光焔耀皆悉隠蔽 P05L02 P018L05 P220Ll5 
猶若衆墨 [290b] P05L03 P018L05 P221L01 
如来容顔 超1立無倫 P05L03 P018L06 P221L02 

正党大音 [290b] P05L03 P018L06 P221L03 

響流十方 [290b] P05L03 P0l8L06 P221L03 

戒聞 [291a] P05L03 P018L07 P221L04 

[戒聞]精進ニ昧智慧 [291a] P05L03 P018L07 P221L04 
威徳無侶殊勝希有 P05L04 P018L07 P221L05 
深諦 [291b] P05L04 P018L08 P221L06 

4専念諸仏法海 P05L04 P018L08 P221L06 

窮深 [291b] P05L04 P018L08 P221L07 

尽奥 [291b] P05L04 P018L08 P221L07 

究其渡底 [291b] P05L04 P018L08 P221L07 

実t¥明欲怒 [291b] P05L04 P019L01 P221L08 
世~~永無 P05L05 P019L01 P221L08 
人雄 [291凶 P05L05 P019L01 P221L09 

自rli子 [291b] P05L05 P019L01 P221L09 

神徳到t¥量 P05L05 P019LOl P221L09 

功製広大 [291b] P05L05 P019L02 P221L10 

智慧深妙 [292a] P05L05 P019L02 P221LlO 
光明威相 [292a] P05L05 P019L02 P221L11 

震動大千 P05L05 P019L02 P221Lll 
願我作仏 [292a] P05L06 P019L03 P221Ll2 

斉 P05L06 P019L03 P221Ll2 

聖法王 [292a] P05L06 P019L03 P221Ll2 

過度生死 [292a] P05L06 P019L03 P221Ll3 

康不解脱 [292a] P05L06 P019L03 P221Ll3 
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布施 [292a] P05L06 P0l9L04 P221L14 
調意 [292a] P05L06 P019L04 P221L14 
戒忍精進 P05L06 P019L04 P221Ll4 
如是 [292b] P05L06 P019L04 P221L15 
ニ妹 製J慾 P05L06 P019L04 P221L15 
為上 [292b] P05L07 P019L04 P221L15 
吾筈得仏 P05L07 P019L05 P221L16 
普行此願 [292b] P05L07 P0l9L05 P221Ll6 
一切 P05L07 P019L05 P222LOl 
恐tl'1! [292b] P05L07 P019L05 P222LOl 
X占作 P05L07 P019L05 P222LOl 
大安 [292b] P05L07 P019L05 P222LOl 

仮使 [292b] P05L07 P019L06 P222L02 
有仏百千億万!Aifo1 P05L07 P019L06 P222L02 
大聖数如恒沙 [293a] P05L08 P019L06 P222L03 
供養一切斯等諸仏不如 P05L08 P019L07 P222L04 
求道 [293a] P05L08 P019L07 P222L05 
1翠正 [293a] P05L08 P019L07 P222L05 
イミ寄p [293a] P05L08 P019L07 P222L05 
告如 [293a] P05L08 P019L08 P222L06 
恒沙諸仏世界 [293a] P05L08 P019L08 P222L06 
復不可計 [293a] P05L09 P0l9L08 P222L07 
無数量11土 P05L09 P019L08 P222L07 
光明 [293a] P05L09 P020LOl P222L08 
悉~~ 1，踊此諸国 P05L09 P020LOl P222L08 
如是 [293a] P05L09 P020LOl P222L09 

精進 [293b] P05L09 P020LOl P222L09 
威争11 P05L09 P020LOl P222L09 
難量 [293b] P05L09 P020LOl P222L09 
令我 [293b] P05LlO P020L02 P222LlO 
作仏 P05LlO P020L02 P222LlO 
国土第一 [293b] P05LlO P020L02 P222LlO 
其衆 [293b] P05LlO P020L02 P222Lll 

奇妙 P05LlO P020L02 P222Lll 

道場超絶 [293b] P05LlO P020L02 P222Lll 
同如泥t亘 [293b] P05LlO P020L03 P222Ll2 
而1Hi等双 [294a] P05LlO P020L03 P222Ll2 
:Jlt当哀態度脱 P05LlO P020L03 P222Ll3 
一切 [294a] P05Lll P020L03 P222Ll3 

十方来生 [294a] P05Lll P020L04 P222L14 
心悦清浄 [294a] P05Lll P020L04 P222Ll4 

己到 [294a] P05Lll P020L04 P222Ll5 
我国快楽安糖、 P05Lll P020L04 P222Ll5 
幸仏信明 [294a] P05Lll P020L05 P222Ll6 
是我真証 [294a] P05L11 P020L05 P222Ll6 
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発願 [294a] P05Ll2 P020L05 P223LOl 
於彼 [294b] P05Ll2 P020L05 P223LOl 
}J精 [294b] P05Ll2 P020L05 P223LOl 
irfr欲 P05L12 P020L05 P223LOl 

")i [294b] P05L12 P020L06 P223L02 
世K~ 智主主Jp，\縦 'it~令 P05L12 P020L06 P223L02 
此(~ [294b] P05Ll2 P020L06 P223L03 

知u¥ P05Ll2 P020L06 P223L03 
心fi [294b] P05Ll2 P020L06 P223L03 
{反令 [294b] P05Ll2 P020L07 P223L04 
身11:.，il'i P05Ll2 P020L07 P223L04 
凡11与 [295a] P05Ll3 P020L07 P223L04 

P05Ll3 P020L07 P223L04 
:JX'rI' [295a] P05L13 P020L07 P223L05 
精進 P05L13 P020L07 P223L05 
，ヌg司~:~ミ [295a] P05L13 P020L07 P223L05 
不仰 P05L13 P020L07 P223L05 
イム(月1>IIJi1(f [295a] P05Ll4 P020L08 P223L06 
法!llQ比行，il?_此頒己而 P05Ll4 P020L08 P223L06 

向fムパ [295a] P05Ll4 P200L08 P223L06 
H佐然Ilte事 [295a] P05Ll4 P020L08 P223L07 
J主発J!!¥I [295a] P05Ll4 P021L01 P223L07 
正党之，心 P05L14 P021L01 P223L07 
願1ム [295b] P05L14 P021L01 P223L07 
ね:JX P05Ll4 P021L01 P223L07 
!ム行経法 [295b] P05Ll4 P021L01 P223L08 
u¥当修行 [295b] P05Ll4 P021L02 P223L08 
供l[l( [295b] P05Ll5 P021L02 P223L08 
仏同がi浄 [295b] P05Ll5 P021L02 P223L08 
{E脈'!t~1止 [295b] P05Ll5 P021L02 P223L08 
妙 |二 P05L15 P021L02 P223L08 
令u: [295b] P05Ll5 P021L03 P223L09 
於JIt述成正党 P05し15 P021L03 P223L09 
抜諸メ1:9E [295b] P05Ll5 P021L03 P223L09 
勤J'7之本 P05Ll5 P021L03 P223LlO 
仏，1Wir側t [296a] P05Ll5 P021L04 P223LlO 
11ギ P05Ll5 P021L04 P223LlO 
世餓 F.仏 [296a] P05Ll5 P021L04 P223LlO 
告法議比lヱ P06L01 P021L04 P223LlO 

i女Pfrf例r [296a] P06LOl P021L04 P223Lll 
荘厳仏上 [296a] P06L01 P021L05 P223Lll 
i!zl' 1、"1矢11 [296a] P06L01 P021L05 P223Lll 
よじ丘(1仏 P06L01 P021L05 P223L12 
!祈義づムi宋 [296a] P06L01 P021L05 P223L12 
Jド我I党界l唯願世尊広為敷淡諸仏 P06L01 P021L06 P223Ll2 
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如来浄土之行 [296a] P06L02 P021L06 P223Ll3 

我聞此己当 P06L02 P021L07 P223Ll3 

k口説 [296a] P06L02 P021L07 P223Ll4 

修行 [296b] P06L02 P021L07 P223Ll4 

成iI1品所願悶l時世自在王仏知其 P06L02 P021L07 P223Ll4 

高I~I [296b] P06L02 P021L08 P223Ll5 

志願深広即為法蔵比丘 P06L02 P021L08 P223Ll5 

而説経百 [296b] P06L03 P022LOl P223Ll5 

型車k日大i海 [296b] P06L03 P022LOl P224LOl 
一人Y卜ほ経歴劫数尚可窮底得其 P06L03 P022LOl P224LOl 

妙セ [297a] P06L03 P022L02 P224L02 

人有至心精進求道不止会当魁果何願不得 P06L03 P022L02 P224L02 

於是 [297a] P06L04 P022L03 P224L03 

111白夜壬仏即為広説 P06L04 P022L03 P224L03 

-=6ー十億 [297a] P06L04 P022L04 P224L04 
請仏語IJ土 P06L04 P022L04 P224L04 

天人之普悪 [297a] P06L04 P022L04 P224L04 

凶土之段妙 P06L05 P022L05 P224L04 

応其心願 [297a] P06L05 P022L05 P224L05 

悉現与之 P06L05 P022L05 P224L05 

l時彼比丘 [297b] P06L05 P022L05 P224L05 
ILfJ仏所説 P06L05 P022L06 P224L05 

厳浄国土 [297b] P06L05 P022L06 P224L06 

皆悉親兄 P06L05 P022L06 P224L06 

超発 [297b] P06L05 P022L06 P224L06 

無上殊勝之願 [297b] P06L05 P022L06 P224L06 

其，心寂，'lP [297b] P06L06 P022L07 P224L06 
志無所管 P06L06 P022L07 P224L07 
一切|什|品i [298a] P06L06 P022L07 P224L07 

無能及者 [298a] P06L06 P022L08 P224L07 

具足五幼 [298a] P06L06 P022L08 P224L07 

思惟倶取荘厳仏同 P06L06 P022L08 P224L08 

n'i冷之行 [298a] P06L06 P022L08 P224L08 

~"T錐白仏 [298b] P06L06 P023LOl P224L08 

彼仏国土寿蛮 [298b] P06L07 P023LOl P224L08 

幾何仏日其仏寿命 P06L07 P023LOl P224L09 

問十一劫 [298b] P06L07 P023L02 P224L09 

H寺法蔵比丘倶取一百ー十億諸仏妙土清浄之行 [299a] P06L07 P023L02 P224L09 
~[1足修己詣彼仏所格首干し足続仏三匝合掌而{主

白仏言世尊我LJt貝取荘厳仏!二消浄之行
[~日是修LJ] [299a] P06L08 P023L03 P224LlO 

[詣彼仏所] [299a] P06L08 P023L03 P224Lll 

[孜己] [299a] P06L08 P023L05 P224Ll2 

[清浄之行] [299a] P06L08 P023L05 P224L12 

仏告比丘 P06L09 P023L05 P224L13 
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汝今可説 [299a] P06L09 P023L06 P224L13 

宜匁l P06L09 P023L06 P224L13 

是11寺 [299a] P06L09 P023L06 P224L13 

発起悦可 [299a] P06L09 P023L06 P224L14 

一切大衆菩薩 [299a] P06L09 P023L06 P224L14 

閲己 P06L09 P023L07 P224L14 

修行 [299b] P06L09 P023L07 P224L14 

此法 P06L09 P023L07 P224L14 

縁 [299b] P06L09 P023L07 P224L15 

致満足 [299b] P06L09 P023L07 P224L15 

無量大願 [299b] P06L10 P023L07 P224L15 

比丘白仏 P06L10 P023L07 P224L15 

l唯垂聴察 [299b] P06L10 P023L08 P224L15 

~IJ我所願当具説之 P06L10 P023L08 P224Ll6 

設 [301a] P06Lll P024LOl P225LOl 

孜 [301a] P06Lll P024LOl P225LOl 

得仏 [301a] P06Lll P024LOl P225LOl 

[第一即刻 [301b] P06Lll P024LOl P225LOl 

[設我得仏]I~I有 P06Lll P024LOl P225LOl 

地獄 [302a] P06Lll P024LOl P225LOl 

餓鬼畜生者不取正党 P06Lll P024LOl P225LOl 

[第一願] [302a] P06L12 P024L02 P225L02 

設我得仏問中人天寿終之後復史二悪道者不取 P06Ll2 P024L02 P225L02 

正党

[第二願] [309a] P06Ll3 P024L04 P225L04 

設我得仏国中人天 P06Ll3 P024L04 P225L04 

不悉 [309b] P06L13 P024L04 P225L04 

真金 [309b] P06Ll3 P024L04 P225L04 

色者ィ、取正:1.1: P06Ll3 P024L04 P225L04 

[第四願] [309b] P06L14 P024L06 P225L06 

設我得仏国中人天 P06Ll4 P024L06 P225L06 

形色 [310a] P06Ll4 P024L06 P225L06 

不同有好醜者イミ取正覚 P06Ll4 P024L06 P225L06 

[第五願] [310a] P06Ll5 P024L08 P225L08 

設我得仏問中人天不識 P06Ll5 P024L08 P225L08 

宿命 [311a] P06Ll5 P024L08 P225L08 

下至 [311a] P06L15 P024L08 P225L08 

イミ知百千億 P06Ll5 P024L08 P225L08 

)js由f也 [311a] P06Ll5 P025LOl P225L08 

諸劫事者不取iUZ P06L15 P025LOl P225L08 

[第六願] [311b] P07LOl P025L02 P225L10 

J史我得仏同中人天不得 P07LOl P025L02 P225L10 

天眼 [311b] P07LOl P025L02 P225L10 

下至不見百千億那山他 P07LOl P025L02 P225L10 

諸仏国 [3llb] P07LOl P025L03 P225LlO 
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ず;ィミ取正党 P07L01 P025L03 P225Lll 
[1:fiヒ願] [311b] P07L02 P025L04 P225Ll2 
設技得仏問中人天イミ得天耳 F至間百千億那111 P07L02 P025L04 P225Ll2 
{也

諸仏所説 [311b] P07L02 P025L05 P225L12 
イミ悉 [31lb] P07L02 P025L05 P225L13 
受持者イミ[~正党 P07L02 P025L05 P225Ll3 
[第八似] [312a] P07L03 P025L06 P225Ll4 
設我得仏凶中人天不得 P07L03 P025L06 P225L14 
見他J心やl [312a] P07L03 P025L06 P225L14 
F主イJ知l百千f:iJJJrl山f也諸仏国中 P07L03 P025L06 P225L14 
衆生，心念 [312a] P07L03 P025L07 P225L15 
者不I校正覚 P07L03 P025L07 P225Ll5 

[第九願] [312a] P07L04 P026LOl P225Ll6 
設:JX得仏国中人天不得 P07L04 P026LOl P225Ll6 
frlJ，)i [312b] P07L04 P026L01 P225Ll6 
於 P07L04 P026L01 P225Ll6 
一念頃 [312b] P07L04 P026LOl P225Ll6 
ド明不能J凶i品百千{即IJI)由他諸仏国者不取lE11: P07L04 P026LOl P225Ll6 
[第十願] [312b] P07L05 P026L04 P226L02 
[泌尽→願名の速得漏尽] [313a] P07L05 P026L04 P226L02 
設干支得仏国'-1'人天校起 P07L05 P026L04 P226L02 
湘'tJU14ペニー、 [313a] P07L05 P026L04 P226L02 
食，1t身者イミl収正党 P07L05 P026L04 P226L02 
[第十一願] [314a] P07L06 P026L06 P26L06 
設孜得仏国中人天 P07L06 P026L06 P226L04 
イミ!主 [314a] P07L06 P026L06 P226L04 
定衆 [314a] P07L06 P026L06 P226L04 
必至 P07L06 P026L06 P226L04 
滅度 [314a] P07L06 P026L06 P226L04 
M不収LEt't P07L06 P026L06 P226L04 
[第卜ー願] [314b] P07L07 P026L08 P226L06 
設我得仏 P07L07 P026L08 P226L06 
光町l [314b] P07L07 P026L08 P226L06 
布能~.R.lit下至ィー!照百千i古川11由他 P07L07 P026L08 P226L06 
諸仏IEI [315a] P07L07 P027LOl P226L06 
者不CY，E党 P07L07 P027L01 P226L07 
[第卜二三願] [315a] P07L08 P027L02 P226L08 
設孜併仏寿命 P07L08 P027L02 P226L08 
有能限111 [315a] P07L08 P027L02 P226L08 
下-ta千億JjjiLJ.Jf由ガj者不取正党 P07L08 P027L02 P226L08 
[第卜v明日] [316a] P07L09 P027L04 P226LlO 
設孜ね仏間'1.'声IlH有能m正 P07L09 P027L04 P226LlO 
下全 [316b] P07L09 P027L04 P226L10 
三千大千世界 [316b] P07L09 P027L04 P226L10 
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声l1'rl縁覚於百千劫悉共計校知其数者不取正覚 P07L09 P027L05 P226Ll1 

[第十五願] [317aJ P07Ll1 P027L07 P226Ll3 

設我得仏国中人天寿命 P07Ll1 P027L07 P226Ll3 
無能限量 [317aJ P07Lll P027L07 P226Ll3 
除封;本願 [317aJ P07Ll1 P027L07 P226Ll3 
陥短幹|在若不爾者不取正覚 P07Ll1 P027L08 P226Ll4 

[第十六願] [317bJ P07Ll2 P028L01 P226Ll5 

設我得仏国中人天乃至聞有 P07Ll2 P028L01 P226Ll5 

不善名 [317bJ P07Ll2 P028LOl P226Ll5 

[乃至] [318aJ P07Ll2 P028L01 P226Ll5 
者不取正党 P07Ll2 P028L01 P226Ll5 
[第 |七願] [318bJ P07Ll3 P028L03 P227L01 
設我何仏 P07Ll3 P028L03 P227L01 

十方世界 [318bJ P07Ll3 P028L03 P227L01 

無量諸仏不悉 P07Ll3 P028L03 P227L01 

苔嵯 [318bJ P07Ll3 P028L03 P227L01 
，ffJド我名者一 [318bJ P07Ll3 P028L03 P227L01 
不取正J>[; P07Ll3 P028L04 P227L02 
[第十八願] [319aJ P07Ll4 P028L05 P227L03 

設我得仏 P07Ll4 P028L05 P227L03 

卜方 [320aJ P07Ll4 P028L05 P227L03 

衆生 [320aJ P07Ll4 P028L05 P227L03 

至心 [320bJ P07Ll4 P028L05 P227L03 
信楽 [321aJ P07Ll4 P028L05 P227L03 
欲生孜国 [322aJ P07Ll4 P028L05 P227L03 

乃至 [322bJ P07Ll4 P028L05 P227L04 

十念 [322bJ P07Ll4 P028L06 P227L04 
若イミ生者不取iE.党 [324aJ P07Ll4 P028L06 P227L04 
H唯除五逆誹誘正法 [325aJ P07Ll4 P028L06 P227L04 
[第 |九願] [326bJ P07Ll5 P028L08 P227L06 

設我得仏十方衆生 P07Ll5 P028L08 P227L06 
発菩J足J心 [328aJ P07Ll5 P028L08 P227L06 
修諸J)J徳、 [328aJ P07Ll5 P028L08 P227L06 

至心発願 [328bJ P07Ll5 P028L08 P227L07 
欲生我国臨寿終l時仮令不与 P07Ll5 P029LOl P227L07 

大衆回続 [328bJ P07Ll5 P029L01 P227L07 
現其人前 [329aJ P07Ll5 P029L02 P227L08 
者不取正J[; P08L01 P029L02 P227L08 

[第一 卜AIJiJ [329aJ P08L02 P029L03 P227L09 
設我得仏卜方衆生 P08L02 P029L03 P227L09 

If目我名号 [330aJ P08L02 P029L03 P227L09 

f系念我国 [330aJ P08L02 P029L03 P227L09 
h自諸徳本 [330aJ P08L02 P029L03 P227LlO 
至心週向欲生我因不果遂者イ，取正覚 P08L02 P029L04 P227LlO 

[第一十一願] [330bJ P08L03 P029L06 P227Ll2 
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設我得仏 P08L03 P029L06 P227Ll2 
国中人天 [331a] P08L03 P029L06 P227Ll2 
不悉 [331a] P08L03 P029L06 P227Ll2 

成満三十一 P08L03 P029L06 P227Ll2 
大人相 [331a] P08L03 P029L06 P227Ll2 
者不取正覚 P08L03 P029L07 P227Ll3 

[第一十一願] [331a] P08L04 P029L08 P227Ll4 
設我得仏他方仏土 P08L04 P029L08 P227Ll4 
諸菩薩衆 [331b] P08L04 P029L08 P227Ll4 
来生我国 P08L04 P029L08 P227Ll4 
究党 [331b] P08L04 P029L08 P227Ll5 
必至 P08L04 P030LOl P227Ll5 

一生補処 [331b] P08L04 P030LOl P227Ll5 
除其本願 [331b] P08L04 P030LOl P227Ll5 
自在所化 [331b] P08L04 P030LOl P227Ll5 
為衆生放 P08L04 P030LOl P227Ll5 
被弘警鎧 [332a] P08L04 P030L02 P227Ll6 
積累徳本 [332a] P08L05 P030L02 P227Ll6 

度目見一切 P08L05 P030L02 P227Ll6 
遊諸仏国 [332a] P08L05 P030L02 P227Ll6 

I~ P08L05 P030L03 P228LOl 
菩隆行 [332a] P08L05 P030L03 P228LOl 
供養十方諸仏如来 P08L05 P030L03 P228LOl 
開化恒沙 [332a] P08L05 P030L03 P228LOl 

無量衆生使立 P08L05 P030L04 P228LOl 

無上正真之道 [332a] P08L06 P030L04 P228LOl 
}脳出常倫 [332a] P08L06 P030L04 P228L02 
諸I也之行 P08L06 P030L04 P228L02 
現前修習普賢之徳 [333a] P08L06 P030L05 P228L02 
若不爾者不取正覚 P08L06 P030L05 P228L03 

[第一十三願] [333b] P08L07 P030L07 P228L04 

設我得仏 P08L07 P030L07 P228L04 
国中菩薩 [333b] P08L07 P030L07 P228L04 
承仏神力 [334a] P08L07 P030L07 P228L04 
供養諸仏 [334a] P08L07 P030L07 P228L04 
一食之頃 [334a] P08L07 P030L07 P228L05 

不能循至 [334a] P08L07 P030L08 P228L05 

無数無量那由他諸仏国者不取正覚 P08L07 P030L08 P228L05 

[第一 卜四願] [334a] P08L09 P031L02 P228L07 
設我得仏 P08L09 P031L02 P228L07 
国中筈穣 [334b] P08L09 P031L02 P228L07 
在諸仏日目 P08L09 P031L02 P228L07 
現其徳本 [334b] P08L09 P031L02 P228L07 
諸所 P08L09 P031L02 P228L08 
欲求 [334b] P08L09 P031L03 P228L08 
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供主E之よ4 [334b] P08L09 P031L03 P228L08 

:ti不如意者不取正覚 P08L09 P031L03 P228L08 

[第一卜五願] [334b] P08L09 P031L04 P228LlO 

設我得仏 P08LlO P031L04 P228LlO 
凶中苔'1犠 [335a] P08LlO P031L04 P228LlO 
ィ，能演説 P08LlO P031L04 P228LlO 

1))智 [335a] P08LlO P031L04 P228LlO 

者イミ取正:¥1: P08LlO P031L04 P228LlO 

[第一 卜六願] [335b] P08Lll P031L06 P228Ll2 

設孜得仏 P08Lll P031L06 P228Ll2 

同'-1'菩隊 I1 [335b] P08Lll P031L06 P228Ll2 
イ，得 P08Lll P031L06 P228Ll2 

金剛JJli総延身 [335b] P08Lll P031L06 P228Ll2 

者イミ取正党 P08Lll P031L06 P228Ll2 

[第一卜七時刻 [336a] P08Ll2 P031L08 P228Ll4 

設我{持仏 P08Ll2 P031L08 P228Ll4 

圏中人天 [336a] P08Ll2 P031L08 P228Ll4 

一切Jj物 [336a] P08Ll2 P031L08 P228Ll4 
厳1(t光腿 [336b] P08Ll2 P031L08 P228Ll4 

)彩色殊特 P08Ll2 P031L08 P228Ll4 

耳耳微極妙 [336b] P08Ll2 P032LOl P228Ll5 

1H¥能M，J誌 [336b] P08Ll2 P032LOl P228Ll5 

J{諸衆生 [336b] P08Ll2 P032LOl P228Ll5 

乃至 [336b] P08Ll2 P032LOl P228Ll6 

述得天I恨有能l明了弁其 P08Ll2 P032L02 P228Ll6 

f，数 [336b] P08Ll3 P032L02 P228Ll6 

-/'i不取正tl: P08Ll3 P032L02 P228Ll6 

[第一 |八願] [336b] P08Ll4 P032L03 P229L02 

設我得仏凶中 P08Ll4 P032L03 P229L02 

菩薩乃至少功徳者 [336b] P08Ll4 P032L03 P229L02 

イミf~ P08Ll4 P032L03 P229L02 

長ml [337a] P08Ll4 P032L03 P229L02 
J-t P08Ll4 P032L04 P229L02 

道場樹 [337a] P08Ll4 P032L04 P229L02 

無fE光色高 P08Ll4 P032L04 P229L02 

凶百万里 [337a] P08Ll4 P032L04 P229L03 

者不取正党 P08Ll4 P032L04 P229L03 

[第二卜JL願] [337b] P08Ll5 P032L06 P229L04 

設我斜仏凶巾菩薩若 P08Ll5 P032L06 P229L04 

受読経法書!¥¥Illiit寺説 [337b] P08Ll5 P032L06 P229L04 

[誠制] [337b] P08Ll5 P032L06 P229L04 
而イミ斜 P08Ll5 P032L07 P229L05 

弁-tf'，'態 [338a] P08Ll5 P032L07 P229L05 

者不取正党 P08Ll5 P032L07 P229L05 

[第一卜願] [338a] P09LOl P033L08 P229L06 
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設我得仏 P09LOl P033L08 P229L06 
国中菩薩 [338a] P09LOl P033L08 P229L06 
智慧弁才 [338b] P09LOl P033L08 P229L06 
若可限量 [338b] P09LOl P033L08 P229L06 
者不取正覚 P09LOl P033L08 P229L06 
[第二十一願] [338b] P09L02 P033L02 P229L08 
設我得仏 P09L02 P033L02 P229L08 
国士清浄 [338b] P09L02 P033L02 P229L08 
皆悉 P09L02 P033L02 P229L08 
照見卜方 [338b] P09L02 P033L02 P229L08 
一切無量無数不可思議 P09L02 P033L02 P229L08 
諸仏世界 [339a] P09L02 P033L03 P229L09 
猶如明鏡 [339a] P09L02 P033L03 P229L09 
観其商像若不爾者不取正覚 P09L02 P033L03 P229L09 
[第二十一頗] [339b] P09L04 P033L05 P229Lll 
設戎得仏 P09L04 P033L05 P229Lll 
白地己上 [339b] P09L04 P033L05 P229Lll 
至子虚空宮殿 P09L04 P033L05 P229Lll 

fま [339b] P09L04 P033L05 P229Lll 
観 P09L04 P033L05 P229Lll 
池流 [339b] P09L04 P033L05 P229Lll 
華樹 [339b] P09L04 P033L06 P229Lll 
問中所有一切万物皆以 P09L04 P033L06 P229Ll2 
無量剥t宝 [339b] P09L04 P033L06 P229Ll2 
百千種香 [339b] P09L04 P033L07 P229Ll2 
而共合成厳飾 P09L05 P033L07 P229Ll2 
奇妙 [339b] P09L05 P033L07 P229Ll3 
超諸人天 [339b] P09L05 P033L07 P229Ll3 
其香 P09L05 P033L07 P229Ll3 
普蕪 卜方世界 [339b] P09L05 P033L08 P229Ll3 
菩薩 [340a] P09L05 P033L08 P229Ll4 
問者皆修 P09L05 P033L08 P229Ll4 
仏行 [340a] P09L05 P033L08 P229Ll4 
若不k日是者不取正党 P09L05 P033L08 P229Ll4 
[第二.十二願] [340a] P09L07 P034L02 P229Ll6 
設我得仏 P09L07 P034L02 P229Ll6 
十方無量 [340a] P09L07 P034L02 P229Ll6 
不可思議諸仏世界 P09L07 P034L02 P229Ll6 

衆生之類 [340a] P09L07 P034L02 P229Ll6 
気我光明 [340a] P09L07 P034L03 P229Ll6 
触其身者 P09L07 P034L03 P230LOl 
身心柔頼 [340b] P09L07 P034L03 P230LOl 
超過人天 [340b] P09L07 P034L03 P230LOl 
ct'.'不問者不取正党 P09L07 P034L04 P230LOl 
[第二十四願] [341b] P09L09 P034L05 P230L03 
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一世我tU仏十方!HU;l不nI思議 P09L09 P034L05 P230L03 
諸仏世界 [341b] P09L09 P034L05 P230L03 
衆生之類 [341b] P09L09 P034L05 P230L03 
Ifil我名字 [342a] P09L09 P034L06 P230L03 
不得菩l綾 P09L09 P034L06 P230L04 
費1\生法~{ [342b] P09L09 P034L06 P230L04 
，il:'i深総持1?i不取正党 P09L09 P034L06 P230L04 
[第一十五願] [343a] P09Lll P034L08 P230L05 
設.rx得仏卜方無量不可思議諸仏世界其行女人 P09Lll P034L08 P230L05 
11f1孜名字 [343b] P09Lll P035LOl P230L06 
歓喜信楽 [343b] P09Lll P035LOl P230L06 
発汗提心 [343b] P09Lll P035LOl P230L06 
厭J息女身 [343b] P09Lll P035LOl P230L06 
寿終之i表 [343b] P09Lll P035L02 P230L06 
i夏為女{象 [344a] P09Ll2 P035L02 P230L07 
者不取正党 P09Ll2 P035L02 P幻OL07
[第二 卜六願] [344b] P09Ll3 P035L03 P230L08 
設我得仏十Ji!!l¥量不可思議 P09Ll3 P035L03 P230L08 
諸仏世界 [344b] P09Ll3 P035L03 P230L08 
諸菩磁衆 P09Ll3 P035L03 P230L08 
問我名字 [344b] P09Ll3 P035L04 P230L09 
f子終之後常修生E行 [344b] P09Ll3 P035L04 P230L09 
主成仏道若不問者不取正覚 P09Ll3 P035L04 P230L09 
[第二トヒ願] [345b] P09Ll5 P035L06 P230Lll 
I~主我得仏十方111\量不可思議諸仏世界諸天人民 P09Ll5 P035L06 P230Lll 
~Prl我名字
li体投地 [345b] P09Ll5 P035L07 P230Ll2 
栴首作干し P09Ll5 P035L07 P230Ll2 
歓喜信楽 [345b] P09Ll5 P035L07 P230Ll2 
修EF薩行 [345b] P09Ll5 P035L08 P230Ll2 
諸天世人 [345b] PlOLOl P035L08 P230Ll2 
党不致敬才?不爾者イミ取正党 PIOLOl P035L08 P230Ll3 
[第二十八願] [346a] PIOL02 P036L02 P230Ll5 
設我得仏|司中人天 PIOL02 P036L02 P230Ll5 
欲得衣服 [346a] PIOL02 P036L02 P230Ll5 
随念即至 [346a] PIOL02 P036L02 P230Ll5 
立n PlOL02 P036L02 P230Ll6 
仏所賛 [346a] PIOL02 P036L03 P230Ll6 
応法妙月日 [346b] PIOL02 P036L03 P230Ll6 
向然有:身粁イ{ PIOL02 P036L03 P230Ll6 
裁縫m虫食、沈i侶 [346b] PlOL02 P036L03 P230Ll6 
者不I促正党 PIOL02 P036L04 P231LOl 
[第 〈卜九胤] [346b] PIOL04 P036L05 P231L02 
設我得仏国中人天所受快楽不~II PIOL04 P036L05 P231L02 
漏尽比丘 [346b] PIOL04 P036L05 P231L02 
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者不取正覚 PIOL04 P036L06 P231L03 

[第四卜願] [347a] PIOL05 P036L07 P231L04 

設我得仏 PIOL05 P036L07 P231L04 

国中菩薩 [347a] PIOL05 P036L07 P231L04 

随意欲見 [347a] PIOL05 P036L07 P231L04 

十方無量 PIOL05 P036L07 P231L04 

厳汗バム土 [347a] PIOL05 P036L07 P231L04 

応時如願於 PIOL05 P036L08 P231L05 

宝樹r~1 [347a] PIOL05 P036L08 P231L05 

皆悉 PIOL05 P036L08 P231L05 

!照 ~~ [347b] PIOL05 P036L08 P231L05 

猶如明鏡 [347b] PIOL05 P036L08 P231L06 

観其面{象若不爾者イミ取正党 PIOL05 P037LOl P231L06 

[第四卜ー願] [347b] PIOL07 P037L02 P231L08 

設孜得仏他方図上 PIOL07 P037L02 P231L08 

諸?キ薩衆 [347b] PIOL07 P037L02 P231L08 

IJH我名字至子得仏 PIOL07 P037L02 P231L08 

諸恨闘階不具足者 [347b] PIOL07 P037L03 P231L09 

イミ収正党 PIOL07 P037L03 P231L09 

[第四卜二願] [348a] PIOL08 P037L04 P231LlO 

設残得仏他方図上 PIOL08 P037L04 P231LlO 

諸菩薩衆 [348a] PIOL08 P037L04 P231LlO 

|制裁名字皆悉逮得 PIOL08 P037L04 P231LlO 

I'ii浄解脱三味 [348a] PIOL08 P037L05 P231Lll 

住是ー昧 PIOL08 P037L05 P231Lll 

一発意頃 [348b] PIOL08 P037L05 P231Lll 

供養 [348b] PIOL08 P037L06 P231Ll2 

無量不可思議諸仏世尊而 PIOL08 P037L06 P231Ll2 

不失定怠 [348b] PIOL09 P037L06 P231Ll2 

法不問者不1M党 PIOL09 P037L07 P231Ll2 

[第問十二願] [348b] PIOLlO P037L08 P231Ll4 

設孜得仏他方国土 PIOLlO P037L08 P231Ll4 

諸千キ峰衆 [348b] PIOLlO P037L08 P231Ll4 

聞孜名字寿終之後 PIOLlO P037L08 P231Ll4 

生尊貴家 [349a] PIOLlO P038LOl P231Ll5 

若不爾者不取正党 PIOLlO P038LOl P231Ll5 

[第阿十四願] [349a] PIOLll P038L02 P231Ll6 

設我得仏他方国土 PIOLll P038L02 P231Ll6 

言者?年薩衆 [349a] PIOLll P038L02 P231Ll6 

1111孜名字 PIOLll P038L02 P231Ll6 

歓喜踊躍 [349b] PIOLll P038L02 P232LOl 

修菩薩行 [349b] PlOLll P038L03 P232LOl 

具足使、本若不爾者不取正覚 PIOLll P038L03 P232LOl 

[第四十五願] [349b] PIOLl2 P038L05 P232L03 

設孜得仏他方図上 PIOLl2 P038L05 P232L03 
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諸菩薩衆 [350a] PIOLl2 P038L05 P232L03 

開我名字皆悉逮得 PIOLl2 P038L05 P232L03 

普等二昧 [350a] PIOLl2 P038L06 P232L04 

住是ニ昧至子成仏常見無量不可思議一切諸仏 PIOLl2 P038L06 P232L04 

若不爾者不取正覚

[第四十六願] [350a] PlOLl4 P039LOl P232L06 
設我得仏国中菩薩随其志願 PIOLl4 P039LOl P232L06 

所欲開法 [350b] PlOLl4 P039LOl P232L06 

自然得聞 [350b] PIOLl4 P039LOl P232L07 

若不問者不取正党 PIOLl4 P039L02 P232L07 

[第四十七願] [350b] PIOLl5 P039L03 P232L08 

設我得仏他方国土 PIOLl5 P039L03 P232L08 

諸菩薩衆 [351a] PlOLl5 P039L03 P232L08 

閲我名字不即得至 PIOLl5 P039L03 P232L08 

不退転 [351a] PIOLl5 P039L04 P232L09 
者不取正覚 PIOLl5 P039L04 P232L09 

[第四卜八願] [351a] PllLOl P039L05 P232LlO 

設我得仏他方国土 PllLOl P039L05 P232LlO 

諸菩薩衆 [351a] PllLOl P039L05 P232LlO 

問我名字不即得至 PllLOl P039L05 P232LlO 

第一第一第二法忍 [351a] PllLOl P039L06 P232Lll 

於諸仏法 [351b] PllLOl P039L06 P232Lll 

不能即得不退転者不取正党 PllLOl P039L06 P232Lll 

仏告阿難 [爾時法蔵比丘] [352b] PllL03 P039L08 P232Ll3 

爾時 [352b] PllL03 P039L08 P232Ll3 

法蔵比丘説此願己 PllL03 P039L08 P232Ll3 

而説頒日 [352b] PllL03 P039L08 P232Ll3 
孜建 PllL04 P040L02 P233LOl 

f也世願 [352b] PllL04 P040L02 P233LOl 

必至 PllL04 P040L02 P233LOl 

無上道 [353a] PllL04 P040L02 P233LOl 

斯願不満足 PllL04 P040L02 P233L02 

讐不成正覚 [353a] PllL04 P040L02 P233L02 

我於無量劫 [353b] PllL04 P040L03 P233L03 

不為 PllL04 P040L03 P233L03 

大施主 [353b] PllL04 P040L03 P233L03 

普済 PllL05 P040L03 P233L04 

諸貧昔 [353b] PllL05 P040L03 P233L04 

誓不成1日Z我至成仏道 PllL05 P040L03 P233L04 
名声 [354a] PllL05 P040L04 P233L05 
超卜)j [354aJ PllL05 P040L04 P233L05 

究党 [354b] PllL05 P040L04 P233L06 

廃所聞 誓不成正覚離欲 PllL05 P040L04 P233L06 

深正念 [354b] PllL06 P040L05 P233L07 

浄慧 [355a] PllL06 P040L05 P233L07 
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修党行 [355a] PllL06 P040L05 P233L07 

志求 [355a] PllL06 P040L05 P233L08 

無上道為 PllL06 P040L05 P233L08 

諸天人白I~ [355a] PllL06 P040L05 P233L08 

神ブJ [355a] PllL06 P040L06 P233L09 

演大光普H官無際土 PllL06 P040L06 P233L09 

消除 [355a] PllL07 P040L06 P233LlO 

二垢冥 [355a] PllL07 P040L06 P233LlO 
広済衆厄難 PllL07 P040L06 P233LlO 

IJfl彼 [355b] PllL07 P040L07 P233Lll 
智慧H艮滅此昏盲|持| PllL07 P040L07 P233Lll 
開業 [355b] PllL07 P040L07 P233Ll2 

諸悪道通達 PllL07 P040L07 P233Ll2 

持，I!!!門 [355b] PllL07 P040L07 P233Ll2 
J))JW [355b] PllL08 P040L08 P233Ll3 

成満足 PllL08 P040L08 P233Ll3 
!成昭朗十方 [355b] PllL08 P040L08 P233Ll3 
日月厳重郎 [355b] PllL08 P040L08 P233Ll4 

ズ光隠不現 [356a] PllL08 P040L08 P233Ll4 

為衆開法J践 [356a] PllL08 P041LOl P233Ll5 

!ぶ施 PllL08 P041LOl P233Ll5 

功徳、宝 [356a] PllL08 P041LOl P233Ll5 

常於大衆巾 説法 PllL09 P041LOl P233Ll6 

自ili子肌 [356a] PllL09 P041LOl P233Ll6 

供養 [356a] PllL09 P041L02 P234LOl 

一切仏具足衆徳本 PllL09 P041L02 P234LOl 

願慧 [356b] PllL09 P041L02 P234L02 

悉成満得為 PllL09 P041L02 P234L02 

二界雄 [356b] PllL09 P041L02 P234L02 

如仏 [356b] PllLlO P041L03 P234L03 

無擬智 通達康不f!~ 願我 PllLlO P041L03 P234L03 
l)J慧)) [356b] PllLlO P041L03 P234L04 
ミ宇此披勝尊 PllLlO P041L03 P234L04 
斯願手干則果 [356b] PllLlO P041L04 P234L05 

大千 [356b] PllLlO P041L04 P234L05 

応 PllLlO P041L04 P234L05 

感動 [356b] PllLlO P041L04 P234L05 
Mi~空諸天人 当同，j PllLll P041L04 P234L06 
J~妙華 [356b] PllLll P041L04 P234L06 

仏告阿難法蔵比丘説此頒己 PllL12 P041L05 P234L07 

応11寺 [357心 PllL12 P041L05 P234L07 
fF地 PllL12 P041L05 P234L07 

六種震動 [357a] PllL12 P041L05 P234L08 

天1:持妙撃 [357a] PllLl2 P041L06 P234L08 
以散其上 [357a] PllL12 P041L06 P234L08 

210 



研究ノー ト

自然音楽 [357a] PllL12 P041L06 P234L08 
ク在中讃邑決定必成無上正覚 PllLl2 P041L06 P234L09 
於是 [357a] PllL13 P041L07 P234L09 
法y法上七丘 PllLl3 P041L07 P234LlO 
具}Ji修i前 [357b] PllL13 P041L07 P234LlO 
~II起 [357b] PllL13 P041L08 P234L10 
大願 [357b] PllLl3 P041L08 P234LlO 
誠諦イミ!韮 [357b] PllLl3 P041L08 P234LlO 
走tUI'，世間 [357b] PllLl3 P041L08 P234LlO 
深楽;f~滅 [357b] PllLl3 P041L08 Pお4L11
阿期f [357b] PllL13 P042LOl P234L11 
時彼比丘於 PllLl3 P042LOl P234Lll 
其仏所 [358a] PllLl4 P042LOl P234Lll 
諸天 PllL14 P042LOl P234Lll 
1Jil: [358a] PllLl4 P042LOl P234Ll2 
党 [358a] PllLl4 P042LOl P234Ll2 
竜者IJ [358a] PllLl4 P042LOl P234L12 
八白I1 [358a] PllL14 P042L02 P234L12 
大衆之'-1-' PllLl4 P042L02 P234L12 
発!祈弘符 [358a] PllLl4 P042L02 P234L12 
えJ!此願己 [358a] PllL14 P042L02 P234Ll2 
向専志 [358a] PllL14 P042L02 P234Ll3 
荘厳妙士 [358aJ Pl1Ll4 P042L03 P234Ll3 
!刑制ム匡l [358b] PllL14 P042L03 P234Ll3 
恢!必広大 [358b] PllLl5 P042L03 P234L13 
，凶11初出妙 [358b] PllLl5 P042L03 P234L14 
~む;;I然 [358b] PllLl5 P042L04 P234Ll4 
無ぷ11明、変 [358b] PllL15 P042L04 P234L14 
於不"J思議兆l依永t!J [359a] PllL15 P042L04 P234Ll4 
積Mf干薩 PllLl5 P042L05 P234Ll5 
無五lf:~(行 [359b] PllL15 P042L05 P234L15 
イミ't:. [359b] PllLl5 P042L05 P234L15 
欲党 [359b] PllLl5 P042L05 P234L15 
H民党:IJ党不起 P12LOl P042L05 P234Ll5 
欲fll [359b] P12LOl P042L06 P234Ll5 
眠;tP-、芹怨、 P12LOl P042L06 P234Ll5 
不若 [360a] P12LOl P042L06 P235LOl 
色戸丙l味触法 P12LOl P042L06 P235LOl 
忍、力成JI'..t不言十衆?i [360a] P12LOl P042L06 P235LOl 
少欲知]J:E [360a] P12LOl P042L07 P235L02 
11t¥染志泌1 [360b] P12LOl P042L07 P235L02 
:::.r!昧 [360b] P12L02 P042L07 P235L02 
常寂智:皆無擬 P12L02 P042L08 P235L02 
カt¥千T [360b] P12L02 P042L08 P235L02 
JJiif為自白曲 [360b] P12L02 P042L08 P235L02 
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之心 P12L02 P042L08 P235L03 

利顔 [361a] P12L02 P042L08 P235L03 

愛諮先怠承111] [361a] P12L02 P042L08 P235L03 

94猛 [361a] P12L02 P043LOl P235L03 

精進 P12L02 P043LOl P235L03 

，志願無倦 [361a] P12L02 P043LOl P235L04 

長fj求清白之法 [361a] P12L02 P043LOl P235L04 

以恵¥fIJ群生 [361b] P12L03 P043L02 P235L04 

恭敬三宝 [361b] P12L03 P043L02 P235L04 

~事自市長 [361b] P12L03 P043L02 P235L05 

以 P12L03 P043L02 P235L05 

大荘厳 [361b] P12L03 P043L02 P235L05 

具足衆行 [361b] P12L03 P043L03 P235L05 

令諸 [361b] P12L03 P043L03 P235L05 

衆生功役球就 P12L03 P043L03 P235L05 

住空無相 [361b] P12L03 P043L03 P235L06 

無願之法 P12L03 P043L04 P235L06 

無作無起 [361b] P12L04 P043L04 P235L06 

観法~II化 [361b] P12L04 P043L04 P235L06 

遠離 P12L04 P043L04 P235L07 

産主百 [362a] P12L04 P043L04 P235L07 

自害害彼彼此{貝害 [362a] P12L04 P043L05 P235L07 

修習 P12L04 P043L05 P235L08 

千存話 [362a] P12L04 P043L05 P235L07 

白利利人人我兼利 P12L04 P043L05 P235L07 

~図 [362a] P12L04 P043L06 P235L08 

m王 P12L04 P043L06 P235L08 

絶去財色 [362a] P12L05 P043L06 P235L08 

自行六波長在蜜 P12L05 P043L06 P235L08 

教人令行 [362b] P12L05 P043L07 P235L09 

無央数却1 [362b] P12L05 P043L07 P235L09 

般功累徳、 [362b] P12L05 P043L07 P235L09 

[随其] [362b] P12L05 P043L07 P235L09 

随其生処 [362b] P12L05 P043L07 P235L09 

在意所欲 [362b] P12L05 P043L07 P235LlO 

無量宝蔵臼然発Lむ [363a] P12L05 P043L08 P235LlO 

教化安立無数衆生f主於無よ斗E真之辺 P12L06 P043L08 P235LlO 

或為長者 [363a] P12L06 P044LOl P235Lll 

[長者] [363a] P12L06 P044LOl P235Lll 

居士 [363a] P12L06 P044LOl P235Lll 

豪h生 [363b] P12L06 P044LOl P235Lll 

尊n [363b] P12L06 P044L02 P235Lll 

或為 P12L06 P044L02 P235Lll 

利利国君 [363b] P12L06 P044L02 P235Ll2 

転輪聖予告 [363b] P12L06 P044L02 P235Ll2 
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或為 P12L07 P044L02 P235Ll2 

六欲天主 [363bJ P12L07 P044L02 P235Ll2 

乃至}tE [363bJ P12L07 P044L03 P235Ll2 
常以 P12L07 P044L03 P235Ll2 
問事 [364aJ P12L07 P044L03 P235Ll2 
IJ~髭恭fgX P12L07 P044L03 P235Ll3 
一切諸仏 [364aJ P12L07 P044L03 P235Ll3 

立|定功徳不可称説 P12L07 P044L04 P235Ll3 
円気香i1I! [364aJ P12L07 P044L04 P235Ll4 
刻l P12L07 P044L04 P235Ll4 
i長経羅1作 [364aJ P12L07 P044L04 P235Ll4 
身議毛孔山 P12L08 P044L05 P235Ll4 

村手ff1香 [364aJ P12L08 P044L05 P235Ll4 

共子守 [364bJ P12L08 P044L05 P235Ll5 
普煎j!寝室世界 P12L08 P044L05 P235Ll5 
容色 [364bJ P12L08 P044L06 P235Ll5 
端正相好殊妙 P12L08 P044L06 P235Ll5 
其子常出 [364bJ P12L08 P044L06 P235Ll6 
無尽之宝衣服飲食珍妙華香 P12L08 P044L06 P235Ll6 
総命中車方審 [364bJ P12L09 P044L07 P235Ll6 

荘厳之具如:lE:等事y凶 P12L09 P044L07 P235Ll6 

諸天人 [364bJ P12L09 P044L08 P236LOl 
於~I;JJ法而得自在 [364bJ P12L09 P044L08 P236LOl 
阿聖ffil'-I仏法蔵普薩 P12LlO P045LOl P236L03 
為巳成仏 [365aJ P12LlO P045LOl P236L03 
而取滅度為未成仏為今現在仏告阿難法蔵菩雌 P12LlO P045LOl P236L03 
今己成仏現在凶方 [365aJ P12LlO P045L02 P236L05 

去此 [365aJ P12Lll P045L03 P236L05 
卜万億手11 [365aJ P12Lll P045L03 P236L05 

J主仏世界 P12Lll P045L03 P236L06 

名目安楽 [366aJ P12Lll P045L03 P236L06 
Ilii[難又11¥]其仏成道己来為淫幾時仏百成仏巳来 P12Lll P045L04 P236L06 
凡歴十万j [366aJ P12Ll2 P045L05 P236L08 
其仏国土 P12Ll2 P045L05 P236L08 

自然七宝 [367bJ P12Ll2 P045L05 P236L08 

[1当然] [368aJ P12Ll2 P045L05 P236L08 
金 [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L08 
長l{ [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L08 
T留f肉 [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L08 
珊f/iJ1 [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L08 

1的臼 [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L08 

陣媒 [368aJ P12Ll2 P045L06 P236L09 

五.\~fiilí [368bJ P12Ll2 P045L06 P236L09 
合成為地 [368bJ P12Ll2 P045L06 P236L09 
恢廓i蹟蕩 [368bJ P12Ll2 P045L07 P236L09 

213 義山 『浄土三部経随聞講録J対照表



不可限極悉相 P12Ll2 P045L07 P236L09 

雑劇 [368b] P12Ll3 P045L07 P236LlO 

転相入間 P12Ll3 P045L07 P236LlO 

光赫焼i耀 [369a] P12Ll3 P045L07 P236LlO 

微妙 P12Ll3 P045L08 P236LlO 

奇麗 [369a] P12Ll3 P045L08 P236LlO 

清浄荘厳 [369a] P12Ll3 P045L08 P236LlO 

超総 [369a] P12Ll3 P045L08 P236Lll 

十方一切世界 [369a] P12Ll3 P045L08 P236Lll 

衆宝 P12Ll3 P046LOl P236Lll 

中精 [369a] P12Ll3 P046LOl P236Lll 

其宝 P12Ll3 P046LOl P236Lll 

猶如第六天宝 [369a] P12Ll3 P046LOl P236Lll 

又其国土 [369a] P12Ll4 P046LOl P236Ll2 
価 P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

須弥山 [369a] P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

及 P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

金剛 [369b] P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

鉄囲一切諸山亦無 P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

大海小海 [369b] P12Ll4 P046L02 P236Ll2 

渓袋井谷 [36gb] P12Ll4 P046L03 P236Ll3 

仏神力放 P12Ll4 P046L03 P236Ll3 

欲見則現 [370a] P12Ll4 P046L03 P236Ll3 

亦無地獄 [370a] P12Ll5 P046L03 P236Ll3 

餓鬼畜生 P12Ll5 P046L04 P236Ll4 

諸難之趣_g [370a] P12Ll5 P046L04 P236Ll4 

亦無四時春秋冬夏不寒不熱常利 P12Ll5 P046L04 P236Ll4 
調適 [370a] P12Ll5 P046L05 P236Ll5 

爾時阿難白仏百世尊若彼悶土無須弥山其四天 P12Ll5 P046L05 P236Ll5 

王及↑刀利天依何而住

仏語阿難第二 [370a] P13LOl P046L07 P236Ll6 

焔天 [370a] P13LOl P046L07 P237LOl 

乃至 P13LOl P046L07 P237LOl 

色究党天 [370a] P13LOl P046L07 P237LOl 

皆1tx何住阿難白仏 P13LOl P046L08 P237LOl 

行業果報不可思議 [370a] P13L02 P046L08 P237L02 

仏語|河難行業果報不可思議諸仏世界亦不可思 P13L02 P047LOl P237L02 

議

其諸衆生J)J徳普力 [370b] P13L02 P047L02 P237L03 

住行業之地 [370b] P13L03 P047L02 P237L04 

放能爾耳 [370b] P13L03 P047L03 P237L04 

~ITJ聖lt白仏我不疑此法{日;為 P13L03 P047L03 P237L04 

将来 [370b] P13L03 P047L03 P237L05 

衆生欲除其疑惑故問斯義仏告阿難無量寿仏 P13L03 P047L04 P237L05 

威神光明 [370b] P13L05 P047L05 P237L07 
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ltま尊 P13L05 P047L05 P237L07 
第一 [371a] P13L05 P047L05 P237L07 
諸仏光11)] [371a] P13L05 P047L05 P237L07 
所不能』え [371a] P13L05 P047L06 P237L08 
日比有仏光 [371a] P13L05 P047L06 P237L08 
!!(!斤仏|什界 [371b] P13L05 P047L06 P237L08 
日比千{ムIit界 P13L05 P047L06 P237L08 
上収~λ之 [371b] P13L06 P047L07 P237L09 
/~!!司東)j恒沙仏語l同西北方凶 P13L06 P047L07 P237L09 
t:f~ [371b] P13L06 P047L08 P237L09 
|ド介;i~~11是或有仏光~!日二「七代或~m P13L06 P047L08 P237L09 
111旬 [371b] P13L06 P048LOl P237LlO 
A ご 問 li.111旬~n赴転倍)~至照於 P13L07 P048LOl P237LlO 
!ム手11I~ー [37lb] P13L07 P048L02 P237Lll 
li:故 [371b] P13L07 P048L02 P237Lll 
1!¥¥ i1tlff.ム P13L07 P048L02 P237Ll2 
t 'Js 「 [373a] P13L07 P048L02 P237Ll4 
1!t~ :11光 [372a] P13L07 P048L02 P237Ll2 
{ム P13L07 P048L03 P237Ll2 
1!!¥辺 [372a] P13L07 P048L03 P237Ll2 
光仏 P13L07 P048L03 P237Ll2 
無時通 [372a] P13L07 P048L03 P237Ll2 
光仏 P13L07 P048L03 P237Ll2 
!!!¥士、I [372a] P13L08 P048L03 P237Ll2 
光仏 P13L08 P048L03 P237Ll2 
焔巨 [372b] P13LOl P048L03 P237Ll2 
光仏 P13L08 P048L03 P237Ll2 
YI'I浄 [372b] P13L08 P048L04 P237Ll2 
光仏 P13L08 P048L04 P237Ll3 
liX:ヰ [372b] P13L08 P048L04 P237Ll3 
光fム P13L08 P048L04 P237Ll3 
9E 1lt 12a£与4ht [372b] P13L08 P048L04 P237Ll3 
光fム P13L08 P048L04 P237Ll3 
イ4断 [373a] P13L08 P048L04 P237Ll3 
光仏 P13L08 P048L04 P237Ll3 
難!出 [373b] P13L08 P048L05 P237Ll3 
光仏 P13L08 P048L05 P237Ll3 
!!¥¥FI、 [373b] P13L08 P048L05 P237Ll3 
光仏 P13L08 P048L05 P237Ll3 
組11)1 [373b] P13L08 P048L05 P237Ll3 
光仏 P13L08 P048L05 P237Ll3 
よtイl衆午 [373b] P13L09 P048L05 P237Ll4 
;J!l)~i光 [373b] P13L09 P048L06 P237Ll4 
I持 P13L09 P048L06 P237Ll4 
三垢ii'ii戚 [373b] P13L09 P048L06 P237Ll4 
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身意柔傾 [373b] P13L09 P048L06 P237Ll4 

歓喜~llí~"1 [374a] P13L09 P048L06 P237Ll5 

善心'1::)，号 [374a] P13L09 P048L06 P237Ll5 

若在 P13L09 P048L07 P237Ll5 

二三主主 [374a] P13L09 P048L07 P237Ll5 

勤昔之処 P13L09 P048L07 P237Ll5 

見此光lりI [374a] P13L09 P048L07 P237Ll5 

背得{ぶ息 [374b] P13LlO P048L07 P237Ll6 

!!~m ，'叶滋 P13LlO P048L08 P237Ll6 

寿終之i麦 [374b] P13LlO P048L08 P237Ll6 
皆禁解脱 [374b] P13LlO P048L08 P237Ll6 

無hlJf仏 [375a] P13LlO P048L08 P237Ll6 

光II)j P13LlO P049LOl P238LOl 

顕赫 [375a] P13LlO P049LOl P238LOl 

H首脳卜方読仏I!J上 P13LlO P049LOl P238LOl 

:交イ'l1'rl駕 [375a] P13LlO P049LOl P238LOl 
不11!孜今 P13LlO P049L02 P238LOl 

称l-t;光町l [375a] P13Lll P049L02 P238L02 

一切諸仏，ll聞縁t1:諸菩雌衆 [375a] P13Lll P049L02 P238L02 

戚Jt歎~*復虫1 1是行有衆生閲其光明 P13Lll P049L03 P238L03 

!成神r)J徳 [375a] P13Lll P049L04 P238L04 

I1従 P13Ll2 P049L04 P238L04 

林説 [375a] P13Ll2 P049L04 P238L04 

"I'心不断 [375a] P13Ll2 P049L04 P238L04 

随意所願得生Jt国 [375a] P13Ll2 P049L04 P238L04 

{.;}諸 P13L12 P049L05 P238L05 

f手薩戸If日大衆 [375a] P13Ll2 P049L05 P238L05 

!好共歎~r称 P13Ll2 P049L05 P238L05 

}t:功徳 [375a] P13Ll2 P049L06 P238し06

至其然f去 [375b] P13Ll2 P049L06 P238L06 

得仏llill寺普t~ 卜万諸仏著薩 P13Ll3 P049L06 P238L06 

歎其光明 [375b] P13L13 P049L07 P238L07 

亦刻l今也仏育孜説央ttrt1寿仏光明威事l' P13L13 P049L07 P238L07 

話量級 [375b] P13L13 P049L08 P238L08 

殊妙 P13Ll3 P049L08 P238L08 

昼夜一劫尚ノ任能尽 [375b] P13Ll4 P049L08 P238L08 

仏日!î~，ir雑又無量寿仏寿命長久不可林計汝 P13L15 P050L02 P238LlO 

寧 [375b] P13Ll5 P050L03 P238L11 

知子 P13L15 P050L03 P238L11 

仮{史十方111:界 [375b] P13L15 P050L03 P238Lll 

無量衆生 [375b] P13Ll5 P050L03 P238Lll 

十~M人身 [375b] P13Ll5 P050L03 P238Lll 
忍i令成就j1i間繰t'l: P13Ll5 P050L04 P238Ll2 

1m [376a] P14LOl P050L04 P238Ll2 

共集会 P14LOl P050L04 P238Ll2 
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トI~!，忍心 [376a] P14LOl P050L04 P238Ll2 

ililJ{fll力於百千万劫悉共推算首|其寿命長述之 P14LOl P050L05 P238Ll2 

数不能鎗1尽知其限極
，:QLfI脊隣 [376a] P14L02 P050L06 P238Ll4 

人人之YtU，れ命 P14L02 P050L06 P238Ll4 

j毛主u [376a] P14L02 P050L07 P238Ll5 

升、i反射l是非算数将H議所能知也X声聞千年版其数 P14L02 P050L07 P238Ll5 

難lE不可称説

や11ぞl [376a] P14L03 P040L08 P238Ll6 

i同i主 [376a] P14L03 P051LOl P238Ll6 
威力ILI./E [376a] P14L03 P051LOl P238Ll6 

能於乍中 [376b] P14L03 P051LOl P239LOl 

J寺 A切IltW P14L03 P051LOl P239LOl 

仏祈阿難 [376b] P14L04 P051L02 P239L02 

彼仏 P14L04 P051L02 P239L02 

初会 [376b] P14L04 P051L02 P239L02 

戸間w.数不"J祢計菩雌亦然 P14L04 P051L02 P239L02 

Uu今人ー11粧述 [376b] P14L04 P051L03 P239L03 

白千川辺、無 1111!l~数於IIITH曽祇111，由他tJJ P14L04 P051L03 P239L03 

)~至滅}.Q' [377a] P14L05 P051L04 P239L04 

悉共 P14L05 P051L04 P239L04 

~ !校 [377a] P14L05 P051L04 P239L04 

イミ能究 f [377a] P14L05 P051L04 P239L04 

多少 [377a] P14L05 P051L05 P239L04 

κと数嬰州大海深jぶ無ttt仮使イt人訴其 毛以為 P14L05 P051L05 P239L04 

r-i分以 4分毛

れlif収 [377a] P14L06 P051L06 P239L06 

P14L06 P051L06 P239L06 

液i [377a] P14L06 P051L07 P239L06 

於必[~何共所部者於彼大海何所為多 IllIr剣t白仏 P14L06 P051L07 P239L06 

彼所水比於大海多少之i止~~

巧!行t1数 [377a] P14L07 P052LOl P239L09 

戸際主主惣l所能匁l也仏諸阿剣t立日目述等於 P14L07 P052LOl P239L09 

百T万億1)11由他劫計彼初会声聞菩薩所知数者。
j削11-7帝l{所不知如大海水

又J-J;!fil土七宝諸樹周満世界 P14L09 P052L05 P239Ll2 

金樹 [377b] P14L09 P052L05 P239Ll2 

銀樹Jmf，肉樹 P14L09 P052L05 P239Ll2 

E良t繋 [377b] P14L09 P052L06 P239Ll2 

樹珊瑚樹fiI.%r~樹磁傑樹 P14L09 P052L06 P239Ll3 

或イiーセ二‘"I{ [378a] P14L09 P052L06 P239Ll3 

乃至仁宝転共合成 P14LlO P052L07 P239Ll3 

μ見有金樹銀1主催果 [378a] P14LlO P052L07 P239Ll4 
或有銀樹金集権栄或Jf(JI寓樹被E察為1実情果;jJご然 P14LlO P052L08 P239Ll4 

或水平1"樹 [378a] P14Lll P053LOl P239Ll5 
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溜f禽為負E撃身4亦然或珊瑚樹附陥為薬草果ぅIF然 P14Lll P053LOl P239Ll6 
!!X簡略i樹瑠f禽(.~，!.jlj [378a) P14Lll P053L02 P240LOl 
書主架外、然或日I(~渠樹 P14Lll P053L03 P240LOl 
衆宝為主主 [378a) P14Ll2 P053L03 P240L02 
耳!~亦然 P14Ll2 P053L03 P240L02 
或4イ「宝樹 [378b) P14Ll2 P053L04 P240L02 
紫金 [378b) P14Ll2 P053L04 P240L02 
為本 [378b) P14Ll2 P053L04 P240L03 
白銀為茎f留f釘為絞水精為条珊瑚為葉硝悩為~ P14Ll2 P053L04 P240L03 
百ijî~渠

{.，}'だ [378b) P14Ll3 P053L05 P240L04 
或イf宝樹1I銀為本摺璃為茎水精為枝珊瑚為条 P14Ll3 P053L06 P240L04 
fi略目白為~郁障害為有望紫金為実或有宝樹瑠f潟為本

水車Î~為苓用HJ，制為枝!il!j硲為条締傑為薬紫金為禁
(1銀為実或省1t樹水料為本珊f却!為茎/1防備為伎
同î~渠為条紫金為葉白銀為華瑠f鴎為実或千f宝樹

珊f緋為本l鴎悩1.~3f;陣際為枝紫金為条向銀為虫E

ffllJ，良為 ÎI~水制為実或イτ宝樹附悩為本陣。巣為絞

紫金{.;}条白銀為葉耳寄稿為肇水粕為実或有宝樹

問悩為為茎紫金為枝白銀為条瑠璃為集水料為

1J!珊JIi1I為実或千T宝樹向i傑為本紫金為茎白銀為
伎耳語f潟為条水制為葉珊f胡為当主/i!明白為実

此諸セ樹 [378b) P15L03 P055LOl P240Ll4 
行行制fI直 [379a) P15L03 P055LOl P240Ll4 
茎茎相望校校 P15L03 P055LOl P240Ll4 
相準 [379a] P15L03 P055L02 P240Ll4 
葉集 P15L03 P055L02 P240Ll4 
相向 [379a) P15L03 P055L02 P240Ll5 
主審情相111頃二たうた相当 P15L03 P055L02 P240Ll5 
栄色 [379a) P15L04 P055L02 P240Ll5 
光縦 P15L04 P055L03 P240Ll5 
不可勝視 [379a] P15L04 P055L03 P240Ll5 
治j瓜H寺発 P15L04 P055L03 P240Ll5 
H'， Jl1守声 [379a) P15L04 P055L03 P240Ll6 
[Ti. rT) [379a] P15L04 P055L03 P240Ll6 
[背戸] [379b) P15L04 P055L03 P240Ll6 
微妙 P15L04 P055L03 P240Ll6 
'肖繭 [379b] P15L04 P055L04 P240Ll6 
(11.-1¥ P15L04 P055L04 P240Ll6 
相手11 [379b) P15L04 P055L04 P240Ll6 
:><.P世量-N仏其 P15L05 P055L05 P241LOl 
道場樹 [379b) P15L05 P055L05 P241LOl 
τlE』ず~ P15L05 P055L05 P241LOl 
l川百万単 [379b) P15L05 P055L05 P241LOl 
}l;本間凶 [379b) P15L05 P055L05 P241LOl 
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五卜山旬 II [379b] P15L05 P055L06 P241LOl 
枝葉凶イ11 P15L05 P055L06 P241L02 

- 卜万lJ:!. [380a] P15L05 P055L06 P241L02 

一切衆宝 [380a] P15L05 P055L06 P241L02 
自然合成 [380a] P15L05 P055L07 P241L02 

以 P15L06 P055L07 P241L03 

月光摩尼持海輪宝 [380a] P15L06 P055L07 P241L03 

衆宝之王 [380b] P15L06 P055L07 P241L03 

市荘厳之周匝条IIJI霊宝政務百千万色 P15L06 P055L08 P241L03 

種種異変 [380b] P15L06 P055L08 P241L04 

無量光焔照耀無極珍妙 P15L06 P056LOl P241L04 

宝網 [380b] P15L07 P056LOl P241L05 
続覆其上一切荘厳 P15L07 P056LOl P241L05 
胸疋、而現 [380b] P15L07 P056L02 P241L05 
側量l P15L07 P056L02 P241L06 

i余動 [380b] P15L07 P056L02 P241L06 

l何者枝葉演出無量妙法音声其声*t?布 P15L07 P056L02 P241L06 
編諸仏国 [380b] P15L08 P056L03 P241L07 
J:l;1調音者 [380b] P15L08 P056L04 P241L07 

得 P15L08 P056L04 P241L08 

深法忍 [381a] P15L08 P056L04 P241L07 

住不退転~成仏道 P15L08 P056L04 P241L08 

耳般消微 [381a] P15L08 P056L04 P241L08 

不iS'f. P15L08 P056L05 P241L08 
廿1土IiけL1、 [381a] P15L08 P056L05 P241L08 
目視其色耳閥其音鼻知其香 P15L08 P056L05 P241L09 
舌省主tI味 [381a] P15L09 P056L06 P241L09 
身触其光J心以法縁一切皆得 P15L09 P056L06 P241LlO 
甚深法Jt、 [381a] P15L09 P056L07 P241LlO 
住不退転至成仏道 P15L09 P056L07 P241LlO 
六根清徹 [381b] P15L09 P056L07 P241Lll 
無諸悩忠、 [381b] P15LlO P056L08 P241Lll 
阿難若彼国人天 P15LlO P056L08 P241Ll2 
見此捗I者 [381b] P15LlO P056L08 P241Ll2 
得二法忍 P15LlO P056L08 P241Ll2 
一者音響忍 [381b] P15LlO P057LOl P241Ll2 

一者 P15LlO P057LOl P241Ll2 

柔 [381b] P15LlO P057LOl P241Ll3 
11頃 [381b] P15LlO P057LOl P241Ll3 
忍ー 者無生法忍此干Y~~Ud~寿仏 P15LlO P057LOl P241Ll3 

威争l'力故 [382a] P15Lll P057L02 P241Ll3 
本願力放満足願故明了願放堅固願故究克願故 P15Lll P057L02 P241Ll4 
仏告阿雑

世間帝王 [382b] P15Lll P057L04 P241Ll5 
有百千斉楽 P15Lll P057L04 P241Ll5 

219 義山 『浄土三部経随開講録』対照表



自転輪聖王乃至 [382b] P15L12 P057L04 P241L15 

第六天上伎楽音声!艮転相勝千億万倍第六天上 P15L12 P057L05 P241L16 
万種楽音 [382b] P15L12 P057L06 P242LOl 
不如~量寿国 P15Ll2 P057L06 P242LOl 
諸七宝樹 [382b] P15Ll3 P057L06 P242LOl 

一種音声千億併也 P15Ll3 P057L07 P242LOl 

亦有自然 [382b] P15L13 P057L07 P242L02 

万種 P15L13 P057L07 P242L02 
伎楽 [383a] P15Ll3 P057L07 P242L02 
又其楽声 P15Ll3 P057L07 P242L02 

無非法Ef [383a] P15Ll3 P057L08 P242L02 

清 [383a] P15Ll3 P057L08 P242L03 

揚 [383b] P15L13 P057L08 P242L03 

哀 [383b] P15Ll3 P057L08 P242L03 
1ノ1し [383b] P15Ll3 P057L08 P242L03 

微 [383b] P15Ll3 P057L08 P242L03 

h世 [383b] P15Ll4 P057L08 P242L03 
干11 [383b] P15Ll4 P057L08 P242L03 

ザffi [383b] P15Ll4 P057L08 P242L03 

卜方世界音声之中 P15Ll4 P057L08 P242L03 

最為第一 [383b] P15Ll4 P058LOl P242L03 

又講堂 [383b] P15Ll5 P058L02 P242L05 

精舎 [3おb] P15Ll5 P058L02 P242L05 

宮殿 [384a] P15Ll5 P058L02 P242L05 

楼観 [384a] P15Ll5 P058L02 P242L05 

皆七宝荘厳 [384a] P15Ll5 P058L02 P242L05 

自然化成 [384a] P15Ll5 P058L02 P242L05 

{夏以 P15Ll5 P058L03 P242L05 

真珠明月摩尼 [384a] P15Ll5 P058L03 P242L05 

衆宝以為 P15Ll5 P058L03 P242L06 

交露 [384b] P15L05 P058L03 P242L06 

覆査其上 P15Ll5 P058L03 P242L06 

内外左右 [384b] P15Ll5 P058L04 P242L06 

有諸浴池或十由旬或ー十二十jう至百千由旬縦 P16LOl P058L04 P242L07 

広深浅

各皆一等 [384b] P16LOl P058L05 P242L08 

八J)Ji1t(水 [384b] P16LOl P058L05 P242L08 

J甚r!.¥ [384b] P16LOl P058L06 P242L08 

盈満 P16LOl P058L06 P242L08 

消浄脅潔l床女日甘露 [384b] P16L02 P058L06 P242L08 

黄金池 [385a] P16L02 P058L06 P242L09 

者底白銀沙白銀池者底黄金沙水精池者底瑠f良 P16L02 P058L07 P242L09 

沙取lJ肉池者底水車fi沙珊瑚池者!ま破E白沙琉E白池
者!底珊瑚沙磁礁池者底骨!~Ií前沙鴎硲池者底『車傑

沙
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白玉 [385a] P16L04 P059L02 P242Ll3 

池者底 P16L04 P059L02 P242Ll3 

紫金 [385a] P16L04 P059L02 P242Ll3 

沙紫金池者底白E沙或ー宝ニ宝乃至七宝転共 P16L04 P059L03 P242Ll3 

合成其池岸上有

持値樹 [385b] P16L04 P059L04 P242Ll4 

f存~垂布香気普~ P16L04 P059L04 P242Ll4 

天(長盆羅華 [385b] P16L05 P059L05 P242Ll5 

盆至宝摩華 [385b] P16L05 P059L05 P242Ll5 

拘物頭華 [385b] P16L05 P059L05 P242Ll5 

分陀利恭 [385b] P16L05 P059L06 P242Ll5 

全t~色光 P16L05 P059L06 P242Ll6 

1:主 [385b] P16L05 P059L06 P242Ll6 

弥離水上彼諸菩l縫及声聞衆若入宝池意欲令水 P16L05 P059L06 P242Ll6 

没足 [385b] P16L06 P059L07 P243LOl 

水即没足欲令至膝閃l至子膝欲令至股水即至腰 P16L06 P059L07 P243LOl 

欲令至鎖水日11至鎖欲令

it主身 [385b] P16L07 P060LOl P243L04 

自然港身iik P16L07 P060LOl P243L04 

令還復ホ [385b] P16L07 P060L02 P243L04 

開 [385b] P16L07 P060L02 P243L05 

還復 [385b] P16L07 P060L02 P243L05 

調和冷媛 [386a] P16L07 P060L02 P243L05 

向然随意 P16L07 P060L02 P243L05 

聞神 [386a] P16L07 P060L02 P243L05 

悦体 [386a] P16L07 P060L03 P243L05 

;場除J心垢 [386a] P16L07 P060L03 P243L06 

消明澄潔浄 P16L08 P060L03 P243L06 

{'i1!!i形 [386a] P16L08 P060L03 P243L06 

ιi~沙映徹無深イ、!!日 P16L08 P060L03 P243L06 

微淵 [386a] P16L08 P060L04 P243L07 

il"!流 [386a] P16L08 P060L04 P243L07 

転判| P16L08 P060L04 P243L07 

itf<注 [386a] P16L08 P060L04 P243L07 

1ぷ下 [386a] P16L08 P060L04 P243L07 

i余 [386a] P16L08 P060L04 P243L08 

逝不遅不疾 P16L08 P060L04 P243L08 

i皮揚 [386a] P16L08 P060L05 P243L08 

無量fl然妙声 P16L08 P060L05 P243L08 

随其所応 [386b] P16Lω P060L05 P243L08 

莫不問者 P16L09 P060L05 P243L09 

或間仏声 [386b] P16L09 P060L06 P243L09 

或間法声!1xlllJ僧声或 P16L09 P060L06 P243L09 

寂静声 [386b] P16L09 P060L06 P243LlO 

空無我声 [386b] P16L09 P060L07 P243LlO 
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大慈悲声 [386b] P16L09 P060L07 P243LlO 
波羅蜜声 [386b] P16L09 P060L07 P243LlO 
或 P16LlO pωOL07 P243LlO 
十}J無畏不共法戸 [386b] P16LlO P060L07 P243Lll 
諸通慧声 [386b] P16LlO P060L08 P243Lll 
無所作声 [386b] P16LlO P060L08 P243Lll 
イミ起減声 [386b] P16LlO P060L08 P243Lll 
1，~/t忍声 [386b] P16LlO P061LOl P243Lll 
乃至甘露j整頂 [386b] P16LlO P061LOl P243Ll2 
衆妙法声 [387a] P16LlO P061LOl P243Ll2 
如足等声称其所IPrI P16Lll P061LOl P243Ll2 
歓持然、量 [387a] P16Lll P061L02 P243Ll3 
附l阪 [387a] P16Lll P061L02 P243Ll3 
I'，'i浄縦欲 [387a] P16Lll P061L02 P243Ll3 
寂滅真実之義臨uJl民 P16Lll P061L02 P243Ll3 
A宝 [387a] P16Lll P061L03 P243Ll3 
力無所畏不共之法 [387a] P16Lll P061L03 P243Ll3 
附l領 P16Lll P061L04 P243Ll4 
通慧 [387a] P16Ll2 P061L04 P243Ll4 
普薩声聞 P16Ll2 P061L04 P243Ll4 
所行之道 [387a] P16Ll2 P061L04 P243Ll4 
無有二塗苦雛之名 [387a] P16Ll2 P061L04 P243Ll4 
{日有臼然 P16Ll2 P061L05 P243Ll5 
快楽之音 [387b] P16Ll2 P061L05 P243L15 
是故其国名目安楽 P16L12 P061L05 P243L15 
阿難彼仏 [387b] P16L13 P061L07 P243Ll6 
同上 P16Ll3 P061L07 P243Ll6 
3M凶二者一 [387b] P16Ll3 P061L07 P243Ll6 
具5l P16Ll3 P061L07 P243Ll6 
~1J;li [387b] P16Ll3 P061L07 P243L16 
I'，'i浄 [387b] P16L13 P061L07 P243L16 
色身 P16Ll3 P061L07 P243Ll6 
諸I沙g.戸 [387b] P16Ll3 P061L08 P244LOl 
争l'通I)}徳 [387b] P16Ll3 P061L08 P244LOl 
所処 [387b] P16Ll3 P061L08 P244LOl 
'内殿衣服飲食衆妙草香荘厳之具 P16L13 P061L08 P244LOl 
猶第六天 [387b] P16L14 P062LOl P244L02 
自然之物若欲食 P16Ll4 P062LOl P244L02 
H年 [388a] P16Ll4 P062L02 P244L02 
じ玄盆器 [388a] P16Ll4 P062L02 P244L02 
1=1然在日'J金銀瑠鳩{i!ji際略硲珊瑚W'J白 P16Ll4 P062L02 P244L03 
明月真珠如是諸経 [388a] P16Ll5 P062L03 P244L03 
随怠 [388a] P16Ll5 P062L03 P244L04 
而至 P16Ll5 P062L03 P244L04 
育昧 [388a] P16Ll5 P062L04 P244L04 
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飲食自然盈満雄有此食実無食者 P16Ll5 P062L04 P244L04 

但見色|湖香 [389a] P16Ll5 P062L05 P244L05 
j意以為食自然飽足 P16Ll5 P062L05 P244L05 
身心柔娯 [389a] P17LOl P062L05 P244L06 
無所昧苦: P17LOl P062L06 P244L06 
事己化去 [389a] P17LOl P062L06 P244L06 

時至復現 P17LOl P062L06 P244L07 

彼仏国土 [389a] P17LOl P062L06 P244L07 

清浄 [389a] P17LOl P062L06 P244L07 
安穏 [389a] P17LOl P062L07 P244L07 
微妙 P17LOl P062L07 P244L07 
快楽 [389a] P17LOl P062L07 P244L07 
次於無為泥涯之道 [389a] P17LOl P062L07 P244L07 
其諸声聞菩日産 P17L02 P062L07 P244L08 
天人 [390b] P17L02 P062L08 P244L08 
智慾高明 [390b] P17L02 P062L08 P244L08 

やl'通i同達 [390b] P17L02 P062L08 P244L08 
戚同一類 [390b] P17L02 P062L08 P244L09 
形先\\ J'~状但 P17L02 P063LOl P244L09 
囚jI頃余方 [390b] P17L02 P063LOl P244L09 
故 P17L02 P063LOl P244L09 
イl天人之名 [391a] P17L02 P063LOl P244L09 
顔貌端正 [391a] P17L03 P063LOl P244LlO 
組問希イ-1 P17L03 P063L02 P244LlO 
容色微妙 [391a] P17L03 P063L02 P244LlO 
非天JI才人 [391a] P17L03 P063L02 P244LlO 
』日二じ足瓦立 [391a] P17L03 P063L02 P244Lll 
自然虚無之身 [391a] P17L03 P063L03 P244Lll 
無極 I [391a] P17L03 P063L03 P244Lll 
之体 P17L03 P063L03 P244Lll 
仏告阿難住如世1m P17L04 P063L04 P244Ll2 
貧窮乞人 [391b] P17L04 P063L04 P244Ll2 
在 P17L04 P063L04 P244Ll2 

帝王 [391b] P17L04 P063L04 P244Ll2 
辺形貌容状 P17L04 P063L04 P244Ll2 
寧 [391b] P17L04 P063L05 P244Ll3 
可 P17L04 P063L05 P244Ll3 
類 [391b] P17L04 P063L05 P244Ll3 
乎 P17L04 P063L05 P244Ll3 
阿~f，白仏 [391b] P17L04 P063L05 P244Ll3 
仮令 [391b] P17L04 P063L05 P244Ll3 
此人 P17L04 P063L05 P244Ll3 

1E [391b] P17L04 P063L05 P244Ll3 
'市-F.辺 P17L04 P063L05 P244Ll3 
E昆 [391b] P17L04 P063L06 P244Ll4 
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階 [391b] P17L05 P063L06 P244L14 

醜 P17L05 P063L06 P244L14 

悪 [391b] P17L05 P063L06 P244L14 

無以為喰百千万f怠不可言十倍所以然者貧窮乞人 P17L05 P063L06 P244L14 

底極 [391b] P17L05 P063L07 P244L15 

麟下 [391b] P17L05 P063L07 P244L15 

衣不 P17L05 P063L07 P244L15 

蔽 [392a] P17L05 P063L07 P244L15 

売予 P17L05 P063L07 P244L15 
食 [392a] P17L05 P063L08 P244L15 

趣 [392a] P17L05 P063L08 P244L16 

支 [392a] P17L05 P063L08 P244L16 

命飢寒困苦 P17L05 P063L08 P244L16 

人理 [392a] P17L06 P063L08 P244L16 

殆尽 [392a] P17L06 P063L08 P244L16 
~し~ P17L06 P063L08 P244L16 

坐 [392a] P17L06 P063L08 P244L16 

前世 P17L06 P063L08 P244L16 

不植徳本 [392a] P17L06 P063L08 P244Ll6 

fi'{財不施 P17L06 P064LOl P245LOl 

富有 [392a] P17L06 P064LOl P245LOl 

主主 Pl7L06 P064LOl P245LOl 

樫 [392a] Pl7L06 P064LOl P245LOl 

{日欲 P17L06 P064LOl P245LOl 

唐 [392a] P17L06 P064LOl P245LOl 

得 P17L06 P064LOl P245LOl 

食求無厭 [392a] P17L06 P064LOl P245LOl 

二F P17L06 P064L02 P245L02 
ι 円 [392b] P17L06 P064L02 P245L02 

修善 P17L06 P064L02 P245L02 

犯悪山積 [392b] P17L06 P064L02 P245L02 

如是寿終財宝消散 [392b] P17L07 P064L02 P245L03 

苦身衆積 P17L07 P064L03 P245L03 

為之憂悩 [392b] P17L07 P064L03 P245L03 

於己無益徒為他有 P17L07 P064L03 P245L04 

無善可↑~Î熊徳可侍 [392b] P17L07 P064L04 P245L04 

是故死堕悪趣受此長苦 P17L07 P064L04 P245L05 

罪皐得出 [392b] P17L08 P064L05 P245L06 

生為下!浅 P17L08 P064L05 P245L06 

悠訪日臓極 [392b] P17L08 P064L05 P245L06 

不同人煩 [392b] P17L08 P064L05 P245L07 

所以 [393a] P17L08 P064L06 P245L07 

世間帝王人中独尊皆由宿世有i徳所致慈恵 P17L08 P064L06 P245L07 

博施 [393a] P17L09 P064L07 P245L08 

仁愛 [393a] P17L09 P064L07 P245L08 
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兼済 P17L09 P064L07 P245L08 

履信 [393aJ P17L09 POωL07 P245L08 

修善無所遠詩是以寿終 P17L09 P064L07 P245L08 

福応 [393aJ P17L09 P064L08 P245L09 
得昇 P17L09 P064L08 P245L09 
善道 [393aJ P17L09 P064L08 P245L09 

上生天上 [393aJ P17L09 P064L08 P245L10 

享n福楽 P17L10 P064L08 P245L10 

積善余慶 [393aJ P17L10 P065LOl P245L10 

今得為人 P17L10 P065LOl P245L10 
適 [393bJ P17LlO P065LOl P245L11 
生 F.#:自然尊貨 P17LlO P065LOl P245Lll 
i義谷 [393bJ P17L10 P065L02 P245Lll 
端正衆所敬事妙衣珍I!善随，心 P17L10 P065L02 P245L11 

!l日術l [393bJ P17L10 P065L02 P245Ll2 
T宵福所追放能 P17L10 P065L02 P245L12 
致此 [393bJ P17L11 P065L03 P245L12 
仏告阿難汝百是也 P17L12 P065L04 P245L14 
f反如 [393bJ P17L12 P065L04 P245L14 
帝王雌人中尊貨形色端正 P17L12 P065L04 P245L14 

比之転輪聖王 [393bJ P17L12 P065L05 P245Ll5 

甚為都陥猶彼乞人在帝王辺也転輪聖王!成相殊 P17L12 P065L05 P245Ll5 
妙

天下第一 [393bJ P17Ll3 P065L06 P245L16 
比之↑刀利天王文復醜悪不得相聡万億倍也 P17Ll3 P065L07 P246LOl 

仮令天帝 [393bJ P17L13 P065L08 P246L02 
比第六天王 [393bJ P17L14 P065L08 P246L02 
百千億倍不相類也 P17L14 P065L08 P246L02 
設第六天 [393bJ P17Ll4 P066LOl P246L03 
王比無量寿仏国菩薩声聞光顔容色不相及逮 P17Ll4 P066LOl P246L03 

百千万億

不可計倍 [393bJ P17Ll5 P066L02 P246L04 

仏告阿難 [394aJ P18LOl P066L03 P246L05 

無量寿国其諸天人衣服飲食華香理洛縛盃帳施 P18LOl P066L03 P246L05 

微妙

音戸I [394aJ P18LOl P066L04 P246L06 

J折居 [394aJ P18LOl P066L04 P246L06 

合宅宮殿楼陪l P18LOl P066L04 P246L06 

称其形色 [394aJ P18LOl P066L05 P246L06 

高下大小 [394aJ P18L02 P066L05 P246L07 

或ー宝二宝 [394aJ P18L02 P066L05 P246L07 

乃至無量衆宝随意所首kEe:、念即至 P18L02 P066L05 P246L07 

又以衆宝妙衣 [394aJ P18L02 P066L06 P246L08 

f扇布其地一切天人践之而行無量宝網弥覆仏土 P18L02 P066L07 P246L08 

皆以金
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出要 [394a] P18L03 P066L08 P246L09 
真珠白千雑宝奇妙珍異荘厳 P18L03 P066L08 P246L09 
交飾 [394a) P18L03 P067LOl P246LlO 
!羽匝 P18L03 P067LOl P246LlO 
四l而 [394b) P18L03 P067LOl P246LlO 

垂以 P18L04 P067LOl P246LlO 

宝鈴 [394b] P18L04 P067LOl P246LlO 

光色 P18L04 P067LOl P246Lll 
晃 [394b] P18L04 P067LOl P246Lll 
耀尽極厳腹自然 P18L04 P067LOl P246Lll 
徳風 [394b] P18L04 P067L02 P246Lll 

徐起微弱J其風調和不寒不暑 P18L04 P067L02 P246Lll 

温涼柔腰 [394b] P18L04 P067L03 P246Ll2 

不遅不疾 [394b] P18L04 P067L03 P246Ll2 
吹諸羅網及衆宝樹演発無量微妙法音流布万極 P18L04 P067L03 P246Ll3 
混雅 [394b] P18L05 P067L04 P246Ll4 
徳香 P18L05 P067L04 P246Ll4 
其有問者 [394b] P18L05 P067L05 P246Ll4 

塵労垢習 P18L05 P067L05 P246Ll4 

自然不起 [395a] P18L05 P067L05 P246Ll4 
)量L触其身皆得快楽 [395a] P18L05 P067L05 P246Ll5 
型干~IJ [395a] P18L06 P067L06 P246Ll5 

比Ji:. [395a] P18L06 P067L06 P246Ll5 

得減尽ニl!t P18L06 P067L06 P246Ll5 

又)!r~ [395a] P18L07 P067L07 P247LOl 

l次散 [395a] P18L07 P067L07 P247LOl 

有I偏満仏土随色次第而不雑乱柔腰 P18L07 P067L07 P247LOl 
光沢 [395a) P18L07 P067L08 P247L02 
幸草 [395a] P18L07 P067L08 P247L02 
香 P18L07 P067L08 P247L02 

手子烈 [395b] P18L07 P067L08 P247L02 

足履其上 [395b] P18L07 P067L08 P247L02 

陥下四寸 [395b] P18L07 P067L08 P247L02 
随挙足己 P18L07 P067L08 P247L02 
還復如故 [395b) P18L08 P068LOl P247L03 

華用己~Z: [395b) P18L08 P068LOl P247L03 

地朝[ P18L08 P068LOl P247L03 

開裂 [395b] P18L08 P068LOl P247L03 

以次化没 [395b] P18L08 P068LOl P247L04 

清浄無遺随其時節風l次i散華如是 P18L08 P068L02 P247L04 
六返 [396a] P18L08 P068L02 P247L05 
文衆宝蓮華 [396a] P18L08 P068L03 P247L05 

問j前世界一一宝華 P18L09 P068L03 P247L05 

百千億葉 [396a] P18L09 P068L03 P247L06 

其華光明角l¥武樋色 P18L09 P068L04 P247L06 
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ff色 [396a] P18L09 P068L04 P247L06 
行光向色白光玄黄朱紫光色亦然 P18L09 P068L04 P247L07 
l除時間足矧 [396a] P18LlO P068L05 P247L07 
明Illin月一一輩1-1-1出 P18LlO P068L05 P247L08 
ニ |ソt行千億光 [396a] P18LlO P068L06 P247L08 
ー一光lド出二十六百千億仏 [396a] P18LlO P068L06 P247L09 
身色紫金相好殊特一一諸仏又放百千光Iり1 P18LlO P068L07 P247L09 
普為 l方 [397a] P18Lll P068L08 P247LlO 
説微妙法如是諸仏各各安立 P18Lll P068L08 P247LlO 
無量衆生 [397a] P18Lll P069LOl P247Lll 
I~ P18Lll P069LOl P247Lll 
仏正道 [397a] P18Lll P069LOl P247Lll 
[仏説無i;i寿経巻下無量寿経随開講録巻 F之 [397b] P19LOl P070LOl P249LOl 

仏告阿剣t P19L03 P070L03 P249L03 
Jt1"T衆生 [398a] P19L03 P070L03 P249L03 
生彼困者 [398a] P19L03 P070L03 P249L03 
十干悉 [398a] P19L03 P070L03 P249L03 
1 1::於正定之~ [398a] P19L03 P070L03 P249L04 
所以者何彼仏国中 P19L03 P070L04 P249L04 
!!!Wi邪緊 [400a] P19L03 P070L04 P249L04 
』えィ:定緊 [400a] P19L03 P070L04 P249L04 
卜方恒沙 [400a] P19L03 P070L05 P249L05 
諸仏k日来 P19L04 P070L05 P249L05 
t5じJt、 [400a] P19L04 P070L05 P249L05 
5針歎 [400a] P19L04 P070L05 P249L05 
無llI舟仏 P19L04 P070L05 P249L05 
威~II功徳不可思議 [400b] P19L04 P070L06 P249L05 
諸イI衆生 [400b] P19L04 P070L06 P249L06 
闘 P19L04 P070L06 P249L06 
1{:名L; [400b] P19L04 P070L06 P249L06 
信心歓}'{. P19L04 P070L07 P249L06 
乃至一念 [400b] P19L04 P070L07 P249L06 
コE心週lilJ [401b] P19L05 P070L07 P249L07 
願生彼同 P19L05 P070L07 P249L07 
即得往生 [401b] P19L05 P070L07 P249L07 
住不退転 P19L05 P070L08 P249L07 
1I 1~除五逆誹誘正法 [401b] P19L05 P070L08 P249L08 
仏;当阿鰍卜方世界諸天人民 [402a] P19L06 P071LOl P249L09 
Jt1T至心願生彼国 [402a] P19L06 P071LOl P249L09 
)七行二輩 [402b] P19L06 P071L02 P249LlO 
μ; 1二輩者 [403a] P19L06 P071L02 P249LlO 
J合家棄欲而作沙門 [403b] P19L06 P071L02 P249Lll 
7~iH足心 [403b] P19L07 P071L03 P249Lll 
一lí'J ~'l念無位寿仏 [403b] P19L07 P071L03 P249Lll 
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1彦諸J)J徳 P19L07 P071L03 P249Lll 

願生彼国 [404b] P19L07 P071L04 P249Ll2 

此等衆生臨寿終H寺無量寿仏 P19L07 P071L04 P249Ll2 

与諸大衆 [404b] P19L07 P071L05 P249Ll2 

現J{人目11 [404b] P19L07 P071L05 P249Ll3 

関l随彼仏往生共国便於 P19L08 P071L05 P249Ll3 

七宝1告 [404b] P19L08 P071L06 P250LOl 

P19L08 P071L06 P250LOl 
(J然化生 [ 404b] P19L08 P071L06 P250LOl 
{主不退転 [405a] P19L08 P071L06 P250LOl 

智慧勇猛 [405a] P19L08 P071L06 P250L02 

ー1
1通自在 [405a] P19L08 P071L07 P250L02 

是故阿難其有衆生 P19L08 P071L07 P250L02 

欲於今1立川無量寿仏 [405a] P19L09 P071L07 P250L02 

応発無上拝提之心 [ 405b] P19L09 P071L08 P250L03 

I~行功徳(修諸功徳) [405b] P19L09 P071L08 P250L03 

願生彼|五l P19L09 P071L08 P250L04 

仏語阿難 [405b] P19LlO P072L02 P250L05 

其中輩者 P19LlO P072L02 P250L05 

十方世界諸天人民 [405b] P19LlO P072L02 P250L05 

其有至J心願生彼f五| P19LlO P072L02 P250L05 
難不能 [405b] P19LlO P072L03 P250L07 

行作沙門 [405b] P19LlO P072L03 P250L06 

大修工1)徳、 [405b] P19LlO P072L03 P250L06 

当発無上菩提之心 [405b] P19LlO P072L04 P250L07 

一向専念無量寿仏 P19Lll P072L04 P250L07 

多少修善 [406a] P19Lll P072L05 P250L08 

奉持 P19Lll P072L05 P250L08 

斎1成 [406a] P19Ll1 P072L05 P250L08 

起立 P19Lll P072L05 P250L08 

格{象 [406b] P19Lll P072L05 P250L08 

飯食沙門 [406b] P19Lll P072L05 P250L08 

懸4曾 [407a] P19Lll P072L05 P250L09 

然灯 [407a] P19Lll P072L06 P250L09 

散華 [407a] P19Lll P072L06 P250L09 

焼香 [407a] P19Lll P072L06 P250L09 

以此遡向願生彼国 [407a] P19Ll2 P072L06 P250L09 

其人臨終無量寿仏 P19Ll2 P072L06 P250LlO 

化現具身 [407b] P19Ll2 P072L07 P250LlO 

光明相好具如其仏与諸大衆現其人前即随化仏 P19Ll2 P072L07 P250Lll 

往生其同{主不退転功徳智慧

次世IJ上輩者也 [408a] P19L13 P073LOl P250Ll2 

仏告~IIJ雑其下説者卜方世界 P19Ll4 P073L02 P250Ll4 

諸天人民 [408a] P19L14 P073L02 P250Ll4 

其千T至，心欲生彼凶仮使 P19Ll4 P073L02 P250Ll4 
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不能作諸功徳 [408a] P19L14 P073L03 P250L15 

当発無上 [408a] P19L14 P073L03 P250L16 

菩提之J心一向専意乃至十念 P19L14 P073L04 P250Ll6 

念無12寿仏 [408a] P20LOl P073L04 P250Ll6 
願主主其国 P20LOl P073L05 P251LOl 

若11'il深法 [408a] P20LOl P073L05 P251LOl 

歓喜信楽不生疑惑乃至一念念於彼仏以至誠心 P20LOl P073L05 P251LOl 

願生其国此人臨終

夢見彼仏 [408b] P20L02 P073L07 P251L03 

亦得往生功徳智慧次世日中載者也 P20L02 P073L07 P251L03 

仏告州知t [409b] P20L03 P074LOl P251L05 

無量寿仏 P20L03 P074LOl P251L05 

威神無極 [410a] P20L03 P074LOl P251L05 

十方世界無量無辺不可思議諸仏虫I味莫不 P20L03 P074LOl P251L05 

4泳歎 [410a] P20L03 P074L02 P251L06 

於彼東fJ [410a] P20L03 P074L02 P251L06 

恒r.Ti.ム|亙 [410a] P20L04 P074L03 P251L06 

角!¥量無数諸菩薩衆皆悉往詣無量寿仏所恭敬f共 P20L04 P074L03 P251L07 
従‘百ヤ? 

及諸菩隣 [410a] P20L04 P074L04 P251L07 

)till'日大衆 P20L04 P074L04 P251L08 
聴受経法 [410b] P20L04 P074L05 P251L08 

u布道化 [410b] P20L05 P074L05 P251L08 

市川北方 P20L05 P074L05 P251L09 

IIq維 [410b] P20L05 P074L05 P251L09 

上F亦復如是問時世噂而説頒日東方諸仏国 其 P20L05 P074L05 P251L09 

数如l恒沙彼土菩薩衆

11:鋭 [410b] P20L06 P074L07 P251Ll2 

)!!Uïtt'，!;南凶~t四維上下亦復然彼土菩雌衆往 P20L06 P074L07 P251Ll2 

鋭カtUJ党

一切諸菩薩 [410b] P20L07 P075LOl P251L15 

各賞断 [410b] P20L07 P075LOl P252LOl 

天妙 lt~ [41la] P20L07 P075LOl P251Ll5 

宝肴!!賢官lIi衣 [41la] P20L07 P075LOl P252LOl 

Gti量!!!¥f詰党 P20L07 P075LOl P252LOl 

戚然 [41la] P20L08 P075L02 P252L02 

奏天楽 [411a] P20L08 P075L02 P252L02 

暢発手口m音 [ 41la] P20L08 P075L02 P252L02 

歌歎i設!傍尊 [ 41la] P20L08 P075L02 P252L03 

供養費tUil党 P20L08 P075L02 P252L03 

究違和1'通話 [411b] P20L08 P075L03 P252L04 

遊入深法門 [411b] P20L08 P075L03 P252L04 

J:t.足功札匂議妙智無等倫 [411b] P20L09 P075L03 P252L05 

41円照世間消除生死雲 [411b] P20L09 P075L04 P252L06 

然qt P20L09 P075L04 P252L07 
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続一凪 [412a] P20L09 P075L04 P252L07 

稽首無上尊 P20L09 P075L04 P252L07 

見彼厳j争土 [412a] P20L10 P075L05 P252L08 
微妙難思議 P20L10 P075L05 P252L08 
凶発 [412a] P20L10 P075L05 P252L09 
1~上J心 [412a] P20L10 P075L05 P252L09 
願我 [412a] P20L10 P075L05 P252L09 
困亦然応H寺無量尊 P20L10 P075L05 P252L09 

w溶 [412a] P20L10 P075L06 P252L10 
発 P20L10 P075L06 P252L10 
欣笑 [ 412a] P20L10 P075L06 P252L10 
口出無数光 [412b] P20L11 P075L06 P252Lll 
編照十方国 [412b] P20L11 P075L06 P252L11 
週光 [囲続身ニ匝]従頂入 [412b] P20L11 P075L07 P252L12 

一切天人衆 [412b] P20L11 P075L07 P252L13 
E雨躍 P20L11 P075L07 P252し13
皆歓喜 [412b] P20L11 P075L07 P252L13 

大士観世音 P20L12 P075L08 P252L14 

整IJ日 [412b] P20L12 P075L08 P252L14 
稽首問白仏何縁笑 P20L12 P075L08 P252L14 
11佐然 [ 412b] P20L12 P075L08 P252L16 
願 P20L12 P075L08 P252L16 

説怠 [413a] P20Ll2 P075L08 P252Ll6 
党声 [413a] P20Ll2 P076LOl P253LOl 
j前雷震 [413a] P20L12 P076L01 P253L01 
八音 [413a] P20L12 P076L01 P253L01 
暢妙響 P20L12 P076L01 P253L01 
与'i綬菩薩記 [413a) P20L13 P076L01 P253L02 

今説仁諦聴十方来LE士吾悉知彼願 P20L13 P076LOl P253L02 

志求厳浄上 [413a] P20L13 P076L02 P253L04 

受決 [413a) P20L13 P076L02 P253L04 
当作仏 P20L13 P076L02 P253L04 
党了 [413a] P20L14 P076L03 P253L05 
一切法 [ 413a] P20L14 P076L03 P253L05 
1酋 P20L14 P076L03 P253L05 

k日夢 [413b] P20L14 P076L03 P253L05 

[如]幻 [413b] P20L14 P076L03 P253L05 
[如]響 [413b] P20L14 P076L03 P253L05 
満足 P20L14 P076L03 P253L06 
諸妙願 [413b) P20L14 P076L03 P253L06 
必成 P20L14 P076L03 P253L06 
如是手IJ [413b] P20L14 P076L03 P253L06 
知法k日電影 [413b] P20L14 P076L04 P253L07 
[如111) [413b] P20L14 P076L04 P253L07 
[加1影] [ 414a] P20L14 P076L04 P253L07 
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究党菩薩道具諸 P20L14 P076L04 P253L07 

功徳本 [414a] P20L15 P076L04 P253L08 

受決当作仏 P20L15 P076L04 P253L08 
通達諸法性 [414a] P20L15 P076L05 P253L09 
I;JJ宅無我 [414a] P20L15 P076L05 P253L09 

専ボ浄仏土 必成立a~若手11 P20L15 P076L05 P253L10 

諸仏告菩薩 [415a] P21LOl P076L06 P253L11 

令鋭 P21LOl P076L06 P253L11 

安養 [415a] P21LOl P076L06 P253L11 

仏附li1; P21LOl P076L06 P253Lll 
楽受iJ [415a] P21LOl P076L06 P253Ll2 
疾 P21LOl P076L06 P253L12 

得清t争処 [415b] P21LOl P076L06 P253L12 

至彼fJiQ浄回 使迷得神通 [415b] P21LOl P076L07 P253L13 

必於 P21L02 P076L07 P253L14 

，!~量尊 [415b] P21L02 P076L07 P253Ll4 

受記 P21L02 P076L07 P253Ll4 

Jえ等党 [415b] P21L02 P076L07 P253Ll4 

J-t仏本願)J [415b] P21L02 P076L08 P253Ll5 

liM名欲往生皆悉到彼国 P21L02 P076L08 P253L15 

1'1致不透'1以 [416a] P21L02 P076L08 P253L16 

F干薩興至願 [416a] P21L03 P077LOl P254L01 

耳目己国1!li'..i'iJ [416a] P21L03 P077LOl P254LOl 

白念度一切名顕達 卜方 P21L03 P077701 P254L02 

奉z判官、如来 [416a] P21L03 P077L02 P254L03 

飛化 [416b] P21L03 P077L02 P254L03 

1崩J苦手11恭敬 P21L03 P077L02 P254L03 

歓必去 [416b] P21L04 P077L02 P254L04 

iSi到安養国 P21L04 P077L02 P254L04 

若人!ni善本不得間此経 [416b] P21L04 P077L03 P254L05 

治fr'イ'(戒者 [417a] P21L04 P077L03 P254L06 

乃磁1l:'r1正法曾ose P21L04 P077L03 P254L06 

見世尊 [417a] P21L05 P077L04 P254L07 

則能信此事 P21L05 P077L04 P254L08 

謙敬 [417a] P21L05 P077L04 P254L09 

閲奉行踊躍大歓喜 P21L05 P077L04 P254L09 

情慢弊悌怠 [417a] P21L05 P077L05 P254L10 

日fF.以信此法 [417b] P21L05 P077L05 P254L10 

宿世見詰仏楽聴刻J是教 [417b] P21L06 P077L05 P254L11 

声聞Jlx千平薩 [418a] P21L06 P077L06 P254L12 

英能究 P21L06 P077L06 P254L12 

聖心 [418a] P21L06 P077L06 P254L12 

1雪女日 [418a] P21L06 P077L06 P254L13 

従生盲欲行関導入~n来 P21L06 P077L06 P254L13 

智定{海 [418a] P21L07 P077L07 P254L14 
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深広無涯底 [ 418a] P21L07 P077L07 P254Ll4 

一乗 [ 418a] P21L07 P077L07 P254Ll5 
非所測唯仏独明了 P21L07 P077L07 P254Ll5 
仮使一切人 [ 418a] P21L07 P077L08 P254Ll6 
具足皆得道浄慧知 P21L07 P077L08 P254Ll6 

本空 [ 418a] P21L08 P077L08 P255L01 
億劫恩仏智 P21L08 P077L08 P255L01 
窮力 [ 418a] P21L08 P078L01 P255L02 
極講説尽寿猶不知 P21L08 P078L01 P255L02 
仏慧無辺際 [ 418b] P21L08 P078L01 P255L03 
如是致清浄 P21L08 P078L01 P255L03 
寿命甚難得 [418b] P21L09 P078L02 P255L04 

仏世 [418b] P21L09 P078L02 P255L04 

亦難11直人有 P21L09 P078L02 P255L04 
信慧 [418b] P21L09 P078L02 P255L05 
難若間精進求 P21L09 P078L02 P255L05 
開法能不忘 [418b) P21L09 P078L03 P255L06 

見敬得大慶 [ 418b] P21L09 P078L03 P255L06 

[得大慶] [419a] P21L09 P078L03 P255L06 
則我普親友 [419a] P21LlO P078L03 P255L07 
是故 P21LlO P078L03 P255L07 
当発意 [ 419a] P21LlO P078L03 P255L07 

設満世界火 [419a] P21LlO P078L04 P255L08 

必過要開法 [419b] P21LlO P078L04 P255L08 

会当成仏道 [ 419b] P21LlO P078L04 P255L09 

広済生死流 [419b] P21LlO P078L04 P255L09 
仏告阿難 [419b] P21Ll1 P078L05 P255LlO 
彼国菩薩 [420a] P21Ll1 P078L05 P255LlO 
皆当 P21Ll1 P078L05 P255LlO 

究覚 [420a] P21Ll1 P078L05 P255LlO 

一生補処 [420a] P21Ll1 P078L05 P255LlO 

除其本願為衆生放以弘誓功徳 P21Ll1 P078L05 P255Ll1 
而自荘厳 [420a] P21Ll1 P078L06 P255Ll1 
普欲度脱一切衆生 P21Ll1 P078L06 P255Lll 
阿難彼仏国中 [420a] P21Ll2 P078L07 P255Ll2 

諸声附!衆 P21112 P078L07 P021112 

身光一尋 [420a] P21Ll2 P078L08 P255Ll3 

菩薩光明照 P21Ll2 P078L08 P255Ll3 

百由IfJ [420b] P21Ll2 P078L08 P255Ll3 
有一菩薩最尊第一威神光明 P21Ll2 P078L08 P255Ll3 
普照二千大千世界 [420b] P21Ll3 P079L01 P255Ll4 
阿難白仏彼ー菩薩其号7::.何 P21Ll3 P079L01 P255Ll4 
仏百一名 [420b] P21Ll3 P079L02 P255Ll5 

観世音ー名大勢至是ー菩薩 P21Ll3 P079L02 P255Ll5 
於此国土 [420b] P21Ll4 P079L03 P256L01 
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修菩隆行 P21L14 P079L03 P256LOl 

命終転化 [421a] P21L14 P079L04 P256LOl 

生彼仏国阿難 P21L14 P079L04 P256L02 

其有衆生 [421a] P21L14 P079L04 P256L02 

生彼国者皆悉具足二十一相 P21Ll4 P079L04 P256L02 

智慧成満 I [421a] P21Ll4 P079L05 P256L03 
深入諸法 [421a] P21L15 P079L05 P256L03 

究暢要妙 [ 421b] P21L15 P079L06 P256L03 

神通費l¥擬 [ 421b] P21Ll5 P079L06 P256L03 

諸根明利 [421b] P21Ll5 P079L06 P256L04 

其鈍相走者 P21Ll5 P079L06 P256L04 

成就二忍 [421b] P21Ll5 P079L06 P256L04 

其利根者得 P21L15 P079L07 P256L04 

不可計無生法忍 [422a] P21L15 P079L07 P256L04 

又彼菩薩 [422a] P22LOl P079L07 P256L05 

jう至成仏 P22LOl P079L08 P256L05 

不更悪趣神通自在 [422a] P22LOl P079L08 P256L05 

常識宿命 [422a] P22LOl P079L08 P256L06 

除生他方 [422a] P22LOl P080LOl P256L06 

五濁悪世 P22LOl P080LOl P256L06 

7J¥現同彼 [422a] P22LOl P080LOl P256L06 

如我国 [422a] P22LOl P080LOl P256L07 

也仏告阿難彼国菩薩 P22LOl P080LOl P256L08 

承仏威神 [422a] P22L02 P080L02 P256L08 

一食之頃 [422a] P22L02 P080L02 P256L08 

f主詣 卜方 [ 422b] P22L02 P080L02 P256L08 

無量世界恭敬供養諸仏世尊 P22L02 P080L03 P256L09 

随心所念 [422b] P22L02 P080L03 P256L09 

華香f支楽繍査峨施無数無量供養之具自然化生 P22L02 P080L04 P256L09 

応、念 [422b] P22L03 P080L05 P256LlO 

即至 P22L03 P080L05 P256LlO 

珍妙殊特 [422b] P22L03 P080L05 P256L11 

非世所有朝L以 P22L03 P080L05 P256Lll 

奉散諸仏 [422b] P22L03 P080L06 P256L11 

菩薩声聞大衆tFJ髭空中 P22L04 P080L06 P256Lll 

化成華査 [422b] P22L04 P080L06 P256Ll2 

光色 P22L04 P080L07 P256Ll2 

豆燦 [422b] P22L04 P080L07 P256Ll2 

香気普m P22L04 P080L07 P256L12 

其華 [423a] P22L04 P080L07 P256L13 

問円四百盟者如是 P22L04 P080L07 P256L13 

転倍 [423a] P22L04 P080L08 P256Ll3 

f'J額二千 [423a] P22L04 P080L08 P256Ll3 

大千世界随其前後 P22L05 P080L08 P256Ll4 

以次化没 [423a] P22L05 P081LOl P256L14 
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jも諸菩薩 [423a] P22L05 P081LOl P256Ll4 
愈然 [423a] P22L05 P081LOl P256Ll5 
欣悦 P22L05 P081LOl P256Ll5 

於虚空中 [423a] P22L05 P081LOl P256Ll5 
共奏天楽以微妙音 P22L05 P081L02 P256Ll5 
歌歎仏徳 [423a] P22L05 P081L02 P256Ll6 
聴受経法 [423a] P22L06 P081L02 P256Ll6 
歓喜無量 P22L06 P081L02 P256Ll6 
供養仏己 [423a] P22L06 P081L03 P256Ll6 
未食之前 [423a] P22L06 P081L03 P257LOl 
忽然 P22L06 P081L03 P257LOl 
軽挙 [423a] P22L06 P081L03 P257LOl 
還其 P22L06 P081L03 P257LOl 
本国 [423a] P22L06 P081L04 P257LOl 
仏語~IIJ難 [423a] P22L07 P081L05 P257L02 
無量寿仏為諸戸聞菩薩大衆 P22L07 P081L05 P257L02 
班官 [ 423a] P22L07 P081L05 P257L03 

法H寺都悉集会七宝 P22L07 P081L06 P257L02 
講堂 [423a] P22L07 P081L06 P257L03 
広宣道教 [423b] P22L07 P081L06 P257L03 
演暢妙法 P22L07 P081L06 P257L03 
1Ji:不 [423b] P22L07 P081L07 P257L04 
歓喜{，、解得道 [423b] P22L08 P081L07 P257L04 

民1111寺 [423b] P22L08 P081L07 P257L04 

四万 P22L08 P081L07 P257L04 
自然風起 [423b] P22L08 P081L07 P257L05 
手早吹宝樹 [423b] P22L08 P081L08 P257L05 
，'u五音声 [423b] P22L08 P081L08 P257L05 
雨無量妙華 [423b] P22L08 P081L08 P257L05 

随風周編自然供養如是不絶 P22L08 P081L08 P257L06 

一切諸天 [423b] P22L09 P082LOl P257L06 
皆粛天J-' [423b] P22L09 P082LOl P257L07 
百千華香万種 P22L09 P082L02 P257L07 
伎楽 [424a] P22L09 P082L02 P257L07 
供養 P22L09 P082L02 P257L07 

其仏 [424a] P22L09 P082L02 P257L07 

及 P22L09 P082L02 P257L07 
諸菩l護 [ 424a] P22L09 P082L02 P257L07 
声聞大衆普散華香奏諸音楽 P22L09 P082L02 P257L07 
円1)後来往 [424a] P22LlO P082L03 P257L08 
更相 P22LlO P082L03 P257L08 
開i控 [424a] P22LlO P082L04 P257L09 

当斯之時 [424a] P22LlO P082L04 P257L09 

照恰快楽 [424a] P22LlO P082L04 P257L09 
不可勝昌 P22LlO P082L04 P257L09 

234 



研究ノ ー ト

仏語阿難 [424a] P22Lll P082L05 P257LlO 
井E彼仏国 P22Lll P082L05 P257LlO 
諸苦:薩等 [424a] P22Lll P082L05 P257LlO 
所可 P22Lll P082L05 P257LlO 
~~~説 [424a] P22Lll P082L05 P257LlO 
'lit2iiE法 [424a] P22Lll P082L05 P257Lll 
附l版科愁 [424a] P22Lll P082L06 P257Lll 
書!¥逮貴!¥失 [424a] P22Lll P082L06 P257Lll 
於，g:国土所有万物 P22Lll P082L06 P257Lll 
無孜!肝 [424b] P22Lll P082L07 P257Ll2 
心1，~~~普，心 P22Ll2 P082L07 P257Ll2 
去%*11: [424b] P22Ll2 P082L07 P257Ll2 
t，'J!!!明日系 [424b] P22Ll2 P082L07 P257Ll2 
随意l'lft [424b] P22Ll2 P082L08 P257Ll3 
無所i薗英 [424b] P22Ll2 P082L08 P257Ll3 
無彼j!~.JX [424b] P22Ll2 P082L08 P257Ll3 
1!!坊主1!!¥訟 [424b] P22Ll2 P082L08 P257Ll4 
於諸*'七得大慈悲鋭益之J心柔車要 P22Ll2 P083LOl P257Ll4 
調伏 [425a] P22Ll3 P083LOl P257Ll5 
売!¥忽:似J心 [425a] P22Ll3 P083LOl P257Ll5 
常陸査がI浄 [425a] P22Ll3 P083L02 P257Ll5 
1!!¥厭怠J心 [425a] P22Ll3 P083L02 P257Ll5 
等心11持J心深，心 [425a] P22Ll3 P083L02 P257Ll6 
'疋心 [425a] P22Ll3 P083L03 P257Ll6 
愛法楽法争等法之，心 [425a] P22Ll3 P083L03 P257Ll6 
減諸煩悩 [425b] P22Ll4 P083L03 P257Ll6 
雌(!s¥趣心究党切菩薩所行 P22Ll4 P083L03 P258LOl 
具足成就無長t功徳 [425b] P22Ll4 P083L04 P258LOl 
f~ f深禅定諸通l列慧 [425b] P22Ll4 P083L05 P258L02 
遊d仏じ、 P22Ll4 P083L05 P258L02 
じ'l;'l: [425b] P22Ll4 P083L05 P258L02 
修J心仏法 [425b] P22Ll5 P083L05 P258L02 
|勾|似II'i徹 [425b] P22Ll5 P083L05 P258L03 
際ィ、分 f P22Ll5 P083L06 P258L03 
ノだ似通迷 [426a] P22Ll5 P083L06 P258L03 

1!!\M~!!\限 P22Ll5 P083L06 P258L03 
法l恨観察 [426a] P22Ll5 P083L06 P258L04 
究党f./'1道 P22Ll5 P083L07 P258L04 
慾IIT!兄点 [426a] P22Ll5 P083L07 P258L04 
能j交彼岸 P22Ll5 P083L07 P258L04 
仏|汲只iE [426b] P23LOl P083L07 P258L04 
1;1:了法性 P23LOl P083L08 P258L05 
以無擬智 [426b] P23LOl P083L08 P258L05 
為人演説 P23LOl P083L08 P258L05 
等観三界 [426b] P23LOl P083L08 P258L05 
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さを無所有 P23LOl P084LOl P258L06 

志求仏法 [426b] P23LOl P084LOl P258L06 

具諸弁才 [426b] P23LOl P084LOl P258L06 

除滅衆生煩悩之忠 P23LOl P084LOl P258L06 

従如来生 [427a] P23L02 P084L02 P258L07 

解法如虫日 [427a] P23L02 P084L02 P258L07 

普知習滅音声方便 [427a] P23L02 P084L02 P258L07 

不欣世話楽在正論 [427a] P23L02 P084L03 P258L08 

1闘再善本 [427a] P23L02 P084L03 P258L08 
，t;栄仏道 P23L02 P084L03 P258L08 
知i一切法皆悉寂滅 [427a] P23L02 P084L04 P258L09 

生身煩悩 [427b] P23L03 P084L04 P258L09 

一余 [427b] P23L03 P084L04 P258L09 

1具尽 P23L03 P084L04 P258L09 

IlH甚深法 [427b] P23L03 P084L05 P258LlO 

心不疑↑寝 [427b] P23L03 P084L05 P258LlO 

常能修行 [427b] P23L03 P084L05 P258LlO 

其大悲者 P23L03 P084L05 P258LlO 

深遠微妙 [427b] P23L03 P084L05 P258LlO 

際不覆載 P23L03 P084L06 P258Lll 

究克一乗至子彼岸 [427b] P23L04 P084L06 P258Lll 

[究党] [428a] P23L04 P084L06 P258Lll 

決断疑網 [428a] P23L04 P084L06 P258Lll 

慧由J心出於仏教法該統無 P23L04 P084L07 P258Ll2 

智慧立日大海 [428b] P23L04 P084L07 P258Ll2 

ニ昧如山王 P23L04 P084L08 P258Ll3 

慧光明浄 [428b] P23L04 P084L08 P258Ll3 

組総n月 P23L05 P084L08 P258Ll3 

消内之法 [428b] P23L05 P084L08 P258Ll3 

具足円満 [428b] P23L05 P085LOl P258Ll4 

猶~I I雪山 [428b] P23L05 P085LOl P258Ll4 

ft(!諸功徳等一浄故 [429a] P23L05 P085LOl P258Ll4 

猶刻l大地 [429a] P23L05 P085L02 P258Ll5 

t争繊好悪 P23L05 P085L02 P258Ll5 
無臭d心 [ 429a] P23L05 P085L02 P258Ll5 

設王 P23L06 P085L02 P258Ll5 

猶~[I浄水 [ 429a] P23L06 P085L02 P258Ll5 

洗除 P23L06 P085L03 P258Ll6 

鹿労 [429a] P23L06 P085L03 P258Ll6 

諸垢染故 P23L06 P085L03 P258Ll6 

J首如火王 [429a] P23L06 P085L03 P258Ll6 

焼滅 P23L06 P085L03 P259LOl 

一切煩悩 [429b] P23L06 P085L03 P259LOl 

新故 P23L06 P085L04 P259LOl 

猶如大風 [429b] P23L06 P085L04 P259LOl 
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行訪問界無防艇放 P23L06 P085L04 P259LOl 

猶如!主宅 [429b] P23L07 P085L04 P259L02 

まト 切有無所著故 P23L07 P085L05 P259L02 

猶如起草 [429b] P23L07 P085L05 P259L03 

於諮問削無汚染故 P23L07 P085L05 P259L03 

猶虫日大釆 [429b] P23L07 P085L06 P259L03 

運載 P23L07 P085L06 P259L04 

Jti'ilJj [429b] P23L07 P085L06 P259L04 

11'，生死故 P23L07 P085L06 P259L04 

j前k日重雲 [429b] P23L07 P085L07 P259L04 

震大法雷1'1:未党故 P23L08 P085L07 P259L05 

梢k日大雨 μ29b] P23L08 P085L07 P259L05 

t日 P23L08 P085L07 P259L05 
LI>露法 [429b] P23L08 P085L08 P259L05 

~111衆生故 P23L08 P085L08 P259L06 

~I I金剛山 [430a] P23L08 P085L08 P259L06 

衆)彪 P23L08 P085L08 P259L06 

外遊 [430a] P23L08 P085L08 P259L06 

不能動放 P23L08 P085L08 P259L06 

虫日:lt天王 [430a] P23L08 P086LOl P259L07 

於 P23L09 P086LOl P259L07 

諸普法 [430a] P23L09 P086LOl P259L07 

最上首故 P23L09 P086LOl P259L07 

立日尼拘類樹 [430a] P23L09 P086LOl P259L07 

普毅一切放 P23L09 P086L02 P259L08 

如(愛'Jt盆筆 [430b] P23L09 P086L02 P259L08 
希干l鰯r.;国故 P23L09 P086L02 P259L08 

立日金週1.烏 [430b] P23L09 P086L03 P259L09 

威伏外道故 P23L09 P086L03 P259L09 

加1衆遊禽 [ 431a] P23L10 P086L03 P259L09 

~'l\所蔵積故 P23L10 P086L03 P259L09 

J首如牛王 [431a] P23L10 P086L04 P259L10 

1'l¥能nfJ故 P23L10 P086L04 P259L10 

J削日象玉 [431a] P23L10 P086L04 P259L10 

持調伏故 P23L10 P086L04 P259L11 

立U師子王 [431a] P23L10 P086L05 P259L11 

無所畏故 P23L10 P086L05 P259L11 

l政相主空 [431a] P23L10 P086L05 P259L11 

大慈等故 P23Lll P086L05 P259Ll2 
拙滅嫉，心 [431b] P23Lll P086L05 P259L12 
イミ忌勝故 [431b] P23L11 P086L06 P259L12 
主Ij.楽求法 [431b] P23L11 P086L06 P259L13 

'し、 P23L11 P086L06 P259L13 

実l¥厭)Ji [ 431b] P23Lll P086L06 P259L13 

常欲広説宏、!!l¥la倦 [431b] P23Lll P086L06 P259Ll3 
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撃法鼓 [431b] P23Lll P086L07 P259Ll3 
建法憾 [431b] P23Lll P086L07 P259Ll4 
曜慧日除痴|剖 [431b] P23Lll P086L07 P259Ll4 
修六和敬 [431b] P23Ll2 P086L08 P259Ll4 
常行法施 [432a] P23Ll2 P086L08 P259L14 
，tE勇精進{;、不退弱 P23Ll2 P086L08 P259Ll5 
為世灯明 [432a] P23Ll2 P087LOl P259Ll5 
最勝福田 [432a] P23Ll2 P087LOl P259Ll5 
;常為導師 [432a] P23Ll2 P087LOl P259Ll6 
等無僧愛 [432a] P23Ll2 P087LOl P259Ll6 
唯楽正道 [432a] P23Ll3 P087LOl P259Ll6 
無余倣;戚 [432a] P23Ll3 P087L02 P259Ll6 
抜諸欲車IJ [432b] P23Ll3 P087L02 P260LOl 
以安群生 [432b] P23Ll3 P087L02 P260LOl 
功慧殊A持 [433a] P23LJ3 P087L02 P260LOl 
莫不尊敬 [433a] P23Ll3 P087L03 P260LOl 
滅ニ垢降 [433a] P23Ll3 P087L03 P260L02 
遊諸神通 [433a] P23Ll3 P087L03 P260L02 
因力縁力 [433a] P23Ll3 P087L03 P260L02 
意力願力 [433a] P23Ll3 P087L04 P260L03 
方便之力常力善力 [433b] P23Ll4 P087L04 P260L03 
定力慧力 [433b] P23Ll4 P087L04 P260L03 
多l!tJ之力 [433b] P23Ll4 P087L05 P260L03 
施戒 [433b] P23Ll4 P087L05 P260L03 
忍辱精進禅定智慧之力 P23Ll4 P087L05 P260L03 
正念正観諸通明力 [433b] P23Ll4 P087L05 P260L04 
如法調伏諸衆生力 [433b] P23Ll5 P087L06 P260L04 
~[J是等力 [434a] P23Ll5 P087L06 P260L05 
切具足 P23Ll5 P087L07 P260L05 
身色相好 [434a] P23Ll5 P087L07 P260L05 
功徳、弁才具足荘厳無与等者 P23Ll5 P087L07 P260L05 
恭敬供養 [434a] P23Ll5 P087L08 P260L06 
無量諸仏 P24LOl P087L08 P260L06 
常為諸仏 [434a] P24LOl P087L08 P260L06 
所共称歎究党菩薩諸波羅蜜修 P24LOl P088LOl P260L06 
空無相 [434a] P24LOl P088LOl P260L07 
11寝耳噴二昧 P24LOl P088LOl P260L07 
不生不滅 [434a] P24LOl P088L02 P260L07 
諸三l沫門 P24LOl P088L02 P260L07 
遠離声聞 [434a] P24L02 P088L02 P260L08 
縁覚之地阿難彼諸菩薩成就 P24L02 P088L02 P260L08 
如是~，!\量功徳 [434b] P24L02 P088L03 P260L08 
我但為汝略説之耳若広説者百千万tlJ P24L02 P088L03 P260L09 
不能窮尽 [434b] P24L03 P088L04 P260LlO 
仏告弥物菩薩 [434b] P24L04 P088L06 P260Lll 
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;llt天人等1HU以手国戸11H菩薩功徳智慧不可称説 P24L04 P088L06 P260Lll 
又其国土微妙安楽消浄

手;:此 [434b] P24L04 P088L08 P260L12 
何イミ力為善 [435a] P24L05 P088L08 P260L13 
念道之自然 [435a] P24L05 P088L08 P260L13 
著於無上下 [435a] P24L05 P088L08 P260L13 
洞迷無辺際 [435b] P24L05 P089LOl P260L14 
宜各勤精進 [436a] P24L05 P089LOl P260L14 
努力fl求之 [436a] P24L05 P089LOl P260L14 
必得組絶去 [436a] P24L05 P089L02 P260L15 
往生安養国 P24L05 P089L02 P260L15 
横裁五J鋲趣 [436a] P24L06 P089L02 P260L15 
悪趣自然閉 [436b] P24L06 P089L02 P260L15 
11道11眠窮極 [436b] P24L06 P089L03 P260L16 
易往I而~I\\人 [436b] P24L06 P089L03 P260L16 
J:t因不逆逃自然之所牽 [437a] P24L06 P089L03 P260L16 
何不棄世']} [437b] P24L06 P089L04 P261LOl 
勤行求道徳 P24L07 P089L04 P261LOl 
"H霊極長生 [437b] P24L07 P089L04 P261LOl 
A千楽 [437b] P24L07 P089L05 P261L02 
責任命'極 P24L07 P089L05 P261L02 
然世人薄l行 [437b] P24L07 P089L05 P261L02 
:!-~fir不急之:If [438b] P24L07 P089L05 P261L02 
於此 P24L07 P089L06 P261L03 
康II!忠 [438b] P24L07 P089L06 P261L03 
極昔之中 P24L07 P089L06 P261L03 
勤身 [438b] P24L08 P089L06 P261L03 
営務 [438b] P24L08 P089L06 P261L03 
以白 P24L08 P089L06 P261L03 
給済 [439a] P24L08 P089L07 P261L03 
無尊1!¥¥卑 [439a] P24L08 P089L07 P261L04 
無貧11¥¥富 P24L08 P089L07 P261L04 
少長 [439a] P24L08 P089L07 P261L04 
男女共，妥 P24L08 P089L07 P261L04 
主主財 [439a] P24L08 P089L07 P261L04 
有無同然 [439a] P24L08 P089L08 P261L05 
憂思適等 P24L08 P089L08 P261L05 
扉営 [439a] P24L08 P089L08 P261L05 
:悠苦 P24L08 P089L08 P261L05 
累念積慮、 [439b] P24L08 P089L08 P261L05 
l..}心走{史 [439b] P24L09 P090LOl P261L06 
11¥¥有安時 [439b] P24L09 P090LOl P261L06 
イTm [439b] P24L09 P090LOl P261L06 
憂111 P24L09 P090LOl P261L06 
+i宅憂宅 [439b] P24L09 P090LOl P261L06 
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牛馬六畜 [439b] P24L09 P090LOl P261L07 

奴鮪1 [ 439b] P24L09 P090L02 P261L07 

銭財 [440a] P24L09 P090L02 P261L07 

衣食 P24L09 P090L02 P261L07 

什物 [440a] P24L09 P090L02 P261L07 

i副長憂之 [440a] P24L09 P090L02 P261L07 

ffiJ，忍累息 [440a] P24L09 P090L02 P261L07 

者正念愁↑布 P24LlO P090L03 P261L08 

機為 [440a] P24LlO P090L03 P261L08 

非常 P24LlO P090L03 P261L08 

水火 [440aJ P24LlO P090L03 P261L08 

盗賊 [440a] P24LlO P090L03 P261L08 

怨家 P24LlO P090L03 P261L08 

{点主 [440a] P24LlO P090L03 P261L08 

焚潔 [440a] P24LlO P090L04 P261L08 

効奪消散磨滅憂毒 P24LlO POωL04 P261L09 

松松 [440b] P24LlO P090L04 P261L09 

j~~有 P24LlO P090L04 P261L09 

解JI年 [440b] P24LlO P090L04 P261L09 

結f賞，心中 [440b] P24Lll P090L05 P261L09 

不離憂悩 P24Lll P090L05 P261LlO 

心l墾意図 [440b] P24Lll P090L05 P261LlO 

適無縦捨 P24Lll P090L05 P261LlO 

或坐擢砕 [440b] P24Lll P090L05 P261Lll 

身亡命終 P24Lll P090L06 P261Lll 

mtl白之去 [440b] P24Lll P090L06 P261Lll 

英誰随者 [440b] P24Lll P090L06 P261Ll2 

尊貨豪富 [441a] P24Lll P090L06 P261Ll2 

亦有斯患 [441a] P24Lll P090L07 P261Ll2 

i甜樫万端 [441a] P24Ll2 P090L07 P261Ll2 

事h苦 [ 441a] P24Ll2 P090L07 P261Ll2 

手干此 P24Ll2 P09OL07 P261Ll2 

結衆Jlf熱与痛共居 [441a] P24Ll2 P090L07 P261Ll3 

貧窮下劣 P24Ll2 PO卯L08 P261Ll3 

困乏 [ 441b] P24Ll2 PO卯L08 P261Ll3 

常j~~ [441b] P24Ll2 P090L08 P261Ll4 

11票田亦憂欲有問先\~宅亦愛欲有宅無牛馬六畜奴 P24Ll2 P090L08 P261Ll4 

k昔!銭Mf衣食什物亦愛欲有之
適 [ 441bJ P24Ll3 P091L02 P261Ll6 

有一復少ー [441b] P24Ll3 P091L02 P261Ll6 

有是少是 [441b] P24Ll3 P091L03 P261Ll6 

!忍イ'T斉等 [441b] P24Ll3 P091L03 P262LOl 

適欲具有 [441b] P24Ll3 P091L03 P262LOl 

使i夏 P24Ll4 P091L03 P262LOl 

燦散 [ 441bJ P24Ll4 P091L03 P262LOl 
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刻l是憂苦当復求索不能時得忠、惣、無益身心i具労 P24Ll4 P091L03 P262L02 
坐起不安 [ 441b] P24Ll4 P091L05 P262L03 
事正念相随 [442a] P24Ll4 P091L05 P262L03 
動1i若此亦 P24Ll4 P091L05 P262L03 
結衆 [442a] P24Ll5 P091L05 P262L04 
空軍熱う痛共居或時 P24Ll5 P091L06 P262L04 
坐と [442a] P24Ll5 P091L06 P262L04 
終身 P24Ll5 P091L06 P262L05 
うた命 [442a] P24Ll5 P091L06 P262L05 
不自 [442a] P24Ll5 P091L06 P262L05 
為善行道進徳寿終身死当~9t遠去 P24Ll5 P091L06 P262L05 
有所魁向 [442a] P24Ll5 P091L07 P262L06 
善悪之道 P25LOl P091L08 P262L06 
莫能長11者 [442a] P25LOl P091L08 P262L06 
世間人民 [442a] P25LOl P091L08 P262L07 
父子 [442a] P25LOl P091L08 P262L07 
兄弟夫婦 P25LOl P091L08 P262L07 
家宝 [442a] P25LOl P092LOl P262L07 
中外親属 [442b] P25LOl P092LOl P262L07 
当相 [442b] P25LOl P092LOl P262L07 
敬愛!~\相憎嫉 P25LOl P092LOl P262L07 
有無相通 [442b] P25LOl P092LOl P262L08 
!!!¥得食↑昔 P25L02 P092L02 P262L08 
百色;常利 [442b] P25L02 P092L02 P262L08 
1fi:相違戻 [442b] P25L02 P092L02 P262L08 
旦足時IL'、静有所悉怒 [442b] P25L02 P092L02 P262L09 
今|立 [443a] P25L02 P092L03 P262L09 
恨 [443a] P25L02 P092L03 P262L09 
意微相I憎 P25L02 P092L03 P262LlO 
嫉 [443a] P25L02 P092L03 P262LlO 
後間l謝至成大怨所以者何世間之事更相!il P25L02 P092L03 P262LlO 
害 [443a] P25L03 P092L04 P262Lll 
E任不即時応急相破 [443a] P25L03 P092L04 P262Lll 
妙t P25L03 P092L05 P262Lll 
含)1]; [443a] P25L03 P092L05 P262Ll2 
畜怒 P25L03 P092L05 P262Ll2 
結償 [443a] P25L03 P092L05 P262Ll2 
精神 P25L03 P092L05 P262Ll2 
向然1d識不得相離 [443b] P25L03 P092L05 P262Ll2 
皆当対生更相報復 [443b] P25L04 P092L06 P262Ll3 
人在世間 [444a] P25L04 P092L06 P262Ll3 
愛欲之I~I P25L04 P092L07 P262Ll3 
1!ldJ!lt死 [444a] P25L04 P092L07 P262Ll4 
独去独来 P25L04 P092L07 P262Ll4 
当行 [444a] P25L04 P092L07 P262Ll4 
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至越t P25L04 P092L07 P262Ll4 

?奇楽 [444a] P25L04 P092L08 P262Ll4 

之地身自 P25L04 P092L08 P262Ll4 

当之 [444a] P25L04 P092L08 P262Ll5 

責任有代者 P25L04 P092L08 P262Ll5 

善悪変化狭福異処 [444a] P25L05 P092L08 P262Ll5 

市予厳待 [仙 ] P25L05 P093LOl P262Ll5 

当独趣人 P25L05 P093LOl P262Ll6 

Jhl到他所 [444b] P25L05 P093LOl P262Ll6 

見能見山一 [444bJ P25L05 P093LOl P262Ll6 

rr:悪;自然 [444bJ P25L05 P093L02 P263LOl 

追行 [444b] P25L05 P093L02 P263LOl 

所生 P25L05 P093L02 P263LOl 

窃窃冥冥 [445a] P25L05 P093L02 P263LOl 

別離久長 [445a] P25L06 P093L02 P263LOl 

道路イミ|日l [445a] P25L06 P093L03 P263L02 

会見 P25L06 P093L03 P263L02 

無期 [445a] P25L06 P093L03 P263L02 

甚難ユtill~復{話相値 P25L06 P093L03 P263L02 

何不~衆'l~ [445a] P25L06 P093L04 P263L03 

各 P25L06 P093L04 P263L03 

‘主「起' [445a] P25L06 P093L04 P263L03 

強健11寺 [445a] P25L06 P093L04 P263L03 

ラヲ}J [445b] P25L06 P093L04 P263L03 

勤修善精進願 P25L06 P093L04 P263L03 

度世 [445b] P25L07 P093L05 P263L04 

Il[得極長生 [445b] P25L07 P093L05 P263L04 

如何 [445b] P25L07 P093L05 P263L04 

ィ、求道 P25L07 P093L05 P263L04 

安所須f寺 [445b] P25L07 P093L05 P263L04 

欲何楽i'tl，; [445b] P25L07 P093L06 P263L05 

如l是世人 [445b] P25L07 P093L06 P263L05 

[如是] [446a] P25L07 P093L06 P263L05 

不信 [446a] P25L07 P093L06 P263L06 

作善 [446a] P25L07 P093L06 P263L05 

得善為滋得道 P25L07 P093L06 P263L06 

不信人死更生 [446aJ P25L08 P093L07 P263L06 

?豆、施 [447aJ P25L08 P093L07 P263L06 

得福 P25L08 P093L07 P263L07 

善悪 [之]事部不信之 [447a] P25L08 P093L07 P263L07 

部之不然 [447aJ P25L08 P093L08 P263L07 

終無イl是 [447a] P25L08 P093L08 P263L08 

m坐此故 [447a] P25L08 P093L08 P263L08 

且臼見之 [ 447aJ P25L08 P093L08 P263L08 

o;g相略視先後同然 [447aJ P25L08 P094LOl P263L09 
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転相承受父余教令 [447b] P25L09 P094LOl P263L09 
先人祖父 [447b] P25L09 P094L02 P263L09 
素不為普イミ識道徳{ [447b] P25L09 P094L02 P263L10 
身感神|告! [447b] P25L09 P094L02 P263L10 
{;、1止なI剖 P25L09 P094L03 P263L10 
死生之趣 [448a] P25L09 P094L03 P263L11 
普J住之道 P25L10 P094L03 P263L11 
自不能見無有話者 [448a] P25L10 P094L03 P263L11 
吉凶禍福 [448a] P25L10 P094L04 P263L11 
競各作之無ー怪也 P25L10 P094L04 P263L12 
生死常道 [448b] P25L10 P094L04 P263L12 
e伝相 P25L10 P094L05 P263L12 
嗣立 [448b] P25L10 P094L05 P263L13 
或父突f [448b] P25L10 P094L05 P263L13 
或子!実父兄弟夫鮒史相 P25L10 P094L05 P263L13 
!足泣 [448b] P25L11 P094L06 P263L14 
頬倒上 F [448b] P25L11 P094L06 P263L14 
負担常根本 [449a] P25L11 P094L06 P263L14 
符当i品よ P25L11 P094L06 P263L14 
不可常保 [449a] P25L11 P094L07 P263L14 
教諸問滋 P25L11 P094L07 P263L15 
日之者少 [449a] P25L11 P094L07 P263L15 
1!以生死~f.え無有休止 P25L11 P094L07 P263L15 
~I I此之人 [449a] P25L12 P094L08 P263L16 
|院冥抵突 [449b] P25L12 P094L08 P263L16 
不信経法 P25L12 P094L08 P263L16 
心無遠慮 [449b] P25L12 P095LOl P263L16 
f同士↑夫意 [449b] P25L12 P095LOl P264LOl 
痴惑於愛欲 [449b] P25L12 P095LOl P264LOl 
不迷於道徳 [449b] P25L12 P095LOl P264LOl 
迷没於11民主主 [449b] P25L13 P095L02 P264LOl 
会狼於財色 [449b] P25L13 P095L02 P264L02 
坐之ィ、得道 P25L13 P095L02 P264L02 
当更J忠位苦 [449b] P25L13 P095L02 P264L02 
生死実li務己哀哉甚可傷 P25L13 P095L03 P264L03 
或H寺=在家 [450a] P25L13 P095L03 P264L03 
父子兄弟夫婦 P25L13 P095L04 P264L04 
ー死 ι生 [450a] P25L14 P095L04 P264L04 
更相哀感 [450a] P25L14 P095L04 P264L04 
恩愛思h~ [450a] P25L14 P095L04 P264L04 
憂念 P25L14 P095L05 P264L05 
結縛 [450a] P25L14 P095L05 P264L05 
心意痛省 P25Ll4 P095L05 P264L05 
迭相 [450a] P25L14 P095L05 P264L05 
kliU必窮1:1'(歳無有島平己教諮道徳 P25L14 P095L05 P264L05 
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心不開明 [450a) P25Ll5 P095L06 P264L06 

思想1 P25Ll5 P095L06 P264L06 

恩H- [450吋 P25Ll5 P095L06 P264L06 

不離情欲 P25Ll5 P095L07 P264L07 

昏膝閉塞 [450b) P25Ll5 P095L07 P264L07 

愚EE所覆不能深思 P25Ll5 P095L07 P264L07 

書/¥言1- [450b) P25Ll5 P095L07 P264L07 

心自端正 [450b) P25Ll5 P095L08 P264L08 

点精行進 P25Ll5 P095L08 P264L08 

決断 [450b) P26LOl P095L08 P264L08 

|宜司王 P26LOl P095L08 P264L08 

便旋至党 [450b) P26LOl P095L08 P264L08 

年寿終尽不能得道 P26LOl P096LOl P264L09 

無可奈何 [450b) P26LOl P096LOl P2ωL09 

総礎的媛 [450b) P26LOl P096LOl P264LlO 

皆食愛欲 [451a) P26LOl P096LOl P264LlO 

惑道者衆↑吾之者1J世間 P26LOl P096L02 P264LlO 

4思思 [ 451a) P26L02 P096L02 P264Lll 

無可 P26L02 P096L02 P264Lll 

傍頼 [ 451a) P26L02 P096L03 P264Lll 

尊卑上下貧富貨賎 P26L02 P096L03 P264Lll 

勤72g，也、務 [451a) P26L02 P096L03 P264Lll 

各十兵殺毒 [451a) P26L02 P096L03 P264Ll2 

悪気1]冥 [451a) P26L02 P096L04 P264Ll2 

為妄興事 P26L02 P096L04 P264Ll2 

遠逆天地 [451b) P26L02 P096L04 P264Ll2 

不従人，心 [ 451b) P26L02 P096L04 P264Ll3 

自然~ Iミ悪 P26L03 P096L05 P264Ll3 

先随与之 [451b) P26L03 P096L05 P264Ll3 

若{聴所為 [451b) P26L03 P096L05 P264Ll3 

待其罪極 [452a) P26L03 P096L05 P264Ll4 

其寿未尽 [452a) P26L03 pω6L05 P264Ll4 

便頓奪之 [452a) P26L03 P096L06 P2臼Ll4

下入悪道 [452a) P26L03 P096L06 P264Ll5 

累世 [452a) P26L03 P096L06 P264Ll5 

勤苦展'1伝 P26L03 P096L06 P264Ll5 

其中 [452a) P26L04 P096L07 P264Ll5 

数千i間 j無有tJ'，)羽 P26L04 P096L07 P264Ll5 

痛不"I百 [452a) P26L04 P096L07 P264Ll6 

甚可哀感 P26L04 P096L07 P264Ll6 

仏告体革JJ菩薩 [452a) P26L05 P097LOl P265LOl 

[弥初I):pf薩] [453b) P26L05 P097LOl P265LOl 

諸天人等我今語汝 P26L05 P097LOl P265LOl 

世rl'il之事人用足放 [453b) P26L05 P097LOl P265LOl 

坐イミ得道 [453b) P26L05 P097L02 P265L02 
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当再!¥思言1";車線衆怒 P26L05 P097L02 P265L02 
択其善者 [453b] P26L05 P097L03 P265L03 
!J1}Jifn行之 P26L06 P097L03 P265L03 
愛欲栄華 [453b] P26L06 P097L03 P265L03 
不可常保 [453b] P26L06 P097L03 P265L03 
皆当別離 [453b] P26L06 P09πρ3 P265L04 
無可楽者 P26L06 P097L04 P265L04 
憂仏在世当勤精進 [453b] P26L06 P097L04 P265L04 
其有至J心 [454a] P26L06 P097L04 P265L05 
願生安楽園者 P26L06 P097L05 P265L05 
可得ril怒ß~迷 [454a] P26L07 P097L05 P265L05 
功徳妹I1芽 P26L07 P097L05 P265L05 
勿得 [454a] P26L07 P097L06 P265L07 
随心所欲 [454a] P26L07 P097L06 P265L06 
脳負経戒 [454a] P26L07 P097L06 P265L06 
fI人後也 [454a] P26L07 P097L06 P265L06 
i議有疑怠 [454a] P26L07 P097L06 P265L07 
不解経者可具問仏当為説之 P26L07 P097L07 P265L07 
体制菩薩 [454b] P26L08 P097L07 P265L08 
長脆白首仏威神尊電 P26L08 P097L08 P265L08 
所説快普 [454b] P26L08 P097L08 P265L09 
聴仏経諮 P26L08 P097L08 P265L09 
J'l:心思之世人実例 [454b] P26L08 P098LOl P265L09 
~1J í.ム所首 P26L08 P098LOl P265LlO 
今仏慈感 [454b] P26L09 P098LOl P265LlO 
顕示大道 [454b] P26L09 P098L02 P265Lll 
耳目開明 [454b] P26L09 P098L02 P265Lll 
長得度目足 [454b] P26L09 P098L02 P265Lll 
情l仏所説莫不歓喜諸天人民 P26L09 P098L02 P265Lll 
焔動之類 [454b] P26L09 P098L03 P265Ll2 
皆蒙主主恩解Jj児昔話苛 P26L09 P098L03 P265Ll2 
仏語教誠 [454b] P26LlO P098L04 P265Ll3 
甚深甚普智慧U}I見 P26LlO P098L04 P265Ll3 
八方 [454b] P26LlO P098L04 P265Ll4 
七下 P26LlO P098L04 P265Ll4 
去来 [455aJ P26LlO P098L05 P265Ll4 
今事莫不究暢 P26LlO P098L05 P265Ll4 
今我 [455a] P26LlO P098L05 P265Ll4 
衆等所以袋得度11見 P26LlO P098L05 P265Ll4 
皆仏Mlli [455aJ P26Lll P098L06 P265Ll5 
求道之Hキ P26Lll P098L06 P265Ll5 
謙苦所致 [455aJ P26Lll P098L06 P265Ll5 
思徳普確i [455aJ P26Lll P098L06 P265Ll6 
福緑親王誕 [455aJ P26Lll P098L07 P265Ll6 
光明徹照達空無極 [455aJ P26Lll P098L07 P265Ll6 
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|片|入泥湿教授興期 [455aJ P26L11 P098L07 P266LOl 

!成制消化感動十方 [455bJ P26L12 P098L08 P266LOl 

無縁1無極仏為法王~~起i P26L12 P098L08 P266L02 

衆!.¥!l [455bJ P26L12 P099LOl P266L02 

持為一切 P26L12 POωLOl P266L03 

天人之師 [455bJ P26L12 P099LOl P266L03 

随心所願 [455bJ P26L12 P099LOl P266L03 

符令得道今得値仏i袋|品l P26L12 P099L02 P266L03 

71ET詰寿仏声 [455bJ P26L13 P099L02 P266L04 

腕不歓喜 P26L13 P099L03 P266L05 

心得開明 [456aJ P26Ll3 P099L03 P266L05 

仏告弥~j}菩薩 [456aJ P26Ll4 P099L04 P266L06 

i女百是也 [456aJ P26Ll4 P099L04 P266L06 

苦有 P26Ll4 P099L04 P266L06 

悠敬 [456aJ P26Ll4 P099L04 P266L06 

於仏者実為大普 P26Ll4 P099L04 P266L06 

ヲごド久久乃i鮪仏 [456aJ P26Ll4 P099L05 P266L07 

今孜 [456bJ P26Ll4 P099L05 P266L07 

於此|賞作仏 P26Ll4 P099L05 P266L07 

演説経法 [456bJ P26Ll4 P099L06 P266L08 

旦布 [456bJ P26Ll5 P099L06 P266L08 

道教 P26Ll5 P099L06 P266L08 

断諸疑網抜愛欲之本 [456bJ P26Ll5 P099L06 P266L08 

十t衆懇之源 [456b] P26Ll5 P099L07 P266L09 

遊歩 [ 457a] P26Ll5 P099L07 P266L09 

二w無所拘擬 P26Ll5 P099L07 P266L09 

9~Lffl智慧衆道之要 [ 457aJ P26Ll5 P099L07 P266L09 

執持綱維H自然分開l [ 457a] P27LOl P099L08 P266LlO 

Im~五趣 [457a] P27LOl P099L08 P266LlO 

}支未度者 [457a] P27LOl PIOOLOl P266LlO 

決正生死 [ 457a] P27LOl PIOOLOl P266Lll 

泥沼之道弥勅当知汝従無数ガJ来修千年}袋行欲度 P27LOl PI00LOl P266Lll 

衆生

民己久遠 [457bJ P27L02 PIOOL02 P266Ll2 

従汝得道 [457bJ P27L02 PI00L03 P266Ll3 

コE子泥沼不可称数 P27L02 PI00L03 P266Ll3 

汝及卜方 [457bJ P27L02 PI00L03 P266Ll3 

諸天人民一切四衆永劫己来展転五道 P27L02 P100L04 P266Ll3 

憂畏IJiIJき [ 457bJ P27L03 PI00L04 P266Ll4 

不uJ具百乃至今世生死司、絶与仏相11直聴受経法 P27L03 PIOOL05 P266Ll4 

文i袋料開無量寿仏
↑た哉甚善 [457bJ P27L04 PIOOL06 P266Ll6 

百助問喜 [458aJ P27L04 PIOOL07 P266Ll6 

汝今 [458a] P27L04 PI00L07 P267LOl 

亦IJJ白厭 P27L04 PIOOL07 P267LOl 
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生死老病痛d [458a] P27L04 PIOOL07 P267LOl 
悪露イミ浄 [458a] P27L04 PIOOL08 P267LOl 
J!!~ 可楽者 P27L04 PIOOL08 P267LOl 
宜自決断 [458b] P27L04 PIOOL08 P267L02 
端身JF.行 [458b] P27L04 PIOOL08 P267L02 
4在作諸J専 P27L04 PIOOL08 P267L02 

修己tZ4体 [458b] P27L05 PIOILOl P267L03 
洗除J心垢 P27L05 PIOILOl P267L03 
，-~' lT忠f.î [459a] P27L05 PlOILOl P267L03 
ぷ裏相応 P27L05 PIOILOl P267L03 
人能自度 [459a] P27L05 PIOIL02 P267L04 
'1伝相伝済 [459b] P27L05 PIOIL02 P267L04 

判明ぇ!神d P27L05 PIOIL02 P267L04 

fl'l~善本 [459b] P27L05 PlOIL02 P267L04 
出It.1せ勤J奇 [459b] P27L05 PIOIL03 P267L05 
~f~ oR! [460a] P27L06 PIOIL03 P267L05 
と1111i長生1't~t止寿仏同快楽無極 P27L06 PIOIL03 P267L05 
長')道徳介lリJ [460a] P27L06 PIOIL04 P267L06 

永抜'-t.先祖H二 [460a] P27L06 PIOlL04 P267L06 
無i製食7怠f必痴 P27L06 PIOIL04 P267L06 
苦悩之忠 [460a] P27L06 PIOIL05 P267L07 
欲ァl千 [460a] P27L07 PIOIL05 P267L07 
-1J)I'IlゴJ [460a] P27L07 PIOIL05 P267L07 
千万m劫白布随意符II}得之 P27L07 PIOIL05 P267L07 
;fAA為Li?!.¥ [460b] P27L07 PIOIL06 P267L08 
次於Vti亘之迫汝等'立各精進ボ，心所願責任得 P27L07 PIOIL06 P267L08 

疑惑ιl'悔 [460b] P27L08 PIOIL07 P267L09 
白為 P27L08 PIOIL08 P267L09 
過主当 [461a] P27L08 PIOIL08 P267L09 
生彼辺地 [461a] P27L08 PIOIL08 P267LlO 
仁セ宵開i [461b] P27L08 PIOIL08 P267LlO 
丘百歳 [ 461b] P27L08 PIOIL08 P267LlO 

P27L08 PI02LOl P267LlO 
受諸厄 [461b] P27L08 PI02LOl P267LlO 
也';:F~jJ É:1仏丙 P27L08 PI02LOl P267Lll 
受仏 [462b] P27L08 PI02LOl P267Lll 
ID:~毎専M修学~n教本行 P27L09 PI02LOl P267Lll 
不敢有縦 [463a] P27L09 PI02L02 P267Ll2 
{ム(川本初j [463b] P27LlO PI02L03 P267Ll3 
i女写能於此IIt P27LlO PI02L03 P267Ll3 
端心 l F.l~: [464b] P27LlO PI02L03 P267Ll3 
不作 P27LlO PI02L03 P267Ll4 
衆:Il' [464b] P27LlO PI02L03 P267Ll3 
甚l.j P27LlO PI02L04 P267Ll4 
至~tt [464b] P27LlO PI02L04 P267Ll4 
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十方世界 [465a] P27LlO PI02L04 P267Ll4 

ll~無倫匹所以者何 P27LlO PI02L04 P267Ll4 

諸仏国土 [465a] P27LlO PI02L05 P267Ll4 

天人之類 P27Lll PI02L05 P267Ll5 

自然作普 [465a] P27Lll PI02L05 P267Ll5 

イミ大為悪 [465a] P27Lll PI02L05 P267Ll5 

易可|刻化 [465a] P27Lll PI02L05 P267Ll5 

今孜 P27Lll PI02L06 P267Ll5 

於此世間 [465a] P27Lll PI02L06 P267Ll6 

作仏処於五怒五痛尺燐之中 P27Lll PI02L06 P267Ll6 

為1I~期l苦 [465b] P27Lll PI02L07 P267Ll6 

教化群生 P27Ll2 PI02L07 P268LOl 

令拾五悪令去五痛令離五焼 [465b] P27Ll2 PI02L07 P268LOl 

降化其意 [465b] P27Ll2 PI02L08 P268L02 

令持五善 [465b] P27Ll2 PI02L08 P268L02 

鍍J:t;福徳 [465b] P27Ll2 PI02L08 P268L02 

!度l1t [466a] P27Ll2 PI03LOl P268L02 

長寿泥j宣之道仏口何等五悪何等五痛何等五燐 P27Ll2 PI03LOl P268L02 

何等

消化五惑 [466a] P27Ll3 PI03L02 P268L04 

令持五善獲其福徳)Jt世長寿泥i日之道 P27Ll3 PI03L02 P268L04 

仏百其ー怒者 [466b] P27Ll4 PI03L04 P268L06 

諸天人民熔動之頬 [467b] P27Ll4 PI03L04 P268L06 

欲為衆惑 [467b] P27Ll4 P103L04 P268L06 

~不皆然 P27Ll4 P103L05 P268L07 

強者伏弱 [467b] P27Ll4 PI03L05 P268L07 

転相魁l!世 [ 467b] P27Ll4 PI03L05 P268L07 

残害殺要文 [467b] P27Ll4 PI03L05 P268L07 

迭相呑日墜 [467b] P27Ll4 PI03L06 P268L08 

イミ知修善 P27Ll5 PI03L06 P268L08 

見主逆費!¥道 [46九] P27L15 P103L06 P268L08 

後受R央部 [468a] P27L15 PI03L06 P268L08 

自然趣向 [468a] P27Ll5 PI03L06 P268L09 

神191記識 [468a] P27Ll5 PI03L07 P268L09 

犯者不赦 [470a] P27Ll5 PI03L07 P268L09 

放イf [470a] P27Ll5 PI03L07 P268L09 

貧窮 F賎 [470a] P27Ll5 PI03L07 P268L09 

乞勾 [470b] P27Ll5 P103L08 P268L10 

孤独 [470b] P27Ll5 PI03L08 P268LlO 

銀行 [470b] P27Ll5 PI03L08 P268LlO 

1苛療 [470b] P28LOl PI03L08 P268LlO 

!i!!I痴 P28LOl PI03L08 P268LlO 

弊悪 [470b] P28LOl PI03L08 P268LlO 

至イ可 [470b] P28LOl PI03L08 P268LlO 

}江狂 [470b] P28LOl PI03L08 P268LlO 
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不逮 :1 [471a] P28LOl P103L08 P268L10 
之k~ P28LOl PI04LOl P268L10 

文干ftt:l!J: [ 471a] P28LOl PI04LOl P268L11 

[尊1'.t]豪首 [471a] P28LOl PI04LOl P268L11 

高才l別途皆由宿世 P28LOl PI04LOl P268L11 

慈q: [ 471a] P28LOl PI04L02 P268Lll 

修持 [471a] P28LOl PI04L02 P268L11 

積徳所致 P28LOl PI04L02 P268L11 

世千fl;n益 [471a] P28L02 PI04L02 P268L12 

王法 P28L02 PI04L02 P268L12 

牢獄 [471a] P28L02 PI04L02 P268L12 

不肯良似為悪 P28L02 PI04L02 P268L12 

人罪 [ 471b] P28L02 PI04L03 P268L13 

受其娯:調求望解JI見知t得免出世間有此目前見'fC P28L02 PI04L03 P268L13 

7、子終後世 [471b] P28L03 PI04L04 P268L14 

k.深尤}事l [471b] P28L03 PI04L04 P268L14 

人其幽冥 P28L03 PI04L05 P268L15 

'I!i'セ受身 [471b] P28L03 PI04L05 P268L15 

野知l [471b] P28L03 P104L05 P268L15 

+.法痛苦紙JflJ P28L03 PI04L05 P268L15 

放イ3自然 [471b] P28L03 P104L06 P268L16 
-'.~舎無量白悩 P28L03 PI04L06 P268L16 

転f"/Jt.:身 [471b] P28L03 PI04L06 P268L16 

改}杉易道 [472a] P28L04 PI04L06 P268L16 

所受舟命 P28L04 PI04L07 P268L16 

或長或短 [472a] P28L04 PI04L07 P269LOl 

魂や11M識 [472a] P28L04 PI04L07 P269LOl 

自然必之 P28L04 PI04L07 P269LOl 

当初!fl!'t:rlョl [472b] P28L04 PI04L08 P269LOl 

相従共生更相報復無有絶己F央悪未尽 P28L04 PI04L08 P269L02 

不得相離 [472b] P28L05 PI05LOl P269L03 

展転J4; II~ [472b] P28L05 P105LOl P269L03 

無有出}別難得解脱痛不可百 P28L05 PI05LOl P269L04 

天地 [473a] P28L05 PI05L02 P269L04 

之間 P28L05 PI05L02 P269L04 

自然有hl μ73aJ P28L05 PI05L02 P269L04 

民~IÊ不即時 P28L05 PI05L02 P269L05 

字暴 [473a] P28L06 PI05L03 P269L05 

応至 P28L06 PI05L03 P269L05 

'Ilf怒之道 [473a] P28L06 PI05L03 P269L05 
4五0..工、tF! P28L06 PI05L03 P269L05 

帰之 [473a] P28L06 PI05L03 P269L05 

定為一大忠一痛ー焼 P28L06 PI05L03 P269L06 

切J [ 473a] P28L06 PI05L04 P269L06 

山!f ~[1是 P28L06 PI05L04 P269L06 
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E予知l [473a] P28L06 PI05L04 P269L06 
大火 [473a] P28L06 PI05L04 P269L07 
焚焼人身 P28L06 PI05L04 P269L07 
人能於中 [473a] P28L06 PI05L05 P269L07 
一心 P28L07 PI05L05 P269L07 
制意 [473a] P28L07 P105L05 P269L07 
端身JE行 [473a] P28L07 PI05L05 P269L08 
独作 [473a] P28L07 PI05L05 P269L08 
諸善 [473b] P28L07 PI05L05 P269L08 
不為衆怒、 [ 473b] P28L07 PI05L05 P269L08 
者身J!1リ~I脳箆H P28L07 PI05L06 P269L08 
福徳、 [ 473b] P28L07 PI05L06 P269L09 
度Ilt [ 473b] P28L07 PI05L06 P269L09 
上天 [473b] P28L07 PI05L06 P269L09 
泥iTI之道是為一大善也 P28L07 PI05L06 P269L09 
仏五五対;=m¥ [473b] P28L09 PI05L08 P269LlO 
世間人民 P28L09 PI05L08 P269LlO 
父子兄弟宝家夫婦 [473b] P28L09 PI05L08 P269LlO 
者|ゆ!¥義理不11償法度 [474a] P28L09 PI06LOl P269LlO 
干干i'E [474a] P28L09 PI06LOl P269Lll 
怖縦 [474a] P28L09 PI06LOl P269Lll 
各欲↑夫意 P28L09 PI06LOl P269Lll 
tfJ心 [474a] P28L09 PI06L02 P269Lll 
l士l恋更相欺惑 P28L09 PI06L02 P269Ll2 
心LI各呉昌念無実 [474a] P28LlO PI06L02 P269Ll2 
IIXJfr不J宏、 [474a] P28LlO PI06L02 P269Ll3 
より口訣矧 [474b] P28LlO PI06L03 P269Ll3 
嫉賢 [474b] P28LlO PI06L03 P269Ll3 
誘普 P28LlO PI06L03 P269Ll3 
陥入怨H [474b] P28LlO PI06L03 P269Ll3 
主上不lリ1 [475a] P28LlO PI06L03 P269Ll4 
任丹If::>ド [475a] P28LlO PI06L04 P269Ll4 
臣下(I{E P28Lll PI06L03 P269Ll3 
機偽多端 [475a] P28Lll PI06L04 P269Ll4 
践度能行 [475a] P28Lll PI06L04 P269Ll5 
知共形勢 [ 475a] P28Lll PI06L05 P269Ll5 
在位不IE [475b] P28Lll P106L05 P269Ll5 
為Jt所}炊 P28Lll P106L05 P269Ll5 
妄tw.¥.t良不当天心 [475b] P28Lll PI06L05 P269Ll6 
匝j欽n有 [475b] P28Lll PI06L06 P269Ll6 
子!炊Jt父兄弟犬婦 P28Ll2 PI06L06 P269Ll6 
巾外 [ 475bJ P28Ll2 PI06L06 P270LOl 
知!議 [476a] P28Ll2 PI06L07 P270LOl 
史相j炊説 [476a] P28Ll2 PI06L07 P270LOl 
各似合欲版元長!忠痴 [476a] P28Ll2 PI06L07 P270LOl 
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欲自j￥己 P28Ll2 PI06L07 P270L02 

欲食多有 [476a] P28Ll2 PI06L08 P270L02 

t事卑1::-"心倶同然 P28Ll2 PI06L08 P270L02 

般家亡身 [476a] P28Ll3 PI06L08 P270L03 

ィ、議i前後 [476a] P28Ll3 PI07LOl P270L03 

親属内外 [476a] P28Ll3 PI07LOl P270L03 

坐之 [476a] P28Ll3 P107LOl P270L04 

I削減 P28Ll3 PI07LOl P270L04 
己，)ZII寺 [476a] P28Ll3 PI07LOl P270L04 
筆家知識 [476a] P28Ll3 PI07LOl P270L04 

郷党rl11M [476a] P28Ll3 PI07L02 P270L04 

!&民 [476b] P28Ll3 P107L02 P270L04 

野人 [476b] P28Ll3 P107L02 P270L04 

転J~従事 [476b] P28Ll3 PI07L02 P270L04 

吏判i利害 [476b] P28Ll3 PI07L02 P270L05 

:J:hl(;怨結 P28Ll4 PI07L03 P270L05 

富干T↑樫↑首 [476b] P28Ll4 PI07L03 P270L05 

不自施与 [476b] P28Ll4 PI07L03 P270L05 

愛宝食重 [476b] P28Ll4 P107L03 P270L06 

心うけ身背 [476b] P28Ll4 PI07し04 P270L06 

~1J:Ji [476b] P28Ll4 PI07L04 P270L06 

-f克 [476b] P28Ll4 PI07L04 P270L06 

11¥¥所持↑，'i [476b] P28Ll4 PI07L04 P270L07 

~9l来~~l去 P28Ll4 PI07L04 P270L07 

1!理一|泊荷 [477a] P28Ll4 PI07L04 P270L07 

iYf-悪綱福追命所生 [477a] P28Ll5 PI07L05 P270L07 

μ，lZJr.楽処 P28Ll5 PI07L05 P270L08 

日見人7あ与 [477a] P28Ll5 PI07L05 P270L08 

W¥i去)]1悔 [477a] P28Ll5 P107L06 P270L08 

、''r1袋何及 P28Ll5 PI07L06 P270L09 

WlI¥l人民 [477a] P28Ll5 PI07L06 P270L09 

心強少智 [477a] P28Ll5 PI07L06 P270L09 

見千存憎誘 [477a] P28Ll5 PI07L07 P270LlO 

不!必然及 P29LOl PI07L07 P270LlO 

11 日誌;為!lli [477b] P29LOl PI07L07 P270LlO 

妄作jド法 P29LOl PI07L07 P270LlO 

;常tlJi益J心 [477b] P29LOl PI07L08 P270Lll 
A師ft也他利 P29LOl PI07L08 P270Lll 

消i枚燦尽 [ 477b] P29LOl PI07L08 P270Lll 

而i夏ボ索 [477b] P29LOl PI07L08 P270Ll2 

庁15，心不正↑出人有色 [477b] P29LOl PI07L08 P270Ll2 

不子!出日十 [ 477b] P29L02 PI08LOl P270Ll2 

事至/う悔今111:現有王法牢獄随罪趣向 P29L02 PI08LOl P270Ll3 

受其9~出 [478a] P29L02 P108L02 P270Ll4 

11¥1其前世 [478a] P29L02 PI08L02 P270Ll4 
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不信道徳不修善本今復為悪 P29L02 PI08L03 P270Ll4 
天神 [478a] P29L03 PI08L03 P270Ll5 
魁識 [478a] P29L03 PI08L03 P270Ll5 
別其名籍 [478a] P29L03 PI08L04 P270Ll5 
寿終有lJ逝下入悪道故有自然二塗無量苦悩展転 P29L03 PI08L04 P270Ll5 
其中世世累劫無有Hl期難得解脱痛不可言是為

二大悪二痛二焼却J苦如是響如大火焚焼人身人

能於中--c，，*IJ意端身正行
~1t作諸善 [478a] P29L05 PI08L08 P271L03 

不為衆悪者身独度!民獲其福徳度|立七天泥湿之 P29L05 PI08L08 P271L04 
道是為二大善也

仏国其二悪者 [478a] P29L07 PI09L03 P271L06 

世間人民 P29L07 P109L03 P271L06 

相因寄生 [478b] P29L07 P109L03 P271L06 

共居 P29L07 PI09L03 P271L06 

天地之間 [479a] P29L07 PI09L03 P271L06 

処年寿命無能幾何 [479a] P29L07 PI09L04 P271L07 

上有 [479a] P29L07 PI09L04 P271L07 

賢明 [479a] P29L07 P109L04 P271L07 
長者 [479a] P29L07 PI09L04 P271L07 
尊貨 [479b] P29L07 PI09L05 P271L07 

豪富 [479b] P29L07 PI09L05 P271L07 

下有 P29L08 PI09L05 P271L08 

貧窮 [479b] P29L08 PI09L05 P271L08 

!照賎 [479b] P29L08 PI09L05 P271L08 
j邑劣 [479b] P29L08 PI09L05 P271L08 
!~夫 [479b] P29L08 PI09L05 P271L08 

中有不善之人 [479b] P29L08 PI09L05 P271L08 

常懐邪悪 [480a] P29L08 PI09L06 P271L08 

但念淫鉄 [480a] P29L08 P109L06 P271L09 

煩満胸中 [480a] P29L08 PI09L06 P271L09 
愛欲 P29L08 PI09L06 P271L09 

交乱 [480a] P29L08 PI09L07 P271L09 

坐起不安 P29L08 PI09L07 P271L09 

食意守惜 [480a] P29L09 PI09L07 P271L09 

但欲 P29L09 PI09L07 P271LlO 
唐得 [480a] P29L09 PI09L07 P271LlO 
HiIj峡細色 [480b] P29L09 PI09L07 P271LlO 
邪態 [480b] P29L09 PI09L08 P271LlO 
外逸 [480b] P29L09 PI09L08 P271LlO 
自妻厭憎 P29L09 PI09L08 P271LlO 
私妄入出 [480b] P29L09 PI09L08 P271Lll 
資損家財 [ 481a] P29L09 PI09L08 P271Lll 

事為非法 [481a] P29L09 PllOLOl P271Lll 

交結束会 [481b] P29L09 PllOLOl P271Lll 
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興(:市 [481b] P29LlO PllOLOl P271Ll2 

相|伐 P29LlO PllOLOl P271Ll2 

攻劫 [481b] P29LlO PllOLOl P271Ll2 

殺数 [482a] P29LlO PllOLOl P271Ll2 

強奪 [482a] P29LlO PllOLOl P271Ll2 

不巡 [482a] P29LlO PllOL02 P271Ll2 

忠心在外 [482a] P29LlO PllOL02 P271Ll2 

イミ自修業 [482a] P29LlO PllOL02 P271Ll3 

首1窃腿得 P29LlO PllOL02 P271Ll3 

欲繋成事 [482a] P29LlO PllOL02 P271Ll3 

恐、熱迫情 [482b] P29LlO PllOL03 P271Ll3 

帰給1.t子 [482b] P29LlO PllOL03 P271Ll4 

えさ、心快意 [482b] P29Lll PllOL03 P271Ll4 

極身作楽 [483a] P29Lll PllOL03 P271Ll4 

或於$Ji属 [483a] P29Lll PllOL04 P271Ll4 

不避 P29Lll PllOL04 P271Ll5 

尊卑 [483a] P29Lll PllOL04 P271Ll5 

家室中外忠而苦之 P29Lll PllOL04 P271Ll5 

亦復不良 [483a] P29Lll PllOL05 P271Ll5 

lミ法禁令如是之恵、 P29Lll PllOL05 P271Ll5 

皆於人鬼 [483b] P29Lll PllOL05 P271Ll6 

FI J=I!!H見神明記識 [483b] P29Ll2 PllOL05 P271Ll6 

故有自然二塗無量苦悩展転其中世間累劫1!~有 P29Ll2 PllOL06 P272LOl 

出期難得解脱繍不可言是為三大慈三市l)i三焼Ifi}J

苫如是岱如大火焚焼人身人能於中

心帝l民主 [483b] P29Ll3 PlllLOl P272L04 

端i身JEh P29Ll3 PlllLOl P272L04 

1~l作諸持 [483b] P29Ll4 PlllL02 P272L04 

イ4為衆J忠者身犯!度脱獲其福徳1度1仕上天泥湿之 P29Ll4 PlllL02 P272L05 

道是為三大善也

仏品其四;Ei [483b] P29Ll5 PlllL04 P272L07 

11t間人民不念修善 P29Ll5 PlllL04 P272L07 

転制教令 [484a] P29Ll5 PlllL04 P272L07 

共l.j!!健史1 P29Ll5 PIllL05 P272L08 

両市 [484a] P29Ll5 PlllL05 P272L08 

恕日 [484a] P29Ll5 PlllL05 P272L08 

妄昂 [484a] P29Ll5 PlllL05 P272L08 

続話 [484b] P29Ll5 PlllL05 P272L08 

謝1世 [485a] P29Ll5 PlllL05 P272L08 

闘乱憎嫉普人敗壊 P29Ll5 PIllL05 P272L08 

賢明 [485a] P30LOl PlllL06 P272L09 

於傍快喜 [485a] P30LOl PlllL06 P272L09 

不孝一親 [485aJ P30LOl PlllL06 P272L09 

唱倒漫 P30LOl PlllL06 P272LlO 

師長 [485b] P30LOl PlllL07 P272L09 
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朋友無信 [485b] P30LOl PlllL07 P272LlO 
刻F得誠実 P30LOl PlllL07 P272LlO 
尊1'l: ~1大 [485b] P30LOl PlllL07 P272LlO 
謂己街道 P30LOl PlllL07 P272LlO 
横行威勢 [485b] P30LOl PlllL08 P272Lll 
侵易 [485b] P30L02 PlllL08 P272Lll 
於人 P30L02 PlllL08 P272Lll 
不能自知 [485b] P30L02 PlllL08 P272Lll 
為!11H照恥 [486a] P30L02 PIllL08 P272Lll 
白以強{建 [486al P30L02 P1l2LOl P272Ll2 
欲人 P30し02 P1l2LOl P272Ll2 
1抜剣I [486a] P30L02 P1l2LOl P272Ll2 
不良天地神明日川 P30L02 P1l2LOl P272Ll2 
不行作普 [486a] P30L02 Pll2L02 P272Ll3 
難可降fヒ [486a] P30L02 P1l2L02 P272Ll3 
内111 P30L02 P1l2L02 P272Ll3 
!医健 [486a] P30L03 P1l2L02 P272Ll3 
ぷ!可常爾 [486a] P30L03 P1l2L02 P272Ll3 
~!\所憂↑樫常懐 P30L03 P1l2L02 P272Ll4 
↑前慢 [486a] P30L03 P1l2L03 P272Ll4 
k日是衆悪天神記識 P30L03 Pll2L03 P272Ll4 
頼其前世頗作福徳 [486b] P30L03 P1l2L03 P272Ll5 
小普a扶J宴 [486b] P30L03 P1l2L04 P272Ll5 
営議助之今世為恕制役u手滅諸j専鬼有11 P30L03 P1l2L04 P272Ll5 
各共離之 [487a] P30L04 P1l2L05 P272Ll6 
身1~佐立 [487a] P30L04 P1l2L05 P273LOl 
無所復1衣寿命終尽Jr.怒 P30L04 P1l2L06 P273LOl 
所伝1 [487a] P30L04 P1l2L06 P273L02 
自然 P30L04 P1l2L06 P273L02 
迫似 [487a] P30L05 P1l2L06 P273L02 
共占包 [487a] P30L05 P1l2L06 P273L02 
頓κと [487a] P30L05 P1l2L07 P273L02 
又CU名籍 P30L05 P1l2L07 P273L02 
記在神明 [487a] P30L05 P1l2L07 P273L02 
Y;J~1今牽引当往趣向罪報自然 P30L05 P1l2L07 P273L03 
!!!¥従姶離{日待前h [487a] P30L05 P1l2L08 P273L03 
人於 P30L05 P1l2L08 P273L04 
火鑓 [487a] P30L05 P1l2L08 P273L04 
身心催砕精神痛告当斯之時悔復{吋及 P30L06 P1l3LOl P273L04 
天道 [487a] P30L06 P1l3L02 P273L05 
自然不得 P30L06 P1l3L02 P273L05 
E差以 [487b] P30L06 P1l3L02 P273L05 
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故イ!自然ニ権無量苦悩展転其'1'1止世累tJJ無有 P30L06 P1l3L02 P273L06 
出期l難得解脱痛不可言是為四大慈凶痛凶燐iJ)
?青白日是警如l大火焚焼人身人能於中一心制意端

身lE行

独作諸善 [487b] P30L08 P1l3L06 P273L09 
不為衆怒者身19!度月見獲其福徳、1度111上天泥沼之 P30L08 P1l3L06 P273LlO 
道是為四大善也

仏百其五悪者 [487b] P30LlO P1l3L08 P273L12 
世間人民 P30L10 P1l3L08 P273L12 
従侍t解官官 [489a] P30L10 P1l3L08 P273Ll2 
不肯作善 P30LlO P1l3L08 P273Ll2 
治身修業 [489a] P30LlO P1l4LOl P273Ll3 
家室谷属 P30L10 P1l4LOl P273Ll3 
飢.~困-?T [489a] P30LlO P1l4LOl P273Ll3 
父母教議 [489b] P30LlO P1l4LOl P273L13 
眼目 P30L10 P1l4L02 P273Ll3 
悠j鐸 [ 489b] P30LlO P1l4L02 P273Ll4 
「オ令不平[肱戻反逆 [489b] P30L11 P1l4L02 P273L14 
持知1怨家イミ~Il無子 P30L11 P1l4L02 P273Ll4 
取り無節 [489b] P30Lll P114L03 P273L15 
衆共唐厭 [490a] P30Lll P114L03 P273L15 
負恩遠義 [490a] P30Lll P114L03 P273Ll5 
J!!¥イ三l報償之心 [490a] P30Lll P1l4L03 P273L16 
貧窮困乏 P30L11 P1l4L04 P273L16 
不能復得 [490a] P30L12 P1l4L04 P273L16 
事i~効従奪 [490a] P30L12 P114L04 P273L16 
放ぞ3笠散 [490b] P30L12 P114L04 P274LOl 
中数腐得 [490b] P30L12 P1l4L05 P274LOl 
用臼!l長給 [490b] P30L12 P1l4L05 P274LOl 
耽i酉11台美飲食I!!U支 [490b] P30L12 P114L05 P274LOl 
[飲食7限度] [490b] P30L12 P114L05 P274L02 
照心幼逸 [491a] P30L12 P114L06 P274L02 
魯庖紙突 [491a] P30Ll2 P114L06 P274L02 
不識人的 P30Ll3 P114L06 P274L02 
強欲抑制 [491b] P30L13 P1l4L06 P274L03 
兄人有普憎嫉懇之 [491b] P30L13 P114L07 P274L03 
1~\義無礼 [491b] P30Ll3 P1l4L07 P274L03 
負担所顧機 [492a] P30Ll3 P1l4L07 P274L04 
il用職当 [492a] P30Ll3 P114L08 P274L04 
不可諌晩 [492a] P30Ll3 P114L08 P274L04 
六規省属 [492a] P30Ll3 P1l4L08 P274L04 
所資有無 [492a] P30L14 P1l4L08 P274L05 
不能憂念 [492a] P30L14 P1l4L08 P274L05 
不惟父母之恩不存師友之義 P30L14 P1l5LOl P274L05 
心常念悪 [492b] P30Ll4 P1l5LOl P274L06 
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rl常言惑身常行悪 P30Ll4 P1l5L02 P274L06 

曾無ー普 [ 492b] P30Ll4 P1l5L02 P274L06 

不信先聖 [492b] P30Ll5 P1l5L02 P274L07 

諸仏経法不信行道日J得度世 P30Ll5 P1l5L03 P274L07 

不信死後神明更生 [492b] P30Ll5 P1l5L03 P274L08 

不信 P30Ll5 P1l5L04 P274L09 

作善得持為怒得悪 [493a] P30Ll5 P1l5L04 P274L08 

欲殺真人 [493a] P30Ll5 P1l5L04 P274L09 

闘乱衆1\'1~管父母兄弟谷属六親 P31LOl P1l5L05 P274L09 

憎悪 [493b] P31LOl P1l5L05 P274LlO 

願令其死 [493b] P31LOl Pl15L06 P274LlO 

k日是世人 [494a] P31LOl P1l5L06 P274LlO 

心意倶然 [494a] P31LOl P1l5L06 P274Lll 

愚痴隊I沫 [494a] P31LOl P1l5L06 P274Lll 

而自以智怨 [494a] P31LOl P1l5L06 P274Lll 

不安fl'tJiJi.従来死所趣向 [494a] P31L02 P1l5L07 P274Lll 

不仁不)1領 [494b] P31L02 P1l5L07 P274Ll2 

悪逆天地 [494b] P31L02 P1l5L08 P274Ll2 

而於共中 [494b] P31L02 P1l5L08 P274Ll2 

↑希望僚倖 [494b] P31L02 P1l5L08 P274Ll3 

欲求長生 [495a] P31L02 P1l5L08 P274Ll3 

会当帰死 P31L02 P1l6LOl P274Ll3 

;答心教誇 [495a] P31L02 P1l6LOl P274Ll4 

令其念普開示生死帯感之趣自然有是而イミ宵信 P31L03 P1l6LOl P274Ll4 

之苫心与語無益其人

心中閉塞 [495a] P31L03 P1l6L03 P274Ll6 

意不閥解 P31L03 P1l6L03 P274Ll6 

大命将終 [495a] P31L04 P1l6L03 P274Ll6 

悔憾交.:f [495b] P31L04 P1l6L03 P275LOl 

イく予 [495b] P31L04 P1l6L04 P275LOl 

修善 P31L04 P1l6L04 P275LOl 

臨窮 [495b] P31L04 P1l6L04 P275LOl 

方悔恨之於後将何及乎 P31L04 P1l6L04 P275LOl 

天地之問 [495b] P31L04 P1l6L05 P275L02 

五道分l明 P31L04 P1l6L05 P275L02 

恢廓訪i*浩浩ielI [495b] P31L04 P1l6L05 P275L02 

普J思制1，I5 [495b] P31L05 P1l6L06 P275L03 

禍福相!，p; [495b] P31L05 P1l6L06 P275L03 

身円 P31L05 P1l6L06 P275L03 

当之 [496a] P31L05 P1l6L06 P275L03 

無誰代者 P31L05 P1l6L06 P275L03 

数之 [496a] P31L05 P1l6L06 P275L04 

自然 P31L05 P1l6L07 P275L04 

応}1;所行 [496al P31L05 P1l6L07 P275L04 

空央七会 P31L05 P1l6L07 P275L04 
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A、flITii [496aJ P31L05 P1l6L07 P275L04 
11提供}縦J舎 P31L05 P1l6L07 P275L04 
善人行善 [496a] P31L06 P1l6L07 P275L05 
従楽入楽従明人明 P31L06 P1l6L08 P275L05 
悪人行怒 [496aJ P31L06 P1l6L08 P275L05 
従背入 J守従'~$入冥 P31L06 P1l6L08 P275L06 
誰能知行 [496bJ P31L06 P1l7LOl P275L06 
独仏知III P31L06 P1l7LOl P275L06 
教語開;]ミ [496b] P31L06 P1l7LOl P275L07 
信用者少 [496b] P31L07 P1l7L02 P275L07 
生死不休怒道イt絶 P31L07 P1l7L02 P275L07 
k日是世人 [496bJ P31L07 P1l7L02 P275L08 
聖位可具尽 [496bJ P31L07 P1l7L02 P275L08 
放有自然」二塗 [496bJ P31L07 P1l7L03 P275L08 
無量苦悩!反転J.t'1'1立世累劫11民有出期雑得解11見 P31L07 P1l7L03 P275L09 
痛不可言是為五大恕五痛五焼却j苦虫日是響 ~II大
火焚焼人身人能於中一心伽l意端身正念
F.~行相品1) [496bJ P31L09 P1l7L06 P275Ll2 
所作至誠所諮如58d心u不'Iiえ P31L09 P1l7L07 P275Ll2 
1yt作諸善 [496bJ P31L09 P1l7L07 P275Ll3 
イミ為衆悪者身~1t度 JJ見獲其福M.\度世上天泥沼之 P31L09 P1l7L08 P275Ll3 
道是為五大善也

仏告弥物 [496b] P31Lll P1l8L02 P275Ll5 
吾話汝等:lE世五惑勤苦若此五1前五焼 P31Lll P1l8L02 P275Ll5 
)反転相生 [497aJ P31Lll P1l8L03 P275Ll6 
伯作衆:Il¥不修善本 P31Lll P1l8L03 P275Ll6 
情悉白然入諸悪飽 [497aJ P31Lll P1l8L03 P276LOl 
或其今世 [ 497a] P31Ll2 P1l8L04 P276LOl 
先被熱病 [497a] P31Ll2 P1l8L04 P276LOl 
求死不得ボ升k不得 P31Ll2 P1l8L04 P276L02 
罪悪所m [ 497a] P31Ll2 P1l8L05 P276L02 
示衆見之 [497a] P31Ll2 P1l8L05 P276L02 
身死随行 [ 497b] P31Ll2 P1l8L05 P276L03 
人二悪道 P31Ll2 P1l8L06 P276L03 
苦毒 [497b] P31Ll2 P1l8L06 P276L03 
無量自相 P31Ll3 P1l8L06 P276L03 
樵然 [497b] P31Ll3 P1l8L06 P276L03 
至其久後 [497b] P31Ll3 P1l8L06 P276L04 
共作?8結 [ 497bJ P31Ll3 P1l8L06 P276L04 
従小微起 [498aJ P31Ll3 P1l8L07 P276L04 
遂成大悪 [498aJ P31Ll3 P1l8L07 P276L04 
十T由食著 [498aJ P31Ll3 P1l8L07 P276L05 
Uf色 [498a} P31Ll3 P1l8L07 P276L05 
ィ、能胞恵 P31Ll3 P1l8L08 P276L05 
掬欲所迫 [498a} P31Ll3 P1l8L08 P276L05 
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随心思怨l [498bJ P31Ll4 P1l8L08 P276L06 

煩悩結縛 P31Ll4 P1l8L08 P276L06 

無イ丁解己 [498bJ P31Ll4 P1l8L08 P276L06 

月己誇利無所省鉛 [498b) P31Ll4 P1l9L01 P276L07 

百m栄華 [498b) P31Ll4 P1l9L01 P276L07 

当11寺快意 P31Ll4 P1l9L01 P276L07 

不能忍辱 [499aJ P31Ll4 P1l9L02 P276L07 

不務修善 [499aJ P31Ll4 P1l9L02 P276L08 

威勢無幾 [499a) P31Ll4 P1l9L02 P276L08 

[食1寄1!1色] [499a) P31Ll3 P1l8L07 P276L05 

随以i発滅 P31し15 P1l9L02 P276L08 

身λ!と労苦 [499aJ P31Ll5 P1l9L03 P276L09 

久i表大風l [499aJ P31Ll5 P1l9L03 P276L09 

天道施リ長 [499bJ P31Ll5 P1l9L03 P276L09 

(1然糾挙 [4ωbJ P31Ll5 P1l9L03 P276L09 

綱紀r<<~網上下相応 [4ωb) P31Ll5 P1l9L04 P276LlO 

守宅後f公松 [500a) P31Ll5 P1l9L04 P276LlO 

、'i入Jt中 [500a) P31Ll5 P1l9L04 P276LlO 

，II今イc，是痛哉可傷 [500a) P32L01 P1l9L04 P276Ll1 

仏祈引J;~1J世間企口走 P32LOl P1l9L05 P276Ll1 

仏符哀之 il [500bJ P32L01 P1l9L05 P276Ll2 
以威争11力 P32L01 P1l9L06 P276Ll2 

抑制成衆悪 [500bJ P32L01 P1l9U渇 P276Ll2 

悉令就善 P32L01 P1l9L06 P276Ll2 

乗tll所思 [500b) P32L01 P1l9L06 P276Ll3 

本持経戒受行 P32L02 P1l9L07 P276Ll3 

道法 [500bJ P32L02 P1l9L07 P276Ll3 

)!!~所遠失終得度 IltìJ~垣之道 P32L02 P1l9L07 P276Ll3 

仏百il;r.今 [500b) P32L02 P1l9L08 P276Ll4 

J/'i天人民及後世人 P32L02 P1l9L08 P276Ll4 

得仏経語 [500b) P32L02 P1l9L08 P276Ll5 

当喜!¥忠之 [500bJ P32L03 P120L01 P276Ll5 

能於其中端心iEh P32L03 P120L01 P276Ll5 

主上 [501aJ P32L03 P120L01 P276Ll6 

l.d'I年 P32L03 P120L02 P276Ll6 

ギ化 [501a) P32L03 P120L02 P276Ll6 

Jt I{ P32L03 P120L02 P276Ll6 

転判| [501aJ P32L03 P120L02 P276Ll6 

勅令 [501aJ P32L03 P120L02 P276Ll6 

作11端'1' [501aJ P32L03 P120L02 P277L01 

i年E包t政選ー [501aJ P32L03 P120L02 P277L01 

L怒n'i-愛 [501a) P32L03 P120L03 P277L01 

仏dli教誠無敢 P32L04 P120L03 P277L02 

曜Ijfl. ， [501b) P32L04 P120L03 P277L02 

、liボ度世 P32L04 P120L03 P277L02 
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抜断生死衆悪之本 [501b] P32L04 P120L04 P277L02 
"i離ニ塗無量憂畏苦痛之道 P32L04 P120L04 P277L04 
r!;，"!t於是 [502a] P32L04 P120L05 P277L03 
広ft!iM1本 [502a] P32L04 P120L05 P277L04 
布VNJfJJ恵、 [502a] P32L05 P120L05 P277L04 
勿犯道?実 [502a] P32L05 P120L05 P277L04 
忍、辱 [502a] P32L05 P120L06 P277L05 
精進心智志t P32L05 P120L06 P277L05 
転相教化 [502b] P32L05 P120L06 P277L05 
為従l立善 [502b] P32L05 P120L06 P277L05 
正心正意 [503a] P32L05 P120L07 P277L06 
斎戒n'i浄 [503a] P32L05 P120L07 P277L06 
一日一夜 P32L05 P120L07 P277L06 
勝!E1!!¥量寿国為汚l守成 [503a] P32L06 P120L07 P277L06 
所以者何彼仏[E[!-. P32L06 P120L08 P277L07 
無為自然 [503a] P32L06 P120L08 P277L07 
皆fl'l衆善 P32L06 P121LOl P277L08 
1!!¥も髪之悪 [503b] P32L06 P121LOl P277L08 
於此修善 [503b] P32L06 P121LOl P277L08 
卜11ト夜 [503b] P32L07 P121LOl P277L09 
11持於他方諸仏国土為善千歳所以者何 [503b] P32L07 P121L02 P277LlO 
('I3.)j仏凶為善者多為悪者少 [503b] P32L07 P121L03 P277LlO 
福徳|土|然無造悪之地 P32L07 P121L03 P277LlO 
IIffr此[1¥1多悪 [504a] P32L08 P121L04 P277Lll 
1!!¥イirl然 [504a] P32L08 P121L04 P277Lll 
j'j}JT奇 P32L08 P121L04 P277Ll2 
求討大 [504a] P32L08 P121L04 P277Ll2 
転判| P32L08 P121L05 P277Ll2 
欺紛 [504a] P32L08 P121L05 P277Ll2 
心労形困飲苫食干iエ [504a] P32L08 P121L05 P277Ll2 
k日是 P32L08 P121L05 P277Ll3 
息務 [504a] P32L08 P121L05 P277Ll3 
未嘗 P32L08 P121L05 P277Ll3 
19I，C}，、 [504a] P32L08 P121L06 P277Ll3 
吾哀y!;，等 [504a] P32L09 P121L06 P277Ll3 
天人之煩 P32L09 P121L06 P277Ll3 
?奇心 [504a] P32L09 P121L06 P277Ll4 
調1歳 [504a] P32L09 P121L06 P277Ll4 
教令修善 [504a] P32L09 P121L06 P277Ll4 
|泌総院l導 P32L09 P121L07 P277Ll4 
f受'j経法 [504a] P32L09 P121L07 P277Ll4 
民不;JXtFJ [504b] P32L09 P121L07 P277Ll5 
ff.な所願皆令得道 P32L09 P121L07 P277Ll5 
仏1'.庁遊履 [504b] P32LlO P121L08 P277Ll6 
[J1Il!2_J王緊 [504b] P32LlO P121L08 P277Ll6 
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際イミ蒙化 [505a] P32LlO P121L08 P277Ll6 

天下利]11頃 [505b] P32LlO P122L01 P277Ll6 

日Jl7，i明 [505b] P32LlO P122L01 P277Ll6 

風雨以時 [505b] P32LlO P122L01 P278L01 

災腕 [505b] P32LlO P122L01 P278L01 

不起 P32LlO P122L01 P278L01 

国竪民安 P32LlO P122L01 P278L01 

兵文無用 [505b] P32LlO P122L02 P278L01 

風雨以時 [506a] P32LlO P122L01 P278L01 

災!瓜 [506a] P32LlO P122LOl P278LOl 

兵文1n¥Jll [506a] P32LlO P122L02 P278し01

崇従l [507a] P32LlO P122L02 P278L02 

興仁 [507a] P32Ll1 P122L02 P278L02 

務修礼譲 [507a] P32Ll1 P122L02 P278L02 

仏国孜哀懲汝等諸天人民 P32Ll1 P122L02 P278L02 

甚於父母念子 [509a] P32Ll1 P122L03 P278L03 

今孜於此世1111作仏 P32Ll1 P122L03 P278L03 

降化 [509a] P32Lll P122L04 P278L04 

II.!ll¥iii除五痛絶滅五焼 P32Ll1 P122L04 P278L04 

以持攻#!; [509b] P32Ll2 P122L05 P278L05 

抜生yt之苦令 P32Ll2 P122L05 P278L05 

1位五~Ë( [509b] P32Ll2 P122L05 P278L05 

界無為之安 P32Ll2 P122L05 P278L05 

吾去出i走 [509b] P32Ll2 P122L06 P278L06 

緩道i斬減 [509b] P32Ll2 P122L06 P278L06 

人民前偽 P32Ll3 P122L06 P278L06 

i夏為衆悪 [509b] P32Ll3 P122L06 P278L06 

五焼五痛 P32Ll3 P122L07 P278L06 

還如前法 [509b] P32Ll3 P122L07 P278L07 

久後半記事l [509b] P32Ll3 P122L07 P278L07 

不可悉説 P32Ll3 P122L07 P278L07 

我{日為汝 [509b] P32し13 P122L08 P278L08 

略百之耳仏語弥粉目立等各普忠、之 P32Ll3 P122L08 P278L08 

転相教誠 [509b] P32Ll4 P123L01 P278L09 

如仏経法無得犯也於是弥勅菩防毒合常白百仏所 P32Ll4 P123L01 P278L09 

説

甚Jf [510a] P32Ll4 P123L02 P278Ll1 

世人 P32Ll4 P123L02 P278Ll1 

実関 [510a] P32Ll4 P123L02 P278Ll1 

如来将慈哀感悉令度脱 P32Ll4 P123L02 P278Ll1 

受仏司Í~毎 [510a] P32Ll5 P123L03 P278Ll2 

不敢逃失- P32Ll5 P123L03 P278Ll2 

仏告阿燦 [510a] P33L01 P123L04 P278Ll3 

il./.起 [510b] P33L01 P123L04 P278Ll3 

更整衣服合掌恭敬礼!!!OJJr仏 P33L01 P123L04 P278Ll3 
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卜方国土 [510b] P33L01 P123L05 P278L14 
諸仏如来常共称揚讃歎彼仏 P33L01 P123L05 P278L14 
無皆無擬 [510b] P33L01 P123L06 P278L15 
於J.t ~ijJ難起整衣!IR正身西而J，jI~敬合'挙五体投J也 P33L02 P123L06 P278L15 
礼無llt寿fム
白吾川将 [511a] P33L02 P123L07 P279L01 
願見彼仏 [511a] P33L02 P123L08 P279L01 
安楽1:fi1::1-.及諸菩薩声聞大衆説是語巳 P33L02 P123L08 P279L01 
即時 [511a] P33L03 P124L01 P279L02 
無量寿仏 P33L03 P124L01 P279L02 
放大光I~j [511a] P33L03 P124L01 P279L02 
普照一切諸仏世界 P33L03 P124L01 P279L03 
金剛岡山 [511a] P33L03 P124L02 P279L03 
須弥山王 P33L04 P124L02 P279L03 
大小諸山 [511a] P33L04 P124L02 P279L03 
一切所有 P33L04 P124L02 P279L04 
符liiJ一色 [511a] P33L04 P124L03 P279L04 
内/，(11 P33L04 P124L03 P279L04 
1'JJ;f<悦市埼世界 [511b] P33L04 P124L03 P279L04 

よ*'1'万物 [511b] P33L04 P124L03 P279L04 
沈没不現 P33L04 P124L04 P279L05 
i児i養 [511b] P33L04 P124L04 P279L05 
計1? fllfÊ見大水彼仏光明亦i夏如是戸Jl~J 斉藤一切 P33L04 P124L04 P279L05 
光lり l梓悉隠蔽I~t見仏光明IlIi!顕赫附H寺阿難即見

無{~(lf仏威徳ni.t蒐

立U~(:j弥山王 [511b] P33L06 P124L07 P279L08 
高/1'，一切諸世界上相好光明康不~!!lIiil P33L06 P124L07 P279L08 
此会 [511b] P33L06 P124L08 P279L09 
凶衆 [511b] P33L06 P124L08 P279L09 
-1時~見 P33L06 P124L08 P279L10 
省主l，oJl七二卜 [511b] P33L07 P125LOl P279L10 
亦1Sl/，(1以止 [511b] P33L07 P125LOl P279L10 
問時仏情阿難 [512a] P33L08 P125L02 P279L12 
[阿雛]及必氏 [512b] P33L08 P125L02 P279L12 
jキ薩汝見彼国 P33L08 P125L02 P279L12 
従地己上 [512b] P33L08 P125L02 P279L12 
モ浄居大' [512b] P33L08 P125L03 P279L13 
Jt'I'所有 P33L08 P125L03 P279Ll3 
微妙厳浄 [512b] P33L08 P125L03 P279Ll3 
内然之物 [512b] P33L08 P125L03 P279Ll3 
為悉見不阿難対日 P33L09 P125L04 P279L13 
1I1f}!.¥己見 [512b] P33L09 P125L04 P279L14 
汝~l [512b] P33L09 P125L04 P279L14 
似|片付'!lい孟寿fム P33L09 P125L04 P279L15 
大i"I: [512b] P33L09 P125L05 P279Ll5 
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TIイfi-切世界化衆生不阿i1ft.対日 P33L09 P125L05 P279Ll5 

IIIt.y!.¥u聞 [513aJ P33L09 P125L06 P279Ll6 

彼|五l人民 [513aJ P33LlO P125L06 P279Ll6 

采行千由旬七宝宮殿無イT障暗証偏至十方供養諸 P33LlO P125L06 P280L01 

仏汝復見不対円己見彼凶人民

イil治生者 [513aJ P33Ll1 P125L08 P280L03 

ý('(í夏見不対日己見其Ilfì~t者所処宵搬 P33Ll1 P125L08 P280L03 

成rT由旬 [513bJ P33Ll1 P126L01 P280L04 

或Ji百由旬各於其巾受J."i快楽 P33Ll2 P126L02 P280L05 

立IIW平IJ天t [513bJ P33Ll2 P126L02 P280L05 

亦皆自然 P33Ll2 P126L03 P280L06 

(:I~II寺慈氏菩孫自仏π |立尊何図作j縁彼国人民 P33Ll3 P126L04 P280L07 

!治生化生 [513bJ P33Ll3 P126L05 P280L08 

仏告主喜氏若有衆生 P33Ll3 P126L05 P280L08 

以疑惑J心 [514aJ P33Ll3 P126L05 P280L09 

i軒高r}J徳 [514aJ P33Ll3 P126L06 P280L09 

願生彼国 [514aJ P33Ll4 P126L06 P280L09 

不了仏智 [514aJ P33Ll4 P126L06 P280L09 

不思議智 [515aJ P33Ll4 P126L06 P280LlO 

不可f~，智 [515bJ P33Ll4 P126L07 P280LlO 

大乗広智 [515bJ P33Ll4 P126L07 P280LlO 

~ft~等1!~倫最上勝利 [515bJ P33Ll4 P126L07 P280LlO 

於此諸智 P33Ll4 P126L07 P280LlO 

疑惑不信 [516aJ P33Ll4 P126L08 P280Ll1 

然納l，j罪福 [516bJ P33Ll5 P126L08 P280Ll1 

1彦'rl?lw.本 [516bJ P33Ll5 P126L08 P280Ll1 

願'tJot国 P33Ll5 P126L08 P280Ll2 

此諸衆生 [516bJ P33Ll5 P127L01 P280Ll2 

ノド彼宮殿 [516bJ P33Ll5 P127L01 P280Ll2 

7、千五百歳 [517aJ P33Ll5 P127L01 P280Ll2 

7;tイミ見仏 [517aJ P33Ll5 P127L01 P280Ll3 

イ'IUI経法不見菩薩戸11f1聖衆是放於彼国土調之 P33Ll5 P127L02 P280Ll3 

!治生

fi有衆生 [517aJ P34L01 P127L03 P280Ll4 

11)1信 [517aJ P34L01 P127L03 P280Ll5 

仏智乃至JI芳智 P34L01 P127L03 P280Ll5 

作諸功給、 [517aJ P34L01 P127L04 P280Ll5 

信心遡向此諸衆生於ヒ宝撃中 P34L01 P127L04 P280Ll5 

ILI然化生 [517bJ P34L02 P127L05 P280Ll6 

削除而坐須央之頃身相光明智慧功徳 P34L02 P127L05 P280Ll6 

411諸i等l姥 [517bJ P34L02 P127L06 P281L01 

具足成就 、 P34L02 P127L06 P281L01 

m次悠氏 [517bJ P34L03 P127L07 P281L03 

{官庁仏国 P34L03 P127L07 P281L03 

諸大?号薩 [517bJ P34L03 P127L07 P281L03 
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ヲ~J心欲見1A\:hlN仏AE敬供養 P34L03 P127L07 P281L03 
及諸菩峰 [517bJ P34L03 P127L08 P281L04 
戸|瑚之衆彼iキ隊等 P34L03 P127L08 P281L04 
命終得生 [517bJ P34L03 P128L01 P281L04 
無!ii寿国於じセ壌中自然化生 P34L04 P128L01 P281L05 
引;1(i}J当知! [518aJ P34L04 P128L02 P281L06 
彼化生者智却|持政m台生者 P34L04 P128L02 P281L06 
皆無智慧 [518aJ P34L04 P128L03 P281L07 
於ji(I歳小fitィ、見仏ィ、|品l経法イ4比25隣諸戸間 P34L04 P128L03 P281L07 
衆無山供養ー於仏イミ知

1Z隊法式 [518aJ P34L05 P128L05 P281L08 
不得1郎内l功徳、'i知|此人m世之H打!!¥1干智慧疑惑 P34L05 P128L05 P281L09 
所致

仏告1~FI(i)J [518aJ P34L07 P128L07 P281Ll1 
!竺~1 1 'lii;愉型五日11イ fl宝'g1if!l!極A F.Irl~ P34L07 P128L07 P281Ll1 
張設林中1].¥ [518b] P34L07 P128L08 P281Ll2 
!瞥諸紛h部 [518b] P34L07 P128L08 P281Ll2 
ri有 P34L07 P128L08 P281Ll2 
Mi小王[- [518b] P34L07 P128L08 P281Ll2 
í~J:JI1於王朝I[内彼'印 l' P34L07 P129L01 P281Ll3 
黙以金鎖 [518b] P34L08 P129L01 P281Ll3 
供給飲食火)jfJ P34L08 P129L01 P281Ll4 
日本陣 [518bJ P34L08 P129L02 P281Ll4 
ll~香妓楽~Ii'~i，輪王1!!\ftJí之少於rJ，云何此諸 E子 P34L08 P129L02 P281Ll4 
~-、， [518bJ P34L09 P129L03 P281Ll5 
i車j彼処不対11不出11積極方似 P34L09 P129L03 P281Ll5 
求Jr.大}J [518bJ P34L09 P129L04 P281Ll6 
欲rl 免出仏;hd年初IJ i1t~r.衆生 P34L09 P129L04 P282L01 
亦m~IHt [518bJ P34L09 P129L05 P282L02 
以疑主主仏智故 [518bJ P34LlO P129L05 P282L02 
生彼p;殿 [518b] P34LlO P129L05 P282L02 
無有}fIJltii [518b] P34LlO P129L06 P282L03 
乃至 4念悪事Ilt於五百五主巾 P34LlO P129L06 P282L03 
不見 ::i{ [519aJ P34LlO P129L06 P282L04 
不得IJU!f [519aJ P34LlO P129L07 P282L04 
修諸手r:4: P34LlO P129L07 P282L04 
以此為J [519aJ P34Ll1 P129L07 P282L04 
雌有余~ [519aJ P34Ll1 P129L07 P282L05 
術不楽彼処 [519aJ P34Ll1 P129L08 P282L05 
行此衆生 [519aJ P34Ll1 P129L08 P282L05 
識其本:111 [519aJ P34Ll1 P129L08 P282L05 
i策向悔AボIÌlft彼処日IJ得虫[(溜:it:.i旨 1!t~ .Jrt寿仏所恭 P34Ll1 P129L08 P282L06 
Iq~供養;f]、í~J偏至!!!\i，t1!!¥数諸余fUtJi.lr基諸功徳
，;:，、・初当知I [519bJ P34Ll2 P130L03 P282L08 
.u.:-Fi P34Ll2 P130L03 P282L09 
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菩雌生疑惑者 [519b] P34Ll2 P130L03 P282L09 

為失大利 [519b] P34Ll3 P130L03 P282L09 

:lt故応当 P34Ll3 P130L04 P282L09 

明信諸仏 [519b] P34Ll3 P130L04 P282L10 

無上智窓 P34L13 P130L04 P282LlO 

弥'~)J菩薩 [519b] P34Ll4 P130L05 P282Ll1 

(1仏百世尊 P34L14 P130L05 P282Ll1 

於此世界 [519b] P34Ll4 P130L05 P282Lll 

有幾所不退菩薩生彼仏国仏告弥期的六 卜七億 P34Ll4 P130L05 P282Lll 

不透菩薩 [520a] P34L15 P130L06 P282Ll3 

往生彼国一一菩係己曾供養無数諸仏次如弥勅 P34Ll5 P130L07 P282Ll3 

者也

諸小行持薩 [520b] P34Ll5 P130L08 P282Ll4 

及修~I P34Ll5 P131L01 P282Ll5 

少J)J徳吉 [520b] P34Ll5 P131L01 P282Ll5 

不可祢計皆当11'.生仏告弥物不但 P35L01 P131L01 P283Ll5 

我~') [520b] P35L01 P131L02 P283Ll6 

諸菩薩等往生彼国 P35L01 P131L02 P283Ll6 

他方仏土 [521a) P35L01 P131L02 P283L01 

亦i助日是 P35L01 P131L03 P283L01 

共第 一仏 [521a] P35L01 P131L03 P283L01 

名1::])卓照 [521a) P35L02 P131L03 P283L01 

彼イミ百八十億菩薩 P35L02 P131L03 P283L02 
fJ 包1戸土t，1 [521a] P35L02 P131L04 P283L02 

it生其第一仏名目rir戯彼有九十億菩l雄皆当往 P35L02 P131L04 P283L02 

とt民第三仏名目11聖母音彼有二百二 卜億菩雌皆
当it生其第四仏名卜111露昧彼布二百五卜億菩
雌皆当往生Jot第五仏1'，日竜勝彼有十四億菩薩

管当往生其第六仏名目勝力彼街万山下菩薩皆

~I往生其第七仏名 ) .1師子彼有五百億持薩皆当

往生其第八仏名卜|雌垢光彼有八十依存薩皆当

往生其第九仏名円徳首彼有六十f:iJff，姥皆当往
'1::其第卜仏名目妙徳山彼有六十億菩荷車皆当1t:.

生其第卜ー仏名卜|人王彼イI十億菩雌皆当往生

其第十一仏名 [521a] P35L07 P132L08 P283Ll4 

名目到!i上華彼有無数不可称計諸菩薩衆皆不退 P35L07 P132L08 P283Ll5 

転智慧勇猛己曾供長11提ill諸仏於七円中即能侠

取百千億劫大士I'fr修堅凶之法斯等菩薩皆、'!，往
生J:t第 卜三仏名じ1:縦長彼イT七百九卜億
大菩雄衆 [521b] P35LlO P133L04 P284L03 

諸小FF薩 [521b) P35LlO P133L05 P284L03 

及比丘等 [521b P35L10 P133L05 P284L03 

不可税;計皆当往生仏語';;1、平UJ不{日此 P35LlO P133L05 P284L03 

卜I7q仏国中 [521b] P35L10 P133L06 P284L04 
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諸菩薩等当往生也十方世界無冠仏匝l其往生省 P35LlO P133L06 P284L04 

亦1泉州是甚多1H~数
孜{日説 [521b] P35Lll P133L08 P284L06 

卜方諸仏名号及菩薩比丘生彼国者 P35Lll P133L08 P284L06 

Hィ友一劫 [521b] P35Ll2 P134LOl P284L07 

尚未能党 P35Ll2 P134LOl P284L08 

我今為汝 [522a] P35L12 P134L02 P284L08 

略説之耳 [522a] P35Ll2 P134L02 P284L08 

仏語弥初j [522a] P35Ll3 P134L03 P284L10 

其イi得陥l彼仏名け P35Ll3 P134L03 P284LlO 

歓}'l;踊11/J1 [522b] P35Ll3 P134L03 P284Lll 

乃孝一念 [522b] P35Ll3 P134L03 P284L11 

当知此人 P35Ll3 P134L04 P284Lll 

為u大利 [522b] P35Ll3 P134L04 P284Lll 

則:J.t只足 P35Ll3 P134L04 P284Ll2 

7以上。Jt!¥ [523a] P35Ll3 P134L04 P284Ll2 

是故弥市~J P35Ll3 P134L05 P284Ll2 

設有大火 [523b] P35Ll4 P134L05 P284Ll2 

充満そ千大千世界 P35L14 P134L05 P284Ll2 

妥当過此 [523b] P35L14 P134L06 P284L13 

Ila是経法 [523b] P35Ll4 P134L06 P284Ll3 

歓喜1日楽 [524a] P35Ll4 P134L06 P284Ll3 

受持是正論 [524a] P35Ll4 P134L06 P284Ll4 

如説修行 [524a] P35Ll4 P134L07 P284Ll4 

所以有事iJ [524a] P35Ll4 P134L07 P284Ll4 

多布菩}嵯 [524a] P35Ll5 P134L07 P284Ll4 

欲1m此経l而不能得若有衆生 P35Ll5 P134L07 P284L15 

11(1此経省 [524a] P35L15 P134L08 P284L15 

於 P35L15 P134L08 P285LOl 

1!!~ 1::道 [524a] P35L15 P134L08 P285LOl 

終不退転 [524a] P35L15 P134L08 P285LOl 

足伽E、ぜI P35Ll5 P135LOl P285LOl 

点心信受持論説行 [524b] P35L15 P135LOl P285LOl 

仏ri再今 [524b] P36LOl P135LOl P285L02 

為諸衆生 [524b] P36LOl P135L02 P285L02 

説此経法 [524b] P36LOl P135L02 P285L02 

令児 [524b] P36LOl P135L02 P285L03 

然主tJi子仏及JJ;国土 切所有 P36LOl P135L02 P285L03 
所、"，為 [524b] P36LOl P135L03 P285L03 

者 P36LOl P135L03 P285L04 

皆可ボ之 [524b] P36LOl P135L03 P285L04 

1!!~得以孜 [524b] P36L02 P135L03 P285L04 

減度之後復生疑惑 [524b] P36L02 P135L04 P285L04 

当来之世 [524b] P36L02 P135L04 P285L05 

経道滅1手 P36L02 P135L04 P285L05 
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孜以主主悲哀!慾 [526a] P36L02 P135L05 P285L05 
特留此経 [526b] P36L02 P135L05 P285L05 
止{主行員長 [527b] P36L02 P135L05 P285L06 
其イミ衆生 [527b] P36L03 P135L05 P285L06 
値斯終者随意所願 P36L03 P135L06 P285L06 
皆"J得度 [528a] P36L03 P135L06 P285L07 
仏訊';~I~納如来興世 P36L03 P135L06 P2泡5L07
難1111鰍見 [528a] P36L03 P135L07 P2日~5L08

諸仏経道 P36L03 P135L07 P2泡5L08
要fW~剣t防l [528a] P36L03 P135L07 P2泡5L08
菩l姥!隊法 [528a] P36L03 P135L07 P2泡5L08
諸j皮経笠i得陥l亦鎖t P36L04 P135L08 P285L08 
遇持知識 [528a) P36L04 P135L08 P285L09 
1111法能fj此亦為雛 P36L04 P135L08 P285L09 
/，'rllil斯経 [528b) P36L04 P136LOl P285LlO 
fd楽受持 P36L04 P136LOl P285LlO 
~fE'1~之雌j!!~過此縦 [528b) P36L04 P136LOl P285LlO 
)i.:故我法 P36L05 P136L02 P285Lll 
/，(1陀作 [528b] P36L05 P136L02 P285Lll 
/，(11定説 [528b) P36L05 P136L02 P285Lll 
如足数 [528b) P36L05 P136L02 P285Ll2 
応当{日11帥日法修行 [529a) P36L05 P136L03 P285Ll2 
帥時11t(浮説此終法無量衆生 P36L06 P136L04 P285Ll3 

特発無七正').'[;之心 [529a) P36L06 P136L04 P285Ll3 
万一千万15由住人 P36L06 P136L05 P285Ll4 
得力'm.法IW [529b] P36L06 P136L05 P285Ll4 
一十 -.1怠諸天人民 P36L06 P136L05 P285Ll4 
得~IIJIJI)合東 [529b] P36L07 P136L06 P285Ll4 
八卜}j比丘 P36L07 P136L06 P285Ll5 
漏尽な解 [529b) P36L07 P136L06 P285Ll5 
四十億菩~J!Ï P36L07 P136L07 P285Ll5 
斜不退転者 [530a) P36L07 P136L07 P285Ll5 
以弘ffi功徳 [530a] P36L07 P136L07 P285Ll6 
而ILI荘厳於将来Ilt当成正党 P36L07 P136L08 P285Ll6 
爾|時三千 [530b) P36L08 P136L08 P286LOl 
大千世界六種m!I1JJ大光普!照十方国土了[千音楽 P36L08 P136L08 P286LOl 
I1然而作無量妙前
紛紛 [530b) P36L09 P137L02 P286L02 
而l降仏説経己弥市i}J菩薩及十方来諸菩薩衆 P36L09 P137L02 P286L02 
長./t [530b] P36L09 P137L03 P286L03 
阿雑務大戸陥1 P36L09 P137L03 P286L03 
ー切大衆 [530b) P36L09 P137L04 P286L04 
Il'rl仏所説 P36L09 P137L04 P286L04 
lJ1i不在X}'f [530b) P36LlO P137L04 P286L04 
仏説無 lLE~村正巻!ず P36Lll P137L05 P286L05 
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観無量寿経随開講録

『観無量寿樹 本文 随開講録 浄全 聖典(漢文)聖典(書き下し)

仏 [534aJ P37L01 P139L01 P287LOl 

t説 [534aJ P37L01 P139L01 P287L01 

観 [534bJ P37L01 P139L01 P287L01 

~!!\量寿 [535aJ P37L01 P139L01 P287L01 

中主 [536aJ P37LOl P139L01 P287L01 

末 [536aJ P37L02 P139L02 P287L02 

冗E訴 [536aJ P37L02 P139L02 P287L02 

中直良耶合 [536bJ P37L02 P139L02 P287L02 
訳 [537aJ P37L02 P139L02 P287L02 

刻u止孜聞 [537bJ P37L03 P139L03 P287L04 
~IIキ [539aJ P37L03 P139L03 P287L04 

仏 [540aJ P37L03 P139L03 P287L04 

在 [540bJ P37L03 P139L03 P287L04 

王合城 [540bJ P37L03 P139L03 P287L04 
者附l銅山 [541aJ P37L03 P139L03 P287L04 

中 P37L03 P139L03 P287L04 

与大比丘衆 [541aJ P37L03 P139L03 P287L04 

千一二円五十人i具菩隣ー万 千 P37L03 P139L04 P287L05 

文殊自Ili利 P37L03 P139L05 P287L05 

法王f [542bJ P37L04 P139L05 P287L05 

l而為卜一首 P37L04 P139L05 P287L05 

雨時 [544aJ P37L05 P139L06 P287L07 

モ舎人ー城 [544bJ P37L05 P139L06 P287L07 
イ可ー P37L05 P139L06 P287L07 

太子 [544bJ P37L05 P139L06 P287L07 

1'， P37L05 P139L06 P287L07 

阿間世 [544bJ P37L05 P139L06 P287L07 
陥)1国 P37L05 P139L06 P287L07 

調達 [544bJ P37L05 P139L06 P287L07 

m!:反 [545aJ P37L05 P139L07 P287L07 

之 P37L05 P139L07 P287L07 

教 [545aJ P37L05 P139L07 P287L07 

収十)l [545aJ P37L05 P139L07 P287L08 

父F P37L05 P139L07 P287L08 

頻婆裟緯 [545aJ P37L05 P139L07 P287L08 

幽閉置於 [545aJ P37L05 P139L07 P287L08 

七重'七内 [545bJ P37L05 P139L08 P287L08 

市IJ諸ltl距 [545bJ P37L06 P139L08 P287L08 

一不得往 P37L06 P139L08 P287L09 

国大犬人 [545bJ P37L06 P139L08 P287L09 

名 P37L06 P139L08 P287L09 

章提希 [545bJ P37L06 P140L01 P287L09 

恭敬大王 [546aJ P37L06 P140L01 P287L09 
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i栄浴 [546a] P37L06 P140LOl P287LlO 
清浄以 P37L06 P140LOl P287LlO 
匝手 [546a] P37L06 P140LOl P287LlO 
蜜 [546a] P37L06 P140LOl P287LlO 

利型2 P37L06 P140LOl P287LlO 

用塗其身 [546aJ P37L06 P140LOl P287LlO 
諸頭埼中 [546b] P37L06 P140L02 P287Lll 
盛 P37L07 P140L02 P287Lll 
蒲桃築 [546b] P37L07 P140L02 P287Lll 
密以上王 [546b] P37L07 P140L02 P287Lll 
爾時大王 P37L07 P140L02 P287Lll 
食堂2飲築 [547aJ P37L07 P140L03 P287Ll2 

求水激口 [547aJ P37L07 P140L03 P287Ll2 

激口畢巳 P37L07 P140L03 P287Ll2 
合掌恭敬 [547a] P37L07 P140L03 P287Ll2 
向者閣l堀山 [547a] P37L07 P140L04 P287Ll3 
遥礼 [547a] P37L07 P140L04 P287Ll3 

世尊 P37L07 P140L04 P287Ll3 

而作是百 [547aJ P37L08 P140L04 P287Ll3 
大目縫連是吾 P37L08 P140L04 P287Ll3 
籾友 [547b] P37L08 P140L05 P288LOl 
願興慈悲 P37L08 P140L05 P288LOl 

J受我八戒 [547bJ P37L08 P140L05 P288LOl 
l時目健連 [547bJ P37L08 P140L05 P288L02 
白日鷹隼飛 [547bJ P37L08 P140L06 P288L02 

1矢歪王所 P37L08 P140L06 P288L02 

日日如是 [548aJ P37L08 P140L06 P28泡L02

授王八戒世尊 P37L09 P140L06 P288L03 
亦遺尊者富綾那 [548a] P37L09 P140L07 P288L03 
為王説法 [548a] P37L09 P140L07 P288L03 
如是11寺問 [548a] P37L09 P140L07 P288L03 

経三七日 [548aJ P37L09 P140L07 P288L04 

王食 [548bJ P37L09 P140L08 P288L04 
要:!>it得開法故 P37L09 P140L08 P288L04 
顔色和悦 [548b] P37L09 P140L08 P288L05 
時阿閤世 P37Lll P141LOl P288L06 
問守門 [548bJ P37Lll P141LOl P288L06 
者父王今者 P37Lll P141LOl P288L06 
猶存在耶 [548bJ P37Lll P141LOl P288L06 
Hキ P37Lll P141LOl P288L06 

守門人 [549aJ P37Lll P141L02 P288L06 

r-I日大王 [549a] P37Lll P141L02 P288L07 
国大夫人身塗整蜜瑛務盛紫 P37Lll P141L02 P288L07 
持用上王 [549a] P37Lll P141L03 P288L08 
沙門目述及富楼耳目従空Ifo来為王説法 P37Ll2 P141L03 P288L08 
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イミ可禁íl~1 [549a] P37Ll2 P141L04 P288L09 

H年阿附|什 P37Ll2 P141L04 P288L09 

11¥1此訴己 [549b] P37Ll2 P141L04 P288L09 

悠J-tRJ:i=1 [549b] P37Ll2 P141L05 P288L09 

我時足t!iX P37Ll2 P141L05 P288LlO 

ワI!成為1'1: '1 [549b] P37Ll3 P141L05 P288L10 

沙門恋人 [549b] P37L13 P141L05 P288L10 

幻惑l況術 [549b] P37L13 P141L05 P288L10 

令此惑王 P37L13 P141L06 P288L11 

多11不死 [549b] P37L13 P141L06 P288L11 
日l宅I(不IJ食11 [550a] P37Ll3 P141L06 P288Lll 
欲'，IHt母 [550a] P37Ll3 P141L06 P288Lll 

時イf-臣 [550a] P37Ll3 P141L07 P288L12 

名卜| P37L13 P141L07 P288L12 

月光 [550a] P37L13 P141L07 P288L12 

[者婆] [550a] P37L13 P141L07 P288L13 

聡lリJ多利 [550b] P37L14 P141L07 P288Ll2 
及，]待婆 P37Ll4 P141L07 P288Ll2 

為王作礼 [550b] P37Ll4 P141L08 P288Ll3 

l守 '~I 大 ←E [550b] P37L14 P141L08 P288L13 

民間民陀論経説 . [550b] P37L14 P141L08 P288L13 

Jソj初U来有諸J思王 P37L14 P141L08 P288L14 

合国位般 [551a] P37L14 P142LOl P288L14 

殺-;l子J-t父一万八千未曾閲有 P37Ll4 P142LOl P288Ll4 
1!!\道~J] J号 [551a] P38LOl P142L02 P288L15 

正今I.j此殺逆之1J P38LOl P142L02 P288Ll6 

~/j最11平IJ極 [551a] P38LOl P142L03 P288L16 

I-:~~不忍IlH [551a] P38LOl P142L03 P288L16 

Jt! P38LOl P142L03 P288L16 

析'Wt:豹I [551b] P38LOl P142L03 P289LOl 
ィ，1'r.(主~t [551b] P38LOl P142L03 P289LOl 

Hキー二大l壬i説此話党 P38L02 P142L04 P289LOl 

以手段剣 [551b] P38L02 P142L04 P289L02 

却1J而退 [551b] P38L02 P142L04 P289L02 

時阿附世 P38L02 P142L04 P289L02 

驚↑市↑Q仰j [552a] P38L02 P142L05 P289L02 
告A57婆百 [552a] P38L02 P142L05 P289L03 

i!J.イ<1.j我耳11待婆白，-j大王 P38L02 P142L05 P289L03 
恨~1~I~fft [552b] P38L03 P142L06 P289L03 

王11'rl此諮 P38L03 P142L06 P289L04 

機仰 [552b] P38L03 P142L06 P289L04 

ボj没 [552b] P38L03 P142L06 P289L04 

[(111更 P38L03 P142L07 P289L05 

附 ¥11 [552b] P38L03 P142L07 P289L05 

11:不;l?母 P38L03 P142L07 P289L05 
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勅語内宮 [552b] P38L03 P142L07 P289L05 
閉置深宮 [552b] P38L03 P142L07 P289L05 
不令復出 P38L03 P142L07 P289L05 
時1i!:提希 [553a] P38L04 P143LOl P289L07 
被幽閉己 P38L04 P143LOl P289L07 
愁量[{¥宅↑芋 [553a] P38L04 P143LOl P289L07 
遥向者閣畑山為仏作礼而作是邑如来世尊 P38L04 P143LOl P289L07 
在昔之時 [553a] P38L04 P143L02 P289L08 
↑:lli1'í阿難来慰問我我今愁，~ P38L04 P143L03 P289L08 
世尊威重 [553b] P38L05 P143L03 P289L09 
無l封得見 P38L05 P143L03 P289LlO 
昨島監日連尊者阿難 [553b] P38L05 P143L04 P289LlO 
与我相見 [553b] P38L05 P143L04 P289LlO 
作是語巳 P38L05 P143L04 P289Lll 
宏、泣雨涙 [553b] P38L05 P143L05 P289Lll 
淫向仏礼未挙頭頃爾時|立尊在荷閤Il届山知章提 P38L06 P143L05 P289Lll 
希

心之所念 [554a] P38L06 P143L06 P289Ll3 
閃l勅 [554a] P38L06 P143L06 P289Ll3 
大目健述及以阿難 P38L06 P143L06 P289Ll3 
従空而来仏従者悶l堀山没於王~;・出 [554a] P38L07 P143L07 P289Ll4 
時掌提希 P38L07 P143L08 P289Ll4 
礼己挙頭 [554b] P38L07 P143L08 P289Ll5 
見世尊釈 [554b] P38L07 P143L08 P289Ll5 
迦牟尼仏身然金色坐 P38L07 P144LOl P289Ll5 
百宝起筆 [554b] P38L07 Pl44LOl P289Ll5 
日連侍左阿難在右 [555a] P38L08 P144LOl P289Ll6 
釈:rt殺世諸天 [555a] P38L08 P144L02 P289Ll6 
在虚空中 [555a] P38L08 Pl44L02 P289Ll6 
普雨 P38L08 P144L02 P290LOl 
天華 [555b] P38L08 Pl44L02 P290LOl 
持用供養 P38L08 P144L03 P290LOl 
時章提希 [555b] P38L08 P144L03 P290LOl 
見仏世尊 P38L08 P144L03 P290LOl 
自絶破格 [555b] P38L09 P144L03 P290L02 
挙身投地 [555b] P38L09 Pl44L04 P290L02 
号r¥L [556a] P38L09 P144L04 P290L02 
向仏 P38L09 Pl44L04 P290L02 
白百世尊 [556a] P38L09 P144L04 P290L03 
孜宿何'1t1生 [此怒子世尊復有何等因縁与提婆迷 [556a] P38L09 Pl44L04 P290L03 
多]共為谷属

11ft願 [557b] P38Lll Pl44L07 P290L05 
u!尊 P38Lll P144L07 P290L05 
為我広説 [558a] P38Lll P144L07 P290L05 
無憂悩処我当往生不楽 P38Lll P144L07 P290L05 
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附y字挺 [558aJ P38Lll Pl44L08 P290L06 
i濁怒 [558aJ P38Lll Pl44L08 P290L06 
tft也 P38Lll P144L08 P290L06 
此ì~~:m処 [558aJ P38Lll P144L08 P290L06 
地獄餓鬼議司ミ [558aJ P38Lll Pl44L08 P290L06 
盈白日l [558aJ P38Lll P145LOl P290L06 

多イ"tヰ [558aJ P38Ll2 P145LOl P290L07 
然防i:jX未来不|計i P38Ll2 P145LOl P290L07 
*'戸 [558aJ P38Ll2 P145LOl P290L07 
不見 P38Ll2 P145LOl P290L07 
怒人 [558aJ P38Ll2 P145L02 P290L07 
今向 [558aJ P38Ll2 P145L02 P290L07 
|世尊五{本投地 P38Ll2 P145L02 P290L08 
ょI(哀倣怖 [558aJ P38Ll2 P145L02 P290L08 
IIff，~.ft [558bJ P38Ll2 P145L02 P290L08 
仏11 [558bJ P38Ll2 P145L02 P290L08 
教孜観Jh，'j浄業処 [558bJ P38Ll2 P145L03 P290L09 
岡H寺世尊 [559aJ P38Ll3 P145L03 P290L09 
JiXJii問光 P38Ll3 P145L03 P290L09 
Jt光金色偏t!~!十方負担量世界 P38Ll3 P145L04 P290LlO 
辺住仏頂 [559aJ P38Ll3 P145L04 P290LlO 
化ゐ金台 [559aJ P38Ll3 P145L04 P290Lll 
知 f~M;I;山 [559bJ P38Ll3 P145L05 P290Lll 
卜Jj諸仏浄妙|巨!土 P38Ll3 P145L05 P290Lll 

符於'1'現 [559bJ P38Ll4 P145L05 P290Lll 
或イl同士 [559bJ P38Ll4 P145L06 P290Ll2 
じi{合成 [559bJ P38Ll4 P145L06 P290Ll2 

i射fI ~1土 P38Ll4 P145L06 P290Ll2 
純是;ljj併 [559bJ P38Ll4 P145L06 P290Ll2 
i夏イII"IJ. P38Ll4 P145L07 P290Ll3 
如frli'E犬宮 [559bJ P38Ll4 P145L07 P290Ll3 
i袋千jfl\li二 ~I] P38Ll4 P145L07 P290Ll3 
破E繁鋭 [559bJ P38Ll5 P145L07 P290Ll3 
十方 ItIJ.皆於中現有如是等無量諸仏1~lt P38Ll5 P145L08 P290Ll3 
厳顕nf11Jl [560aJ P38Ll5 P146LOl P290Ll4 
令t主従tri児 [560aJ P38Ll5 P146LOl P290Ll5 
H年t主総希I~I仏首 Jlm是諸仏 t P38Ll5 P146LOl P290Ll5 
担任m [560bJ P39LOl P146L02 P290Ll6 
I'，'ii浄皆-TI光明 P39LOl P146L02 P290Ll6 
:jX今楽生 [560bJ P39LOl P146L02 P290Ll6 
側当!s世界阿弥陀仏iJf P39LOl P146L03 P291LOl 
IIf~臣民 [561bJ P39LOl P146L03 P291LOl 
JlW:教戎 P39LOl P146L03 P291LOl 
!以縦教我tt受 [561bJ P39LOl P146L04 P291LOl 
同11キ出尊即{挺 P39L03 P146L05 P291L03 
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微笑 [562a] P39L03 P146L05 P291L03 

有Ti.色光 [562b] P39L03 P146L05 P291L03 

従仏口出 [562b] P39L03 P146L05 P291L03 

一光 [562b] P39L03 P146L05 P291L03 

!!世頻婆裟Hl頂 [562b] P39L03 P146L06 P291L04 

I矧眠た王雌1王幽I'n P39L03 P146L06 P291L04 

J心H艮書\\~t'1 [562b] P39L03 P146L06 P291L04 

i蓮見世尊頭面作礼 P39L04 P146L07 P291L05 

1'1然噌進 [563a] P39L04 P146L07 P291L05 

!或阿ガ11;1，- P39L04 P146L07 P291L05 

雨時111持 [563b] P39L05 P147LOl P291L07 

告彦総希汝今匁1不阿弥4官仏 P39L05 P147LOl P291L07 

去此 [5日b] P39L05 P147LOl P291L07 

不遠 [563b] P39L05 P147L02 P291L08 

t女当繋念諦観彼凶 P39L05 P147L02 P291L08 

?争条JJJ民話 [564a] P39L05 P147L02 P291L08 

我今7.;}汝 P39L05 P147L02 P291L08 

広説衆響 [564a] P39L05 P147L03 P291L09 

亦令未来世 [564b] P39L06 P147L03 P291L09 

一切凡夫欲修浄業者併生西方極楽園土 P39L06 P147L03 P291L09 

欲'1'彼国 [565a] P39L06 P147L04 P291LlO 
.(i. P39L06 P147L04 P291Lll 

%修三福 [565a] P39L06 P147L04 P291Lll 

-ti孝養父母 [565b] P39L06 P147L05 P291Lll 

家事 [565b] P39L07 P147L05 P291Ll2 

師長 [565b] P39L07 P147L05 P291Ll2 

必心 [566a] P39L07 P147L05 P291Ll2 

不殺 P39L07 P147L05 P291Ll2 

修十普J長ー一二者 P39L07 P147L06 P291Ll2 

受持ー鮒 [566a] P39L07 P147L06 P291Ll2 

具足衆戒 [566b] P39L07 P147L06 P291Ll3 

不犯威1義 [566b] P39L07 P147L06 P291Ll3 

二者 P39L07 P147L07 P291Ll3 
発菩提，心 [566b] P39L07 P147L07 P291Ll3 

深信因果 [567b] P39L07 P147L07 P291Ll3 

読踊大'* [567b] P39L08 P147L07 P291Ll3 

勧進行者 [567b] P39L08 P147L07 P291Ll4 

如此三事 [568a] P39L08 P147L08 P291Ll4 

名為1f.業{ムf守合提希汝今知不此二種業過去未 P39L08 P147L08 P291Ll4 
来引tF.

ニ|出者仏浄業正因 [568a] P39L09 P148LOl P291Ll6 

仏作IliiJ難及怠提希諦聡諦聴 P39LlO P148L03 P292LOl 

千専思念之 [568b] P39LlO Pl48L03 P292LOl 

如来今者 [569a] P39LlO P148L03 P292L02 

為未来世 一切衆生 [569a] P39LlO P148L04 P292L02 

272 



研究ノー ト

為煩悩賊之所害者 [569a] P39LlO Pl48L04 P292L02 
説清浄業 [569b] P39LlO P148L05 P292L02 
主?哉意提希 P39Lll P148L05 P292L03 
快1m此事 [570a] P39Lll P148L05 P292L03 
阿難汝当受持 [570a] P39Lll P148L05 P292L03 
広為 P39Lll P148L06 P292L04 
多衆 [570a] P39Lll P148L06 P292L04 
立説 P39Lll P148L06 P292L04 
仏語 [570a] P39Lll P148L06 P292L04 
w*=今者 P39Lll P148L06 P292L04 
教I'，t{足希 [570b] P39Lll P148L06 P292L04 
及」ミ米世 [570b] P39Lll P148L07 P292L04 
一切衆生 [570b] P39Ll2 P148L07 P292L04 
観於丙方 P39Ll2 P148L07 P292L05 
極策世界 [570b] P39Ll2 P148L07 P292L05 
以仏)J故 [570b] P39Ll2 P148L08 P292L05 
当併は彼清浄国土 P39Ll2 P148L08 P292L05 
知1執U)J鋭 [571a] P39Ll2 P148L08 P292L06 
自見iuif象 P39Ll2 P149LOl P292L06 
見彼国土 [571a] P39Ll2 P149LOl P292L07 
極妙楽事 P39Ll3 P149LOl P292L07 
心歓喜故 [571a] P39Ll3 P149LOl P292L07 
応時 [57lb] P39Ll3 P149L02 P292L07 
即得 P39Ll3 P149L02 P292L07 
無生法忍 [57lb] P39Ll3 P149L02 P292L08 
仏告官H是希 P39Ll3 P149L02 P292L08 
汝:It凡夫 [572a] P39Ll3 P149L02 P292L08 
J心fll [573a] P39Ll3 P149L03 P292L08 
扇ラ7 [573a] P39Ll3 P149L03 P292L08 
未得天眼 [573a] P39Ll3 P149L03 P292L09 
不能述観 [573a] P39Ll3 P149L03 P292L09 
日行仏如来 [573a] P39Ll4 P149L03 P292L09 
イi P39Ll4 P149L03 P292L09 
見)jf史 [573a] P39Ll4 P149L04 P292L09 
令itr.得見 P39Ll4 P149L04 P292LlO 
H年4t拠希 [573b] P39Ll4 P149L04 P292LlO 
白仏三世尊如我今何 P39Ll4 P149L04 P292LlO 
以仏)J依 [573b] P39Ll4 P149L05 P292Lll 
見彼|五It [573b] P39Ll4 P149L05 P292Lll 
若仏滅後 [574a] P39Ll4 P149L05 P292Lll 
諸衆生等 P39Ll5 P149L05 P292Ll2 
濁慈不詳 [574a] P39Ll5 P149L06 P292Ll2 
五苦所逼 [574b] P39Ll5 P149L06 P292Ll2 
云何勺1o [574b] P39Ll5 P149L06 P292Ll2 
阿弥陀仏極楽世界 P39Ll5 P149L06 P292Ll2 
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仏告掌r1i1希 P40LOl P149L08 P292Ll5 

汝及衆生 [576a] P40LOl P149L08 P292Ll5 

応当専心 [576a] P40LOl P149L08 P292Ll5 

繋念ー処 [576a] P40LOl P149L08 P292Ll5 

;u1於西方 [576b] P40LOl P150LOl P293LOl 

-:c.何作忽1 [576b] P40LOl P150LOl P293LOl 

凡作;tD、荷 [576b] P40LOl P150LOl P293LOl 

一切衆守宅 [579b] P40LOl P150LOl P293LOl 

íl~1ミ生行 [579b] P40LOl P150LOl P293L02 

イllJ之i，t [580a] P40L02 P150L02 P293L02 

皆兄日没 [580a] P40L02 P150L02 P293L02 

止i起 P40L02 P150L02 P293L02 

刷，じ:t~、 [580a] P40L02 P150L02 P293L02 

1F.̂t [580a] P40L02 P150L02 P293L03 

j1~向 P40L02 P150L03 P293L03 

諦観於日 [580a] P40L02 P150L03 P293L03 

令心堅{主 [580a] P40L02 P150L03 P293L03 

ザi-~、不移 P40L02 P150L03 P293L03 

見日欲没 [580b] P40L02 P150L03 P293L04 

~R如理手議 [580b] P40L02 P150L04 P293L04 

l託見日己 [580b] P40L02 P150L04 P293L05 

|別日開日 [580b] P40L03 P150L04 P293L05 

皆令明了J.E:為円想、名卜1M観 P40L03 P150L04 P293L05 

次作水;tH、 [582a] P40L04 P150L06 P293L07 

見水澄I'l'l [582a] P40L04 P150L06 P293L07 

亦令防1了 [582a] P40L04 P150L06 P293L07 

無分散怠 [582b] P40L04 P150L06 P293L07 

民正見水U [582b] P40L04 P150L06 P293L08 

当起氷;t!.t [582b] P40L04 P150L07 P293L08 

見氷映徹 P40L04 P150L07 P293L08 

作Jfl'1J良1l:t、 [582b] P40L04 P150L07 P293L09 

此:[城己 [582b] P40L04 P150L07 P293L09 

見Jlilf肉地 [583a] P40L04 P150L08 P293L09 

内外 [583a] P40L05 P150L08 P293L09 

1，*微 [583a] P40L05 P150L08 P293L09 

卜イI金岡Ij [583a] P40L05 P150L08 P293LlO 

じ宅金崎 [583a] P40L05 P150L08 P293LlO 

常a.P，i'J璃I由 [583b] P40L05 P151LOl P293LlO 

Jt申童 P40L05 P151LOl P293LlO 

八方 [583b] P40L05 P151LOl P293LlO 

八傍 [583b] P40し05 P151LOl P293LlO 

片足 P40L05 P151LOl P293LlO 

ー一方面 [583b] P40L05 P151LOl P293Lll 

[方面] [583b] P40L05 P151LOl P293Lll 

百三E所成 P40L05 P151L02 P293Lll 
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-ー宝珠 [583b] P40L05 P151L02 P293Lll 
イT千光I~I P40L06 P151L02 P293Lll 
一一光191 [583b] P40L06 P151L02 P293Lll 
八万四千色 P40L06 P151L02 P293Ll2 
l吹摺T街地 [583b] P40L06 P151L03 P293Ll2 
如Ij意千日 [583b] P40L06 P151L03 P293Ll2 
ィ、可具見 [584a] P40L06 P151L03 P293Ll2 
JII'IJ，肉地 t [584a] P40L06 P151L03 P293Ll3 
以黄金網 [584a] P40L06 P151L04 P293Ll3 
税制iji首1錯 [584a] P40L06 P151L04 P293Ll3 
以仁玄界 [584b] P40L07 P151L04 P293Ll3 
分7守分明 [584b] P40L07 P151L04 P293Ll4 
市 l' [584b] P40L07 P151L05 P293Ll4 
イ1五百色光其光 P40L07 P151L05 P293Ll4 
~" 培 [584b] P40L07 P151L05 P293Ll4 
又 P40L07 P151L05 P293Ll5 
似星)二l [584b] P40L07 P151L05 P293Ll5 
懸:処!防空 P40L07 P151L06 P293Ll5 
成光r~1台 [584b] P40L07 P151L06 P293Ll5 
楼陪1千)j [584b] P40L07 P151L06 P293Ll5 
百宝合成 P40L08 P151L06 P293Ll5 
於台両辺 [584b] P40L08 P151L07 P293Ll6 
各有百億I告憾 [584b] P40L08 P151L07 P293Ll6 
無量楽器 [584b] P40L08 P151L07 P293Ll6 
以為荘厳 P40L08 P151L07 P294LOl 
八種清風 [584b] P40L08 P151L08 P294LOl 
従光明日i P40L08 P151L08 P294LOl 
自主此楽器 [585a] P40L08 P151L08 P294LOl 
演説島空 [585a] P40L09 P151L08 P294LOl 
I!l¥常無我之斉 P40L09 P152LOl P294L02 
:J.C:%};tく惣 [585b] P40L09 P152LOl P294L02 
1，第一観 P40L09 P152LOl P294L02 
此;tElJ求時 [586b] P40LlO P152L02 P294L03 
. -j説之 [587a] P40LlO P152L02 P294L03 
極令了了 [587a] P40LlO P152L02 P294L03 
1~I Þl I井11=1 [587a] P40LlO P152L02 P294L03 
ィt令敵失 [587a] P40LlO P152L02 P294L04 
H佐除H唯Hキ [587a] P40LlO P152L03 P294L04 
↑Ql意此すら [587b] P40LlO P152L03 P294L04 
知l此恋;h町 P40LlO P152L03 P294L04 
名為 P40L20 P152L03 P294L05 
粗見 [587b] P40LlO P152L04 P294L05 
極楽国地 P40LlO P152L04 P294L05 
l!i得三l沫 [587b] P40Lll P152L04 P294L05 
見彼匡IJ-也((分明 P40Lll P152L04 P294L05 
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不可具説 [587bJ P40L11 P152L05 P294L06 

是為I也怨名第ニ観 P40L11 P152L05 P294L06 

仏告州難 [588aJ P40L11 P152L05 P294L07 

汝持仏語 P40L11 P152L06 P294L07 

為未来世 [588aJ P40L11 P152L06 P294L07 

一切大衆 [588aJ P40L12 P152L06 P294L07 

欲脱7tf首 P40L12 P152L06 P294L08 

説定観地法 [588aJ P40L12 P152L06 P294L08 

若観Jit也者 P40L12 P152L07 P294L08 

除八卜H}劫 [588bJ P40L12 P152L07 P294L09 

生死とJ1l P40L12 P152L07 P294L09 

捨身他世 [589aJ P40L12 P152L08 P294L09 

必生浄国 P40L12 P152L08 P294L09 

心得無疑 [589bJ P40L13 P152L08 P294L09 

作1!観者名為iEW.，l P40L13 P152L08 P294L10 

若他観者 [589bJ P40L13 P153LOl P294L10 

名為別l観 [589bJ P40L13 P153L01 P294L11 

仏告阿難及意提希地惣成口次観主樹観宝樹15 P40L14 P153L02 P294L12 

一一観之 [590aJ P40L14 P153L03 P294L13 

作 P40L14 P153L03 P294L13 

七重 [590aJ P40L14 P153L03 P294L13 

行樹 [590bJ P40L14 P153L03 P294L13 

想 [590bJ P40L14 P153L03 P294L13 

一一樹品 [590bJ P40L14 P153L03 P294Ll3 

八千山台j [590bJ P40L14 P153L04 P294L14 

其諸宝樹 P40L15 P153L04 P294L14 

七宝厳禁 [591aJ P40L15 P153L04 P294L14 

無不!!h!. P40L15 P153L04 P294L14 

一- 1夜祭 [591aJ P40L15 P153L04 P294L15 

作興宝色 [591aJ P40L15 P153L05 P294L15 

瑠晴色tド [591aJ P40L15 P153L05 P294L15 

出金色光破潔 P40L15 P153L05 P294L15 

色"1:"出紅色光五時硲色rt"出陣穣光偶i傑色中出 P40L15 P153L06 P294L15 

緑J'l;I.* [591aJ P41LOl P153L07 P294L16 

光 P41LOl P153L07 P295LOl 

珊f却l乱~J臼 [591aJ P41LOl P153L07 P295LOl 

一切衆宝以為映飾 P41LOl P153L07 P295LOl 

妙ょ'J;f)!議司 [591aJ P41LOl P153L08 P295LOl 

弥桜樹上 [591aJ P41LOl P153L08 P295L02 

一一樹上 P41L02 P153L08 P295L02 

有七重綱 [591bJ P41L02 P153L08 P295L02 

一一網間有五百億妙撃符殿 P41L02 P154LOl P295L02 

k日党王宮 [591bJ P41L02 P154LOl P295L03 

諸天童子自然。l;rtl一一堂f/i百億 P41L02 P154LOl P295L03 

釈迦毘初伽 [591bJ P41L03 P154L02 P295L04 
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!管尼3よ以為規格其摩尼光!!刊行由旬 P41L03 P154L03 P295L04 
J首如和合百{怠日月 [591b] P41L03 P154L04 P295L05 
不可異名 [592a] P41L03 P154L04 P295L05 
衆r[[閉鎖 [592a] P41L03 P154L04 P295L05 
色'1'J二者此諸セ樹 P41L04 P154L04 P295L06 
，(i"1 r [592a] P41L04 P154L05 P295L06 
相|、"， [592a] P41L04 P154L05 P295L06 

~~ P41L04 P154L05 P295L06 
相|次 [592a] P41L04 P154L05 P295L06 
於衆~間生諸妙i事 P41L04 P154L05 P295L07 
II~ I:iLI然有七宝果 [592a] P41L04 P154L06 P295L07 
樹~ P41L04 P154L06 P295L08 

縦iぶ [592a] P41L05 P154L07 P295L08 
ù~~平 P41L05 P154L07 P295L08 
:卜1i由旬 [592a] P41L05 P154L07 P295L08 
其~千色イ! P41L05 P154L07 P295L08 
百純l止1) [592a] P41L05 P154L07 P295L08 
/111天政治 [592a] P41L05 P154L08 P295L09 
有衆妙 II~ [592a] P41L05 P154L08 P295L09 
作Ifili7..fll金色如 P41L05 P154L08 P295L09 
旋火輪 [592a] P41L05 P154L08 P295L09 
腕転葉1'/]1 [592b] P41L05 P155LOl P295LlO 
涌生諸Jl! [592b] P41L06 P155LOl P295LlO 
k日帝釈瓶 [592b] P41L06 P155LOl P295LlO 
イ{大光明化成附方面無量宝会是宝At9" P41L06 P155LOl P295LlO 
l吹現三千大千世界 [592b] P41L06 P155L02 P295Lll 
会切仏事 P41L06 P155L03 P295Lll 
卜Jj仏国 [593a] P41L07 P155L03 P295Ll2 
うが於中現 P41L07 P155L03 P295Ll2 
児此樹己 [593a] P41L07 P155L03 P295Ll2 
亦、'i次第 [593a] P41L07 P155L04 P295Ll2 
」縦之 P41L07 P155L04 P295L13 
WH.'. [593a] P41L07 P155L04 P295Ll3 
樹j五 [593a] P41L07 P155L04 P295Ll3 
被itlJ!*皆令分明hl為樹想、名第四!現 P41L07 P155L04 P295Ll3 
次、"，:t!.L1< [593b] P41L09 P155L06 P295Ll5 
:t!.t水行 P41L09 P155L06 P295Ll5 
極!柴同士 [593b] P41L09 P155L06 P295Ll5 
イl八池水 [593b] P41L09 P155L06 P295Ll5 
一一池水 [593b] P41L09 P155L06 P295Ll5 
七宝}好成 [593b] P41L09 P155L07 P295Ll6 
共可fj佐腰 [593b] P41L09 P155L07 P295Ll6 
従虫lほ珠 E生 [594a] P41L09 P155L07 P295Ll6 
分為卜['4支 [594a] P41L09 P155L07 P295Ll6 
一一文作じに色 [594a] P41LlO P155L08 P296LOl 
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黄金為渠渠下皆以 P41LlO P155L08 P296LOl 

雑色金剛 [594b] P41LlO P156LOl P296LOl 

以為底沙 [594b] P41LlO P156LOl P296L02 

一一本中 [594b] P41LlO P156LOl P296L02 

有 P41LlO P156LOl P296L02 

/， 1-位、 [594b] P41LlO P156LOl P296L02 

七宝蓮華一一蓮華問円lE等 P41LlO P156L02 P296L02 

1-ー山旬 [594b] P41Lll P156L02 P296L03 

以降It::水 [594b] P41Lll P156L03 P296L03 

流illl~間 P41Lll P156L03 P296L03 

持樹 |二下 [595al P41Lll P156L03 P296L03 

J-t戸微妙 [595a] P41Lll P156L03 P296L04 

淡説苦空無常無我諸波羅蜜復イ1・讃歎諸仏相好 P41Lll P156L03 P296L04 

者如意珠玉涌WI金色微妙光明
J1;光化為百宝色J.~ [595al P41Ll2 P156L05 P296L05 

利HぜJ P41Ll2 P156L06 P296L06 

哀!ft~ [595b] P41Ll2 P156L06 P296L06 

常長蛇念{ム [595b] P41Ll2 P156L06 P296L06 

念法念{曽是為八功徳水~、 P41Ll3 P156L06 P296L06 

1'1第五観 [595b} P41Ll3 P156L07 P296L07 

衆宝国土 [595b] P41Ll4 P156L08 P296L08 

一一界上 [596a] P41Ll4 P156L08 P296L08 

有 P41Ll4 P156L08 P296L08 

五百億 [596a] P41Ll4 P156L08 P296L08 

宝 P41Ll4 P156L08 P296L08 

楼|湖 [596a} P41Ll4 P156L08 P296L08 

其倭IJ}I中有無量 P41Ll4 P156L08 P296L08 

諸天 [596a] P41Ll4 P157LOl P296L09 

作メ.;f支楽 [596a] P41Ll4 P157LOl P296L09 

又布五5器 [596a] P41Ll4 P157LOl P296L09 

理~:処i益空 [596a] P41Ll4 P157LOl P296L09 

4n天宝随 [596a} P41Ll4 P157L02 P296L09 

イミ銭円I!鳥此衆音中符説 P41Ll5 P157L02 P296LlO 

念仏念法念比丘11"1 [596b} P41Ll5 P157L02 P296LlO 

此念U求己 [596b] P41Ll5 P157L03 P296Lll 

~為 P41Ll5 P157L03 P296Lll 

粁l~ó [596b] P41Ll5 P157L03 P296Lll 

極楽世界 P41Ll5 P157L03 P296Lll 

宝樹宝地宝池是為 [597a] P41Ll5 P157L04 P296Lll 

経潟l;tl.¥、 [597a] P42LOl P157L04 P296Ll2 

名第六観 P42LOl P157L04 P296Ll2 

符児此者 [597a] P42LOl P157L05 P296Ll2 

除無量{批IJ [597a] P42LOl P157L05 P296Ll2 

極重慈業命終之後必生彼国作定観者名為正観 P42LOl P157L05 P296Ll2 

持他観者名為邪観
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仏告何~If.及怠挺希 P42L03 P157L08 P296Ll5 
諦l徳諦聴 [598aJ P42L03 P157L08 P296Ll5 
持 P42L03 P157L08 P296Ll5 
，1M、念 [598aJ P42L03 P157L08 P296Ll5 
乙 P42L03 P15π~08 P296Ll5 
仏肖 [598aJ P42L03 P157L08 P296Ll6 
l.;}ý~ [598aJ P42L03 P158L01 P296Ll6 
分別解説 P42L03 P158LOl P296Ll6 
除首悩法 [598aJ P42L03 P158L01 P296Ll6 
汝等 [598bJ P42L03 P158L01 P296Ll6 
憶持 [598bJ P42L03 P158L01 P296Ll6 
広為大衆分別解説 P42L03 P158LOl P296Ll6 
説是目nu与 [598bJ P42L04 P158L02 P297L01 
1!1¥量li仏 [599aJ P42L04 P158L02 P297L01 
(È立ヤ~I [599aJ P42L04 P158L02 P297L01 
観世れi 大勢~走 大士!与立左右 P42L04 P158L03 P297L02 
光明燃様不可r!見 [600a] P42L04 P158L03 P297L02 
i'i千陪la.f白金色 [600bJ P42L05 P158L04 P297L03 
ィ、得t.Hじ P42L05 P158L04 P297L03 
H与奪J足希 [600bJ P42L05 P158L05 P297L03 
見!!1¥量lf仏 [600bJ P42L05 P158L05 P297L04 
U P42L05 P158L05 P297L04 
J産足 [601aJ P42L05 P158L05 P297L04 
作礼 P42L05 P158L05 P297L04 
I
J 

1 仏日世K~ [601bJ P42L05 P158L05 P297L04 
:rx:今囚仏)J [601bJ P42L05 P158L06 P297L05 
故得児無1_t)t仏及二f手薩未米衆生当云何観!w、 P42L05 P158L06 P297L05 
量l千仏及-fキ隊
iムPI牟J是1[; [602aJ P42L06 P158L08 P297L07 
欲観彼仏者 [602aJ P42L06 P158L08 P297L07 
当起:E1念 [602a] P42L06 P158L08 P297L07 
於七'IU山i [602aJ P42L07 P158L08 P297L08 
作蓮 ll~忽1 [602bJ P42L07 P159LOl P297L08 
令其i主権 [602bJ P42L07 P159LOl P297L08 
一~-it5 [602bJ P42L07 P159L01 P297L08 
作百'i{色有八)jJl4r-脈州知| P42L07 P159L01 P297L09 
天凶i [602bJ P42L07 P159L02 P297L09 
Il反省 [603aJ P42L07 P159L02 P297L09 
八万四千光 P42L07 P159L02 P297LlO 
「了分11m号令tl，(t [603aJ P42L08 P159L03 P297LlO 
常葉小行 [603aJ P42L08 P159L03 P297LlO 
H，i拡(lllI I [603aJ P42L08 P159L03 P297Lll 
411是Jtfi {I~ P42L08 P159L04 P297Lll 
イi八万川下策 [603b] P42L08 P159L04 P297Lll 

A一葉!日1~1Î百億 P42L08 P159L04 P297Ll1 
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!翠!己珠玉 [603b] P42L09 P159L05 P297Ll2 

以ぬ映飾一一昨尼放千光明其光 P42L09 P159L05 P297Ll2 

如d証 [603b] P42L09 P159L06 P297Ll3 

七宝合成 P42L09 P159L05 P297Ll3 

偏硲i地上 [603b) P42L09 P159L06 P297Ll3 

釈迦箆務伽宝 [603b] P42L09 P159L06 P297Ll4 

以為 P42LlO P159L07 P297Ll4 

よt台 [603b] P42LlO P159L07 P297Ll4 

此遜華台 [603b] P42LlO P159L07 P297Ll4 

八万金剛 [603b] P42LlO P159L07 P297Ll4 

弧叔迦宝 [603b] P42LlO P159L07 P297Ll4 

)t摩!己宝 P42LlO P159L08 P297Ll5 

妙其珠 [603b) P42LlO P159L08 P297Ll5 

綱以為交飾於R台1-，自然I而有 P42LlO P159L08 P297Ll5 

四柱 [603b] P42Lll P160LOl P297Ll6 

宝悩 Aー宝申童 P42Lll P160LOl P297L16 

4n百千万億須~;J，山 [603b] P42Lll P160LOl P297Ll6 

腕 |二セ帳 [604a] P42Lll P160L02 P297L16 

411イ主!乍天宮 [604a) P42Lll P160L02 P297Ll6 

有五日意 [604a] P42Lll P160L02 P298LOl 

微妙'支珠以為 P42Lll P160L03 P298LOl 

映fiiu [604a] P42Lll P160L03 P298LOl 

--宝珠 [604a] P42Ll2 P160L03 P298LOl 

有八万四千光一一光作八万四千 P42Ll2 P160L03 P298L02 

!県相金色 [604a] P42Ll2 P160L04 P298L02 

ー金色 [604a) P42Ll2 P160L04 P298L02 

編JJ;宝土処処変化 P42Ll2 P160L05 P298L02 

名作兵相 [604a] P42Ll2 P160L05 P298L03 

或為金剛台 [604a] P42Ll3 P160L05 P298L03 

l集作真珠網或作新u世雲 P42Ll3 P160L06 P298L03 

於十方面 [604a] P42Ll3 P160L06 P298L04 

随怠変現 [604a] P42Ll3 P160L06 P298L04 

施作仏4l [604a) P42Ll3 P160L07 P298L05 

是為有'riA怨名第七飢 P42Ll3 P160L07 P298L05 

仏告阿雑如此妙1~1!:本法蔵比丘 P42Ll4 P160L07 P298L05 

願力所成 [604a) P42Ll4 P160L08 P298L06 

若欲 [604b] P42Ll4 P160L08 P298L06 
メ，~、、 P42Ll4 P161LOl P298L07 

彼仏 [604b] P42Ll4 P161LOl P298L07 

者、可先作此苓r-t!:!，! P42Ll4 P161LOl P298L07 

作此fL1 [604b] P42Ll4 P161LOl P298L07 

Hキ P42Ll4 P161LOl P298L08 

不斜線L観 [604b] P42Ll4 P161LOl P298L08 

皆応 P42Ll5 P161L02 P298L08 

~ -観之 [604b] P42Ll5 P161L02 P298L08 
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一葉一一珠 一-光 P42Ll5 P161L02 P298L08 
__ .L口A [604b] P42Ll5 P161L03 P298L09 

ー一陣皆令分明~II於鋭巾白見而{象此恕成者 P42Ll5 P161L03 P298L09 

滅除五万:}jj [604b] P43LOl P161L04 P298LlO 

'1'.死之罪必定込~ 'I'.極楽世界作i(:観者名為正観 P43LOl P161L04 P298LlO 

行他観者名為庁I1飢
仏符阿難 [605a] P43L02 P161L07 P298Ll3 

及皐提希見此事己 P43L02 P161L07 P298Ll3 

次当想、仏 [605a] P43L02 P161L07 P298Ll3 

所以者何 [605a] P43L02 P161L07 P298Ll4 

諸仏如来 [605b] P43L02 P161L08 P298L14 
A巨ヒヨI P43L02 P161L08 P298L14 

法判身 [606a] P43L02 P161L08 P298L14 

[法界] [606a] P43L02 P161L08 P298L14 

入一切衆生，心惣中 [607a] P43L02 P161L08 P298L14 

是故汝等 [607心 P43L02 P162LOl P298L15 
，心 P43L03 P162LOl P298L15 

~、仏 [607a] P43L03 P162LOl P298Ll5 

H寺 P43L03 P162LOl P298L15 

定心即是 [607b] P43L03 P162LOl P298L15 

二十一相 [608a] P43L03 P162LOl P298Ll5 

八十随形好 [608b] P43L03 P162L02 P298L15 

足{;、作仏 [608bJ P43L03 P162L02 P298L16 

足心是仏 [608b] P43L03 P162L02 P298Ll6 

諸仏iF.編知海 [608b] P43L03 P162L02 P298L16 

fìt心想、生足故応~'í P43L03 P162L03 P298L16 

-，心繋念 [609a] P43L04 P162L03 P299LOl 

諦観 P43L04 P162L03 P299LOl 

彼仏 [609aJ P43L04 P162L04 P299LOl 

多陀阿伽度 [609aJ P43L04 P162L04 P299LOl 

~lIrli正詞 [609a] P43L04 P162L04 P299LOl 

二税三仏陀 [609b] P43L04 P162L04 P299L02 

氾!彼仏者 [609b] P43L04 P162L04 P299L02 

先当~、{象 [609b] P43L04 P162L05 P299L02 

I;H口開目 [609bJ P43L04 P162L05 P299L02 

見 ー宝f象 [609bJ P43L05 P162L05 P299L03 

立nli日l1-檀金色 P43L05 P162L05 P2鈎L03

坐彼1i'H: [610a] P43L05 P162L06 P299L03 

見f象λ佐己 [610a] P43L05 P162L06 P299L04 

心眼得開 P43L05 P162L06 P2ωL04 

了了分明 [610aJ P43L05 P162L06 P299L04 

見極楽国 [61Oa] P43L05 P162L07 P299L05 

ヒ宝~-E厳宝I也:E池'よ樹行予113者天宝$削除複其上 P43L05 P162L07 P299L05 

衆宝将網i育I虚~中川知此事樋令明 f虫日観乍'1-'

見此Jj_j:己 [610a] P43L06 P163LOl P299L 07 
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復当史作 [610b] P43L07 P163L01 P299L08 
一大A、E筆 [610b] P43L07 P163L02 P299L08 
在仏左辺 P43L07 P163L02 P299L08 
k目白Ij遜華 [610b] P43L07 P163L02 P299L08 
等書¥¥有異 P43L07 P163L02 P299L09 
復作一大慈格 P43L07 P163L03 P299L09 
J工仏布辺 [610b] P43L07 P163L03 P299L09 
fL1 観世音菩l樹象λ仏左1直座 P43L07 P163L03 P299LlO 
亦放金光 [610b] P43L08 P163L04 P299LlO 
如Jrln無異悠一大勢-'E菩隊{象 P43L08 P163L04 P299Ll1 
坐，{j肇座 [611a] P43L08 P163L05 P299Ll1 
此;ttl味時 [611a] P43L08 P163L05 P299Ll2 
仏菩薩{象皆放光|リl其光金色照諸宝樹 P43L08 P163L05 P299Ll2 
」樹 F [611a] P43L09 P163L06 P299Ll3 

1~有二蓮華 P43L09 P163L07 P299Ll3 
，jIl遜華上 [611a] P43L09 P163L07 P299Ll3 
各有一仏二菩隣{象 P43L09 P163L07 P299Ll4 
偏満彼国 [611a] P43L09 P163L08 P299Ll4 
此惣成H寺行者当ILlI水流光明及諸宝樹 P43LlO P163L08 P299Ll4 
.f，訓E鴛鴬 [611a] P43LlO Pl64L01 P299Ll5 
十干説妙法 [611a] P43LlO Pl64L01 P299Ll5 
tJ!.定入定 [611a] P43LlO Pl64L01 P299Ll6 
恒開妙法行者所|市山定之時 P43LlO P164L01 P299Ll6 
憶持イミ捨 [611a] P43Ll1 Pl64L02 P299Ll6 
令与修多羅合 [611a] P43Ll1 Pl64L02 P300L01 
主fイ之介者名為妄~t [611b] P43Ll1 Pl64L03 P300L01 
若有合者名為 P43Ll1 Pl64L03 P3∞L01 
IH!.忽1 [611b] P43Ll1 P1ωL04 P300L02 
見極楽世界:!.E為f象;t!，w，第八観作定1説者 P43Ll1 Pl64L04 P300L02 
除1ntl誌 [611b] P43Ll2 P164L05 P300L03 
位WJ生死之罪 P43Ll2 P164L05 P300L03 
於現身中 [612a] P43Ll2 Pl64L05 P300L03 
俗念仏三昧 [612a] P43Ll2 Pl64L05 P300L04 
仏告阿難及怠提希此~成U次当 P43Ll3 Pl64L07 P300L05 
¥(i [612b] P43Ll3 P164L07 P300L05 
flJl l!l\益寿仏身相光I~J阿事fÊ当知1!l何l舟仏身 P43Ll3 Pl64L07 P300L06 
如何千万f:il夜!掌苅t¥li科白金色 [612b] P43Ll3 Pl64L08 P300L07 
仏身局六 卜万f:iJ [613a] P43Ll4 P165LOl P300L07 
JJlI由他恒河沙由旬 P43Ll4 P165L02 P300L07 
!日|問白老 [613b] P43Ll4 P165L02 P300L08 
イ7旋腕転 P43Ll4 P165L02 P300L08 
~J J五須弥山 [614a] P43Ll4 P165L03 P300L08 
仏眼 P43Ll5 P165L03 P300L08 
~llIrn大海水 [614a] P43Ll5 P165L03 P300L08 
iT自分明 [614a] P43Ll5 P165L03 P300L09 
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身諸毛孔 P43Ll5 P165L04 P300L09 

演出光明 [614aJ P43Ll5 P165L04 P300L09 

立[J~貞弥山 [614aJ P43Ll5 P165L04 P300LlO 

彼仏円光 [614bJ P43Ll5 P165L04 P300LlO 

如百億三千大千世界 [614bJ P43Ll5 P165L04 P300LlO 

於円光中 P43Ll5 P165L05 P300LlO 
有百万億那由他恒河沙化仏 [614bJ P44L01 P165L05 P300Lll 
一一化仏亦有衆多無数化菩l鐘 P44L01 P165L06 P300Ll1 

以為f寺者一 [614bJ P44L01 P165L07 P300Ll2 

無量寿仏 P44L01 P165L07 P300Ll2 

有八万四千相 [615aJ P44L01 P165L07 P300Ll2 

一一相 [615aJ P44L02 P165L08 P300Ll2 

各有八万四千 P44L02 P165L08 P300Ll2 

随形好 [615aJ P44L02 P165L08 P300Ll3 

ー一好 P44L02 P165L08 P300Ll3 

復布八万四千光明 [615bJ P44L02 P165L08 P300Ll3 

一一光明i刷費 [615bJ P44L02 P166L01 P300Ll3 

卜方世界念仏衆生 P44L02 P166LOl P300Ll4 

段取不捨 [618bJ P44L03 P166L02 P300Ll4 

[不捨] [619aJ P44L03 P166L02 P300Ll4 

よJ;光明相好及与化仏 P44L03 P166L02 P300Ll4 

不可具説 [619aJ P44L03 P166L02 P300Ll5 

fI同憶想令心眼見兄此4王者 P44L03 P166L03 P300Ll5 

閃l見十方一切諸仏 [619bJ P44L03 P166L03 P300L16 

以見諸仏故 P44L04 P166L04 P300Ll6 

1'，念仏一味 [619bJ P44L04 P166L04 P301L01 

作足WI.者一 P44L04 P166L04 P301L01 

名lel 切仏身 [619bJ P44L04 P166L05 P301L01 

以観仏身故 P44L04 P166L05 P301L02 

亦見仏J心 [61gb] P44L04 P166L05 P301L02 

仏心荷大慈悲是 P44L04 P166L06 P30lL02 

以無線慈 I [619bJ P44L05 P166L06 P30lL03 
t英語古衆生作此観者 P44L05 P166L06 P301L03 
捨身他|吐 [620aJ P44L05 P166L07 P301L04 

生諸仏前 [620aJ P44L05 P166L07 P301L04 

得無生宏、 [620aJ P44L05 P166L07 P301L04 

是故 P44L05 P166L07 P301L04 

初者 [620aJ P44L05 P166L08 P301L04 

応当繋心諦観~!t~量寿仏 P44L05 P166L08 P301L04 

観無量寿仏者 [620bJ P44L05 P166L08 P301L05 

従一相好人 [620bJ P44L06 P167L01 P30lL05 

fl:!観眉間白老極今明了見眉間自宅者八万四千 P44L06 P167L01 P301L06 

相好自然当現見書t¥武寿仏者

[千|宅] [620bJ P44L06 P167L02 P301L06 

関l見十方1!tthl諸仏 [621aJ P44L07 P167L03 P301L08 
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得見無量諸仏故 P44L07 P167L03 P301L08 
諸仏現前授記 [621a] P44L07 P167L04 P301L09 
Ji為編観 P44L07 P167L04 P301L09 
ー切色身 [621a] P44L07 P167L04 P301L09 
:@、 P44L08 P167L04 P301L09 
名第九観 [621a] P44L08 P167L05 P301L09 

作此観者名為正観若他観者名為邪観 P44L08 P167L05 P301LlO 

仏告阿難及章提希見無量寿仏了了分明己次復 P44L09 P167L07 P301Ll2 
当観観世音菩薩此菩薩身長

八十万f.i¥i.那由他山旬 [621bJ P44L09 P167L08 P301Ll4 
身紫金色 [621bJ P44LlO P168LOl P301Ll4 
頂有肉腎 [621b] P44LlO P168L01 P301Ll4 

項有円光 [623a] P44LlO P168L01 P301Ll4 
面各 [623a] P44LlO P168L02 P301Ll5 
百千山旬 [623a] P44LlO P168L02 P301Ll5 
其円光中有Ji.百化仏 P44LlO P168L02 P301Ll5 
立日釈迦牟尼仏 [623a] P44LlO P168L03 P301Ll5 
一一化仏有五百化菩隣無量諸天 P44Lll P168L03 P301Ll6 
以為侍者 [623a] P44Ll1 P168L04 P301Ll6 
挙身 [623b] P44Ll1 P168L04 P301Ll6 
光中五道衆生 [623b] P44Ll1 P168L04 P302L01 

一切色相皆於中現頂t P44Ll1 P168L04 P302L01 

毘拐伽 [623b] P44Ll1 P168L05 P302L01 
!掌尼宝 [623b] P44Ll2 P168L05 P302L02 
以為天冠其天冠中 P44Ll2 P168L05 P302L02 
イヨー立化仏 [623b] P44Ll2 P168L06 P302L02 

l常i一十五由旬観世音菩薩 P44Ll2 P168L06 P302L02 
面如悶浮組金色 [624a] P44Ll2 P168L07 P302L03 
屑問乏相 P44Ll2 P168L07 P302L03 
備七宝色 [624aJ P44Ll3 P168L07 P302L03 
流出八万四千種光明 P44Ll3 P168L08 P302L04 
一一光明 [624aJ P44Ll3 P168L08 P302L04 
有無量~数百千化仏一一化仏無数化菩薩以為 P44Ll3 P168L08 P302L04 

侍者

変現自在 [624a] P44Ll4 P169L02 P302L05 
i前十方世界 P44Ll4 P169L02 P302L05 
嘗如来[蓮華色 [624aJ P44Ll4 P169L02 P302L06 
有八卜i忌光明 [624bJ P44Ll4 P169L03 P302L06 
以為E却格 [624b] P44Ll4 P169L03 P302L06 
其般J告中普現 P44Ll4 P169L03 P302L07 
一切諸荘厳事 [625a] P44Ll4 P169L04 P302L07 
手掌作 P44Ll5 P169L04 P302L07 
五百億雑蓮q宅色 [625aJ P44Ll5 P169L04 P302L07 
子卜指端 P44Ll5 P169L04 P302L08 
ー一指端 [625aJ P44Ll5 P169L05 P302L08 
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千i八万四千函猶剣1印文一一回有八万四千色 P44Ll5 P169L05 P302L08 

一一色有八万四千光

其光柔腰 [625a] P45LOl P169L07 P302L09 

普照一切 P45LOl P169L07 P302LlO 

以此宝手接引衆生 [625a] P45LOl P169L07 P302LlO 

挙足時 P45LOl P169L08 P302LlO 

足下手T千幅輸相 [625a] P45LOl P169L08 P302Lll 

自然化 [626b] P45L02 P169L08 P302Lll 

成五斤億光明台 P45L02 P169L08 P302Lll 

下足時1'i [626b] P45L02 P170LOl P302Lll 

金剛摩尼華 [626b] P45L02 P170LOl P302Ll2 

布散一切 P45L02 P170LOl P302Ll2 

英不弥満 [626b] P45L02 P170LOl P302Ll2 

Jt余身柄 [626b] P45L02 P170L02 P302Ll2 

衆好具足~[J仏1根県 P45L02 P170L02 P302Ll3 

唯頂上|対笛及無見頂相 [627a] P45L03 P170L02 P302Ll3 

不及世尊 [627a] P45L03 P170L03 P302Ll4 

;(t為観観世音菩薩真実色身;l'Jt名第卜観仏告阿 P45L03 P170L03 P302Ll4 

期t若有欲観観世音菩薩者当作是1俊作冠制者

不遇諸禍 [627b] P45L04 P170L06 P302Ll6 

t争除業障除11理数劫生死之罪責日此芹薩但II司其名 P45L04 P170L06 P302Ll6 

後無量福 [628a] P45L05 P170L07 P303L02 

何況諦観若有欲観観世音菩薩者 P45L05 P170L07 P303L02 

先鋭頂上肉轡次観天冠 [628a] P45L05 P170L08 P303L03 

其余衆栴亦次第観之亦令明了 úll Wl掌 ~I'作是観 P45L05 Pl71LOl P303L03 

者名為正観者他観者名為邪観

次復応観大勢至菩薩 [628a] P45L06 Pl71L03 P303L07 

此菩薩身量 [628a] P45L07 Pl7lL03 P303L07 

大小 [628a] P45L07 Pl71L03 P303L07 

亦虫I制世音P-J光 P45L07 Pl7lL03 P303L07 

面各百一十五由旬 [628b] P45L07 Pl7lL04 P303L08 

照一百五十由旬 [628b] P45L07 Pl7lL04 P303L08 

挙身光時l [629a] P45L07 Pl7lL05 P303L08 

照十方同 [629a] P45L08 Pl71L05 P303L09 

作紫金色 [629a] P45L08 Pl71L05 P303L09 

イi縁衆生 [629a] P45L08 Pl71L05 P303L09 

符悉得見 P45L08 Pl7lL06 P303L09 

ft!見此菩隣 [629a] P45L08 Pl71L06 P303LlO 

ー毛イL光閃l見十方男性量諸仏 P45L08 Pl71L06 P303LlO 

浄l沙 [629b] P45L08 Pl71L07 P303LlO 

光明是放号此菩催 P45L09 Pl71L07 P303Lll 

名無辺光 [630a] P45L09 Pl71L08 P303Lll 

以智慧光 [629b] P45L09 Pl7lL08 P303Lll 

fFHH一切 [629b] P45L09 Pl7lL08 P303Ll2 

令離ニ塗 [629b] P45L09 Pl71L08 P303Ll2 
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得~里上力 [629b] P45L09 Pl71L08 P303Ll2 
定故号此菩薩 P45L09 Pl72LOl P303Ll2 
名大勢至 [630a] P45L09 Pl72LOl P303Ll3 
此菩薩天冠 P45LlO Pl72LOl P303Ll3 
有五百宝当主 [630b] P45LlO Pl72L02 P303Ll3 
一一宝筆布五百'j{台一一台中十方諸仏浄妙国 P45LlO Pl72L02 P303Ll3 
上

広長之柱| [630b] P45LlO Pl72L03 P303Ll4 
皆於中現 [630b] P45LlO Pl72L03 P303Ll4 
頂上|勾筈如 P45Lll Pl72L04 P303Ll5 
自主主4匹前 [630b] P45Lll Pl72L04 P303Ll5 
於|勾磐上有一仁左瓶 [631a] P45Lll P172L04 P303Ll5 
盛諸光明 [631a] P45Lll Pl72L05 P303Ll6 
普現仏事 P45Lll P172L05 P303Ll6 
余諸身 [631a] P45Lll Pl72L05 P303Ll6 
相知1観世音寄与:無イI異 P45Lll Pl72L05 P303Ll6 
此答1嵯行時 [631a] P45Ll2 P172L06 P304LOl 
十JT世界一切12動 [631a] P45Ll2 Pl72L06 P304LOl 
[切震動] [631b] P45Ll2 P172L06 P304L02 
当地動処 P45Ll2 Pl72L07 P304L02 
イi五百億宝当主 [631b] P45Ll2 P172L07 P304L02 
-宝華荘厳 P45Ll2 Pl72L07 P304L02 
尚一i煩 [631b] P45Ll2 Pl72L07 P304L02 
~LI極楽世界 [631b] P45Ll2 P172L08 P304L03 
此菩薩坐H年 [631b] P45Ll3 Pl72L08 P304L03 
仁セ国土 [631b] P45Ll3 Pl72L08 P304L03 
-11寺動指 P45Ll3 P172L08 P304L03 
従F方金光仏利 [631b] P45Ll3 P173LOl P304L04 
乃至上方光明王仏系l肘 P45Ll3 P173LOl P304L04 
Jt中I111 [632a] P45Ll3 P173L02 P304L04 
~眠 11111基数分身1!\ti，Uf仏分身観世音大勢至 P45Ll3 P173L02 P304L05 
十?悉雲集極楽園士 [632a] P45Ll4 P173L03 P304L05 
1WI塞宅中 [632b] P45Ll4 P173L03 P304L06 
坐蓮培鹿演説妙法 P45Ll4 P173L04 P304L06 
度苦衆生 [632b] P45Ll4 P173L04 P304L06 
作此lel者名為IE観若他観者名為廊鋭見大勢至 P45Ll5 P173L04 P304L07 
菩薩是為観大~}五色身1JJ名第十一W"l
観此菩薩者 [632b] P46LOl P173L06 P304L09 
除1~thì劫阿fM祇'trt之Jfl作是観1'J P46LOl P173L07 P304L09 
不処)!包胎 [632b] P46LOl P173L08 P304LlO 
常遊詩仏j争妙同土 P46LOl P173L08 P304LlO 
此1既成己 [633a] P46LOl P173L08 P304LlO 
名Z道具足 [633a] P46L02 P174LOl P304Lll 
観観世音大勢至 P46L02 P174LOl P304Lll 
見此事時 [633a] P46L03 P174L02 P304Ll2 
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当起白心 [633a] P46L03 P174L02 P304L12 
生於凶方極楽世界 P46L03 P174L02 P304L12 

於蓮華中結釧朕坐 [633b] P46L03 P174L02 P304L12 
作法華合想 [633b] P46L03 P174L03 P304L13 

作蓮華開想、 [634a] P46L03 P174L03 P304L13 
蓮華ー開時有 P46L03 P174L04 P304L13 
五行色光 [634a] P46L04 P174L04 P304L14 
来W!身想 ，1 [634a] P46L04 P174L04 P304L14 
限1-1開恕 [634a] P46L04 P174L04 P304L14 
見仏菩薩 [634a] P46L04 P174L05 P304L14 

i合~ì虚空中 [634a] P46L04 P174L05 P304L14 

水鳥持付4及与諸仏所出音声皆演妙法与 P46L04 P174L05 P304L15 

十一iijl経 [634b] P46L05 P174L06 P304L16 

合，'1'，定之剛:ll.持不失 P46L05 P174L06 P304L16 

見此'li巳 [634b] P46L05 P174L07 P304L16 

名見!I!¥量寿仏極楽世界 P46L05 P174L07 P305L01 

是為将観想 [634b] P46L05 P174L08 P305LOl 

名第一|ー観 [635a] P46L05 P174L08 P305LOl 

無量寿仏 [635a] P46L06 P174L08 P305L02 

化身!n¥数 [635a] P46L06 P174L08 P305L02 
与観1立盲大勢至 P46L06 P175LOl P305L02 
;常来宅此行人之pJi [635a] P46L06 P175LOl P305L02 

仏告阿雑及主主提希 [636a] P46L07 P175L02 P305L04 
符欲至，心 [636a] P46L07 P175L02 P305L04 

生西方者 P46L07 P175L02 P305L04 

先当 [636a] P46L07 P175L02 P305L05 

総!於 P46L07 P175L03 P305L05 

一丈六像在池水上 [636a] P46L07 P175L03 P305L05 
~Il先所説 [636b] P46L07 P175L03 P305L05 

1!~1Il寿仏 P46L07 P175L03 P305L06 

身量無辺 [636b] P46L07 P175L04 P305L06 

~1'.1!:凡夫 [636b] P46L08 P175L04 P305L06 
心}J所及 P46L08 P175L04 P305L06 
然彼如来 [636b] P46L08 P175L04 P305L06 
宿願力 [636b] P46L08 P175L05 P305L07 
故千r1ft想、者必得成就 P46L08 P175L05 P305L07 
但:E!仏(象 [637a] P46L08 P175L05 P305L07 
得無冠福 [637a] P46L08 P175L06 P305L08 

何況 P46L08 P175L06 P305L08 
観仏具足身相 [637b] P46L09 P175L06 P305L08 
阿弥陀仏神通 [637b] P46L09 P175L06 P305L08 
如意 [637b] P46L09 P175L07 P305L09 
於十}j国 P46L09 P175L07 P305L09 
変現白在 [637b] P46L09 P175L07 P305L09 
或現大身満虚空中或時j、身 [637b] P46L09 P175L07 P305L09 
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丈六八尺 [638a] P46L09 P175L08 P305LlO 

所現之形皆真金色 [638a] P46LlO P175L08 P305LlO 

円光化仏及宝i筆華 P46LlO P176LOl P305Lll 

如上所説 [638a] P46LlO P176LOl P305Lll 
観世音菩薩及大勢'f P46LlO P176LOl P305Lll 

検一切処 [638a] P46LlO P176L02 P305Ll2 

身同 [638a] P46LlO P176L02 P305Ll2 

衆生{旦観 [638b] P46Lll P176L02 P305Ll2 

首相知是観世音知是大勢至此二菩薩 P46Lll P176L02 P305Ll2 
助阿弥陀仏締化一切 [638b] P46Lll P176L03 P305Ll3 
是為雑想、観 [638b] P46Lll P176L04 P305Ll4 

名第十二観 P46Lll P176L04 P305Ll4 

仏告阿難 [644b] P46Ll3 P176L05 P305Ll5 

及主主提希 P46Ll3 P176L05 P305Ll5 

上品上生者 [644b] P46Ll3 P176L05 P305Ll5 

者有衆生 [645a] P46Ll3 P176L05 P305Ll5 

願生彼国 [645a] P46Ll3 P176L06 P305Ll6 

者一発二種J心 P46Ll3 P176L06 P305Ll6 

閃]便往生 [臼5b] P46Ll3 P176L06 P305Ll6 
何等為ニ [646b] P46Ll3 P176L06 P305Ll6 

一者至誠，心 [臼9b] P46Ll3 P176L07 P306LOl 

一者深J心 [650a] P46Ll4 P176L07 P306LOl 

二者遡向発願{，、 [650b] P46Ll4 P176L07 P306LOl 
具三，心者必生彼国 [652a] P46Ll4 P176L07 P306LOl 
復有 [652a] P46Ll4 P176L08 P306L02 

二種衆生 [652b] P46Ll4 P176L08 P306L02 

当得往生 P46Ll4 P176L08 P306L02 

何等為二 [652b] P46Ll4 P177LOl P306L02 

一者慈d心不殺 [652b] P46Ll4 P177LOl P306L03 

具諸戒行 [652b] P46Ll5 P177LOl P306L03 

ー者 P46Ll5 P177LOl P306L03 
読揃大乗 [653a] P46Ll5 P177LOl P306L03 
方等 [653a] P46Ll5 P177L02 P306L04 

経JJ1!二者修行 P46Ll5 P177L02 P306L04 
ムハぷA [653a] P46Ll5 P177L02 P306L04 

週向発願願生彼国 [653b] P46Ll5 P177L02 P306L04 

具此功徳 [654a] P46Ll5 P177L03 P306L05 
一日乃至七日 [654a] P46Ll5 P177L03 P306L05 
即得往生生彼国時此人 P47LOl P177L03 P306L05 

梢進勇猛 [655a] P47LOl P177L04 P306L06 

故 P47LOl P177L04 P306L06 

阿弥陀如来 [655a] P47LOl Pl77L04 P306L06 

ワー観世音大勢歪 [655a] P47LOl P177L05 P306L06 

1!民数化仏 [655a] P47LOl P177L05 P306L06 

百千比!王 [655a] P47LOl P177L05 P306L07 
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lill'il大衆 P47L02 P177L05 P306L07 
1!!~数諸天 [655a] P47L02 P177L06 P306L07 
七宝7ヰ殿 [655a] P47L02 P177L06 P306L07 
観l立7T菩薩 P47L02 P177L06 P306L07 
執金剛台 [655b] P47L02 P177L06 P306L08 
与大勢至菩隊至行者円1)阿弥舵fムJ次大光191 P47L02 Pl77L07 P306L08 
!!(~'r i'.('I身 [656a] P47L03 P177L08 P306L09 
与諸ff際 [656a] P47L03 P177L08 P306L09 
授予迎接 [656a] P47L03 P177L08 P306L09 
観|立?2f大勢至17A無数菩薩 P47L03 Pl77L08 P306L09 
讃歎行者 [656a] P47L03 P178LOl P306LlO 
紛'l.IffiH心行者見己 P47L03 P178LOl P306LlO 
歓喜811i蹴 [656b] P47L04 P178L02 P306Lll 
白見共身乗金剛台 P47L04 P178L02 P306Lll 
随従仏後 [656b] P47L04 P178L02 P306Lll 
k日弾指頃往生彼同 [656b] P47L04 P178L03 P306Lll 
生彼!司己 [656b] P47L04 P178L03 P306Ll2 
見仏色身 P47L04 P178L03 P306Ll2 
衆相以5i [657a] P47L04 P178L04 P306Ll2 
見，ltiij-日比: P47L05 P178L04 P306Ll3 
色相具足 [657a] P47L05 P178L04 P306Ll3 
光明 [657a] P47L05 P178L04 P306Ll3 
宝林演説妙法 [657a] P47L05 P178L04 P306Ll3 
ILIILJ即情 P47L05 P178L05 P306Ll4 
無生法忍 [657a] P47L05 P178L05 P306Ll4 
終2良9;!1削 [657b] P47L05 P178L05 P306Ll4 
歴 'J~ [658a] P47L05 P178L06 P306Ll5 

3tHム P47L05 P178L06 P306Ll4 
偏卜方界 [658a] P47L05 P178L06 P306Ll5 
於訪仏前 P47L06 P178L06 P306Ll5 
次第J受記 [658a] P47L06 P178L06 P306Ll5 
還圭IJ*同 [658a] P47L06 P178L06 P306Ll5 
得角!~1Jl百千陀羅尼門 [658a] P47L06 P178L07 P306Ll6 
定名上品上生者上品中生者 P47L06 P178L07 P306Ll6 
イミ必受持 [658b] P47L07 P179LOl P307LOl 
あtj前 P47L07 P179LOl P307LOl 
方等経典 [659a] P47L07 P179LOl P307LOl 
手専解J宝島.s [659a] P47L07 P179LOl P307LOl 
於 P47L07 P179L02 P307L02 
第一義 [659b] P47L07 P179L02 P307L02 
心不篤動 [659b] P47L07 P179L02 P307L02 
深信因果 [659b] P47L07 P179L02 P307L02 
イミ誘大采 [660a] P47L07 P179L02 P307L02 
以此J}J徳、 [660a] P47L07 P179L03 P307L03 
遡向願求生極楽国 P47L08 P179L03 P307L03 
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行此行者 [660a] P47L08 P179L03 P307L03 

命欲終時阿弥舵仏与桜町音大勢至無量 P47L08 P179L04 P307L03 

大衆 [660a] P47L08 P179L05 P307L04 

tf!局困綴持 P47L08 P179L05 P307L04 

紫金台 [660a] P47L08 P179L05 P307L05 

宅行者前 P47L09 P179L05 P307L05 

請託 [660b] P47L09 P179L05 P307L05 

法子 [660b] P47L09 P179L05 P307L05 
i汝行大采解第一義 [660b] P47L09 P179L06 P307L05 
定政我今来迎接汝 [660b] P47L09 P179L06 P307L06 

う千化仏 [660b] P47L09 P179L07 P307L06 

一時 P47L09 P179L07 P307L07 

授手 [660bJ P47L09 P179L07 P307L07 

行者白兄坐 P47L09 P179L07 P307L07 

紫金台 [660b] P47LlO P179L07 P307L07 

合掌父子 [660b] P47LlO P179L07 P307L07 

讃歎il~仏 [661aJ P47LlO P179L08 P307L08 

如一念頃 [661aJ P47LlO P179L08 P307L08 

即生彼困 [661aJ P47LlO P179L08 P307L08 

七宅池中此 P47LlO P179L08 P307L08 

紫{li:fi [661bJ P47LlO P180L01 P307L09 

~rr人ー:主輩 [661b] P47LlO P180L01 P307L09 

経街WJ開 [661bJ P47LlO P180L01 P307L09 

行主f身作紫1餐金色 [661b] P47Ll1 P180L01 P307L09 

足F亦有仁宝i蓮華 [661bJ P47Ll1 P180L02 P307L09 

仏及菩薩似l時放光明照行者身目即開明 P47Ll1 P180L02 P307LlO 

1);1前宿習 [662aJ P47Ll1 P180L03 P307Ll1 

普11(1衆戸 [662a] P47Ll2 P180L04 P307Lll 

純説甚深第一義諦 P47Ll2 P180L04 P307Ll2 

凶l下金台 [662a] P47Ll2 P180L04 P307Ll2 

.J:L仏合掌 [662aJ P47Ll2 P180L04 P307Ll2 

iin歎 P47Ll2 P180L05 P307Ll3 

世尊 [662aJ P47Ll2 P180L05 P307Ll3 

経於七H [662aJ P47Ll2 P180L05 P307Ll3 

応時閃l於阿縛多縦三貌三菩提 P47Ll2 P180L05 P307Ll3 

得不退転 [662a] P47Ll3 P180L06 P307Ll4 

応、時間l能飛行編至十方 P47Ll3 P180L06 P307Ll4 

歴事 [662bJ P47Ll3 P180L07 P307Ll5 

諸仏於諸仏所 P47Ll3 P180L07 P307Ll5 

[腕古-昧 [662bJ P47Ll3 P180L07 P307Ll5 

経 一小がj [662b] P47Ll3 P180L07 P307Ll5 

得1!!~~t;8 [663a] P47Ll3 P180L08 P307Ll5 

現前授記 [663a] P47Ll4 P180L08 P307Ll6 

是1'，上品中生者土♂，-，;生者 P47Ll4 P180L08 P307Ll6 

亦(;111;1果 [663aJ P47Ll5 P181L02 P308L01 
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ィ、説大乗 P47Ll5 P181L02 P308LOl 
但発1!!t上道J心 [663b] P47Ll5 P181L02 P308LOl 
以此J}J徳週向願求生極楽団行者命欲終H寺阿弥 P47Ll5 P181L03 P308L02 
陀仏及観世音大勢歪

与諸ff属 [664b] P48LOl P181L04 P308L03 
持 P48LOl P181L05 P308L03 
金趣向日 [664b] P48LOl P181L05 P308L03 
化作五百化仏来迎此人五百化仏 P48LOl P181L05 P308L04 
一時授手 [664b] P48LOl P181L06 P308L04 
讃百法子 P48L02 P181L06 P308L05 
汝今治浄 [664b] P48L02 P181L06 P308L05 
発無上道，心我.lIそ迎汝 P48L02 P181L06 P308L05 
見此事時 [664b] P48L02 P181L07 P308L06 
ftP自見身坐金遜!j! P48L02 P181L07 P308L06 
坐巳華合 [664b] P48L02 P181L08 P308L06 
随世尊後 P48L02 P181L08 P308L07 
即得i担 ミ [664b] P48L03 P181L08 P308L07 
じ~ìU也中 [665a] P48L03 P181L08 P308L07 
-n-夜蓮華乃|井l P48L03 P182LOl P308L08 
七11之中乃得見仏 [665a] P48L03 P182LOl P308L08 
担任見仏身於衆相好心不明了於ニ七日後乃r了 P48L03 P182LOl P308L08 
児1111衆音声皆演妙法遊歴十方供養
諸{ム於諸仏前閲甚深法 P48L04 P182L04 P308L11 
経て小jカ [665b] P48L04 P182L04 P308L12 
f~t P48L05 P182L04 P308L12 
行法II}II"I [665b] P48L05 P182L04 P308Ll2 
住歓~干地是名上品下生者是名上輩生想! P48L05 P182L05 P308Ll2 
名第 卜凶観 [665b] P48L05 P182L06 P308Ll3 
仏告阿難及意提希中品上生者-i"t:有衆生 P48L06 P182L07 P308Ll4 
受持五戒持八戒斎 [666a] P48L06 P182L08 P308Ll5 
修行諸戒 [666b] P48L06 P182L08 P308Ll5 
不造五逆 [縦 b] P48L06 P182L08 P308Ll5 
無衆過忠 [666b] P48L06 P182L08 P308Ll5 
以此善根遡向願求生於西方極楽世界i指命終時 P48L07 P183LOl P308Ll6 
阿弥;t;t仏 [667a] P48L07 P183L02 P309LOl 
与諸比丘 [667a] P48L07 P183L02 P309LOl 
谷!扇回線放金色光コE其入所 P48L07 P183L02 P309LOl 
淡説苦空無;常費tt我 [667b] P48L08 P183L03 P309L02 
讃歎出家得副H'(~ ム: [667b] P48L08 P183L04 P309L02 
行省見己心大歓喜 [668a] P48L08 P183L04 P309L03 
臼見己身坐蓮華台長脆合掌為仏作礼 P48L08 P183L04 P309L03 
未挙頭頃 [668a] P48L09 P183L05 P309L04 
即1リ往生極楽世界 P48L09 P183L06 P309L05 
ffi俗尋問 [668a] P48L09 P183L06 P309L05 
主í ./j*~投H寺 P48L09 P183L06 P309L05 
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IlII衆音声讃歎四諦 [668b] P48L09 P183L07 P309L06 

応時即得 [668b] P48L09 P183L07 P309L06 

I;ii)縫漢道 [668b] P48LlO P183L07 P309L06 

ニH月六通 [側 b] P48LlO P183L08 P309L07 

具八解脱 [669a] P48LlO P183L08 P309L07 

~名中品七生者中品中生者若有衆't:: P48LlO P183L08 P309L07 

若一日一俊受持八城斎 [669a] P48Lll Pl84LOl P309L08 

若一日一夜持沙弥戒 [669b] P48Lll Pl84L02 P309L09 

若一日一夜持 P48Lll P184L02 P309L09 

具足戒 [669b] P48Lll P184L03 P309L09 

!或f義 [669b] P48Ll2 P184L03 P309L09 

無欠以此T)J徳週向願求生極楽匝l P48Ll2 P184L03 P309L09 

成香煎修 [670a] P48Ll2 P184L04 P309LlO 

如此行荷命欲終時 P48Ll2 Pl84L04 P309Lll 

見阿弥陀仏与3身寄属 [670a] P48Ll2 P184L04 P309Lll 

1次金色光持七宝蓮華~行者前tï お 1可|泊空中有 P48Ll3 P184L06 P309Ll3 

y封讃青善男子如汝善人

附l民三世諸仏教 [670a] P48Ll3 P184L07 P309Ll3 

l吹我来迎汝行者自見坐i述筆 卜 P48Ll4 P184L07 P309Ll4 

;ill華即合 [670b] P48Ll4 P184L08 P309Ll5 

ノt於両方極楽世界1干宅池rr P48Ll4 Pl84L08 P309Ll5 

経於七LI [670b] P48Ll4 P185LOl P309Ll5 

越権乃敷il!f[敷己附目介常讃歎世尊 P48Ll4 P185LOl P309Ll6 

1m法歓喜 [670b] P48Ll5 P185L02 P310LOl 

得 P48Ll5 P185L02 P31OLOl 

;fl陀垣 [670b] P48Ll5 P185L02 P310LOl 

経半劫 [670b] P48Ll5 P185L02 P310LOl 

口成阿羅漢是1'，rl'品中生者中品 F生者者有 P48Ll5 P185L03 P310LOl 

好男子普友人 [671a] P49LOl P185L04 P310L03 

孝養父母 [671b] P49LOl P185L04 P310L03 

行世仁慈 [671b] P49LOl P185L05 P310L03 

此人命欲終時過普知識 [672a] P49LOl P185L05 P310L04 

為其広説 P49LOl P185L05 P310L04 

善知識 [672b] P49L02 P185L05 P310L04 

阿弥4官仏国土楽事 [672b] P49LOl P185L06 P310L04 

亦説法蔵比丘 P49L02 P185L06 P310L05 

四卜八願 [672b] P49L02 P185L06 P310L05 

聞此 ~}己 [672b] P49L02 P185L07 P31OL05 

尋問1命終 [672b] P49L02 P185L07 P310L06 

聖子刻]~t f: [673a] P49L02 P185L07 P310L06 

回(IWl頃 P49L02 P185L07 P310L06 

日Itlミ両方極楽世界 [673a] P49L02 P185L08 P310L06 

生経七日 [673a] P49L03 P185L08 P31OL07 

遇観世音及大勢至 P49L03 P185L08 P310L07 

1m法歓喜 [673a] P49L03 P186LOl P31OL07 
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経一小劫 [673b] P49L03 P186LOl P31OL08 

成阿羅漢 [673b] P49L03 P186LOl P310L08 

是名中品下生者 P49L03 P186LOl P310L08 

是名中輩生想名第十五観 [673b] P49L03 P186L02 P310L09 

仏告阿難及意提希 P49L05 P186L03 P310L10 

下品上生者 [673b] P49L05 P186L03 P310LlO 

或有衆生 [674b] P49L05 P186L03 P310LlO 

作衆悪業 [674b] P49L05 P186L04 P310Lll 

出I~不誹誘方等 [674b] P49L05 P186L04 P310Lll 

経典 P49L05 P186L04 P310Lll 

Mt愚人 [674b] P49L05 P186L04 P310Lll 

多造衆悪 [674b] P49L05 P186L04 P310Ll2 

無有↑朝1惚 [674b] P49L06 P186L05 P310Ll2 

命欲終I侍 [674b] P49L06 P186L05 P310Ll2 

遇善知識 [675a] P49L06 P186L05 P31OLl2 

為讃 P49L06 P186L05 P310L12 
大乗ト ー部経首題名字 [675a] P49L06 P186L06 P310L13 
以閲如:lE諸経名故 P49L06 P186L06 P310Ll3 

除去11千劫 [675b] P49L06 P186L07 P310Ll4 

極重悪業 P49L06 P186L07 P310Ll4 

智者復教 [675b] P49L07 P186L07 P310Ll4 

合掌叉手 [675b] P49L07 P186L07 P310Ll4 
称南無阿'J;j柁仏 [675b] P49L07 P186L08 P310Ll5 

称fム名 [676a] P49L07 P186L08 P310Ll5 
故 P49L07 P186L08 P310Ll5 

除五十億1'JJ [676a] P49L07 P186L08 P310Ll5 

生死之罪 P49L07 P186L08 P310Ll5 

雨時彼{ム即遺化仏 [676b] P49L07 P187LOl P310Ll6 

化観世音化大勢至至行者前 P49L08 P187LOl P31OLl6 
[;fl員善男子 [676b] P49L08 P187L02 P311LOl 

i汝称仏名故 [677a] P49L08 P187L02 P311LOl 

諸'111消滅我来迎汝作是語己行者ftfJ見化仏光明 P49L08 P187L02 P311LOl 

偏満其室 [677a] P49L09 P187L04 P311L03 

見U歓喜即便命終 [677a] P49L09 P187L04 P311L03 

乗セ蓮華随化仏後、 [677a] P49L09 P187L04 P311L03 

生宅池中経七七日蓮華乃敷当挙敷I時大悲観世 P49L09 P187L05 P311L04 

音菩l鐙及大勢歪放大光明住其人前

為説甚深十一部経 [677a] P49LlO P187L07 P311L06 

閉巳{言解 [677b] P49LlO P187L07 P311L06 

発実¥i上道，心 [677b] P49Lll P187L08 P311L07 
経卜小がj [678a] P49Lll P187L08 P311L07 

具百法町j門得入 P49Lll P187L08 P311L07 

初地是名下品上生者 P49Lll P188LOl P311L07 

得間仏名法名及聞{曽名 [678b] P49Lll P188LOl P311L08 
間二宝名t(IJ得往生仏告~riJ難及章提希 P49L11 P188L02 P311L09 
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下品中生者 [679aJ P49Ll3 P188L03 P311LlO 
或有衆生 P49Ll3 P188L03 P311LlO 
設犯五戒八戒 [680aJ P49Ll3 P188L04 P311Ll1 
及具足戒如此唇人 P49Ll3 P188L04 P311Ll1 
{制曽祇物 [680aJ P49Ll3 P188L04 P311Lll 
盗現前{曽物 [680bJ P49Ll3 P188L05 P311Ll1 
不浄説法 [681aJ P49Ll4 P188L05 P311Ll2 
無有怖i悦 [681bJ P49Ll4 P188L05 P311Ll2 
以諸悪業 [681bJ P49Ll4 P188L05 P311Ll2 
而l圭l荘厳 [681bJ P49Ll4 P188L06 P3 llLl 2 
如此罪人 [681bJ P49Ll4 P188L06 P311Ll3 
以悪業故応、堕地獄、 P49Ll4 P188L06 P311Ll3 
命欲終時 [682aJ P49Ll4 P188L07 P311Ll3 
J也完牒火 [682aJ P49Ll4 P188L07 P311Ll4 
~n寺倶至 P49Ll5 P188L07 P311Ll4 
過普知識 [682bJ P49Ll5 P188L07 P311Ll4 
以大慈悲 [682bJ P49Ll5 P188L07 P311Ll4 
為説阿弥陀仏 P49Ll5 P188L08 P311Ll5 
十力威徳 [683aJ P49Ll5 P188L08 P311Ll5 
広説彼仏 P49Ll5 P188L08 P311Ll5 
光明神力 [683aJ P49Ll5 P189L01 P311Ll5 
亦讃 P49Ll5 P189L01 P311Ll5 
戒定慧解脱解脱知見 [683aJ P49Ll5 P189LOl P311Ll5 
此人間巳 [683bJ P50LOl P189LOl P311Ll6 
除八卜億劫 [684aJ P50LOl P189L02 P311Ll6 
生死之罪地獄猛火 P50LOl P189L02 P311Ll6 
化為消涼風 [684aJ P50L01 P189L02 P312L01 
吹諸天草 [684bJ P50L01 P189L03 P312L01 
華上皆有 [684bJ P50LOl P189L03 P312L01 
化仏菩薩迎接此人如一念頃即得往生 P50LOl P189L03 P312L02 

七宝池中蓮華之内 [684bJ P50L02 P189L04 P312L03 
経於六劫 [684bJ P50L02 P189L05 P312L03 
蓮華乃敷当肇敷i時観世音大勢至以 P50L02 P189L06 P312L03 
党音声 [685aJ P50L03 P189L06 P312L04 
安慰 [685aJ P50L03 P189L06 P312L04 
彼人 P50L03 P189L06 P312L04 
為説大乗甚深経典 [685aJ P50L03 P189L06 P312L04 
聞此法己 P50L03 P189L07 P312L05 
応、時即発 [685aJ P50L03 P189L07 P312L05 
J!~上道J心 [685bJ P50L03 P189L07 P312L05 
是名下品中生者仏告阿難及牟提希 P50L03 P189L07 P312L06 
F品下生者 [685bJ P50L05 P190LOl P312L07 
或有衆生 [685bJ P50L05 P190LOl P312L07 
作不善業五逆十悪 [685bJ P50L05 P190L02 P312L08 
具諸不善 [685bJ P50L05 P190L02 P312L08 
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如此忠人以悪業故 P50L05 P190L02 P312L08 
応I>(um道 [685b] P50L06 P190L03 P312L09 
~m多1JJ [686a] P50L06 P190L03 P312L09 
受 ，'i'f J!t~術 P50L06 P190L03 P312L09 
~llilt愚人 [686a] P50L06 P190L03 P312LlO 
|臨命終Hキ [686a] P50L06 P190L04 P312L10 
iIlJ-if{知識 P50L06 P190L04 P312L10 
極極安慰 [686a] P50L06 P190L04 P312L10 
為;¥51妙法 [686b] P50L06 P190L04 P312L11 
教令念仏 [686b] P50L06 P190L05 P312Lll 
此人7tyJM [686b] P50L06 P190L05 P312Lll 
不J1J念仏普友;日{汝若不能念者 P50L07 P190L05 P312Ll2 
応税;無量主子仏 [686b] P50L07 P190L06 P312L13 
k日，lE [687a] P50L07 P190L06 P312L13 
4ミ心 [687a] P50L07 P190L06 P312L13 
令)!i [687a] P50L07 P190L06 P312Ll3 

イ'k.{i [687a] P50L07 P190L07 P312Ll3 
パ!!)i1・今品 [687a] P50L07 P190L07 P312Ll4 
fJFIYI 1!l¥lllI)弥陀{ム [690b] P50L07 P190L07 P312Ll4 

fM.ムグ"吹 P50L08 P190L07 P312Ll4 
於念念rr [690b] P50L08 P190L08 P312Ll4 
除八|蹴 IJ [690b] P50L08 P190L08 P312Ll5 
'1'3'1::と:，Ili命終之i時見金2室恭 P50L08 P190L08 P312L15 
州知111輪 [691b] P50L08 P191LOl P312Ll5 
住J-t人前知1一念頃即得往生板楽世界 P50L08 P191LOl P312Ll6 
於;i1j情中 [692a] P50L09 P191L02 P313LOl 
i前~ l' .大劫 [692a] P50L09 P191L02 P313LOl 
i立i11~ )JIJfl観世音大勢至以大君主e)îI.JJ:t広説 P50L09 P191L03 P313LOl 
諸法'兵制| [692a] P50LlO P191L04 P313L02 
除減リli法 [692a] P50LlO P191L04 P313L02 
IL¥lL.¥歓必k.，1I年 P50LlO P191L04 P313L03 
即発iH足之d心 [692b] P50LlO P191L04 P313L03 
是名r，'u'，下生者一 P50LlO P191L05 P313L03 
定名下'1(1生:ttl名第十六観 [692b] P50LlO P191L05 P313L04 
説.Ji語l侍 [693a] P50Ll2 P191L07 P313L06 
首E提希与五百{寺k P50L12 P191L07 P313L06 
附Ifム所説 [693b] P50Ll2 P191L07 P313L06 
us、時即見極楽II!界 [693b] P50L12 P191L07 P313L06 
広長之相 P50Ll2 P191L08 P313L07 
ね見仏身及ー菩隊 [693b] P50L12 P191L08 P313L07 

心't.歓喜 [693b] P50L12 P192LOl P313L08 
J放jミ?守イ可 [694a] P50L13 P192LOl P313L08 
J:}iW!¥ [694a] P50Ll3 P192LOl P313L08 
大↑fi P50Ll3 P192LOl P313L08 
1~1!l\'FÆ [694a] P50Ll3 P192LOl P313L08 
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五百侍女 P50Ll3 P192L02 P313L09 
発阿祷多羅三貌三菩提，心 [694aJ P50Ll3 P192L02 P313L09 

願生彼国 P50Ll3 P192L02 P313L09 

世尊悉記 [694aJ P50Ll3 P192L03 P313L09 

皆当往生生彼国巳得 P50Ll4 P192L03 P313LlO 

諸仏現目Uニ昧 [694aJ P50Ll4 P192L03 P313LlO 
無量諸天発無上道{i、 [694bJ P50Ll4 P192L04 P313Lll 
爾時 [695aJ P50Ll5 P192L05 P313Ll3 
阿難 P50Ll5 P192L05 P313Ll3 
即従座包 [695aJ P50Ll5 P192L05 P313Ll3 

~IJ 白{ム百 [695aJ P50Ll5 P192L05 P313Ll3 

世尊 P50Ll5 P192L05 P313Ll3 

当何名此経 [695aJ P50Ll5 P192L05 P313Ll3 

此法之妥当云何受持仏告阿葉m P50Ll5 P192L06 P313Ll4 
此経名観 [極楽国土無量寿仏観世背菩薩大勢至 [695aJ P50Ll5 P192L06 P314LOl 
3事薩亦名]浄除業陣

亦名浄除業障 [695bJ P51LOl P192L08 P314L02 

生諸仏前 [695bJ P51LOl P192L08 P314L02 

汝当受持 [695bJ P51LOl P192L08 P314L02 
1，~令宏、失 P51LOl P193LOl P314L02 
行此三味者 [695bJ P51LOl P193LOl P314L03 
現身得見 [696aJ P51L02 P193LOl P314L03 

無量寿仏及一大士若 P51L02 P193LOl P314L03 

善男子善女人 [696aJ P51L02 P193L02 P314L04 

{日間仏名 [690aJ P51L02 P193L02 P314L04 

-菩薩名除無量劫生死之罪 P51L02 P193L02 P314L04 
何況憶念 [696bJ P51L03 P193L03 P314L05 
若念仏者 [696bJ P51L03 P193L03 P314L05 

当知此人 [697aJ P51L03 P193L04 P314L05 

是人中分陀利率 [697aJ P51L03 P193L04 P314L06 

観世音菩薩 [697bJ P51L03 P193L04 P314L06 

大勢至菩薩為 P51L03 P193L05 P314L06 

其勝友 [697bJ P51L03 P193L05 P314L06 
当坐道場生諸仏家 [697bJ P51L03 P193L05 P314L07 
生諸仏家 [698aJ P51L04 P193L05 P314L07 

仏告阿難 [699aJ P51L04 P193L06 P314L07 

汝好持是話 [700aJ P51L04 P193L06 P314L08 

持是話者 [700aJ P51L04 P193L06 P314L08 
閃l是持無量寿仏名仏説此語l時尊者目機連阿難 P51L04 P193L06 P314L08 

及'*提希等 [700bJ P51L05 P193L07 P314LlO 
間il，)j庁説 P51L05 P193L08 P314LlO 

背大歓喜 [700bJ P51L05 P193L08 P314LlO 

間l時世尊 [700bJ P51L06 P194LOl P314Ll2 

足歩虚空 [700bJ P51L06 P194LOl P314Ll2 

還者閣~届山 P51L06 P194LOl P314Ll2 
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間l時阿難 [700b] P51L06 P194LOl P314Ll2 

広為大衆 P51L06 P194L02 P314Ll2 
説虫[J上事 [700b] P51L06 P194L02 P314Ll3 
1H~量諸天 [701a] P51L06 P194L02 P314Ll3 
及電子主メ P51L06 P194L02 P314Ll3 
聞仏所説 [701a] P51L06 P194L02 P314Ll3 
皆大歓喜 [701a] P51L07 P194L03 P314Ll4 

礼仏而退 [701a] P51L07 P194L03 P314Ll4 
仏説観無量;寿経 P51L08 P194L04 P314Ll5 
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阿弥陀経随開講録

『阿tJ:J柁経」本文 随開講録 浄全 聖典(漢文)聖典(書き下し)

仏説阿弥舵経 [703b] P52LOl P195LOl P315LOl 

銚秦 [705b] P52L02 P195L02 P315L02 

二歳 [705b] P52L02 P195L02 P315L02 

法師 [705b] P52L02 P195L02 P315L02 

鴻摩羅{十 [705b] P52L02 P195L02 P315L02 

奉 [710a] P52L02 P195L02 P315L02 

詔 [710a] P52L02 P195L02 P315L02 
訳 [710a] P52L02 P195L02 P315L02 

立日是我聞 [711a] P52L03 P195L03 P315L04 

一時 [711a] P52L03 P195L03 P315L04 

仏 [711b] P52L03 P195L03 P315L04 

在 P52L03 P195L03 P315L04 

舎衛|到 [71lb] P52L03 P195L03 P315L04 
祇附給孤独図 [712b] P52L03 P195L03 P315L04 

園 [713a] P52L03 P195L03 P315L04 

大 [713b] P52L03 P195L04 P315L05 

与 [713b] P52L03 P195L04 P315L04 

比|壬 [713b] P52L03 P195L04 P315L04 

衆 [713b] P52L03 P195L04 P315L05 

千ー百五十人 [713b] P52L03 P195L04 P315L05 

i具 [714a] P52L03 P195L04 P315L05 

皆是 P52L03 P195L04 P315L05 

大阿羅漢 [714a] P52L03 P195L04 P315L05 

衆所知識 [714a] P52L03 P195L05 P315L05 

長老 [714b] P52L04 P195L05 P315L06 

舎利弗摩詞目秘述!掌訓迦葉摩詞迦腕延i掌言。l倶 [714b] 52L04 P195L05 P315L06 
稀羅離婆多防j利終陀伽l難陀阿難陀羅阪経骸↑需

党波提賓頭慮頗総f堕迦留陀夷摩詞t;IJ賓耳1I薄拘
羅阿古E楼耳);
如是等: [714b] P52L05 P196LOl P315L08 

諸大弟子 [715a] P52L05 P196LOl P315L08 
弁ー [715a] P52L06 P196LOl P315L08 
諸菩薩!挙洞雌 [715a] P52L06 P196LOl P315L08 

文殊自i!i利 P52L06 P196L02 P315L09 

法王子 [715a] P52L06 P196L02 P315L09 

阿逸多菩薩乾陀詞提菩薩常精進菩隆 P52L06 P196L02 P315L09 

与如是等 [715b] P52L06 P196L03 P315L10 
諸大 [715b] P52L06 Pl96L03 P315L10 
菩1嵯 P52L07 P196L03 P315L10 
及 [715b] P52L07 P196L03 P315L10 
釈提桓因 [715b] P52L07 P196L03 P315L10 
等 [716a] P52L07 P196L04 P315L10 

1H¥量諸天大衆 P52L07 P196L04 P315L10 
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日1 [7l6a] P52L07 P196L04 P315Lll 
F同H寺 [717a] P52L08 P196L05 P316LOl 
仏ft?長老合利弗 [717b] P52L08 Pl96L05 P316LOl 
従足丙方 [7l8a] P52L08 P196L05 P316LOl 
過卜万1:&仏 t [7l9a] P52L08 P196L05 P316LOl 
有Ilt界名円 P52L08 P196L06 P316L02 
極楽 [7l9b] P52L08 P196L06 P316L02 
其土有仏 [7l9b] P52し08 P196L06 P316L02 

号~"r弥陀 P52L08 P196L06 P316L02 
今現在説法 [719b] P52L08 P196L07 P316L03 
舎利弗 P52L09 P196L07 P316L03 
彼土何故名為極楽 [720b] P52L09 Pl96L07 P316L03 
其困衆生 P52L09 Pl96L07 P316L04 
1n¥有衆苦 [720b] P52L09 P196L08 P316L04 
fU受諸楽 [720b] P52L09 P196L08 P316L04 

"1皮t，極楽 P52L09 P196L08 P316L04 
又合利~Il極楽園土 P52LlO P197LOl P316L06 
じill州統l [720b] P52LlO P197LOl P316L06 
じ，[iJli靖司 P52LlO P197LOl P316L06 
じiJJ:fj:j針 [721a] P52LlO P197LOl P316L06 
fTJi:P4'1: [721a] P52LlO P197L02 P316L07 
IliJI!li間続 [721b] P52LlO P197L02 P316L07 
足故彼同名目極楽 P52LlO P197L02 P316L07 
又??利弗極楽国土 P52Lll P197L04 P316L08 
イ1仁:_j[池 [721b] P52Lll P197L04 P316L08 
八功徳;f< [721b] P52Lll P197L04 P316L08 
允j前県中 P52Lll P197L04 P316L08 
i山氏純以金沙布地 [721b] P52Lll P197L05 P316L08 
四辺19，有道 [721b] P52Lll P197L05 P316L09 
金銀f悩f肉破f集合成 P52Lll P197L05 P316L09 
上有機械l [721b] P52Ll2 P197L06 P316LlO 
亦以金銀Jl¥'lf肉破玉栄偶1際赤正末時硲而厳釘li之 P52Ll2 P197L06 P316LlO 
池小蓮1j! P52Ll2 P197L07 P316Lll 
大~[I'ド輪 [722a] P52Ll2 P197L07 P316Lll 
青色青光黄色賞光赤色赤光白色白光 : [723a] P52Ll2 P197L08 P316Lll 
微妙香潔 I [723a] P52Ll3 P198LOl P316Ll3 
:守利チlJ極楽国土 P52Ll3 P198LOl P316Ll3 
成就~n定功徳i51I局長 [723a] P52Ll3 P198LOl P316Ll3 
又??利弗彼仏国 1: P52Ll4 P198L03 P316Ll5 
'ljy'作天楽 [723b] P52Ll4 P198L03 P316Ll5 
黄金1..H由 [724a] P52Ll4 P198L03 P316Ll5 
位ィ5(，'、tI寺 [724a] P52Ll4 P198L03 P316Ll5 
Ifiil:l'iiZ陀m華 [724b] P52Ll4 P198L04 P316Ll6 
J.t同衆生 P52Ll4 P198L04 P316Ll6 
百t以y，'l卜l [725a] P52Ll4 P198L04 恒坦6Ll6
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各以衣 [725a] P52Ll4 P198L05 P316Ll6 

盛衆妙撃 [725a] P53LOl P198L05 P317LOl 

供養他方 [725a] P53LOl P198L05 P317LOl 

十万億仏 P53LOl P198L05 P317LOl 

即以食時 [725b] P53LOl P198L05 P317LOl 

〔食時〕 [725b] P53LOl P198L06 P317LOl 

選到本国飯食 P53LOl P198L06 P317L02 

経行 [725b] P53LOl P198L06 P317L02 

舎利弗極楽l五J-I::J式就如是功徳荘厳 P53LOl P198L06 P317L02 

i袋次 [726a] P53L03 P198L08 P317L04 
舎利列j彼凶 P53L03 P198L08 P317L04 

常千T [726b] P53L03 P198L08 P317L04 

種積 [726b] P53L03 P198L08 P317L04 

奇妙 [726b] P53L03 P198L08 P317L04 

雑色之烏 [726b] P53L03 P198L08 P317L04 

白鈎 [726b] P53L03 Pl99LOl P317L04 

干し汁i [726b] P53L03 P199LOl P317L04 

劇的 [726b] P53L03 P199LOl P317L04 

合利 [726b] P53L03 P199LOl P317L05 

迦陵頻伽 [727a] P53L03 P199LOl P317L05 

共命 [727a] P53L03 Pl99LOl P317L05 

之烏 [727a] P53L03 Pl99LOl P317L05 

土Ë~1í衆烏畳夜六時/1'， P53L03 Pl99LOl P317L05 

和雅 [727a] P53L04 Pl99L02 P317L05 

音其音 P53L04 P199L02 P317L05 

演暢 [727b] P53L04 P199L02 P317L06 

五根五力七菩提分八型道分 P53L04 P199L02 P317L06 

k日是等法 [72九] P53L04 PlωL03 P317L06 

其土衆生Il'M止音LlT"'i'悉 P53L04 Pl99L03 P317L07 
念仏念法念11'1 [727b] P53L05 P199L04 P317L07 

舎利弗 P53L05 Pl99L04 P317L08 

汝勿月間此，烏実是罪報所生 [728a] P53L05 Pl99L04 P317L08 

所以者何 P53L05 P199L05 P317L08 

彼仏国土 P53L05 Pl99L05 P317L09 

書l¥ニi1I¥趣 [728a] P53L05 Pl99L06 P317L09 

舎利リおよt仏凶上 P53L05 Pl99L06 P317L09 

尚然一悪道之名 [728a] P53L06 Pl99L06 P317LlO 

何汎イ9;た P53L06 Pl99L07 P317LlO 

是諸衆烏皆是阿弥陀仏 P53L06 Pl鈎L07 P317LIO 

欲令法音宣流変化所作 [728b] P53L06 P199L07 P317Lll 

合利列j彼仏国土 P53L06 P199L08 P317Lll 

F倣j瓜l次動諸宝行樹及宝t糊司出微妙音 [729a] P53L07 P199L08 P317Ll2 

位!I11白下極楽同時i貝作 [729a] P53L07 P200LOl P317Ll3 

IlfI:le:iラ者 P53L07 P200L02 P317Ll3 

符自然生 [729b] P53L07 P2∞L02 P317Ll4 
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念仏念法念f¥'1之，心 [729b] P53L08 P200L02 P317L14 

合利弗其仏国土成就如是功徳荘厳 P53L08 P200L03 P317L14 

舎平IJ弗於 P53L09 P200L05 P317L16 

汝意ぶ何 [729b] P53L09 P200L05 P317L16 

彼仏1"1故号阿弥市立 P53L09 P200L05 P317Ll6 
舎利リ1; P53L09 P200L05 P317Ll6 

彼仏光lり1無量 [729b] P53L09 P200L06 P318LOl 

照卜Jil五| [730a] P53L09 P200L06 P318LOl 

~~\jífrPo:i fi疑 [730a] P53L09 P200L06 P318LOl 

是故号為阿弥不在 P53L09 P200L06 P318LOl 

又舎利列1 P53L10 P200L07 P318L02 

彼仏寿命及其人民 [730a] P53L10 P200L07 P318L02 

1!¥¥号無辺阿僧祇ガj依名阿弥市立 P53LlO P200L08 P318L02 

合利リ1;阿弥陀仏 P53LlO P200L08 P318L03 

成仏己来於今十1;)J [730b] P53LlO P201LOl P318L03 

又舎利列;彼仏有 P53L11 P201LOl P318L04 

1!!¥量;!ft¥辺戸間弟子 [732b] P53L11 P201L02 P318L04 

何~lIllilli泌 [732b] P53Lll P201L02 P318L05 

~I:是算数之所能知 P53Lll P201L02 P318L05 
諸詰:隊衆外、f駄目是 [733a] P53Lll P201L03 P318L05 

合利弗彼仏国土成就白日是功徒(;/1厳 [733a] P53Ll2 P201L03 P318L06 

又合利弗極楽国土衆生生者 P53Ll3 P201L05 P318L07 

干TJE阿斜1蹴致 [733a] P53L13 P201L05 P318L07 

J.l;.t'多有 P53L13 P201L06 P318L07 

一生補処 [733b] P53Ll3 P201L06 P318L08 

jt数民多JドJi算数所能知之{日可以無量無辺阿 [733b] P53Ll3 P201L06 P318L08 
fI'J祇M説
舎利11l衆生ILII1片 [734a] P53Ll4 P201L07 P318L09 

応当発願 [734a] P53L14 P201L08 P318L09 
願ノセ彼同 P53L14 P201L08 P318L10 

所以Ii何 [734a] P53L14 P201L08 P318L10 

f~ ':;'~f1!.t P53Ll4 P202LOl P318LlO 

諸 |ニ将人 [734a] P53L15 P202LOl P318L10 

侭会一処 P53L15 P202LOl P318L10 

f守利リ1; P53L15 P202LOl P318L11 

不可以少詩根福徳|遁縁得生彼国 [734b] P53L15 P202LOl P318L11 

合利列;汗有 P54LOl P202L03 P318L13 

lf-男子持久人 [735b] P54LOl P202L03 P318L13 

If日説阿弥市立仏 [737a] P54LOl P202L03 P318L13 

執持 [737a] P54LOl P202L04 P318Ll3 

rl~J P54LOl P202L04 P318Ll3 

行一日若二日若ニH若四日Jf五日若六日若じ [737b] P54LOl P202L04 P318L14 
11 
./心不i'iL [738b] P54L02 P202L05 P318L15 

共人臨命終時阿弥舵仏与諸聖衆 P54L02 P202L05 P318L15 
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現在其前 [741a] P54L02 P202L06 P318Ll6 
是人終時 P54L02 P202L06 P318Ll6 
心不事iiiff:tJ [742a] P54L02 P202L07 P318Ll6 
即得往生阿弥陀仏極楽園土 P54L02 P202L07 P319LOl 
舎利弗 P54L03 P202L07 P319LOl 
我見是利 [743a] P54L03 P202L08 P319LOl 
故説此口 [743b] P54L03 P202L08 P319L02 
若有 P54L03 P202L08 P319L02 
衆生聞定説者応、当発願生彼国土 [743b] P54L03 P202L08 P319L02 
舎利1IJ如我今者f:11嘆阿弥舵仏不可思議功徳 [743b] P54L04 P203L02 P319L04 
〔賛嘆阿弥陀仏〕 [745a] P54L04 P203L02 P319L04 
〔不nJ思議功徳〕 [745b] P54L04 P203L02 P319L04 
東方 [746a] P54L04 P203L03 P319L04 
亦有 [746b] P54L04 P203L03 P319L04 
阿閥幹仏須弥相仏大須弥、似頁弥光仏妙音仏 P54L04 P203L03 P319L05 
如是等 P54L05 P203L04 P319L05 
恒inJ沙数 [746b] P54L05 P203L04 P319L05 
諸仏 P54L05 P203L04 P319L06 
各於上t国 [746b] P54L05 P203L05 P319L06 
出!ぶ長舌相 [747a] P54L05 P203L05 P319L06 
編税二千大千世界 [748a] P54L05 P203L05 P319L06 
説誠実田 [748b] P54L05 P203L06 P319L07 
汝等衆生 [748b] P54L05 P203L06 P319L07 
当信是称賛不可思議功徳一切諸仏所護念経 [749a] P54L06 P203L06 P319L07 
合利弗南方世界 P54L07 P203L08 P319L09 
有円月灯仏名聞光仏大焔周仏須弥灯仏無量粕 P54L07 P203L08 P319L09 
進仏

加1是等恒河沙数諸仏 P54L07 P204LOl P319LlO 
各於其園出広長舌相編覆ニ千大千世界説誠実 P54L08 P204L02 P319L10 
三FT
汝等衆生当信是称賛不可思議功徳一切諸仏所 P54L08 P204L03 P319L11 
議念総

舎利チlJ P54L10 P204L05 P319L13 
西方世界有無抵寿仏 [749a] P54L10 P204L05 P319Ll3 
無量相仏無量悩仏大光仏大明仏宝相仏浄光仏 P54L10 P204L05 P319L13 
如是等恒河沙数諸仏 P54L10 P204L06 P319L14 
各於其国出広長舌相偏磁二千大千世界説誠実 P54L11 P204L07 P319L14 
百

汝等衆生当{言足祢賛不可思議功徳一切訪仏所 P54Ll1 P204L08 P319L16 
議念経

舎利す1;北方位界 P54L13 P205L02 P320LOl 
有焔"~J仏最)隣背仏 P54L13 P205L02 P320LOl 
難al仏 [750a] P54L13 P205L02 P320LOl 
日生仏網明仏 P54L13 P205L03 P320LOl 
~rJ是等恒inJ沙数諸仏 P54L13 P205L03 P320L02 
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各於其困11'，広長舌相偏覆ニ千大千世界説誠実 P54Ll3 P205L03 P320L02 
t4" 
汝等衆生当{言是称賛不可思議功徳一切訪仏所 P54Ll4 P205L05 P320L03 
議念経

f守利?!l P55LOl P205L07 P320L05 
下)j世界 [750a] P55LOl P205L07 P320L05 
有自ili子仏名IJfI仏名光仏 P55LOl P205L07 P320L05 
迷賂仏 [750a] P55LOl P205L08 P320L05 
法的仏持法仏 P55LOl P205L08 P320L05 
加l定等恒河沙数請仏 P55LOl P205L08 P320L06 
各於Jt同III広長舌相編覆二千大千世界説誠実 P55LOl P206LOl P320L06 
三1重1 

汝等Jf#.生当信是称H不可思議功徳一切諸仏所 P55L02 P206L02 P320L07 
議念終

舎利リ1;1二万世界 P55L04 P206L04 P320L09 
有1tfr仏 P55L04 P206L04 P320L09 
宿二上~1.ム [750b] P55L04 P206L04 P320L09 
香上仏存光仏大焔肩仏雑色宝華厳身仏裟続樹 P55L04 P206L04 P320L09 
王仏宝情~&{仏見一切義仏如須弥山仏

k日是等↑l]iuI沙数諸仏 P55L05 P206L06 P320LlO 
各於其凶出広長舌相循桜二千大千世界説誠実 P55L05 P206L07 P320Lll 
白

汝等衆生当f言是称賛不可思議功徳一切訪仏所 P55L06 P206L08 P320Ll2 
議念経

合利サf，於汝)~~何何故名為一切諸仏 P55L07 P207L03 P320Ll4 
所設念経 [751a] P55L07 P207L03 P320Ll4 
合利弗若有善男子善女人 P55L07 P207L04 P320Ll4 
11'rI是諸仏所説名 [751a] P55L07 P207L04 P320Ll5 
』止符1， [751b] P55L08 P207L05 P320Ll5 
者; P55L08 P207L05 P320Ll5 
是;!ti持男子普女人符為一切諸仏 P55L08 P207L05 P320Ll6 
Jt所議念皆得不lli~.説守阿調書多fft三貌三菩提 [751b] P55L08 P207L06 P320Ll6 
( ~III縛多続三貌三千年提〕 [752b] P55L08 P207L06 P320Ll6 
是放??平IJ弗 [752b] P55L09 P207L07 P321LOl 
汝等干'i"i P55L09 P207L07 P321LOl 
{日受 [753a] P55L09 P207L07 P321L02 
我話 [753a] P55L09 P207L08 P321LOl 
及訪仏所説 [753a] P55L09 P207L08 P321L02 
合平IJリIJ P55L09 P207L08 P321L02 
若干T人U発願今発願当発願欲生阿弥陀仏国者 [753a] P55L09 P207L08 P321L02 
是話人て平押得不退転於阿縛多羅三貌二f干J2
於彼1];11: P55LlO P208L02 P321L04 
手干己生 [753b] P55LlO P208L03 P321L04 
苦今生 [753b] P55LlO P208L03 P321L05 
若当生 [753b] P55LlO P208L03 P321L05 
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是故舎利弗諸善男子普k人 P55Lll P208L03 P321L05 

若有信者 [754a] P55Lll P208L04 P321L06 

応当発願生彼国土 P55Lll P208L04 P321L06 
合利列; P55Ll2 P208L06 P321L07 
如孜今省称賛諸仏不可思議功徳、 [754a] P55Ll2 P208L06 P321L07 
彼諸仏等亦称説我イミnI}思議功徳而作是百釈迦 P55Ll2 P208L07 P321L07 

牟!ピ仏

能為甚難希有之事 [754b] P55Ll3 P208L08 P321L08 
能於袋、婆国土 [754b] P55Ll3 P208L08 P321L09 
〔裟婆〕 [754b] P55Ll3 P208L08 P321L09 

1ii鈎恐世 [754b] P55Ll3 P209LOl P321L09 
ljfl鈎 [754b] P55Ll3 P209LOl P321L09 

見溺 [754b] P55Ll3 P209LOl P321L09 

煩悩溺 [754b] P55Ll3 P209LOl P321L09 

衆'1ミ1鍋 [754b] P55Ll3 P209LOl P321L09 
命溺 [755a] P55Ll3 P209L02 P321LlO 

中得阿熔多m三貌三菩提 P55Ll3 P209L02 P321LlO 

為諸衆生 [755a] P55Ll4 P209L02 P321LlO 

説是一切IltIl¥1雛信之法 [755a] P55Ll4 P209L03 P321Lll 

合利弗当知孜於五濁悪世 P55Ll4 P209L03 P321Lll 

行此難 'I~ [756a] P55Ll4 P209L04 P321Ll2 

得阿将多縦士貌三菩提 P55Ll5 P209L04 P321Ll2 

為一切世間説此難信之法 [756b] P55Ll5 P209L05 P321Ll2 

是為甚難 [756b] P55Ll5 P209L05 P321Ll3 

仏説此経口 [757a] P55Ll5 P2ωL05 P321Ll3 
舎利~tj [757a] P55Ll5 P209L06 P321Ll4 
及諸比丘 [757a] P55Ll5 P209L06 P321Ll4 

一切l立111I天 [757a] P56LOl P209L06 P321Ll4 

人 [757a] P56LOl P209L06 P321Ll4 

阿h行総 [757a] P56LOl P209L07 P321Ll4 

等 [757a] P56LOl P209L07 P321Ll4 

11fl仏所説 [757b] P56LOl P209L07 P321Ll4 

歓必fei受 [757b] P56LOl P209L07 P321Ll5 

作礼而去 [757b] P56LOl P209L07 P321Ll5 

仏説阿弥陀経 P56L02 P209L08 P321Ll6 
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浄
土
三
部
経

仏
説
無
量
寿
経
③

(
第
十
四
観
)

(
上
品
上
生
)

〔
続
け
て
〕
釈
尊
が
阿
難
と
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
さ
て
〕
上
品
上
生
の
者
〔
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
〕
。

〔
誰
で
あ
れ
〕
か
の

〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
国
に
往
生
し
た
い
と
願

う
衆
生
は
、

三
種
の
心
を
お
こ
す
と
、
必
ず
往
生
す
る
。
〔
で
は
〕

何
が
三

〔
種
の
心
〕

か

〔
と
い
え
ば
〕
、
第

一
に
は
至
誠
心
、
第

二
に
は
深
心
、
第
三
に
は
廻
向
発
願
心
で
あ
る
。
〔
こ
の
〕
三
心

を
具
え
た
者
は
必
ず
か
の

〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
国
に
往
生
す
る
の

で
ふ
め
る
。

ま
た
三
通
り
の
衆
生
が
い
て
、
〔
彼
ら
も
〕
必
ず
往
生
で
き
る

の
で
あ
る
。
何
が
三
通
り
か
〔
と
い
え
ば
〕
、
第

一
に
は
慈
し
み

の
心
を
絶
や
さ
ず
不
殺
生
に
努
め
諸
々
の
戒
律
を
た
も
つ
〔
衆

生
〕
、
第
二
に
は
大
乗
経
典
を
読
請
す
る
〔
衆
生
〕
、
第
三
に
は

ハ
念
と
い
う
修
行
を
実
践
す
る
〔
衆
生
〕
、
〔
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

の
修
行
の
功
徳
を
〕
振
り
向
け
て
願
を
発
(
お
こ
)
し
、
か
の
〔
阿

弥
陀
仏
の
〕
国
に
往
生
し
た
い
と
願
う
。
〔そ
し
て
〕
こ
う
し
た

功
徳
を
具
え
て
、

一
日
も
し
く
は
七
日
:
・
す
れ
ば
、
〔
命
尽
き
る

時
に
は
〕
必
ず
往
生
す
る
の
で
あ
る
。

か
の
国
に
往
生
す
る
時
、
こ
う
し
た
人
は
ひ
る
む
こ
と
な
く

精
進
し
て
き
た
の
で
、
阿
弥
陀
如
来
は
観
世
音
〔
菩
薩
〕

・
大
勢

至
〔
菩
薩
〕

・
数
限
り
な
い
化
仏
・
十
万
(
百
千
)

の
比
丘
・
数

多
く
の
仏
弟
子
た
ち
・
〔
さ
ら
に
は
〕
数
限
り
な
い
神
々
、
〔
そ

れ
ば
か
り
か
〕
七
宝
の
宮
殿
〔
ま
で
を
も
〕
と
も
な
っ
て
〔
現

仏説無量寿経①305 



れ
る
〕
。
〔
し
か
も
、
こ
の
時
〕
観
世
音
菩
薩
は
金
剛
台
を
手
に
執
り
、

大
勢
至
菩
薩
と
と
も
に
行
者
の
前
に
至
り
、
阿
弥
陀
仏
は
大
光

明
を
放
っ
て
行
者
の
身
を
照
ら
し
、
多
く
の
菩
薩
と
と
も
に
〔
行

者
に
〕
手
を
差
し
伸
べ
迎
え
入
れ
る
。
観
世
音
〔
菩
薩
〕

と
大

勢
至
〔
窓
口
薩
〕
は
数
限
り
な
い
菩
薩
と
と
も
に
行
者
を
褒
め
讃
え
、

そ
の
心
を
ま
す
ま
す
〔
往
生
に
〕
向
か
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

行
者
は
〔
そ
う
し
た
光
景
を
〕
見
終
わ
る
と
、
あ
た
か
も
踊

り
出
さ
ん
ば
か
り
に
喜
ん
で
、
〔
ふ
と
〕
我
が
身
を
見
て
み
る
と

金
剛
台
に
乗
っ
て
お
り
、
仏
の
後
ろ
に
付
き
従
っ
て
、
指
を
弾

く
ほ
ど
の
〔
わ
ず
か
な
〕
時
間
で
か
の
国
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
。

か
の
国
に
往
生
し
た
と
こ
ろ
で

〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
お
姿
に

様
々
な
特
徴
が

〔
す
べ
て
〕
具
わ
っ
て
い
る
の
を
拝
見
し
、
〔
ま

た
〕
諸
々
の
菩
薩
の
お
姿
に
も
〔
様
々
な
〕
特
徴
が
具
わ
っ
て

い
る
の
を
〔
拝
〕
見
す
る
。
〔
ま
た
阿
弥
陀
仏
や
菩
薩
方
の
〕
光

旧
河

や
宝
樹
の
林
が
妙
な
る
教
え
を
説
き
示
し
、
〔
そ
れ
を
〕
間

き
終
わ
っ
た
瞬
間
に
無
生
法
忍
〔
と
い
う
菩
薩
の
境
地
〕
を
体

得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
そ
れ
か
ら
〕
須
央
(
し
ば
ら
く
)
た
つ

て

諸
仏
に
次
々
と
お
仕
え
し
て
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
飛
び
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
み
仏
の
前
で
〔
「
汝
は
将
来
、
必
ず
仏
に
な
る
の
だ
」

306 

と
い
う
〕
予
言
を
授
か
っ
て

(
授
記
)
、
も
と
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕

国
に
帰
還
し
、
数
限
り
な
い
陀
羅
尼
の
法
門
を
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
上
品
上
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
上
品
中
生
)

〔
次
に
〕
上
品
中
生
の
者
と
は
〔
次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ

る〕
。大

乗
経
典
を
覚
え
て
唱
え
る
こ
と
ま
で
は
せ
ず
と
も
、

そ
の

意
味
す
る
と
と
ろ
を
よ
く
理
解
し
、
〔

一
切
は
空
で
あ
る
と
い
う

大
乗
の
〕
第

一
義
に
つ
い
て
〔
聞
い
て
も
〕
恐
れ
お
の
の
か
ず
、

因
果
〔
の
道
開
〕
を
深
く
信
じ
、
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
誘
る
こ

と
が
な
い
。
〔
そ
し
て
〕
こ
う
し
た
こ
と
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
、

極
楽
世
界
に
往
生
し
た
い
と
願
う
〔
者
の
こ
と
で
あ
る
〕
。

こ
う
し
た
修
行
を
す
る
者
の
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿

弥
陀
仏
は
観
附
音
〔
菩
薩
〕
と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕
、
〔
さ
ら
に
は
〕

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
侍
者
た
ち
に
取
り
巻
か
れ
、
紫
が

か
っ
た
金
の
台
を
持
ち
、
〔
上
品
中
生
の
〕
行
者
の
前
に
お
越
し

に
な
っ
て
〔
そ
の
者
を
〕
褒
め
讃
え
て
仰
せ
に
な
る
の
で
あ
る
。
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「
法
の
子
よ
、
汝
は
大
乗
〔
の
教
え
〕
を
修
行
し
て
第

一
義
を

理
解
し
た
。
だ
か
ら
私
は
汝
を
迎
え
に
来
た
』
と
。

〔
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
は
〕
千
の
分
身
(
化
仏
)

と
同
時
に
手
を

差
し
伸
べ
る
。
行
者
が
〔
ふ
と
〕
我
が
身
を
見
て
み
る
と
、
〔
そ

の
〕
紫
が
か
っ
た
金
の
台
に
坐
っ
て
お
り
、
叉
手
合
掌
し
て
諸

仏
を
讃
歎
す
る
。
〔
す
る
と
〕

一
瞬
の
聞
に

た
ち
ま
ち
あ
の

〔
極
楽
〕
世
界
の
七
つ
の
宝
で
で
き
た
池
の
中
に
生
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
紫
が
か
っ
た
金
の
台
は
〔
極
楽
の
住
人
の
目
に
は
〕

ま
る
で
宝
で
で
き
た
大
き
な
蓮
の
花
の
よ
う
に
〔
見
え
〕
、
〔
そ

の
蓮
華
は
〕

一
夜
を
経
て
開
く
。
〔
そ
し
て
〕
行
者
は
、
体
が
紫

が
か
っ
た
金
色
と
な
り
、
〔
歩
み
出
す
〕

足
の
下
に
も
七
つ
の

宝
で
で
き
た
蓮
の
花
が
あ
る
。

〔
阿
弥
陀
〕
仏
と
菩
薩
〔
た
ち
〕
が
同
時
に
光
明
を
放
っ
て
行

者
の
体
を
照
ら
す
と
、
〔
行
者
の
〕
目
は
す
ぐ
さ
ま
は
っ
き
り
と

見
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
前
世
の
行
い
の
し
か
ら
し
む
と

こ
ろ
、
聞
こ
え
て
く
る
音
は
み
な

た
だ
深
遠
な
る
第

一
義
諦

を
説
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
〔
行
者
は
〕
金
台
か
ら
下
り

て
〔
阿
弥
陀
〕
仏
を
礼
持
し
、
合
掌
し
て
、
〔
阿
弥
陀
〕
世
尊
を

褒
め
讃
え
る
の
で
あ
る
。

〔
そ
れ
か
ら
〕
七
日
が
過
ぎ
る
と
、
そ
の
時
点
で
こ
の
上
な
い

完
全
な
覚
り
(
阿
樗
多
羅
三
貌
三
菩
提
)
〔
へ
至
る
仏
道
の
歩
み
〕

か
ら
退
転
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

そ
の
時
点
で
あ
ら
ゆ
る

世
界
を
飛
び
回
れ
る
よ
う
に
な
り
、
諸
仏
に
次
々
と
お
仕
え
し

て
、
〔
さ
ら
に
〕
諸
仏
の
み
も
と
で
様
々
な
精
神
集
中
(
三
昧
)

を
修
め
る
。

〔
そ
の
後
〕

一
小
劫
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
無
生
〔
法
〕
忍
と
い

う
〔
菩
薩
の
境
地
〕
を
得
て
、
〔
行
者
は
諸
仏
の
〕
目
の
前
で
〔
「
汝

は
将
来
、
必
ず
仏
と
な
る
の
だ
」
と
い
う
〕
予
言
を
授
か
る

記
)
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
上
品
中
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
上
品
下
生
)

〔
次
に
〕
上
品
下
生
の
者
と
は
〔
次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ

る〕
。〔

大
乗
経
典
の
内
容
や
第

一
義
を
理
解
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど

も
〕
や
は
り
因
果
〔
の
道
理
〕
を
信
じ
、
大
乗
〔
の
教
え
〕
を

誘
る
こ
と
は
な
い
。
〔
そ
し
て
何
よ
り
も
〕
た
だ
無
上
道
心
は
発 授
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し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
、
極
楽
世

界
に
往
生
し
た
い
と
願
う
〔
者
の
こ
と
で
あ
る
〕
。

〔
こ
う
し
た
〕
行
者
の
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏

と
観
世
音
〔
菩
薩
〕
と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕
が
諸
々
の
侍
者
た
ち

と
と
も
に
、
金
色
に
輝
く
蓮
〔
の
台
〕
を
携
え
て
、
〔
さ
ら
に
〕

五
百
の
仏
の
分
身
(
化
仏
)
を
現
し
出
し
、
こ
の

〔
行
〕
者
を

迎
え
に
来
る
。
五
百
の
化
仏
は

一
斉
に
子
を
差
し
伸
べ
〔
行
者
を
〕

褒
め
讃
え
て
言
う
の
で
あ
る
。

『法
の
子
よ
。
汝
は
〔
因
果
を
信
じ
、
大
乗
を
語
ら
な
か
っ
た

の
で
〕
今
や
清
ら
か
で
あ
り
、
〔
し
か
も
〕
無
上
道
心
を
発
し
て

い
る
。
〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
私
は
汝
を
迎
え
に
来
た
」
と
。

〔
行
者
が
〕
こ
う
し
た
あ
り
さ
ま
を
見
る
と
、
そ
の
瞬
間
、
金

色
に
輝
く
蓮
〔
の
台
〕
に
座
ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
に
気
付
く
。

座
り
お
わ
る
と
花
が
閉
じ
、
〔
阿
弥
陀
〕
世
尊
に
付
き
従
っ
て
、

直
ち
に
〔
極
楽
の
〕
七
つ
の
宝
で
で
き
た
池
の
中
に
往
生
を
遂

同
リ
ヲ
ハ
出
。

一
昼
夜
を
経
て
初
め
て
蓮
の
花
が
聞
き
、
〔
そ
の
後
〕
七

日
以
内
に
し
て
や
っ
と
〔
阿
弥
陀
〕
仏
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
〔
た
だ
し
〕
仏
の
お
姿
を
拝
見
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ

の
様
々
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
意
識
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

308 

七

(
二
十
二
日
を
経
て
初
め
て
は
っ
き
り
と
拝
見
す
る
の

で
あ
る
。
〔
そ
し
て
ま
た
極
楽
世
界
に
流
れ
る
様
々
な
〕
調
べ
が

〔
ど
れ
も
こ
れ
も
〕
み
な
す
ば
ら
し
い
教
え
を
説
き
明
か
し
て
い

る
の
を
聞
く
。
〔
ま
た
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
自
在
に
飛
び
回
っ
て

〔
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
ま
し
ま
す
〕

み
仏
が
た
を
供
養
し
、
〔
そ

し
て
そ
れ
ら
の
〕
み
仏
が
た
の
面
前
で
奥
深
い
教
え
を
聞
く
の

で
あ
る
。
〔
そ
の
よ
う
に
し
て
人
間
世
界
の
時
間
で
い
え
ば
〕

三

小
劫
を
経
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
ゆ
る
教
え
を
知
る
智
慧
(
百
法

明
門
)
を
獲
得
し
〔
お
え
〕
る
。
〔
そ
し
て
〕
歓
喜
地
〔
と
い
う

菩
薩
の
境
地
〕
に
〔
あ
っ
て
修
行
し
て
〕

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
上
品
下
生
の
者
と
い
う
。
〔
ま
た
以
上
の
上

品
三
一
生
を
〕
上
輩
生
想
と
い
い
、
「
第
十
四
観
」
と
い
う
の
で
あ
る
。」

(
第
十
五
観
)

(
中
品
上
生
)

〔
続
け
て
〕
釈
尊
が
阿
難
と
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
中
品
上
生
の
者
と
は
〔
次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ
る
〕
。
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〔
誰
で
あ
れ
〕
も
し
衆
生
が
五
戒
や
八
戒
斎
を
た
も
ち
、
〔
あ

る
い
は
〕
諸
々
の
戒
を
修
め
て
、
〔
も
ち
ろ
ん
〕
五
逆
は
犯
さ
ず
、

破
戒
も
な
け
れ
ば
〔
そ
の
罪
の
報
い
に
よ
っ
て
〕
苛
ま
れ
る
こ

と
も
な
い
と
し
よ
う
。
〔
そ
の
者
が
〕
こ
う
し
た
善
行
を
振
り
向

け
て
、
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
い
と
願
う
。
〔
そ
の
者
の
〕

命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏
は
諸
々
の
出
家
修
行
者

(
比
丘
)
と
と
も
に
侍
者
に
取
り
固
ま
れ
て
、
金
色
の
光
を
放
ち

な
が
ら
そ
の
者
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。
〔
そ
し
て

一
切
は
〕

苦

・
空
・
無
常

・
無
我
で
あ
る
と
説
き
示
し
、

『出
家
す
る
と

諸
々
の
苦
し
み
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
〔
そ
の
功
徳

を
〕
称
讃
す
る
の
で
あ
る
。
〔
そ
の
〕
行
者
は
〔
こ
う
し
た
こ
と
を
〕

見
〔
聞
き
し
〕
終
え
て
、
心
底
歓
ぶ
。
〔
そ
し
て
〕
自
分
の
体
を

見
る
と
蓮
華
の
台
に
坐
っ
て
い
る
。
〔
そ
こ
で
〕
長
脆
し
て
合
掌

し

〔
阿
弥
陀
〕
仏
に
礼
拝
す
る
。
〔
す
る
と
〕
そ
の
頭
を
上
げ
な

い
う
ち
に
、
極
楽
世
界
に
往
生
し
、
〔
い
つ
の
間
に
か
閉
じ
て
い

た
〕
蓮
華
は
す
ぐ
さ
ま
花
開
く
の
で
あ
る
。
〔
そ
の
〕
花
が
開
く

時
、
〔
極
楽
世
界
の
〕
さ
ま
ざ
ま
な
調
べ
が
四
諦
を
菰
い
上
げ
て

い
る
の
を
聞
く
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
阿
羅
漢
と
い
う
覚
り
の
境

地
に
到
達
す
る
。
〔
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
〕
一
一
一
明

・
六
通

が
あ
り
、

八
解
脱

を
体
得
し
て
い
る
〔
こ
と
な
の
〕
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
中
品
上
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
中
品
中
生
)

〔
次
に
〕
中
品
中
生
の
者
と
は

〔
次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ

る〕
。〔

誰
で
あ
れ
〕
も
し
衆
生
が

一
昼
夜
の
問
、
八
戒
斎
を
た
も
ち
、

あ
る
い
は

一
昼
夜
の
問
、
沙
弥
戒
を
た
も
ち
、
あ
る
い
は

一
畳

夜
の
問
、
具
足
戒
を
た
も
っ
て
、
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
完
壁
に
修
め
る
。

こ
う
し
た
こ
と
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
、
極
楽
世
界
に
往
生
し

た
い
と
願
う
。
戒
と
い
う
香
り
が

〔
身
に
〕
染
み
込
ん
で
い
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
行
者
は
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
阿
弥

陀
仏
が
諸
々
の
侍
者
と
と
も
に
金
色
の
光
を
放
ち
、
〔
侍
者
が
〕

七
宝
で
で
き
た
蓮
華
〔
の
台
〕
を
持
っ
て
行
者
の
前
に
や
っ
て

来
る
の
を
見
る
。
〔
そ
の
時
、
〕
行
者
が
耳
を
傾
け
る
と
虚
空
に
「善

良
な
る
者
よ
。
汝
の
よ
う
な
善
人
は
、
〔
過
去

・
未
来

・
現
在
の
〕

三
世
の
諸
仏
の
教
え
通
り
に
生
き
て
き
た
か
ら
、
私
は
汝
を
迎

え
に
来
た
の
だ
』
と
褒
め
讃
え
る
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
行
者
が
〔
ふ
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と
〕
我
が
身
を
見
て
み
る
と
蓮
華
〔
の
台
〕

の
上
に
坐
っ
て
い

る
。
〔
す
る
と
〕
蓮
華
は
た
ち
ま
ち
に
閉
じ
、
〔
そ
の
ま
ま
〕
西

方
極
楽
世
界
に
生
ま
れ
て
、
七
日
間
を
宝
の
池
の
中
で
過
ご
し

て
、
蓮
華
は
初
め
て
花
開
く
。
蓮
華
が
開
い
て
し
ま
う
と
、
〔
行

者
は
〕
目
が
聞
き
、
合
掌
し
て
〔
阿
弥
陀
〕
世
尊
を
讃
歎
す
る
。

〔
そ
し
て
極
楽
世
界
で
〕
法
を
聞
く
と
歓
び
が
沸
き
起
こ
り
須
陀

一
但
〔
と
い
う
境
地
〕
に
至
る
。
〔
そ
う
し
て
〕
半
劫
を
経
た
と
こ

ろ
で
阿
羅
漢
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
中
品
中
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
中
品
下
生
)

〔
次
に
〕
中
品
下
生
の
者
と
は
〔
次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
あ

る〕
。男

で
あ
れ
女
で
あ
れ
善
良
な
人
々
が

〔
こ
れ
ま
で
仏
教
に

出
会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
〕
、
父
母
に
孝
行
を
尽
く

し
、
ま
た
博
愛
の
精
神
を
発
揮
し
て
き
た
と
し
よ
う
。
こ
の
人

は
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
、
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
が

自
分
の
た
め
に
阿
弥
陀
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
安
ら
い
だ
あ
り

さ
ま
を
綾
々
説
い
て
く
れ
た
り
、
ま
た
法
蔵
比
丘
〔
が
建
て
た
〕

四
十
八
願
を
説
い
て
く
れ
る
の
に
〔
初
め
て
〕
出
会
う
。
〔
そ
し
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て
〕
こ
の
説
法
を
聞
き
終
え
て
そ
の
ま
ま
命
が
尽
き
る
。
例
え

ば
肉
体
を
鍛
え
上
げ
た
者
が
〔
ま
る
で
ボ
ク
サ
ー
の
よ
う
な
俊

敏
さ
で
〕
肘
を
曲
、
げ
伸
ば
し
す
る
ほ
ど
〔
短
い
〕
聞
に

た

ち
ま
ち
西
方
極
楽
世
界
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
生
ま
れ
て
か

ら
七
日
を
経
た
と
こ
ろ
で
、
観
世
音
〔
菩
薩
〕
と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕

に
お
め
に
か
か
り
、
教
え
を
拝
聴
し
て
歓
び
が
湧
き
起
こ
る
。
〔そ

の
後
〕

一
小
劫
を
経
て
阿
羅
漢
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
中
品
下
生
の
者
と
い
い
、
〔
ま
た
以
上
の
中

品
三
生
を
〕
中
輩
生
想
と
い
い
、
「
第
十
五
観
」
と
い
う
の
で
あ
る
。」

(
第
十
六
観
)

(
下
品
上
生
)

〔
続
け
て
〕
釈
尊
が
阿
難
と
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
〔
以
上
の
よ
う
に
善
人
が
往
生
す
る

一
方
で
悪
人
も
ま
た
往

生
す
る
。
そ
の
う
ち
〕
下
品
上
生
の
者
と
は
〔
次
の
よ
う
な
人

の
こ
と
で
あ
る
〕
。

数
々
の
悪
業
を
重
ね
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
〔
た
だ
し
、
そ



研究ノート

の
者
は
〕
大
乗
経
典
を
誹
誘
す
る
こ
と
〔
だ
け
〕

は
な
い
が
・
・
・。

こ
う
し
た
愚
か
者
は
悪
事
を
重
ね
る
ば
か
り
で
、
少
し
も
恥
じ

入
る
こ
と
が
な
い
。
〔
そ
の
者
は
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
、

仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
(
善
知
識
)

か
ら
〔
自
分
の
〕
た
め

に
諸
々
の
大
乗
経
典
の
経
題
を
讃
え
て
く
れ
る
の
に
〔
初
め
て
〕

出
会
う
。
そ
う
し
た
諸
々
の
経
典
名
を
耳
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
千
劫
に
わ
た
っ
て

〔
積
み
重
ね
て
き
た
〕
極
め
て
重
大
な

悪
業
〔
に
よ
る
報
い
〕
が
取
り
除
か
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
〔
そ

の
〕
智
者
は
〔
そ
の
愚
か
者
に
〕
合
掌
さ
せ
て
指
を
組
ま
せ
、

『南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
さ
せ
る
。
〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
名
を
称
え
る

の
で
五
十
億
劫
も
の
間
生
死
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
罪
〔
の

報
い
さ
え
も
〕
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
彼
の
〔
阿
弥
陀
〕
仏
は
即
座
に

〔
自
身
の
〕
化
仏

と
観
世
音
の
化
〔
菩
薩
〕
と
大
勢
至
の
化
〔
菩
薩
〕
を
遣
わ
し

て
、
〔
そ
の
〕
行
者
の
前
に
到
ら
せ
、
〔
そ
の
者
を
〕
褒
め
讃
え

て
〔
次
の
よ
う
に
〕

言
わ
せ
る
。『
善
良
な
る
者
よ
。
汝
は
〔
阿

弥
陀
〕
仏
の
名
を
称
え
た
の
で
諸
々
の
罪

〔の
報
い
〕
が
消
滅

し
、
私
が
汝
を
迎
え
に
来
た
の
で
あ
る
」
と
。
こ
の
よ
う
に
話

り
終
え
る
と
行
者
は
即
座
に
化
仏
〔
か
ら
発
す
る
〕
光
明
が
そ

の
室
内
に
満
ち
満
ち
る
の
を
見
る
。
〔
そ
し
て
そ
れ
を
〕
見
た
と

た
ん
に
歓
び
が
湧
き
起
こ
り
、
そ
の
ま
ま
命
が
尽
き
る
。
〔
そ
れ

か
ら
〕

宝
蓮
華
に
乗
っ
て
、
化
仏
に
付
き
従
っ
て
〔
極
楽
世
界
の
〕

宝
の
池
の
中
に
生
ま
れ
る
。
七
七
〔
四
十
九
〕
日
を
経
た
と
こ

ろ
で
蓮
華
は
初
め
て
花
開
く
。
〔
そ
の
〕
花
が
開
く
と
大
悲
観
世

音
菩
薩
と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕
は
大
い
な
る
光
明
を
放
ち
な
が
ら

そ
の
者
の
前
に
留
ま
っ
て
〔
そ
の
者
の
〕
た
め
に
奥
深
い
十

部
経
を
説
か
れ
る
。
〔
そ
の
者
が
〕
聞
き
終
え
る
と
〔
そ
の
教
え

を
〕
確
信
し
て
了
解
し
て
無
上
道
心
を
発
す
の
で
あ
る
。
〔そ
の

後
〕
十
小
劫
を
経
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
ゆ
る
教
え
を
知
る
智
慧
(
百

法
明
門
)
を
獲
得
〔
し
終
え
て
〕
初
地

〔と
い
う
菩
薩
の
境
地
〕

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
下
品
上
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。

仏
名
と
法
名
を
山
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
川
h
k
も
聞
く

〔
つ
ま
り
〕

三
宝
の
久

凶
い
て
、
そ
の
ま
ま
件
付

¥
き
る
の
で

あ
る
。」

(
下
品
中
生
)
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〔
次
に
〕
釈
尊
が
阿
難
と
意
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
下
品
中
生
の
者
と
は
〔
悪
人
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
人
の
こ

と
で
あ
る
〕
。

五
戒
、

八
戒
、
具
足
戒
を
破
る
人
が
い
る
。
〔
し
か
も
〕
こ
う

し
た
愚
人
は
教
団
の
物
を
掠
め
、
教
団
に
供
養
さ
れ
た
物
を
盗

み
取
り
、
欲
に
か
ら
れ
て
布
教
し
、
〔
そ
れ
で
い
て
〕
恥
も
外
聞

も
な
い
。
〔
こ
の
よ
う
な
〕
様
々
な
悪
業
が
お
の
ず
と
〔
姿
や
立

ち
居
振
る
舞
い
に
〕
現
れ
出
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
罪
深
き
者
は
、

悪
業
の
報
い
と
し
て
必
ず
や
地
獄
に
堕
ち
る
は
ず
で
あ
る
。

〔
そ
の
者
の
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
、
地
獄
で

〔
燃
え

盛
っ
て
い
る
〕
様
々
な
炎
が

一
気
に
迫
り
来
る
。
〔
そ
の
時
、
そ

の
者
は
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
(
善
知
識
)
に
逢
う
。
〔仏

教
へ
と
正
し
く
導
く
人
は
〕
大
い
な
る
慈
悲
を
め
ぐ
ら
し
、
〔
そ

の
者
の
〕

た
め
に
阿
弥
陀
仏
に
具
わ
る
十
力
の
威
徳
を
説
き

詳
し
く
彼
の
〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
光
明
に
具
わ
る
強
大
な
力
を
説
き

ま
た
〔
仏
た
る
も
の
が
具
え
る
〕
戒
と
定
と
慧
と
解
脱
と
解
脱

知
見
(
五
分
法
身
)
を
称
讃
す
る
。
〔
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人

の
言
葉
を
〕
こ
の
者
が
聞
き
終
え
る
と
、

八
十
億
劫
も
の
問
生

死
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
罪
〔
の
報
い
さ
え
も
〕
除
か
れ
、
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〔
迫
り
来
る
〕
地
獄
の
激
し
い
炎
は
心
地
よ
い
涼
風
と
な
っ
て

天
界
に
咲
く
諸
々
の
花
々
を
舞
い
散
ら
す
。
ど
の
花
の
上
に
も

化
仏
菩
薩
が
乗
っ
て
い
て
、
こ
の
人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
迎
え

摂
る
。
〔
す
る
と
〕
あ
っ
と
い
う
聞
に
そ
の
ま
ま
〔
西
方
極
楽
世

界
に
〕
往
生
す
る
。
〔
そ
し
て

そ
の
〕
七
つ
の
宝
で
で
き
た
池

の
蓮
華
〔
の
蓄
〕
の
中
で
六
劫
〔
と
い
う
時
間
を
〕
過
ご
し
て
、

蓮
華
は
よ
う
や
く
花
開
く
。
花
が
開
く
時
に
、
観
世
音
〔
菩
薩
〕

と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕
は
聖
な
る
響
き

(
党
音
声
)

で
そ
の
人
を

安
ら
か
に
和
ま
せ
、
そ
の
者
の
た
め
に
大
乗
の
奥
深
い
教
え
〔
を

説
い
た
〕
経
典
を
説
き
聞
か
せ
る
。
〔
そ
の
者
は
〕
こ
の
教
え
を

聞
き
終
え
る
と
、
直
ち
に
無
上
道
心
を
発
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
者
を
下
品
中
生
の
者
と
い
う
の
で
あ
る
。」

(
下
品
下
生
)

〔
次
に
〕
釈
尊
が
阿
難
と
章
提
希
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
下
品
下
生
の
者
と
は

〔
次
の
よ
う
な
悪
人
の
こ
と
で
あ
る
〕
。

あ
る
人
が
不
善
の
業
で
あ
る
五
逆
や
十
悪
を
犯
し
て
、
〔
そ
の

他
に
も
〕
あ
ら
ゆ
る
悪
事
に
手
を
染
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
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愚
人
は
悪
業
を
犯
し
た
が
た
め
に
、
必
ず
や
〔
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
の
三
つ
の
〕
悪
し
き
境
涯
に
堕
ち
る
で
あ
ろ
う
。
〔
そ
こ

で
〕
と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
、

し
か
も
果
て
し

な
く
苦
し
み
続
け
る
の
で
あ
る
。
〔
と
こ
ろ
が
〕
こ
の
よ
う
な
愚

人
が
、
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
に
な
っ
て
仏
教
へ
と
正
し
く

導
く
人
(
善
知
識
)
に
逢
う
。
〔
そ
し
て
、
そ
の
人
は
愚
人
を
〕

な
だ
め
す
か
し
、
そ
の
者
の
た
め
に
、
得
も
い
わ
れ
ぬ
す
ば
ら

し
い
教
え
を
説
き
仏
に
想
い
を
馳
せ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
〔
し
か

し
、
〕
こ
の
人
は
苦
し
み
に
苛
ま
れ
て
仏
に
想
い
を
馳
せ
る
余
裕

す
ら
な
い
。
〔そ
こ
で
そ
の
〕
仏
教
へ
と
正
し
く
導
く
人
が
、

「汝、

仏
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
無
量
寿
仏
〔
の
名
〕

を
呼
び
な
さ
な
い
。」

と
告
げ
る
。
そ
の
よ
う
に
心
の
底
か
ら
〔
救

い
を
求
め
て
〕
声
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

『南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

十
遍
欠
け
る
こ
と
な
く
称
え
さ
せ
る
。

〔
す
る
と
〕

仏
の
名
を
称
え
た
の
で
、

八
十
億
劫
も
の
間
生

死
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
罪
〔
の
報
い
さ
え
も
〕

一
遍
づ

つ
に
取
り
除
か
れ
る
。
〔
そ
し
て
〕
命
が
尽
き
よ
う
と
す
る
そ
の

時
、
ま
る
で
太
陽
の
よ
う
に

〔
舷
い
〕
金
色
の
蓮
華
が
そ
の
人

の
前
に
現
れ
て
、

一
瞬
の
聞
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
蓮
華
の
中
で
十
二
大
劫
〔
と
い
う
時
間
に
〕
達
す
る

と
、
蓮
華
は
花
聞
き
観
世
音
〔
菩
薩
〕
と
大
勢
至
〔
菩
薩
〕

大
悲
あ
ふ
れ
る
御
声
で
、
そ
の
人
の
た
め
に
諸
法
実
相
と
除
滅

罪
法
を
お
お
ま
か
に
説
き
明
か
す
。
聞
き
終
え
る
と
〔そ
の
者
は
〕

大
い
に
喜
び
、
ま
さ
に
そ
の
時
、
菩
提
心
を
発
す
。

こ
の
よ
う
な
者
を
下
品
下
生
の
者
と
い
い
、
〔
以
上
の
下
品
三

生
を
〕
下
輩
生
想
と
い
い
、
「
第
十
六
観
」
と
い
う
の
で
あ
る
。」

(
得
益
分
)

〔
さ
て
釈
尊
は
〕
以
上
の
こ
と
を
お
説
き
に
な
っ
た
。
そ
の
問
、

意
提
希
と
五
百
人
の
侍
女
た
ち
は
釈
尊
の
説
法
を
聞
き
、
適
宜

に
極
楽
世
界
の
広
大
で
勝
れ
た
あ
り
さ
ま
を
見
て
取
っ
た
。

〔
そ
し
て
阿
弥
陀
〕
仏
と
〔
観
音
・
勢
至
の
〕

二
菩
薩
〔
の
お
姿
〕

を
見
奉
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
〔
章
提
希
は
〕
心
に
歓
び
が
生
ま

れ、

「か
つ
て
な
い
こ
と
だ
」
と
感
激
し
て
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち

る
よ
う
な
境
地
を
聞
き
、
無
生
忍
〔
と
い
う
覚
り
〕
を
得
た
の

で
あ
る
。
〔ま
た
〕
五
百
人
の
侍
女
は
、
こ
の
上
な
い
完
全
な
覚 の

仏説無量寿経①313 



り
を
求
め
る
心
を
発
し
、
彼
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
〕
世
界
に

生
ま
れ
た
い
と
願
っ
た
。
釈
尊
は
〔
彼
女
た
ち
ご
人

一
人
に
「〔汝

ら
は
彼
の
極
楽
世
界
に
〕
必
ず
や
往
生
す
る
は
ず
だ
。
彼
の
〔
極

楽
〕
世
界
に
往
生
し
た
後
に
諸
々
の
み
仏
が
目
の
前
に
在
す
境

地
(
諸
仏
現
前
三
昧
)
を
得
る
」
と
の
予
言
を
お
与
え
(
授
記
)

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
〔
ま
た
会
座
に
連
な
っ
た
〕
無
量
の
天
人

は
無
上
道
心
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

(
流
通
分
)

〔
す
る
と
〕
そ
の
時
、
阿
難
は
す
か
さ
ず
自
席
か
ら
立
ち
上
が

つ

て
前
に
出
て
、
釈
尊
に

〔
次
の
よ
う
に
〕
申
し
上
げ
た
。

「
世
尊
よ
、
〔
今
、
説
き
示
さ
れ
た
〕

こ
の
経
を
ど
の
よ
う
に

名
付
け
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
〔
ま
た
〕
こ
の
教
え
の
肝
要

を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
心
に
刻
ん
で
お
い
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。」

釈
尊
が
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

「
こ
の
経
を
「
観
極
楽
国
土
無
量
寿
仏
観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩

薩
』
と
名
付
け
よ
う
。
あ
る
い
は

『浄
除
業
障
生
諸
仏
前
」
と

も
名
付
け
よ
う
。
〔阿
難
よ
、
〕
汝
は

〔
こ
の
経
を
〕
理
解
し
心
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に
刻
み
、
〔
決
し
て
〕
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
〔
ま
で
説
い
て
き
た
〕
精
神
集
中
(
三
味
)
を
実
践
す

る
者
は
、
今
生
の
身
で
無
量
寿
仏
と
偉
大
な
る
〔
観
世
音
・
大

勢
至
の
〕

二
菩
薩
を
見
奉
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
ま
た
〕
も
し

男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
善
良
な
る
人
々
が
、

た
だ
単
に
〔
無
量
寿
〕

仏
の
名
と
二
菩
薩
の
名
を
耳
に
す
る
だ
け
で
も
、
無
量
劫
も
の

間
生
死
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
罪
〔
の
報
い
さ
え
〕
除
か

れ
る
。
ま
し
て
や
〔
無
量
寿
仏
と
二
菩
薩
を
〕
憶
念
す
れ
ば
、

〔さ

ら
に
多
く
の
罪
の
報
い
が
除
か
れ
る
の
は
〕

一一一
口
う
ま
で
も
な
い
。

よ
く
よ
く
知

っ
て
お
け
。
も
し
念
仏
す
る
者
は
、
こ
の
人
こ

そ
が
〔
煩
悩
多
き
〕
人
々
の
中
に
〔
咲
く
、
汚
れ
な
き
〕
白
蓮
華
〔
の

ょ
う
〕

で
あ
る
。
〔
そ
し
て
〕
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
が
そ

の
人
の
勝
れ
た
友
と
な
る
の
で
あ
る
。
〔
未
来
に
は
〕
覚
り
を
求

め
る
座
に
坐
り
、
諸
仏
の
家
系
に
連
な
る
の
で
あ
る
。」

〔
そ
し
て
最
後
に
〕
釈
尊
は
阿
難
に
仰
せ
に
な

っ
た
。

「
汝
、
〔
今
、

私
が
説
き
示
し
た
〕
こ
の
教
え
を
し

っ
か
り
と

胸
に
刻
み
込
め
。
こ
の
教
え
を
胸
に
刻
み
込
め
と
は
、
無
量
寿
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仏
の
御
名
を
胸
に
刻
み
込
め
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。」

釈
尊
が
こ
の
教
え
を
説
き
終
え
る
と
、
日
連
尊
者
と
〔
私
〕

阿
難
、
そ
し
て
章
提
希
た
ち
は
釈
尊
が
お
説
き
に
な

っ
た

お

言
葉
〕
を
聞
い
て
、
〔
誰
も
が
〕
み
な
大
い
に
歓
ん
だ
の
で
あ
る
。」

(
書
閤
会
)

そ
れ
か
ら
釈
尊
は
空
中
を
歩
い
て
、
者
間
帽
山
に
お
帰
り
に

な
っ
た
。

そ
し
て

〔
私
〕
阿
難
は
〔
者
間
帽
山
に
集
っ
て
い
た
〕
大
衆

の
た
め
に
以
上
の
〔
王
舎
城
で
の
〕
出
来
事
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
場
に
い
た
大
比
丘
衆
や
諸
菩
薩
は
も
ち
ろ
ん
〕
数
限
り

な
い
神
々
や
龍
神
、
夜
叉
も
ま
た
釈
尊
が
お
説
き
に
な
っ
た

街l

教
え
〕
を
聞
い
て
、
〔
誰
も
が
〕
み
な
大
い
に
喜
ん
で
釈
尊
を
礼

仏説無量寿経③

拝
し
て
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。

釈
尊
が
お
説
き
に
な
っ
た
観
無
量
寿
経
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段
法
然
上
人
は
、
信
仰
の
香
り
が
内
に
立
ち
込
め
、
そ
れ
が
行

為
と
し
て
外
に
あ
ら
わ
れ
た
。
上
は
帝
王
や
上
級
貴
族
か
ら
、

下
は
万
民
に
至
る
ま
で
、
そ
の
徳
に
帰
依
し
な
い
者
は
い
な
か
っ

た
。

お
し
の
ニ
う
じ

賀
茂
川
の
東
に
あ
る
押
小
路
御
所
に
お
い

て
後

如ii白
法す河
経f法
をJ 皇
行が
わ
れ
た

と
が
あ
っ
た

そ
の
際
、

上
人
を

指
導
僧
と
さ
れ
た
。
文
治
四
年
(
一
一
八
八
)

八
月
十
四
日
に

前
行
を
始
め
ら
れ
た
。
写
経
の
僧
衆
は
、
法
皇
、
妙
音
院
の
入

316 

〕〈

も

ろ

な

が

道
相
国
〈
藤
原
師
長
〉
、
法
然
一房
源
空
上
人
、
な
ら
び
に
門
弟
の

ぎ

ょ

う

け

ん

り

ょ

う

え

ん

ぎ

ょ

う

ち

せ

ん

う

ん

行
賢
大
徳
、
延
暦
寺
で
は
良
宴
法
印
・
行
智
律
師
・
仙
雲
律
師
・

か

く

け

人

じ

O

う

え

ん

ど

う

け

人

し

ん
け
ん

覚
兼
阿
闇
梨
・
重
円
大
徳
、
園
城
寺
で
は
道
顕
僧
都
・
真
賢
阿

げ
ん
し
ゆ

え

ん

り

ゅ

う

え

ん

げ

ん

闇
梨
・
玄
修
阿
閤
梨
・
円
隆
阿
闇
梨
・
円
玄
阿
閤
梨
と
い
っ
た

人
達
で
あ
る
。
去
る
十
日
、
日
吉
大
社
に
ご
参
拝
さ
れ
た
と
き
、

ちょ
・う
?
っ
人

延
暦
寺
の
衆
徒
が
寺
務
を
つ
か
さ
ど
る
執
当
職
の
澄
雲
法
印
を

代
表
と
し
て
、
「
東
寺
の
憎
が
今
度
の
写
経
の
憎
衆
に
招
き
入
れ

ら
れ
る
と
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
知
法
経
写
経
は

同
ゆ
っ
手
、
〆
、

慈
覚
大
師
円
仁
が
始
め
ら
れ
た
法
則
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
他

宗
の
憎
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
あ
る
上
人
(
法
然
)

を
招
き
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
う
わ
さ
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

し
い
て
あ
れ
こ
れ
申
し
立
て
る
こ
と
は
ご
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ざ
い
ま
せ
ん
」
と
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
寺
の
憎
は

招
か
れ
ず
、
上
人
は
法
皇
の
命
に
よ
っ
て
指
導
憎
を
勤
め
ら
れ

た
。上

人
は
出
家
後
の
年
数
が
最
も
長
い
上
、
指
導
憎
で
あ
る
。

よ
っ
て
法
皇
は
第

一
の
座
に
つ
く
よ
う
仰
せ
に
な
っ
た
。
上
人

は
断
り
を
申
さ
れ
た
が
、
法
皇
が
し
き
り
に
仰
せ
に
な
る
の
で

第

一
の
座
に
つ
か
れ
た
。
正
面
の
東
西
に
座
席
を
設
け
た
。
東

側
の
第

一
の
座
に
上
人
、
西
側
の
第

一
の
座
に
法
皇
、
上
人
の

次
に
は
入
道
相
国
(
師
長
)
が
着
座
さ
れ
た
。
良
宴
法
印
以
下

の
人
達
は
官
位
の
席
次
に
従
っ
て
列
座
し
た
。
(
か
つ
て
大
仏
開

眼
の
と
き
)
行
基
菩
薩
は
、
世
間
の
慣
わ
し
に
従
っ
て
、
婆
羅

も
ん門
僧
正
の
下
に
着
座
さ
れ
た
。
こ
の
例
に
な
ら
う
と
、
良
宴
法

印
が
上
座
に
つ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
特
別
の
仰
せ
に
よ

っ
て
上

人
が
第

一
の
座
に
つ
か
れ
た
。

ら
い
ば
ん

上
人
は
礼
盤
に
上
が
っ
て
法
会
の
趣
旨
を
仏
前
に
申
し
述
べ
、

ょ

う

ほ

っ

け

せ

ん

ぼ

う

そ
の
後
、
錫
杖
の
備
を
唱
え
、
法
華
働
法
を
始
め
ら
れ
た
。
前

行
の
聞
は
、
毎
日
三
回
の
償
法
で
あ
る
。
同
じ
八
月
二
十
日
の

ご

や
後
夜
か
ら
本
行
の
正
繊
悔
を
始
め
ら
れ
た
。
後
夜
の
発
声
は
上

じ
ん
じ
よ
う

人
が
、
農
朝
の
発
声
は
法
皇
が
勤
め
ら
れ
た
。
仏
堂
は
こ
の
上

な
く
美
し
く
飾
ら
れ
、
作
法
も
ま
た
お
ご
そ
か
で
あ
っ
た
。
法ひ

皇
は
不
思
議
な
夢
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
詳
細
は
、
中
納
言
の
日

の
の
か
ね
み
つ

野
兼
光
が
草
し
た
御
願
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。

段

性}
法き九
橋:月
が'四
寄日
蓮に
し官!

た羅
生料
り紙
で土

寺晶
、え

ら
観
f時れ

法?ミ

雪空
義i石
和か紙
尚iq 
i主観f

時
は
法
印
〉
と
同
宿
の
間
柄
で
あ

っ
た
の
で
、

写
経
料
紙
を
安

で置
あし
った
た 土器
。 所

そは

は和
鳥尚
羽の
院庄
の府
鐙で
記あ
皇室
子 二
m 条
量か白
快J、)11
親い房
中(

京童

2章

で
お
ら
れ
た
場
所
で
あ

っ
た
。
良
宴
法
印
以
下
十

一
人
の
写
経

の
憎
衆
は
、

三
条
白
川
房
へ
向
か

っ
た
。
宿
老
は
残
り
留
ま
る

と
い
う
儀
礼
に
な
ぞ
ら
え
て
、
法
皇
、
上
人
、
相
国
禅
門
(
師
長
)

は
道
場
で
お
待
ち
に
な
っ
て
い
た
。

写
経
料
紙
を
銅
製
の
筒
に
納
め
、

み
こ
し
に
入
れ
て
お
迎
え

し
た
。
南
側
の
ひ
さ
し
の
下
に
台
を
立
て
て

か
つ
い
で
き
た

み
こ
し
を
そ
の
上
に
据
え
た
て
ま
つ

っ
た
。
良
宴
以
下
の
写
経
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の
僧
衆
は
屋
外
に
は
べ
っ
て
伽
陀
を
唱
え
た
。
正
面
の
明
か

り
障
子
を
開
け
ら
れ
て
、
法
皇
が
伽
陀
を
唱
え
ら
れ
る
と
、
上

人
と
入
道
相
国
も
同
じ
よ
う
に
法
皇
の
声
に
従
っ
て
お
唱
え
に

な
っ
た
。
写
経
料
紙
を
道
場
に
安
置
し
た
後
、
そ
の
周
囲
を
練

り
歩
く
行
道
が
あ
り
、
曲
調
の
念
仏
を
六
回
唱
え
る
合
殺
が
あ
っ

た
。
こ
の
儀
式
は
定
ま
っ
た
作
法
で
は
な
く
、
上
人
が
こ
れ
を

指
示
し
て
行
わ
れ
た
そ
う
だ
。

E量
同
じ
九
月
八
日
に
写
経
用
の
水
を
迎
え
ら
れ
た
。
出
家
年
数

の
浅
い
憎
た
ち
は
比
叡
山
の
横
川
に
登
り
、
慈
覚
大
師
円
仁
が

知
法
経
で
用
い
ら
れ
た
。
根
本
の
水
。
を
汲
ん
で
、
銅
製
の
水

が
め
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
同
じ
九
月
十

一
日
に
書
き
は
じ

め
ら
れ
た
。
慈
鎮
和
尚
と
観
性
法
橋
は
写
経
僧
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
も
と
よ
り
如
法
経
の
最
中
で
あ

っ
た
の
で
、
写
経
の
と

き
お
い
で
に
な
っ
た
。
慈
鎮
和
尚
は
入
道
相
国
(
師
長
)
。〉

下

に
着
座
し
、
観
性
法
橋
は
仙
雲
律
師
の
下
に
着
座
し
た
。
法
然

上
人
は
礼
盤
に
上
が
っ
て
仏
事
の
趣
旨
を
仏
前
に
申
し
述
べ
、

礼
盤
か
ら
下
り
た
後
、
行
道
を
し
、
行
道
が
終
わ
っ
て
伽
陀
を

318 

唱
え
た
。
そ
の
後
、
十
六
人
が
着
座
し
、
同
時
に
筆
を
と

っ
て

書
写
を
は
じ
め
ら
れ
た
。

四
段

同
じ
九
月
十
二
日
の
午
前
十
時
に
写
経
を
終
え
た
の
で
、
す

が
〈
じ
人

ぐ
に
十
種
供
養
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
楽
人
の
う
ち
で
位
の
高

す
き
わ
た
ど
の

い
公
卿
た
ち
は
、
吹
き
抜
け
廊
下
の
透
渡
殿
に
着
座
し
た
。
位

の
低
い
楽
人
た
ち
は
、
ひ
さ
し
の
西
の
わ
き
に
着
座
し
て
沙
陀

調
の
序
曲
を
吹
奏
し
た
。
正
面
の
庭
の
上
に
赤
地
に
模
様
を
織

り
な
し
た
敷
物
を
し
い
て
、
そ
の
上
に
机
を
二
脚
立
て
て
十
種

供
養
の
供
物
を
安
置
し
た
。
天
人
姿
に
扮
し
た
子
供
二
人
と

舞
踏
を
す
る
子
供
十
六
人
が
東
西
よ
り
進
み
出
て
き
て
、
供
物

を
取
っ
て
南
の
階
段
の
下
に
行
っ
て
、
供
物
を
手
か
ら
手
に
渡

し
た
。
憎
た
ち
が
正
面
の
左
右
に
立
ち
な
ら
ん
で
、
子
か
ら
手

じ
っ
て
ん
ら
〈

に
渡
し
て
お
供
え
し
た
。
こ
の
あ
い
だ
十
天
楽
を
演
奏
し
た
。

ち
ょ
う
け
ん

導
師
は
澄
憲
法
印
で
あ
っ
た
。
供
物
を
渡
し
伝
え
る
時
は
、

立
ち
入
り
が
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
て
、

参
詣
の
僧
侶
や
俗
人
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や

は
遣
り
水
の
北
側
に
行
け
な
か
っ
た
が
、

説
法
の
時
は
法
皇
の

許
し
が
あ
っ
て
、
僧
侶
や
俗
人
は
群
集
し
て
聴
聞
し
た
。
澄
憲

の
弁
説
は
口
か
ら
玉
を
は
く
か
の
よ
う
に
素
晴
し
く
、

貴
族
も

庶
民
も
み
な
涙
を
流
し
た
。
説
法
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
も
の

よ
り
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
法
皇
は
と
り
わ
け
感
心
さ
れ

か
ね
ま
さ
き
ょう

た
と
い
う
こ
と
を
、
権
大
納
言
兼
雅
卿
を
通
し
て
仰
せ
下
さ
れ

せ
人
し
ゅ
う
ら
く

た
。
導
師
澄
憲
が
座
を
下
り
る
時
は
千
秋
楽
を
演
奏
し
た
。
入

む
ね
い
え
き
ょ
う

道
相
国
(
師
長
)
が
歌
を
歌
い
、
中
御
門
大
納
言
宗
家
卿
は
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
歌
っ
た
。
そ
も
そ
も
今
日
の
儀
式
は
後
の
世
ま

で
語
り
伝
え
ら
れ
る
美
談
で
あ
る
。
法
皇
は
六
十
歳
の
祝
賀
を

行
わ
れ
な
か

っ
た
の
も
、
こ
の
如
法
経
が
お
の
ず
と
そ
れ
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
、

当
時
の
人

び
と
は
噂
し
あ
っ
た
。

五
段

同
じ
九
月
十
三
日
に
、
法
皇
は
お
経
を
奉
納
す
る
た
め
に
横

し
ゅ
η
ょ

う

ご

ん

い

ん

ち

a
A
7

り

え

ん

り

ょ

う

川
の
首
樹
厳
院
に
お
出
か
け
に
な

っ
た
。
横
川
長
吏
の
円
良
法

印
の
指
示
で
、
水
飲
の
地
に
御
所
を
設
営
し、

お
食
事
と
ご
身

体
を
清
め
る
水
を
用
意
し
た
。
法
皇
は
鳥
居
の
岡
か
ら
歩
か
れ
、

ま
ず
四
季
講
堂
に
入
堂
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
知
法
堂
の
中
門
の

外
に
、
天
童
以
下
の
子
供
た
ち
が
供
物
を
さ
さ
げ
て
左
右
に
立
っ

た
。
雅
楽
を
演
奏
す
る
人
た
ち
は
、
法
界
房
の
北
の
軒
下
に
ひ

か
え
て
演
奏
し
た
。

中
門
の
中
か
ら
草
履
を
差
し
あ
げ
て
如
法
堂
に
入
堂
さ
れ
た
。

中
門
か
ら
如
法
堂
ま
で
は
、
雄
一
が
敷
か
れ
た
。
如
法
堂
の
西
の

出
入
り
口
か
ら
お
経
を
入
れ
申
し
上
げ
て
、
正
面
の
南
側
の
ひ

さ
し
の
間
に
安
置
し
た
。
写
経
憎
は
南
の
縁
側
に
ひ
か
え
て
い

る
。
行
智
律
師
は
お
経
を
取
り
出
し
て
、
法
皇
に
差
し
あ
げ
た
。

た法
皇
こは
の 受

間最
伽ら
陀れ
をて
唱晶

玉川
よ墨
セ向
導監
師印
はに
円えお
能す授
法け
師に
(な
そっ

の
と
き
法
橋
)

で
あ

っ
た
。
説
法
の
後
、
中
門
の
外
に
お
い
て

憎
た
ち
は
布
施
を
賜
っ
た
。
次
に
十
天
楽
を
演
奏
し
た
。

そ
っ
め
い
ら
〈

そ
れ
か
ら
、
法
界
房
に
お
移
り
に
な

っ
て
後
、
宗
明
楽
を
演

奏
し
伽
陀
を
唱
え
た
。
導
師
は
ま
た
円
能
法
師
で
あ

っ
た
。
円

能
が
法
会
の
趣
旨
を
述
べ
て
下
座
し
た
後
、
法
皇
は
横
川
中
堂

に
お
移
り
に
な
っ
た
。
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段
横
川
中
堂
よ
り
お
帰
り
に
な
っ
て
、

食
堂
に
お
い
て
装
束
を

改
め
ら
れ
た
。
そ
の
問
、
憎
た
ち
は
庭
に
群
集
し
て
、
延
年
の

様
々
な
歌
舞
が
披
露
さ
れ
た
。
如
法
経
を
執
り
行
う
任
に
当
た
っ

た
藤
原
定
長
卿
を
通
し
て
、
法
皇
は
「
祈
願
が
無
事
成
就
し
た

こ
と
は

ひ
と
え
に
憎
衆
の
祈
念
の
お
陰
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
大
変
感
嘆
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
澄
雲
法
印
に
伝
え

ら
れ
た
。
澄
雲
は
庭
に
お
り
て
、
法
皇
の
仰
せ
の
趣
旨
を
憎
衆

に
伝
え
た
。

そ
の
後
、
夕
暮
れ
に
な
っ
た
の
で
、
法
皇
は
す
ぐ
に
お
帰
り

に
な
っ
た
。
午
後
十
時
こ
ろ
に
押
小
路
殿
に
お
着
き
に
な
り
、

知
法
経
の
本
道
場
に
お
い
て
惜
法
を
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
歓
喜

働
法
と
い
う
。
そ
も
そ
も
慈
覚
大
師
円
仁
の
流
れ
を
く
む
門
徒

や
そ
の
余
流
、
ま
た
山
門
延
暦
寺
や
園
城
寺
に
は
学
徳
の
あ
る

僧
や
高
憎
が
多
い
中
で
、
隠
遁
の
身
で
あ
る
上
人
を
召
し
出
さ

れ
て
、
先
導
役
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
上
人
の
仏
徳
の

き
わ
み
で
あ
り
、
法
皇
の
ご
帰
依
が
深
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

十
巻
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段
高
倉
院
が
天
皇
在
位
中
の
と
き
、
承
安
五
年
(
一一

七
五
)

の
春
、
勅
命
に
よ
る
お
招
き
が
あ
っ
た
の
で
、
法
然
上
人
は
天

え
ん
ど
ん
か
い

皇
に
天
台
宗
の
円
頓
戒
を
お
授
け
申
し
上
げ
た
。
公
卿
た
ち
も

う
や
う
や
し
く
授
か
り
、
宮
中
に
仕
え
る
人
た
ち
も
こ
う
べ
を

た
れ
て
授
か
っ
た
。
清
和
天
皇
は
、
貞
観
年
間
に
慈
覚
大
師
円

仁
を
紫
震
殿
に
お
招
き
申
し
上
げ
、
天
皇
・
皇
后
と
も
に
円
頓

戒
を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
。
上
人
は
円
仁
か
ら
九
代
目
の
正
統

な
後
継
者
で
あ
り
、
そ
の
法
流
は
た
だ
上
人

一
人
に
伝
わ
っ
た
。

は
る
か
に
時
代
を
へ
だ
て
て
、
昔
の
法
流
を
復
興
さ
れ
た
こ
と

は
た
い
そ
う
尊
い
こ
と
で
あ
る
。

手宣
後
白
河
法
皇
の
お
招
き
が
あ
っ
た
の
で
、
上
人
は
法
住
寺
御

所
に
参
上
さ
れ
て
、
天
台
宗
の
円
頓
戒
を
授
け
申
し
あ
げ
た
。

法
皇
が
延
暦
寺
や
園
城
寺
の
高
徳
の
僧
を
お
招
き
に
な
っ
て
、
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順
々
に

「往
生
要
集
」
を
講
じ
さ
せ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を

述
べ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
上
人
が
言
い
つ
け
に
従
つ

て
講
義
を
な
さ
っ
た
と
き
、
「
往
生
極
楽
の
た
め
の
教
え
と
修
行

は
、
濁
り
汚
れ
た
末
世
の
目
や
足
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
僧
侶

も
俗
人
も
貴
い
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、

い
っ
た
い
誰
が
帰
依

し
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
読
み
上
げ
ら
れ
る
や
い
な
や
、
初
め

て
お
聞
き
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
心
に
深
く
し
み
て
、
尊
く

感
じ
ら
れ
、
感
動
の
一棋
を
た
い
そ
う
流
さ
れ
た
。

-
一
ヲ
台
ょ
う
P
U
金、

上
人
を
信
仰
な
さ
る
あ
ま
り
、
右
京
職
の
長
官
で
あ
っ
た
藤

原
隆
信
の
朝
臣
に
命
じ
て
、
上
人
の
肖
像
を
描
か
せ
て
、
蓮
華

王
院
の
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
。
前
代
に
も
、

そ
の
よ
う
な
例
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
だ
と
人
び
と
は
噂
し
あ
っ
た
。

段
後
白
河
法
皇
は

ひ
と
え
に
上
人
の
教
化
に
帰
依
さ
れ
、
そ

の
信
仰
は
他
の
人
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
百
万
遍
念
仏
の

苦
行
を
二
百
余
固
ま
で
功
徳
を
積
ま
れ
、
比
べ
る
も
の
が
な
い

事
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

建
久
三
年

(
一一

九
一一
)
正
月
五
日
か
ら
病
気
に
な
ら
れ
て
、

日
に
日
に
重
く
な
っ
て
い
か
れ
た
の
で
、
上
人
に
善
知
識
と
し

て
参
ず
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
が
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

二
月

二
十
六
日
に
上
人
は
参
上
さ
れ
て
、
戒
を
お
授
け
申
し
あ
げ
て
、

御
往
生
の
と
き
の
儀
式
を
お
決
め
に
な
っ
た
。

念
仏
往
生
の
道
は
常
日
頃
聞
き
留
め
て
お
ら
れ
る
う
え
に

重
ね
て
申
さ
れ
る
内
容
が
丁
寧
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
す
ま
す
信

心
が
深
ま
っ
て
、
念
仏
を
怠
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ご
臨

終
が
差
し
迫
っ
て
き
た
の
で
、
同
年
三
月
十
二
日
午
後
八
時
頃

に
御
仏
を
お
迎
え
に
な
っ
て
、
十
三
日
午
後
四
時
頃
、
死
に
臨

ん
で
心
を
乱
さ
れ
ず
称
名
念
仏
を
続
け
ら
れ
、
盗
勢
を
た
だ
し

て
お
座
り
に
な
り
、
ま
る
で
眠
る
か
の
よ
う
に
し
て
往
生
の
願

い
を
遂
げ
ら
れ
た
。
御
年
は
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
本
当
に
前

世
か
ら
の
因
縁
の
結
果
で
あ
り
、
尊
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

四
段

後
白
河
法
皇
崩
御
の
後
、

三
年

(
一一

九
一

秋
の

ろそ
の

前i御
の菩
大提
和を
国市
司う
のた
親3め
盛Bに
入建
道久
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〈
法
名
は
見
仏
〉
が
八
坂
の
引
導
寺
で
、
心
阿
弥
陀
仏
が
発
声
し

住
蓮
・
安
楽
・
見
仏
た
ち
の
仲
間
が
声
を
そ
え
て
六
時
礼
讃
を

行
い
、
七
日
の
あ
い
だ
念
仏
を
し
た
。
儀
式
の
終
わ
り
に
あ
た
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
供
物
を
取
り
出
し
て
い
る
の
を
み
て
、
上
人
は

納
得
い
か
な
い
様
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
「
念
仏
は
自
分
の
た

め
の
勤
め
で
あ
る
。
法
皇
の
御
菩
提
に
回
向
し
申
し
あ
げ
て
も
、

布
施
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
決
し
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
ま
し
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
六
時
礼
讃

を
多
く
の
人
が

一
緒
に
行
っ
た
は
じ
め
で
あ
る
。

五
段

っ
ち
み
か
ど
い
ん

後
白
河
法
皇
の
十
三
年
の
御
遠
忌
に
あ
た
り
、
土
御
門
院
が

元
久
元
年
(
一
二
O
四
)
三
月
に
追
善
の
仏
事
を
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
、
法
然
上
人
は
蓮
華
王
院
に
お
い
て
浄
土
三
部
経
を
書
写

さ
れ
、
良
い
声
の
者
を
選
ん
で
六
時
礼
讃
を
勤
め
て

て
い
ね

い
に
御
菩
提
を
と
む
ら
わ
れ
た
。

ま
た
大
和
の
入
道
見
仏
も
、
同
じ
よ
う
に
法
皇
の
御
菩
提
を

祈
り
申
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
追
善
の
儀
式
を
行
う
べ
き
か

と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
法
皇
が
見
仏
の
夢
中
に
現
れ
て
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私
の
菩
提
を

一
定
の
型
に
の
っ
と
っ
て
と
む
ら
い
な
さ
い

と

の
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
見
仏
は
そ
の
旨
を

t
人
に
申
し

あ
げ
た
と
こ
ろ
、
上
人
は
浄
土
三
部
経
を

一
定
の
型
に
の
っ
と

り
書
写
す
る
次
第
を
、

『法
華
経
」
の
如
法
経
に
な
ぞ
ら
え
て
儀

式
の
法
則
を
書
き
出
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
、
流
布
し
て
い
る
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。浄

土
三
部
経
如
法
経
次
第

こ
う
ぞ

て

御
料
紙
の
事
。
楕
の
木
を
植
え
て
千
日
の
聞
こ
れ
を
栽
培

せ
よ
。
そ
の
期
間
は
念
仏
と
六
時
礼
讃
を
勤
め
よ
。
も
し
こ
の

よ
う
に
し
て
で
き
た
料
紙
が
な
い
場
合
は
、
市
場
に
あ
る
料
紙

を
用
い
よ
。

一
、
堂
荘
厳
の
事
。
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
前
方
便
七
箇
日
の
事
。
身
体
を
清
め
身
を
慎
み
、
清
浄
な

衣
帯
を
着
け
る
こ
と
な
ど
は
、
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ

し
絹
製
と
綿
製
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
は
、
そ
の
人
の
考
え
に

よ
り
な
さ
い
。
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し
や

す
い

て
入
道
場
の
次
第
。
門
前
で
の
瀧
水
、

こ
う
ぞ
う

笛
・
香
象
な
ど
を
用
い
る
こ
と
は
、
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う

ろ

け

な
ら
び
に
香
炉
・
華

次
に
、
無
言
で
本
尊
の
周
り
を
三
回
め
ぐ
り
、
仏
・
菩
薩
を

道
場
に
請
い
迎
え
る
偏
文
や
、
曲
調
の
念
仏
を
六
回
唱
え
る
合

殺
な
ど
は
、
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
、
僧
侶
た
ち
は
宝
座
の
前
に
並
ん
で
立
ち
、
全
員
で
最

初
に
よ
む
総
礼
の
伽
陀
を
唱
え
な
さ
い
。
そ
の
言
葉
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

「
根
本
の
師
釈
迦
仏
、
お
よ
び
す
べ
て
の
世
界
の
如
来
た
ち
に

帰
依
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
施
主
で
あ
る
衆
生
の
求
め
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
慈
悲
を
捨
て
ず
に
道
場
へ
お
入
り
く
だ
さ

ぃ
。
す
べ
て
の
世
界
の
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
る

一
切
の

仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
哀
れ
ん
で
願
い
を
聞
き
入
れ
て
く
だ

さ
り
、
道
場
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。
極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
仏
と

聖
衆
た
ち
ょ
、
わ
け
へ
だ
て
な
く
共
に
道
場
へ
お
越
し
に
な
り

お
座
り
く
だ
さ
い
。
道
場
へ
来
ら
れ
た
聖
衆
た
ち
に
は

歩
品
?
」

と
に
会
い
難
い
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
阿
弥
陀
仏
た
ち
の
お

ら
れ
る
会
座
を
礼
拝
い
た
し
ま
す
。
極
楽
世
界
の
諸
仏
諸
菩
薩

に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
慈
悲
を
も
っ
て
護
り
念
じ
、
功
徳
を
証

明
し
て
く
だ
さ
い
。」

次
に
、
阿
弥
陀
仏
を
ほ
め
た
た
え
申
し
あ
げ
な
さ
い
。

「
阿
弥
陀
仏
の
広
大
な
誓
願
は
多
く
四
十
八
を
数
え
る
が

と
え
に
念
仏
を
示
し
て
最
も
親
し
い
行
と
し
て
い
る
。
人
よ
く

仏
を
念
じ
れ
ば
仏
も
ま
た
応
じ
て
人
を
念
じ
て
く
だ
さ
る
。
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
仏
を
想
え
ば
仏
も
そ
の
人
を
知

っ
て
く
だ
さ

る
。
極
楽
の
教
化
の
主
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
命

終
の
と
き
必
ず
極
楽
へ
往
生
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」

次
に
、
浄
土
三
部
経
を
ほ
め
た
た
え
な
さ
い
。

「
絶
え
ず
浄
土
の
教
え
を
聞
こ
う
と
思
い

一
字

一
句
誓
っ
て

き
ち
ん
と
勤
め
よ
う
。
長
い
時
間
迷
い
の
世
界
を
さ
ま
よ
う
苦

し
み
を
思
い
忘
れ
ず
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
教
え
を
聞
き
真
実

の
法
門
に
入
ろ
う
。
奥
深
い
す
ぐ
れ
た
浄
土
三
部
経
に
帰
依
い

た
し
ま
す
。
命
終
の
と
き
必
ず
極
楽
へ
往
生
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。」

次
に
礼
讃
、

日
没
か
ら
こ
れ
を
始
め
な
さ
い
。
僧
侶
た
ち
は

着
座
し
導
師
は
礼
盤
に
登
る
。
礼
讃
を
唱
え
て
後
、
高
声
念
仏

を
三
百
遍
称
え
る
。
た
だ
し
、
時
刻
の
早
い
か
遅
い
か
に
よ

っ ひ

四十八巻伝323 



て
念
仏
の
数
を
調
整
し
な
さ
い
。
礼
讃
を
唱
え
る
時
刻
は
、
日

没
〈
午
後
四
時
〉

・
初
夜
〈
午
後
八
時
〉

・
半
夜
〈
午
前
零
時
〉

後
夜
〈
午
前
四
時
〉
・
長
朝
〈
午
前
八
時
〉

・
日
中
〈
正
午
〉
に

し
な
さ
い
。

次
に
、
浄
土
三
部
経
を
ほ
め
た
た
え
な
さ
い
。
伽
陀
の
文
句

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
法
会
の
始
ま
り
で
あ
る
開

び
ゃ
〈
白
の
時
は
念
仏
以
後
の
讃
嘆
を
省
略
し
な
さ
い
。
ま
た
開
白
以

後
に
つ
い
て
は
、
総
礼
の
伽
陀
を
省
略
し
な
さ
い
。

次
に
、
例
時
作
法
は
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、

没
の
う
ち
の
二
時
間
を
あ
て
な
さ
い
。

次
に
、
読
経
は

『無
量
寿
経
』『
観
経
無
量
寿
』
を
読
み
な
さ
い
。

読
諦
す
る
量
の
多
い
少
な
い
は
、
時
刻
の
早
い
遅
い
に
ま
か
せ

な
さ
い
。

次
に
、
憎
た
ち
の
退
堂
。

以
後
六
日
は
、
こ
れ
に
な
ら
い
心
得
な
さ
い
。
準
備
段
階
の
七

日
間
の
毎
日
の
作
法
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

て
写
経
の
七
日
間
の
こ
と
に
つ
い
て
。
体
浴
・
潔
斎
・入
道
場

礼
讃
・
念
仏
・
読
経
な
ど
の
順
序
は
、
準
備
段
階
の
時
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
つ
も
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
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き
ょ
う
び
ゃ
く

書
き
始
め
の
順
序
。
初
日
は
展
朝
の
礼
讃
が
終
わ
っ
て
啓
白

を
し
な
さ
い
。
啓
白
は
才
能
の
あ
る
人
を
選
び
な
さ
い
。
書
写

の
分
担
お
よ
び
墨
や
筆
そ
の
ほ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
と
お
り
で
あ
る
。

日
ご
と
の
書
写
。
礼
讃
が
終
わ
っ
て
書
写
を
始
め
、
書
写
の

多
少
は
そ
の
時
の
状
況
に
よ
り
な
さ
い
。
た
だ
し
七
日
間
で
書

写
を
終
え
な
さ
い
。
日
ご
と
の
講
義
は
、
日
中
の
礼
讃
以
後
に

日

し
な
さ
い
。
毎
日
の
手
順
は
こ
れ
に
な
ら
っ
て
知
り
な
さ
い
。

七
日
間
の
儀
式
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
写
経
を
奉
納
す
る
順
序
は
、
通
常
の
と
お
り
で
あ
る
。

浄
土
三
部
経
の
讃
歎
は
、
先
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
讃
歎

に
か
け
る
時
間
の
多
少
は

そ
の
時
の
状
況
に
よ
り
な
さ
い
。

奉
納
に
向
か
う
道
筋
で
の
節
っ
き
念
仏
は
、
通
常
の
と
お
り
で

あ
る
。
法
然
上
人
が
記
録
さ
れ
た
写
経
の
法
則
は
、
以
上
の
と

お
り
で
あ
る
。

追
福
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
写
経
の
善
根
を
行
う
こ
と
は
、

こ
の
時
か
ら
始
ま

っ
た
の
だ
と
言
い
伝
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
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な
こ
と
で
、
そ
の
後
、
浄
土
三
部
経
を
定
ま
っ
た
法
則
に
し
た

が
っ
て
書
写
す
る
こ
と
は
、
世
間
で
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。

六
段後

鳥
羽
院
は
た
び
た
び
法
然
上
人
を
お
招
き
し
て
円
頓
戒
を

現
代
布
教

結
縁
五
重
相
伝
勧
誠
録
の
比
較
研
究

一
、
は
じ
め
に

現
代
布
教
班
で
は
、
先
の
教
化
研
究
十
五
号
に
お
い
て
「
現

代
に
お
け
る
結
縁
五
重
相
伝
の
あ
り
方
」
を
報
告
し
た
。
こ
れ

に
引
き
続
い
て
昨
年
度
よ
り
二
年
問
、
勧
誠
録
等
布
教
書
籍
の

輪
読
を
行
っ
て
き
た
。
本
研
究
は
結
縁
五
重
相
伝
勧
誠
録
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

じ
よ
う
さ
い
も

ん

い

人

し

ゅ

め

い

も

ん

い

ん

お
受
け
に
な
り
、
上
西
門
院
(
統
子
内
親
王
)
・
修
明
門
院
(
藤

原
重
子
)
も
同
じ
よ
う
に
受
戒
な
さ
っ
た
。
こ
う
で
あ
っ
た
の
で
、

高
位
の
貴
族
た
ち
も
こ
う
べ
を
た
れ
、
朝
廷
全
体
が
法
然
上
人

を
敬
っ
て
伝
戒
の
師
と
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
取
り
上
げ
た
勧
誠
録
は
、
北
候
的
門
上
人

『信
法
要
決

緋
稗
』
、
吉
岡
町
成
上
人
『
黙
晴
録
』
、
岩
井
智
海
上
人

「五
重
講
説
』

の
三
冊
で
あ
る
。
先
ず
三
師
の
人
物
像
や
各
勧
誠
録
出
版
の
背

景
(
時
代
背
景
な
ど
)
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
内
容
に
つ
い

て
幾
つ
か
の
点
か
ら
比
較
考
察
す
る
。
最
後
に
「
三
勧
誠
録

覧
表
」
に
よ
り
構
成

・
内
容
の
比
較

一
覧
を
示
す
の
で
、
考
察
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の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
(以下、

三
師
の
敬
称
は
略
す
)

1
.
=
富
豪
選
択
の
理
由

三
師
と
も
時
代
を
代
表
す
る
高
名
な
布
教
師
で
あ
り
、
各
々

そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
表
現
や
教
材
が
見
ら
れ
る
も
の
を
選
択

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
明
治
初
期
・
明
治
後
期

・
昭
和
初
期
と
い
う

激
動
の
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
に
於
い
て
も

尚
そ
の
価
値
を
失
う
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
今
回
の

選
択
は
、

「浄
土
宗
教
学
大
系
」
に
み
ら
れ
る
中
野
隆
元
師
の
指

摘
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
お
三
勧
誠
録
の
中
に
は
、
今
日
の
人
権
擁
護
の
見
地
に
照

ら
し
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
や
語
句
が
見
ら
れ
る
が
、
出

版
当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
合
わ
せ
、
充
分
な
注
意
の
上
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
.
資
料
の
性
質

実
際
の
勧
誠
を
収
録
し
、
厳
密
な
意
味
で
勧
誠
録
と
呼
べ
る

も
の
は
『五
重
講
説
」
の
み
で
あ
る
。『
信
法
要
決
排
稗
』
『
貼
晴
録
』

の
二
点
は
、
勧
誠
の
要
点
を
述
べ
た
指
南
書
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

326 

で
あ
る
。

①
『
信
法
一安
決
排
稗
」
に
つ
い
て

出
版
は
明
治
初
期
、
た
が
、
内
容
は
隆
円
上
人

『浄
業
信
法
訣
」
(文

政
六
年
)
・
法
洲
上
人

「信
法
要
決
』
(
天
保
年
間
)

の
流
れ
を

忠
実
に
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
結
縁
五

重
勧
誠
を
伝
え
る
最
大
の
書
物
で
あ
る
。
(「信
法
要
決
』
と

「信

法
要
決
緋
稗
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
研
究
ノ
l
卜
「
大
日
比

法
洲
上
人
の

『信
法
要
決
』
に
つ
い
て
」
を
参
照
)

②
『
黙
附
録
』
に
つ
い
て

中
野
隆
元
師
は

「浄
土
宗
教
学
大
系
八
」
に
お
い
て
「
本
書
は

五
重
の
勧
誠
の
為
の
教
材
集
と
も
云
ふ
可
き
も
の
」
、
又
「
本
書

は
五
重
の
講
義
で
あ
り
、
而
も
伝
道
的
意
識
を
多
分
に
織
り
込

ん
だ
五
重
の
講
演
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、

「貼
晴
録
」
の
席
数
配
分
は
講

述
内
脅
か
ら
章
立
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
勧
誠
に

お
け
る
席
数
配
分
で
は
無
い
こ
と
に
注
意
し
て
欲
し
い
。

次
は
正
宗
分
で
あ
っ
て
、
此
れ
を
席
数
に
関
せ
ず
、
初
重
、
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重

重

四
重

五
重
と
次
第
説
明
講
述
す
る
の
で
あ
っ

て
、
其
の
席
数
分
割
は
其
の
時
の
布
教
師
の
都
合
に
よ
っ
て

適
宜
分
割
し
て
前
方
便
を
終
わ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
内
容
の

分
割
で
あ
っ
て
、
席
数
の
配
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(
中
野
隆
元
著

「浄
土
宗
教
学
大
系
八
』)

③
「
五
重
講
説
』
に
つ
い
て

実
際
に
智
海
の
勧
誠
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
二
十
席

の
う
ち
半
数
を
二
重
の
勧
誠
に
費
や
し
て
い
る
。
ま
た
、
智
海

に
は

『二
河
白
道
の
話
』
と
い
う
著
書
も
あ
る
よ
う
に
、
四
電

二
河
白
道
の
講
説
に
は
比
較
的
多
く
の
席
数
を
配
し
講
説
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

3
.
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

『信
法
要
決
排
稗
」
に
つ
い
て
は
、

『浄
土
宗
教
学
大
系
八
」

所
収
の
も
の
を
用
い
、
適
宜

『浄
土
宗
選
集
第
八
巻
』
所
収
の

『信

法
要
訣
講
説
』
並
び
に

『的
門
上
人
全
集
』
所
収
の
も
の
を
参

照
し
た
。
『
信
法
要
訣
講
説
」
は
、
著
者
が
法
洲
と
な

っ
て
い
る

が
、
内
容
は
的
門
の

「信
法
要
決
排
稗
」
と
ほ
ぼ
同

一
の
も
の

で
あ
り
的
門
の
著
書
で
あ
る
。
『
貼
晴
録
』
に
つ
い
て
は

「浄
土

宗
教
学
大
系
八
』
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
『五
重
講
説
」
は、

『浄

土
宗
選
集
第
八
巻
」
及
、び

7
第
九
巻
」
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。

ま
た
、
現
在
確
認
で
き
て
い
る
結
縁
五
重
勧
誠
の
資
料
に
つ

い
て
は
、

『教
化
研
究
』
十
七
号
(
二

O
O六
年
)
「
別
表

1
結

縁
五
重
勧
誠
録

一
覧」

(
E
S
)
を
ご
確
認
頂
き
た
い
。
な
お
、

岩
井
智
海
の
勧
誠
録
は
左
記
の
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
題
名

の
み
紹
介
す
る
。

『岩
井
大
僧
正
五
重
相
博
記
(
代
筆
記
)
』

(
昭
和
三
年
発
行
・
発

行
人
中
村
剛
直
)

二
、
各
勧
誠
録
執
筆
の
背
景

こ
の
項
で
は
、
各
勧
誠
録
執
筆
の
背
景
に
つ
い
て
人
物
像

・

時
代
背
景
等
か
ら
考
察
す
る
。

1.
『信
法
要
決
排
警

執
筆
の
背
景
に
つ
い
て

『信
法
要
決
排
稗
』
の
執
筆
は
、
明
治
三
年
八
月
、
北
候
的
門

六
十
三
才
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
年
と
い
え
ば

一
月
に
「
大
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教
宣
布
の
詔
」
が
出
さ
れ
、
惟
神
の
大
道
を
宣
揚
す
べ
き
と
の

旨
が
示
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
明
治
元
年
の
太
政

官
布
告
「
神
仏
分
離
令
」
以
来
、
神
道
国
教
化
・
祭
政

一
致
の

動
き
が
激
し
さ
を
増
す
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
五
年
に
は

「三
候
教
則
」
が
出
さ
れ
、
敬
神
愛
国
、
天
理
人
道
、

皇
上
奉
戴

を
説
く
べ
き
こ
と
が
強
要
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代
的
背
景
も
直
接
の
影
響
を

『信
法

要
決
排
稗
』
の
内
容
に
及
ぼ
し
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

」
の
書
が
的
門
独
自
の
著
作
で
は
な
く
、
大
日
比
法
洲
の

「信

法
要
決
』
を
講
説
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
的
門
は

『信
法

要
決
排
稗
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
(カ

ッ
コ
内

は
筆
者
に
よ
る
)

す

う

か

予
や
幸
に
層
二
師
(
隆
円

・
法
洲
)
の
許
に
趨
過
し
て
、

す
〈
伝

親
聞
も
亦
た
砂
か
ら
ず
。
因
て
謹
ん
で
二
本

(
『浄
業
信
法

よ

づ

か

〈

か

訣
』
・
「信
法
要
決
』
)
を
揚
推
し
て
、
繁
を
菱
り
簡
を
補
ひ
、

間
亦
た
白
解
を
加
て
、
以
て
一
本
(
『信
法
要
決
排
稗
」)
を

輯
編
す
。

(『的
門
上
人
全
集

第
弐
輯
」
・
前
文
)

と
述
べ
、
そ
の
内
容
を
隆
円

「浄
業
信
法
訣
」
と
法
洲

『信
法
要
決
』

328 

に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い
る
。

文
政
五
年
(
一
八
二
二
年
)
、
十
五
才
に
し
て
増
上
寺
に
留

学
し
た
的
門
は
、

宝
審
顕
了
大
僧
正
に
従
っ
て
研
績
を
積
む
こ

と
十
余
年
の
後
に
宗
戒
両
脈
を
相
承
す
る
。
そ
し
て
天
保
元
年

(
一
八
三

O
年
)

二
十
三
才
、
西
京
遊
学
し
て
専
念
寺
隆
円
、
大

日
比
西
円
寺
法
洲
に
師
事
し
て
い
る
。『
信
法
要
決
緋
稗
』
は、

こ
の
二
師
の
説
を
忠
実
に
継
承

・
詳
説
し
た
も
の
で
、
江
戸
時

代

議
の
結
縁
五
重
相
伝
勧
誠
を
伝
え

る
書
物
な
の
で
あ
る

抑
も
隆
円
が

『浄
業
信
法
訣
』
を
書
い
た
理
由
は
何
で
あ
ろ

う
か
。
結
縁
五
重
相
伝
が
寺
院
に
お
い
て
布
教

・
教
化
の
主
要

な
方
法
と
な
り
、
民
衆
の
聞
に
信
行
策
励
の
良
き
行
法
と
し
て

普
及
拡
大
す
る
の
は
江
戸
時
代
後
期
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
と

い
う
。
そ
の
結
果
、

負
の
側
面
と
し
て
種
々
の
混
乱
が
生
じ
て

い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
隆
円
は

『浄
業
信
法
訣
』
の
中
で

先
ヅ

一
寺
ニ
住
持
シ
テ
化
他
ヲ
モ
セ
ン
ト
思
念
ス
ル
モ
ノ

ハ
。
兼
テ
自
行
ノ
矯
ニ
。
三
部
経
合
讃
。
往
生
論
註
。
選
揮

集
。
御
博
。
語
燈
録
。
三
巻
ノ
巻
物
。
七
巻
ノ
書
籍
。
三
部
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俄
名
紗
等
。
泣
テ
モ
笑
テ
モ
。
責
テ
コ
レ
位
ハ
学
パ
ネ
パ
。

県
暗
闇
ヲ
歩
行
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
テ
。
我
サ
へ
信
心
ナ
ケ
レ
パ
。

聴
聞
ノ
人
モ
信
心
ハ
護
リ
難
キ
ナ
リ
。
(
『
浄
土
伝
燈
輯
芝

H
U山
V
M
M
)

な
ど
、
授
け
る
能
化
側
の
勉
強
及
び
信
心
不
足
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
他
、

口
伝
箇
条
の
乱
立
や
邪
義
の
流
布
を
挙
げ
て
現

状
を
嘆
い
て
い
る
。

ま
た
法
洲
は
、

今
時
吾
浄
土
門
に
お
い
て
五
重
を
相
伝
せ
ら
る
る
に
、
宗
規

に
違
へ
る
こ
と
甚
だ
多
し
、
或
は

一
向
日
蓮
の
末
徒
に
入
衆

を
許
し
、
或
は
半
徒
に
し
て
入
衆
せ
し
め
、
文
は
そ
の
信
不

信
を
聞
は
ず
し
て
み
だ
り
に
入
衆
を
許
す
等
、
こ
れ
皆
財
施

を
む
さ
ぼ
る
不
浄
無
慨
悦
よ
り
な
す
と
こ
ろ
な
り
1
又
行

中
不
知
法
の
事
少
な
か
ら
ず
、

男
女
交
雑
し
て
雑
談
戯
笑
す

る
を
も
顧
み
ざ
る
者
、
往
々
こ
れ
あ
り
、
是
他
な
し
、
導
師

の
教
誠
徹
底
せ
ざ
る
の
過
な
る
を
や
、
予
は
か
く
の
ご
と

き
弊
風
を
矯
革
せ
ん
が
た
め
、
厳
密
に
祖
々
の
宗
規
を
守
り

従
来
諸
寺
院
に
お
い
て
相
伝
せ
し
な
り
(
『大
日
比
三
師
博
』

所
収

「法
洲
和
尚
行
業
記
」
・
2
∞N
)

と
、
卑
俗
化
す
る
五
重
相
伝
に
対
す
る
厳
正
な
る
思
い
を
記
し

て
い
る
。
(
そ
の
他
、
法
洲
に
よ
る
指
摘
は
、
後
述
「
大
日
比
法

洲
上
人
の

『信
法
要
決
」
に
つ
い
て
」
参
照
)

こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
思
い
は
的
門
も
同
様
で
あ
る
。
『信

法
要
決
排
稗
」
の
述
意
に
は
、

然
れ
ば
博
法
に
は
、
少
し
も
私
意
を
加
え
ず
、

三
巻
七
軸
の

所
詮
を
和
解
し
て
、
安
心
起
行
の
心
操
を
決
得
せ
し
む
る
に

あ
る
べ
し

1
夫
れ
侍
法
の
開
導
の
詮
た
る
や
、
備
祖
傍
来
の

正
義
正
理
を
勧
導
し
、
御
遺
誓
の
安
心
起
行
に
落
著
せ
し
め
、

一
向
専
修
を
も
り
た
て
〉
雑
行
雑
修
を
廃
せ
し
む
る
に
あ

り

(
『的
門
上
人
全
集

第
弐
輯
」
・
2
)

と
述
べ
て
い
る
。
又
、
当
時
の
五
重
の
乱
れ
に
つ
い
て
も
、

且
つ
前
行
中
、
別
に
教
導
師
も
こ
れ
な
く
、
組
寺
或
は
法
類
、

好
身
の
寺
院
、
か
は
る
が
は
る
法
施
に
て
、
出
放
題
の
説
法

に
て
、
所
謂
開
帳
場
の
知
く
に
て
、
如
法
の
義
更
に
な
し

又
博
法
要
備
に
は
、
先
づ
略
し
て
三
粟
戒
の
作
法
、
而
し
て

直
に
要
偶

一
通
り
排
じ
畢
て
、
是
れ
三
国
博
来
怖
祖
相
承
、
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異
途
な
き
旨
を
演
説
し
て
究
寛
せ
り
、
余
は
実
に
悲
痛
千
菌

な
り
し

(同

・
聞
記
)

等
々
、
自
ら
見
聞
す
る
実
状
を
挙
げ
て
い
る
。

結
縁
五
重
の
隆
盛
は

一
方
で
伝
授
者
及
び
受
者
の
質
の
低

下
と
、
相
伝
内
容
の
混
乱
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。
隆
円
・
法

洲
は
各
々
そ
の
範
を
示
す
属
に
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。『
信
法

要
決
緋
稗
』
も
ま
た
、
こ
う
し
た
現
状
の
中
で
著
さ
れ
た
書
物

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
隆
円
法
洲
二
師
の
説
を
通
じ
て
吉
水
正
流

の
宗
義
を
宣
揚
せ
ん
と
す
る
使
命
を
感
じ
と
る
事
が
で
き
る
。

{参
考
文
献
}

「浄
業
信
法
訣
』
(「浄
土
伝
燈
輯
要
』
所
収
)

『法
洲
和
尚
行
業
記
」
(『大
日
比
三
師
博
」
所
収
)

『信
法
要
決
排
緯
」
(『的
門
上
人
全
集

第
弐
輯
」
所
収
・

『浄
土

宗
教
学
大
系
八
」
所
収
・

『浄
土
宗
選
集

「浄
土
宗
近
代
百
告
人
年
表
」
大
橋
俊
雄
著

『浄
土
宗
布
教
伝
道
史
』

第
八
巻
』
所
収
)

「
近
世
浄
土
宗
に
お
け
る
布
教
者
と
民
衆
|
在
家
五
重
の
定
着
過

程
に
み
る
|
」
長
谷
川
匡
俊
著
(
『日
本
宗
教
史
論
集
』
所
収
)
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以
上

宮
入
良
光
)

2.
『結
晴
録
』
及
び

『五
重
講
説
』
の
時
代
背
景

阿
成
の

『貼
晴
録
』
は
明
冶
三
十
九
年
十

一
月
に
、
前
年

四
十

一
歳
で
没
し
た
阿
成
の
遺
著
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

ふのザ
hv
。

又
、
智
海
の
『
五
重
講
説
』
は
昭
和
六
年
、
智
海
六
十
八
歳

の
時
に
刊
行
さ
れ
た
。

一
見
す
る
と
、
何
成
は
明
冶
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
智

海
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
が
、
実
は
こ
の
二
人
の
年
齢
差
は
僅
か

一
年
、
智
海
の

方
が

一
歳
年
長
な
だ
け
で
、
ほ
ぽ
同
時
代
を
生
き
て
い
た
事
と

な
る
。
智
海
は
文
久
三
年
、
明
冶
維
新
に
先
立
つ
五
年
前
、
福

岡
県
に
在
家
の
次
男
と
し
て
、
そ
の
翌
年
、
阿
成
は
兵
庫
県
明

石
に
生
を
受
け
て
い
る
。

町
成
四
歳
、
智
海
五
歳
の
時
、
日
本
は
明
治
維
新
を
迎
え
、

社
会
の
大
き
な
変
動
と
と
も
に
、
仏
教
界
も
激
震
に
見
舞
わ
れ
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る
事
と
な
っ
た
。
新
政
府
が
打
ち
出
し
た
祭
政

一
致
政
策
、
王

政
復
古
に
伴
い
、
神
仏
判
然
令
が
出
さ
れ
る
と
、
各
地
に
於
い

て
廃
仏
致
釈
が
猛
威
を
振
る
っ
た
。
こ
れ
ま
で
幕
府
体
制
下
で

寺
請
け
制
度
に
よ

っ
て
経
済
基
盤
を
保
証
さ
れ
、
安
泰
に
過
ご

し
て
き
た
時
代
は
終
わ
る
。
代
わ
っ
て
氏
子
制
が
導
入
さ
れ
、

神
職
と
僧
侶
の
立
場
の
逆
転
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

仏
教
側
の
反
発
も
大
き
く
、
政
府
は
当
初
目
論
ん
で
い
た
神
道

の
み
に
よ
る
祭
政

一
致
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

明
冶
五
年
、
「
三
候
教
則
」
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

敬
神
愛
国
の
旨
を
体
す
べ
き
事

天
理
人
道
を
明
に
す
べ
き
事

皇
上
を
奉
戴
し
朝
旨
を
遵
守
せ
し
む
可
き
事

更
に
こ
の
年
、
神
職
と
僧
侶
が
共
に
教
化
の
任
を
担
う
大
教

院
が
設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
仏
教
の
側
が
存
亡

を
賭
け
て
設
立
を
建
議
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
実
は
、

神
職
者
の
立
場
が
僧
侶
よ
り
も
七
に
配
置
さ
れ
、
先
の
「
三
候

教
則
」
に
外
れ
た
教
え
を
説
く
事
は
許
さ
れ
ず
、
仏
教
各
宗
の

教
義
を
説
く
事
は
事
実
上
禁
止
さ
れ
て
い
た
に
等
し
い
。
明
冶

五
年
八
月
に
は
芝
増
上
寺
に
大
教
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大

殿
の
本
尊
阿
弥
陀
仏
は
選
座
さ
せ
ら
れ
、
須
弥
壇
上
に
は
天
御

中
主
神
、
高
御
産
霊
神
、
神
産
霊
神
の
三
神
が
代
わ
っ
て
杷
ら

れ
る
事
と
な
っ
た
。
又
、
大
殿
西
側
に
は
天
照
大
御
神
を
杷
る

神
殿
が
新
造
さ
れ
、

一二
門
前
に
は
白
木
の
大
鳥
居
ま
で
が
建
て

ら
れ
た
と
言
う
。

政
府
が
こ
の
大
教
院
に
仏
教
側
を
引
き
入
れ
た
の
に
は
、
翌

六
年
に
国
内
で
の
布
教
を
解
禁
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
キ
リ

ス
ト
教
に
対
す
る
防
衛
策
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
年
に
は
従
来
仏
教
の
法
話
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

「
談
義
」
「
法
談
」
「
説
法
」
な
ど
の
名
称
は
廃
さ
れ
、
「
三
候
教
則
」

を
説
く
事
を
意
味
す
る
「
説
教
」
と
い
う
呼
称
が
定
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
教
の
教
義
に
つ
い
て
説
く

事
は
許
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
布
教
の
技
術
面
だ
け
を
利
用
さ

れ
る
形
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
説
く
べ
き
事
の
説
け
な
い
時
代

は
明
冶
八
年
ま
で
続
き
、
浄
土
真
宗
の
島
地
黙
雷
の
活
躍
に
よ
っ

て
、
こ
の
大
教
院
は
よ
う
や
く
解
散
す
る
の
で
あ
る
。
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松
浦
行
真
著

『伝
弘
の
生
涯
|
大
僧
正
岩
井
智
海
伝
』
に
よ

れ
ば
、
当
時
僧
侶
と
な
る
事
を
志
し
て
い
た
智
海
は
「
三
候
教
則
」

に
関
す
る
試
験
を
福
岡
に
て
受
験
し
て
及
第
し
、
教
師
補
と
な

る
為
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
の
だ
か
、
願
書
が
到
着
し
た
時
、

大
教
院
は
解
体
と
な
っ
て
お
り
、
願
書
も
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
時
当
時
の
福
岡
区
長
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
許
可

を
得
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
智
海
は
こ
う

し
た
仏
教
受
難
の
時
代
に
、
僧
侶
と
な
る
事
を
志
し
、
皮
肉
に

も
「
三
憐
教
則
」
を
説
く
為
の
勉
学
に
励
ん
で
い
た
事
に
な
る
。

恐
ら
く
ほ
ぼ
同
期
の
阿
成
も
文
同
様
の
環
境
で
勉
学
に
勤
し
ん

で
い
た
に
違
い
な
い
。
当
時
こ
の
二
人
が
参
考
と
し
た
書
物
に

つ
い
て
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
は
「
三
棟
教
則
」
を
基

と
し
て
、
何
と
か
し
て
仏
教
を
こ
の
国
に
存
続
せ
し
め
ん
と
苦

渋
の
末
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
も
多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
阿
成
も
智
海
も
布
教
の
基
礎

を
学
ん
で
い
る
筈
で
あ
る
。
後
の
二
人
の
思
想
に
こ
の
時
学
ん

だ
も
の
の
影
響
が
現
れ
る
事
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

国
外
か
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
が
西
洋
文
明
と
共
に
流
入
し
て
来

た
時
期
で
も
あ
る
。
大
橋
俊
雄

「浄
土
宗
近
代
百
年
史
年
表
」
の
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記
述
に
よ
れ
ば
、
明
冶
六
年
の
解
禁
当
初
、
日
本
国
内
に
い
た

宣
教
師
の
数
は
、
そ
の
妻
を
含
め
て
五
十
七
人
で
あ
り
、
こ
の

時
に
は
さ
し
て
脅
威
と
は
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
教
化
力
は
予
想
を
遥
か
に
上
回
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
五
年
後
に
は
宣
教
師
は
百
人
に
増
え
、

そ
の
八
年
後
の
明

冶
十
九
年
に
は
教
会
数

一
九
二
、
信
徒

二
二
、
0
0
0人
、
明
冶

二
十
三
年
に
は
教
会
数
三
O
O、
信
徒
数
は
既
に
三
四、

0
0
0

人
と
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
当
時
の
総
本

山
勧
学
本
場
(
後
の
西
部
宗
学
本
校
)
を
卒
業
し
た
智
海
は
、

意
外
に
も
大
阪
市
に
有
る
英
和
学
舎
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

ク
ー
ル
に
入
学
を
果
た
し
て
い
る
。「
伝
弘
の
生
涯
」
で
は
そ
の

目
的
を
、
キ
リ
ス
ト
教
義
の
本
質
を
見
極
め
、
西
駄
伝
道
の
知

識
と
実
際
を
学
ぶ
事
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
智
海
が
更
に
そ
の

卒
業
後
に
も
聖
パ
ウ
ロ
学
校
(
後
の
立
教
大
学
)

へ
進
学
す
る

事
は
、
彼
に
と
っ
て
如
何
に
得
る
も
の
が
大
き
か

っ
た
か
を
示

し
て
い
る
。

一
方
阿
成
は
と
い
う
と
、
そ
れ
以
前
の
経
緯
は
判
ら
な
い
が
、
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明
冶
十
五
年
に
、
何
と
弱
冠
十
八
歳
に
し
て
、
東
部
宗
学
本
校

の
教
授
に
就
任
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
如
何
に
天
才
的
な
頭
脳

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。『
貼
崎
録
』
中

に
於
い
て
も
鰍
密
な
構
成
と
、
広
範
囲
に
及
ぶ
博
識
に
は
驚
か

さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

阿
成
は
二
十

一
年
、
望
月
信
亨
ら
数
名
と
雑
誌

『宗
粋
」
の

主
幹
と
な
り
編
集
執
筆
に
携
わ
る
事
と
な
る
。
『
望
無
雲
遺
芳
」

収
録
の
望
月
信
亨
の
自
叙
伝
に
よ
れ
ば
、
町
成
は
『
宗
粋
」
編

集
の
メ
ン
バ

ー
の
中
に
於
い
て
も
特
に
活
発
に
宗
政
批
判
を

行
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

明
冶
二
十
二
年

『大
日
本
帝
国
憲
法
」
が
発
街
さ
れ
、
ま
た

よ
う
や
く
信
教
の
自
由
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

や
は
り

神
道
に
関
し
て
だ
け
は
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
然
信
奉
す
べ

き
も
の
と
の
条
件
付
き
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

翌
二
十
三
年
、
阿
成
は
京
都
三
候
寺
町
天
性
寺
内
に
、
私
的

な
も
の
で
は
で
は
あ
る
が
、
「
浄
土
宗
布
教
会
」
を
起
こ
し
、
布

教
を
志
す
後
進
の
育
成
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
「
浄
土
宗
布

教
会
」
は
明
冶
二
十
六
年
に
は
公
認
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

阿
成
も
智
海
も
、
こ
こ
へ
来
て
よ
う
や
く
信
教
の
自
由
を
子

に
し
た
と
の
思
い
を
持
っ
た
事
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
は
こ
の
後
、
明
冶
二
十
七
年
か
ら
、
朝

鮮
半
島
の
支
配
権
を
巡
っ
て
の
清
国
と
の
戦
争
へ
と
突
入
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
智
海
も
当
時
の
管
長
日
野
霊
瑞
に
随
っ
て
、

外
征
軍
慰
問
使
と
し
て
従
軍
し
て
行
く
。

又、

明
冶
三
十
年
に
は
阿
成
も
軍
隊
布
教
師
の
任
を
受
け
て

い
る
。
但
し
そ
の
活
動
詳
細
は
判
ら
な
い
。

こ
の
頃
か
ら
国
粋
主
義
は
徹
底
さ
れ
て
行
く
よ
う
で
あ
る
。

三
十
三
年
に
は
治
安
笹
察
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
な

言
論
・
結
社
・
集
会
や
集
団
で
の
行
進
、

言
論
を
抑
圧
す
る
為

の
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
元
年
ま
で
効
力
を
保
ち
、
更
に

厳
し
い
治
安
維
持
法
へ
と
形
を
変
え
て
行
く
事
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
る
処
断
者
は
数
万
人
に
も
昇
る
と
言
う
。

又
、
明
冶
三
十
七
年
に
は
ロ
シ
ア
の
南
下
に
よ
る
対
立
が
激

化
し
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
。『
貼
晴
録
」
は
こ
の
さ
な
か
に

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
に
あ
た

っ
て
は
出
版
条
例
に

よ
る
検
閲
を
受
け
た
事
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
珂
成
は
日
露
終
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戦
の
明
冶
三
十
八
年
、

四
十

一
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
て

いザ令
。

智
海
は
そ
の
後
も
生
き
続
け
、
明
冶
四
十
二
年
奈
良
富
麻
寺

奥
院
に
住
持
し
、
そ
の
後
は
各
地
の
布
教
に
逼
進
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
前
出
の
松
浦
行
真
氏
の
資
料
「
五
重
授
戒
結
縁
寺

院
及
結
縁
年
月
日
」
に
は
、
多
い
時
に
は
年
間
二
十
数
箇
所
に

於
い
て
結
縁
五
重
、
或
い
は
授
戒
会
の
勧
誠
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

大
正
十
二
年
、
長
崎
大
音
寺
の
住
職
と
な
り
、
同
十
四
年
に
は

総
本
山
知
恩
院
執
事
長
に
着
任
し
て
い
る
。

昭
和
七
年
に
は
大
本
山
清
浄
華
院
に
進
住
、
大
僧
正
と
相
成

る
の
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た

『五
重
講
説
」
は
そ
の
前
年

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

{参
考
文
献
}

「浄
土
宗
近
代
百
年
史
年
表
」
大
橋
俊
雄
著

『廃
仏
接
釈
百
年

l
唐
げ
ら
れ
つ
"
つ
け
た
仏
た
ち
」
佐
伯
恵
達
著

国
説

日
本
仏
教
の
歴
史
』
池
田
英
俊
著

『伝
弘
の
生
涯
』
松
浦
行
真
著

『岩
井
智
海
関
係
資
料
集
』
松
浦
行
真
著

『
大
教
院
の
研
究
』
小
川
原
正
道
著

『明
治
の
仏
教
者
」
常
光
浩
然
著

『近
現
代
仏
教
の
歴
皐
吉
田
久

一
著

『近
代
日
本
の
仏
教
者
た
ち
』
田
村
晃
祐
著

『角
川
日
本
史
辞
典
』

三
、
勧
誠
録
比
較
考
察

(
以
上

334 

八
木
英
哉
)

1
.
五
重
相
伝
の
本
体

こ
こ
で
は
三
勧
誠
録
を
以
下
の
四
点
か
ら
比
較
考
察
す
る
。

2.
法
説
に
於
け
る
表
現

3.
邪
義

・
邪
宗
に
つ
い
て
の
言
及

4
.
各
勧
誠
録
に
み
ら
れ
る
醤
鳴
の
変
遷
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1.
五
童
相
伝
の
本
体

こ
の
項
で
は
、

三
師
が
各
勧
誠
録
の
中
で
結
縁
五
重
相
伝
の

本
体
(
体
、
正
体
、
法
体
)

と
述
べ
る
所
に
つ
い
て
確
認
し
報

告
す
る
。

①
『
信
法
要
決
排
稗
』
に
つ
い
て

浄
土
の
法
門
に
お
い
て
、
安
心
起
行
の
重
要
性
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
的
門
も
叙
説
分
の
講
説
中
に
、
白
旗
制
戒
の
「

不
可
心
行
退
転
事
」
を
特
別
に
相
伝
の
肝
要
と
伝
え
て
い
る
。

安
心
起
行
の
趣
を
信
受
す
れ
ば
順
次
往
生
、
退
転
す
れ
ば
三
悪

道
に
沈
む
と
し

生
死
浮
沈
の
分
れ
目
に
て
、
此
の
安
心
起
行
が
、
相
停
の
正

体
な
り
。
1
夫
れ
往
生
は
相
侍
に
て
は
定
ら
れ
ず
、
称
ふ
る

念
備
に
て
定
る
が
、
相
博
な
れ
ば
、
助
給
へ
の
心
念
の
進
み

口
に
念
悌
の
く
せ
づ
く
様
に
、
修
錬
し
相
続
す
べ
し
と
の

制
戒
な
れ
ば
、
能
く
能
く
定
置
べ
き
要
務
な
り
。
(
叙
説
分

第
二
席

-E
S
)

と
し
て

る

頁
数
は

浄
土
，三y
万t

T 
系
八

の
も
の

そ
の
上
で
五
重
相
伝
の
本
体
を
、
叙
説
分
並
び
に
第
五
重
の

勧
誠
に
て
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

其
法
体
と
は
何
ぞ
、
調
く
心
存
助
給
、
口
称
南
無
阿
弥
陀
悌

の
(
心
に
は
助
給
へ
と
思
ふ
て
、

口
に
は
南
無
阿
弥
陀
怖
を

唱
ふ
る
を
云
ふ
。)

一
行
に
て
、
善
悪
智
愚
の
簡
な
く
、
順

次
往
生
ゆ
る
ぎ
な
き
と
云
ふ
、
仏
祖
三
国
相
停
の
趣
き
を

異
途
な
く
相
承
す
る
が
、
正
体
な
り
。
(
叙
説
分
第

一
席

同
)
回
目

N
)

其
体
と
は
、
心
存
助
給
、
口
称
南
無
阿
弥
陀
悌
の
一
行
に
て
、

善
人
悪
人
、
智
愚
貴
賎
の
簡
な
く
、
順
次
報
土
往
生
に
、
動

な
き
証
拠
の
為
に
、
例
祖
三
国
相
博
の
旨
趣
を
、
相
承
す
る

が
正
体
な
り
。
(
第
五
重
第
二
席
・
司
ω
H
H
)

こ
の
よ
う
に
、
的
門
は
五
重
の
本
体
は
口
称

一
行
に
あ
り
と

す
る
。
そ
し
て
仏
祖
三
国
伝
来
の
み
教
え
を
誤
り
無
く
相
承
す

る
と
い
う
相
伝
の
義
を
明
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に

十
念
伝
に
偏
っ
た
相
伝
の
誤
り
を
指
摘
し
、
安
心
相
承
の
重
要

性
を
特
に
強
調
し
て
い
る
。
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安
心
を
直
に
立
る
よ
り
外
、
相
伝
な
し
。
其
相
伝
は
前
四
重

に
あ
れ
ば
、
五
重
の
正
体
は
、
前
四
重
に
あ
る
な
り
。
故
に

五
重
伝
法
の
制
戒
に
、
浄
土
白
旗
流
安
心
相
承
制
戒
之
事
と

顕
彰
し
玉
へ
り
。
(
第
五
重
第
二
席

・
℃
臼
N
)

安
心
相
承
に
つ
い
て
は
、
流
通
分
に
お
け
る
小
消
息
結
文
の

講
説
中
に
も
、

汝
等
此
度
因
縁
熟
し
て
、
安
心
相
承
を
蒙
る
か
ら
は
、
往
生

極
楽
の
肝
心
は
、
安
心
の
決
著
に
あ
り
。
若
し
安
心
僻
越
す

れ
ば
、
高
行
徒
に
施
す
。
実
に
此
決
著
が
、
往
生
極
楽
の
先
躯
、

要
中
の
至
要
な
れ
ば
、
此
御
消
息
に
て
、
篤
と
安
心
を
決
著

し
て
受
た
日
課
を

一
生
怠
ら
ず
、
目
出
度
来
迎
の
暁
タ
に
侍

る
べ
き
者
也
。
(
流
通
分
第
二
席
・
司
自
∞
)

と
記
し
、
極
楽
往
生
の
要
と
捉
え
て
日
課
念
仏
を
勧
奨
し
て
い

る
ま
た
十
念
伝
に
つ
い
て
は
、
特
に
今
時
の
誤
り
と
し
て

唯
此
の
十
念
の
口
授
が
正
体
に
て
此
伝
を
得
れ
ば
往
生
し

無
相
伝
は
往
生
な
ら
じ
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
此
は
是
れ
超
世

大
悲
の
本
願
を
破
り
、
両
祖
大
師
、
及
び
代
々
相
伝
の
正
義

に
戻
る
邪
説
に
し
て
、
必
堕
無
間
の
人
と
云
ふ
べ
し
。
(第

336 

五
重
第
二
席
-
M
U

臼
ω)

と
指
摘
し
な
が
ら
、
祐
天
上
人
の
因
縁
話
を
挙
げ
て
勧
誠
を
進

め
て
い
る
。
乙
の
話
は
差
所
を
忘
れ
た
老
婆
に
対
し
、
祐
天
が
「
忘

れ
た
ら
ば
、
唯
念
悌
せ
よ
、
念
備
だ
に
申
せ
ば
、
往
生
相
違
な

き
こ
と
は
、
祐
天
が
請
合
う
ぞ
」
と
語
り
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
的
門
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
忠
実
に
法
洲
の

『信
法
要
決
」

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
(
後
述

「大
日
比
法
洲
上
人
の

『信

法
要
決
』
に
つ
い
て
」
参
照
)
安
心
起
行
を
「
鳥
の
双
翼
の
知
く
、

車
の
車
輪
の
如
く
、

一
具
に
し
て
用
を
な
す
」
と
し
て
、
あ
く

ま
で
も
心
行
具
足
に
し
て
往
生
を
得
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
五
重
勧
誠
録
に
よ
く
見
ら
れ
る
総
ま
と
め

の
句
も
、
既
に

「信
法
要
決
排
稗
」
巻
末
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

確
認
で
き
る
か
ぎ
り
で
は
初
出
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
重
総
括

初
重
|
往
生
記

l
元
祖
大
師
作
(
知
機
)

「云
何
な
る
愚
痴
な
者
も
」
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一一
重
l
授
手
叩
|
鎮
西
国
師
作
(
行
)

「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
ふ
れ
ば
」

三
重
丁
領
解

l
記
主
禅
師
作
(
解
)

「
往
生
が
出
来
る
と
承
知
し
て
」

四
重
丁
決

作
(
謹
)

千
「
あ
ら

一
点
の
疑
も
な
く
」

五
重
|
玄
忠
大
師
伝
|

(
口
授
)

「
助
け
玉
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
決
定
す
」

(
流
通
分
第
二
席

・
司
部
品
)

な
お
、

「教
化
研
究
』
第
十
七
号
「
和
歌

・
道
詠
の
研
究
|
五

重
勧
誠
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
|
」
の
中
に
、
過
去
発
行
さ

れ
た
七
冊
の
勧
誠
録
に
見
ら
れ
る
総
ま
と
め
の
句
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
(「
8.
諸
勧
誠
師
に
よ
る

【五
重
相
伝
総
ま
と
め
】」

司ロ∞)
ま
た
、
こ
こ
で
は
今
日
通
常
用
い
て
い
る
「
機
・行
(
法
)
・解
・証・

信
」
で
は
な
く
、
「
知
機

・
行

・
解

・
誼

・
口
授
」
と
な
っ
て
お

り
、
初
重
と
第
五
重
の
表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
隆
円
の

『浄

業
信
法
訣
』
巻
四
「
第
三
初
重
自
誼
往
生
」
の
説
示
に
は
、

是
ハ
固
光
大
師
ノ
御
作
ニ
シ
テ
。知
機
ト
博
フ
ル
ナ
リ
。
(「浄

土
伝
燈
輯
豆
下
巻

-E
g
)

と
あ
り
、
ま
た
同
巻
「
第
五
十
念
ノ
侍
」
に
は
、

三
国
博
来
悌
祖
相
承
シ
テ
。
師
匠
ノ
口
ヅ
カ
ラ
授
ケ
テ
。
弟

子
ノ
心
ニ
博
フ
。
故
ニ
口
授
心
停
ト
云
フ
。
(同・

2
8
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
的
門
の
表
現
は
こ
こ
に
根
拠
を
置
く
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
隆
円
の
能
化
伝
法
に
関
す
る

書
で
あ
る

宝口
水
写
瓶
訣
」
第
二

「
五
通
五
箇
」
に
は
、

巻
物
次
第
者
。
初
二
三
四
五
。
如
次
配
機
法
解
謹
信
。
或
云
。

機
行
解
謹
信
。
云
云
(同
・

3@)

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
能
化
の
伝
法
に
の
み

伝
え
ら
れ
る
も
の
が
、
結
縁
五
重
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

そ
し
て
「
五
重
総
括
」
に
続
き
、
本
書
の
最
後
に
は
五
重
相

伝
の
結
論
と
も
き

唯
申
す
外
に
口
伝
も
相
伝
も

な
き
が
浄
土
の
口
伝
相
伝

(
流
通
分
第
二
席
・

3
8
)

こ
の
お
歌
は
法
洲
の

『信
法
要
決
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、

『法
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洲
和
尚
行
業
記
』
に
よ
れ
ば
法
洲
が
こ
の
お
歌
を
勧
誠
に
用
い

て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(『大
日
比
三
師
傍
』
司
昆
仏
)
法

洲
か
ら
的
門
へ
習
い
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
。
な
お
、
今
日
の
結

縁
五
重
相
伝
に
お
い
て
も
多
く
の
諸
師
に
よ
り
活
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

②
「
勤
時
録
』
に
つ
い
て

吉
岡
阿
成
は
五
重
相
伝
の
語
義
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
上

で
五
重
の
法
体
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
(
頁
数
は

『浄
土
宗
教

学
大
系
八
』
の
も
の
)

五
重
と
は
五
種
の
要
法
を
合
せ
た
る
の
意
に
し
て
浄
土
の

要
義
を
洩
ら
さ
ず
束
ね
て
五
類
と
為
し
、
其
の
五
類
を
集
め

て
侍
ふ
る
を
五
重
相
惇
と
云
ふ
。
五
種
と
は
、

一
に
機
(
元

祖
大
師
、
往
生
記
)
二
に
行
(
二
祖
国
師
、
授
手
印
)
三
に

解

(
三
祖
禅
師
、
領
解
抄
)
四
に
鐙
(
問
、
決
答
抄
)
五
に

信
(
曇
驚
大
師
、

口
授
心
博
)

(
叙
説
分
第
二
席

・
司
ω
∞∞)

機
・
行

・
解
・
証
・
信
の
五
種
を
集
め
て
洩
ら
さ
ず
伝
え
る

こ
と
が
五
重
相
伝
で
あ
る
と
し
、
そ
の
集
約
さ
れ
た
も
の
を
、

五
重
法
体

338 

結
帰

一
行
三
昧
心
存
助
給
口
唱
南
無
阿
弥
陀
悌
是
な
り
。

(
同
・
司
ω
∞∞)

と
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
浄
土
宗
の
要
義
を
五
重
に
総
束

す
る
こ
と
を
「
太
空
の
風
を
扇
頭
に
集
め
し
が
知
く
」
と
言
い、

五
重
が
口
称

一
行
三
昧
に
帰
す
る
こ
と
を
「
開
け
る
扇
を
要
に

て
畳
め
る
が
如
し
」
と
醤
え
て
い
る
。
ま
た
五
重
の
法
体
で
あ

る
結
帰

一
行
三
昧
の
明
文
は
二
重
の
巻
物
に
記
さ
れ
て
い
る
為
、

そ
の
説
教
方
法
に
つ
い
て
も
、

五
重
中
二
重
は
尤
も
文
麿
く
義
詳
な
れ
ば
、
前
方
便
講
説
中

自
然
に
其
の
中
心
と
為
る
は
至
嘗
な
り
。
(二
重
第
三
席

・

司
h
F
一山
九
日
)

と
し
て
、

二
重
の
講
説
を
最
重
要
視
し
て
い
る
。
五
種
を
重
ね

伝
え
る
方
法
も
、
阿
成
は
対
象
を
「
智
解
を
好
む
も
の
」
「
比
較

を
好
む
も
の
」

「疑
ひ
深
き
者
」「
化
他
の
為
に
贋
く
知
る
こ
と

を
希
ふ
者
」
な
ど
種
々
の
機
縁
を
想
定
し
た
上
で

虞
く
念
怖
の
最
勝
最
易
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
馬
に

は
、
亦
種
々
の
教
説
の
順
序
を
経
る
必
要
あ
り
。
(
叙
説
分
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第
二
席

-
E∞∞)

と
、
そ
の
必
要
性
を
分
析
し
て
い
る
。

ま
た
、
信
者
の
為
す
べ
き
行
は
念
仏

一
行
と
し
な
が
ら
も
、

さ
ら
に
五
重
相
伝
を
受
け
る
理
由
と
し
て
、
種
々
の
利
益
を
次

の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

行
人
修
行
の
大
要
は

一
文
不
知
の
身
に
為
し
て

一
心
専
念

す
る
に
在
と
雄
ど
も
、
尚
ほ
念
の
矯
五
重
等
の
教
説
に
依
り

其
の
信
念
を
堅
固
な
ら
し
め
、
教
義
の

一
分
に
通
ず
る
と
き

は
独
り
安
心
不
動
な
る
の
み
な
ら
ず
、
復
た
種
々
の
利
益
あ

り
。
且
ら
く
略
し
て
左
の
三
種
を
挙
ぐ
べ
し
。

一
、
自
己
の
安
心
の
正
不
と
深
浅
を
覚
知
す
る
こ
と

二
、
異
見
異
学
の
徒
に
信
心
を
動
乱
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と

三
、
家
族
及
び
有
縁
の
人
を
勧
発
す
る
の
材
能
を
得
る
こ
と

是
れ
在
家
衆
に
対
し
て
も
五
重
相
伝
の
道
を
開
創
せ
ら
れ

し
所
以
な
り
。
(同

・
司
ω∞∞)

そ
し
て
阿
成
の
指
摘
は
、
相
伝
者
の
心
持
ち
の
変
化
や
人
と

し
て
の
使
命
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
阿
成
独
特
の
思
弁
は
、

近
代
科
学
知
識
や
西
洋
哲
学
者
の
思
想
に
多
く
教
材
を
取
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
自
然
そ
の
教
説
に
宗
教
信
仰
の
意
味
や

人
道
と
い
っ
た
内
容
が
多
く
見
ら
れ
る
。
賢
者
ヒ
レ
モ
ン
の
「
汝

は
人
な
り
常
に
之
を
考
へ
て
忘
る
る
勿
れ
」
と
い
う
言
葉
を
引

き
な
が
ら
、
真
実
の
人
な
ら
ば
無
理
非
道
の
行
為
は
働
か
ざ
る

筈
と
し
、
相
伝
者
に
対
し
て
も
、

我
は
「
五
重
相
侍
の
人
な
り
。
』
『
悌
祖
の
血
脈
を
博
へ
た
る

嫡
孫
な
り
。』

と
の
感
念
あ
ら
ば
お
の
づ
か
ら
善
良
安
穏
の

慮
世
を
遂
ぐ
べ
き
な
り
。
ー
五
重
相
博
者
も
信
心
の
締
り
胸

確
か
な
ら
ば

慮
世
産
業
何
事

従
事
す
る

為
て
人
道

に
適
合
す
る
な
り
。
(
流
通
分
第

一
席

・
司
令
ω)

と
言
い
、
相
伝
者
が
広
く
人
の
道
に
適
っ
た
者
と
な
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

③
「
五
重
講
説
」
に
つ
い
て

岩
井
智
海
は
五
重
相
伝
の
定
義
と
し
て
、

五
通
り
の
意
義
を
重
ね
て
、
完
全
な
る
念
備
の

一
大
事
を

お
伝
え
す
る
(
叙
説
分
第

一
席
・
八
巻
目
∞
仏
)

と
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
(
巻
数
と
頁
数
は

『浄
土
宗
選
集
』
の
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も
の
)

ま
た
、
五
重
伝
法
を
、

要
す
る
に
五
重
伝
法
と
い
え
ば
例
教
の
早
学
問
、
浄
土

一
宗

の
安
心
の
早
手
捌
き
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
五
重
の
順
序
に
よ
っ
て
信
仰
修
養
な
さ
れ
ば
、
ま
こ
と
に

簡
単
に
し
て

い
か
な
る
人
も

一
大
事
を
決
定
く
だ
さ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
(
同
・
八
巻
目
∞
ゆ
)

と
、
い
さ
さ
か
軽
い
が
分
か
り
ゃ
す
い
表
現
を
用
い
て
受
者
の

興
昧
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
代
々
伝
え
ら
れ
る
内
容
つ
い
て
は

す
な
わ
ち
心
存
助
給
口
称
南
無
阿
弥
陀
悌
の

一
行
と
申
し

ま
し
て
、
心
の
中
に
み
怖
の
お
救
い
を
求
む
る
、
そ
の
ま
ま

の
心
を
口
に
現
わ
し
て
南
無
阿
弥
陀
怖
と
称
え
ま
す
る
と

い
う
こ
の

一
大
事
(
同

・
八
巻
】
U
E
S

と
し

口
称

一
行
を
五
重
相
伝
の
本
体
と
す
る
点
は
、
的
門
、

阿
成
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
因
み
に
昭
和
七
年
二
月
大

日
比
西
円
寺
で
の
結
縁
五
重
勧
誠
の
お
り
、
智
海
が
そ
の
挨
拶

の
中
で「

私
は
生
涯
多
く
の
五
重
結
縁
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
根
底

は

大
日
比
西
円
寺
の
第
十
代
中
興

霊
法
洲

340 

上
人
の
お
説
(
信
法
要
決
)
に
よ
っ
て
相
承
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。」

と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
、
西
円
寺
住
職
で
あ
ら
れ
た
綿
野
得
定

師
は
伝
え
て
い
る
。
(『浄
土
宗
現
代
法
話
大
系
」
第
十
巻
)
こ

の
こ
と
か
ら
も
智
海
の
勧
誠
は
、
的
門
の
も
の
と
同
じ
く
法
洲

の
勧
誠
を
基
礎
と
し
て
説
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、

口
称

一
行
を
伝
え
る
二
重
の
勧
誠
で
は
、
そ
の
重
要

性
を
今
日
の
世
界
、
社
会
状
況
の
厳
し
い
現
実
を
強
調
し
た
上

で
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
明
が
発
達
す
る
ほ
ど
生
存
競

争
が
激
し
く
な
り
、
そ
の
競
争
に
負
け
た
者
は
文
明
病
、

わ

ゆ
る
神
経
衰
弱
、
精
神
上
の
病
い
を
受
け
る
と
説
く
。
当
時
年

問

一
万
人
以
上
の
自
殺
者
を
出
し
て
い
る
社
会
問
題
を
挙
げ
、

二
重
の
南
無
阿
弥
陀
悌
と
申
す
と
い
う
巻
物
は
、
全
く
こ
こ

に

一
切
助
か
る
こ
と
の
で
き
ぬ
初
重
の
巻
物
の
人
を
助
け

上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の
二
重
は
阿
弥
陀

さ
ま
が

一
切
世
界
を
お
救
い
な
さ
る
大
切
な
救
い
の
道
を

伝
え
た
巻
物
で
あ
る
。
五
重
伝
法
は
こ
の
二
重
の
巻
物
を
中
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心
と
し
て
我
ら
に
お
伝
え
く
だ
さ
る
次
第
柄
で
あ
っ
て
、

重
の
巻
物
は
ま
こ
と
に
大
切
な
お
巻
物
で
あ
り
ま
す
。
(

重
第

一
席
・
八
巻
司
図
。
)

と
し
て
、
現
実
世
界
救
済
の
意
味
合
い
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
さ
ら
に
こ
の
後
続
く
言
葉
の
中
に
も
、

南
無
阿
弥
陀
例
と
い
う
も
の
が
浄
土

一
宗
の
生
命
で
あ
り
、

ー
こ
の
念
悌
ひ
と
つ
を
も
っ
て
浄
土

一
宗
は
世
界
を
救
わ

ん
と
し
て
い
る
宗
教
で
あ
り
ま
す
。
さ
す
れ
ば
南
無
阿
弥
陀

怖
と
申
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
満
足
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
完

全
に
世
界
が
救
わ
れ
る
宗
教
で
あ
る
と
ま
ず
私
は
信
じ
て

お
り
ま
す
。
(
同
・
司
自
吋
)

と
、
よ
り
明
確
に
念
仏

一
行
に
よ
る
世
界
救
済
を
説
い
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
、

二
重
勧
誠
の
総
括
に
お
い
て
は

五
重
伝
法
は
何
も
か
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
念
悌
申
す
と

い
う

一
声
を
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
あ
り
が
た
い
、
念
怖

申
す
と
い
う
声
を
、
確
か
に
受
け
取

っ
て
申
さ
れ
る
身
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
五
重
伝
法
の
骨
髄
が
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
聴
い
て
今
に
忘
る
〉
身
な
れ
ど
も

南
無
阿
弥
陀
悌
の
残
る
嬉
し
さ

(二
重
第
十
席

・
九
巻
苫
包
)

と
、
念
仏
申
す
こ
と
が
骨
髄
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に

続
く
言
葉
に
は
、

例
法
の
奥
は
奥
は
と
尋
ぬ
れ
ば

南
無
阿
弥
陀
怖
の
声
に
こ
そ
あ
れ

教
え
の
奥
へ
奥
へ
と
、
進
み
進
ん
で
み
れ
ば
、
た
だ
念
怖
の
声
、

た
ず
申
せ
た
ず
と
思
わ
で
た
ず
申
せ

申
す
が
た
ぎ
の
た
可
申
す
な
り
(
同
・

}UE匂
)

と
あ
り
、
「
た
だ
申
す
念
仏
」

の
「
た
だ
」
さ
え
も
消
え
去
っ

た
南
無
阿
弥
陀
仏
の
声
の
み
の
境
地
を
結
帰

一
行
三
昧
と
説
き
、

「朝
な
夕
な
に
お
念
仏
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
」
と
結
勧
し
て
い

る
結
論
と
し
て
第
五
重
の
勧
誠
に
お
い
て
五
重
相
伝
の
本
体
を
、

心
に
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
救
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

口
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
ま
い

っ
て
、
如
来
に
救

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
五
重
の
体
で
あ
り
ま
す
。
(
第
五
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重
第

一
席

・
忠
告
)

と
、
極
め
て
平
易
な
言
葉
で
語
る
が
、

そ
の
表
現
は
抽
象
的
で

あ
る
。
そ
の
救
わ
れ
る
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
は
、
続
く
勧
誠

の
な
か
結
勧
に
至
る
ま
で
、
智
海
独
自
の
論
が
展
開
す
る
。

先
ず
、
先
の
言
葉
に
続
き
、
相
伝
を
受
け
た
者
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
ご
決
心
く
だ
さ
れ
て
、
ご
決
心
が
で
き
て
み
れ
ば
、

た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
、
ご
相
続
く
だ
さ
れ
、
念
仏

の
お
声
の
中
に
、
真
に
活
き
活
き
と
、
老
い
も
若
き
も
、
親

も
子
も
、
夫
も
妻
も
、
姉
も
妹
も
、
平
等

一
切
に
手
を
引
き

合
っ
て
、
共
に
共
に
、
如
来
の
膝
下
に
進
み
進
ん
で
ゆ
く

の
が
こ
れ
が
五
重
を
受
け
た
所
詮
で
あ
り
ま
す
。
(同

同

)
N

∞H
)

と
抽
象
的
に
語
っ
た
上
で
、
智
海
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
で

き
る
だ
け
た
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、

一
口
に
」
伝
え
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
的
門
の
勧
誠
と
同
様
に
ま

と
め
の
句
を
用
い
た
・
も
の
で
あ
る
。

初
重
は

『往
生
記
」
、
元
祖
明
照
大
師
の
御
作
。
機
と
伝
え

ま
す
。
ど
ん
な
愚
か
な
人
で
も
。
二
重
は

『末
代
念
悌
授

342 

子
印
」
、
浄
土
宗
二
代
鎮
西
国
師
の
御
作
。
行
と
伝
え
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
と
。
三
重
は

『領
解
紗
』
、
三
代

記
主
禅
師
の
御
作
。
解
と
伝
え
ま
す
。
明
ら
か
に
承
知
い
た

し
ま
し
た
。
四
重
は

『決
答
紗
』
、
同
じ
く
三
代
記
主
禅
師

の
御
作
。
証
と
伝
え
ま
す
。

一
点
も
疑
い
は
な
く
、
第
五
重

は
口
授
心
伝
十
念
の
伝
。
信
と
伝
え
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
悌

と
声
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
を

一
口
に
言
え
ば
「
ど

ん
な
愚
か
な
人
で
も
、
南
無
阿
弥
陀
怖
と
称
え
る
と
、
往
生

す
る
ぞ
、
と
明
ら
か
に
承
知
し
て
、

一
点
の
疑
い
も
な
く
、

疑
い
が
晴
れ
た
な
ら
、
南
無
阿
弥
陀
悌
と
申
せ
ば
助
か
る
と

深
く
信
じ
て
、
念
仏
を
相
続
す
る
」
と
い
う
の
が
こ
れ
が

五
重
伝
法
の
眼
目
で
あ
り
ま
す
。
(
第
五
重
第
一
席

・
九
巻

同

)
N
A山
N
)

言
葉
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
的
門
の
示
す
と
こ
ろ
と
何

ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
明
治
三
年
、
明
治
四
五
年
(
『信
法
要

決
講
説
」)
、
大
正
九
年
(
『的
門
上
人
全
集
」)
と
三
期
に
渡
っ
て

出
版
さ
れ
た
的
門

『信
法
要
決
排
稗
』
の
影
響
力
は
か
な
り
大
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き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
後
、
智
海
は
念
仏
生
活
を
続
け
る
な
か
で
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
自
己
の
変
化
に
つ
い
て
、

淋
し
い
生
活
に
も
広
い
大
地
を
踏
ん
で
、
明
日
の
命
も
知
れ

な
い
危
う
い
世
界
に
も
、
永
遠
真
実
の
生
命
が
生
き
生
き
と

感
じ
ら
れ
て
、
と
か
く
三
毒
煩
悩
の
罪
ば
か
り
造
っ
て
い
る

私
ど
も
が
如
来
の
お
慈
悲
を
わ
が
慈
悲
と
す
る
よ
う
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
(
同
・
可
児
品
)

あ
な
た
に
信
ず
る
と
い
う
力
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
聞
に
恵

ま
れ
て
き
て
、
本
尊
さ
ま
に
頭
が
下
が
る
よ
う
に
な
る

同

同
)
N
U
刊
一
山
)

と
し
て
、
仏
の
慈
悲
の
伝
搬
作
用
と
言
う
べ
き
も
の
を
述
べ
る
。

そ
し
て
信
行
共
に
深
ま
る
信
仰
生
活
の
様
を
、
多
く
の
鵬
首
鳴
を

用
い
て
伝
え
て
い
る
。
そ
の
結
論
と
し
て

」
う
し
て
称
え
て
お
れ
ば
、
如
来
さ
ま
の
お
慈
悲
が
知
ら
ず

知
ら
ず
私
の
心
に
温
か
く
移
っ
て
い
た
だ
け
ば

ー
自
然
に

鬼
の
よ
う
な
私
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
慈
悲
の
心
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
j
自
然
と
明
け
て
も
暮
れ
て
も
力
の

強
い
温
か
い
親
切
の
生
活
に
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

(同
-
M
U
N
a
)

と
し
、
慈
悲
の
心
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
者
は
「
親
切
の
生
活
」

を
送
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

畢
克
ず
る
と
こ
ろ
、
念
悌
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
切

な
人
に
な
る
こ
と
、
「
親
切
は
力
な
り
」

0
1
「
親
切
は
即
ち

綿
密
な
り
」

1
「
親
切
は
活
動
な
り
」
0

(

同
・
司
N3)

と
合
釈
し
、
「
愛
国
の
活
動
」
「
孝
行
」
「
社
会
奉
仕
の
仕
事
」
を

そ
の
例
に
挙
げ
て

た
だ
ち
に
列
祖
嫡
伝
の
み
心
を
と
お
し
て
、
大
悲
願
王
阿
弥

陀
備
に
直
参
し
て
、
光
輝
あ
る
念
怖
生
活
に
更
生
し
、
例
陀

無
限
の
大
慈
悲
を
わ
が
心
と
し
て
、
今
世
後
世
、
四
恩
報
謝

の
活
動
を
ひ
と
え
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
同
・
司
匂
∞
)

と
結
勧
し
、
念
仏

一
行
の
目
的
と
し
て
往
生
浄
上
を
根
底
に
置

き
な
が
ら
も
四
恩

(
心
地
観
経
に
よ
る
と
父
吋

・
川
・卜
・
衆
作
L

三
宝
)
報
謝
の
活
動
を
似
く
勧
め
て
い
る
。

④
ま
と
め
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三
勧
誠
録
と
も
に
五
重
相
伝
の
本
体
を
、
心
存
助
給
口
称
南

無
阿
弥
陀
仏
の

一
行
と
し
て
な
ん
ら
変
わ
る
こ
と
は
無
い
。
し

か
し
、

『信
法
要
決
緋
稗
』
が
そ
の
目
的
と
し
て
順
次
報
土
往
生

を
強
調
し
、
頑
な
に
宗
義
の
宣
揚
を
計
る
の
に
対
し
、

『貼
晴
録
』

や

『五
重
講
説
』
は
往
生
浄
土
は
当
然
と
し
な
が
ら
も
、
相
伝

に
よ
る
人
格
形
成
や
生
活
の
あ
り
方
の
変
化
を
強
調
し
て
い
る

点
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
特
に
廃
仏
製
釈
や
戦
争
と

い
っ
た
激
動
の
時
代
に
影
響
さ
れ
た
町
成
や
智
海
ら
布
教
師
の

思
想
の
噴
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
法
説
に
於
け
る
各
種
表
現
の
遣
い
や
警
喰
の
変
遷
か

ら
、
さ
ら
に
各
師
各
時
代
の
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。

(
以
上

宮
入
良
光
)

2.
法
説
に
於
け
る
表
現

こ
こ
で
は
各
勧
誠
録
中
、
特
に
法
説
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
表

現
を
取
り
上
げ
、
比
較
し
て
み
た
い
。

(
一
)
「
阿
弥
陀
仏
」
の
表
現

①
『
信
法
要
決
排
稗
』
に
見
ら
れ
る
表
現
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「
弥
陀
」
「
阿
弥
陀
仏
」
「
阿
弥
陀
如
来
」
「
弥
陀
如
来
」

「
仏
」
「
彼
の
仏
」
「
阿
弥
陀
ほ
と
け
」

「信
法
要
決
排
稗
」
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
表
現
で
頻
出
の

も
の
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る

の
は
他
の
語
句
と
合
わ
せ
て
の
場
合
も
含
め
て
「
弥
陀
」
、
次
い

で
「
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
。
他
に
「
四
十
八
願
の
法
王
」
「
超
世

願
主
」
「
無
上
世
尊
」
等
も
見
え
る
が

い
ず
れ
に
し
て
も
、
江

戸
期
ま
で
の
表
現
方
法
を
忠
実
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

時
代
に
則
し
て
新
た
な
表
現
を
加
え
る
事
は
無
か
っ
た
よ
う
で

忠
7
9
0

②
『
黙
晴
録
』
に
見
ら
れ
る
表
現

「
仏
」
「
仏
陀
」
「
阿
弥
陀
如
来
」
「
弥
陀
如
来
」

唯
一
の
本
尊
た
る
阿
弥
陀
仏

絶
待
無
上
の
本
尊
た
る
阿
弥
陀
知
来

阿
弥
陀
知
来
は
即
ち
心
霊
界
に
於
け
る
吾
等
本
属
の
法
王

「
教
の
主
」
「
教
主
」
と
い
う
表
現
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「
仏
と
は
教
の
主
」

「三
心
は
行
人
の
内
因
に
し
て
本
願
は
教
主
の
外
縁
な
り
。」

「御
親
」
と
い
う
表
現

「
我
は
弥
陀
如
来
の
御
子
な
り
。
仏
の
御
子
と
し
て
は
」

「
阿
弥
陀
如
来
の
御
親
」

「
極
楽
は
我
が
精
神
界
な
り
、
弥
陀
如
来
は
精
神
界
の
父

な
り
。」

「黙
晴
録
」
に
於
い
て
初
め
て
「
御
親
」
と
の
表
現
が
出
て
来
る
。

阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
関
係
が
親
子
の
知
く
で
あ
る
と
い
う
事
か

ら
の
発
展
形
で
あ
る
の
か
と
も
受
け
取
れ
る
。

明
冶
五
年
、
阿
成
八
歳
当
時
、
大
教
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
の
説
教
の
根
本
と
な
る
も
の
は

「三
降
教
則
」

あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
「
敬
神
愛
国
の
旨
を
体
す
べ
き
事
」
「
天

理
人
道
を
明
に
す
べ
き
事
」
「
皇
上
を
奉
戴
し
朝
旨
を
道
守
せ
し

む
可
き
事
」
の
三
つ
で
あ
る
。
説
教
は
神
職
の
者
と
僧
侶
が
共

に
「
教
導
職
」
の
名
で
行
っ
て
い
る
が
、
仏
教
の
立
場
は
神
職

の
下
に
あ
り
、
「
三
棟
教
則
」
の
内
容
か
ら
外
れ
る
事
は
許
さ
れ

な
か

っ
た
。
文
、
従
来
説
教
の
経
験
の
無
か
っ
た
神
職
者
が
説

教
の
夕
、
不
本
と
す
る
為
の
書
籍
が
多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
、
最
も
著
名
な
も
の
の

一
つ
に
田
中
来
庸
の

『三
候
演
義
』

一
巻
が
有
る
。
そ
の
中
に
於
い
て
、
「
我
神
教
」
に
「
あ
が
み
お

や
の
お
し
へ
」
、
「
皇
祖
天
照
大
御
神
」
に
「
す
め
み
お
や

ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み
」
、
「
叡
慮
」
に

「お
ほ
み
こ
こ
ろ
」
、
「
神
徳
」

に
「
み
め
ぐ
み
」
等
の
ル
ビ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
阿
成
自
身
も

勉
学
時
代
に
は
少
な
か
ら
ず
時
代
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
考
え
る
と
、

「貼
晴
録
」
に
見
ら
れ
る
「
御
親
」
と
の

表
現
も
創
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
教
院
の
影
響
下
か
ら
発

生
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
因
み
に
同
時
代
に
生
ま
れ
大
正

九
年
に
没
す
る
山
崎
弁
栄
の
著
書
中
に
も
「
ミ
オ
ヤ
」

「オ
オ
ミ

で

オ
ヤ
」

の
表
現
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
彼
の
主
導
に
よ
る
光

明
会
の

『如
来
光
明
礼
拝
儀
』
の
中
に
は
「
如
来
」
に

「み
お
や
」

と
の
ル
ビ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
。
こ
れ
も
大

教
院
時
代
の
影
響
を
受
け
つ
つ
修
学
し
た
事
に
起
因
す
る
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
「
五
重
講
説
』
に
見
ら
れ
る
表
現

あ
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「
阿
弥
陀
仏
」
「
み
仏
」
「
如
来
」
「
如
来
さ
ま
」

「完
全
円
満
な
大
人
格
者
」
「
救
い
主
の
阿
弥
陀
さ
ま
」

※

『黙
晴
録
』
に
於
い
て
最
も
頻
出
す
る
「
阿
弥
陀
仏
」
の
表

現
は
「
阿
弥
陀
知
来
」
で
あ
り
、

一
方
で
「
五
重
講
説
』
で

は
単
に
「
知
来
」
「
知
来
さ
ま
」
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

又

「五
重
講
説
』
で
は
、
如
来
を
「
完
全
円
満
な
」
人
格
者

と
し
て
と
ら
え
る
特
徴
的
表
現
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

(二
)
「
極
楽
浄
土
」
「
往
生
」
の
表
現

①
「
信
法
要
決
排
稗
』
に
見
ら
れ
る
表
現

「
極
楽
」
「
浄
土
」
「
極
楽
浄
土
」
「
彼
の
浄
土
」
「
報
土
」

「
弥
陀
浄
国
」
「

一
立
古
今
無
衰
無
変
の
極
楽
」

極
楽
浄
土
の
表
現
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
国最

も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
「
極
楽
」
「
浄
土
」
で
あ
る
。

『信
法
要
決
排
稗
』
に
於
い
て
特
徴
的
な
の
は

「
報
土
」
「
無
漏

の
報
土
」
と
い
っ
た
報
身
報
土
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

又
、
「
往
生
」
に
つ
い
て
は
、
突
出
し
て
多
く
用
い
ら
れ
る
表

現
は
「
往
生
」
で
あ
る
。
他
に

「極
楽
往
生
」
「
往
生
極
楽
」
「
往
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生
浄
土
」
「
決
定
往
生
」
「
得
生
」
等
の
表
現
が
あ
げ
ら
れ
る
が

い
ず
れ
も
基
本
を
外
さ
な
い
正
統
的
な
表
現
で
あ
っ
た
。

②
『
貼
晴
録
』
に
見
ら
れ
る
表
現

「
極
楽
」
「
弥
陀
仏
国
」
「
仏
国
」
「
仏
界
」

以
上
の
表
現
が
頻
出
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
於
い
て

「
信
法
要
決
排
稗
』
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
極
楽
の
表
現

が
出
て
き
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
が

「
限
り
な
き
仏
の
光
明
界
」
「
無
限
の
光
明
界
た
る
西
方
極
楽

世
界
」「
仏
境
界
」
「
極
楽
は
我
が
精
神
界
な
り
、
弥
陀
知
来

は
精
神
界
の
父
な
り
」

と
い
う
よ
う
な
新
出
の
表
現
が
見
え
、

「
往
生
」

に
つ
い
て
も
「
往

生
」
「
往
生
極
楽
」
が
頻
出
す
る
の
は
勿
論
だ
が

「
其
の
光
明
界
に
摂
取
し
玉
・
つ
」

「
仏
境
界
に
往
生
す
る
こ
と
」
「
仏
界
に
達
す
る
」

「
無
量
寿
に
入
る
」

な
ど
の
表
現
が
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
「
光
明
界
」
と
い
う
表

現
で
あ
り
、
往
生
を
「
光
明
界
へ
更
生
す
る
」
「
無
量
寿
に
入
る
」
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と
す
る
表
現
で
あ
る
。
維
新
以
後
、
西
洋
文
明
の
流
入
、
身
分

制
度
の
解
体
、
教
育
機
関
の
整
備
が
進
ん
だ
結
果
、
知
識
人
層

が
増
加
し
た
事
に
よ
り
、
極
楽
と
は
如
何
な
る
世
界
な
の
か
具

体
性
を
求
め
ら
れ
始
め
た
と
い
う
背
景
に
於
い
て
、
布
教
師
も

新
た
な
表
現
方
法
を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
事
が

原
因
で
は
な
い
か
と
推
虞
や
す
る
。

①
「
五
重
講
説
』
に
見
ら
れ
る
表
現

「
西
方
の
知
来
さ
ま
の
お
浄
土
」
「
お
浄
土
」

「完
全
な
世
界
」

「如
来
の
ご
膝
下
」
「
あ
な
た
の
お
慈
悲
の
も
と
」

等
が
頻
出
の
表
現
で
あ
る
。「
信
法
要
決
排
稗
』『
黙
晴
録
」
と

比
較
す
る
と
表
現
は
格
段
に
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
。

往
生
を
表
す
も
の
と
し
て
は

「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば
助
か
る
」

と
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
助
か
る
の
か

に
つ
い
て
の
言
及
が
な
く
、
受
者
は
果
た
し
て
こ
れ
を
往
生
極

楽
の
意
昧
で
理
解
し
て
い
る
か
の
疑
問
が
残
る
。
戦
時
下
で
あ

れ
ば
、
命
、
が
助
か
る
と
受
け
留
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か

ろ
-
っ
か
。

そ
の
他
の
往
生
を
表
す
も
の
と
し
て
は

「
と
に
か
く
知
来
の
お
膝
下
に
参
っ
て
如
来
と
い
う
完
全
円

満
な
人
格
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
こ
の
不
完
全
な
世
界
か
ら
完
全
な
世
界
へ
と
進
も
う
と
す

る

な
ど
が
目
立
つ
。
こ
ち
ら
は
往
生
の
後
に
ど
う
な
る
の
か
、
住

生
後
の
目
的
が
成
仏
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

ぉ、※
「
往
生
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と

『信
法

要
決
排
稗
」『
貼
晴
録
』
で
は
頻
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、

『五

重
講
説
』
で
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ず
、
多
く
見
ら
れ
た
「
往
生
」

を
指
す
表
現
と
し
て
「
如
来
の
お
膝
下
に
ま
い
る
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。

(三
)
特
徴
的
表
現

①
強
調
表
現
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双
方
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
表
現
に
「
大

O
O」
と
い
う
強

調
表
現
が
あ
る
。『
貼
晴
録
』
に
は
「
道
に
入
り
徳
を
進
む
る
の

大
原
因
」
「
生
死
優
遊
の
大
目
的
」
「
念
仏
に
滅
罪
の
大
能
力
」
等
が
、

『五
重
講
説
」
に
は
「
念
仏
申
す
も
の
を
お
救
い
く
だ
さ
る
大
活

動
」
「
完
全
円
満
な
大
人
格
者
に
な
り
た
い
と
い
う
大
理
想
」
等

が
見
え
る
。
当
時
の
憲
法
は
明
治
二
十
二
年
二
月
十

一
日
発
布

の
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
二
年
五

月
の
「
日
本
国
憲
法
」

の
施
行
ま
で
効
力
を
有
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
国
家
的
気
分
を
背
景
と
し
た
当
時
の
表
現
の

一
種
の
流

行
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

②

「
ご
生
命
」
「
大
生
命
」
「
生
か
さ
れ
る
」
と
い
う
表
現

「五
重
講
説
』
に
の
み
見
ら
れ
た
表
現
に
、
阿
弥
陀
仏
を
「
ご

生
命
」
「
大
生
命
」
、
阿
弥
陀
仏
に
「
生
か
さ
れ
る
」
と
い
っ
た

も
の
が
見
ら
れ
た
。
(
巻
数
と
頁
数
は

『浄
土
宗
選
集
』
の
も
の

O
「
ご
生
命
」
「
大
生
命
」

こ
の
ア
ミ
タ
l
ユ
ス
と
い
う
限
り
な
い
真
実
に
生
か
し
給

う
ご
生
命
(
八
巻
句
臼
N
)
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天
地
の
大
生
命
が
こ
の

一
粒
の
麦
の
中
に
も
宿
っ
て
生
々

と
す
る
勢
い
を
1
(八
巻

smC)

O
「
生
か
さ
れ
る
」

あ
な
た
ご
自
身
が
永
遠
に
生
き
ま
す
み
力
を
持
っ
て
在
し

ま
す
の
み
な
ら
ず
、

一
切
の
天
地
を
限
り
な
く
生
か
し
給
う

み
力
、

l
限
り
な
き
命
と
お
徳
と
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
八
巻
司
ω
巴
)

し
か
る
に
今
永
遠
真
実
の
生
命
に
お
生
か
し
く
だ
さ
っ
て

罪
か
ら
浄
め
て
明
る
い
生
活
に
お
誘
い
く
だ
さ
る
阿
弥
陀

さ
ま
(
八
巻
司
ω円
。
)

お
念
仏
の
う
え
に
お
き
ま
し
て
は
、
求
め
る
と
こ
ろ
は
西
方

の
如
来
さ
ま
の
お
浄
土
ひ
と
つ
、
帰
依
し
奉
る
と
こ
ろ
は
大

慈
大
悲
の
阿
弥
陀
さ
ま
ご

一
体
、
称
え
奉
る
と
こ
ろ
は
南
無

ひ
と
す
じ

阿
弥
陀
仏
の

一
条
、
こ
こ
に
腹
を
決
め
て
そ
う
し
て

一
直
線

に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
、
漸
々
知
来
の
お
慈
悲
に
生
か
さ

れ
、
育
て
ら
れ
、
恵
ま
れ
て
尊
い
法
悦
の
世
界
に
進
ん
で
ゆ
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く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
九
巻
司
∞
∞
)

念
仏
行
者
は
知
来
に
生
か
さ
れ
つ
つ
善
業
相
続
し
て
、
浄
土

に
参
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
実
に
広
大
無
辺
な
、
私
ど
も
は

力
を
得
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
九
巻
司
口
。
)

※
以
上
の
よ
う
な
新
出
の
表
現
が
見
ら
れ
た
が
、

『五
重
講
説
』

の
中
で
は
、
「
所
求
・
所
帰
・
去
行
」
を
説
い
た
上
で
の
「
生
か

さ
れ
る
」

で
あ
っ
た
り
、
ま
だ
確
信
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
は

断
言
出
来
な
い
。
し
か
し
こ
の
二
年
後
に
「
五
重
講
説
』
と
同

内
容
の
、
或
い
は
一
部
加
筆
し
て
発
行
さ
れ
た
智
海
の
著

『旭

の
心
』
に
於
い
て
は
は
っ
き
り
と

誠
に
知
来
の
大
慈
悲
力
は
宇
宙
の
大
生
命
に
し
て

た
び

此
の
霊
力
に
触
る
れ
ば
、
勤
勉
努
力
の
前
途
に
横
た
は
る
四

苦
八
苦
の
絶
頂
に
立
っ
と
も
、
心
常
に
軽
安
な
る
こ
と
を
得

て
、
死
も
な
を
快
楽
に
入
る
の
門
の
如
く
に
感
じ
ら
れ
悠
々

生
死
の
上
に
超
然
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

と
示
さ
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
の
力
が
「
宇
宙
の
大

生
命
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
宇
宙
」
と
い
う
語
句
は
西
洋
の

天
文
学
が
入
る
以
前
に
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
又
そ
の
宇
宙

に
対
し
て
の
観
念
も
、
少
な
く
と
も
維
新
以
前
の

一
般
庶
民
に

は
持
ち
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
冶
・
大
正
期
に
於
け
る

教
育
機
関
の
拡
充
に
よ
っ
て
増
加
し
た
知
識
者
層
が
確
実
に
定

着
し
た
状
態
の
昭
和
初
期
に
は
、
す
で
に
多
く
の
国
民
が
、
大

ま
か
で
は
あ
っ
て
も
宇
宙
に
対
す
る
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
つ
つ

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
目
に
見
え
ぬ
宗
教
的
有
り
難
さ
よ
り
も
、
科

学
的
知
識
に
対
し
て
確
実
に
信
頼
を
よ
せ
て
い
る
国
民
に
対
し

て、

言
葉
を
以
て
法
を
説
く
立
場
の
布
教
師
も
、
確
実
に
納
得

せ
し
め
る
事
の
可
能
な
新
し
い
表
現
を
考
え
出
さ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
警
職
に
お
い
て
も
、
月
か
げ
の
よ
う
に
、

月
の
光
を
仏
の
み
光
と
し
て
警
織
に
用
い
て
い
た
例
が
多
か
っ

た
維
新
以
前
に
対
し
、

「黙
晴
録
』『
五
重
講
説
』
で
は
太
陽
の

光
を
署
職
に
用
い
る
例
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
も
、
月
が
自
身
で

光
を
発
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
光
を
浴
び
て
照
ら
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
事
が
周
知
さ
れ
て
し
ま
っ
た
為
に
、
月
の

光
の
有
り
難
昧
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

世
の
人
々
が
知
識
の
増
加
に
従
っ
て
、
素
直
に
法
を
受
け
取
り
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難
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
事
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
問

題
で
あ
り
、
未
だ
確
実
な
解
決
策
は
見
出
せ
て
い
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
智
海
が
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
力
を
「
宇
宙
の
大

生
命
」
と
新
出
の
表
現
で
表
す
の
に
は
こ
う
し
た
社
会
背
景
が

理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
現
代
の
科
学
的
知
識
を
以
て
し
て

も
解
明
の
し
切
れ
な
い
人
智
の
叶
わ
な
い
世
界
で
あ
る
「
宇
宙
」

と
「
生
命
」
の
語
を
、
知
来
の
働
き
の
嘗
喰
と
し
て
新
た
に
表

現
す
る
目
的
は
、
科
学
を
以
て
し
で
も
量
れ
な
い
世
界
と
、
浅

は
か
な
人
知
を
以
て
量
る
事
の
叶
わ
な
い
如
来
の
働
き
の
世
界

を
重
ね
合
わ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
確
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
宗
教

離
れ
か
ら
起
死
回
生
を
図
る
事
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
但
し
、
こ
れ
は

『信
法
要
決
排
稗
』
で
的
門
が
強
調
し
て
い

た
報
身
報
土
の
阿
弥
陀
仏
か
ら
離
れ
、
法
身
の
阿
弥
陀
仏
へ
と

先
祖
が
え
り
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
字
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
参

考
と
す
る
場
合
は
や
は
り
、
元
祖
大
師
の
教
説
と
の

一
致
を
確

認
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

①
戦
時
的
表
現
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法
説
で
は
な
い
が
、
警
職
・
因
縁
等
に
於
い
て
戦
時
的
内
容

の
文
章
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

ァ、

「貼
晴
録
』
に
見
ら
れ
る
戦
時
的
表
現

O
国
家

・
皇
上

・
忠
君
・
報
国
に
関
す
る
表
現

大
和
魂
を
を
持
し
武
士
道
を
守
り
、
忠
君
と
云
い
、
報
国
と

玉
、
っ
、
同

一
人
類
に
し
て
、
我
国
民
は
何
故
に
斯
る
義
務
を

負
担
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か

(司
h
E
N
)

と
い
う
よ
う
な
忠
君
・
報
国
を
強
調
す
る
も
の
。
又
、
「
国
家
」
「
国

家
の
体
面
」
等
の
語
句
も
目
立
つ
。
(
頁
数
は

「浄
土
宗
教
学
大

系
八
』
の
も
の
)

第
二
重
の
無
余
修
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
、
弥
陀

一
仏
を
信

仰
の
対
象
と
す
る
事
と
国
家
の
祖
神
を
敬
う
事
と
の
関
係
を
、

問
答
と
し
た
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

問
ふ
「
無
余
修
を
厳
守
せ
ば
、
余
仏
及
び
国
家
の
祖
神
を
も

礼
敬
す
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
に
至
ら
ざ
る
か
」

答
ふ
「
礼
敬
と
帰
命
と
は
そ
の
意
地
自
ら
別
な
り
。
余
仏
余
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尊
も
衆
生
の
先
覚
者
と
し
て
之
を
礼
敬
し
、
神
殿

・
璽
耐
も

国
家
的
人
道
的
観
念
の
下
に
之
を
礼
敬
す
る
は
固
よ
り
敢

え
て
不
可
あ
ら
ず
。
唯
、
其
の
現
在
及
、
び
身
後
の
救
済
的
要

求
の
為
に
帰
命
す
る
に
至
つ
て
は
弥
陀

一
仏
に
制
限
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
也
。」
(
句
主
∞
)

と
、
礼
敬
と
帰
命
と
の
違
い
と
し
て
解
答
し
て
い
る
。
又
そ
の

警
時
と
し
て
報
国
尽
忠
の
節
義
を
あ
ら
わ
す
の
は
本
属
の
天
皇

で
あ
る
が
、
他
国
の
王
に
も
敬
意
を
失
し
で
は
な
ら
な
い
と
す

る
。
「
貼
晴
録
」
の
指
南
書
的
性
格
か
ら
、
阿
成
自
身
、
こ
う
し

た
矛
盾
に
つ
い
て
の
質
問
が
挙
が
る
事
を
想
定
し
て
い
た
と
い

う
事
が
判
る
。

『
黙
晴
録
」
の
流
通
分
末
尾
に
は
、
五
重
相
伝
の
者
は
次
の
「
浄

土
宗
信
仰
候
例
」
を
守
る
べ
し
、
と
し
て
五
箇
候
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
。
そ
の
第

一
に
は

一
、
教
友
は
皇
上
の
聖
恩
と
、
仏
祖
の
慈
慰
と
を
思
い
奉
り

て
暫
も
忘
る
ま
じ
き
事
。
(
司
当
日
)

と
あ
り
、
仏
祖
よ
り
先
に
皇
上
の
聖
恩
を
配
し
て
い
る
。

O
戦
意
を
鼓
舞
す
る
表
現

第
二
重
の
「
六
重
二
十
二
件
五
十
五
の
法
数
」
に
つ
い
て
の

醤
喰
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
兵
法
の
陣
の
張
り
方
で
あ

る
恰
も
陣
を
布
く
に
魚
鱗
鶴
翼
の
方
あ
り
。
軍
を
行
る
に
自
ら

知
り
敵
を
知
る
の
術
あ
る
こ
と
を
解
せ
し
む
る
が
知
く
な
ら

し
め
、
更
に
文
願
行
具
足
の
後
に
至
り
て
は
、
前
顕
の
諸
法

皆
な
念
仏
の

一
法
に
決
帰
す
る
こ
と
を
相
伝
す
る
こ
と
、
恰

も
戦
略
は
交
戦
の
初
め
に
在
り
。
其
の
最
期
の
勝
利
に
至
り

て
は
突
貰
無
念
の
剃
那
に
在
る
こ
と
を
悟
ら
し
む
る
と
相
似

た
り
。

(司
h
p
(
)

⑤
)

文、

二
河
白
道
の
解
説
に
て
、
白
道
を
真
っ
直
ぐ
に
進
む
事

を
示
し
て
次
の
和
歌
を
挿
入
し
て
い
る
。

危
き
に

命
を
惜
む
武
士
の

活
き
む
と
す
れ
ば
死
ぬ
る
な
れ
け
り
(
司
怠
品
)

第
五
重
で
は
「
有
関
心
」
の
宮
え
と
し
て

露
国
軍
の
、
露
人
、
茶
蘭
人
、
波
蘭
人
、
猶
太
人
等
各
種
の

結縁五重相伝勧誠録の比較研究351 



血
族
混
滑
し
て
統

一
せ
ざ
る
が
如
し
。
市
町
O
)

と
述
べ
て
ロ
シ
ア
軍
を
庭
め
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
後
、
「
無

間
心
」
の
警
喰
と
し
て

大
和
魂
の
風
化
に
統

一
せ
ら
れ
た
る
吾
軍
人
は
、
世
界
に
於

い
て
最
も
勇
敢
の
名
誉
を
冠
せ
ら
る
る
が
如
し
。
(
司
令
同
)

日
本
軍
の
兵
士
の
統

一
を
以
て
対
比
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
が

戦
意
鼓
舞
の
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

阿
成
が
望
月
信
亨
ら
数
名
と
共
に
編
集
に
携
わ
り
、
毎
月

回
発
行
し
て
い
た
雑
誌
に

2
ホ粋
」
(
後
に

『宗
粋
雑
誌
』)
が
あ
る
。

そ
の
別
冊
か
、
或
い
は
特
別
号
的
な
発
行
物
と
し
て

「宗
粋
法

話
」
な
る
小
冊
子
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
明
冶
三
十
七
年

発
行
の
『
宗
粋
法
話
」
は
、
丁
度
日
露
戦
争
の
さ
な
か
、
翌
年

四
十

一
歳
で
此
の
世
を
去
る
阿
成
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

(「貼
晴
録
』
は
こ
の
二
年
後
、
阿
成
の
遺
著
と
し
て
発
行
)
こ
の
2
不

粋
法
話
」
の
内
容
は
詳
細
を
載
せ
な
い
が
、
巻
頭
に
は
大
き
く

「
恭
賀
戦
勝
新
年
」
と
あ
り
、
続
い
て
「
御
製
」
と
し
て
三
種
の

和
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
御
製
」
と
は
天
皇
或
い
は
皇
族
が

御
自
ら
詠
ま
れ
た
と
の
意
昧
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
仏
教
の
教
義

352 

を
詠
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

一
頁
を
見
る
限
り
で
も
皇
上

的
精
神
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
編
は
六
節
に
分
か
れ
る
が
、

各
節
の
小
見
出
し
だ
け
を
見
て
も

「
人
生
は
凡
て
戦
争
な
り
」

「
征
露
は
虎
に
騎
る
が
如
し
」

な
ど
と
戦
意
鼓
舞
的
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
。

E
つ
又
、
本
文
中

d

』+品、

「
我
神
洲
」
に

日
本

「
わ
が
く
に
」
と
の
ル
ビ
が
あ
り
、

は
神
国
で
あ
る
と
い
う
皇
上
的
表
現
も
見
ら
れ
た
。

『貼
晴
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
阿
成
の
没
し
た
翌
年
の
こ
と

で
あ
る
。
で
は
執
筆
さ
れ
た
の
は
何
時
か
と
い
う
と
、
中
野
隆

元
師
の
解
説
に
「
明
冶
三
十
六
七
年
よ
り
四
十
年
代
の
布
教
革

新
時
代
を
代
表
す
可
き
好
個
の
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
阿
成

の
没
し
た
の
が
明
冶
三
十
八
年
十
円
で
あ
る
事
と
、
日
露
戦
争

が
同
年
九
月
の
日
露
講
和
条
約
を
以
て
終
戦
と
考
え
る
と
、
執

筆
時
期
は
か
な
り
狭
く
な
る
。
本
文
中
に
「
我
邦
今
や
戦
勝
国

と
し
て
」
と
見
え
、

ロ
シ
ア
の
軍
人
を
舵
め
る
警
職
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
執
筆
さ
れ
た
の
は
明
冶
三
十
八
年
の
可
能
性
が
高
い
。
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で
あ
れ
ば
『
宗
粋
法
話
』
と
『
貼
晴
録
」
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
書

か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
る
と
当
時
の
珂
成
自
身

の
思
想
の
中
に
皇
上
的
精
神
が
あ
っ
た
事
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
思
想
の
中
に
、
天
皇
と
阿
弥
陀
仏
を
同

一
視
し
よ
う
と
す

る
考
え
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
天
皇
崇
拝
の
精
神
は

当
時
の

一
般
国
民
と
同
様
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

るィ、

『五
重
講
説
』
に
見
ら
れ
る
戦
時
的
表
現

O
国
家
・
皇
上
・
忠
君
・
報
国
に
関
す
る
表
現

す
な
わ
ち
心
の
底
に
偽
り
の
な
き
真
心
を
捧
げ
て

一
心
国

家
の
為
に
尽
く
す
、
そ
の
国
の
為
に
尽
く
す
心
、
こ
れ
が
尊

い
当
然
の
道
と
信
じ
て
い
る
。
ー
わ
れ
わ
れ
は
身
も
心
も
時

に
命
を
捨
て
て
も
尽
く
す
と
い
う

一
心
1
尽
く
す
が
道
と

い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
国
を
完
全
な
固
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
は
、
み
な
龍
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が

一
心
即
三
心
で
あ
り
ま
す
。
(
九
巻
司
∞
)

あ
な
た
に
も
立
派
な
お
父
さ
ん
が
あ
っ
た
。
ー
そ
な
た
が
私

の
胎
内
に
あ
る
時
に
お
国
の
た
め
に
名
誉
の
戦
死
を
な
さ

れ
た

0
1
し
か
し
な
が
ら
お
前
の
父
は
、
よ
そ
の
お
父
さ
ん

と
違
っ
て
名
誉
の
戦
死
、
本
当
に
お
国
の
た
め
に
働
い
て
尊

い
お
体
を
お
国
に
奉
っ
た
。

『五
重
講
説
』
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
「
国
家
の
為
」
、
或
い
は
「
社

会
の
為
」
と
い
っ
た
表
現
が
十
数
箇
所
に
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
皇
上
的
表
現
も

畏
く
も
世
々
の
帝
の
尊
い
ご
奨
励
の
も
と
に

i
お
仏
壇
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
(
九
巻
句
。
∞
)

天
武
天
皇
陛
下
の
思
し
召
し
(
九
巻
司
吋
吋
)

畏
れ
多
い
こ
と
な
が
ら
明
冶
天
皇
陛
下
は
あ
く
ま
で
こ
の

祖
先
を
中
心
と
し
て
、
ご
先
祖
杷
り
を
明
ら
か
に
あ
そ
ば
さ

れ
ま
し
た
お
方
で
あ
り
ま
す
1
わ
が
明
治
天
皇

1
私
ど
も

お
お
み
さ
】
ろ

し
も
じ
も
の
家
庭
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
の
大
御
心
を
心
と
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し
て
、
節
約
質
素
の
美
風
を
養
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(
九
巻

3N)

ま
た
教
育
勅
語
を
賜
り
ま
し
た
時
、
私
は
世
界
の
偉
人
と
仰

お
お
み
ご
こ
ろ

ぎ
奉
る
、
わ
が
天
皇
の
大
御
心
か
ら
現
れ
る
ご
教
訓
で
、
我

ら
国
民
は
実
に
満
足
で
あ
る
。
(
九
巻
司
∞
N
)

上
天
皇
陛
下
が
、

い
か
に
皇
祖
皇
宗
を
大
切
に
あ
そ
ば
し
て

も
下
万
民
が
、
先
祖
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
ら
、
大
御
心
の
苗
を
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(
九
巻
可
思
)

な
ど

「貼
鯖
録
」

ケ

と
比
較
し
て
格
段
に
多
い
。
更
に

所
だ
け
で
は
あ
る
が
、
第
四
重
に
お
い
て
は
、
昭
憲
皇
太
后
と
、

皇
太
后
自
身
が
か
つ
て
指
導
を
う
け
た
盲
目
の
琴
の
指
導
者
お

ら
く
と
の
関
係
を
、

一
方
か
ら
は
見
え
る
が
も
う

一
方
か
ら
は

見
る
事
の
叶
わ
な
い

「
片
明
り
」
と
し
て
、
如
来
と
衆
生
と
の

関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
説
い
て
い
る
箇
所
も
あ

っ
た
。
皇
族
と
阿

弥
陀
仏
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
(
九
巻

M
M
N
印
、
吋
)

354 

壁
喰
と
し
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
と
し
て
、
立
場
と

し
て
は
敗
者
で
あ
る
が
、
天
皇
に
忠
誠
を
尽
く
し
殉
じ
て
い
つ

た
、
言
わ
ば
皇
軍
の
鑑
と
し
て
楠
正
成
公
、

や
は
り
政
治
的
に

は
敗
者
で
あ
り
な
が
ら
尊
崇
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
菅
原
道
真

公
の
二
名
が
挙
げ
ら
れ
、

い
ず
れ
も
仏
法
を
求
め
て
い
た
事
を

示
し
て
い
た
。
(
九
巻
司
冨
ω)

O
戦
意
を
鼓
舞
す
る
表
現

信
仰
の
姿
を
伝
え
る
響
喰
等
に
於
い
て

そ
の
裏
に
戦
意
鼓

舞
の
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ
る
表
現
も
多
々
見
受
け
ら
れ
た
。

以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

信
心
の
深
い
事
を
指
し
て

や
め
よ
う
と
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
ま
で
に

一
つ
動
か
な

い
と
こ
ろ
に
信
仰
の
定
ま
る
の
が
深
い
信
、

た
と
え
ば
私
に

た
だ
今
実
弾
込
め
た
ピ
ス
ト
ル
を
喉
に
押
し
当
て
て
念
仏

や
め
る
か
や
め
な
い
か

j
と
脅
迫
さ
れ
て
も

1
こ
の
信

念
を
失
っ
て
は
、
万
劫
末
代
助
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
、



研究ノート

と
い
う
確
信
の
も
と
に
、
よ
し
や
こ
の
場
に
殺
さ
れ
る
と
も
、

永
遠
に
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
(
九
巻
司
ω
∞)

と
生
々
し
い
。
文
、
恭
敬
修
の
警
喰
で
は
、
言
葉
を
敬
い
を
以

て
重
く
受
け
取
る
も
の
と
し
て
、

こ
れ
が
上
官
の
命
令
と
敬
い
重
ん
じ
て
聞
け
ば
こ
そ
壮
士

一
度
玄
海
を
去
っ
て
後
へ
戻
ら
ず
、
白
骨
と
な
っ
て
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
(
九
巻

Mug
)

文
、
尋
常
行
儀
で
は
、

ど
こ
で
死
ん
で
も
加
来
は
お
迎
え
下
さ
る
。
ど
こ
で
私
が
息

絶
え
て
も
さ
し
っ
か
え
が
な
い
、
あ
ん
な
汚
い
所
で
死
ん
だ

と
か
、
あ
ん
な
悲
惨
な
誤
っ
て
木
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
と
か

あ
ん
な
惨
酷
な
汽
車
に
醗
か
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
で
も
如
来
は
必
ず
助
け
給
う
。
ま
た
ど
こ

で
念
仏
申
し
て
も
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
も
あ
り
が

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
(
九
巻
司
口
N
)

又
、
兜
人
形
の
経
雌
子
と
浄
土
宗
の
信
仰
を
掛
け
て

一
体
鎧
と
い
う
の
は
、
死
ぬ
の
が
嫌
で
着
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
死
ぬ
の
が
嫌
で
着
る
鎧
な
ら
、
死
ぬ
こ
と
の
嫌

な
者
が
、
ど
う
し
て
本
当
の
戦
争
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
1

何
で
も
如
来
さ
ま
の
所
へ
参
る
よ
う
、

い
つ
で
も
行
け
る

よ
う
に
と
着
物
を
着
て
い
る
。
そ
の
腹
が
据
わ
っ
て
み
れ
ば
、

こ
の
体
は

一
息
で
も
、

一
分
間
で
も
大
切
に
保
護
し
、
そ
う

し
て
戦
う
、
こ
れ
が
軍
人
の
魂
で
あ
る
。
i
死
ぬ
の
が
嫌
で

着
た
の
で
は
な
い

j
鎧
を
着
て
尽
く
さ
れ
る
だ
け
尽
く
そ

ぅ
、
働
け
る
だ
け
働
こ
う
と
い
う
た
め
に
着
た
の
が
こ
の
鎧

で
あ
る
。
今
浄
土

一
宗
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
真
に
生
き

る
道
が
手
に
入
っ
た
な
ら
ば

一
日
で
も
本
当
に
寿
命
の
こ

の
世
に
あ
る
間
生
き
さ
せ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が
た
め
に
は
j

一
日
で
も
体
の
肉
を
保
護
し
生
か
し
、
病
い
に
遇
わ
な
い
よ

ぅ
、
衰
弱
し
な
い
よ
う
充
分
元
気
に
、
心
の
中
に
は
身
命
財

一
つ
も
残
さ
ず
に
、
生
き
て
ゆ
く
と
い
う
信
念
に
住
し
て
く

だ
さ
る
。
こ
れ
が
浄
土
宗
の
信
者
、
こ
の
意
昧
に
お
い
て

こ
の
世
の
暇
乞
い
が
で
き
る
。
(
九
巻
司
巴
①
)

と
の
公
案
を
臨
終
行
儀
に
つ
い
て
の
警
職
で
用
い
て
い
る
。

第
四
重
の
二
河
白
道
の
解
説
で
は
、
そ
の
行
く
先
を
明
瞭
に
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す
べ
き
事
を
説
く
箇
所
に
於
い
て
、
日
清
戦
争
中
の
竹
本
上
等

兵
の
例
話
を
引
き
、
彼
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
い
た

一
種
の

和
歌

死
な
ば
死
ね
我
が
行
く
先
は
極
楽
よ

敵
と
昧
方
を

道
連
れ
に
し
て

(
九
巻
目
吋
∞
)

を
紹
介
し
、
同
じ
戦
場
で
、
幸
い
に
し
て
往
生
極
楽
の
信
仰
を

持
っ
て
い
た
竹
本
上
等
兵
が
敵
味
方
を
隔
て
ず
、
「
知
来
さ
ま
の

お
膝
下
に
道
連
れ
に
し
て
参
ろ
う
」
と
の
決
意
を
示
し
た
と
語

る
。
「
明
冶
二
十
八
年

一
月
」
と
智
海
が
外
征
軍
慰
問
使
と
し
て

戦
地
に
赴
い
て
い
る
最
中
の
事
で
あ
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と

実
話
だ
ろ
う
。

そ
の
他
に
も
、
仏
壇
に
安
置
さ
れ
た
像
を
真
仏
と
し
て
受
け

取
る
事
を
「
仮
の
も
の
を
と
お
し
て
、
空
の
ま
こ
と
に
入
る
」

と
示
し

そ
の
警
職
に
、
練
兵
喝
の
的
を
仮
の
的
と
は
思
わ
ず

一
心
不
乱
に
撃
て
ば
、
百
発
百
中
と
な
る
事
(
九
巻
司

N2)
を

用
い
る
な
ど
、
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
表
現
が
広
範

固
に
渉
っ
て
散
見
さ
れ
た
。

こ
の

『五
重
講
説
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
八
年
、
満
州

事
変
勃
発
の
年
で
あ
る
。
智
海
は
満
州
事
変
以
前
に
日
清
戦
争

356 

日
露
戦
争
と
二
度
の
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
日
清

戦
争
開
戦
の
明
冶
二
十
七
年
に
は
、
外
征
軍
慰
問
使
と
し
て

日
野
霊
瑞
管
長
に
随
行
し
、
荻
原
雲
台
と
共
に
戦
地
に
赴
い
て

い
る
。
智
海
満
三
十
歳
で
あ
る
。
松
浦
行
真
著

「伝
弘
の
生
涯

ー
大
僧
正
岩
井
智
海
伝
』
に
よ
れ
ば

そ
の
任
務
は
外
地
で
の

戦
没
者
法
会
と
法
話
だ
っ
た
。
智
海
の
著
書
に
そ
の
法
話
の
時

の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

予
は
例
に
依
っ
て
先
ず
登
壇
す
。
ー
活
殺
自
在
の
法
門
をやや

掲
げ
て
満
腔
の
熱
心
を
吐
露
す
。
説
き
来
り
説
き
去
り
、
梢

酎
な
ら
ん
と
す
る
途
端
、
雷
轟
電
撃
の
激
響
は
空
天
を
椋

め
て
来
り

此
瞬
間
伝
β、
11 

d騎
兵
は
空
を
駆
っ
て
警
報
を
伝
え

来
る
。
予
は
砲
声
近
き
に
あ
り
、
突
進
奮
闘
天
晴
大
功
名
を

立
て
ら
れ
よ
、
健
全
に
し
て
と
勇
ま
し
く
、
説
き
つ
つ
植
を

下
が
れ
ば
、
隊
長
は
砲
煙
弾
雨
の
中
に
活
法
を
説
く
。
(『道

し
る
べ
』
)

こ
の
よ
う
に
現
前
に
弾
丸
の
降
り
注
ぐ
よ
う
な
場
所
で
、
今

」
れ
か
ら
出
陣
し
て
行
く
兵
士
達
に
対
し
て
の
説
法
を
行
っ
て
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い
る
の
で
あ
る
。
今
現
前
で
自
分
の
説
く
法
を
聞
い
て
い
た
兵

士
が
、
亡
骸
と
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
経
験
は
智
海
の
宗
教
観
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
に
違
い
な
い
。
戦
闘
が
収
ま

っ
た
時
、
生
き
残
っ
た
智
海
自

身
も
、
兵
士
達
も
、

一
様
に
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
信
じ
な

け
れ
ば
耐
え
る
事
の
出
来
な
い
よ
う
な
状
況
だ

っ
た
筈
で
あ
る
。

『五
重
講
説
』
に
於
い
て
多
数
見
受
け
ら
れ
た
「
生
か
さ
れ
る
」

と
の
表
現
、
或
い
は
「
ど
こ
で
死
ん
で
も
知
来
は
お
迎
え
く
だ

さ
る
」
と
い
っ
た
表
現
も
、
生
々
し
い
戦
地
体
験
か
ら
不
幸
に

し
て
培
わ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
結
縁
五
重
の
場
に
於
い
て
こ
れ
を
良
し
と
す
る

か
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
結
果
的
に
受
者
を
結
帰

一
行
三
昧
に

導
き
得
た
も
の
か
、
的
門
が
強
調
し
て
き
た
報
身
報
土
の
阿
弥

陀
仏
や
極
楽
浄
土
か
ら
は
、

や
や
も
す
る
と
外
れ
た
受
け
取
ら

れ
方
を
さ
れ
る
可
能
性
も
字
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

「親
切
」
に
つ
い
て

『五
重
講
説
』
で
は
第
五
重
の
結
勧
が
「
親
切
」
と
い
う
言
葉

を
通
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

畢
寛
ず
る
と
こ
ろ
、
念
仏
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
切

な
人
に
な
る
こ
と
、
「
親
切
は
力
な
り
」
。

文
そ
の
後
に
は

「
親
切
は
即
ち
綿
密
な
り
」
「
親
切
は
活
動
な
り
」

と
の
標
語
的
語
句
が
並
び
、

こ
の
親
切
と
い
う
も
の
が
、
人
と
し
て
の
通
っ
て
ゆ
く
べ
き

大
道
で
あ
る
。
そ
れ
が
如
来
さ
ま
に
往
く
べ
き
と
こ
ろ
の
、

導
き
で
あ
る
、
道
行
き
で
あ
る
。

阿
弥
陀
知
来
の
広
大
な
お
慈
悲
を
、
あ
く
ま
で
わ
が
心
と
し

て
、
如
来
の
お
慈
悲
を
も
っ
て
国
家
に
尽
く
し
、
世
に
尽
く

し
、
先
祖
に
尽
く
し、

子
孫
に
尽
く
す
。
我
も
人
も
、
慈
悲

の
間
に
生
き
る
こ
と
を
ひ
と
え
に
お
勧
め
申
す
、

お
念
仏

を
お
勧
め
し
て
、

お
念
仏
を
申
し
ま
す
。
(
九
巻
司
N
3
1

H
U
M
法
山
)

と
結
ば
れ
て
い
る
。

『信
法
要
決
緋
制
作
』
の
結
勧
部
分
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に

本
来
は
日
課
勧
奨
を
以
て
結
ぶ
べ
き
所
で
あ
る
。
「親
切
」
と
念
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仏
者
を
イ
コ
ー
ル
で
結
ぶ
事
も
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。「
五
重

講
説
」
の
時
代
背
景
か
ら
考
え
て
、
勧
誠
自
体
を
監
視
さ
れ
て

い
た
、
或
い
は
書
籍
と
し
て
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
検
閲
対
策

を
し
た
の
か
と
受
け
取
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
は
日
課
勧
奨

が
国
益
に
害
を
為
す
も
の
だ
と
い
う
場
合
の
話
で
あ
る
。
実
際

天
皇
を
侮
蔑
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
国
家
を
庭
め
る
も
の
で

も
な
い
。
戦
時
下
で
あ
っ
て
も
問
題
の
あ
る
発
言
と
は
思
え
な

p 。
「
親
切
」
の
語
は
乙
こ
へ
来
て
初
め
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
特
に
多
く
見
ら
れ
た
の
は
四
重
の
二
河
白
道
の
解
説

あ
た
り
だ
が
、
「
親
切
心
み
ち
ぬ
れ
ば
腹
立
た
ず
」
と
度
々
見
受

け
ら
れ
た
り
、
東
岸
の
釈
尊
の
声
を
こ
れ
ほ
ど
親
切
な
言
葉
は

な
い
と
も
表
現
し
て
い
る
。

「五
重
講
説
」
の
中
で
は
、
他
に
「
教
育
」
「
修
養
」
「
道
徳
」
「
倫

理
」
の
語
句
が
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
智
海

の
思
想
と
し
て
戦
時
下
の
激
動
の
時
代
を
人
心
を
乱
さ
ず
に
乗

り
切
る
に
は
国
民
の
人
格
形
成
を
進
め
る
事
が
急
務
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
あ
り
、
如
来
の
慈
悲
を
我
が
行
動
と
し
て
働
か
せ

る
と
い
う
現
世
に
お
い
て
の
生
き
方
の
方
針
を
「
親
切
」
と
示
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し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
以
上

八
木
英
哉
)

3
.
E事
・
邪
宗
に
つ
い
て
の
言
及

こ
の
項
で
は
、
各
勧
誠
録
中
に
於
い
て
、
邪
義
・
邪
宗
と
し

て
言
及
の
あ
る
も
の
、
或
い
は
、

そ
の
時
代
に
於
い
て
信
仰
の

妨
げ
と
な
る
と
読
み
取
れ
る
も
の
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
そ
の
当
時
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
事
情
に

あ
っ
た
の
か
を
伺
い
知
る
事
が
出
来
る
。

①
『
信
法
要
決
排
稗
』

『信
法
要
決
排
稗
』
の
中
に
於
い
て
特
に
強
調
し
て
度
々
示
さ

れ
る
語
句
と
し
て
「
正
統
」
「
正
義
」
「
正
流
」
「
正
脈
」
と
い
っ

た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
叙
説
分
二

「
安
心
相
承
制
戒
」
の
講

説
に
於
い
て

元
祖
大
師
の
御
門
下
に
、
四
流
と
分
か
れ
(
鎮
西
の
聖
光
上

人
、
西
山
の
善
恵
上
人
、
長
楽
寺
の
隆
寛
律
師
、
九
品
の
寺

党
明
上
人
。)
こ
の
四
流
の
中
に
て
、
鎮
西
国
師
正
統
を
継
ぎ
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三
祖
記
主
良
忠
上
人
に
伝
え
た
ま
う
。
記
主
禅
師
の
門
下
に

て
亦
六
派
と
分
か
る
(
白
旗
の
寂
恵
上
人
、
名
越
の
尊
観
上

人
、
藤
田
の
性
真
上
人
、

三
条
の
道
光
上
人
、

一
条
の
礼
阿

上
人
、
木
幡
の
慈
心
上
人
。)
白
旗
は
所
の
名
に
て
、
白
旗

寂
古
中
乍
ム人
、
そ
の
正
統
を
伝
持
し
た
ま
う
。
京
都
四
箇
の
本

山
、
関
東
の
十
八
植
林
は
、
皆
白
旗
の
正
統
な
り
。

(EE)

と
白
旗
が
そ
の
正
統
で
あ
る
事
を
明
か
し

そ
の
正
義
相
承
に
就
い
て
、
制
戒
を
立
て
た
ま
う
に
五
箇
条

あ
り
。
こ
れ
皆
正
義
を
濫
る
ま
じ
き
提
な
り
(
目
印
吋
)

と
重
ね
て
こ
の
正
義
相
承
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

(
頁
数
は

『浄
上
宗
教
学
大
系
八
』
の
も
の
)

さ
て
こ
ご
に
於
い
て
正
統
に
対
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は

八
宗
九
宗
の
聖
道
門
と
、
先
の
四
流
六
派
の
中
「
西

山
流
」
と

「
名
越
流
」
で
あ
り
、

こ
れ
等
は
皆
正
統
に
非
ず
。
両
大
師
の
御
釈
に
違
背
す
る
こ

と
多
け
れ
ば
、
決
し
て
移
る
べ
か
ら
ず
。
(司

5
3

と
名
を
挙
げ
て
斥
け
ら
れ
て
い
る
。

又
、
難
遂
往
生
の
機
十
三一
人
の
項
に
う
ち
、
「
信
心

一
な
ら
ず
、

決
定
せ
ざ
る
人
」
に
於
い
て
、
往
生
を
遂
げ
難
く
さ
せ
る
機
縁

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
に

や
が
て
真
言
宗
の
説
法
を
聞
き
て
、
兜
率
往
生
を
願
い
に
か

か
り
、
禅
家
の
話
則
を
信
じ
て
、
見
性
せ
ん
と
、
坐
禅
を
し

て
見
た
り
、
或
い
は
現
世
祈
り
に
引
き
込
ま
れ
て
、
前
の
飛

石
尤
も
と
受
け
こ
ん
だ
り
、
或
は
神
固
な
れ
ば
、
神
信
心
が

よ
ろ
し
い
な
ど
と
い
う
よ
う
に

そ
れ
へ
も
、
こ
れ
へ
も
心

が
う
つ
り
(
句
H
∞
同
)

と
信
心
の
専

一
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
、

真
言
宗
、
禅
家
、
現

世
祈
り
、
神
信
心
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

「好
ん
で
雑
縁
に
近
づ
く
人
」
で
は

念
仏
門
の
故
実
を
知
ら
ぬ
故
、
念
仏
は
申
し
な
が
ら
、
天
台

わ
ゆ
ま
が
く
し
ふ
う

の
生
学
生
に
出
会
い
、
称
名
は
劣
な
り
、
観
法
は
勝
る
と
い

わ
れ
て
、
そ
の
説
を
肯
い
て
念
仏
を
止
め
る
。
真
言
宗
に
出

会
い
、
念
仏
は
蛍
火
の
光
の
如
く
、
真
言
は
日
月
の
光
明
の

如
し
。
禅
家
に
出
会
い
、
唯
心
の
弥
陀
、
己
心
の
浄
土
、
自

己
に
あ
り
外
に
向
か
っ
て
求
め
る
な
。
日
蓮
に
出
会
え
ば
、

念
仏
無
間
と
い
い
、

一
念
義
は
、
申
す
は
自
力
と
い
う
。
同
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じ
浄
土
宗
で
も
、
祈
祷
念
仏
を
勧
む
る
も
あ
れ
ば
(
司

EA)

と
、
聖
道
門
の
四
宗
、
「

一
念
義
」
「
祈
祷
念
仏
」
を
挙
げ
、
こ

れ
ら
に
乱
動
せ
ら
れ
て
往
生
を
遂
げ
損
な
う
事
を
戒
め
て
い
る
。

「
平
生
は
極
楽
を
欣
求
す
る
と
離
も
、
内
心
調
わ
ざ
る
に
由
っ
て

臨
終
に
狂
乱
す
る
人
」
で
は
、
臨
終
の
時
、

三
心
を
退
転
さ
せ

る
機
縁
と
し
て
、
「
御
祈
祷
」
「
命
乞
い
」
「
百
日
法
華
」

の
語
句

が
見
え
る
。
又
、
「
臨
終
の
時
、
忽
然
と
し
て
悪
知
識
に
遇
え
る
人
」

で
も
悪
知
識
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
異
学
異
見
の
人
」

と
し
て
唯
心
の
弥
陀
・
己
心
の
浄
土
を
僻
さ
ま
に
解
し
て
説
き

立
つ
る
人
、
又
は
「
百
日
法
華
」
「
禰
宜
」
「
山
伏
」
「
亙
女
」
を

挙
げ
る
。

又
、
「
二
重
」
の
二
祖
伝
燈
分
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
る

『末
代

念
仏
授
手
印
』
(
以
下

「授
手
印
』)
述
作
の
来
由
で
は
、
「

一
念

義
の
邪
義
」
「
小
坂
の
弘
願
義
」
の
名
が
見
え
る
。
二
祖
聖
光
上

人
は
こ
れ
ら
の
異
義
が
起
こ
る
の
を
悲
し
み
、
末
代
の
模
範
と

す
る
為
に

「授
手
印
」

一
巻
を
撰
述
さ
れ
た
と
明
か
し
、
「
吉
水

の
正
脈
」
「
願
行
相
続
の
正
義
正
統
」
が
今
日
伝
わ
る
の
は
、
こ

の
『授
手
印
』
の
範
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の

『授
手
印
」

の
大
意
を
述
べ
た
「
序
」
の
解
説
の
中
で
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大
師
の
御
在
世
既
に
爾
り
、
御
往
生
の
後
は
、
邪
義
の
門
葉

は
い
よ
い
よ
さ
か
り
盛
ん
也
。
(司
N
H印
)

と
し
、
特
に
こ
こ
で
は
「

一
念
義
」
と
「
西
山
義
」
の
二
流
を

挙
げ
、
「

一
念
義
」
に
つ
い
て
は
元
祖
大
師
の

一
念
義
停
止
の
起

請
文
を
引
用
し
、
「
西
山
義
」
に
つ
い
て
は

行
者
三
心
を
発
す
時
、
弥
陀
の
覚
体
、
行
者
の
行
法
た
る
を

以
て
即
ち
心
行
具
足
し
、
往
生
を
得
る
な
り
。

助
け
給
え
と
思
う
べ
か
ら
ず
。
助
か

っ
た
り
南
無
阿
弥
陀
仏

と
申
せ
と
い
う
。
市
出
品
)

を
引
い
て
、
こ
れ
ら
は
正
義
正
統
に
外
れ
た
「
邪
義
邪
構
」
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
も
し
二
祖
国
師
の
悲
歎
の
御
言
を
拝

読
し
で
も
尚
、
そ
の
尊
信
を
肝
に
銘
じ
な
い
者
は
、
願
生
の
心

な
く
「
当
来
必
定
堕
獄
す
べ
き
人
」
で
あ
る
と
厳
し
く
戒
め
て

いヲ
Q

。
又、

二
祖
門
下
に
於
い
て
も
至
誠
心
に
つ
い
て
の
論
争
を
き
っ

か
け
と
し
て
師
説
を
批
難
し
、
破
門
の
後
、
長
西
の
「
諸
行
本

願
義
」
に
身
を
投
じ
、

二
祖
の
義
に
異
を
唱
え
た
「
満
願
社
」
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の
名
も
見
え
、
「
背
樫
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(E印)

以
上
の
よ
う
に

『
信
法
要
決
排
稗
』

に
於
い
て
信
心
の
専

に
対
し
て
妨
げ
あ
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

天
台

・
真
言

・
禅

・
日
蓮
等
の
聖
道
門
諸
宗
で
あ
り
、
又
、
邪

義
と
し
て
特
に
数
度
に
渡
っ
て
言
及
が
あ
る
の
は
「

一
念
義
」
「
西

山
義
」
の
二
流
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
「

一
念
義
」
「
西

山
義
」
が
当
時
そ
れ
相
応
の
勢
力
を
持
っ
て
い
た
事
を
示
す
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
『
貼
晴
録
」

『貼
陪
録
」
の
中
て
名
を
挙
げ
て
難
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
は
「

一
向
宗
」
、
具
体
的
な
名
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
否

定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
多
念
主
義
を
主
張
す
る
者
」
「
唯
願
又

は
唯
行
」
主
義
の
者
で
あ
っ
た
。
第
二
重
に
於
い
て
「

一
枚
起

請
文
」
「
三
心
四
修
と
申
こ
と
の

1
申
す
内
に
寵
も
り
候
な
り
。」

引
用
解
説
の
後
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
る
に
強
て

一
向
宗
な
ど
に
簡
異
せ
ん
と
し
、
こ
と
さ
ら
に

安
心
沙
汰
を
疎
ん
ず
る
の
結
果
は
、
未
だ
安
心
も
決
定
せ
ざ

る
も
の
に
対
し
て
す
ら
、
但
し
三
心
四
修
云
々
の
文
を
妄
用

し
、
而
も
文
字
を
曲
解
し
て
安
心
無
し
の
多
念
主
義
を
主
張

す
る
に
至
る
も
の
あ
り
。
己
に
文
に
決
定
し
て
往
生
す
る
ぞ

と
思
う
内
に
こ
も
る
と
云
う
、
断
じ
て
「
決
定
し
て
思
わ
ざ

る
」
念
仏
中
に
「
ご
も
り
候
也
」
と
は
仰
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。

浄
土
宗
の
正
意
は
心
行
具
足
な
り
。
決
し
て
唯
願
文
は
唯
行

に
あ
ら
ず
。
然
る
に
心
な
き
教
化
師
は
其
の
説
教
の
傾
向
概

ね
唯
行
主
義
に
流
れ
、
徒
に
口
頭
の
多
念
を
貴
ん
で
信
仰
の

厚
薄
邪
正
を
度
外
と
す
。是
れ
日
課
念
仏
を
唱
う
る
口
に
「
お

ん
あ
ぽ
き
や
べ

l
ろ
し
ゃ
の
l
」
を
諦
し
、
阿
弥
陀
知
来
の

仏
壇
に
於
い
て
、
大
般
若
を
繰
ら
し
め
て
更
に
惜
ら
ざ
る
所

以
に
し
て
、
其
の
信
仰
素
乱
の
原
動
は
全
く
宗
侶
の
責
に
存

ず
。
宣
に
恐
れ
て
戒
め
ざ
る
べ
け
ん
や
。
(司
bN)

「難
遂
往
生
機
」
の
第
五
「
信
心
深
か
ら
ず
存
す
る
が
如
く
亡
き

が
如
き
人
」
の
項
に
於
い
て

「
余
宗
余
縁
」

に
誘
入
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
事
、
「
異
学
異
見
の
徒
」
に
耳
を
貸
し
て
は
な
ら
な
い

事
が
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、

具
体
的
名
称
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
同
じ
く
第
九
「
好
ん
で
雑
縁
に
近
づ
く
の
人
」
で
は

結縁五重相伝勧誠録の比較研究

や

361 



や
具
体
的
で
は
あ
る
も
の
の

信
心
の
節
操
な
く
し
て
訣
を
有
ゆ
る
神
仏
に
献
ず
る
も
の

あ
り
、
其
の
甚
し
き
は
素
性
明
ら
か
な
ら
ざ
る
天
部
や
、
愚

人
の
唱
え
出
せ
る
神
名
や
狐
狸
の
類
に
ま
で
信
心
の
切
り

売
を
為
し
て
恥
ざ
る
輩
あ
り
。
(
司
品
(

)

N

)

と
の
程
度
に
留
ま
る
。
こ
れ
も
こ
の
後
に
続
く
文
脈
か
ら
し
て

現
世
主
義
の
「
祈
祷
」
や
、
迷
信
と
正
信
の
区
別
が
つ
か
な
い

者
へ
の
警
告
と
し
て
の
言
及
で
あ
ろ
う
。
「
深
心
」
の
段
に
於
い

て
も
「
迷
信
邪
信
雑
信
の
類
皆
其
の
浅
信
を
根
底
と
し
て
萌
生

す
る
な
り
。」
と
し
て
再
び
「
迷
信
」
を
取
り
出
し
て
い
る
。
根

拠
の
無
い
「
迷
信
」
に
惑
わ
さ
れ
る
者
が
多
く
有
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

又
、
宗
教
と
い
う
枠
か
ら
は
外
れ
る
が
、

「貼
附
録
』
で
信
仰

に
反
し
、
疑
心
を
持
つ
人
の
代
表
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の

は
「
近
世
科
学
万
能
主
義
」
の
人
で
あ
り
、

そ
の
全
て
を
精
疑

の
自
を
以
て
見
ょ
う
と
す
る
事
を
批
判
し
て
阿
成
は

事
毎
に
実
利
上
よ
り
算
出
し
、

E
つ
無
神
無
仏
聖
を
畏
れ
ず

賢
を
敬
せ
ず
。
教
祖
の
指
南
を
冷
笑
し
、
先
人
の
実
験
を
軽

蔑
し
、
其
小
理
屈
、
小
才
知
を
武
器
と
し
て
、
法
則
道
義
を
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敗
壊
せ
，さ
れ
ば
己
む
べ
か
ら
す
。
而
も
今
や
正
に
其
行
路
に

在
り
。
実
に
塞
心
の
至
な
ら
ず
や
。
(司お
N
)

と
嘆
き
、
「
科
学
の
基
礎
の
薄
弱
に
し
て
人
智
の
舞
台
の
狭
浅
な

る
こ
と
を
唱
導
し
」
「
宗
教
の
切
要
」
を
叫
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と

し
て

る

文

青
年
男
女
の
無
信
仰
を
実
見
し
な
が
ら

と

も
見
え
、

「黙
晴
録
」
執
筆
当
時
(
明
冶
三
七・
三
八
年
頃
)
既

に
、
「
科
学
万
能
主
義
」
と
青
年
層
の
「
無
信
仰
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
事
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
更
に
は
「
科
学
万
能
主
義
」

が
も
た
ら
す
も
の
か
と
思
う
が
、
「
宗
教
排
斥
論
」
と
の
語
句
も

見
え
、

他
人
の
糟
粕
に
依
り
て
学
位
を
買
い
得
た
る
の
み
何
等
針

小
の
発
明
も
無
き
に
得
々
博
士
号
を
振
り
回
は
し
愚
人
の

為
め
に
宗
教
排
斥
論
を
鼓
吹
す
る
吾
邦
の
小
天
狗
連
悦
死

す
べ
き
な
り
。
(
司
お
印
)

と
厳
し
い
語
調
で
述
べ
て
い
る
。

又
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
西
洋
の
宗
教
に
つ
い
て
言
及
が
無
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い
が
、
執
筆
の
当
時
、
正
に
日
本
は
初
の
西
洋
の
固
と
の
交
戦

中
で
あ
り
(
日
露
戦
争
)
、
国
内
に
も
キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
存
在

し
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
局
よ
そ
う
表
立
っ
た
活
動
は
出
来
な
い

情
況
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
萱
尽
か
ら
言
及
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
か
と
考
え
る
。

③
『
五
重
講
説
』

次
に
昭
和
六
年
刊
行
の

「五
重
講
説
」
に
見
え
る
邪
義
、
或

い
は
浄
土
宗
の
教
義
信
仰
に
於
い
て
妨
げ
と
な
る
も
の
へ
言
及

を
挙
げ
る
。

『五
重
講
説
』
に
お
い
て
邪
義
邪
宗
と
の
語
句
は
見
ら
れ
な
い

が
、
い
く
つ
か
他
宗
派
に
つ
い
て
の
事
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
恐
ら
く

「浄
土
真
宗
」
の
教
義
と
の
差
異
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
が

浄
土

一
宗
で
は
安
心

一
つ
だ
け
で
参
る
極
楽
で
は
な
く
、
と

い
っ
て
称
え
る
ば
か
り
の
行
で
極
楽
へ
行
く
と
も
言
い
ま

せ
ん
。
行
の
宗
旨
で
も
な
け
れ
ば
信
の
宗
旨
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
全
て
浄
土

一
宗
は
信
行

一
致
、
願
行
双
修
の
宗
教
で
あ

り
ま
す
。
(司自
C
)

一
般
的
に
浄
土
宗
の
教
義
が
「
信
」
或
い
は
「
行
」

い
ず
れ

か
に
片
寄
っ
た
宗
旨
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
為

の
言
及
で
あ
ろ
う
か
。
心
行
具
足
と
の
表
現
を
用
い
て
、
阿
成

と
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
た
。

又
、
「
安
心
」
の
解
説
に
於
い
て
は
、
坐
禅
の
利
益
は
厚
い
と

言
い
つ
つ
妄
想
妄
念
に
と
ら
わ
れ
、
定
の

一
心
に
住
す
る
事
の

出
来
な
い
人
の
例
が

一
箇
所
見
受
け
ら
れ
た
。

他
宗
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
真
言
宗
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
新
高
野
山
の
党
鐘
を
新
鋳
す
る
場
に
立
っ
た
時
、
真
言

憎
が

『大
般
若
』
六
百
巻
を
勇
ま
し
く
読
む
の
を
見
て
、
智
海

自
身
も
念
仏
よ
り
も
そ
う
し
た
功
徳
を
積
ん
だ
方
が
満
足
出
来

る
の
で
は
と
の
思
い
を
持

っ
た
事
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
時
あ
る
先
輩
の
徳
者
か
ら

「
一
念
大
利
無
上
功
徳
」
或
い

は

「阿
字
に
十
方
三
世
仏
、
弥
字
に

一
切
諸
菩
薩
、
陀
字
に

八
万
諸
聖
経
の
功
徳
が
収
ま
っ
て
い
る
」
と
の
お
叱
り
を
受
け

た
と
の
因
縁
話
が
あ
る
。

四
重

「二
河
白
道
」
の
警
職
に
於
い
て
後
戻
り
を
勧
め
る
異
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学
異
見
別
解
別
行
の
人
に
つ
い
て
も

こ
う
い
う
尊
い
姿
を
な
さ
れ
た
、
歴
々
の
立
派
な
人
た
ち

と
し
て
あ
り
、
そ
の
解
説
で
も

こ
れ
は
私
ど
も
が
五
重
を
受
け
て
、
熱
心
に
生
活
を
続
け
て
、

真
に
知
来
さ
ま
の
お
慈
悲
の
中
に
進
ん
で
行
く
聞
に
は
、
す

な
わ
ち
念
仏
を
お
勧
め
く
だ
さ
る
よ
う
な
ご
縁
に
遇
う
こ

と
よ
り
も
、
子
か
ら
数
珠
を
取
ら
れ
る
よ
う
な
縁
に
遇
う
こ

と
が
多
い
。
後
ろ
へ
引
き
戻
さ
れ
る
よ
う
な
、
縁
に
遇
う
事

が
多
い

(司
N
印

N
)

と
だ
け
あ
っ
て
、
「
異
学
異
見
別
解
別
行
」

の
言
葉
自
体
用
い
ず
、

た
だ
信
仰
を
退
転
さ
せ
る
よ
う
な
「
縁
」
と
の
み
説
明
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に

『五
重
講
説
』
の
中
で
は
邪
義

・
邪
宗
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
批
難
す
る
と
い
っ
た
形
で
の
指
摘
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
浄
土
宗
の
中
の
邪
義
に
つ
い
て
も
言
及
は
無
い
。

他
宗
派
の
例
が
数
箇
所
に
あ
る
も
の
の
、
批
判
・
批
難
と
い
う

よ
り
は
比
較
に
よ
っ
て
浄
土
宗
の
宗
義
を
、
よ
り
明
確
に
伝
え

る
為
の

一
つ
の
手
法
で
あ
る
。
「二
河
白
道
」
の
中
、

一
つ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
わ
が
も
の
に
す
る
事
の
警
職
に
も
「
弘
法
大
師

の
一
宇
は
天
下
の
宝
で
あ
る
よ
う
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
他
宗

364 

排
斥
の
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
岩
井
師
自
身
が
か

っ
て
聖
パ
ウ
ロ
学
校
(
後
の
立
教
大
学
)
や
大
阪
の
英
和
学
舎
の
、

今
で
言
う
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
に
通
っ
た
経
歴
の
持

ち
主
で
あ
る
事
に
起
因
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

や
は
り
言

及
が
無
い
。
全
編
を
通
じ
て
他
宗
派

・
他
宗
教
を
攻
撃
す
る
よ

う
な
内
容
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

他
宗
教
・
他
宗
派
に
関
し
て
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
当

時
の
社
会
状
況
や

一
般
檀
信
徒
の
信
仰
の
有
り
様
に
つ
い
て
の

言
及
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
る
事
に
す
る
。

初
出
の
社
会
的
問
題
は
「
自
殺
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
勧

誠
の
時
点
で
年
間

一
万
人
の
自
殺
者
が
出
て
い
る
と
言
い
、
精

神
病
院
は
患
者
数
が
多
す
ぎ
て
収
容
し
切
れ
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
言
う
。
特
に
自
殺
に
つ
い
て
は
三
箇
所
に
言
及
が
有
つ

た
。次

に
は
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
信
仰
の
姿
勢
の
変
化
で
あ
る
。
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二
重
「
廻
向
発
願
心
」
の
解
説
に
は
、
「
廻
向
」
が
既
に
、
自
身

の
積
ん
だ
功
徳
を
振
り
向
け
て
往
生
を
願
う
と
い
う
所
か
ら
離

れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
追
善
廻
向
の
意
味
合
い
の
方
が

般
的
に
浸
透
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
文、

何
も
か
も
死
を
通
し
た
問
題
に
し
て
し
ま
っ
て
、
私
ど
も
が

現
在
や
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
と
ご
と
く
死
を
通
し
て
の
問

題
、
年
回
、
法
事
、
追
善
、
逮
夜
、
祥
月
命
日
、
盆
、
彼
岸
、

施
餓
鬼
、
葬
式
、
実
に
死
せ
る
も
の
を
慰
め
る
た
め
に
、
寺

を
あ
げ
て
私
ど
も
が

一
生
を
働
い
て
い
る
よ
う
な
あ
り
さ

ま
で
あ
り
ま
す
。
(
豆
∞
)

仏
壇
や
先
祖
の
杷
り
に
つ
い
て
も

現
代
は
先
祖
杷
り
と
い
う
こ
と
は
国
民
全
体
を
通
じ
て

通
り
に
思
想
が
分
か
れ
る
。

一
つ
は
先
祖
は
大
切
に
杷
る
べ

き
も
の
と
い
う
考
え
、

二
つ
に
は
先
祖
を
杷
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
そ
れ
は
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
話
、
こ

う
い
う
こ
と
で
先
祖
な
ど
は
杷
ら
な
い
で
も
よ
い
と
い
う

思
想
の
人
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
(旬。。)

仏
壇
に
参
ら
な
い
ほ
う
が
見
識
が
高
い
。
文
明
人
で
あ
る
。

こ
う
い
う
こ
と
に
、
だ
ん
だ
ん
な
り
つ
つ
あ
る
。
(司一応)

絵
像
木
像
な
ど
杷
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は

一
種
の
偶
像

で
あ

っ
て
、
そ
ん
な
も
の
に
頭
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

万
物
の
霊
長
た
る
人
聞
が
い
や
し
く
も
木
や
石
に
頭
を
下

げ
る
と
い
う
法
は
な
い
。
こ
う
い
う
よ
う
な
考
え
に
な
っ
て

お
る
の
が
今
日
の
あ
り
さ
ま
で
あ
り
ま
す
。
(司
J3)

或
い
は
寺
院
に
於
い
て
の
説
教
や
修
養
会
へ
の
参
加
者
の
減
少

が
顕
著
で
あ
る
事
な
ど
を
挙
げ
て
世
状
を
憂
い
て
い
る
。

名
を
挙
げ
て
邪
義
や
邪
宗
へ
移
る
こ
と
を
戒
め
る
の
は

方
で
相
手
側
が
あ
る
程
度
の
勢
力
や
教
化
力
を
持
っ
て
い
る
事

へ
の
危
機
感
か
ら
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
お
い

て
岩
井
師
が
危
機
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
時
代
の
変
化

と
共
に
急
速
に
進
行
し
た

「宗
教
離
れ
」
や
人
心
の
変
化
で
あ

る
事
が
判
る
。
昭
和
初
期
に
於
い
て
は
邪
義
邪
宗
よ
り
も
、
止

め
ら
れ
な
い

「宗
教
離
れ
」
の
方
が
危
慎
の
対
象
だ

っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

(以
上

八
木
英
哉
)
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4.
各
勧
誠
録
に
み
ら
れ
る
誓
喝
の
変
遷

こ
の
項
で
は
、
各
勧
誠
録
に
み
ら
れ
る
警
輸
の
変
遷
に
注
目

し
て
い
き
た
い
。
醤
喰
と
は
法
を
説
く
に
当
た
っ
て
、
教
学
的

内
容
を
身
近
に
あ
る
題
材
に
置
き
換
え
て
、
聴
衆
の
理
解
を
得

る
工
夫
で
あ
る
。
説
か
れ
る
法
そ
の
も
の
は
、
時
代
が
変
わ
っ

て
も
不
変
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
警
喰
こ
そ
は
時
代
と
共

に
移
り
変
わ
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
こ
そ
が
説
教
師
の

腕
の
見
せ
所
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

特
に
こ
の
三
師
の
勧
誠
録
の
説
か
れ
た
時
代
背
景
を
み
る
と

各
々
わ
ず
か
三
十
年
程
度
の
年
代
差
し
か
な
く
と
も
、

そ
の
警

職
に
用
い
ら
れ
て
い
る
題
材
は
、
全
く
別
個
の
色
あ
い
を
示
し

て
い
て
非
常
に
興
味
深
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

三
師
と
も
に
五
重
勧
誠
に
お
い
て
説
く
べ

き
肝
心
の
法
説
部
分
に
関
し
て
は
極
端
に
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
表
現
方
法
が
若
干
変
化
し
て
い
る
に
止
ま
る
。
た
だ
、
結

帰

一
行
三
昧
を
そ
の
時
代
ご
と
に
合
わ
せ
、

い
か
に
解
り
や
す

く
伝
え
る
か
、
そ
の
苦
心
の
あ
と
が
巧
み
な
壁
喰
に
よ
っ
て
浮

か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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①
『
信
法
要
決
排
稗
』
に
み
ら
れ
る
警
喰

ま
ず

『信
法
要
決
排
稗
」
は
明
治
三
年
の
稿
本
で
あ
る
が

内
容
は
近
世
後
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
結
縁
五
重
の
形
骸

化
を
糾
す
べ
く
模
範
勧
誠
と
し
て
隆
円
、
法
洲
が
提
示
し
た
も

の
を
正
統
に
受
け
継
い
だ
説
教
内
容
で
あ
る
。
署
職
も
祖
師
方

の
書
に
出
て
く
る
醤
鳴
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
伝
統
的
な
も
の

が
多
い
。
ま
た
近
世
の
民
衆
生
活
の
中
に
題
材
を
探
し
た
も
の

が
目
立
ち
、
特
に
食
物
の
醤
え
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た

「選
揮
本
願
念
仏
集
』
三
章
段
の
「
屋
舎
の
警
え
」
の

よ
う
に
、
建
築
物
の
構
造
に
睦
言
え
る
用
例
は
伝
統
的
な
警
喰
で

あ
る
が
、
隆
円
が

『浄
業
信
法
訣
」
で
「
東
寺
八
坂
ノ
塔
モ

五
重
ナ
レ
パ

コ
ソ
五
重
ノ
塔
ト
ハ
云
へ
、
若
シ
タ
ダ

一
重
ナ
ラ

パ
五
重
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
、
五
重
伝
法
の
骨
格
を
建
造
物

に
醤
え
た
の
に
対
し
、
的
門
は
こ
こ
で
は
「
本
堂
建
立
の
為
、

三
心
の
地
形
、
四
修
の
礎
、
五
念
の
柱
立
、
五
種
正
行
の
棟
梁
、

三
種
行
儀
の
敷
居
鴨
居
、
そ
の
外
と
も
仕
上
げ
成
就
の
上
は
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唯
本
堂
と
ば
か
り
言
う
が
如
し
」
と
、
結
帰

一
行
の
警
え
に
用

い
て
い
る
。

「
二
河
白
道
の
醤
え
」
は

向
阿
証
賢
の

『西
要
紗
」
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
、
詳
細
に
解
説
を
施
し
て
い
る
。

以
下
、
特
徴
的
な
数
例
を
示
す
。
(
頁
数
は

「浄
土
宗
教
学
大

系
八
」
の
も
の
)

O
惜
悔
礼
拝
に
よ
り
身
を
清
浄
と
す
。

↓
清
き
菓
子
の
類
も
、
菓
子
鉢
に
垢
械
不
浄
あ
れ
ば
、
昧
わ

う
に
及
び
が
た
く
棄
捨
す
べ
し
。
ー
そ
れ
伝
法
は
上
昧
の
菓
子

の
知
く
、
こ
の
身
は
鉢
器
の
知
し

(司
H
h
p
吋
)

O
浄
土
の
法
門
は
義
な
き
を
も
っ
て
義
と
す
。

↓
蜜
や
砂
糖
の
口
に
甘
き
は
常
食
と
は
な
ら
ず
、
又
支
体
を

養
わ
ず
、
飯
の
各
別
の
昧
な
き
は
、
朝
夕
食
し
て
飽
か
ず
、
支

体
を
養
う
が
如
し
。
浄
土
の
法
門
、
義
な
き
義
と
し
。
様
な
き

を
様
と
す

(EE)

。
機

↓
疾
前
無
薬
と
い
う
て
、

疾
の
無
き
に
は
薬
も
入
用
で

な
し
、
疾
あ
り
て
こ
そ
薬
も
入
用
な
る
が
如
く
、
疾
の
品
に
依
つ

て
薬
の
差
別
あ
る
な
り
。
j
こ
れ
機
な
け
れ
ば
、
法
あ
り
て
益

な
し
。
こ
の
故
に
先
ず
往
生
の
成
る
成
ら
ざ
る
の
機
類
を
挙
げ

て
相
伝
し
た
ま
う
が
こ
の
初
重
の
相
伝
な
り
。
(巴吋
ω)

O
難
遂
往
生
の
機

・
第
四
↓
問
祖
こ
れ
を
喰
え
て
、
泊
ま
り
定

め
ぬ
船
の
如
し
と
の
た
ま
え
り
。
各
々
こ
の
所
を
我
が
身
に
反

照
し
て
、
能
く
思
熟
せ
ら
る
べ
し
。
た
と
え
こ
の
人
の
如
く
、

厭
い
果
た
せ
た
所
が
、
岸
を
定
め
ぬ
う
か
れ
船
、
往
生
は
出
来

ぬ
道
理
な
り
。
(
苫
吋
∞
)

O
難
遂
往
生
の
機

・
第
五
↓
問
師
は
こ
の
機
を
三
心
未
具
と
判

じ
、
波
の
上
に
月
を
見
る
が
如
し
と
喰
え
た
ま
え
り
。
総
じ
て

世
間
の
人
が
信
と
不
信
と
疑
と
を
取
り
違
え
て
い
る
が
多
い
。

喰
え
ば
紅
葉
は
赤
い
と
い
う
を
聞
き
て
、
赤
い
と
い
わ
る
る
か

ら
は
、
赤
に
違
い
は
あ
る
ま
い
思
う
は
信
な
り
。
赤
く
は
あ
る

ま
い
黒
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
は
不
信
な
り
。
赤
い
と
い
わ
る
る
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が
、
誠
に
赤
い
か
し
ら
と
思
う
が
疑
な
り
。
(司

50)

O
難
遂
往
生
の
機
・
第
六
↓
徒
然
草
に
も
、
仏
壇
に
仏
の
多
き

と
硯
箱
に
筆
の
多
き
と
は
よ
か
ら
ぬ
も
の
と
調
諌
せ
り
。
(用
uEH)

O
五
種
正
行

前
三
後

一
↓
称
名
正
行
は
、
本
願
正
因
の
正
定

業
な
れ
ば
、
喰
え
ば
白
飯
の
如
し
。
前
三
後

一
の
助
は
、
汁
菜

の
如
し
。
今
助
正
と
い
う
時
は
、

五
種
が

一
人
の
行
に
し
て
、

前
三
後

一
の
助
は
、
菜
飯
、
茶
飯
、
小
豆
飯
、
大
根
飯
の
如
く
、
各
々

回
向
の
塩
加
減
が
入
用
な
り
。
第
四
の
称
名
正
行
は
、
白
飯
の

知
く
な
れ
ば
、
別
に
戒
行
等
の
塩
加
減
を
用
い
ず
、
手
の
く
ぼ

茶
漬
け
と
心
安
く
1
凹
威
儀
の
乱
静
を
い
わ
ず
、
日
々
相
続
し

て
、
白
飯
を
飽
か
ざ
る
如
く
。
(司
N
N
H
)

O
三
心
の
意
義
↓
喰
え
ば
五
穀
の
種
子
の
因
に
、
水
や
土
の
縁

が
具
す
れ
ば
、
必
ず
芽
を
生
ず
る
な
り
。
そ
の
行
者
の
内
因
と

は
、
こ
の
安
心
の
三
心
と
起
行
の
念
仏
り
弓
な
り
。
外
縁
と
は
、

本
願
な
り
。
(司
N
N
N
)
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O
尋
常
・
別
時
行
儀
↓
そ
れ
平
生
食
時
に
飯
を
喰
う
に
も
行
儀

あ
り
て
、
随
分
に
礼
儀
正
し
く
喰
う
べ
き
事
勿
論
な
り
。
さ
れ

い
そ
が
し
き

ど
も
悶
亡
時
、
或
は
火
事
場
等
で
行
儀
沙
汰
し
て
い
て
は
空
腹

は
凌
げ
ぬ
。
立
ち
な
が
ら
も
喰
い
、
裸
身
で
も
喰
う
0
1
一

時
煩
悩
百
千
間
の
甚
だ
聞
き
凡
夫
に
て
眠
惹
の
火
事
場
、
貧
欲

の
大
水
、
愚
痴
の
夜
中
の
真
聞
が
り

l
本
願
の
飯
に
し
が
み
つ

き
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
と
連
々
に
滅
多
食
い

j

(司
N

K
F

日
)

O
結
帰

一
行
↓
膳
部
の
喰
え

(司
N
印
九
日
)

令

仏

飯

J心

汁

五
念

平

四
修

猪
口

三
種
行
儀

士平

O
結
帰

一
行
↓
印
龍
の
喰
え

(
司
旧
日
仏
)
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{，'、

話量

五
念
四
修

緒
占

三
種
行
儀

根
付

念
仏

良
薬

O
結
帰

一
行
↓
喰
え
ば
本
堂
建
立
の
為
、

三
心
の
地
形
、
四
修

の
礎
、
五
念
の
柱
立
、
五
種
正
行
の
棟
梁
、

三
種
行
儀
の
敷
居

鴨
居
、
そ
の
外
と
も
仕
上
げ
成
就
の
上
は
、
唯
本
堂
と
ば
か
り

一口
う
が
如
し
。
(司

NE)

O
三
心
具
足
↓

(
『
和
語
燈
録
』)
喰
え
ば
葦
の
茂
き
池
に
十
五

夜
の
月
宿
り
た
る
は
、
余
所
に
て
は
月
宿
り
た
り
と
も
見
え
ね

ど
も
、
よ
く
よ
く
立
ち
寄
っ
て
見
れ
ば
、
葦
聞
を
分
け
て
宿
る

な
り
。
妄
念
の
葦
は
茂
れ
ど
も
、

三
心
の
月
は
宿
る
也
。
(
可
児
ω)

O
二
河
白
道
↓

『西
要
紗
』
が
至
っ
て
約
な
れ
ば
、
今
そ
の
大

意
を
撮
要
し
て
弁
示
せ
ん
。
市
町
印
)

東
↓
裟
婆
、
西
↓
極
楽
、
火
の
河
↓
眠
意
、
水
の
河
↓
食
欲
、

白
道
↓
願
生
の
善
心
、
長
さ
百
歩
↓

一
期
百
年
、

閲
さ
四
五
寸
↓
有
る
か
無
き
か
の
願
心
、
群
賊
悪
獣
↓
愚
痴

群
賊
↓
五
陰
(
色
受
相
行
識
)
四
大
(
地
水
火
風
)
、

悪
獣
(
虎
狼
狐
狸
)
毒
虫
(
龍
蛇
蜂
撒
虻
百
足
)
↓
十
煩
悩

ま
た
は

異
学
異
見
、
別
解
別
行
(
四
重
の
破
人
)
を
悪
獣
毒

虫
に
喰
う
。

東
に
人
の
声
↓
釈
迦
の
発
遣
、
西
よ
り
呼
ぶ
音
↓
弥
陀
の
招
喚

O
在
心
↓

(「往
生
論
註
』
千
載
闇
室
の
警
え
)
警
え
ば
戸
閉
じ
て

千
年
も
真
聞
な
る
家
な
り
と
も
、
若
し
戸
を
開
い
て
日
輪
の
光

を
受
く
れ
ば
、
忽
ち
明
朗
な
る
が
如
し
。
ー
五
逆
罪
は
閣
の
知
く
、

念
仏
の
功
徳
は
日
輪
の
光
の
如
し
。
(
勺
担
。
)

O
在
決
定
↓
(
『安
楽
集
』)
誓
え
ば
百
人
集
ま
り
て
、
日
々
に

薪
を
伐
り
積
む
こ
と
百
年
な
ら
ん
に
、
人
有
っ
て
豆
計
り
の
火

を
そ
の
中
に
投
ず
れ
ば
、
半
日
の
頃
に
は
焼
尽
す
る
が
知
し
。

結縁五重相伝勧誠録の比較研究369 



凡
夫
多
劫
以
来
、
罪
悪
の
柴
薪
を
伐
り
積
む
事
、
獄
山
の
如
し

と
言
え
ど
も
、
本
願
六
字
の
名
号
、

一
念
十
念
の
豆
計
り
の
智

火
を
投
ず
る
時
は
、
あ
ら
ゆ
る
罪
薪
、
即
時
に
灰
櫨
す
。
(司
ω
巴
)

O
本
願
念
仏
の
不
思
議
↓
凡
そ
世
間
の
浅
近
な
る
人
間
の
業
に

す
ら
、
猶
奇
々
妙
々
な
る
こ
と
数
多
あ
り
。
或
い
は
麦
を
醸
し

て
甘
美
な
る
地
黄
煎
と
為
し
、
或
い
は
米
を
醸
し
て
酒
と
な
し

酢
と
な
す
等
。
文
、
竹
を
作
為
し
て
筆
、
横
笛
、

ヒ
チ
リ
キ
、

尺
八
、

ヒ
ト
ヨ
ギ
リ
種
々
の
妙
音
を
出
し

i
(司
包
印
)

O
十
念
と
い
う
は
業
事
成
弁
を
明
か
す
↓

世
間
に
五
百
両
の

借
金
あ
る
人
の
、
四
百
両
ま
で
は
償
う
と
い
え
ど
も
、
尚
、
百

両
の
残
金
あ
り
。
そ
の
残
金
あ
る
聞
は
そ
の
身
自
由
な
ら
ず
。

そ
の
残
る
所
の
百
両
金
を
償
い
畢
り
ぬ
れ
ば

そ
の
後
は
身
も

自
由
な
る
が
如
し
。
今
も
九
念
ま
で
は
余
罪
あ
り
。
ー
故
に
無

問
地
獄
の
借
金
を
尽
く
さ
ず
。
ー
然
れ
ば
則
ち
五
念
に
で
も
八

念
に
で
も
、

そ
の
数
に
は
依
る
べ
か
ら
ず
。
罪
人
の
罪
業
の
借

ひ
く
ら
し

金
尽
く
る
処
が
業
事
成
弁
な
り
。
(『往
生
論
註
」)
時
え
ば
聴
貼

と
い
う
虫
が
、
春
の
秋
の
と
知
る
で
は
無
い
。
春
出
て
秋
鳴
く
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と
は
、
春
秋
を
知
っ
た
人
間
の
い
う
こ
と
な
り
。
(司

ωS)

②
『
貼
晴
録
』
に
み
ら
れ
る
醤
喰

次
に

『貼
晴
録
」
は
、
幕
府
の
崩
壊
、
明
治
政
府
の
誕
生
と

と
も
に
、
文
明
が
著
し
く
西
殴
化
、
近
代
化
し
た
直
後
の
勧
誠
(
を

想
定
し
て
書
か
れ
た
)
書
で
あ
る
た
め
、
際
立
つ
の
は
や
は
り

醤
喰
の
題
材
で
あ
っ
た
。
特
に
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

は
、
明
治
五
年
に
発
布
さ
れ
た
学
制
に
よ
る
国
民
皆
教
育
で
あ

ろ
う
。
近
代
科
学
知
識
に
新
鮮
な
驚
き
を
得
た

一
般
大
衆
に
対

し
て
、
そ
の
知
識
を
警
職
と
し
て
用
い
る
事
が
有
効
と
考
え
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
第
五
重
に
お
け
る
在
心
の
勧

誠
で
、
伝
統
的
に
は

「往
生
論
註
』
に
見
ら
れ
る
「
千
載
闇
室

の
醤
え
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が

そ
れ
を
「
湿
菌
の
日
光
に

蝕
る
れ
ば
直
に
崩
壊
す
る
が
如
し
」
と
科
学
的
題
材
に
置
き
変

え
て
い
る
事
な
ど
が
興
味
深
い
。

ま
た
、
西
洋
哲
学
の
新
し
い
思
考
法
に
対
す
る
防
衛
策
と
し

て
、
理
論
武
装
が
必
要
と
考
え
た
の
か
、
執
助
な
ま
で
に
西
洋
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哲
学
者
の
言
葉
を
警
職
に
引
用
し
、
旧
来
の
浄
土
教
学
に
も
矛

盾
の
無
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

以
下
、
特
徴
的
な
数
例
を
示
す
。
(
頁
数
は

『浄
土
宗
教
学
大

系
八
』
の
も
の
)

O
儲
悔
↓
清
水
を
汲
み
て

一
瞥
す
れ
ば
清
微
塵
を
見
ざ
れ
ど
も
、

之
を
顕
微
鏡
に
て
試
験
す
る
時
は
、
如
何
な
る
名
誉
の
井
泉
も
、

ば
い
き
ん

徽
菌
昆
虫
群
生
し
て
、
そ
の
醜
識
見
る
に
堪
え
ざ
る
も
の
な
り
。

人
類
に
対
し
宗
教
の
浄
破
璃
鏡
を
掲
ぐ
れ
ば
同

一
結
果
な
り
。

(司

ω∞
]
{
)

O
三
宝
帰
依
、
仏
陀
と
共
に
共
存
の
天
地
に
入
る
↓

路
に
迷

へ
る
小
児
の
父
母
の
家
に
還
り
た
る
が
如
く
、
小
資
の
商
人
の

大
な
る
会
社
に
擢
用
せ
ら
れ
た
る
が
知
し
。
(司
ω
∞ω)

O
宗
教
の
価
値
↓

ビ
ス
マ
ル
ク
日
く
「
予
の
老
い
て
激
職
に
堪
え
得
る
は
宗
教
の

安
慰
あ
る
に
よ
る
」

ア
リ
ス
ト
ー
ル
日
く
「
天
を
敬
は
ざ
る
精
神
は
勇
気
無
き
精
神

な
り
」
ベ
ー
コ
ン
日
く
「
人
も
信
仰
心
あ
れ
ば
人
性
以
上
の
勇
気
を
得

ぺ
き
な
り
」

カ
ン
ト
日
く
「
最
高
の
普
は
、
心
性
の
不
消
滅
を
想
定
し
た
る

心
に
あ
ら
ざ
れ
ば
存
在
せ
ず
」
(
司
ω∞
品
)

O
難
遂
往
生
の
機
・
第

一

嬬
慢
↓
邪
気
は
物
の
充
満
せ
る
所

に
は
入
る
こ
と
克
は
ず
。
常
に
虚
隙
を
伺
ふ
て
之
に
乗
ず
。
ー

心
に
勝
他
貢
高
の
情
を
懐
か
ば
、
日
々
千
遍
万
遍
の
念
仏
も

一
々

虚
隙
あ
る
こ
と
軽
石
の
如
く
1

(司

ω句
。
)

O
厭
離
械
土
↓
シ
ョ

ッ
ペ

ン
ハ
ワ

l
日
く
「
生
活
す
る
と
い
う

は
欲
望
な
り
。
欲
望
す
と
は
欠
乏
を
感
ず
る
事
な
り
。
欠
乏
を

感
ず
る
は
苦
痛
な
り
。
故
に
生
活
す
る
は
苦
痛
な
り
」
(
H
U
ω
ゆ
吋
)

O
厭
離
積
土
と
処
世
生
活
↓
厭
離
磁
土
と
は
、
単
に
現
実
生
活

と
地
上
の
幸
福
の
み
に
満
足
せ
ざ
る
の
謂
な
り
。
ー
現
実
生
活
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以
上
、
精
神
的
平
和
の
生
活
を
求
め
、
地
上
の
幸
福
以
外
、
心

霊
的
高
尚
の
幸
福
を
欣
ぶ
を
厭
離
楊
土
と
云
う
。

(33)

O
愚
鈍
第

一
↓

ベ
ー
コ
ン
日
く
「
少
し
哲
学
を
学
べ
ば
宗
教
を
排
し
、
多
く
哲

学
を
学
べ
ば
宗
教
を
信
ず
る
に
到
る
」

ホ
ッ
プ
ス
日
く
「
教
法
は
丸
薬
の
知
し
、
丸
呑
に
し
て
噛
み
砕

く
べ
か
ら
ず
」
(
司
色
。
)

O
称
名
の
功
徳
↓
恰
も
、
乳
児
の
母
の
乳
を
の
む
や
、
も
と
よ

り
化
学
的
分
析
の
説
明
を
要
さ
ず
、
身
体
の
栄
養
と
な
す
が
知

し
。
文
、
小
児
が
父
と
呼
び
母
と
呼
ぶ
簡
単
な
る

一
語
中
、
如

何
に
無
量
の
意
昧
が
含
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
思
へ
。
(司色
N
)

O
念
仏
は
情
に
あ
り
て
理
に
あ
ら
ず
↓
西
洋
に
て
或
る
生
物
学

者
は
ミ
ミ
ズ
の
研
究
に
二
十
余
年
を
費
や
し
つ
つ
あ
り
と
云
う

ー
さ
れ
ば
日
常
些
末
の
事
物
す
ら
到
底
信
仰
を
離
れ
て
は
存
用

す
る
こ
と
能
わ
ず
。
然
る
に
そ
の
遥
か
に
地
上
の
生
活
と
、

幸

福
以
外
に
属
す
る
宗
教
に
対
し
、
教
祖
の
宣
説
、
先
人
の
実
験
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を
軽
視
し
、
理
屈
を
以
て
事
ご
と
に
解
釈
を
得
ん
と
欲
す
る
は

根
本
的
に
誤
れ
り
。
(
司
色
。
)

O
信
仰
は
最
初
が
大
切
↓
肖
像
画
を
描
く
に
色
彩
光
線
等
の
過

誤
は
後
に
筆
削
自
由
な
れ
ど
も
、
其
の
下
画
の
曲
れ
る
は
到

底
正
す
べ
き
こ
と
難
し
。
人
も
成
長
後
の
悪
習
は
改
む
べ
し
。

(
司
色
∞
)

O
心
行
具
足
↓
三
心
は
行
人
の
内
因
に
し
て
、
本
願
は
教
主
の

外
縁
な
り
。
内
因
、
心
に
熟
す
る
も
の
表
に
発
し
て
念
仏
の
声

と
な
る
。
1
心
行
具
足
す
る
と
き
は
、
鉄
と
磁
気
と
の
相
感
じ

月
と
潮
流
と
の
相
引
く
如
く
ー
も
し
亦
、
内
因
、
心
に
熟
せ
ざ

れ
ば
、

た
と
え
百
万
の
称
名
を
重
ぬ
と
云
う
と
も
唯
是
れ
蛙
鳴

蝉
曝
の
類
の
み
。
(
司
色
。
)

O
信
機
↓
人
生
三
大
問
題
た
る

「我
何
れ
よ
り
来
る
」

「我
何
の

為
に
生
活
す
る
」「
我
終
に
何
く
に
逝
く
」
と
云
う
事
の
解
決
は
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ー
現
前
の
事
実
に
立
脚
し
て
起
こ
り
た
る
信
仰
は
確
固
た
る
根

拠
あ
る
を
以
て
異
縁
に
会
す
る
も
乱
れ
ず
。
ー
未
知
未
見
の
過

去
世
の
罪
悪
や
未
だ
試
み
ざ
る
未
来
の
堕
落
の
知
き
仮
定
的
事

実
の
上
に
信
仰
を
建
立
せ
ん
と
企
つ
る
は
、
例
え
ば
、
砂
上
に

楼
を
築
か
ん
と
す
る
が
如
し
。
(
司
色
。
)

O
近
世
科
学
万
能
主
義
の
弊
害
↓
近
世
科
学
万
能
主
義
の

一
時

世
界
の
大
勢
を
支
配
し
て
よ
り
、
疑
心
増
の
衆
生
の
増
加
発
生

す
る
こ
と
、
新
緑
の
毛
虫
の
如
く
(
司

8H)

O
科
学
と
宗
教
↓
宇
宙
の
不
可
解
の
事
を
以
て
充
て
、
す
な
わ

ち
人
智
の
有
限
不
完
全
な
る
証
明
な
り
。
ー
み
だ
り
に
分
外
の

所
に
鍬
を
入
れ
ん
と
は
せ
ず
、
学
術
の
範
囲
と
し
て
之
を
研
究

し
、
宗
教
は
宗
教
の
画
線
に
従
っ
て
信
奉
す
る
な
り
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
日
く
「
吾
が
此
の
身
が
世
間
に
如
何
様
に
現
る

る
か
を
知
ら
ず
、
さ
れ
ど
五
口
自
身
の
眼
に
は
、
五
口
は
海
浜
に
遊

べ
る
児
童
が
、
僅
か
に
滑
な
る
蝶
石
、
美
し
き
貝
殻
の

一
片
を

拾
ひ
集
め
居
る
が
如
く
感
ず
る
な
り
」
(
司
お
と

O
念
仏
は
様
な
き
を
様
と
す
↓
(
単
純
の
中
に
複
雑

一
切
を
包

め
る
意
)
彼
の
白
色
は
無
色
な
り
と
云
う
は
是
れ
、
只
肉
眼
を

以
て
非
科
学
的
に
し
ば
ら
く
仮
定
す
る
の
み
。
そ
の
実
、
青
黄

紫
赤
七
色
の
融
合
す
る
も
の
、
即
ち
白
色
と
は
無
色
に
あ
ら
ず
、

七
色
の
和
な
り
と
云
う
べ
き
の
み
。
七
色
を
円
盤
に
画
し
て
迅

速
に
回
転
す
れ
ば
白
色
に
化
し
、
太
陽
の
光
線
を
尖
り
ガ
ラ
ス

に
映
ず
れ
ば
七
色
に
分
解
し
得
ら
る
る
事
は
誰
し
も
実
地
に
験

知
す
る
所
な
り
。

(司主。)

O
織
悔
↓
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
、
其
の
心
地
を
仏
の
光
明

中
に
安
ず
れ
ば
、
仏
徳
冥
加
し
て
精
神
自
然
に
清
浄
と
な
る
。

ば
い
き
人

例
え
ば
汚
物
を
執
り
て
、
太
陽
に
曝
せ
ば
、
徽
菌
自
ず
か
ら
温

熱
に
由
り
て
消
散
す
る
が
知
し
。
市
立
。
)

O
大
光
明
中
に
魔
事
な
し
↓
近
世
も

っ
と
も
進
歩
し
た
る
学
術

の
実
験
す
る
所
に
し
て
、
そ
の
快
活
満
足
の
感
情
は
血
液
中
に

一
種
の
興
奮
剤
を
醸
し
、
憂
欝
不
平
の
感
情
は
血
液
中
に

一
種

結縁五重相伝勧誠録の比較研究373 



の
毒
物
を
挑
発
す
1
し
か
る
に
造
罪
の
記
憶
を
仏
前
に
表
白
し
、

至
心
に
繊
悔
し
て
心
地
を

一
洗
す
れ
ば
、
身
は
重
担
を
お
ろ
し

て
起
居
自
ず
か
ら
軽
安
と
な
り
、
快
活
と
満
足
と
の
感
情
、
全

身
に
充
つ
る

1
(司
合
N
)

O
ポ
ー
ル
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
日
く
「
わ
れ
善
を
行
わ
ん
と
欲
す
る
時
、

悪
の
我
に
居
る
事
会
』
知
る
」
(
司
合
∞
)

O
ロ
ン
グ
フ
エ
ロ

l
日
く
「
昼
間
、
月
を
眺
め
て
其
の
要
を
認

め
ざ
り
し
が
、
夜
に
入
っ
て
よ
り
其
の
光
明
の
貴
き
を
知
る
」
と
。

O
如
来
の
光
照
↓
水
、
若
し
太
陽
の
光
熱
に
触
る
る
時
は
、
知

何
に
洋
々
た
る
千
里
の
大
江
も
縛
秒
と
し
て
水
蒸
気
と
な
り
、

天
空
に
蒸
発
す
る
は
、
こ
れ
優
勢
な
る
如
来
の
他
力
、
万
機
を

論
ぜ
ず
、
そ
の
光
明
界
に
摂
取
し
た
も
う
適
例
1
(司
怠
。
)

O
厭
離
横
土
↓

ビ
ス
マ
ル
ク
臼
く
「
予
が

一
生
中
、
真
正
に
幸
福
感
ぜ
し
は
僅
々

二
十
四
時
間
に
過
ぎ
ず
」

ヴ
ィ
ク
ト
ル
ユ
ゴ

l
日
く

「最
も
栄
華
な
る
人
の
生
涯
に
あ
り

で
さ
え
も
、
常
に
歓
楽
よ
り
悲
哀
の
多
き
を
見
れ
ば
、
曇
天
は
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吾
人
に
恰
好
な
る
も
の
な
り
」
(
司
h
g
N
)

O
二
河
白
道
↓
こ
の
時
、
東
岸
よ
り
声
あ
り

ニ
ぷ

と

・つ
つ
う

い
て
額
上
に
癌
を
生
ず
る
あ
り
。
そ
の
痩
痛
に
堪
え
ず
、
声
を

蕊
に
小
児
の
頗

放
っ
て
号
泣
す
る
を
、
父
母
は
慰
諭
し
て
日
く
、
癌
は
己
に
癒

え
た
り
。
痛
は
巳
に
去
ら
れ
た
り
、
泣
く
泣
か
れ

1
と
。
小
児

は
慰
諭
に
遭
ふ
て
忽
ち
其
の
暗
を
止
む
れ
ば
、
幾
く
も
な
く
し

て
癌
も
ま
た
真
に
癒
ゆ
る
な
り
、
痛
も
ま
た
真
に
去
る
な
り
。

仏
と
吾
等
と
心
霊
感
応
す
る
と
き
は
、
食
眠
の
癌
も
痛
苦

を
与
ふ
る
こ
と
克
は
ず
j

(
司
怠
仏
)

O
在
心
↓
罪
悪
は
た
と
え
、
其
の
外
形
著
大
な
り
と
す
る
も
、

其
の
実
質
は
不
安
の
情
と
倶
起
す
る
が
故
に
、
極
め
て
脆
弱
な

る
も
の
と
す
。
之
を
例
へ
ば
、
混
滑
質
の
鉱
物
の
知
し
。
ー
若

し
多
方
面
に
於
い
て
良
心
普
業
の
勢
を
示
す
あ
れ
ば
、
忽
ち
其

の
打
撃
を
受
け
て
原
形
を
失
ふ
。
之
を
例
せ
ば
、
湿
菌
の
日
光

に
蝕
る
れ
ば
直
に
崩
壊
す
る
が
如
し
。
(
司
怠
∞
)
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O
在
縁
↓
蕊
に
二
頼
の
果
実
あ
り
と
せ
ん
に
、
そ
の

一
頼
は
極

め
て
悪
質
に
し
て
、
そ
の

一
頼
は
極
め
て
美
質
な
り
。
然
る
に

園
丁
、
悪
質
の
果
を
痩
地
に
植
え
て
市
も
更
に
培
養
に
勉
め
ず
。

美
果
は
肥
地
に
種
え
て
濯
瓶
施
肥
の
功
を
尽
く
す
と
せ
ば
、
そ

の
結
果
知
何

1
答
へ
を
侠
た
ず
し
て
知
る
べ
き
の
み
。
(
司
怠
匂
)

O
有
間
心
↓
有
間
心
と
は
、
造
業
の
聞
に
、
余
念
余
想
を
交
ふ

る
こ
と
に
し
て

一
致
の
欠
け
た
る
不
堅
実
の
精
神
な
り
。
例

せ
ば

ロ
シ
ア
軍
の

ロ
シ
ア
人

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

・
ポ
l

ラ
ン
ド
人

・
ユ
ダ
ヤ
人
等
各
種
の
血
族
混
消
し
て
統

一
せ
ざ
る

が
如
し
。

1
所
作
に
油
断
あ
り
て
必
死
的
の
勢
力
に
欠
乏
す
る

な
り
。
(
司
台
。
)

O
無
間
心
↓
無
間
心
と
は

両
者
の
中
間
に
余
意
異
心
を
挿
ま

ざ
る
な
り
。
自
己
の
精
神
に
就
い
て
云
は
ば
、
前
心
後
心

一
致

を
保
つ
な
り

0
1
例
せ
ば
、
大
和
魂
の
風
化
に
統

一
せ
ら
れ
た

る
五
口
が
軍
人
は
、
世
界
に
於
い
て
最
も
勇
敢
の
名
誉
を
冠
せ
ら

る
る
が
知
し
。
(司
令
N
)

O
五
重
の
総
括
↓
ヒ
レ
モ
ン
と
云
へ
る
賢
者
、
常
に
人
に
訓
へ

て
日
く
、
「
汝
は
人
な
り
、
常
に
こ
れ
を
考
へ
て
忘
る
る
な
か
れ
」

(
可
仏
、
吋

ω)

O
五
重
の
総
括
↓
佐
藤

一
斎
日
く
「
聖
人
は
猶
、
赤
カ
ッ
パ
の

知
し
。
胸
に

一
つ
の
締
ま
り
だ
に
あ
れ
ば
、
全
体
は
只
ふ
わ
ふ

わ
と
し
な
が
ら
、
終
に
体
を
離
れ
ず
」
と
。

(E吋
ω)

O
信
者
の
処
世
術
↓
信
者
の
処
世
、
之
を
水
車
に
喰
ふ
べ
し
。

車
の
全
分
、
水
に
入
れ
ば
流
れ
て
用
を
な
さ
ず
。
又
、
全
然
水

を
離
れ
て
は
回
り
難
し
。
半
ば
水
に
入
り
半
、
ば
水
を
出
て
、

る
部
分
は
流
れ
に
従
ひ
、
出
づ
る
部
分
は
水
に
逆
ふ
て
水
車
の

用
を
遂
ぐ
。
信
者
の
慣
に
交
り
て
処
山
の
務
に
山
す
る
は
、
其

の
水
に
入
る
部
分
な
り

併
し
な
が
ら
信
念
あ
り
て
世
の
邪
悪

に
深
入
り
せ
ざ
る
は
、
水
を
出
て
流
れ
に
逆
へ
る
部
分
な
り
。

(
司
品
、
吋

ω)

人
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③
「
五
重
講
説
』
に
み
ら
れ
る
警
職

吉
岡
阿
成
と
岩
井
智
海
は
同
世
代
の
人
間
で
あ
る
が
こ
の

二
冊
の
勧
誠
録
は
趣
が
ま
る
で
異
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

『貼
晴
録
』
が
阿
成
四

O
歳
(
明
治
三
八
年
)

の
草
稿
で
あ
る
の

に
対
し
、

『五
重
講
説
』
は
智
海
晩
年
(
昭
和
六
年
)

の
勧
誠
で

あ
り
、

そ
の
二
十
数
年
の
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
、

と
り
も
な
お
さ
ず

日
露
戦
争
勝
利
に
よ
る
日
本
の
急
速
な
軍
国
主
義
化
の
影
響
に

他
な
ら
な
い
。
前
線
で
の
慰
問
布
教
を
し
て
き
た
智
海
が
、
そ

の
経
験
か
ら
表
れ
た
警
職
を
多
く
用
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
全
体
を
通
し
て
、
勧
誠
内
容
の
大
半
が
誓
喰
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
る
事
も
、
智
海
の
布
教
の
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
特
徴
的
な
数
例
を
示
す
。
(
頁
数
は
『浄
土
宗
選
集
」
八
・
九

巻
の
も
の
)

O
弥
陀
の
救
い
↓
歴
史
的
に
眺
め
て
み
た
な
ら
ば
、
太
陽
と
い

う
も
の
は
何
十
億
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
古
い
も
の
で
あ
り

ま
す
が

し
か
し
こ
れ
に
直
接
し
直
感
し
て
み
れ
ば
、
太
陽
は

昔
の
太
陽
で
は
な
い
。
1
今
わ
れ
ら
は
現
実
に
太
陽
の
光
明
の
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中
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
太
陽
の
温
か
い
光
照
の
恵
み
に

育
て
ら
れ

1
(可
巴
品
)

O
往
生
の
意
昧
↓
往
と
は
「
往
く
」

で
あ
り
ま
す
。
人
の
思
想

の
中
で
往
く
と
い
う
思
想
は
最
も
元
気
の
強
い
、

し
か
も
希
望

に
輝
い
た
世
に
い
う
溌
刺
と
し
た
飛
び
立
つ
勢
い
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

1
(競
馬
場
で
は
)
出
発
の
合
図
の
時
を
待
た
ん
と

す
る
の
に
、
馬
そ
れ
自
身
も
競
争
心
強
く
起
こ
る
も
の
と
み
え

ま
し
て

1
あ
の
往
か
ん
と
す
る
元
気
、
そ
の
元
気
な
勢
い
は
何

と
も
い
え
な
い
胸
の
す
く
心
持
ち
が
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(司
N
K
H
匂
)

O
往
生
の
意
昧
↓

(
生
と
い
う
字
は
)
生
き
ん
と
し
て
木
々
の

小
枝
に
至
る
ま
で
我
劣
ら
じ
と
芽
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
小
さ
な
麦
の

一
粒
を
と
り
ま
し
で
も
、
ー
天
地
の
大
生
命

が
こ
の

一
粒
の
麦
の
中
に
も
宿
っ
て
生
き
生
き
と
す
る
勢
い
を

我
ら
は
見
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
往
生
と
い
う
言
葉
は
、
実
に
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こ
れ
ほ
ど
ま
ず
人
間
の
元
気
を
表
し
た
言
葉
は
な
い
と
言
っ

て

も
し
か
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
旬
以
。
)

O
還
愚
↓
消
極
的
に
罪
の
消
え
る
ほ
う
の
心
得
に
は
、

お
薬
を

頂
く
心
持
ち
で
お
念
仏
を
申
す
。
↓
た
だ
薬
学
博
士
は
、
こ
う

い
う
病
い
は
こ
う
い
う
薬
で
助
か
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

る
だ
け
で
、
飲
ま
な
け
れ
ば
そ
の
病
気
は
救
わ
れ
ぬ
。
(司自
ω)

O
還
愚
↓
積
極
的
に
我
ら
が
力
と
な
り
、
我
ら
が
生
き
て
ゆ
く

信
仰
の
営
み
を
勧
め
る
方
に
は
乳
を
頂
く
心
持
ち
に
た
と
え
る
。

↓
母
の
体
内
か
ら
分
泌
し
て
子
供
の
た
め
に
乳
と
な
る
。

ろ

い
ろ
解
剖
し
て
分
析
し
て
み
る
と
、
こ
れ
こ
れ
の
滋
養
分
が
あ

る
。
そ
の
滋
養
分
を
子
供
が
頂
け
ば
子
供
の
胃
の
断
で
消
化

さ
れ
肉
と
な
り
血
と
な
る
。
わ
け
わ
か
ら
ず
に
飲
ん
で
お
る
。

(司
N
A山
品

)

O
観
察
正
行
↓
(
貧
乏
学
生
が
)

し
ば
ら
く
手
を
組
ん
で
目
を

閉
じ
て
お
り
ま
す
と
、
思
わ
ず
故
郷
の
父
母
、
里
方
の
模
様
が

見
え
て
く
る
0
1
両
親
が
自
分
の
卒
業
を
待
ち
か
ね
て
い
る
。

苦
労
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
心
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
ー
下

子
に
ま
ご
つ
い
た
勉
強
を
し
て
い
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な

心
が
内
に
起
こ
っ
て
く
る
の
が
、
常
識
的
に
申
す
観
察
正
行
で

あ
り
ま
す
。

(Eg)

O
一
心
即
三
心
↓
た
と
え
て
み
れ
ば

一
心
国
家
の
た
め
に
尽

く
す
、
こ
の

一
心
国
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
こ
と
が
、
す
な

わ
ち
三
心
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
心
国
の

た
め
に
尽
く
す
と
い
う
の
に
は
、
真
実
私
の
止
む
に
止
ま
れ
ぬ

大
和
心
、
す
な
わ
ち
心
の
底
に
偽
り
の
な
き
真
心
を
捧
げ
て

心
国
の
た
め
に
尽
く
す
、

そ
の
国
の
た
め
に
尽
く
す
心
、
こ
れ

が
尊
い
当
然
の
道
と
信
じ
て
い
る
。
そ
う
し
て
ど
う
か
こ
の
国

を
永
遠
に
栄
え
さ
せ
て
ゆ
き
、
安
全
に
安
全
に
と
進
ま
せ
て
ゆ

き
た
い
と
い
う
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
身
も
心
も
時
に
命
を
捨

て
て
も
尽
く
す
と
い
う

一
心
、
そ
う
す
る
と

一
心
と
い
う
中
に

ま
こ
と
を
も
っ
て
尽
く
す
と
い
う
こ
と
と
、
尽
く
す
が
道
と
い

う
こ
と
を
信
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
て
こ
の
国
を
完
全
な
国
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に
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、

み
な
寵
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が

一
心
即
三
心
で
あ
り
ま
す
。
(句。)

O
至
誠
心
↓
資
本
金
が
な
か
っ
た
ら
自
分
の
腕
を
現
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
ま
い
が
、
も
し
そ
の
人
に
し
て
本
当
に
ま
こ
と
の

心
が
あ
っ
た
な
ら
、

い
か
な
る
資
本
金
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う

と
思
う
0
1
確
か
に
ま
こ
と
の
人
な
ら
ば
、
裸

一
貫
で
も
そ
れ

だ
け
の
力
さ
え
持
っ
て
お
っ
た
な
ら
ば
、
自
由
自
在
に
天
下
の

資
本
金
を
動
か
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
、
ま
し
て
い
わ
ん
や

ま
こ
と
と
い
う
も
の
は
実
に
天
下
を
動
か
す
、
神
仏
を
感
応
せ

し
む
る
力
が
あ
る
。
市
民
)

O
様
な
き
を
様
と
す
↓
念
仏
と
い
う
も
の
は
ち
ょ
う
ど
水
の
よ

う
な
も
の
で
、
こ
と
さ
ら
に
昧
わ
い
の
あ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
水
と
い
う
も
の
は
甘
か
ら
ず
酸
か
ら
ず
、
辛
か
ら
ず
、

苦
か
ら
ず
、
飲
ん
で
み
れ
ば
何
と
も
な
い
も
の

お
念
仏
も
ま

た
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
お
り
で
、

い
つ
で
も
同
じ
こ
と
、
ど
こ
で

称
え
て
も

一
つ
こ
と
、
別
に
飛
び
立
つ
よ
う
な
昧
わ
い
の
あ
る

も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ー
そ
ん
な
ら
昧
が
な
い
か
と
い
う

378 

と
、
甚
深
微
妙
の
法
悦
に

1
色
ど
り
の
な
い
と
こ
ろ
に
値
打
ち

が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
(司
N
H
)

O
深
信
↓
日
清
戦
役
の
当
時
、
平
壌
の
攻
撃
に
三
面
か
ら
わ
が

国
は
軍
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ー
い
っ
の
何
時
に
各
隊
が
ど
の

辺
ま
で
進
む
と
い
う
順
序
が
立
て
て
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

一
つ

の
疑
い
も
な
く
、
あ
の
困
難
な
中
で
前
面
の
敵
を
追
い
払
い

是
が
非
で
も
あ
る
時
日
に
あ
る
予
定
の
地
点
ま
で
み
ん
な
が
進

み
、
揃
っ
て
平
壌
攻
撃
を
始
め
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
相
方

互
い
に
信
じ
て
疑
わ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
ー
そ
の
疑
わ
ず
信
じ

て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、

1
わ
が
国
が
大
勝
利
を
得
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
(
可
包
)

O
往
相
回
向

・
還
相
回
向
↓
た
と
え
ま
す
れ
ば
、
私
は
ど
う
か

し
て
国
家
の
た
め
に
教
育
に
従
事
し
た
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

私
が
師
範
学
校
に
入
っ
て
、
ど
う
か
ひ
と
つ
立
派
な
人
格
を
具

え
て
人
を
教
育
す
る
だ
け
の
器
に
な
り
た
い
と
い
う
の
が
往
相
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廻
向
、
立
派
な
人
格
が
具
わ
り
立
派
に
卒
業
し
た
ら
還
っ
て
き

て
孜
々
汲
々
と
国
民
を
教
育
し
て
ひ
と
つ
あ
ら
ゆ
る
人
物
を
国

家
に
こ
し
ら
え
て
み
た
い
、

こ
れ
が
還
相
廻
向
で
あ
り
ま
す
。

財
産
を
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
往
相
廻
向
、
財
産
が
で
き

た
ら
ひ
と
つ
社
会
の
た
め
に
大
い
に
働
い
て
み
よ
う
と
い
う
の

が
、
す
な
わ
ち
還
相
廻
向
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
(
司
怠
)

O
回
向
発
願
心
↓
た
と
え
て
み
ま
す
と
下
関
か
ら
朝
鮮
釜
山
行

き
の
連
絡
船
に
乗
り
ま
す
。
上
に
は
帆
柱
に
上
っ
て
猿
の
よ
う

に
働
い
て
お
る
の
も
あ
れ
ば
、
谷
底
の
よ
う
な
船
底
に
入
り
て

火
を
た
い
て
働
い
て
お
る
者
も
あ
る
。
ー
お
の
お
の
異
な
っ
た

持
ち
場
持
ち
場
の
目
的
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
そ
の

船
員
の
職
分
が
全
部

一
致
し
ま
し
て
、
何
の
た
め
に
働
い
て
い

る
の
か
と
い
え
ば
、
こ
の
船
を
し
て
ど
う
ぞ
釜
山
の
港
に
着
け

た
い

1
こ
と
ご
と
く
釜
山
の
港
に
行
こ
う
と
す
る
大
目
的
に
統

一
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
の

一
切
の
行
為
は
た
だ
往
生

極
楽
の
た
め
、
あ
な
た
の
お
膝
下
に
参
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

」
こ
に
大
理
想
を
置
い
て
我
ら
は
生
き
た
人
生
を
進
ん
で
ゆ
く

の
で
あ
り
ま
す
。
(
司
hq)

O
領
解
↓
た
と
え
て
み
ま
す
と
畑
の
野
莱
、
こ
れ
を
歯
で
噛
ん

で
舌
で
ま
る
め
て
、
唾
液
を
充
分
に
混
ぜ
て
そ
う
し
て
喉
を
通

す
。
胃
の
服
で
充
分
胃
液
と
運
動
と
に
よ
っ
て
消
化
し
体
中
に

分
泌
す
る
。
そ
れ
が
血
と
な
り
肉
と
な
る
。
よ
く
話
が
わ
か
っ
た
。

よ
く
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
が

一
番
必
要
l
ど
う
か
縁
を
求
め

て
正
し
き
教
え
を
よ
く
お
聴
き
に
な
っ
て
よ
く
領
解
す
る
。
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
歯
で
噛
ん
で
充
分
に
噛
み
こ
な
し
て
ゆ
く
よ
う

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
(
苫
合
)

O
働
悔
↓
(
国
家
衛
生
法
に
よ
る
掃
除
の
監
督
官
に
対
し
)
こ

れ
は
も
う
掃
い
て
拭
い
て
締
麗
で
す
。
そ
の
掃
い
て
拭
い
て
は

よ
い
が
、
外
へ
担
ぎ
出
し
て
日
を
当
て
て
く
れ
た
か
、
そ
れ
は

も
う
掃
い
て
拭
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
じ
ゃ
い
か
ん
な
、

外
へ
や
は
り
出
し
て
干
し
て
、

は
た
い
て
く
れ
な
い
と
困
る
。

し
つ
こ
い
厳
し
い
試
験
官
だ
な
。
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
畳
を

外
へ
担
ぎ
出
し
、
鞭
当
て
て
打
っ
て
み
る
と
、
掃
い
て
拭
い
て
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奇
麗
な
畳
の
中
か
ら
、
も
う
も
う
と
塵
が
出
て
く
る
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
三
段
の
掃
除
の
警
え
と
申
し
ま
す
。
(巴∞
同)

O
二
河
白
道
↓
北
の
方
に
水
の
河
を
置
き
、
南
の
方
に
火
の
河

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
北
と
い
い
南
と
い
う
の
は
な
ぜ
水

の
河
を
北
に
置
い
た
か
、

な
ぜ
火
の
河
を
南
に
置
い
た
か
j
こ

れ
は
陰
陽
の
警
え
で
あ
り
ま
す
。
(
司
]{
∞
匂
)

ー
北
の
方
を
陰
気

に
た
と
え
、
南
の
方
を
陽
気
に
た
と
え
ま
し
て

(28)

そ

れ
か
ら
水
を
欲
に
た
と
え
て
、
火
を
腹
立
つ
と
い
う
こ
と
に
た

と
え
ま
し
た
の
は
、
水
は
溜
ま
る
、
そ
れ
に
毒
水
も
た
ま
れ
ば

匂
い
の
悪
い
水
も
溜
ま
る
、
ま
た
水
晶
の
よ
う
な
水
も
溜
ま
る
、

そ
れ
で
欲
を
水
に
た
と
え

(
E
S
)
ー
そ
れ
か
ら
火
と
い
う

も
の
は
焼
き
亡
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
腹
を

立
て
る
と
い
う
こ
と
は
破
壊
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
て

l

(司
H
C
ω
)

O
二
河
白
道

・
黒
雲
は
痴
の
晴
え
↓
あ
る
い
は
黒
雲
を
画
い
て
、

愚
痴
を
自
然
に
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
市
立
N
)

380 

O
二
河
白
道

・
一
声

一
声
に
歩
む
↓
汽
車
の
列
車
を
動
か
す
の

は

一
つ
の
車
の
輪
が

一
つ
の
列
車
を
動
か
す
力
を
持
っ
て
い

る
0
1
一
遍
で
よ
い
の
で
は
な
い
。

一
遍
で
動
か
す
力
の
あ
る

も
の
を
、
も
っ
と
相
続
し
て
い

っ
て
、
東
京
か
ら
大
阪
に
列
車

が
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

一
つ
一
つ
の
車
・に、

遍

遍
そ
の
箱
を
動
か
す
力
を
持
っ
て
い
る
、
あ
の
力
で
あ
り
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る

一
声

一
声
に
、
我

を
救
う
力
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
(
足
怠
)

O
今
現
在
説
法
↓
如
来
の
お
膝
下
に
は
常
住
現
、
常
に
始
め
も

な
く
終
わ
り
も
な
く
、
今
日
も
現
に
説
法
な
さ
れ
る
。
来
年
去

年
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
同
士
の
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て

太
陽
に
は
去
年
も
な
く
今
年
も
な
い
。
夜
と
か
昼
と
か
い
う
こ

と
も
、
地
球
上
で
い
う
こ
と
で
、
地
球
が
ぐ
る
り
と
廻
っ
て
太

陽
に
背
け
ば
夜
と
な
り
、
太
陽
に
向
か
え
ば
径
一と
な
る
け
れ
ど

も
、
太
陽
に
は
夜
も
畳
も
な
い
。
去
年
も
な
け
れ
ば
今
年
も
な
い
。

元
日
も
な
け
れ
ば
晦
日
も
な
い

い
つ
も
い
つ
も
、
太
陽
は
常
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住
現
で
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
も
常
に
在
し
て
、
我
ら
を

光
明
あ
ま
ね
く
照
ら
し
て
救
わ
ん
と
な
さ
っ
て
い
る
み
仏
で
あ

る
。
(司自
ω)

O
惜
悔
↓
罪
の
消
え
る
と
い
う
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
茶
碗
を
洗

う
に
た
と
え
る
の
で
す
。
茶
碗
と
い
う
も
の
は
、
垢
が
つ
き
ご

み
が
つ
く
と
働
き
を
失
い
ま
す
。
た
と
え
何
万
の
金
を
か
け
た
、

結
構
な
お
茶
碗
で
も
、
ご
み
だ
ら
け
で
は
、
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
間
も
ま
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
お
り
で
、
ど
ん
な
に
学
問
が
あ

り
、
天
才
が
あ
り
、
働
き
が
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
悪
い
こ
と
を

し
て
く
れ
る
と
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

お
茶
碗
を
、
洗
い
清
め
て
拭
き
ま
す
と

元
の
と
お
り
に
、
茶

碗
は
茶
碗
の
働
き
、
値
打
を
現
わ
し
て
く
る
。
(司

NS)

O
惜
悔
↓
浄
土
宗
に
お
き
ま
し
て
、
如
来
大
悲
の
み
救
い
の
う

え
に
お
い
て
、
罪
の
消
え
る
と
い
う
の
は
、
茶
碗
を
洗
う
警
え

で
は
、
意
昧
が
判
然
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
「
明

閣
の
警
え
を
用
い
よ
」
と
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
千
年
も
閉

じ
込
め
ら
れ
た
蔵
が
あ
る
。
提
灯
と
い
う
尊
い
明
る
い
も
の
が
、

今
蔵
の
中
に
お
入
り
に
な
る

1
暗
い
真
中
に
、
提
灯
を
持
っ
て

入
る
、
こ
れ
が
浄
土
教
格
外
の
宗
風
、
念
仏
の
み
力
に
よ
っ
て

罪
が
消
え
る
と
い
う
昧
わ
い
で
あ
り
ま
す
。
(
司
句
。
)

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
以
降
、
浄
土
宗
布
教
の
要
と
し
て
伝

統
的
に
続
い
て
き
た
結
縁
五
重
の
勧
誠
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
構

成
、
同
じ
法
説
を
説
く
に
あ
た
っ
て
先
師
は
全
く
遣
う
警
職
を

用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ
り
聴
衆
の
資
質
が

違
っ
て
来
よ
う
と
も
、
五
重
勧
誠
に
お
け
る
仏
法
そ
の
も
の
を

歪
め
て
し
ま
っ
て
は
、
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。
現
代
科
学
的
な

知
識
を
あ
た
か
も
真
理
そ
の
も
の
の
よ
う
に
説
く
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
現
代
人
の
気
質
に
布
教
師
が
迎
合
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
知
識
は
、
あ
く
ま
で
も
警
喰
と
し

て
の
使
用
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
み
超
え
て
し
ま
っ

た
ら
、
浄
土
宗
の
法
説
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
て
、
改
め
て
的
門
、
阿
成
、
智

で
き
る
の
で
あ
る
。

382 

海
三
師
の
勧
誠
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
法
話
に
お
け
る
警
喰

(
以
上

後
藤
真
法
)

の
性
格
と
そ
の
使
用
法
が
、

い
か
に
大
切
か
と
い
う
事
が
確
認

「三
勧
誠
録

一
覧
表
」

叙分説
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叙
説
分
第
二
席

叙

説

分

第

二

席

。
『
白
旗
制
戒
』
訓
読

O
機
悔
三
帰

O
制
戒
の
意
義
(
即
今
の
導
師
得
珠
山
は
、
元
祖
一O
倣
悔
文
の
大
旨
と
意
義

大
師
よ
り
は
第
六
十
幾
代
、
了
誉
上
人
よ
り
は

一O
三
帰
の
意
義

第
六
十
幾
代
の
相
伝
に
し
て
、
異
途
な
く
、
今
一(〉
ボ
教
の
価
値
と
三
帰
(
唯
宗
教
の
信
仰
の
み

般
汝
等
に
伝
授
に
及
ぶ
事
な
れ
ば
、
此
制
戒
の

一あ
り
て
老
病
死
苦
を
緩
和
安
祥
な
ら
し
む
)

越
を
能
く
能
く
相
守
ら
る
べ
し
)

一
O
加
行
中
の
制
規
八
件
(
事
情
に
応
じ
適
宜
に

O
制
戒
の
文
意

一制
定
す
べ
し
)

-
表
題
の
字
義

一①
毎
朝
参
詣
の
時
先
ず
仏
前
を
拝
し
て
後
ち
控

・
五
ヶ
条
の
意
義

一室
に
入
る
事

-
求
法
の
意
義
(
雪
山
童
子
求
法
の
縁
)

一②
控
室
に
於
て
も
成
べ
く
雑
話
を
慎
み
静
に
法

・
求

法

の

心

得

一

義

を

信

念

す

べ

き

事

・
誓
言

一

①

道
場
に
入
る
と
き
は
塗
香
触
香
を
忘
る
べ
か

・
制
戒
厳
守
と
達
H
の
建

一

ら
ざ
る
事

・
現
世
に
無
比
の
楽
を
得
る
の
誤
解
(
求
時
不
一①
道
場
に
在
つ
て
は
礼
持
称
名
を
励
み
罪
滅
生

得

、

不

求

自

得

の

法

門

)

普

を

祈

る

べ

き

事

⑦
正
伝
法
之
日
は
、
殊
に
身
器
清
浄
に
し
て
、

一手

遣

さ

ざ

る

様

勧

告

す

る

こ

と

と

い

う

こ

と

)

時
魁
遅
々
な
く
、
早
出
た
る
べ
き
事

一
(
以
て
初
日
、
中
日
、
伝
法
日
、
の
み
に
来
詣
一・
礼
拝
に
つ
い
て
(
上
中
下
品
礼
・
合
掌
に
つ

O
五
重
の
灘
鱗

一せ
ば
可
な
り
な
ど
思
へ
る
誤
解
を
此
の
所
に
於
一い
て
)

O
在
家
へ
の
伝
法
の
由
来

一て
大
に
戒
む
べ
し
)

・
念
仏
の
申
し
方
(
心
念
の
念
仏

・
大
き
な
声

。
五

重

の

法

体

(

心

存

助

給

口

称

南

無

阿

弥

陀

一

の

念

仏

・

小

声

の

念

仏

・

舌

端

微

声

の

念

仏

)

仏
の

一
行
、
仏
祖
三
国
相
伝
の
趣
を
異
途
相
承
一

す
る
が
正
体
)
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席
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の 文同

互農 理園
民

あり 交野

初重第
カszzz君。臨産量 時霊て2童 皇室biらざ 於故文 『高戒自 陣欠す てにべ

安是
るのりではは のの 成還事き

席
こ事義 は 不 体梓革晦 べ る苦断るえと却譲用 かべる

(法然上 り」 の
つ. らざ と
特ての べの き

?に 韮朱争庫護裏 詰 て学圭?盟主 は
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のる
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席
るのき

欠陥 る

書告 のZ銭だE 大意

け会l口
で書喜 の
持第

実芝
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fi)f'先ノ ート

O
初
重
伝
燈
分
(
法
然
上
人
伝
歴
・
開
宗
の
理
一
O
難
遂
往
生
機
第
一
(
反
至
誠
心
・
僑
慢
は
本
一・
三
毒
の
煩
悩
(
信
仰
の
生
活
に
入
る
に
は
)

由・

「往
生
記
」
制
作
の
由
来
)

一よ
り
信
心
と
両
立
せ
ざ
る
の
心
所
な
り
)

一・
往
生
記
の
精
神
に
生
き
よ
(
機
を
知
る
は
万

O
仏
教
の
所
詮
(
機
根
と
所
修
の
法
・
仏
教
の

一
O
難
遂
往
生
機
第
四
(
反
至
誠
心
・
欣
求
の
思
一福
の
本
)

初
入
、
機
法
二
種
を
知
る
を
肝
要
と
す
る
)

一
い
起
こ
り
難
き
こ
と
・
精
神
的
平
和
の
生
活
を
一・
機
根
と
は
(
知
機
に
つ
い
て
)

O
初
重
の
大
意

一求
め
、
心
霊
的
高
尚
の
幸
福
を
欣
ぶ
を
厭
離
械
一・
信
仰
の
必
要
(
人
力
の
尽
き
果
て
た
と
こ
ろ

O
難
遂
往
生
の
機
十
三
人
を
訓
読
(
各
々
そ
の
一土
と
云
う
)

一が
信
仰
の
出
発
点
)

意
義
を
説
く
)

一
O
難
遂
往
生
機
第
五
(
反
深
心

・
信
心
具
足
の
一

一三
相
。
①
我
は
弥
陀
如
来
の
御
子
な
り
云
々
①
一

初
重
第
二
席

一極
楽
は
我
が
精
神
世
界
な
り
云
々
①
日
課
念
仏
一初
重
第
二
席

O
序
弁
(
難
遂
往
生
の
機
は
三
心
欠
け
た
る
故
・-相
続
し
て
往
生
の
業
因
を
増
長
し
現
在
の
護
念
一O
初
重

『往
生
記
」
の
大
意

不
具
の
三
心
、
未
具
の
三
心
)

一を
望
む
べ
し
)

一・
知
機
の
ま
と
め
(
助
か
り
先
の
な
い
こ
と
は

O
四
障
(
灘
遂
往
生
の
機
の
結
釈
)

一
O
難
遂
往
生
機
第
九
(
反
回
向
心

・
二
兎
追
う
一私
の
身
に
現
夜
具
わ
っ
て
い
る
事
実
)

O
四
機
(
往
生
の
機
・

三
心
必
具
の
こ
と
)

一者
は

一
兎
も
得
、ず
・
迷
信
と
正
信
の
相
状

・
宗
一O
往
生
記
の
内
容

O
第
五
愚
鈍
念
仏
往
生
機
(
第

一
か
ら
第
六
の

一教
の
正
否
を
試
験
す
る
3
点
。
①
開
祖
の
性
格
一・
四
障
四
機
(
往
生
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
)

人
を
略
弁
す
る
)

一

及
経
歴
①
教
理
の
大
体
市
議
化
の
結
果
)

一・
往
生
の
真
意
(
往
生
と
は
往
い
て
生
ま
れ
る
)

O
第

一
の
機
、
単
直
仰
信
の
機
を
詳
説

一
O
恐
鈍
念
仏
往
生
機
の
A

(

宗
教
の
極
致
、
他
一・
『往
生
記
』
を
鋭
と
し
予
本
と
す
る
(
臼
己

O
単
直
仰
信
の
因
縁
(
『勅
伝
』
第
一二
卜
、
帰
一力
の
救
済
は
唯
仰
い
で
信
ず
る
も
の
)

一を
子
本
ど
お
り
に
円
熟
さ
せ
て
ゆ
く
)

院
国
高
砂
の
老
夫
婦
他
)

(

四

障

四

機

の

表

日

を

筒

択

し

て

弁

ず

る

も

可

)

一・
往
生
得
不
得
の
自
己
の
手
本
(
愚
鈍
念
例
第

O
知

機

と

伝

え

る

一

の

機

・

本

願

の

名

号

・

平

等
の
慈
悲
)

(『小
消
息
』
は
流
通
分
に
て
説
一以
)

・
二
舷
(
生
息
、
還
想
、
同
感
・
智
者
の
振
舞

い
を
せ
ず
し
て
唯

一
向
に
念
仏
す
べ
し
)

・
初
重
ま
と
め
(
伝
仰
の
入
け
は
向
分
を
信
じ

る
こ
と
)
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一重
第

一
席

二
重
第

一
席

曜

第

一
席

O
一
讃
題
「
つ
み
と
が
は
露
と
や
消
む
御
名
と
な
一
O
謝
題
(
冨
手
印
』
序
文

)

O
訓
読

「末
代
念
仏
者
浄
上

一
宗
の
義
を
知
つ

ふ

阿

弥

陀

仏

の

照

す

光

り

に

」

一

O
二
重
伝
燈
分
(
霞
手
印
」
制
作
の
由
来
)
て
浄
土

一
宗
の
行
を
修
す
べ
き
首
尾
次
第
篠
々

Q
序
弁
(
法
と
伝
え
る
)

一O
二
重

の

大

意

行

の

事

」

O
二
重
伝
燈
分

一
・
行
と
伝
え
る

O
二
重
伝
燈
分
(
二
祖
聖
光
上
人
伝
歴
・

「授

-一一
祖
型
光
上
人
伝
歴
(宗
祖
と
二
祖
の
対
面
・

一
・
往
生
の
行
法
を
あ
ま
ね
く
明
か
す
(
其
大
意
一手
印
」
制
作
の
由
来
・
手
印
と
は
)

三
重
の
念
仏
・
伝
灯
の
法
器
)

一を
知
る
こ
と
正
信
を
防
衛
す
る
上
に
大
な
る
勢
一O
代
念
仏
授
手
印
の
意
義
(
結
帰

一
行
三
味
の

・
『授
手
印
」
制
作
の
由
来

一力
と
為
る
べ
き
法
を
択
び
、
助
正
二
行
と
三
心
一口
称
念
仏
)

O
「授
手
印
」
の
序
文
を
略
弁

↑と
四
修
を
弁
解
せ
ん
と
予
告
す
べ
し
)

-
O初
重
と
二
重
と
の
関
係
(
二
重
の
巻
物
は
、

・
各
文
の
意
義
と
字
義

一
・
学
問
と
宗
義
(
「禅
勝
房
日
く
浄
土
宗
の
学
一
全
く
助
か
ら
ぬ
初
重
の
巻
物
の
人
を
助
け
上
げ

・
鎖
西
義
と
異
議
に
つ
い
て
(
多
念
義
・

一
念
義
・

一間
の
所
詮
は
往
生
極
楽
は
易
き
こ
と
と
心
得
る
一て
ゆ
く
)

西
山
義
叫

一ま
で
が
大
事
な
る
な
り
。」
他
)

一O
二
重
の
大
意
(
結
州

一
行
三
昧
の
お
念
仏
を

O
ま
と
め

一
O
正
助
二
行

一申
せ
ば
よ
い
)

-一一
祖
聖
光
上
人
、

一
人
正
統
正
義
を
伝
持
す
。一

・
称
名
正
行

一O
起
行
(
五
樋
正
行

・
助
業
)

・
貞
極
上
人
日
く
、
仏
法
中
に
於
て
、
此
綬
手
一
・
林
名
の
卯
徳
と
そ
の
理
由
(
他
力
救
済
は
宗
一O
円
称
正
行
に
つ
い
て

印
は
、
法
界
第

一
の
苫
也
。

一

教
の
極
致
、
唯
だ
信
ず
る
も
の
白
身
の
直
覚
己
一

・
相
伝
の
趣
を
守
り
て
、
順
次
往
生
の
素
懐
を
一外
謂
ゆ
る
言
亡
慮
絶
な
り
。
言
亡
慮
絶
な
が
ら
一一
一貫
第
二
府

遂
ら
る
べ
き
者
な
り
。

に
唱
ふ
れ
ば
即
ち
其
心
中
に
無
限
の
趣
味
を
感
一O
六
字
の
名
号
に
つ
い
て

得
す
る
)

一O
念
仏
の
心
得
方
(
阿
弥
陀
ほ
と
け
我
を
助
け

・
林
名
を
本
願
と
す
る
五
つ
の
理
由

一た
ま
え
)

①
弱
者
が
強
者
に
擁
諮
を
要
求
す
る
自
然
の
情
一O
他
力
の
説
明
(
物
欲
的
な
他
力
と
自
覚
的
な

を
満
足
せ
し
め
ん
為
に
は
良
方
便
な
り

一他
力
)

①
対
象
に
親
近
す
る
尤
も
簡
易
な
る
方
法
な
り
一

③
人
の
心
識
は
縁
境
展
転
し
て
緊
念
相
続
し
難
一
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念
仏
に
て
、
常
念
相
続
を
肝
要
と
す
る
な
り

・
一O
安
心
と
起
行
(
針
と
糸
と
の
関
係
の
如
し
・

一O
一
心
と
三
心

念
仏
の

一
行
に
止
が
放
に
、
正
と
は
云
う
な
り
こ
浄
土
宗
徒
の
安
心
相

・
常
念
主
義
)

一・
三
心
具
足
(
縦
の
三
心
と
横
の
三
心
)

・
助
業
の
事
(
同
類
の
助
業
、
異
類
の
助
業
)

一①
至
誠
心

一・
散
の
一
心
と
定
の

一
心
(
浄
土

一
宗
の

て
心

O
三
心

一・
在
家
の
戒
む
べ
き
虚
仮
の
相

(
1
・
本
尊
帰
一は
散
の
一
心

・助
け
給
え
と
総
る

一
心
が
安
心
)

・三
心
の
意
義
(三
心
は
、
行
者
の
安
心
に
し
て
、

一依
の
念
忠
実
な
ら
ず
し
て
、
心
行
に
表
裏
あ
る
一①
至
誠
心

往
生
の
正
固
な
り

・
行
者
の
内
因
に
、
仏
の
外
一こ
と
、

2.
僑
慢
の
矯
め
に
至
誠
の
信
仰
を
失
一・
誠
は
価
値
な
り
(
ま
こ
と
は
人
な
り
、
力
な

縁
が
加
わ
れ
ば
、
往
生
浄
土
の
芽
は
生
ず
る
な
一う

こ

と

)

一

り

・

ま

こ

と

あ

れ

ば

人

と

人

と

の

心

は

.

つ

に

り

一・
世
は
虚
偽
の
界

一な
る
)

①
至
誠
心

一①
深
心

一・
虚
仮
(
名
聞
利
養
の
心
)

・
名
聞
利
養
の
虚
仮
は
病
、
往
生
の
為
に
中
す
一
・
信
機
信
法
(
「我
何
れ
よ
り
来
る
」「
我
何
の
一
ー

は
、
至
誠
心
に
て
薬
と
知
る
べ
し

一筋
に
生
活
す
る
」

「我
何
く
に
逝
く
」、
生
老
病
一二
重
第
六
席

②
深
心

一死
な
ど
の
問
題
を
挙
げ
、
聴
者
に
白
己
の
不
完
一①
深
心
(
疑
い
が
な
い
の
が
信
心
)

・
信
機
信
法

一全
を
自
覚
せ
し
め
る
)

一・
称
え
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
念
仏

①
回
向
発
願
心
(
往
相
回
向
と
還
相
回
向
)
一

・
無
信
と
浅
信

一・
信
心
の
深
さ
(
動
不
動
)

O
械
の
三
心
・

竪
の
三
心

一・
現
代
人
と
疑
心

一・
深
い
信
心
に
進
む
方
法
(
間
信
修
)

・
三
心
不
以
と
住
侠

一・
家
庭
の
統

一
と
信
仰
(
家
長
の
責
任
)

十
疑
わ
ざ
る
心

-
一一一
心
怠

一
心

一
・
宇
宙
の
不
可
解
と
信
仰
(
学
問
は
宇
宙
の
事
一①
廻
向
発
願
心
(
往
相
廻
向
と
還
相
廻
向
・
知

O
一二
心
の
因
縁
(
『勅
伝
』
第
二
十
、
沙
弥
随
運
)
一物
を
あ
る
科
度
ま
で
説
明
す
る
が
、
こ
れ
が
矯
一来
の
お
膝
元
に
参

っ
て
如
来
と
い
っ
山
冗
全
円
満

O
ま
と
め

一に
信
仰
を
忘
却
す
る
こ
と
は
断
固
前
さ
ざ
る
な
一な
人
絡
に
し
て
い
た
だ
い
た
い
)

・
大
師
の
仰
を

一
心
に
信
じ
、
疑
い
な
く
称
名
一り

)

・

廻

向

の

誤

解

(

活

き

た

仏

教

・

念

仏

は

分

け

相
続
せ
ら
る
れ
ば
、
其
御
念
仏
に
、

三
心
共
足
一①
回一
向

発

願

心

て

も

減

ら

ぬ

)

す
る
こ
と
は
、
別
の
子
細
な
し

で
社
会
的

存

般

と

念

仏

・

総

廻

向

と

別

廻

向

(

自

他

共

に

救

わ

れ

、

世

・
「偽
ら
ず
又
う
た
が
は
ず
彼
の
国
を
願
ふ
は
一・
回
向
不
回
向
の
分
岐
点
界
と
共
に
生
き
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
廻
向
発
願

二
つ
の
心
な
り
け
り
」

・

信

仰

と

社

会

心

の

心

持

ち

)
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研究ノート

一重
第
三
席

二
重
第
三
席

一

重

第

七

席

O
讃
題
「
声
さ
ゆ
る
仏
の
御
名
に
浮
雲
の
か
一

O
四
修
(
往
生
の
修
行
に
於
け
る
作
法

)

O
作
業
の
四
修
(
修
に
つ
い
て
)

さ
ぬ
る
罪
も
さ
ら
に
け
な
な
む
」

一白
恭
敬
修

白
恭
敬
修
(
凹
句
分
別
)

O
五
念
門
(
礼
拝
門

・
讃
歎
門
・
観
察
門

・
作
一・
心
身
共
に
阿
弥
陀
仏
を
尊
敬
し
奉
る
こ
と
な
一・
敬
い
の
心
(
全
て
の
も
の
を
長
く
続
け
、
成

願
門
・
回
向
門
)

一り

一

就

せ

し

め

る

力

が

あ

る

も

の

)

-
五
念
門
の
意
義
(
五
と
は
五
行
な
り
、
念
と
一
・
恭
敬
修
と
宗
徒
の
任
務
(
一
家
の
主
人
自
ら
一
・
儀
式
(
敏
い
の
心
を
姿
に
表
し
た
も
の
・
先

は
安
心
な
り
。
門
と
は
出
入
り
の
義
と
す
。
五
一
仏
壇
、
霊
牌
に
仕
え
る
こ
と
)

一祖
を
杷
る
仏
壇
)

念
の
行
を
以
て
、
此
磁
土
を
出
て
、
彼
浄
土
に
-①
無
余
修

一・
先
祖
杷
り
(
先
祖
を
中
心
に
家
庭
を
治
め
る
・

入
が
故
に
名
て
門
と
為
せ
り
)

一
・
雑
起
の
心
を
制
す
る
こ
と
な
り

一仏
檀
を
生
か
す
)

-
五
念
門
と
三
心
の
関
係
(
三
祖
日
く
礼
拝
等
一・
単
純
の
念
仏
は
高
徳
の
結
晶
体

一

の
五
門
、

一
々
に
三
心
を
具
足
し
て
、
往
生
を
一

・
雑
起
心
病
の
危
険
性

一二
重
第
八
席

得
る
こ
と
を
明
す
)

一①
無
間
修

一①
無
余
修
(
念
仏
一
条
・
随
逐
擁
護
-Mm
収
不
捨
)

O
四
修

一
・
常
念
主
義
の
義
な
り

一⑦
無
間
修
(
貧
限
煩
悩
を
以
て
交
え
ざ
れ
・
念

①
恭
敬
修
(
『西
方
要
決
」
に
有
る
五
つ
を
細
一
・
悌
怠
を
対
治
す
る
を
分
と
は
為
す
な
り

一仏
は
倣
仰
の
生
活
)

釈
す
る
)

一
・
念
仏
相
続
の
連
絡
を
保
つ
こ
と
、
相
続
の
妨
一④
長
時
修
(
一
生
の
間
相
続
す
る
・
長
時
ぷ
敬

②
無
余
修

一害
と
な
る
べ
き
造
罪
を
俄
悔
す
る
こ
と
の
両
面
一修
、
長
時
無
余
修
、
長
時
無
間
修
)

①
無
間
修
(
長
短
の
二
機
・
念
時
日
の
三
相
続
こ
を
備
ふ
る
な
り

一・
日
謀
念
仏
(
習
慣
は
第
二
の
天
性
・
念
声
是

④
長
時
修
(
日
謀
念
仏
勧
説
)

・
倣
悔
と
は

二

こ
れ
旋
火
輪
の
よ
う
。
念
仏
が
念
仏
を
進
め

O
三一
種
行
儀

・
機
悔
の
方
法

一る
)

①
一
尋
常
行
儀
(
常
念
相
続
を
本
と
す
る
)

・
随
犯
随
倣
(
随
犯
随
倣
に
依
り
自
然
に
善
良
一・
念
仏
生
活
(
今
日
一
円
を
尊
ん
だ
宗
旨
・
霊

②
別
時
行
儀

(
そ
の
方
法
と
心
斜
)
の
習
慣
を
養
成
し
、
徳
性
開
発
し
て
行
為
の
れ
一感
の
証
明
)

信
者
と
不
信
者
(
処
世
上
の
比
較
)

三
心
即

一
(
横
の
三
心、

竪
の
三
心
)
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①
臨
終
行
儀
(
病
者
と
看
病
人
の
心
得
)
然
に
法
則
に
準
ず
る
に
至
る
こ
と
)

一首
一第
九
席

。
三
種
行
儀
の
中
の
肝
婆
(
尋
常
行
儀
が
正
に

一①
長
時
修

O
三
積
行
儀

し
て
、
余
の
二
は
傍
と
な
る
な
り
。
此
れ
即
ち
一
・
往
生
の
行
業

一
生
永
続
し
て
退
転
せ
ざ
る
を
一①
尋
常
行
儀
(
死
に
面
し
て
・生
活
に
面
し
て

弥
陀
如
来
の
御
本
願
は
、
下
機
を
目
的
と
し
玉
一云

う

一

罪

悪

に

面

し

て

)

ふ
大
悲
な
れ
ば
な
り
)

一
・
安
心
に
自
造
罪
退
、
食
著
身
財
退
、
奨
学
異
一
②
別
時
行
儀

一見
退
の
三
種
の
退
縁
あ
る
故
、
長
時
修
が
必
要
一
①
臨
終
行
儀
(
平
生
の
念
仏
に
よ
る
お
迎
え
・

一O
四

修

ま

と

め

一

往

生

の

思

想

に

死

ぬ

と

い

う

観

念

は

な

い

・

生

一・「
敬
ひ
て

一
、
只
御
名
ば
か
り
二
、
怠
ら
ず
三
、
一
者
を
救
う
葬
祭

・
生
き
る
信
念

・
大
悲
の
お
救

一命
限
り
に
四
、
勤
む
る
は
四
修
」
一
い
)

一・
真
実
に
三
心
を
具
足
相
続
す
れ
ば
、
四
修
は
一

二
重
第
四
席

一自
ら
随
逐
し
て
転
ず
る
(
私
考
)

O
讃
題
「
我
が
法
然
上
人
一
一三一口く
、
善
導
の
御
釈
一

を
拝
見
す
る
に
、
源
空
が
自
に
は
、

三
心
も
雨
一

無
阿
弥
陀
仏
、
五
念
も
南
無
阿
弥
陀
仏
、
四
修
一

も
皆
倶
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
見
ゆ
る
な
り
」
一

O
結
帰
一
行
三
昧

一

O
奥
図
相
伝
の
義
(
膳
部
之
醤
・
印
龍
之
伴
)

一

O
二
重
総
括
(
『授
手
印
」
裏
書
の
因
縁
・

「決
一

答
抄
」
彦
山
住
侶
の
因
縁
)

一重
第
十
席

。
讃
題
「
我
が
法
然
上
人
の
云
わ
く
、
善
導
の

御
釈
を
拝
見
す
る
に

1
皆
共
に
南
無
阿
弥
陀

仏
と
見
ゆ
る
也
と
。
干
時
安
貞
二
年
十

一
月

二
十
八
日
申
時
自
筆
を
以
て
書
す
、
無
か
ら

ん
時
の
形
見
に
も
在
判
」

O
法
説
(
結
帰

一
形
三
昧
奥
図
の
伝
・
「
源
空

が
目
に
は
」
が
要

・
六
重
二
十
二
件
五
十
五
ケ

条
の
教
え
が
筒
り
候
な
り
)

O
物
語
一
念
仏
生
活

O
声
に
顕
れ
る
二
重
の
巻
物
(
二
重
の
巻
物
は

行

・
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
と
い
う
お
巻
物
)
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li!f究ノ ート

四
重
第
二
席

一河
山
道

一
席

)

四

重

第

一
席

問

重

第

一
席

O
讃
題
「
『決
答
抄
」
に
云
く
、
問
う
、
何
が
一O
四
重
の
意
義
(
四
重
は
他
人
の
疑
問
に
対
し
一

O
四
重
伝
燈
分
(
『決
答
抄
』
制
作
の
由
来
)

故
に
三
心
具
足
の
上
に
、
現
出
の
食
欲
は
強
盛
一て
正
義
を
決
答
し
玉
ひ
し
な
り
)

一O
四
重
の
大
意
(
証
と
伝
え
る
・

一
点
も
疑
う

に
起
り
後
間
の
心
行
は
尚
ほ
弱
く
党
ゆ
る
や
i
一O
四
重
伝
燈
分
(
「決
答
抄
』
制
作
の
由
来
)

一に
及
ぱ
ず
)

二
河
の
警
釈
、
能
々
見
合
す
べ
き
な
り
」

一O
証
と
伝
え
る
(
「決
答
抄
』
に
日
く
、

「弁
阿
一O
安
心
起
行
の
疑
い
(
「問
何
が
故
に
で一
心
具

O
序
弁

(下
機
の
針
も
、
本
願
に
引
立
ら
れ
て
、

一亡
じ
て
の
後
は
、
法
門
の
事
は
然
州
に
問
わ
る
一足
の
上
に
現
怖
の
食
隠
は
強
盛
に
起
り
、
後
世

往
生
を
遂
る
、
御
相
伝
の
下
を
弁
釈
す
る
に
、

一
べ

し

云

々

」

)

一

の

心
行
は
尚
弱
く
覚
ゆ
る
乎
0
1
二
河
白
道
の

今
一
ヶ
条
を
説
き
残
せ
り
)

一O
一
問
答
を
抄
出
(
「
何
故
ぞ
三
心
具
足
の
上
一雪
釈
よ
く
よ
く
思
い
合
す
べ
き
な
り
」)

O
法
説
(
凡
夫
三
心
具
足
者
の
悩
み
)

一に
現
世
の
ん
貝
臓
は
強
慌
に
起
り
、
後
世
の
心
行
一・
一
向
疑
心
(
「
若
し
は
又

一
分
の
往
生
あ
る

O
二
河
白
道
の
響
喰
の
意
味
(
凡
夫
往
生
の
政
↑は
尚
弱
く
党
ゆ
る
乎
。
ー
二
河
白
道
の
警
釈
、
↑
か
」
・
安
心
の
疑
い
と
起
行
の
疑
い
)
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一重
・
四
重
第

一
席

三
重
第

一
席

二
重
第

一
席

O
讃
題
(
叙
説
分
第

一
席
と
同
文
)

一O
三
重
伝
燈
分
(
萄
解
抄
』
製
作
の
由
来
)

一O
三
重
伝
燈
分
(
三
祖
良
忠
上
人
伝
歴

・
『領

O
三
重
伝
燈
分
(
三
祖
良
忠
上
人
伝
歴
・

『領
一O
三
重
の
意
義
(
五
十
五
、
六
重
の
法
門
を

一
々
一
解
抄
」
製
作
の
由
来
)

解
抄
』
制
作
の
由
来

・
普
導
大
師
木
像
と
光
明
一伝
習
す
る
こ
と

一
器
の
水
を

一
器
に
移
す
が
如
一O
三
重
の
大
意
(
解
と
伝
え
る
)

寺
建
立
の
由
来
)

一く
、
其
の
法
門
の

一
行
三
昧
に
結
帰
す
る
こ
と
一O
三
重
の
心

O
三
重
の
要
点
(
此
吉
の
肝
要
は
、
奥
図
の
伝
一百
川
の
海
に
朝
す
る
が
如
し
と
領
解
す
る
)

一・
わ
が
物
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
領
解

を
領
解
し
玉
う
に
あ
り
)

一O
解
と
伝
え
る

一・
人
我
我
入

O
四
重
伝
燈
分
(
「決
答
抄
』
制
作
の
由
来
)

↑O
結
帰

一
行
三
昧
を
領
解
す
る
(
決
定
し
て
南
一O
総
括
「
た
だ
往
生
極
楽
の
為
に
は
、
車
耐

O
四
重
の
要
点
(
奥
図
の
口
伝
、
結
帰

.
行
一三
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
一弥
陀
仏
と
申
し
て
、
疑
い
な
く
往
生
す
る
ぞ
と

昧
に
在
り
)

一心
行
具
足
す
れ
ば
万
徳
自
ら
雲
集
す
る
こ
と
を
一思
い
と
り
て
申
す
外
に
は
、
別
の
子
細
候
わ
ず
」

O
一
向
疑
心
者
の
往
生
(
安
心
の
疑
と
起
行
の
、
心
附
に
落
着
す
べ
き
な
り
)

疑
-
一
分
往
生
の
答
え
)

一O
三
重
ま
と
め
(
三
つ
四
つ
と
分
け
て
教
う
る

O
三
心
の
具
不
奥
に
つ
い
て

一法
の
糸
思
ひ
よ
る
に
て
南
無
阿
弥
陀
仏
)



四
重
第
四
席

。
嘗
憾
の
解
説

・
忍
の
修
養
(
腹
立
つ
心
を
な
く
す
に
は
・
親

切
心
み
ち
ぬ
れ
ば
腹
立
た
ず
)

-
如
来
の
大
慈
悲
の
絞
切
心

・
和
合
の
生
活
(
人
間
の
ま
こ
と
の
幸
福
)

-
食
の
波
と
欲
の
水

(
気
に
人
る
と
、
欲
し
い

心
が
湧
い
て
く
る
・
人
間
の
欲
に
は
限
り
が
な

実
、
本
願
大
悲
の
徹
底
を
尽
す
、
甚
深
微
妙
の
一
能
々
思
い
合
す
べ
き
な
り
」
)
普
凶
に
遠
き
凡
夫

御
釈
な
り
)

一O
食
眠
煩
悩
は
流
転
門
(
力
を
費
や
さ
ず
し
て
一・
疑
い
な
が
ら
称
え
る
念
仏

O
凡
夫
往
生
決
定
の
信
相
(
此
の
警
は
、

凡
夫
一加
速
度
の
働
き
を
為
す
)

一

往
生
決
定
と
云
う
信
相
を
立
る
故
実
な
る
放
な
一O
願
生
は
還
滅
門
(
流
を
激
し
て
天
に
朝
せ
し
一凶
重
第
二
席

り
)

一め
ん
と
す
る
)

一O
二
河
白
道
の
警
喰
(
絵
の
説
明
・
意
訳
文
に

O
二
河
白
道
の
筈
喰
(
「商
要
紗
」
の
本
文
及
一

O
問
答
中
の
要
点
(
「他
力
本
願
は
こ
の
時
に
一て
説
明
)

び
解
説
)

一当
た
っ
て
、
利
益
を
施
す
な
り
」
)

一O
鵬首喰
の
解
説
(
人
生
の
目
的
・
法
律
上
、
道

O
ま
と
め

一O
二
河
白
道
の
磐
喰
(
「観
経
疏
」
本
文
及
び
一徳
上
、
宗
教
上
の
罪
悪
)

-
さ
れ
ば
心
ざ
し
の
弱
き
に
目
を
か
け
ず
、
夫
一解
説
)

一四
重
第
三
席

れ
に
付
て
も
、
い
よ
い
よ
仏
願
を
頼
み
、
是

二

O
ま
と
め
(
「
煩
悩
の
薄
き
厚
き
を
も
か
へ
り
一

O
答
品
輸
の
解
説

妄
念
の
繁
き
を
顧
み
ず
、
散
乱
に
で
も
常
に
念
一
み
ず
、
罪
障
の
軽
き
重
き
を
も
沙
汰
せ
ず
、
た
一・
水
火
の
醤
え
(
食
順
の
煩
悩

・
人
の
本
性
は

仏
す
べ
き
な
り

一だ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
ヘ
て
声
に
つ
き
て
決
定
一善
悪
定
ま
ら
な
い
も
の
・
普
欲
悪
欲
)

・
「決
答
抄
」「
も
し
こ
の
白
道
の
答
え
無
く
ん

一往
生
の
思
を
な
す
べ
し
」
)
・
腹
立
つ
心
(
眠
り
は
思
う
と
お
り
に
は
な
ら

ば
、
凡
夫
出
離
の
疑
い
な
お
残
る
べ
し
。
1
こ

な

い

)

分
も
往
生
疑
い
無
こ
と
、
本
文
分
明
な
り
」)
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第
五
重
第

一
席

第

五

重

第

一
席

第

五

重

第

一
席

O
第
五
重
伝
燈
分
(
曇
驚
大
師
伝
歴
)

O
第
五
重
の
意
義
(
少
数
の
念
仏
も
尚
多
年
の
一O
第
五
重
の
大
意
(
口
授
心
伝
卜
念
の
伝
・
信

O
口

授

心

伝

の

念

仏

造

罪

を

消

滅

し

得

る

所

以

の

理

由

を

証

験

す

一と
伝
え
る
)

-
一一一
義
校
量
(
①
在
心
・

②
在
縁
・

③
在
決
定
二
る
)

一O
五
重
の
結
び

一・
信
と
伝
え
る

一・
浄
土
宗
の
信
心
(
機
を
信
じ
、
如
来
が
救
つ

第
五
重
第
二
席

一
O
念
仏
滅
罪
往
生
の
義
(
「論
註
』
間
業
道
経
一て
下
さ
る
と
信
じ
て
念
仏
申
す
)

O
讃
題
「
『論
註
』
に
云
く
、
問
う
て
日
く
、

一に
言
く
業
道
は
秤
の
如
く
重
き
者
先
づ
牽
く
と
一・
五
重
の
体
(
心
に
は
阿
弥
陀
さ
ま
に
数
っ
て

心
若
し
他
縁
せ
ば

i
経
に
十
念
と
言
は
業
事
成
一云
々
)

一い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
口
に
は
南
無
阿
弥
陀

弁
を
明
す
の
み
云
々
」

一

・
相
伝
の
注
意
(
第
五
重
の
本
義
は
念
数
の
計
一
仏
と
称
え
如
来
に
救
わ
れ
る
)

O
業
事
成
弁

一算
法
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
の
尋
常
と
臨
終
を
間
一

・
五
重
の
総
ま
と
め
(
ど
ん
な
愚
か
な
人
で
も

O
十
念
口
授
の
所
以

一は
ず
念
仏
に
滅
罪
往
生
の
大
能
力
あ
る
を
信
ず
一〔
機
〕
、
南
無
阿
弥
陀
仰
と
称
え
る
と
〔
行
〕
、

O
五
重
の
正
体

一る

に

存

す

)

明

ら

か

に

承

知

い

た

し

ま

し

た

〔

解

〕

、

一
点

。
顕
伝
(
凝
思
十
念
の
伝
)

一
O
三
義

校

量

も

疑

い

は

な

く

〔

託

〕

、

南

無

阿

嫡

陀

例

と

戸

O
密
伝
(
十
念
伝
と
は
読
経
」
の
如
是
至
心
一①
在

心

に

伝

え

て

ま

い

り

ま

す

〔

信

〕

)

令
戸
不
絶
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
の
伝
な
一②
在
縁

O
十
念
に
つ
い
て
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四
重
第
五
席

。
轡
喰
の
解
説

・
清
ら
か
な
白
道
(
念
仏
を
称
え
る
信
心
は
清

浄
な
も
の

・
願
往
生
心
・
信
行
具
足
・
本
願
の

呼
び
声
・
如
来
の
見
聞
知
)

-
真
実
の
生
命
に
生
き
る
こ
と
(
お
念
仏
の
生

活
)



流通分 得益分

のの 願言語題 流通 道場偶 0 日 0 法説 0 讃題 得益怒重疑機に

里きさ心に事手はる 説 分々ヲ守頃ヲピ

号に 隷五 (車 ( 草分第
言

話i232r 人これを
!市 席 )縁因の

存のiるz機iまE時紙
堕伝活正長

~i5 伝密 藷言主
(日 字)義 一席と が

極)四 下の少な の土木代
願念生 念伝卜 十念の

るに にき と 深lき二 の 2寺るE 授与課 2同5 
仏の伝を

よよ色よ2 の
が 体本な疑るる る 作法 本f本 以て疑べを

し 1 lま たり伝つ
身::Jf! ヒコ本 要 る)

りBIえ戎 S者22 流通 21ii igji 三はif分第
高菩民らた五百筑 のと E 重か功

嫡孫る 重相は得心ぞな ばら
席 両経しのす用の宥後

伝法旦正
な伝の旬如 己き念仏 きに 無

も日 の 後心

の =く 原買IJ
とり字 つ

zij!! 
の」も
受べりE但 き 1 
べあや 思

きぱらの ひ
なlUl わ 義な 三 る る

先祖な と O親切 慈悲

孫子来制緩宮はの心努念e の

にの 力な親切と 仏山{-;I: 

?す お入り 合

誌議Zにな雪 (念量 生重の 苦二義
もと 1:つ』
て ・なる 悔

E均間E三切親はいと 念の

世話 2 仏
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-
所
乗
の
本
願
(
本
願
に
乗
ず
義
及
び
願
と
し

一
・
相
伝
の
人
は
自
ら
其
の
幸
福
の
至
高
な
る
に

て

の

義

)

一

歓

喜

踊

躍

す

べ

き

な

り

。
及
び
未
相
伝
者
と
の

・
能
乗
の
願
心
(
深
心
・
上
の
四
種
の
疑
を
払
一対
比

却

す

る

)

一

O
相
伝
者
の
任
務
(
我
と
仏
祖
は
親
子
の
関

一係
。
寺
院
ヘ
参
拝
し
て
親
子
愛
敬
の
情
を
尽
す

流
通
分
第
二
席

一
べ
し
)

O
法
説
(
各
段
詳
説
・

「受
が
た
き
人
身
を
う
一
O
相
伝
者
の
信
仰
条
例

け
て

1
信
じ
て
も
猶
信
ず
べ
き
は
、
必
得
往
生
一①
教
友
は
皇
上
の
聖
恩
と
、
仏
祖
の
慈
怒
と
を

の
文
な
り
」
)

一思
ひ
奉
り
て
暫
も
忘
る
ま
じ
き
事

・
衆
縁
を
具
す
る
こ
と
を
歎
じ
玉
つ
(
受
人
身
・

一②
教
友
は
抽
出
て
の
御
化
導
に
遵
ひ
て
、
固
く
教

遇
本
願

・
発
道
心

・
離
輪
廻
・
生
浄
土
)

一旨
を
守
り
日
課
念
例
を
相
続
し
、
往
生
の

一
大

・
機
の
信
(
誠
門
と
勧
門
)

一事
を
謬
ら
ざ
る
よ
う
心
が
く
べ
き
事

-
行
の
信
(
誠
門
と
勧
門
)

一③
教
友
は
父
母
に
孝
し
、
師
長
を
敬
ひ
、
老
た

・
弥
陀
の
本
願
(
要
偶
第
一
旬
の
意
)

一
る
を
扶
け
、
病
め
る
を
慰
み
、
貧
困
を
済
ひ
、

・
釈
尊
の
本
懐
(
要
偶
第
二
句
の
意
)

一災
厄
に
か
か
れ
る
も
の
を
阻
み
て
、
慶
弔
共
に

・
諸
仏
の
本
懐
(
要
偏
第
三
句
の
意
)

一至
誠
を
墨
し
あ
ふ
事

-
悦
遇
本
願
・
報
恩
勧
義
(
自
ら
念
仏
相
続
す
一④
一
教
友
は
信
義
を
以
て
世
間
に
交
り
、
和
合
を

る
事
と
他
を
勧
め
て
相
続
せ
し
む
る
事
)
・
安
一以
て

一J
家
を
修
め
、
仏
事
は
清
浄
と
恭
敬
を
旨

心
の
落
居

一と
し
、
春
修
の
振
舞
あ
る
ま
じ
き
事

O
結
勧

一①
教
友
は
人
命
の
不
定
な
る
こ
と
を
念
じ
て
、

・
相
伝
に
約
し
て
十
念
勧
励
す
(
因
縁
)

一現
世
の
た
め
と
来
世
の
為
め
と
に
な
る
べ
き
善

・
尋
常
に
約
し
て
十
念
勧
励
す
(
因
縁
・
報
恩
一事
は
、
常
恒
に
励
み
て
行
ふ
べ
き
事

の
日
課
十
遍
授
与
)

O
五
重
の
総
ま
と
め
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-
一五
何
な
る
愚
痴
な
者
〔
知
機
〕
、
南
無
阿
弥

陀
仏
と
唱
ふ
れ
ば
〔
行
〕
、
往
生
が
出
来
る
と

承
知
し
て
〔
解
〕
、
あ
ら

一
点
の
疑
も
な
く
〔
証
〕
、

助
け
玉
へ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
決
定
す
〔
口
授
〕

.
「
唯
申
す
外
に
口
伝
も
相
伝
も
な
き
が
浄
土

の
口
伝
相
伝
」
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現
代
布
教

建
永
の
法
難
に
お
け
る
住
蓮
一
房
の
事
跡
調
査
報
告

一
、
は
じ
め
に

浄
土
宗
史
に
お
け
る
三
大
法
難
と
い
う
と

①
元
久
の
法
難
(
元
久
元
年
・
・
・
一
二

O
四
年
)

②
建
永
の
法
難
(
建
永
二
年

・・

・
一
二

O
七
年
)

③
嘉
禄
の
法
難
(
嘉
禄
三
年
・

・・

一
一二

七
年
)

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
今
回
は
「
建
永
の
法
難
」
を
取
り
上
げ
、

特
に
住
蓮
房
の
遺
跡
を
中
心
に
、
現
地
調
査
に
基
づ
き
報
告
す

る
。
尚
、
八
木
英
哉
研
究
助
手
と
共
に
現
地
調
査
お
よ
び
資
料

整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
平
成
十
七
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
二
回
行
つ

た
・
も
の
で
、

1
.
御
憎
塚

2
.
首
洗
い
池

3
.
易
行
寺

住
蓮
房

・
安
楽
房
の
墓

住
蓮
房
の
首
を
洗
っ
た
池

住
蓮
房
・
安
楽
房
の
御
木
像
を
安
置

4
.
住
蓮
房
母
公
の
墓
所

住
蓮
の
母
が
身
を
投
げ
た
と
伝
え
ら
れ
る

5
.
尼
が
池
跡
地

6
.
十
王
寺

7
.
大
賀
神
社

8
.
真
光
寺

市
村
長

一
氏
宅

前
出
市
村
家
に
最
も
近
い
浄
土
宗
寺
院

住
蓮
の
首
を
討
っ
た
太
刀
を
奉
安
し
て
い
る

な
ど
の
八
カ
所
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

住
蓮
房
上
人
七
百
五
十
年
遠
忌
大
法
要
資
料

ま
ず
、
調
査
報
告
に
入
る
前
に
住
蓮
・
安
楽
両
上
人
の
略
歴

と
「
建
永
の
法
難
」
勃
発
の
経
緯
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告397 



二
、
安
楽
上
人
に
つ
い
て

京
の
六
条
河
原
で
斬
罪
に
処
さ
れ
た
安
楽
房
の
人
物
像
を
探

る
と
道
西
・安
楽
房
と
も
い
い
、
平
安
時
代
1
鎌
倉
時
代
の
人
で

生
年
は
不
明
。
建
永
二
年

(
一二

O
七
年
)

二
月
九
日
に
没
し

て
い
る
。
少
外
記
中
原
師
秀
の
子
。
俗
名
は
師
広
と
い
う
。

安
楽
房
の
祖
父
師
茂
は
大
外
記
で
、
父
師
秀
は
少
外
記
で

あ
っ
た
。
父
の
師
秀
は
法
然
上
人
に
深
く
帰
依
し
、
建
久
五
年

(
一一

九
四
年
)
、
法
然
上
人
を
迎
え
て
五
十
日
間
の
「
逆
修
説
法
」

を
行
っ
た
人
で
あ
る
。

ま
た
、
安
楽
房
は
法
然
上
人
の
主
著
で
あ
る

「選
択
本
願
念

仏
集
』
の
作
成
に
あ
た
り
、
師
匠
に
代
わ
っ
て
執
筆
の
大
役
を

第
三
章
ま
で
務
め
(
騎
慢
の
心
が
あ
り
法
然
上
人
よ
り
誠
め
ら

れ
た
が
)
、
完
成
し
た

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
鎌
倉
の
地
で
講

説
し
た
ほ
ど
の
学
者
で
も
あ
っ
た
。

安
楽
房
は
、
住
蓮
房
と
と
も
に
声
明
音
楽
に
才
が
あ
り
、
普

導
大
師
の
六
時
礼
讃
に
哀
調
を
帯
び
た
節
回
し
を
つ
け
な
が
ら

そ
の
美
声
で
唱
え
た
。
建
永
元
年

ご
二

O
六
年
)
京
都
鹿
ケ

谷
法
然
院
で
の
別
時
念
仏
会
で
は
、
同
門
の
住
蓮
房
と
そ
の
能

398 

声
で
多
く
の
帰
依
者
を
誘
い
、
御
所
の
女
房
が
出
家
を
し
た
た

め
後
鳥
羽
上
皇
の
怒
り
を
か
い
、
建
永
の
法
難
の
原
因
と
な
っ

た
。こ

の
た
め
師
の
法
然
上
人
は
流
罪
、
安
楽
房
は
京
六
条
河
原

で
死
罪
と
な
っ
た
。
安
楽
房
は
官
人
秀
能
に
牽
か
れ
て
六
条
河

原
で
首
を
斬
ら
れ
る
時
、
従
容
と
し
て
日
没
礼
讃
を
唱
え

「
念
仏
数
百
遍
申
し
十
念
を
唱
え
終
わ
っ
て
右
に
倒
れ
た
ら

安
楽
は
極
楽
往
生
し
た
と
思
は
れ
よ
」

と
告
げ
、
声
高
ら
か
に
十
念
を
唱
え
る
と
、
サ
ッ
と
首
は
捌
ね

ら
れ
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
安
楽
房
の
死
骸
は
右
に
傾
き
伏

し
た
。
見
物
の
人
々
は
こ
の
と
き
念
仏
の
声
を

一
時
に
ワ
ッ
と

揚
げ
、
虚
空
に
は
紫
雲
が
低
迷
し
た
と
い
う
。

辞
世
の
句

「
今
は
た
だ
言
う
こ
と
の
葉
も
な
か
り
け
り

南
無
阿
弥
嫡
例
の
み
名
の
ほ
か
に
は
」

ニ
、
住
蓮
上
人
に
つ
い
て
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清
和
源
氏
の
後
商
で
父
は
陸
奥
寺
主
賓
遍
の
子
。
生
年
不
明
で

建
永
二
年

(
一二

O
七
年
)

二
月
九
日
没
。

法
然
の
弟
子
で
元
久
元
年
(
一二

O
四
年
)

の
七
箇
条
制
誠

に
も
署
名
し
て
い
る
。
建
久
三
年

(
一
一
九
二
年
)
、
安
楽
房
と

一
緒
に
後
白
河
法
皇
の
追
善
供
養
の
た
め
に
六
時
礼
讃
を
勤
め
、

京
都
東
山
霊
山
寺
で
行
な
わ
れ
た
別
時
念
仏
会
に
も
参
加
し
て

いヲ令
。

ま
た
、
元
久
二
年

(
一
二

O
五
年
)
、
藤
原
隆
信
の
臨
終
の
際

に
は
、
臨
終
の
善
知
識
を
果
た
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

建
永
元
年
(
一二

O
六
年
)
十
二
月
、
安
楽
房
道
西
と
共
に
京

都
鹿
ケ
谷
で
六
時
礼
讃
を
唱
え
、
そ
の
際
に
御
所
の
女
房
が
出

家
を
し
た
の
で
後
鳥
羽
上
皇
の
怒
り
を
か
い
、
法
然
門
下
の
専

修
念
仏
へ
の
弾
圧
も
強
ま
っ
て
、
翌
年
、
近
江
馬
淵
荘
で
斬
罪

と
な
っ
た
。
住
蓮
房
は
七
悔
の
ほ
と
り
に
住
む
年
老
い
た
母
に

決
別
を
許
さ
れ
、
佐
々
木
義
賀
に
牽
か
れ
て
近
江
馬
測
に
行
き

「
極
楽
に
生
ま
れ
ん
こ
と
の
う
れ
し
さ
に

身
を
ば
仏
に
ま
か
す
な
り
け
り
」

と
辞
世
の

一
首
を
残
し
、
合
掌
乱
れ
ず
首
を
釧
ね
ら
れ
た
。

四
、
建
永
の
法
難
の
お
と
り

こ
の
法
難
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
を
調
べ
て
み
る
と

『四
十
八
巻
伝
」
(
以
後

『勅
伝
』
)
巻
三
士
二
に
、

か
く
て
南
都
北
嶺
の
訴
訟
次
第
に
と
ど
ま
り
専
修
念
仏
の

興
行
無
為
に
過
ぐ
る
所
に
、
翌
年
建
永
元
年
十
二
月
九
日
、

後
鳥
羽
の
院
熊
野
山
の
臨
幸
あ
り
き
。
そ
の
こ
ろ
上
人
の
門

弟
住
蓮
安
楽
ら
の
と
も
が
ら
、
東
山
鹿
の
谷
に
し
て
別
時
念

仏
を
始
め
、
六
時
礼
讃
を
勤
む
。
定
ま
れ
る
節
拍
子
な
く
、

お
の
お
の
悲
嘆
悲
喜
の
音
曲
を
な
す
さ
ま
、
珍
し
く
た
ふ
と

か
り
け
れ
ば
、
聴
衆
多
く
集
ま
り
て
、
発
心
す
る
人
も
あ
ま

た
聞
こ
え
し
中
に
、
御
所
の
御
留
守
の
女
房
出
家
の
事
あ
り

け
る
ほ
ど
に
、
環
幸
の
後
あ
し
ざ
ま
に
識
し
申
す
人
ゃ
あ
り

け
ん
、
大
い
に
逆
鱗
あ
り
て
、
翌
年
建
永
二
年
二
月
九
日

苧
通
・安
楽
を
庭
上
に
百
さ
れ
て
罪
科
せ
ら
る
る
時
、
安
楽
、

「
修
行
す
る
こ
と
あ
る
を
見
て
は
眠
悉
を
起
こ
し
、
方
便
破

壊
し
て
は
競
い
て
恨
み
を
生
ず
。
か
く
の
ご
と
き
は
生
盲

岡
堤
の
と
も
が
ら
な
り
。
頓
教
を
段
滅
し
て
長
く
沈
諭
す
。
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大
地
微
塵
劫
を
超
過
す
と
も
、

い
ま
だ
、
三
途
の
身
を
は

な
る
る
を
得
べ
か
ら
ず
。」

(『法
事
讃
』
下
巻
)

の
文
を
諦
し
け
る
に
、
逆
鱗
い
よ
い
よ
盛
り
に
し
て
、
官
人

秀
能
に
仰
せ
て
、
六
条
河
原
に
し
て
安
楽
を
死
罪
に
行
わ
る

る
時
、
奉
行
の
官
人
に
い
と
ま
を
請
い
、
ひ
と
り
日
没
の
礼

讃
を
行
ず
る
に
、
紫
雲
空
に
満
ち
け
れ
ば
、
諸
人
怪
し
み
を

な
す
所
に
、
安
楽
も
う
し
け
る
は

「
念
仏
数
百
遍
の
後
、
十
念
を
唱
へ
ん
を
待
ち
て
切
る
べ
し
。

合
掌
乱
れ
ず
し
て
右
に
伏
さ
ば
、
本
意
を
遂
げ
ぬ
と
知
る

べ
し
。」

と
言
い
て
、
高
声
念
仏
数
百
遍
の
後
、
十
念
満
ち
け
る
時
切

ら
れ
け
る
に
、

言
い
つ
る
に
た
が
は
ず
、
合
掌
乱
れ
ず
し
て

右
に
伏
し
に
け
り
。
見
聞
の
諸
人
随
喜
の
涙
を
流
し
、
念
仏

に
帰
す
る
人
多
か
り
け
り
。

と
記
さ
れ
る
が
、
住
蓮
房
の
死
に
つ
い
て
は
同
じ
く

『勅
伝
」

巻
三
十
三
に

門
弟
ら
嘆
き
合
へ
る
な
か
に
、
法
蓮
房
申
さ
れ
け
る
は
、
住

蓮
・
安
楽
は
既
に
罪
科
せ
ら
れ
ぬ

と
の
み
あ
り
、
住
蓮
房
の
最
期
の
姿
に
つ
い
て
は
全
く
記
載
が

400 
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φ
伝
3
l
v正

安
三
年

(
二
二

O
一
年
)
に
原
本
の
調
書
を
親
驚
の
曾
孫

で
あ
る
覚
如
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「拾
遺
古
徳
伝
絵
』
(『古
徳
伝
』
)

に
は
、
法
然
上
人
も
還
俗
の
う
え
流
罪
と
決
ま
っ
た
事
が
記
さ

れ
、
死
罪
の
門
弟
に
つ
い
て

善
縛
房
西
意

於
摂
津
園
訴
佐
々
木
判
官
不
知
賓
名
沙
汰

性
願
房

己
上
於
近
江
園
馬
淵
訴
二

住
蓮
房

安
楽
房

位
法
印
尊
長
沙
汰
云
々

己
上
死
罪
四
人

と
し
て
い
る
。

法
然
上
人
門
下
の
系
譜

「法
水
分
流
記
」
の
住
蓮
・
安
楽
の

部
分
に
は
上
と
同
じ
く

安
楽
房
遵
西

於
江
州
馬
淵
被
諒

一
人
頭
落
之
後
改
合
掌

廻
念
数
百
八
三
遍

住
蓮
同
所
被
訴

一
人
従
頚
放
光
顕

落
後
高
声
念
仏
十
余
遍

住
趨
安
楽
於
近
江
馬
淵
二
位
法
印
尊
長
沙
汰
云
々

と
な
っ
て
お
り
、
処
刑
地
は
両
人
と
も
近
江
馬
淵
(
現
、
近
江

八
幡
市
馬
淵
)

で
あ
り
、
比
叡
山
の
尊
長
法
印
の
沙
汰
と
記
さ
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れ
て
い
る
。
安
楽
房
の
処
刑
地
が
『
勅
伝
」
と
符
合
し
な
い
が

住
蓮
房
に
つ
い
て
は
処
刑
の
地
は
近
江
園
馬
淵
と
な
っ
て
い
る
。

隆
寛
律
師
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『法
然
上
人
秘
伝
」
(
以
後
『秘
伝
』

と
略
す
)
に
は
、
住
蓮
房
の
処
刑
時
の
様
子
が

そ
の
前
後
の

出
来
事
も
含
め
て
最
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
『秘
伝
』
で
は

松
虫
、
鈴
虫
と
い
う
御
所
の
女
房
達
二
人
を
出
家
授
戒
せ
し
め

た
の
は
法
然
上
人
と
さ
れ
て
お
り
、
院
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て
首
を

斬
ら
れ
る
事
と
定
め
ら
れ
る
の
も
法
然
上
人
で
あ
る
。
上
人
は

こ
こ
で
は
こ
の
事
を
耳
に
し
て
寧
ろ
悦
び

「
嬉
し
き
か
な

我
れ
か
の
女
房
達
二
人
を
出
家
さ
せ
て
首

べ
を
切
れ
ん
事
こ
そ

三
世
十
方
の
諸
仏
菩
薩
の
い
か
ば

か
り
悦
び
た
ま
ふ
ら
ん
と
て

い
と
ぜ
御
念
仏
申
さ
せ
給

ふ
」ー

と
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
末
座
で
聞
い
て
い
た
住
蓮
房
が
、
師
の
命
を
救
う
た

め
に
身
替
わ
り
と
な
っ
て
御
所
に
名
乗
り
出
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
ま
た
そ
れ
に
先
ん
じ
て
七
条
の
辺
に
住
ん
で
い
た
「
年

八
十
に
か
た
ふ
き
給
ふ
母
」
に
今
生
の
別
れ
を
告
げ
に
行
き
、

師
の
替
わ
り
に
打
た
れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
も
伝
え
て
い
る
。

そ
の
後心

ぼ
そ
く
も
唯
だ

一
人

院
の
御
所
に
ま
い
り
て

し
て
申
上
げ
る
は

松
虫
鈴
虫
の
出
家
の
故
に
法
然
上
人

罪
科
に
お
こ
な
は
れ
た
ま
ふ
べ
き
由
し
承
り
候
。
あ
や
ま
り

か
ら
に
上
人
に
と
が
を
か
け
奉
ら
ん
こ
と
神
慮
の
ほ
ど
も

知
り
が
た
し
。
彼
の
女
房
た
ち
二
人
来
て
出
家
受
戒
の
志
し

有
と
候
し
問

誰
人
と
は
知
ら
ず

住
蓮
が
出
家
を
は
ま

い
ら
せ
て
候
な
り
。
住
蓮
が
罪
科
に
よ
り
て
恭
く
も
因
果
に

あ
や
ま
り
ま
し
ま
さ
ぬ
上
人
に
罪
を
懸
け
奉
ら
ん
事

身
よ
り
血
を
出
す
に
て
候
問
箇
様
に
申
上
候
と
云
へ
り
。
院

是
を
聞
し
召
し
て

さ
て
は
法
然
房
あ
や
ま
り
な
か
り
け

り

住
蓮
が
所
行
む
ざ
ん
な
れ
と
て

頓
て
召
し
取
て
衣

の
上
に
邪
見
の
縄
を
付
ら
れ
て
佐
々
木
の
九
郎
義
賓
に
あ

づ
け
ら
る
三
義
・
買
に
給
て
近
江
固
に
ぐ
そ
く
し
下
て

淵
と
云
所
に
て
切
ら
ん
と
て
引
す
え
た
り
。

住
蓮
最
後
に
紙
と
硯
を
こ
う
て
上
人
の
御
房
へ
最
後
の
状

を
ま
い
ら
す
る
。
其
の
言
に
云
く
極
悪
深
重
の
衆
生
他
力
往

人
を仏

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告
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生
を
遂
ん
と
思
は
ず
即
住
蓮
を
手
本
と
す
べ
し
と
書
付
て

一
首
極
楽
に

生
れ
ん
こ
と
の
う
れ
し
さ
に

身
を
ば
仏
に

ま
か
す
な
り
け
り

と
書
て
生
年
三
十
九
歳
に
し
て
切
ら
れ
ぬ
。
あ
は
れ
な
り
し

事
ど
も
な
り
。

以
上
の
よ
う
な
子
細
で
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
も
近
江
八
幡
市
馬
淵
に
は
、
討
た
れ
た
住
蓮
房
の
首
を

洗
っ
た
と
さ
れ
る
「
首
洗
い
池
」
が
あ
り
、
岡
市
内
の
千
憎
供

町
に
は
住
蓮

・
安
楽
両
憎
の
墓
所
と
見
ら
れ
る
「
御
僧
塚
」
が

存
在
す
る
。

ま
た
、
こ
の

一二

O
七
年
の
「
建
永
の
法
難
」
で
は
住
蓮
房

安
楽
房
・
釜
ロ
紳
房
西
意
・
性
願
房
の
四
名
が
死
罪
に
処
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
普
紳
房
西
怠

・
性
願
房
に
つ
い
て
は
後
世
あ
ま
り

語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

玉
、
事
跡
調
査
部
正
ロ

以
下
に
今
回
調
査
し
た
事
跡
の
各
々
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

(
一
)
「
御
憎
塚
(
お
そ
う
づ
か
こ
に
つ
い
て

402 

今
も
な
お
地
域
住
民
が
手
向
け
る
供
養
花
が
絶
え
る
こ
と
の

な
い
住
蓮
房
・
安
楽
一房
一
の
墓
を
「
御
憎
塚
(
お
そ
う
づ
か
こ
と

呼
ん
で
い
る
。

『近
江
輿
地
誌
』
に
よ
る
と
蒲
生
郡
馬
淵
村
千
憎
供
に
は
、
供

養
塚
と
御
僧
塚
と
称
す
る
二
つ
の
塚
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
御
憎
塚
と
い
う
の
が
住
蓮
房
の
遺
骸
を
埋
葬
し
た
塚
で
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
年
)

の
頃
に
村
老
が

一
つ
の
墓
を
建
て
て
追

善
に
資
し
た
と
い
う
。
こ
の
伝
説
を
掲
げ
て
住
蓮
房
安
楽
房
の

た
め
に

一
寺
を
建
立
し
て
「
安
楽
寺
」
と
し
、
池
を
も
う
け
て

「
住
蓮
池
」
と
呼
び

一
千
の
衆
憎
が
供
援
し
て
七
日
七
夜
の
法
要

を
勤
め
た
の
で
こ
の
地
を
千
僧
供
と
称
し
た
が
、
正
慶
年
問
中

(
吉
野
朝
時
代
)
に
火
災
の
た
め
に
鳥
布
に
帰
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

ま
た
、

宝
仙
日
収
録
』
に
承
一応
年
間
に
両
憎
追
善
の
た
め
に
千
僧
供

養
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
住
蓮
房
が
千
僧
供
村
で
処
刑
さ
れ
た
の
は
諸
説
あ
る

が
、
馬
淵
と
い
う
地
が
、

ァ
、
昔
の
伊
勢
街
道
に
あ
た
り
、
住
蓮
房
は
伊
勢
の
出
身
で
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あ
っ
た
こ
と
。

ィ
、
こ
の
処
刑
を
取
り
し
き
っ
た

の
領
地
で
あ
っ
た
こ
と
。

二
位
法
印
尊
長
の
直
轄

淵
と
い
う
所
は
処
刑
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
易
行
寺
の
住
職
に
よ
る
と
当
時
の
馬

ゥ
、
首
切
り
役
人
の
佐
々
木
九
郎
義
実
の
住
居
の
近
く
で
あ
っ

た
こ
と
。

① 「御僧塚J(平成 18年)

ま
た
、

言
い
伝
え
で
は
処
刑
の
際
、
安
楽
房
は
、
住
蓮
房
と

合
葬
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
た
め
二
人
と
も
現
在
の
地
に
埋

葬
さ
れ
た
。
高
さ
四

1
五
m
ほ
ど
の
小
さ
な
円
墳
の
上
に
二
人

の
石
塔
が
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
(石

塔
に
向
か
っ
て
右

に
安
楽
房
、

住
蓮
房
の
墓
が
柑

ら
れ
て
い
る
)

ま
た
、
「
御
僧

塚
」
と
称
さ
れ
、

② 「御僧燦J (大正元年)

代
々
近
郷
農
村
の

門
徒
さ
ん
ら
に

よ
っ
て
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
こ
の

墓
は
遺
跡
と
し

左
に
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て
、
滋
賀
県
教
育
委

会

・
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
会
の
説
明

安
楽
房
の
石
塔
は
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

404 

が
付
さ
れ
て
い
る
。

所
在
地
は
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
千
僧
供
町
の
田
園
の
中
。
国
道

こ
の
説
明
に
よ
る
と
、
円
墳
は
今
か
ら

一
四

O
O
年

1

8
号
線
六
枚
橋
交
差
点
か
ら
東
に
約
四

O
O
町
「
象
印
」

の
工

場
の
向
か
い
の
農
道
存
二

O
O
m
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一
五
O
O年
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
墳
丘
の
真
下
に
は
古
墳

石
室
と
鎌
倉
時
代
の
墓
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
住
蓮
房

③ 「両上人の墓J (平成 18年)

④ 「両上人の墓J (大正元年)



(二
)
住
蓮
房
首
洗
い
の
池

こ
こ
で
前
述
の
記
載
に
よ
れ
ば

村
人
た
ち
は
住
蓮
房
安
楽
房
の
た
め
に
「
安
楽
寺
」
を
建
立

し
て
、
池
を
も
う
け
て
「
住
蓮
池
」
と
呼
び

一
千
の
衆
憎
が

供
養
し
て
七
日
七
夜
の
法
要
を
勤
め
た
の
で
こ
の
地
を
「
千

僧
供
」
と
称
し
た
が
、
正
慶
年
間
中
に
火
災
の
た
め
に
烏
有

に
帰
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
正
慶
年
閉
ま
で
は
「
安
楽
寺
」
が
存
在
し
供
養
が

続
け
ら
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
現
在
は
「
住
蓮
房
首
洗
い
の
池
」

と
呼
ば
れ
る
池
が
渇
水
の
状
態
で
存
在
し
、
国
道
八
日
可
綿
六
枚

橋
交
差
点
脇
の
自
動
車
修
理
工
場
の
後
方
に
ひ
っ
そ
り
と
そ
の

姿
を
残
し
て
い
る
。

会
己
浄
土
真
宗
本
願
派
「
易
行
寺」

に
つ
い
て

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
千
僧
供
町
に
供
養
山
易
行
寺
と
い
う
寺

研究ノート

が
あ
る
。
「住
蓮
房
安
楽
房
の
御
木
像
」
を
安
置
し
供
養
を
続
け
、

御
憎
塚
と
呼
ば
れ
る
住
蓮
・
安
楽
両
上
人
の
お
墓
を
諮
持
し
て

⑤ 「住蓮房首洗いの池J(平成 18年)
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い
る
浄
土
真
宗
本
願
派
の
寺
院
で
あ
る
。

1
.
「
住
蓮
御
房
安
楽
御
房
縁
起
」
(小
冊
子
)

易
行
寺
に
は
「
住
蓮
御
房
安
楽
御
房
縁
起
」
が
あ
り
、
今
も

参
詣
の
人
々
に
配
付
さ
れ
、

当
時
の
史
実
が
住
職
に
よ
り
生
々

し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
縁
起
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
千
僧
供
町
に
あ
る
御
憎
塚
と
日
へ
る

は
住
蓮
御
房
安
楽
御
房
の
墳
墓
な
り

黒
谷
の
元
祖
法
然

聖
人

始
て
念
怖
の

一
門
を
聞
き

一
心
専
念
の
義
を
弘
め

玉
ふ

世
普
く
こ
れ
に
こ
ぞ
り

人
こ
と
ご
と
く
世
に
師

(
く
い
)
し
き

聖
人
の
弟
子
に
住
蓮
房
安
楽
房
と
云
へ
る

あ
り

住
蓮
房
の
俗
姓
は
伊
勢
次
郎
左
衛
門
清
原
信
国
と

日
う

安
楽
房
は
京
都
押
小
路
外
記
入
道
阿
部
判
官
盛
久

と
名
く

人
皇
八
十
二
代

後
鳥
羽
院

建
永
元
年
十
二

月
熊
野
に
臨
幸
し
た
も
ふ

其
頃
住
蓮
房
安
楽
房
は

山
鹿
ヶ
谷
に
て
別
時
念
仏
を
修
し
六
時
礼
讃
を
勤
め
け
る

定
ま
れ
る
節
拍
子
な
く

を
の
づ
と
哀
歎
悲
喜
の
音 東
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曲
を
な
す
さ
ま

貴
と
か
り
け
れ
ば
聴

い
と
珍
ら
し
く

衆
多
く
集
り
随
喜
す
る
人
あ
ま
た
あ
り

其
中
御
所
御
留

主
の
女
官
松
虫
鈴
虫
と
な
ん
日
へ
る
も
の
亦
発
心
し
て
善

尼
と
な
り
け
れ
ば

帝
還
幸
の
後
之
を
聞
こ
し
召
し

大

に
逆
鱗
な
し
玉
ふ

折
し
も
聖
人
の
念
悌
弘
通
を
悪
し
さ

ま
に
強
訴
す
る
も
の
あ
り
け
る
ゆ
へ

遂
に
路
地
往
返
高

聾
念
怖
を
停
止
し
剰
へ
聖
人
を
流
罪
に
処
せ
ら
れ
ぬ

依

て
聖
人
は
暫
く
小
松
谷
法
性
寺
の
小
御
堂
に
閉
居
し
玉
ふ

住
蓮
房
安
楽
房
は
聖
人
へ
御
暇
乞
と
て
法
性
寺
へ
参
り

師
坊
の
途
次
(
み
ち
す
が
ら
)
五
条
内
裏
の
門
前
を
通
り
念

悌
停
止
の
高
札
を
見
て

乍
(
た
ち
ま
)
ち
聾
を
揚
げ
て
日

く

輪
王
の
位
高
け
れ
ど
も
七
賀
久
し
く
留
ま
ら
ず

天

上
の
楽
し
み
も
多
け
れ
ど

Eh悼
式
早
く
現
じ
け
る
南
無
阿

弥
陀
仏

と
称
へ
し
か
ば

使
聴
の
官
史
之
を

ち‘

聞
付
け
何
者
な
る
ぞ
御
所
の
前
に
て
禁
制
を
破
る
と
て

直
に
近
衛
の
西
の
獄
舎
に
入
れ
に
け
る

建
水
二
年
住
蓮

房
安
楽
房
を
訟
庭
に
召
さ
れ
け
る
に

安
楽
一房一
は
獄
吏
(
や

く
に
ん
)
に
向
か
い
吾
等
此
期
に
な
り
て
何
の
言
候
あ
る
べ

き
や
唯
念
悌
の
為
に
は
命
を
惜
し
ま
ず

末
の
世
の
為
に

身
代
わ
り
と
な
る
べ
け
れ
と
て

専
ら
稿
名
念
悌
し
て
更

に
齢
言
を
ま
じ
え
ざ
れ
ば

遂
に
獄
吏

秀
能
に
命
ぜ
ら

れ
六
条
河
原
に
て
死
罪
に
行
は
る

安
楽
房
は
其
場
に
臨

み

日
没
礼
讃
を
諦
し
西
に
向
ひ
て
合
掌
し

一
首
の
歌

を
詠
じ
け
る

極
楽
に
生
ま
れ
ん
こ
と
の
う
れ
し
さ
に

身
を
ば
仏
に
ま
か
せ
ぬ
る
か
な

哀
れ
や
鯛
の
光
に
任
せ
て
遂
に
念
仰
の
息
た
へ
終
ん
ぬ

又
住
蓮
房
は
佐
々
木
吉
賓
に
命
じ
馬
淵
縄
手
に
て
死
刑
に

慮
せ
ら
る

住
蓮
房
は
素
よ
り
覚
悟
の
御
身
な
れ
ば
差
程

に
驚
け
る
こ
と
な
く

西
に
向
ひ
て
端
座
合
掌
し

一
首
の

歌
を
読
て

こ
の
ほ
ど
の
か
く
し
念
悌
あ
ら
わ
れ
て

細
川
陀
に
ひ
か
れ
F

内

こ
そ
ゆ
け

念
例
数
勺臼
遍
不
川

仙
の
往
生
を
逆

E
ふ

川

いP
町
小
元
元
年

二
月
九
日
な
り

其
折
り
雨
一房一
の
遺
屍
を
此
地
に
合
葬
し

御
憎
塚
と
日
ふ

雨
後
三
十
齢
年
を
へ
て
そ
の
側
に

一
宇

建永の法難における住illi房の事跡調査報告407 



の
堂
舎
を
建
立
し
安
楽
寺
と
日
ひ

と
名
け
し
が

蓮
池
を
掘
り
住
蓮
池

う

ゆ

う

正
慶
中
火
災
に
か
か
り
烏
有
と
な
り
ぬ

元
禄
二
年
の
秋

村
民
其
徳
を
追
崇
し

二
基
の
石
塔
を

築
き

易
行
寺
に
雨
高
憎
の
御
霊
像
を
安
置
し
毎
年
御
祥

月
に
法
会
供
養
を
営
む

右
由
来
を
示
す
も
の
な
り

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
千
僧
供
町

易
行
寺

2
.
「
住
蓮
房
安
楽
房
御
木
像
安
置
の
由
来
」

易
行
寺
の
本
堂
前
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
石
碑
」
に
は

当
寺
は
永
正
十
年
(
一
五
二ニ
)
小
川
道
場
と
し
て
聞
か
れ

元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
本
願
寺
よ
り
供
養
山
易
行
寺
と
下

付
さ
れ
た
。
承
一
冗
の
法
難
(
一二

O
七
)
に
よ
り
住
蓮
房
は

こ
の
地
で
処
刑
さ
れ
、
安
楽
房
は

(
京
の
)
六
条
河
原
で
処

刑
さ
れ
た
。
元
禄
二
年

(
一
六
八
九
)
村
の
人
達
が
お
墓
を

つ
く
り
中
山
道
沿
に
お
堂
を
建
て
御
木
造
を
安
置
し
た
。
明

治
二
十
九
年
の
大
暴
風
雨
に
よ
っ
て
お
堂
が
流
さ
れ
、
以
来

易
行
寺
に
ま
つ
ら
れ
る
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
住
蓮
房
安
楽
房
の
御
木
像
」
は

408 

中
山
道
沿
い
に
お
堂
を
建
て
安
置
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
九

年
の
大
暴
風
雨
で
お
堂
が
流
さ
れ
、

そ
れ
以
来
「
易
行
寺
」
に

安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
御
木
像
は
本
堂⑦両上人御像・位牌



に
向
か
っ
て
左
脇
聞
に
住
蓮
房
(
右
)
、
安
楽
房
(
左
)

が
並
ん
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
位
牌
に
は
次
の
よ
う
に
刻
字
さ
れ
て
い

る

元
祖
円
光
大
師
御
直
弟

伊
勢
治
郎
左
右
衛
門
清
原

入
道

住
蓮
御
房

元
祖
円
光
大
師
御
直
弟

阿
倍
判
官
盛
久
入
道

安
楽
御
房

両
僧
共
に
元
は
後
鳥
羽
上
皇
に
お
仕
え
す
る
武
士
で

あ
っ
た
と
い
う
。

3.
「
住
蓮
御
坊
安
楽
御
坊
縁
起
」
(
絵
解
き
)

易
行
寺
に
は
、
今
か
ら
五
O
年
ほ
ど
前
に
作
ら
れ
た
「
住

蓮
御
坊
安
楽
御
坊
縁
起
」
と
い
う
こ
幅
の
掛
軸
が
所
蔵
さ

れ

、
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
こ
の
掛
軸
の
絵
解
き
本
で

あ
る

『住
蓮
坊
縁
起
』
(
一
冊
)
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

研究ノート

こ
の
掛
軸
は
、
松
虫
姫
と
鈴
虫
姫
が
両
上
人
の
前
で
出

家
さ
れ
た
経
緯
や
、
「
安
楽
上
人
と

一
緒
に
こ
の
地
で
弔
つ

⑧「両上人絵解きJ(左側)

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告

⑨「両上人絵解きJ (右側)
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て
ほ
し
い
」

と
の
住
蓮
房
の
遺
言
か
ら
、
元
禄
年
間
(
一
六
八
八

ー

一
七
O
四
年
)
に
、
御
僧
塚
に
二
基
の
五
輪
石
塔
を
建
て
た

こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住
蓮
房
の
御
命
日
の

月
九
日
に
は
毎
年
法
要
が
営
ま
れ
、
御
絵
伝
も
紐
解
か
れ
て
法

難
の
事
実
が
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

4
.
住
蓮
房
安
楽
房
に
関
す
る
お
歌

易
行
寺
に
は
住
蓮
房
安
楽
房
に
関
す
る
お
歌
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
が
、
特
に
法
然
上
人
が
両
上
人
の
為
に
詠
ま
れ
た
と
い

う
お
歌
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

*
こ
の
ほ
ど
の
か
く
し
念
悌
あ
ら
は
れ
て
捕
陀
に
ひ
か
れ

て
西
へ
こ
そ
ゆ
け
(
住
蓮
房
辞
世
の
句
)

*
極
楽
へ
ま
い
ら
ん
こ
と
の
嬉
し
さ
に
身
を
ば
仏
に
ま
か

せ
ぬ
る
か
な

(
安
楽
房
辞
世
の
句
)

①
と
げ
が
た
き
苦
し
み
の
輪
を
ぬ
け
出
で
て

こ
の
世
か
ら
な
る
心
安
楽
(
安
楽
)

め
￥
古
を
ぬ
け
て
身
を
安
楽
と
思
い
な
ば

苦
に
か
は
り
け
ん
御
恩
忘
る
な

③
消
え
が
た
き
火
火
の
車
に
引
替
へ
て

蓮
の
上
が
住
ひ
と
ぞ
な
る

④
慈
悲
ふ
か
き
弥
陀
の
恵
み
に
あ
へ
ば
こ
そ

同
じ
心
も
蓮
と
ぞ
な
る

⑤
哀
れ
な
る
浮
世
の
中
に
す
ご
す
身
を

410 

(
法
然
)

(
住
蓮
)

(
法
然
)

⑤
思
ひ
き
や
花
の
相
を
お
し
む
共

知
り
つ
つ
捨
つ
る
人
は
つ
れ
な
き
(
鈴
虫
)

末
の
薪
を
い
か
で
忘
れ
じ

⑦
お
し
み
つ
つ
野
辺
の
薪
と
な
さ
ん
身
を

(
松
虫
)

お
し
ま
で
宿
る
花
の
蓋
ぞ
(
安
楽
)

@
身
に
な
れ
し
錦
の
小
袖
や
き
す
て
て上

松
虫
・
下

弥
陀
の
み
国
に
墨
(
住
)
染
の
袖

鈴
虫
)

①
か
く
て
行
く
か
り
の
此
身
と
今
日
限
り

あ
は
ん
蓮
の
韮
に
て
こ
そ
(
上

安
楽
・
下

⑮
法
の
師
の
上
な
き
慈
悲
に
育
て
ら
れ

住
蓮
)
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思
へ
ば
う
れ
し
身
の
行
衛
哉
(
住
蓮
)

⑪
身
に
か
く
て
思
ひ
だ
す
に
も
心
せ
ば
や

行
末
迷
う
人
の
心
に
(
法
然
)

⑫
此
世
に
は
親
子
便
り
に
思
へ
共

行
く
先
の
夜
は
南
無
の

一
声
(
住
蓮
)

⑬
親
と
子
が
現
世
未
来
と
か
わ
れ
ど
も

待
つ
ぞ
や
待
た
れ
弥
陀
の
浄
土
で
(
安
楽
)

⑭
か
り
の
世
の
せ
め
く
に
つ
い
て
思
ふ
哉

永
き
闇
路
を
出
る
嬉
し
さ
(
住
蓮
)

⑮
何
と
て
や
ゅ
う
言
の
葉
も
な
か
り
け
り

南
無
阿
弥
陀
仏
の
御
名
の
他
に
は
(
安
楽
)

⑮
念
仏
を
申
す
が
罪
に
な
る
と
て
も

劫
火
に
か
わ
る
お
慈
悲
忘
れ
じ

(
住
蓮
)

⑫
か
り
の
身
の
化
業
は
何
れ
ち
が
へ
共
向
へ
た
ま
へ
や
蓮
の
肇
で

(
首
切
り
役

佐
々
木
吉
賓
)

⑮
先
き
立
て
ば
必
ず
む
か
ひ
申
さ
な
ん

蓮
の
半
、
ば
を
わ
け
で
ぞ
待
つ

(
住
蓮
)

⑬
一
度
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
命
ぞ
や

末
の
契
り
を
待
つ
ぞ
嬉
し
さ
(
安
楽
)

⑮
今
の
世
に
ま
た
逢
う
事
も
嵐
吹
く

弥
陀
の
み
国
に
お
い
て
た
よ
り
を
(
住
蓮
)

@
切
ら
る
と
も
心
は
切
れ
じ
此
つ
る
ぎ

よ
も
金
剛
の
信
は
き
れ
ま
じ
(
安
楽
)

⑫
こ
の
ほ
ど
の
か
く
し
念
仏
あ
ら
わ
れ
て

弥
陀
に
引
か
れ
て
西
へ
こ
そ
行
く
(
住
蓮
)

(
四
)
住
蓮
房
母
公
の
墓
所
(
市
村
長

一
宅
)
と
尼
が
池

前
出
の

『法
然
上
人
秘
伝
」
に
よ
れ
ば
住
蓮
房
が
最
後
に
し

た
た
め
た
手
紙
を
ご
覧
に
な
っ
た
法
然
上
人
は
、
こ
の
書
状
を

京
七
条
に
住
む
住
蓮
一房
一
の
母
親
の
も
と
へ
と
遣
わ
し
て
い
る
。

更
に
住
蓮
一房
一
の
母
が
取
っ
た
行
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

状
を
披
て
見
れ
ば
近
江
馬
淵
に
て
果
ぬ
る
よ
し
な
り
。一一
目

と
も
見
ず

顔
に
お
し
あ
て
〉
暗
よ
り
外
の
事
は
な
し
。
良

久
し
く
あ
り
て
我
子
の
果
け
る
所
に
尋
行
て
骨
を
も
ひ
ろ

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告411 



ひ

我
が
子
の
形
見
に
も
せ
ん
と
て

か
せ
杖
に
懸
り
て

近
江
園
へ
下
り
け
る
が

思
ひ
は
重
る

湯
水
を
た
に
も

呑
ざ
れ
は

い
か
で
か
叶
ふ
べ
き

関
屋
の
辺
に
て
倒
れ

臥
し
て

八
十
三
に
し
て
思
ひ
死
に
果
ら
れ
け
り
。
哀
れ
な

り
し
事
也
。

近
江
八
幡
市
に
隣
接
す
る
守
山
市
焔
魔
堂
町
に
は
、
こ
の
母

が
我
が
子
住
蓮
の
非
業
の
最
期
を
聞
い
て
失
意
の
あ
ま
り
身
を

投
げ
て
果
て
た
と
さ
れ
る
「
尼
が
池
」
(
現
在
は
跡
地
)

と
、
こ

の
池
端
に
あ
っ
た
母
公
の
墓
を
自
宅
敷
地
内
に
遷
し
、
今
尚
供

養
を
続
け
る
「
市
村
家
」
が
存
在
す
る
。

以
下
に
市
村
家
で
の
聞
き
取
り
の
内
容
を
記
す
。
尚
、
「
市
村

家
」
と
の
関
わ
り
の
深
い
近
隣
の
浄
土
宗
寺
院
「
十
王
寺
」
ご

住
職
石
川
明
善
尼
と
、

『近
江

・
湖
南
の
風
土
記
」
(
サ
ン
ラ
イ

ズ
印
刷
株
式
会
社
)

の
著
者
で
同
市
内
赤
野
井
の
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
「
常
照
寺
」
ご
住
職
で
あ
る
安
井
澄
心
師
に
も
同
席
し

て
頂
い
た
。

市
村
家
に
伝
わ
る

『住
蓮
安
楽
両
上
人
侍
説
之
控
』
に
は

伊
勢
園
ノ
住
人
戸
波
次
良
左
エ
門
清
次

書
永
ニ
落
髪
、
ン

テ
法
号
ヲ
住
蓮
ト
云
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安
部
判
官
盛
久

文
治
ニ
出
家
シ
テ
法
号
を
安
楽
ト
云

同
室
ノ
ヨ
シ
ミ
ヲ
ム
ス
ヒ
テ
吉
水
ノ
法
然
上
人
常
惰
ノ
師

ナ
リ

承
元
ノ
コ
ロ
念
悌
ヲ
称
ス
ル
ヲ
悪
テ
近
江
園
馬
淵

西
ノ
丘
二
テ
殺
サ
レ
玉
フ
ト
キ
音
瑞
ア
リ
テ
不
思
議
ノ
往

生
ナ
リ

両
師
ト
モ
ニ
母
堂
有
テ
都
三
候
辺
ニ
居
ヲ
同
ス

二
師
ノ
死
跡
ヲ
尋
テ
東
シ
近
江
園
ニ
下
向
ス

草
津
卜
守

山
ノ
中
路
ノ
傍
ニ
小
池
有
リ

コ
ノ
池
ニ
捨
身
ス

一
人
ノ
母
堂
俗
名
朝
子
ト
云
法
号
住
然
卜
称
ス

一
人
ノ
母
堂
俗
名
時
子
卜
云
法
号
安
然
ト
称
寸

承
元
元
年
丁

卯
-
二
月
廿
三
日
往
生
ナ
ラ
ン
卜

右
ハ
高
田
専
修
寺
に
古
橋
ノ
表
書
ト
イ
ヘ
ル
秘
蔵
ノ
書
有

テ
上
ノ
如
ク
記
ス
ト
ナ
ン
侍
説
セ
リ

巨
細
ハ
高
田

一
身
田
ニ
行
テ
可
尋
也

右
之
書
ハ
焔
魔
堂
ノ
住
人
市
村
長
左
エ
門
殿
ニ
神
臆
院
禅

費
致
借
用
書
窮
者
也
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元
治
元
年

甲
子
六
月
九
日
午
時

大
賓
天
皇
今
宮
臆
天
太
神
宮

別
賞
職
小
槻
末
葉

臆
院
禅
覚
書

太
万
之
緑
記
来
由
ハ
別
記
ニ
書
ス

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
で
住
蓮
安
楽
の
各
々
の
母
が
入
水

し
て
果
て
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
他
の
諸
伝
記
に
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
の
書
面
中
に

「焔
魔
堂
ノ
住
人
」
と
有
る
が
、
堂

字
の
名
前
で
は
な
く
地
名
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「焔
魔

堂
村
」
地
名
の
由
来
は
、
現
在
は
浄
土
宗
寺
院
で
閤
魔
王
・
倶

生
神
等
を
杷
る
「
十
王
寺
」
の
あ
る
辻
と
し
て
発
生
し
た
も
の

か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
「
十
王
寺
」
の
略
縁
起
に
も

法
然
上
人
の
御
弟
子
住
蓮
房
、
同
園
馬
淵
村
に
て
死
罪
の

時
、
母
の
尼
公
あ
と
を
追
き
た
り
て
、
こ
の
村
に
て
入
水
し

て
、
と
も
に
往
生
あ
り
け
る
も
此
村
の
霊
縁
に
た
よ
ら
れ
た

る
も
の
な
り
、
そ
の
墓
今
も
市
村
長
左
衛
門
の
屋
敷
に
あ
り
、

入
水
の
池
も
、
尼
池
の
字
、
ぞ
の
こ
れ
り

と
記
さ
れ
て
い
る
。

神

こ
の
略
縁
起
に
は
安
楽
房
の
母
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
安
楽
房
の
母
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
判
ら

な
い
が
、
住
蓮
房
の
母
が
我
が
子
の
処
刑
地
へ
と
下
向
す
る
の

は
前
出
の

『秘
伝
」
と
符
合
す
る
。

市
村
家
の
伝
承
で
は
、
住
蓮
房
の
母
(
朝
子
)
が
処
刑
地
馬

淵
を
目
指
す
道
中
、
住
蓮
房
の
斬
首
が
す
で
に
執
行
さ
れ
た
事

を
聞
き
、
悲
嘆
の
あ
ま
り
身
を
投
げ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
「
尼
が

池
」
(
尼
の
池
と
も
云
う
)

で
あ
る
。
所
在
は
、
母
朝
子
の
墓
所

が
有
る
市
村
家
に
真
近
の
守
山
市
焔
魔
堂
町
交
差
点
付
近
で
あ

る
。
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
整
地
し
た
上
に
住
宅
が
建
っ
て

い

る
「
尼
が
池
」
の
跡
地
は
、
古
く
は
地
名
を
「
馬
津
村
」
と
い
い
、

池
の
奥
に
は
当
地
に
住
ん
だ
馬
津
姓
の

一
族
の
菩
提
寺
が
存
在

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

し
か
し
堂
宇
は
無
住
期
聞
が
長
か

っ
た
の
か
自
然
に
荒
廃
し

た
。
こ
の
寺
は
や
が
て
廃
寺
と
な
り
、
本
尊
で
あ
る
「
阿
弥
陀

仏
像
」
は
、
市
村
家
の
隣
に
位
置
す
る
真
宗
寺
院
「
徳
栄
寺
」
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に
遷
座
さ
れ
た
。
光
背
の
様
式
か
ら
推
測
す
る
に
、
元
々
有
つ

た
馬
津
家
の
菩
提
寺
も
浄
土
真
宗
の
寺
院
だ
っ
た
可
能
性
が
高

ぃ
。
現
在
市
村
家
も
隣
接
の
「
徳
栄
寺
」
の
檀
家
で
あ
る
。

現
市
村
家
当
主
の
市
村
長

一
氏
に
よ
れ
ば
農
地
解
放
の
直
前

頃
に
は
既
に
堂
宇
は
無
く
、
「
尼
が
池
」

に
も
水
は
無
か
っ
た
が
、

池
跡
の
窪
み
は
ま
だ
有
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

市
村
家
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
住
蓮
房
の
母
は
我
が
子
が
捕
ら

え
ら
れ
た
悲
嘆
に
よ
っ
て
盲
目
と
な
っ
た
の
か
、
或
い
は
そ
れ

以
前
か
ら
盲
目
だ
っ
た
の
か

い
ず
れ
に
し
て
も
目
が
不
自
由

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
失
意
の
入
水
説
と
は
別
に
、
老
体
で
し

か
も
目
の
悪
い
母
朝
子
が
誤
っ
て
池
に
落
ち
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
と
言
う
。

処
刑
地
で
あ
る
近
江
八
幡
市
千
僧
供
の
真
宗
寺
院
「
易
行
寺
」

に
伝
わ
る
住
蓮
・
安
楽
両
憎
の
御
伝
の
絵
解
き
に
は
、
我
が
子

の
処
刑
地
に
向
か
う
母
に
、
道
中
で
出
会
っ

た
役
人
(
介
錯
の

役
人

佐
々
木
義
貫
か

?
J
が
禁
を
破
っ
て
首
桶
を
改
め
さ
せ

る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
誤
っ
て
落
ち
た
可
能
性
は
低
い
と

考
え
る
。

ま
た
、
市
村
家
は
敷
地
内
に
住
蓮
の
母
の
墓
所
を
設
け
、
代
々

414 

供
養
に
つ
と
め
て
い
る
。
母
公
の
墓
石
は
相
当
に
さ
ざ
れ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
刻
ま
れ
た
文
字
は
判
読
出
来
な
い
。

⑩住蓮房の首桶



研究ノート

そ
の
向
か
っ
て
右
側
に
は
、
正
面
を
短
冊
状
に
削
り
、
そ
の

長
方
形
内
に
南
無
阿
弥
陀
怖
と
彫
ら
れ
た
無
縫
塔
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
名
号
が
刻
ま
れ
た
左
側
の
側
面
に
も
刻
字
が
有
り
、

大
正
二
年
十
月
於
馬
淵
畷
住
蓮
上
人

七
百
周
忌
奉
行
之
際
亦
於
焔
魔
堂
修

理
該
母
公
墓
恭
展
香
花
以
童
延
遠
之

誠
為
之
記
念
立
此
碑
也

大
正
六
杢
呑

浄
巌
院
心
阿
慰
成

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
無
縫
塔
は
大
正
二
年

(
一
九

一三
年
)
法
然

t

人
七
百
年
御
思
の
折
に
発
願
し
、
大
正
六
年
(
一
九

一
七

年
)
に
建
立
相
成
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え

る
「
心
阿
慰
成
」
と
は
、
大
正
四
年
に
安
土
浄
厳
院
に
晋

山
し
、
建
立
当
時
の
住
持
で
あ
っ
た
大
鹿
慰
成
で
あ
る
。

ち
な
み
に
慰
成
は
建
立
の
翌
年
大
正
七
年
(
一
九

一
八

年
)
に
は
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
転
晋
し
て
法
主
に
就
任

し
て
い
る
。

建
立
当
時
の
市
村
家
当
主
は
市
村
長
左
衛
門
氏
(
本
名
熊
吉

大
正
十
五
年

一
月
二
十
七
日
寂

法
号
は
釈
住
道
)

で
あ
り
、

長
左
衛
門
氏
と
妻
と
め
さ
ん
の
聞
に
生
を
受
け
た
の
が
長
蔵
氏
、

そ
の
後
継
ぎ
が
長
次
氏
、
そ
の
ご
子
息
が
現
当
主
の
市
村
長

氏
で
あ
る
。

⑪住蓮房母公の墓
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(
五
)
住
蓮
首
討
ち
の
太
万

市
村
家
に
は
代
々
、
住
蓮
の
首
を
討
っ
た
と
い
う
太
万
が
収

め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
所
為
と
は
考
え
難
い
が
、
当

家
に
災
い
が
重
な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
為
こ
の

太
万
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
延
賀
五
年
(
一
六
七
七
年
)
四
月

六
日
に
、
市
村
家
の
南
西
約

一

rs
に
位
置
す
る
「
大
賀
神
社
」

(
栗
東
市
緒
)
に
奉
納
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
現
在
も
当
社
の
大

祭
時
に
は
赤
い
錦
の
袋
(
代
々
市
村
家
が
調
度
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
)
に
納
め
た
こ
の
太
万
を
捧
持
す
る
者
が
、
練
り
行
列

の
先
頭
を
歩
く
。

太
万
の
万
身
に
は

奉
納
御
太
万
延
賓
五
年
巳

四
月
六
日
願
主
焔
魔
堂
村

市
村
子
孫

京
五
健
橋
通

伊
勢
屋
冶
兵
衛

又
、
柄
の
部
分
に
は
、
「
吉
次
」
と
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

市
村
家
に
伝
わ
る
前
出
の

「住
蓮
安
柴
両
上
人
博
説
之
控
」

末
尾
に
は
「
太
万
之
緑
記
来
由
ハ
別
記
ニ
書
ス
」
と
有
っ
た
が
、

そ
の
「
来
由
」
に
は

江
州
焔
魔
堂
村
市
村
某
佐
々
木
判
官
吉
実
ニ
奉
公
シ
太
万

416 
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リ
役
ニ
サ
レ
テ
住
蓮
房
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打
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万
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ニ
子
孫
ニ
至
テ
其
家
災
難
止
マ
ス
人
挙
ッ
テ
云
ヘ
ル⑫ 『太万・鞘」



ハ
是
名
釦
ノ
ト
カ
メ
ナ
ラ
ン
ト

依
テ
親
戚
ヨ
リ
取
計
テ

繕
村
大
賀
天
王
ニ
奉
納
セ
リ

今
ニ
至
テ
赤
地
ノ
錦
ノ
袋

ニ
入
テ
毎
年
祭
礼
別
嘗
神
臆
院
ノ
先
ニ
持
セ
ワ
タ
ル
コ
卜

と
記
さ
れ
て
い
た
。

何
故
市
村
家
が
、
代
々
母
公
の
墓
所
を
守
り
、
首
討
ち
の
太

万
が
納
め
ら
れ
て
い
た
の
か
。
そ
の
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
市

村
家
の
先
祖
は
佐
々
木
九
郎
義
貫
(
太
刀
の
来
由
に
は
吉
実

の
家
臣
で
あ
り
、
或
い
は
実
際
に
首
を
討
っ
た
本
人
で
あ
っ
た

可
能
性
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
に
こ
れ
を
載
せ
る
伝
記
等
は
見

当
た
ら
ず
、
飽
く
ま
で
も
可
能
性
に
留
ま
る
。

住
蓮
房
の
身
柄
を
預
か
っ
た
佐
々
木
九
郎
義
賓
の
家
臣
で
あ

り
、
奇
し
く
も
母
公
入
水
の
尼
池
に
最
も
近
い
場
所
に
住
居
し

て
い
た
と
い
う
事
も
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

し
か
し

八
百
年
も
の
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
代
々
墓
所
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を
{
寸
り
、
毎
月
の
命
日
に
香
花
供
養
を
手
向
け
て
き
た
の
は

市
村
家
当
主
か
ら
次
代
の
者
達
に
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
供
養

ワ
み
会
?
、
や
期
も
宅
対
、
冷
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⑬ 「太万由来書きJ
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を
し
続
け
る
事
の
申
し
送
り
が
有
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
八
百

年
間
そ
れ
を
続
け
さ
せ
て
来
た
歴
代
の
市
村
家
当
主
の
方
達
に

専
修
念
仏
者
住
蓮
に
対
し
て
斬
刑
に
値
す
る
悪
僧
と
の
意
識
は

感
じ
ら
れ
な
い
。
更
に
そ
の
母
に
対
し
て
も
、
敢
え
て
自
宅
敷

地
内
に
墓
所
を
守
り
続
け
て
い
る
事
か
ら
判
断
し
て
、

そ
こ
に

あ
る
感
情
は
憐
側
、
或
い
は
賄
罪
の
思
い
で
は
な
か
っ
た
か
と

考
え
る
。

六
)
「
遠
思
法
要
の
経
緯
」

ァ
、
住
蓮
房
七
人
七
百
五
十
年
「
遠
忌
大
法
要
」

真
光
寺
の
調
査
に
よ

っ
て
住
蓮
房
上
人
七
百
五
十
年
「
遠
忌

大
法
要
」
の
資
料
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

当
時
「
住
蓮
一房一
上
人
七
百
五
十
年
遠
忌
奉
賛
会
」
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
る

『小
冊
子
』
の
表
書
き
に
は

住
蓮
房
上
人
七
百
五
十
年

「
遠
思
大
法
事
色
知
恩
院
門
主
税
下
御
親
修

十
月
七
日
午
前
十
時

(
夜
は
安
土
津
厳
院
通
夜
に
て
遺
徳
顕
彰
記
念
伝
道
)

418 

於

近
江
八
幡
市
馬
淵
縄
手
御
墓
所

(
近
江
八
幡
駅
よ
り
三
キ
ロ
パ
ス
あ
り
六
枚
橋
下
車
・
近
鉄

武
佐
駅
よ
り
二
キ
ロ
)

主
催

浄
土
宗
滋
賀
教
区
全
寺
院

と
記
さ
れ
、
昭
和
三
十

一
年
に
厳
修
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は

『殉
教
の
聖

住
蓮
房
上
人
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
「
建
永
の
法
難
」
が
説
か
れ
、
遺
徳
顕
彰
の

た
め
に
こ
の
小
冊
子
を
参
詣
者
や
有
縁
の
人
々
に
配
付
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
法
難
に
対
す
る
認
識
を
知

る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
な
の
で
そ
の
全
文
を
こ
こ
に
掲
載
す

る
こ
と
に
す
る
。

『殉
教
の
聖

住
蓮
房
上
人
」

慈
悲
の
発
見

西
洋
の
宗
教
改
革
よ
り
三
百
五
十
年
前
に
、
日
本
の
国
で

は
一
大
宗
教
改
革
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
浄
土
宗
を
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お
聞
き
下
さ
れ
、
お
念
仏
を
お
す
す
め
下
さ
い
ま
し
た
法
然

上
人
様
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
法
然
上
人
様

が
浄
土
宗
を
お
聞
き
下
さ
る
前
に
も
貴
い
教
え
、
立
派
な
教

ぇ
、
多
く
の
お
宗
旨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
誰
れ
で
も
、
た
や

す
く
救
は
れ
る
と
い
う
み
教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
法
然
上
人
は
、

三
十
五
年
の
問
、

い
ろ
い
ろ
御
学
問

御
修
行
下
さ
い
ま
し
て
、
承
安
五
年
、
四
十
三
才
の
時
私
達

を
可
愛
い
い
と
し
子
で
あ
る
と
お
呼
び
か
け
下
さ
れ
、
総
べ

て
の
者
を
救
い
た
い
、
救
い
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

親
心
を
お
か
け
下
さ
れ
て
い
る
、
仏
様
の
お
慈
悲
を
お
見
出

し
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

誰
れ
で
も
、
何
時
で
も
、
何
処
で
で
も
、

子
が
親
を
呼
ぶ

よ
う
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と

み
仏
様
の
御
名
を
お
呼
び
す

る
な
ら
ば
、
我
が
子
を
思
う
親
心
の
よ
う
に

は
か
り
知
れ

な
い
お
慈
悲
の
中
に
、
私
達
を
お
育
て
下
さ
る
の
が
み
仏
様

で
あ
り
ま
す
。

子
は
親
の
恵
み
の
中
に
、
す
こ
や
か
に
育
て
ら
れ
る
よ

う
に
、
お
念
仏
を
称
え
、

み
仏
様
の
お
慈
悲
に
照
ら
さ
れ
る

時
、
丁
度
冬
の
日
に
降
り
積
も
っ
た
雪
も
太
陽
の
光
に
照
ら

さ
れ
て
と
け
る
よ
う
に
、
私
達
の
心
の
中
の
迷
い
や
悩
み
は

キ
レ
イ
に
消
さ
れ
て
、

ほ
ん
と
う
に
明
る
い
心
、
正
し
い
心

で
、
楽
し
い
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
。
お
念
仏
の
声
の
中
に
、
や
が
て
家
庭
は
自
ら

明
る
く
、
社
会
も
明
る
く
、
平
和
な
お
国
も
つ
く
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
上
、
後
に
は
仏
様
の
聖
き
み

国
に
生
ま
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
乙
と
が
出
来
る
と
い
う
、
仏

様
の
お
慈
悲
を
か
ん
で
ふ
く
め
る
よ
う
に
お
す
す
め
下
さ

い
ま
し
た
。

此
の
尊
い
、
た
や
す
い
お
念
仏
を
お
す
す
め
下
さ
い
ま
す

と、

京
の
町
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ

水
が
流
れ
る
よ
う
に
、

賢
い
人
も
愚
か
な
人
も
、
金
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、
男
も
女
も
法
然
上
人
様
を
お
し
た
い
申
し
、

お
念
仏
を
喜
ぶ
人
々
は
日
増
し
に
増
え
て
参
り
ま
し
た
。

鹿
ケ
谷
事
件

他
人
の
出
世
を
ね
た
む
の
は
、
あ
さ
ま
し
い
人
の
心
で
あ
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り
ま
す
。
お
念
仏
の
み
教
え
が
栄
え
る
に
つ
れ
て
、
此
れ
を

ね
た
み
、
天
子
様
に
い
ろ
い
ろ
と
お
念
仏
を
や
め
さ
す
よ
う

に
訴
え
る
人
た
ち
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
お
念
仏
を
止
め

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
然
上
人
様
に
住
蓮
房
、
安
楽
房
と
い
う
お
弟
子
が
あ
り

ま
し
た
。
住
蓮
房
様
は
、
御
所
を
お
守
り
す
る
清
原
次
郎
左

衛
門
信
国
と
い
う
武
士
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
仲
の
よ
い

阿
部
の
判
官
盛
久
(
安
楽
房
)
と
共
に
、
法
然
上
人
様
の
御

説
法
を
聞
き
、

お
弟
子
に
し
て
い
た
だ
き
、
お
二
人
で
鹿
ケ

谷
の
法
性
寺
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
六
回

礼
讃
の
お
つ
と
め
を
し
、
お
念
仏
を
は
げ
み
、
ま
た
お
念
仏

を
お
す
す
め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
音
楽
を
聞
く
こ
と
は
大

変
楽
し
い
こ
と
で
、
心
の
中
ま
で
キ
レ
イ
に
洗
は
れ
る
よ
う

な
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
礼
讃
と
い
う
の
は
お
つ
と
め
に
フ

シ
を
つ
け
て
お
と
な
え
す
る
の
で
、
お
二
人
の
美
し
い
お
声

で
お
と
な
え
に
な
る
礼
讃
は
、
立
派
な
宗
教
音
楽
の
伝
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。

法
然
上
人
様
よ
り

一
座
の
御
説
法
を
聞
き
て
、
仏
様
の
お

仲
品
川
悲
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
骨
身
に
し
み
こ
み
、
念
仏
行
者
に
な
る

420 

と
い
う
、
法
然
上
人
様
は
大
変
強
い
教
化
の
力
を
お
持
ち
で

し
た
。
御
所
に
お
仕
え
す
る
松
虫
鈴
虫
と
い
う
こ
人
の
女
官

も

一
座
の
御
説
法
を
聞
い
て
、
深
く
お
念
仏
を
喜
び
、
更

に
出
家
し
た
い
と
お
考
え
に
な
り
、
時
の
来
る
の
を
お
待
ち

で
し
た
。
建
永
元
年
十
二
月
、
後
鳥
羽
上
皇
様
は
熊
野
へ
御

参
詣
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
、
そ
の
お
留
守
に
、
松
虫
鈴
虫
の
お

人
は

ひ
そ
か
に
御
所
を
し
の
び
出
て
鹿
ヶ
谷
の
法
性
寺

に
、
住
蓮
安
楽
の
両
御
房
様
を
お
た
ず
ね
に
な
り
、
出
家
の

志
を
お
物
語
に
な
り
、
お
願
い
に
な
り
ま
し
た
。
両
御
房
様

は
、
今
お
念
仏
の
栄
え
る
の
を
ね
た
む
人
達
が
あ
っ
て
、
又

ど
の
よ
う
な
難
題
を
か
け
ら
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
お
話
し
に
な
り
、
出
家
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
お
さ
と

し
に
な
り
ま
し
た
が
、
松
虫
鈴
虫
の
命
を
か
け
て
の
お
願
い

に
、
遂
に
お
覚
悟
を
な
さ
れ
、
出
家
得
度
の
式
を
お
あ
げ
に

な
り
ま
し
た
。
十
九
才
の
松
虫
は
妙
貞
、
十
七
才
の
鈴
虫
は

妙
智
と
名
を
改
め
、
若
い
二
人
の
尼
僧
は
、
其
の
夜

一
先
づ

大
原
へ
、
更
に
紀
州
粉
河
へ
、
念
仏
の
声
の
中
に
い
そ
い
そ
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と
旅
立
ち
ま
し
た
。
時
は
建
永
元
年
十
二
月
二
十
六
日
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

殉
教
の
血
潮

上
皇
様
熊
野
よ
り
お
帰
り
の
後
、
誰
云
う
と
な
く
、
松
虫

鈴
虫
出
家
の
こ
と
が
噂
に
な
り
、
特
に
念
仏
の
教
え
の
栄
え

る
の
を
ね
た
む
人
達
は
、
此
の
時
と
ば
か
り
に
、
上
皇
様
に

悪
く
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
遂
に
安
楽
房
様
は
京
都
六
条

碩
、
住
蓮
房
様
は
江
州
馬
淵
の
縄
手
で
御
死
刑
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

建
永
二
年
二
月
九
日
、
身
に
縄
を
事
つ
け
た
三
十
九
才
の
住

蓮
房
様
は
、
佐
々
木
吉
実
に
ひ
か
れ
て
、
江
州
馬
淵
縄
手
に

お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。

「
極
楽
に
生
れ
ん
こ
と
の
う
れ
し
さ
に

身
を
ば
仏
に
ま
か
す
な
り
け
り
」

お
慈
非
γτ
悦
ぶ
念
仏
行
者
の
、
死
に
の
ぞ
ん
で
の
心
の
中

を
辞
世
に
の
こ
し
て
、
念
仏
の
教
え
の
た
め
に
、
美
し
い
御

最
後
を
お
と
げ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
丁
度
今
年
が

七
百
五
十
年
の
御
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
り
ま
す
。

念
仏
教
徒
の
覚
悟

可
愛
い
可
愛
い
お
弟
子
が
お
二
人
ま
で
も
死
刑
に
な
ら

れ
た
、
そ
の
時
の
法
然
上
人
様
の
お
心
の
中
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
更
に
弟
子
の
罪
は
師
匠
に
も
あ
る
と
い

う
の
で
、
法
然
上
人
様
は
七
十
五
才
と
い
う
御
老
体
で
、
遠

く
四
国
へ
の
御
流
罪
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
お
弟
子
方
が
お
な
ぐ
さ
め
申
し
上
げ
ら
れ
た
お

一口
葉
に
、
法
然
上
人
様
は

「
わ
た
し
は
み
仏
様
の
お
慈
悲
を
い
た
だ
く
時
、
念
仏

申
せ
ば
死
刑
に
す
る
ぞ
よ
と
云
は
れ
で
も
、
此
の
尊
い
、

有
難
い
お
念
仏
は
申
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」

と
、
お
慈
悲
を
お
悦
び
の
心
の
中
を
お
も
ら
し
に
な
り
ま
し

た
。法

然
上
人
様
の
思
百
し
を
そ
の
ま
ま
に
、
お
念
仏
の
教
え

の
た
め
に
、
命
を
お
さ
さ
げ
下
さ
い
ま
し
た
住
蓮
安
楽
両
御

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告421 



房
様
を
偲
ん
で
、
み
仏
様
の
お
慈
悲
を
、
共
に
喜
び
、
共
に

念
仏
し
て
、
悦
び
の
中
に
、
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
社
会
、

平
和
な
国
を
つ
く
り
あ
げ
、
来
る
昭
和
三
十
六
年
に
お
迎
え

す
る
、
念
仏
の
元
祖
法
然
上
人
様
七
百
五
十
年
御
遠
忌
の

大
記
念
事
争
末
と
い
た
し
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ム

掌

以
上
の
よ
う
に
「
法
難
」
の
経
緯
が
分
か
り
ゃ
す
く
語
ら
れ
、

今
、
住
蓮
房
上
人
七
百
五
十
年
「
遠
思
大
法
要
」
を
厳
修
し

五
年
後
に
お
迎
え
す
る
「
法
然
上
人
七
百
五
十
年
御
遠
思
」
の

一
大
記
念
事
業
と
し
た
い
と
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
知
恩
院
門
主
狽
下
御
親
修
の
御
法
縁
に
ち
な
み
、
狽

下
が
後
に
御
染
筆
に
な
り
贈
ら
れ
た
と
い
う
「
掛
軸
」
が
真
光

寺
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

「
そ
の
か
み
の

ひ
志
里
の
ち
し
保

今
に
な
ほ

馬
淵
の
左
度
に

さ
く
曇
珠
沙
華
」

昭
和
丙
申
秋
住
蓮
安
楽
両
上
人
P七
百
五
一卜
年
遠
思
列
里
て

筆
頂
山
老
禍

信
宏
(
印
)

と
い
う
墨
跡
の
内
容
に
、
刑
場
の
露
と
消
え
て
い
っ
た
住
蓮
安

422 

楽
両
上
人
へ
の
狽
下
の
御
心
痛
が
今
も
偲
ば
れ
る
お
歌
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

住
蓮

・
安
楽
上
人
の
亡
き
後
も
専
修
念
仏
へ
の
弾
圧
は
止
ま

る
こ
と
な
く
、

つ
い
に
法
然
上
人
は
七
十
五
歳
の
高
齢
に
も
拘

ら
ず
讃
岐
国
(
現
在
の
香
川
県
高
松
市
)
に
流
罪
と
な
っ
た
。

翌
年
に
は
摂
津
(
大
阪
)
の
勝
尾
寺
ま
で
移
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

帰
洛
が
許
さ
れ
た
の
は
法
然
上
人
七
十
九
歳
の
十

一
月
二
十
日
、

御
往
生
の
六
十
六
日
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
愛
弟
子
の
住
蓮

・
安
楽
上
人
が
念
仏
教
化
の
拠
点

と
し
た
「
鹿
ケ
谷
の
草
庵
」
を
訪
ね
て
み
る
と
、
建
物
は
荒
廃

し
見
る
影
も
な
く
不
倒
に
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
今
回
の
調
査
で
は
住
蓮
上
人
の
遺
跡
を
調
査
し
な
が
ら
、

現
地
に
伝
え
ら
れ
る
法
難
の
伝
承
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

そ
し
て
、
建
永
の
法
難
か
ら
八
百
年
が
過
ぎ
た
現
在
、
こ
の

貴
重
な
体
験
を
通
し
て
念
仏
の
元
祖
法
然
上
人
が
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「
わ
れ
た
と
え

死
刑
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
も

こ
の
こ
と
い
わ
ず
ば

あ
る
べ
か
ら
ず
」

と
、
念
仏
停
止
の
さ
な
か
に
あ
り
な
が
ら
命
が
け
で
お
念
仏
の

御
教
え
を
説
き
続
け
た
尊
い
お
姿
を
拝
す
る
と
共
に
、
念
仏
弘

通
に
短
い
生
涯
を
棒
、
げ
尽
く
し
た
住
蓮

・
安
楽
上
人
の
顕
彰
を

願
う
・
も
の
で
あ
る
。

尚
、
現
地
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
深
く

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

A 

掌
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縁
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物
語
)野
田
憲
雄
著

「念
仏
の
殉
教
者
」
赤
松
良
雄
著

平
成
三
年
(
易
行
寺
)

「近
江

・
湖
南
の
風
土
記
』
安
井
澄
心
著

平
成
十
五
年

常
照
寺
(
浄
上
真
宗
本
願
寺
派
)

「浄
土
宗
史
の
諸
研
究
』
三
回
全
信
著

昭
和
三
十
四
年

「浄
土
宗
史
の
新
研
究
」

三
回
全
信
著

昭
和
四
十
六
年

「
諸
伝
に
み
る
建
永
の
法
難
(
一
)
|
住
蓮
房

・
安
楽
房
を
中
心

と
し
て
|
」
伊
藤
正
順
師

(『西
山
学
報
」
第
五
号

・
平
成
七
年
)

「
諸
伝
に
み
る
建
永
の
法
難
(
二
)
住
蓮
房

・
安
楽
房
処
刑
地
を

中
心
と
し
て
」
伊
藤
正
順
師
(『法
然
上
人
研
究
会
』
・
平
成
八
年
)

「
諸
伝
に
み
る
建
永
の
法
難
(
三
)
住
蓮
山
安
楽
寺
所
蔵

『安
楽

寺
縁
起

と
供
養
山
田m 
干丁
寺
所
蔵

住
蓮
房
安
楽
房
縁
起

伊

藤
正
順
師

文
責
者

・
現
代
布
教
班

佐
藤
晴
蹄

建永の法難における住蓮房の事跡調査報告423 
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現
代
布
教

視
覚
的
布
教
資
料
の
研
究

(
パ
ネ
ル
法
話
の
検
討
)

1.
は
じ
め
に

現
代
布
教
班
で
は
、
新
し
い
布
教
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
利
用
し
た
法
話
(
パ
ネ
ル
法
話
)
を
提
案
し

て
き
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
は

一
九
七
三
年
に
浄
土
宗
教

師
の
古
宇
田
亮
順
師
が
創
案
し
た
教
育
法
で
あ
り
、

パ
ネ
ル
布

を
貼
っ
た
舞
台
に
、

P
ペ
ー
パ
ー
に
書
か
れ
た
絵
や
文
字
を
貼
つ

た
り
外
し
た
り
し
て
お
話
し
ゃ
歌
あ
そ
び
を
す
る
表
現
方
法
で

あ
る
が
こ
れ
を
法
話
布
教
の
場
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

法
話
に
用
い
る
利
点
と
し
て
は
、
聴
衆
の
集
中
力
の
持
続
、

イ
メ
ー
ジ
化
に
よ
る
概
念
的
な
内
容
の
説
明
、
登
場
人
物
の
整

理
を
つ
け
る
事
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
昨
今
で
は
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
す
る
事
で
、

P
ペ
ー
パ
ー
に
直
接
絵
を
印
刷
す
る

事
が
で
き
る
た
め
、
作
成
過
程
が
比
較
的
簡
単
に
な

っ
た
。
そ

こ
で
、
当
研
究
班
で
は
法
話
の
素
材
と
な
る
絵
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
パ
ネ
ル
法
話
を
試
み
る
布
教
師
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

2.
研
究
経
過

平
成
十
六
年
度
は
、

『観
経
」
パ
ネ
ル
法
話
と
し
て

「王
舎
城

の
悲
劇
」
を
試
験
的
に
制
作
し
公
開
講
座
に
て
実
演
発
表
を
し

た
。
平
成
十
七
年
度
は

『無
量
寿
経
」
パ
ネ
ル
法
話
の
制
作
を

検
討
し

そ
の
作
画
講
師
を
笹
脇
昌
恵
師
に
お
願
い
し
て

作
品
と
い
う
形
に
仕
上
げ
た
。
そ
の
全
体
像
を
、

「教
化
研
究
』

視覚的布教資料の研究(ノfネル法話の検討)425 



口
号
に
絵
コ
ン
テ
形
式
で
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

の
画
像
デ
l
タ
を
浄
土
宗
教
師
に
提
供
す
る
目
的
で
C
D
|

R
O
M
を
作
成
し
た
。
パ
ネ
ル
法
話
作
品
の
解
説
、

実
用
例
は
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
杜
の
「
パ
ワ
1
ポ
イ
ン
ト
」
、
及
び
ウ
ェ
ブ
デ

モ
社
の
「
ビ
ュ
l
レ
ッ
ト
カ
ム
」
と
い
う
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て

同
C
D
l
R
O
M
に
収
録
し
た
。
そ
の
制
作
に
あ
た
っ
て
法

話
原
稿
の
録
音
を
、
村
田
洋

一
嘱
託
研
究
員
協
力
の
も
と
、
声

優
の
山
口
奈
々
氏
に
お
願
い
を
し
た

(
こ
の
C
D
|
R
O
M

は
希
望
さ
れ
る
方
に
、
無
償
で
ご
提
供
す
る
)
。

3.
今
年
度
ハ
ネ
ル
法
話
試
作
墾
ロ

今
年
度
は
「
法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ
ネ
ル
法
話
の
制
作
に

と
り
か
か
り
、
笹
脇
昌
恵
講
師
の
も
と
年
四
回
の
ぺ
|
ス
で
原

稿
、
作
画
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
尚
、
御

一
代
記
の
原
稿
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に

『法
然
上
人
行
状
画
図
」
(
以
下

「勅

伝
』)
に
準
ず
る
が
、

『
勅
伝
』
に
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
他

伝
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
も
、
宗
義
上
問
題
が
な
い
限
り
、

取
り
入
れ
て
い
く
も
の
と
し
た
。

そ

今
回
教
化
研
究
に
収
録
す
る
の
は
「
怨
親
平
等
の
聖
者
」
「
智

426 

者
の
ふ
る
ま
い
を
せ
ず
」
の
二
作
品
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
記
す
。

①
「
怨
親
平
等
の
聖
者
」
ご
生
誕
1
父
の
遺
言

「
法
然
上
人
御

一
代
記
」
は
、
ど
の
時
点
で

い
く
つ
に
区
分

す
る
の
が
望
ま
し
い
か
と
言
わ
れ
る
が

一
般
的
に
は
ご
生
誕

か
ら
定
明
の
夜
討
ち
、
時
国
の
遺
言
ま
で
、

で
一
区
切
り
と
す

る
事
が
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
『
勅
伝
」
な
ら
ば
第

一
巻
に
相
当

す
る
。
こ
こ
ま
で
で

一
つ
の
法
話
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め

に
、
話
の
テ
l
マ
を
「
怨
親
平
等
の
聖
者
」
と
い
う

一
点
だ
け

に
絞
り
、
現
代
の
世
相
も
合
わ
せ
見
て
、
法
然
上
人
鎖
仰
の

席
と
し
た
。

⑦
「
智
者
の
ふ
る
ま
い
を
せ
ず
」
比
叡
登
嶺
1
開
宗

こ
の
内
容
を
厳
密
に
言
う
と
、
観
党
の
も
と
で
出
家
、
比
叡

山
登
嶺
、
黒
谷
隠
遁
、
清
涼
寺
参
龍
、
南
都
歴
訪
を
経
て
立
教

開
宗
ま
で
と
、

一
席
の
内
容
と
し
て
は
量
が
あ
り
す
ぎ
る
感
も
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あ
っ
た

「勅
伝
」
な
ら
ば
第
二
巻
j
第
六
巻
ま
で
に
相
当
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、

そ
の
席
で
自
分
が
伝
え
た
い
部
分
だ
け
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
、
た
と
え
ば
四
人
の
師
匠
が
い
た
と
い
う
点
の

強
調
と
か
、
比
叡
山
の
寒
湿
論
貧
の
厳
し
さ
を
強
調
す
る
な
ど
、

適
宜
変
更
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
筆
者
は
前
回
、
今
回
と
報
告
し
た
パ
ネ
ル
法
話
を
、
実

際
に
数
回
行
っ
て
み
た
。
ま
た
大
会
場
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
1
を
使
用
し
て
パ
ネ
ル
法
話
を
行
っ
た
事
も
あ
る
が
、
全

般
的
に
好
印
象
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
手
応
え
が
あ
る
。
ま
た
お

年
寄
り
の
多
い
寺
院
で
の
法
話
以
上
に
、
高
校
生
を
対
象
と
し

た
研
修
会
に
お
い
て
は

(
目
新
し
さ
ゆ
え
か
)
、
非
常
に
効
果
的

で
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
常
々
感
じ
る
事
は
、
絵
を
見
せ
る
「
時
間
」

と
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
こ
そ
技
術
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
筆
者

は
未
だ
に
そ
れ
で
失
敗
を
繰
り
返
す
事
が
多
い
。
つ
ま
り
「
時
間
」

と
は
、
絵
を
多
く
見
せ
す
ぎ
る
と
聴
衆
は
そ
れ
に
飽
き
て
し
ま

ぃ
、
思
考
そ
の
も
の
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
事
。
ま
た
、
「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
は
、
最
初
序
説
(
ま

く
ら
)
中
に
は
、
絵
を

一
切
使
用
せ
ず
、
ち
ょ
う
ど
聴
衆
が
中

だ
る
み
を
し
始
め
た
頃
に
、
絵
を
見
せ
る
事
が
非
常
に
効
果
的

だ
と
い
う
事
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
、

特
殊
な
道
具
を
使
っ
た
と
し
て
も
、
布
教
師
が
自
分
の
信
仰
を

し
み
じ
み
と
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
説
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

聴
衆
の
共
感
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
法
話
と
は
呼
べ
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
於
い
て
、
過
去
の
「
絵
解
き
説
教
」
が

多
分
に
大
衆
芸
能
、
娯
楽
化
し
て
い

っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。

6.
お
わ
り
に

我
々
の
提
供
す
る
こ
れ
ら
の
試
作
は
、
あ
く
ま
で
法
話
布
教

の
一
可
能
性
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
が
全
て
の
聴
衆
、
全

て
の
会
所
に
対
し
て
効
果
的
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
内

容
も
含
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

パ
ネ
ル
法
話
も
通
常
の
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
同
様
、
演
者
の
話
術
や
自
由
な
発
想
が
あ
っ
て
こ
そ
、

視覚的布教資料の研究(パネル法話の検討)427 



聴
衆
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
き
、
共
感
さ
せ
る
こ
と

428 

に
有
効
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
来
年
・
再
来
年
度
も
「
法
然
上
人
御

一
代
記
」
パ
ネ

ル
法
話
の
作
成
を
引
き
続
き
行
い
、
今
回
同
様
の
形
で
の
ご
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
諸
大
徳
よ
り
の
思
惜
の

な
い
ご
意
見
・
ご
指
導
が
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

現
代
布
教
班

後
藤
真
法

法
話
参
考
図
書

『勅
修
法
然
上
人
御
伝
全
講
』
早
田
哲
雄
・
著

百
聞
出
願
の
整
」
松
島
定
宣
・
講
説

『法
然
上
人
御

一
代
記
」

一
龍
斎
貞
花
・
作

「ひ
と
す
じ
の
白
い
道

物
語
法
然
さ
ま
」
山
本
正
贋
・
著
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「『法然上人御一代記』ノfネル法話原稿①

怨親平等の聖者 「ご生誕~父の遺言」

怨
親
平
等

作 ・後藤真法

画・笹脇目恵

“怨親平等

も近親も同視する心 ..この崇高な精神、教えに対して;iftも異論

を挟む事はできないでしょう。しかし実際問題となると、果たし

てどれだけの人が実行できるでしょうか?

i担lえば、もしも自分の肉親が他人に殺されたとしたら、相手を

怨まずにいられるでしょうか?それがどんなに立派な教えであっ

ても、この私がそれを実行できないのならば、絵に描いた餅になっ

てしまいます。

しかし長い日本の歴史の中で、その精神を身をもって示された

おHこそが、私たちの宗祖法然上人なのです。

浄土宗を聞かれ、 「南無阿羽4官仏Jのお念仏をお伝えする事で、

万人に心の救済を与えた法然上人。お生まれは長承二年、平安時

代の末期、まさにこれから源平の!~如、が始まろうとする動乱の世

の中でした。

故郷は美作の匡l、ただ今の岡山県久米郡、久米南条稲岡の庄と

L寸所に、漆HJI時国という名のf寺がおりました。押領使という役

職で、 地方の内乱や、暴徒の鎮圧、盗賊の逮捕など、いわばその

地城を取り締まる箸察署長のような仕事です。その妻は地方の豪

政、秦氏の娘。

一人はとても篤信な夫婦であり、立派な子どもを授かるよう、

屋敷より 6kmも離れた所の“岩間の観音さま"に、 二週間お

節りをして祈願されたと言われています。

その阪iいがついに適い、栄氏さまはご懐妊されます。昔ーから偉

L、Jjのお母さんはご懐妊の"寺、不思議な夢を見ています。有名な

のはお釈迦様のお母さま、マーヤ犬人は白象がお腹に入る夢を見

ました。弘法大師・空海さまのおl母さまは、天竺の高僧がお11¥:1に

入る拶を兇ました。そして、法然上人のお母様はなんと抑|刀を飲

むという拶を見たそうですが、弟11万とは“おかみそり"すなわ

ち“人々に成を綬ける"方がお1111に入られたとの御暗示でしょ

う。いよいよ川月七日の正午に可愛い男の赤ちゃんが生まれまし

た。そのH午、めでたい証の紫雲がお屋敷の空にたなびき、大きな

綜の木にはどこからともなく白幡がふた流れ飛んできて、梢に掛

かり良い鈴の音をならしたというお話も残っております。

429 視覚的布教資料の研究(ノfネル法話の検討)



も 時国夫妻は大いに喜び、聡明な子に育ってほしいと、勢至菩薩

さまの名を取って、勢至丸と名付けました。この勢至丸こそ後の

法然上人その人です。すくすくと成長されて早、九歳となられま

した。

さて、この稲岡の庄という所は、平安時代から始まった庄園制

度において、京の都にいる領主の代行をする預所という役人がお

りました。その預所をしていたのが源内定明という侍。

時国の役職、押領使はもっと古い時代からある役職ですから、

お互いうまくいきません。定明にしてみれば、自分に挨拶にも来

ない時国の存布がなまいきでしょうがありません。

その思いが高まって、いよいよ我慢が出来なくなり、手勢を引

きつれて時国の尾敷に夜討ちをかけるという事件が起こりまし

た。卑怯な奇襲攻撃です。

11時国、覚悟u
「ううっリ

この織子を勢至丸も黙って見てはいられません。小さな弓を

取り出してヒュァと放っと、定明の眉間に刺さりました。

「ええい、もう良い、みんな退けリ

と馬に乗ってひきあげます。この傷が残り、自分が夜討ちの犯人

だと分かつてしまうことを怖れて、この後定明はどこかへ隠れて

しまl、ました。
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五》
父、 l時国は深手を負いました。瀕rEの重傷、いまわの際に勢至
丸を呼びます。

「おlIIiはこの事を武上の恥だと思って、 敵を恨んではいけない

よ。これはすべて私のがj世から続く非の報いなのだから。もしこ

れをまた恨みとして敵を討てば、敵もまたそれを恨みに忠い、尽

きることがないだろう 。 それよりこの世I~を捨てて僧となり、私

の菩提をとむらってくれ、そしてお前もまた、自分の迷いを断ち

切るのだ」

そして時同は合掌し眠るように亡くなられたのです。もちろん

下を失い跡正佼りの決まらない漆I:JI家はお家断絶・-家来もいなく
なります。泉氏は白分の弟が11持している山寺に、泣く泣くわが
fを預ける事を決意致します。そしてその数年後には、比叡山に

そま嶺することになるのですが、そうなるともう、 二度と会うこと

も出来ないでしょう。夫を失い、たった一人の心の支え、わが子

と離ればなれになる、お母さまの心境はいかなるものであったで

しょうか。

そして、そのHから法然上人の求道の人生が始まるのです。そ

れまで権力者の御I品t司としてfnJ不1'11+1なく暮らしていた、わずか

加設の子が、 一夜にして家を失い、父の死、母との別離、 一族崩

燃と、まさに諸行無常という現実に直l伺したのです。

その小で附j¥、た「敵を怨むなJという父の遺言。これは当時の
武家社会を考えてみますと、敗者が自らを奮い立たせようとする、

その生き叩斐を無くしそうな言葉に思えます。しかし、結*的に

九歳の少年幼至丸の目に焼き付L、たこの原風景こそが、そののち

三十年以上にわたり教えを追い求めた、強烈な求道エネルギーの

源泉となったことは間違いありません。

そして、出された結論は皆さんご承知の通り、「南無阿弥4官仏J
と称え阿弥花さまの西方極楽浄土へ往生を願うこと。ただそれだ

けです。しかしコロンプスの卵と1ρ|じく、この単純な答えを出す

ために、法然卜人がどれ程のご日労をされ、研績を積まれたこと

で、しよう。
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合会
会会

「どうしたら全ての人たちが、敵も味方もなく平等に思えるの

だろうか? 戦い、憎しみの尽きないとの世の中では、誰もが辛

く悲しい思いをしているじゃないか。理不尽に家族を殺された有

たちは、どうしたら心の平安を取り戻すことができるのだろう

か?J

毎U、飽くことなくお経本に向き合って、やっと出された究極

~ Lt劇畠品 |の結論li

...._.__，~~ 必 ，も II阿弥陀さまにお念仏をお称えして、みんなが極鮒 打二位
，a時，pt l'町、|できると、確信すればよい。阿弥陀さまのお迎えをいただいて、

正司LIt(胃てまよ戸 |誰しも平等の来世に述れて行ってもらえれば、そこで恨かしい人

⑬| 設へ都 |たちとも再会できるJ

む 験 ;
「そして、私の捗んできた過去の世界の道理や必然性を、極楽

浄土から客観的に眺めてみることができたなら、附れてこの世で

の怨みも捨てられるであろう。むしろ憐れみの心を起こして、敵

さえも極楽浄土へ導いてあげよう。この世で縁のあった人たちを、

敵さえも平等に導いてあげようじゃないかj

これこそ「敵を恨むな」という父の遺言に対する、法然 t人の

お答えでありました。

“父の{九"とL、う怨みを姶て去り、現実世界に苫しむ多く人々

の心を救済した法然上人こそ、“怨親平等"という究極のEM智、
を、その御一生をかけて私たちにお示し下さった聖人なのであり

ます。

私たちが生きているこの現実世界では、「敵を恨むなjと言わ

れでも、かなわないような出来事もあるでしょう。しかし、お念

仏を称えることで、“怨親平等"に生きられた法然 k人のお倍、

の、せめて万分のーでも与りたいものであります。どうぞ共々に

お念仏をお称えドさ I~ ~林十念
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rr法然上人御一代記』パネル法話原稿②
作 ・後藤真法

画 ・笹脇昌恵

法然 l二人ご遺訓「一枚起論文」に、 「智者のふるまいをせずし

て ただ一向に念仏すべしjとありますが、この「智者のふるま

L、をせず」とはどういう怠1床なのでしょうか?

別に 「勉強して賢くなろうなどと、思いなさんなjと諭されて

L、るわけではありません。何故なら、法然上人ほど勉強された方、

研鍍を般まれた方はいらっしゃらないのですから。仏教に限らず、

いろいろな学問を勉強することが悪いはずはありません。

「比叡登嶺~改宗J智者のふるまいをせず

た
だ
一
向
に ただし、その勉強した知織はl時としてお念仏の邪魔となり、慢

心に繋がったり、あるいはもっと奥の深い教えがあるのでは・-

と詮索したりする事を諌めていらっしぞるのです。往生の為には

お念仏以外に必要はない。 勉，~して知識をつけることは結締だけ

れども、往生のためには、つまるところ何も勉強していない人と

同じようにお念fムを税tえなさい、とおっしゃっているのです。

智
者
の
ふ
る
ま
い
を

せ
ず
し
て

念
仏
す
べ
し

① 

さて法然上人の時代、体系づけられた学問と言えば、まずは仏

教でしょう。その仏教の最高学府である比叡山には全国各地から

俊秀な方達が集まって来ました。今で言えば東大 ・京大といった

エリート校とも3えましょう。その秀才たちを差し白いて、法然
t人は何と呼ばれていたか?

“智忽第一の法然防" と呼ばれていたのです。そして比叡山

では、そうした学僧たちの討論が、日々繰り広げられておりまし

た。にも拘わらず、 「智者のふるまいをせずして ただ一向に念

仏すべし」 ・・こんな大胆な事を言い切る法然上人とは、いった

l、どんなお方なのでしょう?

法
然
房

② 

法然上人には四人のお削il烹さまがいらっしゃいます。何故かと
いうと、あまりの利発ぶりに「この弟子は私の予に余る賢さだ」

と言うことで、どんどん上の方に遣わされていくからであります。

最初の印li匠は)jll岐山菩提-/i=というお寺において、叔父にあたる

観党上人のもとで学ばれます。まだ法然上人が勢至丸と呼ばれて

いた頃です。あまりの総明さに舌を巻き、観党上人も「自分の小

さなお寺に置いておくのは勿体なL、jと、十三歳になった勢至丸

に比叡山に登る 'l~を勧めます。
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その昔伝教大師最澄さまがお聞きになった比叡山延暦寺。まず

は観党上人のお友達、北谷の持宝房i原光上人の元に使わされます。

観党上人から源光上人に当てられたお手紙がなかなかユニーク・

「文殊像一体を進上すJ? 
でもお供に1、tl、てきた人に聞くと、

「この少年以外何も荷物は預かってませんよJ

「ははあ、それほど賢い子なのかJ
文殊{象とは「文殊のf'，'悠jの文殊菩峰、源光上人、その意味を

すぐ理解して勢至丸を弟「に迎え入れました。

ある時、 rl'司教義』という教科書を読ませていて、
「伊Iか分からないところはあったかねり

「はい、ここが分かりませんでしたJ

とH婆をいくつか付けています。その部分を見て、ひ.っくり!

それはll竹、ら学{曽遼が，1韓E諭して、答えも出せないような所ばかり

だったのです。

それで、源光上人も「こりやただ針じゃなl、jと、今度はさらに

上の学僧、皇円阿階l梨という方の荷IJ-flにmわされまして、そこで
正式に県髪を洛とし袈裟を着け、受戒をして一人前の僧侶となら

れました。

しかしながらこの頃より、勢至九の心には比叡山の!切たちに対

して、どうにもやるせない思いが起こっていました。

『、ド家物語j の I~Iで白河法皇が、 「私の自由にならないものは、

すくぜに氾濫する鴨川の水、双六の'授の目、そして比叡の山法師」

と百ったように、その頃比叡山のfl'J侶には、 (17tたちの権力を誇

示するために、武器を持って判l径を威嚇する行がおりました。

さらにはエリート憎たち|ロ11:の出世争いも絶えない、そういっ

た的社会に対して、疑問があったのです。

「私は I~，j埜するために学問をしているのではない。 ただ、 ~ft も

が救われる教えを求めているだけなのに ・.J 
その 'I~を附l民の皇円~"I聞製に話し、山林に隠遁する司王を願い出

たのですが、それが訴されません。皇円阿附梨も優秀な弟子を予

放したくなかったのでしょう。

「ならばまず 『天台て大潟IJ六十巻を読んでみて、それから考

えてみなさL、」

すると千字通の人が一生をかけて読む 『天台三大部jを三年で読

破してしまいました。

驚いた皇円阿|制梨は ・

「本当にたいしたものだ これからも天台宗のト ソプを目指し

て杓進しなさt、J
とアドノfイス。
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しかし、もはや勢五丸の決意は変わりませんでした。十八歳に

なった年、比叡山の中でもさらに奥まった所にある西搭黒谷、慈

眼房叡空上人という方を訊ねていきました。

深い谷、道らしき道もないような森の奥深くきびしい所です。

勢':VLは新しL、師匠となった叡空上人に、父の遺言が忘れられず

ここに修行に来たことを話しました。

「なるほどあなたは、小さい頃から自然とすすむべく仏の道に

入られたようだ。それを法然道理と言う。今日から法然と名のり

なさい。また法名は前の師匠の源光と、私、叡空から取って源空

と名乗るがよL、」

然主丸はここで法然房th'句と名つけられたのです。

さて、ごこで少し比叡山のお話を致しますと、比叡山の厳しさ

q 町 、“|を表すのに “論 ・淑 ・寒・貧"という言葉が使われます。
l'屯ー ー-j) 111孟

ヘ ベ.r-JIM^('v~ 仁川 弘 ~Il 度
L うv:，."V' ~~ぷ弘 リfttI “論"とは1'=1分の学んだ学聞を忠、に討議し合う、真剣な討
t 、砂王、 ;c-¥T/ ~、 |織の厳しさ、今で行うディベート合戦です。
、七 ノ 町、(を換えー，/ I “i~" とは温気が異常に高くて、夏は霧深く冬は降雪の続く
、:;:，- ddも |厳しさ。

“ 'j，~" はもちろん冬の極寒の厳しさであり、そういった土地

であるから作物が実らず食べ物が少ない。

当然“貧しい"生活をせざるを得ないという意味です。

特に、この西塔熊谷は、冬場どれ位の寒さであったか ・当時

はマイナス 20度{立であったろうといいます。現在でも7イナス

15度位。熊谷の青龍寺に実際に勤務されてい方の体験談ですと、

四畳半の狭い控えのr:rlで、 一日中石油ストープを焚いても室温は
マイナス 3度以上に上がらなかったそうです。

そして 「論」の厳しさ・ ー法然上人は師匠の叡空上人にも討論

をしばしばされています。学問上遣うと思ったら、たとえ自Ili匠に

対しても、白分の説を主張されました。

時には、叡宅上人が怒って木枕を投げつけたこともありました。

でも、その後冷静になった叡空上人はちゃんと謝りにくるんです

「すまん。お前の言うことの方が、天台大自ijiさまの考えに合っ

ていたようだJ
この叡空 t人の真鯵な姿勢もまた、見留うべきところがありま
すね。
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この厳しい環岐において、ただ一人経蔵に飽もり入り、この苦

しみ多い世界から逃れる方法を探し続けられました。

しかし次第に、法然上人にも焦りが生じてきたのではないで

しょうか。父の治弓を受け僧侶となって早や十五年、未だ自分の

納得できる教えにはたどりつけないままなのです。

法然上人は師匠に暇を乞い、 二十四歳の時、 -s.比叡山を降り

られます。まず時峨の消1:i!-Jfにヒ日間お節りを致しました。消涼

存には、 =三国伝来のお釈迦さまが杷られていて、都で一番の民間

信仰、庶民信仰の場所でありました。

この年は“保元の乱"がおこり、その戦争のしわ寄せは、み

んな一般W;民に降り紛かっていました。さらには疫病、飢餓など

が起こり、あまりにも眠い京の都の状況ドで、苦しみから救いを

求めて集まってくる民衆、必死に手を合わせる人々の姿を、法然

j二人はここで目の当たりにされるのです。

その後は、奈良の名僧、高{曽と呼ばれる方をあちこち訪ね回ら

れます。つまり比叡山では得られなかった別の教えを求めて、南

1i1S/，宗の三論・法制:1華厳 ・律・成実-1具合宗のH々 にお会いし

て答えを求めようとしたのです。

ある意味、道喝破り的な行動ですが、それだけ法然上人は悩み

抜かれていたのでしょう。しかし、どのお方も法然上人の学の深

さに舌を巻いて、逆に「弟子にして下さl、」と言われてしまうあ

りさま。

また、弘法大制空海さまが闘いた真言の教えにも法然上人は精

通しており、その納得のいかない点を、夢の中で空海さまに問い

かけるほど意識されておりました。

しかし結局、誰も法然上人の疑問、問l、かけに的確な答えを出

してくれる人はいませんでした。

やむなく比叡山の黒谷に戻った法然上人は、再び経蔵に人りぴ

たり、お釈迦様の説かれた一切綴を、昼も夜もなく読みふけるの

です。

すでに四卜三歳となっていた法然t入、ある時、それまで何度

も読んでいた、中岡の蒋将大師が脅かれた 『観経疏jをもう一度、

さらに二度、 三度と読み返していくうち、ある一文が心に響き渡

り、煩から離れなくなりました。
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「一心に専ら、阿弥陀仏の名を祢え、動いていても、休んでい

ても、坐っていても、寝ていても、また時間の長い短いに関わら

ず、林え続けていれば、必ず極楽に往生できる。何故ならその行

為こそ、我々を救おうとする阿f;~ド1I't:仏の本願に叶っているからだJ

とりわけ、そのi，Jil去の五文字 fll阪彼仏願放J(彼の仏の阪に順
ずるが放に)のご文をしみじみと会得し、「これしかなLリとい

う降信を持たれたのです。

時、承安五年、春三月の事でありました。その後八百有余年、脈今

とあII~t 、てゆく浄上宗の教えが、ここに開かれたのであります。

一
心
専
念
体
陀
名
号

行
住
坐
臥

不
問
時
節
久
近

念
念
不
捨
者

是
名
正
定
之
業

師
明
彼
仏
願
故

“干?23第一" と讃えられ、お釈迦さまがお説きになったす
べての教えを、、'ill干のどの学似たちよりも理解された法然上人。

さらには、“論湿寒食"の比叡山、とりわけ7 イナス

201交の激寒の小で、研鍍に向f績を積まれたご苦労の中、私たち
におぷし下さった結論が、「利荷のふるまいをせずして ただ一

向に念仏すべし」のお言葉なのです。

m生の為には、私たちにはお念仏しかない。仏教を勉強する
ことは紡榊だけれど、住生のためには、何も勉強していない人と

同じようにお念仏するしかないのだ」

それほどのお念仏に対し、あれこれ詮索をしたり、現代的知識

を加えて解釈しようとすることは、法然上人に対して誠に申し訳

ない事です。

「智者のふるまいをせずして ただ一向に念仏すべし」

t~然上人のご修行時代のご苦労を偲び、この一節を深く l味わい

たいと思います。 同称卜念
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五
重
相
伝
勧
誠
録
の
比
較
研
究
」
を
進
め

る
上
で
、

『浄
業
信
法
訣
』
を
継
ぎ
、

『信
法
要
決
排
緯
』
へ
と

受
け
継
が
れ
る

『信
法
要
決
」
の
確
認
・
検
討
が
必
要
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
稀
書
と
し
て
知
ら
れ
る
法
洲
上
人
の
『信
法
要
決
』

に
つ
い
て
、
整
理
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
以
下
、
諸
師
の
敬

称
を
略
す
)

.
法
洲

一
七
六
五
|

一
八
三
九
(
明
和
二
|
天
保

一
O
)

票
蓮
社
承
砦
上
人
託
阿
還
源
。
江
戸
後
期
の
浄
土
宗
の
僧
。

大
日
比
三
師
の
第
二。
長
門
(
山
口
県
)
大
津
郡
河
原
郷
の
人
。

父
は
中
井
氏
、
母
は
多
賀
氏
。

一
七
八
八
年
(
天
明
八
)
大

日
比
法
岸
に
つ
き
剃
髪
、
日
課
念
仏
三
万
遍
を
誓
い
、

三
経

一
論
五
部
九
巻
を
は
じ
め
と
す
る
宗
学
を
学
び
、
数
箇
月
で
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達
成
し
た
。
|
中
略
|
一
八

一一一
年
(
文
化
九
)
法
岸
の
命

ょ

兵
日
比
西
円
寺
を
継
ぎ

以
後
周
防

長

盟
国
以

外
へ
は
出
る
こ
と
な
く
大
日
比

一
流
の
教
線
を
張
り
、
こ
と

に
破
邪
顕
正
に
意
を
用
い
、
吉
水
正
流
の
宣
揚
に
つ
と
め
た
。

ー
中
略

l
一
八

一
八
年
(
文
政
二
寺
職
を
霊
瞳
に
ゆ
ず
り

隠
遁
し
、
防
長
二
州
を
教
化
し
、

二
四
年
(
文
政
七
)
霊
随

辞
職
の
あ
と
を
法
道
に
継
が
せ
た
。(『浄

土
宗
大
辞
典
」
よ
り
)

{諸
本
の
整
理
}

①
『
一
浄
業
一信
法
訣
」
・
隆
円
著

・
文
政
六
年
(
一
八
二三
一)
刊
。

H

『浄
土
停
燈
輯
芝
下
巻
所
収
・

大
正
九
年
刊
(
昭
和
五
O

年
再
版
)
。

②
『
信
法
要
決
』
(『浄
業
信
法
要
訣
」)
・
法
洲
著

・
天
保
四
年

(
一
八
三
三
)
か
ら
同
七
年
(
一
八
三
六
)

の
聞
に
記
さ
れ
た
も

の
と
推
定
(
後
述
)
。

③
『
信
法
要
決
緋
稗
』
・
的
門
著

・
明
治
初
期
成
立

(
明
治
三
年

の
識
語
あ
り
)
。

H

『信
法
要
決
講
説
』
・
大
日
比
三
師
講
説
発
刊
所
・
明
治

四
五
年
刊
。

法※
要著
決者
緋名
蒋が

と法
ほ tF
lまし
同与
つ
でて
あい
モ2る

ず日

11 、

百辱
同は
上的
人旬
全り

~言

第
二
輯
所
収

・
大
正
九
年
刊
。

H

『浄
土
宗
選
集
』
第
十
巻
所
収
・
昭
和
五
九
年
刊
。

※
明
治
四
五
年
版
を
収
録
し
た
も
の
で
、
「
法
洲
著

「信
法
要

決
講
説
』」
と
な
っ
て
い
る
。

二、

『債
法
要
決
』
に
つ
い
て

(
一
)
「信
法
要
決
』
著
述
の
由
来

的
門

「信
法
要
決
排
稗
』
の
序
文
に
、

「信
法
要
決
』
著
述
の

由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
カ
ッ

コ
内
は
著
者
に
よ
る
注
記
)

往
時
専
念
の
順
阿
上
人
(
隆
円
)

一
日
話
次
予
に
告
日
、

文
政
年
間
、
本
山
大
僧
正
仰
誉
貞
厳
尊
者
の
顧
命
を
承
て

浄
業
信
法
訣
五
巻
を
著
し
て
、
以
て
祝
下
に
奉
日
す
。
|
中

略
|
蓋
し
此
の
書
の
体
な
る
や
、
偏
に
三
代
相
承
信
法
決
の

梗
概
を
祖
述
す
る
の
み
。
宜
な
る
か
な
こ
れ
を
席
数
に
配
し

す
く

て
、
而
も
能
く
損
益
し
裁
制
す
る
人
の
鮮
な
き
こ
と
を
。
爾

大日比法洲上人の 『信法要決』について439 



後
天

中
、
本
山
大
僧
正
樹
判
官
説
行
唱
者
、
不
慧

を
し
て
長
州
法
洲
上
人
に
使
い
た
ら
し
む
。
命
じ
て
日
く
、

は
つ
か
い
ど
う
お
よ
び

化
他
譜
法
の
初
開
導
、
壁
加
行
中
連
日
二
次
、
講
説
の
要
義

を
撮
て
こ
れ
を
示
せ
と
。
是
に
於
い
て
上

初
開
導

一
冊、

」
伝
法
及
び
要
偏

一
冊
を
糾
明
し
て
、
進
献
せ
ら
る
川町

然

ど
も

此
の
冊
も
亦
由
え
有
っ
て
隠
浸
し
て
伝
は
ら
ず
。
且
つ
席
数

み
つ
る

に
充
と
謂
ふ
と
難
、
文
調
簡
約
、
復
た
庸
学
(
凡
学
の
者
)

ち
ょ
う
い

の
師
易
(
容
易
)
に
左
右
す

者
流
(
た
ぐ
い
、
そ
の
仲
間
)

る
所
以
の
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。
(『的
門
上
人
全
集

第
弐

盟
こ
こ
か
ら
、

『信
法
要
決
』
(
厳
密
に
は
、
後
年

『信
法
要
決
』

の
名
で
呼
ば
れ
る
も
の
)
は
知
思
院
説
行
大
僧
正
の
命
に
よ
り

法
洲
が
執
筆
し
、
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

執
筆
さ
れ
た
年
に
つ
い
て
は
、
説
行
が
大
僧
正
在
任
中
で
あ
る

天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
か
ら
同
七
年
(
一
八
三
六
)

の
聞
と

推
定
で
き
る
。

ま
た
そ
の
内
容
は
連
日
二
席
の
勧
誠
に
配
さ
れ
て
い
る
が

要
点
の
み
の
記
述
で
あ
り
凡
学
の
憎
に
は
容
易
に
扱
え
な
い
も

の
だ
と
し
て
い
る
。
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-
説
行
(
一
七
七
二
l

一
八
五
O
)

天
保
三
年

(
一
八
三
二
)

二
月
二
日
知
恩
院
住
職
を
拝

命
、
六
十
七
世
の
法
燈
を
つ
ぎ
、
翌
四
年
(
一
八
三
三
)
四

月
十
四
日
大
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
。
在
住
四
年
、
同
七
年

(
一
八
三
六
)
十
二
月
十
二
日
大
坂

一
心
寺
事
件
に
連
座
し

て
十
八
日
辞
山
、
富
小
路
五
条
の
新
善
光
寺
に
隠
棲
し
た
。

(
大
橋
俊
雄
著

『浄
土
宗
人
名
事
典
』
よ
り
)

(二
)
稀
書

「信
法
要
決
』

的
門
が
「
此
の
冊
も
亦
由
え
有
っ
て
隠
没
し
て
伝
は
ら
ず
。」

と
記
す
よ
う
に
、

『信
法
要
決
』
は
当
時
す
で
に
稀
書
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
阪

て
心
中
守
事
件
に

よ
る
説
行
大
僧
正
の
辞
山
で
あ
る
。
こ
の
た
め
説
行
大
僧
正
の

意
向
に
よ
る

『信
法
要
決
』
流
布
計
画
と
い
え
る
も
の
が
頓
挫

し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
由
え
有
っ
て
」
と
明
確
に
そ
の
理
由
を
記

さ
な
か
っ
た
訳
も
、
大
僧
正
辞
山
と
い
う
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
。

的
門
の
心
情
を
推
察
で
き
る
。
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(三
)
『信
法
要
決
』
の
構
成
と
そ
の
写
本

「信
法
要
決
排
稗
』
の
序
文
に
、
「
上
人
初
開
導

一
冊
、
伝
法

及
び
要
傷

一
冊
を
製
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「信
法
要
決
」
は

勧
誠
と
伝
書
の
二
冊
か
ら
成
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
悌
教
大
学

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

①

「
初
開
導
一
冊
」
に
該
当
す
る
も
の

(
勧
誠
篇
)

A.
『伝
法
加
行
勧
誠
』
(
一
冊
・

嘉
永
二
年

・
霊
洲
書
写

・
悌

教
大
図
・
分
類
二
四
八
.

一
/
四
一一一)

維
時
嘉
永
二
己
園
年
四
月
七
日
九
時
世
寄
四
十
七
歳
最
蓮

社
勝
砦
任
阿
法
智
霊
洲

於
山
城
国
綴
喜
郡
上

山
蓮
華
寺
員室
而
奉
拝
写
者
也

先
師
裏
蓮
社
承
血
桂昌
上
人
託
阿
還
源
法
洲
大
和
尚
上
酬
慈
恩

(奥
書
)

※
嘉
永
二
年
は
一
八
四
九
年
。
本
文
最
初
に
は

『傍
法
加
行
中

勧
誠
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

②

「
伝
法
及
び
要
偏
一
冊
」
に
該
当
す
る
も
の
(
伝
書
篇
)

B.
『化
他
伝
法
五
重
式
』
(
一
冊
・

嘉
永
二
年
・
霊
洲
書
写

悌
教
大
図
・
分
類
二
四
八
.

一
/
三
九
)

右
者
相
劃
』
刈
剖
阿
週
淵
法
洲
大
和
尚
御
相
侍
之
旨
世

後
来
沙
門
謹
而
莫
為
軽
心

云
而
己
失

維
時
嘉
永
二
己

酉
年
四
月
十
八
日
着
衣
唱
披
謹
敬
市
奉
轄
寓
畢

抑
予
年

来
之
志
願
有

安
然
に
時
因
縁
熟
し
て
蕊
歳
三
月
十
四
日

於
華
頂
山
大
僧
正
顕
道
大
和
尚
を
持
し
て
布
薩
侍
戒
奉
納

受
畢

誠
に
幸
な
る
か
な
や
文
得
此
書
は
大
雲
岡
上

門
吋
ー
よ
り
侍
ふ

今
奉
韓
窮
者
城
州
綴
喜
郡
上
品
山
蓮
華
寺

勝
血
管
霊
洲
謹
白
(
奥
書
)

上
記
二
点
は
、
共
に
霊
洲
と
い
う
方
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
及
び
奥
書
に
あ
る
由
来
に
よ
り
、
こ
の

書
が
的
門
よ
り
伝
え
ら
れ
た
法
洲
の

『信
法
要
決
』
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
的
門
は

「信
法
要
決
」
の
勧
誠
篇
に

の
み
講
説
を
加
え

『信
法
要
決
排
韓
』
を
著
し
た
が
、
伝
書
篇

に
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
洲
の
伝
書
は
、
大
正

四
年
に

『浄
土
填
宗
吉
水
正
流
安
心
相
承
』
(
大
日
比
西
国
寺
蔵

版
、
鳥
田
隆
道
発
行
)

と
い
う
題
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
内
容 的

大日比法洲上人の『信法要決』について441 



に
増
減
の
違
い
は
あ
る
が
、
間
違
い
な
く
同
じ
系
統
の
も
の
で

ふめザ
hv
。

そ
の
他
、
勧
誠
篇
の
写
本
二
点
が
同
じ
く
悌
教
大
学
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
た
。

c.
「五
重
前
方
便
」
(
上
下
二
冊
・
弘
化
四
年
・
悌
教
大
図

清;喜
順四
阿五
真四
阿

師
之
説
草
ナ

弘
化
四
丁
未
年
十

月
八
日
書
写
畢
(
奥
書
)

※
弘
化
四
年
は

一
八
四
七
年
。
本
文
最
初
に
は

『博
法
加
行
中

勧
誠
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
三
日
目
初
座
か
ら

五
日
目
次
座
の
部
分
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
お
そ
ら
く
中
巻
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

D
.
『博
法
加
行
中
勧
誠
」
(
一
冊
・
明
治

一
五
年
・
近
藤
秀
範
書
写

悌
教
大
図
・
分
類
二
四
八
.

出
日
明
治
十
五
年
十
二
月
長
光
精
舎
ニ
テ
書
写
ナ
リ

一
/
六
六
)

近
藤

秀
範
(
奥
書
)

(
四
)
内
容
に
つ
い
て

442 

こ
の
項
で
は

『信
法
要
決
』
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
触
れ
る
。

(
概
要
は
、
{
表
】
勧
誠
及
び
伝
法
の
日
程
と
内
容
を
参
照
)

3 
{云
や

法
娯

上
人
伝

初
重

雇
分

無

と

「伝
法
加
行
中
勧
誠
」
初
日
初
座
の
本
文
に

信
不
信
も
え
ら
ば
ず
狸
り
に
な
す
こ
と
に
非
ず
。
能
々
其
機

を
え
ら
び
て
な
す
こ
と
な
り
。

と
あ
り
受
者
を
制
限
し
て
い
る
。
元
来
結
縁
五
重
相
伝
会
の
受

者
は
篤
信
者
に
限
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
釈
尊
や
法
然
上
人
の

ご
生
涯
は
理
解
し
て
い
る
も
の
と
し
て
勧
誠
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

②
伝
法
の
日
程
に
つ
い
て

二
日
目
次
座
の
「
伝
法
中
約
定
」

の
文
に
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

要
偶
密
室
古
来
は
夜
分
に
作
法
せ
し
か
ど
も
今
時
は
多
く

重
夜
に
執
行
す
。
さ
れ
ど
も

一
日
両
席
に
て
は
急
ぐ
心
あ
り
。

委
悉
に
博
へ
が
た
く
受
者
も
労
れ
て
能
聴
し
が
た
け
れ
ば

両
日
に
博
ふ
る
な
り
。
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古
来
、
伝
法
は
夜
分
に
行
う
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
今
時
は

昼
夜
二
席
に
配
す
る
事
が
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
夜
間
二
日
間

に
渡
る
場
合
も
あ
る
。

①
結
縁
五
重
の
本
体
に
つ
い
て

『伝
法
加
行
中
勧
誠
』
の
中
で
、
法
洲
が
当
時
の
結
縁
五
重
の

現
状
を
次
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
。

今
時
五
重
々
々
と
名
の
る
と
い
へ
ど
も
不
正
の
紛
れ
も
の

多
し
。
西
山
名
越
云
云
下
り
下
り
て
は
あ
り
が
た
講
秘
事
門

徒
等
(
初
日
初
座
)

結
縁
五
重
の
浸
透
と
と
も
に
、
他
流
に
も
似
た
名
目
の
儀
式

が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
能
化
と
受
者

の
問
に
も
結
縁
五
重
と
授
戒
の
混
同
が
あ
る
と
指
摘
し
、
五
重

と
授
戒
の
関
係
を
整
理
し
て
次
の
よ
う
に
要
点
を
述
べ
て
い
る
。

五
重
と
授
戒
と
を
混
乱
し
、
五
重
す
れ
ば
捨
欲
善
心
に
な
ら

ね
ば
罰
を
得
る
な
ど
と
心
得
、
自
損
々
他
の
大
罪
を
造
る
人

あ
り
云
云
。
其
の
捨
欲
善
心
に
な
い
得
ざ
る
者
の
生
死
移
出

離
し
往
生
成
怖
の
大
果
を
得
る
が
五
重
相
伝
と
云
(
初
日
初

座

又
今
時
一
七
中
の
中
に
五
重
と
受
戒
を

一
緒
に
相
伝
す
る

と
て
、
前
行
中
は
戒
法
の
こ
と
を
弁
じ
て
五
重
は
唯
要
解
と

密
室
と
二
席
に
相
伝
す
る
人
あ
れ
ど
も
、
是
は
心
得
違
ひ
な

り
。
そ
の
所
以
は
授
戒
は
誠
門
、
五
重
は
勧
門
、
授
戒
は
悌

門
の
通
法
、
五
重
は
浄
土
の
別
法
な
れ
ば
法
門
の
筋
道
差
別

あ
り
。
(
初
日
初
座
)

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
法
洲
は
結
縁
五
重
の
本
体
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

今
時
五
重
を
大
事
と
云
は
三
心
具
足
専
修
念
怖
の
義
を
異

途
な
く
相
博
す
る
が
故
に
五
重
が

一
大
事
と
云
は
る
る
也
。

(
初
日
初
座
)

五
重
相
承
と
云
に
就
て
は
先
其
体
を
得
心
す
べ
し
。
其
体
と

は
心
存
助
給
口
称
南
無
阿
弥
陀
怖
の

一
行
に
て
善
悪
智
愚

の
簡
び
な
く
順
次
往
生
ゆ
る
ぎ
な
き
と
云
悌
祖
三
国
相
博

の
趣
を
相
承
す
る
が
正
体
な
り
。
(
初
日
初
座
)

夫
れ
五
重
の
正
体
は
前
四
重
か
第
五
重
十
念
の
博
か
と
云

に
、
前
四
重
が
正
体
な
り
(
中
略
)
安
心
を
す
な
ほ
に
立
る

よ
り
外
相
博
な
し
。
其
相
博
は
前
四
重
に
あ
れ
ば
五
重
の
正
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体
、
前
四
重
に
あ
り
。
(
六
日
目
次
座
)

ま
た
、
五
重
の
本
体
に
つ
い
て

『化
他
伝
法
五
重
式
』
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

其
我
閣
万
行
選
悌
名
の
相
停
を
受
け
、
齢
行
を
聞
き
念
悌

行
と
な
ら
る
る
と
き
、
則
ち
各
々
の
我
閣
と
な
る
。
此
と
き

に
人
人
の
安
心
が
三
悌
両
祖
及
ひ
代
々
相
俸
の
祖
師
の
御

心
と
聞
に
髪
を
入
れ
ず
ひ
し
と

一
合
す
る
。
其
ひ
し
と
合
す

る
処
が
三
園
博
来
悌
祖
相
承
無
異
途
と
云
処
で
順
次
に
決

定
し
て
極
楽
の
上
品
上
生
に
往
生
遂
る
と
定
る
処
な
り
。
安

を
得
と
合
点
す
る
が
五
重
の
肝
要
、
博
法
の
骨
髄
な
れ
ば

能
々
領
納
せ
ら
る
べ
し
。
(
要
偏
道
場

・
傍
法
要
偏
四
句
の

細
釈
)

猶
此
停
に
就
て
も
十
念
の
傍
斗
に
局
執
し
て
口
称
念
怖
を

忽
緒
に
す
る
僻
見
を
可
知
。
五
重
の
体
は
か
へ
す
が
へ
す
も

助
け
玉
へ
と
思
ひ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
口
称
の
日
課
称

名
な
り
と
云
こ
と
決
信
す
べ
し
。
(
密
室
道
場

・
第
九
気
息

の
惇
)

以
上
、
五
重
相
伝
の
本
体
は
口
称
の

一
行
に
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
誤
り
無
く
相
承
す
る
相
伝
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

444 

れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
念
伝
ば
か
り
に
重
き
を
置
く
誤
り
を
指
摘
し
て
い

る
。
安
心
を
素
直
に
立
て
た
口
称
の
日
課
念
仏
こ
そ
正
体
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
前
四
重
に
あ
り
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
、

隆
円
も

「浄
業
信
法
訣
』
巻
四
の
中
で
、

五
重
ノ
正
体
ハ
。
是
レ
三
心
具
足
数
遍
ノ
日
課
ナ
リ
。
其
日

課
念
悌
ニ
テ
往
生
ス
ル
ヨ
リ
外
ニ
別
ノ
子
細
ナ
シ
ト
安
心

決
定
シ
タ
ル
証
拠
ノ
十
念
卜
心
得
ベ
シ
。

と
述
べ
て
お
り
、
両
師
の
見
解
の

一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
お
わ
り
に

説
行
大
僧
正
の
辞
山
に
よ
り
、

「信
法
要
決
』
は

一
部
の
弟

子
の
み
に
伝
わ
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
信
法
要
決
排
稗
』

の
序
文
に

す
う
か

屡

二
師
(
隆
円
上
人

・
法
洲
上
人
)
の
許
に
趨
過
し
て
、

す
く
な

親
聞
も
亦
た
勘
か
ら
ず
。
因
て
謹
ん
で
二
本

(
『浄
業
信
法

訣
』
・
『信
法
要
決
」)
を
揚
推
し
て
、
繁
を
菱
り
簡
を
補
ひ
、



間
亦
た
自
解
を
加
て
、
以
て

一
本

(
「
信
法
要
決
排
稗
』)
を

輯
編
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
的
門
に
よ
り
『
信
法
要
決
排
稗
」
が
著
さ
れ
、

広
く
明
治
の
世
に
流
布
す
る
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
中
野
隆
元

師
が

法
洲
の

『
浄
業
信
法
要
訣
」
と
、
的
門
の

『信
法
要
決
排
稗
」

と
は
、
其
の
内
容
、
分
類
、
贋
狭
、
多
少
の
差
頗
る
著
し
き

も
の
あ
る
も
、
的
門
は
も
と
法
洲
系
統
の
人
、
其
の
所
説
の

基
準
を
法
洲
に
取
り
て
、
此
れ
を
排
稗
し
た
る
も
の
な
る
に

よ
り
、
其
の
内
容
も
的
門
の
も
の
を
以
て
法
洲
を
覗
知
す
る

こ
と
が
出
来
る

(『浄
土
宗
教
学
大
系
八
』
・
足
。
)

と
指
摘
す
る
よ
う
に

『
信
法
要
決
」
の
内
容
は
的
門
の

『信
法

要
決
緋
稗
」

し
か
し
ま
た
、
「
其
の
所

の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
。

説
の
基
準
」

つ
ま
り
勧
誠
の
骨
子
は
法
洲
の
も
の
で
あ
る
こ
と

も
確
か
で
あ
る
。

改
め
て
、
結
縁
五
重
の
気
運
盛
ん
に
な
り
し
今
日
に
先
師
法

研究ノート

洲
上
人
の
お
示
し
を
学
び
、
そ
の
本
意
を
確
認
す
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。『
信
法
要
決
」
は
、
結
縁
五
重
勧
誠
及
、
び
伝
書
の

確
固
た
る
指
針
と
な
る
も
の
と
い
え
る
。

【註
】
(1
)
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
主
な
結
縁
五
重
相
伝
勧
誠
の
資
料
に
つ
い
て

は、

『教
化
研
究
」
第
十
七
号
(
二
O
O六
年

)
-
E
S
「
別
表
H

結

縁
五
重
勧
誠
録

一
塁

参

照
。

(2)
『信
法
要
決
議
説
』
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
中
野
隆
元
著

「浄
土
宗
教

学
大
系
八
」
「
第
四
章
信
法
要
決
排
稗
解
説

・
第
五
節
信
法
要
決

緋
稗
の
内
容
」
を
参
照
。

「明
治
四
十
五
年
七
月
に
は
、
京
都
三
一
師
一
議
説
発
刊
所
よ
り

「信
法
要

決
議
説
』
と
名
け
鳥
田
隆
道
の
発
行
と
し
て
法
洲
上
人
遺
稿
と
し
て

出
版
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
れ
は

「三
師
遺
稿
』
を
称
す
る
が
故
に
法

洲
上
人
の
要
決
と
誤
解
す
る
も
の
あ
る
も
、
法
洲
の
要
決
を
的
門
が

論
説
し
た
も
の
で
あ
る
。」

(『浄
土
宗
教
学
大
系
八
」
・
2
ω
ω
)

「講
説
と
緋
緯
は
一
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
編
者
は
何
故
に

『諸
説
」
に

的
門
の
名
を
冠
せ
ず
法
洲
の
名
の
み
冠
し
た
の
で
あ
る
か
、
遺
稿
の

講
説
な
れ
ば
講
説
者
の
名
を
冠
す
可
き
が
適
当
で
あ
る
を
思
ふ
。」

(同

壮
白
・

日以

]{ω
印
)

(3)
『信
法
要
決
緋
緯
』
の
序
文
で
は
、
法
洲
の
著
書
の
名
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。「
法
洲
和
尚
行
業
記
』
に
も
、
著
主
と
し
て

『信
法
要
決
』
の

書
名
は
な
い
。
ま
た
、

『略
伝
集
』
(
浄
全

一
八
巻
・

E
ミ
)
法
洲
の

項
に
も
見
ら
れ
な
い
。
法
洲
執
筆
の
当
初
か
ら

「信
法
要
決
』
の
題

名
が
付
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
本
文
で
は
、
勧
誠
筋
と
伝

書
篇
の
二
冊
存
合
わ
せ
て

「信
法
安
決
』
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

的
門
は
法
洲
の
伝
苫
篇
に
は
触
れ
ず
、
勧
誠
篇
の
み
に
講
説
を
加
え
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て

『信
法
要
決
緋
鰐
」
を
著
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
勧
誠
筋

の
み
を
指
し
て
『信
法
要
決
』
と
呼
ぶ
の
が
適
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

(4)

一
心
寺
四
十
九
世
界
誉
の
逃
し
た
出
所
不
明
の
東
照
大
権
現
の
神
像

を
、
説
行
大
僧
正
が
開
眼
し
証
状
を
発
給
し
た
。
し
か
も
葵
の
御
紋

を
使
用
し
て
表
装
し
直
し
た
魚
、
幕
府
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
。
(
島
野

三
千
穂

「
一
心
寺
事
件
の
知
恩
院
へ
の
飛
ひ
火
と
岱
真
上
人
」

『大
塩

研
究
』
第
一三

号
・

一
九
九
二
年
)

(5)
写
本
C
と
写
本
D
は
同
じ
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
写
本
C
-
D
に
は
、

写
本
A
と
違
っ
て
券
一頭
に

「開
口
」
と
し
て
、

「一
浄
業
信
法
訣
」
一

巻

の
巻
頭
部
分

「侍
前
方
便
引
」
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、

写
本
A
の
二
日
目
次
座
に
あ
る
伝
法
中
約
定
が
無
い
。
そ
し
て
六
日

目
次
座
の
最
後
に
は
、

寄
進
木
信
法
訣
」
四
巻
(
密
室
相
承
分
)
の

「I
寸

念
伝
の
三
義
」
(
印
可
決
定
義
・
見
例
方
便
義
・
十
念
功
用
義
)
と
、

「勧

誠

一聡

総

結
」
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

{参
考
文
献
}

『法
洲
和
尚
行
業
記
』
(『大
日
比
三
師
博
』
所
収
・
明
治
四
二
年

大
日
比
三
師
講
説
発
刊
所
)

『一
浄
業
信
法
訣
』
(「浄
土
停
燈
輯
a

芝
下
巻
所
収
・
大
正
九
年
発
行
、

昭
和
五

O
年
再
版
・
山
喜
一屑
例
書
林
)

『信
法
要
決
排
稗
』
(『的
門
上
人
全
集

第
弐
輯
」
所
収
・
大
正

九
年
発
行

・
的
門
上
人
全
集
刊
行
曾
)

『浄
土
宗
教
学
大
系
八
」
(
中
野
隆
元
著

・
昭
和
七
年
発
行
、
昭
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和
五
O
年
再
版
・
大
東
出
版
社
)

『信
法
要
決
講
説
』
(『浄
土
宗
選
集

第
八
巻
』
所
収
・
昭
和

五
九
年
発
行

・
同
朋
舎
出
版
)

「
現
代
に
お
け
る

『結
縁
五
重
相
伝
会
」
の
あ
り
+
在
(
「教
化
研
究
』

第
十
五
号
・
平
成
十
六
年
)
文
責
者
・
現
代
布
教
班

宮
入
良
光



勧
誠
お
よ
び
伝
法
の
日
程
と
内
容
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Ojo in the Wcst 

Conclusion 

As a result of this questionnaire. a couple of themes have become 

evident. One is that western Jodo Shu priests are direly needed in more 

locations around the United States. The allocation of funding by J odo 

Shu to train and support these western priests is crucial to the future 

of Jodo Shu Buddhism in the west. Without the dedication of Jodo 

Shu to make a concerted effort in the direction of globalization of the 

teachings and practice illumined by Honen Shonin. then people like the 

participants of this inquiry will remain left to the relative isolation of 

their geographic locations. For the first 100 years of Jodo Shu Buddhism 

in the west. the approach to only assist J apanese American immigrants 

has been greatly successful. However. in these rapidly changing times. 

remammg an entity that is relevant to western society necessarily 

requires an opening of the temple gates to welcome any and all even 

remotely interested in receiving Honen's gift. 

The other major theme that became apparent was the type of rituals 

and the spiritual focus participants found to be critical to the application 

of J odo Shu Buddhism to westerners in the United States. It is clear 

that western spiritual focus is more upon going for Birth and then 

returning to this realm to aid others (oso-genso). and not in the least 

about the worshiping of our ancestors. The monthly Special Nenbutsu 

(betsuji-nenbutsu) ritual of extended nenbutsu practice is a very 

important part of the life of many western Jodo Shu Buddhists. while 

the memorial rituals have little to no significance in the least. Perhaps 

the development of new rituals would best suit the needs of western 

Jodo Shu Buddhists. My hope is that with the support and guidance of 

the Jodo Shu. these issues will be addressed and the needs of western 

Buddhists will finally be met 

* 47 
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will be in English." Rev. Yoshiharu Tomatsu offers an insightful 

perspective on this subject: 

Attempts have already been made both in Jodo Shu and in other 

sects to modernize and to make more readily understandable 

the rituals of funerals and memorial services. For example， 

the sutras have been translated from classical Chinese into 

contemporary J apanese. However， these innovations have not 

struck an emotional chord with followers. It is my contention that 

these rituals are transformed when formalization is replaced by 

sincerity on the part of the temple， specifically the priest. What 

seems to be the essential difference between a meaningful and an 

empty ritual is not whether it has been modernized or not， but， 

rather， whether the priest who performs it is truly sincere or 

not. When a priest understands the meaning of the ritual himself， 

can synchronize this understanding with performance of the 

ritual， and then impart some of this meaning to the lay followers， 

the ritual becomes what it was essentially created for -a deep 

experience of the truth of the teachings. Unfortunately， this can 

often not be the case these days. This is fundamentally due to 

the outmoded and inappropriate methods of developing young 

priests in J apan， as mentioned earlier. Without going further into 

this complex issue， the cultivation of priests is a central concern 

amongst all sects in J apan today. In conclusion， I would like to 

put forth that well trained and committed priests would have 

the depth and confidence to not only attend to the basic religious 

needs of the people but to also develop new meaningful forms of 

ritual as well as teachings that confront pressing modern issues. 

* 46 国際対応
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of hell. hungry ghosts and animals. the miseries of those who 

are sunk therein will be mitigated. and when they have finished 

their lives there. they too shall attain to perfect deliverance. It 

says in the Meditation Sutra. "When those dwelling in the three 

places of torment behold this light. they shall all obtain relief 

therefrom， and. after ending their lives there. shall obtain perfect 

deliverance." 

While. personally. I do believe memorial services may serve the 

purpose of honoring the deceased and encouraging family members 

to begin sincerely practicing nenbutsu. I would hope that the families 

would not be confused as to where the deceased was during the forty-

nine day period of time. If they were led by the priest to believe that 

the deceased was still in limbo on earth. then this would clearly be in 

contradiction to the teachings of Pure Land Buddhism 

A final question to the participants was concerning whether deathbed 

ceremonies. wakes. funerals and memorial services should be performed 

in the language of the family members of the deceased or not. This 

brought about a general consensus that they should be in the native 

language. The participants expressed their opmlOns that in order to 

be comforting to their family members. the language of the services 

would necessarily have to be that of the family. Otherwise the family 

members would not understand the meaning of the services and might 

become more disturbed as a result. One alternate suggestion offered 

was that some key prayers might be done in J apanese. with their 

explanations offered in English. One participant pointed out that as 

Buddhism had spread from India throughout Asia. much of the chanting 

was translated into the languages of the host country. He said.“It is 

only a question of time. before the same thing happens here in America. 

Some day in this country. the priests will be American and the prayers 
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Regarding memorial services， since most of our ancestors who have 

passed away did not intend to enter into Amida Buddha's Pure Land， 

what kind of memorial services could we do for them that would best 

respect their families own religious beliefs? Are memorial services 

for our ancestors even necessary?" Most were concerned about 

maintaining respect for the religions of their ancestors， yet there was 

mention that memorial services for those of our ancestors who were 

not Buddhist need not take place in a Buddhist context. One participant 

mentioned， "Certainly among converts， there is no need for memorial 

services." Another participant said，“We could do memorial services 

that mention their (the family's) faith， but ask that Amida Buddha 

welcome them and have compassion on them 

In response to these comments 1 would like to quote what Honen once 

had to say concerning funerals and memorial services: 

you ought therefore to say masses for yourselves while you 

are still living. You should not depend on those who ought to 

pray for you after you are gone， but exert yourself to practice 

the nenbutsu now. and so hasten on to the Land of Perfect 

Bliss. Here you will attain the five supernatural faculties (gotsu， 

Skt. pancabhijna) and the three kinds of knowledge (sanmyo， 

Skt. trividya)， with which you may be able to save all sentient 

beings who wander through the four modes of birth and the six 

transmigratory states， and with which also you may find out 

where your parents， teachers and elders are now living， so as to 

be able at will to come and welcome them to the Land of Bliss. 

Then having so done， you ought also to direct the benefits of 

your daily nenbutsu repetitions to the souls of the dead. If you do， 

Amida Buddha will illumine with his own light the three worlds 
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Land without ever having embraced the dharma. The teaching of 

bonbu is not supposed to be a cop-out on living an ethical and spiritual 

life. It is more of a way to learn self-acceptance and self-forgiveness. 

While J apanese Buddhist priests and their denominations are usually 

blamed for spreading a type of '"funeral Buddhism' (soshiki bukkyo) 

where expensive kaimyo. funerals and memorial services are valued. 

the followers also share responsibility for neglecting their spiritual 

lives while they are alive and trying to make up for them at death 

This is an issue that may also extend to the nature of Birth. and what 

would appear to be the more ethical notion of oso-genso as opposed to 

a seemingly more selfish sense of the Pure Land as a place to enjoy 

eternity with one's own ancestors. 

This issue deeply concerned Rev. Shiio Benkyo (1876-1971). one of 

the most important Jodo Shu priests of the last century. He was the 

seventy-eighth abbot of the Zojo-ji Main Temple， and the founder of 

the Co-existence Movement (kyosei-kai)， which centered on applying 

Honen's teaching to daily human life for the betterment of society. Rev. 

Benkyo was very much opposed to the practice of memorial services 

precisely because he felt they do not conform to J odo Shu teachings. 

According to the Meditation Sutra， even the lowest level believer is 

instantaneously Born into the Pure Land at death. He thereby called 

into question the efficacy of seven-day memorials for forty-nine days. 

Concerning the participants of the survey， they were unanimous that 

Confucian ancestor worship， as found in Buddhist funeral traditions in 

Japan. does not play any role in their lives. As one participant pointed 

out. 白'Honoringof ancestors is important. but not in a way that 1 would 

consider as being 'ancestor worship'. 1 would recommend something 

like a 'memorial day' where we remember them and speak of them. but 

don't actually 'worship' them in any sense." 1 asked the participants. 
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in this survey， such a conロectionis important， and they clearly 

expressed the desire to receive a kaimyo as soon as possible 

Recently， J odo Shu has attempted to offer more often to western lay-

members this precepts ceremony (jukai-e) at which followers receive a 

kaimyo. It was offered to nearly 100 people in Honolulu， Hawaii in 2006. 

Prior to that it was offered to 410 people in Brazil in 2005. As there is a 

growing num ber of very serious J odo Shu students in the west， 1 hope 

that their spiritual needs will continue to be met. Hopefully alternate 

locations (like the temple in Los Angeles) may be added， and more 

frequent jukai-θbe offered 

When the average J apanese J odo Shu parishioner passes away， the 

priest will perform services and recite the nenbutsu for them. During 

the pre-funeral service (makuragyo)， the precepts and dharma name 

are given to the deceased， very rarely before while they are still living 

During the funeral， a ritual called indo is performed， representing the 

witnessing of Amida Buddha leading the deceased into the Pure Land 

As the participants offer incense， they bid farewell to the deceased 

These rituals after death are thought to insure the deceased's Birth 

into the Pure Land. Yet it confuses the teaching that one must， while 

still alive， sincerely dedicate one's self to the practice in order to attain 

Birth. These customs appear to elevate the power of the priest to a 

level above the practice itself. Many find this fact to be on one level 

compassionate to the family who wants to insure the deceased is in the 

Pure Land with the ancestors and will be waiting there for them when 

they also pass. 

Yet on another， quite disturbing level， it brings into question the actual 

importance of one's daily practice， if the priest can come in after 

death and insure Birth for the deceased. It also brings into question 

the ethical nature of one's life in general if one can get into the Pure 
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realms and also visit the realms where our deceased loved ones 

have transmigrated 

While the ancestral aspect of Jodo Shu teachings are more mainstream 

within J apan and the J apanese American temples， westerners tend to 

be less interested in ancestor worship， and are more interested in the 

oso-genso bodhisattva ideal 

The Function of Ritual at Death 

In Japan. many people born into Jodo Shu families seem to not have a 

very clear understanding of the teachings of and the nenbutsu practice 

subscribed by Honen. For example， one important practice general to all 

Japanese Buddhism is receiving a dharma name (kaimyo) at the time of 

death. Receiving such a dharma name is a common practice throughout 

the Buddhist world as part of confirming faith in the Buddha and 

entering the dharma by recelvmg the lay precepts. Traditionally in 

Jodo Shu， a dharma name (kaimyo) may be given during three different 

times over a person's lifetime. The first is when the person takes the 

lay-precepts Uukai-e}. The second is if the person receives ordination 

as a priest or nun (tokudo-shiki). And the final occasion would be at 

the time of death. where if the person had already received a kaimyo 

before. then the name would have additional posthumous titles added to 

the name. In J apan， most people only participate in the third occasion， 

gaining a dharma name at the time of death. 

1 asked the participants if recelvmg a dharma name (kaimyo) was 

important to them. All agreed that it was. However， some mentioned 

that recelvmg the kaimyo posthumously would be unimportant 

and perhaps even unnecessary. Having a kaimyo offers a sense of 

connection with the denomination. its teachings， practices， teachers and 

congregation members. For new convert Buddhists， like the participants 
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and widespread understanding. the Pure Land is a place to go and 

reside forever with our previous loved ones 

In this context. 1 asked what the participants thought might happen 

after the Pure Land experience had come to an end. Most agreed that 

they would hope to go on to help all sentient beings. Yet one participant 

stated that he would prefer to stay in the Pure Land forever in order 

to“study and spiritually guide others back in the saha world." Most 

notable is the western Jodo Shu Buddhist's dedication to fulfilling the 

bodhisattva ideal. Where awakening to buddhahood is the ultimate goal. 

assisting others along the path is an incredibly important part of the 

process. 

Actually. Honen did not put emphasis upon OSQ-genso. because he was 

concerned that practitioners might confuse it with samsara. However. 

the following quotes from Honen's personal letters and his guidelines for 

Birth in the Pure Land may offer different insight 

The real purpose is not only your personal salvation as Birth 

in the Pure Land but also for people's salvation in the world. 

Therefore. firstly. it is important for you yourself to attain Birth 

in the Pure Land in one of its higher realms so as to be able to 

guide others as soon as possible 

After galnlng Birth in the Pure Land and subsequently 

enlightenment. as soon as possible by using your spiritual 

powers. guide people regardless of their relation with yourself 

and regardless of whether they believe or criticize the nenbutsu 

teaching 

If we practice the nenbutsu sincerely. we will go to the Pure 

Land as soon as we die and will attain enlightenment. Then we 

can guide to the Pure Land. in our own way. the beings of the six 
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one and the same. while another said that his parents“have already 

decided in their own minds [even though he had explained differently] 

that there is no difference between heaven and the Pure Land so they 

won't have that kind of problem." Another two participants agreed that 

their parents would respect their choice and be!iefs and not have any 

problem with it at all. Most interestingly， one of the participants wrote 

the following: "They will hope that God will have mercy and see it only 

as a phase in my !ife. 1 have been baptized and Christian for a long 

time previously， and they would hope that would be sufficient for God's 

judgment." 

1 asked what the participants thought they might experience in the 

Pure Land. It became clear that they had somewhat similar concepts in 

this regard. Most agreed that the Pure Land was a place of “ultimate 

bliss，" and a place where one may study and practice the dharma， 

eventually awakening to perfect buddhahood. There was mention that 

the Pure Land would be a blissful place with nothing to distract us from 

the dharma. One of the participants said that he was not sure what life 

in the Pure Land would be like， but “hopefully it won't last long， and we 

can come back quickly to help alleviate the suffering of others." 

This brings up an important issue about what really happens in 

the Pure Land. The classical teaching emphasizes it is a place from 

which to become a buddha and gain final enlightenment (nirvana)， 

thereby forever ending rebirth into others realms (samsara). Another 

interpretation which is found more strongly in the Jodo Shinshu rather 

than the J odo Shu teachings is the notion of going for Birth (050) 

and returning to this realm (gen50) to aid others， as in the classical 

Mahayana notion of the bodhisattva path. There is also the more 

popular J apanese understanding of the Pure Land which conflates it 

with the indigenous notion of an ancestral sprit realm. In this popular 
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in the Meditation Sutra says that. "The person possessing the 

Three Minds (sanjin) will assuredly attain Birth in the Pure 

Land." So we affirm that the nenbutsu repeated in this spirit 

of sanjJ・nat any time has the same value as if said in one's dying 

hour and is of greater value than all the practice one could do 

for a hundred years without it. for the passage explicitly says. 

assuredly. 

Birth (ojo) and the Afterlife 

I asked the participants what they thought would happen to them at 

the moment of death. Although one participant stated that he was not 

entirely certain what happens at the moment of death. the others had 

some definite ideas about what happens. The majority all agreed upon 

the fact that they would be received into the Pure Land. One suggested 

that Birth into the Pure Land might happen immediately. yet another 

thought that.“Amida accompanied by Kannon and Seishi Bodhisattvas 

[would arrive] and escort us to the Western Pure Land." 

I asked what type of experience one might have if sudden death were 

to occur. and they had no time to recite the nenbutsu or even think 

upon the Pure Land. Most agreed that Birth (ojo) is possible under such 

circumstances. however. some felt that there may be karmic forces 

at work that will determine their future rebirth in samsara or Birth 

in the Pure Land. The issue of the importance of daily practice was 

brought up again. and the power of Amida Buddha's Original Vow was 

mentioned 

I asked the participants how their family members feel about them 

having chosen to be Born into the Pure Land instead of being received 

into a Judeo-Christian heaven. I found the many different answers 

One participant said he believes that heaven and the Pure Land are 
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Land. The attaining of ojo through the help of one's religious 

adviser， according to the Meditation Sutra， refers to those who 

attain to one of the three grades of the lowest class in the Pure 

Land. Those belonging to the lowest grade of the lowest class 

did not practice the nenbutsu daily， nor did they have any special 

intention of attaining ojo. but were sinners of the deepest dye. 

who on their death-bed conferred with a religious teacher for 

the first time， and reached ojo by some ten repetitions of the 

nenbutsu. But those who have made up their minds to go to the 

Pure Land by daily putting their trust in the power of Amida's 

Original Vow. and calling upon that sacred name， which after 

long ages of contemplation he determined to make efficacious for 

all. will be welcomed to the Pure Land by the Buddha himself， 

even though they do not have the advantage of a religious 

adviser. 

From this quote we can see that daily practice of nenbutsu is what 

Honen recommends to insure Birth in the Pure Land at the end of life. 

One never knows exactly when， or by what means， one will come to 

the end of Iife. 1n the case of a sudden accident， the individual may 

not have the opportunity to recite the nenbutsu， nor have a priest 

immediately present. Honen rejected the concept that the final nenbutsu 

was superior to the nenbutsu recited with the Three Minds (sanjin) at 

anytime throughout one's Iife. He was clear that the nenbutsu offered 

in sincerity at any moment within our daily life is of the same value to 

that offered on the deathbed. 

Now it is said that one repetition of the nenbutsu just at the hour 

of one's death is worth more than all the practice in a long Iife of 

a hundred years. 1s this because at that moment there is more 

karmic efficacy than in all others? No. The point is that a passage 
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very important subject for westerners， because the reality is that J odo 

Shu priests don't reside near many of them. Outside of J apan there are 

only temples in a handful of places. such as Hawaii. Brazil， Los Angeles， 

Chicago. Brisbane， Australia and Paris， France. The total number of 

Jodo Shu ministers residing outside of Japan is twenty-eight， with more 

than half of them residing within the State of Hawaii. Only two Jodo 

Shu ministers reside on the entire North American continent， and nine 

reside in South America. 1n this way， one of the participants said， "1 

personally feel very alone in my J odo Shu faith and wish for as much 

help as possible from the Jodo Shu community. 

The majority of the participants are quite familiar with Honen's 

teachings on nenbutsu practice. So when the question was asked as to 

what level of importance nenbutsu practice would be to them at the 

moment of death， everyone agreed that it is most important we practice 

the nenbutsu as often as possible throughout our daily lives and also， if 

possible， in the final moments of life. 1n this respect， they appear to be 

in line with Honen's teachings on this matter: 

Some say that even though one has been saying the nenbutsu， if 

when one draws near the end of life， one is unable to converse 

with their religious teacher (zenchishiki)， it would be hard for 

them to attain ojo. And again when one is very sick and one's 

mind disturbed， it would be similarly hard. But according to Shan-

tao， when a person who has made up their mind to go to the 

Pure Land repeats the nenbutsu， whether many times or few， 

comes to die， Amida Buddha with his retinue does come forth 

to meet them. So in the case of one who makes this their daily 

practice， even if there is no religious teacher near when they are 

on their deathbed， the Buddha will welcome them to the Pure 
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In order to maintain the confidentiality of the subjects who participated 

in this inquiry， no names， locations of residence， or ages will be 

mentioned. What I can say is that three of the participants are male 

and two are female. All are of adult age. To my knowledge none of 

them have ever met in person， and private discussions regarding the 

questionnaire had not taken place between the five participants prior 

to the individual questionnaire submittals. I can also say that the five 

participants live in different cities across the North American continent， 

and are acquainted with one another only through the Jodo Shu 

Research Institute's internet message board. 

Preparing for Death 

During the course of the questionnaire， I asked the participants how 

important they thought it would be to have a priest with them in the 

weeks or days leading up to death， at the moment of death， and for the 

family after death. Many agreed that having a priest present would be 

of significant benefit to them. However， there was some reservation 

that the priests not say things to family members that might confuse 

or disturb them， even if it is classical Buddha dharma. For example， 

one participant was very clear that it wouldn't be helpful if the priest 

ever said to the family members， "This life is temporary anyway， and 

we shouldn't be attached." or“All attachment leads to suffering." 

Since westerners are new to Buddhism. we must be careful in how we 

use concepts that might be new or alien to them， especially in times of 

cnsls 

Regardless of whether a priest may be available and present during 

the final stages of life or not， several of the participants mentioned that 

daily practice is key to preparing for the confusion， anxiety and other 

issues that might be present during the final moments of life. This is a 
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Ojo in the West: 
A Report on End of Life Issues in the United States of 

America 

By Clyde Whitworth 

Since 1998 Clyde has served Jodo Shu in a number of capacities， first 

acting as a volunteer at the Hawaii Jodo Mission and working at the 

interfaith， non-profit， volunteer organization Project Dana. In 2004， 

Clyde took tokudo ordination from ]odo Shu at the Hawaii Mission. 

He then lived in Tokyo from 2005-2007 training to become a minister 

and working as a research staff at the J odo Shu Research Institute 

where he served on the International Relations translation team and 

helped maintain the ]SRI homepage. He also participated in most of the 

activities of ]SRI's Ojo and Death project， including giving presentations 

at our public symposia in Kyoto in 2006 and in Calgary， Canada in 2007 

This paper is based on these presentations and the research he did for 

this project. 

In mid-J uly 2006 a nineteen-part questionnaire was given to five non-

J apanese Americans who had converted to Jodo Shu Buddhism. The 

results of the inquiry are quite fascinating in that they very clearly 

show the many different needs of a cross-section of Americans who 

have converted to J odo Shu Buddhism. The purpose of this paper is 

to report their end of life needs， offer some insights into the teachings 

of Honen and other Jodo Shu priests on these subjects， and highlight 

certain issues specifically regarding ritualistic and priestly assistance 

throughout the process of dying and into Birth (ojo) 
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ascent to heaven， and the path of nirvana. This is the fifth great good. 

[Second Scroll; end of third sectionJ 

• Footnotes have been omitted at this time， pending revision 
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remorse and fear in succession. Not having practiced good. just when 

confronted with the end do they feel remorse. but what use is it to 

feel remorse afterwards? The five unfortunate paths between heaven 

and earth become manifest. stretching broad and deep. vast and wide. 

According to good and evil. does fortune and disaster follow. which 

must be borne by oneself and no one can take their place. Such is the 

principle of nature. 

“According to what they practice. their offenses will pursue them 

throughout their life. and cannot be rid of. Good people do good. and go 

from happiness into happiness. from light into light. Evil people do evil. 

and go from suffering into suffering. dark into dark. G. 190 Who is able 

to know this? It is only the Buddha.'9 who explains the teaching and 

discloses it. but there are few who believe. Birth and death continue 

without rest. and there is no cessation of the unfortunate paths. Such 

are the people of the mundane world that it is difficult to express in 

particulars. 

G. 191 "For this reason. they will naturally incur the 

immeasurable pain and suffering of the three realms of defilement. 

They will repeat the cycle of rebirth for aeons of succeeding lifetimes. 

without any time of leave. and it is difficult to attain release. Their pain 

cannot be expressed. 

G. 192“This is the fifth great evil. the fifth pain. the fifth 

burning. The pain and suffering is such as this， for instance like a great 

fire burning a person's body. G. 193 Should people be able amidst this 

to wholeheartedly set their minds. be upright in form and proper in 

thought their words and actions correspond， their deeds sincere. their 

speech and words in accord. their hearts and mouth not differ. solely do 

good， and not practice any of the host of evils. then those people alone 

will be liberated. acquire merit and virtue. transcendence of this world. 
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or respect. nor concern how they are regarded by others.'6 They are 

self-complacent in their arrogance and cannot be admonished百

“They do not care whether their six filial relations
28 and 

dependents have the necessities or not. and take no pity on them. They 

do not consider their obligation to their fathers and mothers. nor their 

responsibilities to their friends and superiors. Their hearts are always 

set on evil thoughts. their mouths on evil words. their bodies on evil 

conduct. without one single goodness. They do not believe in the ancient 

sages nor the scriptural dharma of the buddhas. They do not believe 

that in following the path one can attain transcendence to the other 

world. They do not believe that after death. their spirit will be reborn. 

They do not believe that doing good begets good. and doing evil begets 

evil. They are willing to kill an arhat and destroy the harmony of the 

Buddhist community. They are willing to lilJure their parents. siblings. 

and dependents. Their six filial relations loathe them and wish for their 

death 

"Such as this are the people of the mundane world. all of the 

same mind and intention. Though deluded and blind. they think they 

are wise. They do not know whence they came before birth nor their 

destiny after death. G. 188 They have neither a sense of benevolence 

nor the proper order of things. and their evil goes against heaven and 

earth. In spite of this. they hope for happy circumstances and wish for 

long life. but death must come to meet them. Those with compassionate 

feelings instruct and exhort them that they may contemplate good. and 

disclose that life and death. and the fate of good and evil. is such by 

nature. but they do not believe it. Regardless of pains taken to explain. 

it has no effect on them. Their hearts are shut closed and their minds 

are not open to understanding. 

G. 189 "When the end of their life is imminent. they feel 
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burning. The pain and suffering is such as this. for instance like a 

great fire burning a person's body. G. 185 Should people be able amidst 

this to wholeheartedly set their minds. be upright in form and proper 

in conduct. solely do good. and not practice any of the host of evils. 

then those people alone will be liberated. aCQuire merit and virtue， 

transcendence of this world， ascent to heaven， and the path of nirvana 

This is the fourth great good." 

[The Fifth Evil; T12n0360_p0277aOl) 

G. 186 The Buddha said， "This is the fifth evil. People of the 

mundane world are slothful and indolent.24 They do not practice any 

good whatsoever and shirk in their endeavors， so their household and 

dependents suffer from hunger and cold. When exhorted to mend their 

ways by their mother and father， their eyes bulge in anger. They ignore 

what they are told and are defiant and insubordinate， so that it is like 

a home of hostility and their parents do not recognize their child. They 

take without regard to propriety. and become repugnant and loathsome 

to people at large. They lack a sense of obligation， disregard their 

responsibilities， and feel no need to make recompense. G. 187 They will 

become poor and destitute， and unable to be restored. 

“They plunder and appropriate the possessions of others，" and 
then sQuander it away. It becomes habit for them to repeatedly gain by 

these means. which they use to satisfy their appetites. They indulge in 

wine and feast on delicacies， eating and drinking without limit. They do 

as their hearts desire and become profligate. They are foolish by nature 

and Quarrelsome. They are insensitive to other's feelings， and wish 

to force their will on them. When they see people who are good， they 

loathe them with hatred and envy. They have no sense of responsibility 
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and commit evil without shame. They consider themselves strong and 

robust. and expect others to prostrate themselves in fear. They are 

not awed by heaven and earth. the gods and luminaries. or the sun and 

moon. They do not practice any good whatsoever and are difficult to 

subdue. They allow their own faults and lameness as reasonable. have 

no sense of trepidation. and accept their own arrogance as normal. 

G. 182“Their many evils such as this are conscientiously 

recorded by the celestial deities. Though they may rely on the vast 

merit and virtue made in previous lives. and their few past good deeds 

would serve to aid them. the evil they have done in the present life 

will extinguish that merit and virtue. AlI the virtuous gods and spirits 

will withdraw from them and they will be left alone standing in the 

void. with nowhere to turn for support.'l When their life ends. all their 

accumulated evil acts will come back to them and naturally they will be 

compelled by this to meet their fate 

'Moreover. their name will be registered. and the gods and 

luminaries will remember it. Their offenses will draw them to their 

fate. Naturally they will be unable to evade the punishment of their 

offenses." Rather， as a result of their previous conduct. they will be 

burned in a fiery cauldron. broken in body and mind， and their spirit 

will be subjected to pain and suffering. If at such time. they feel 

remorse. what could they then do? Naturally the way of heaven will not 

falter.
23 

G. 183 “For this reason. they will naturally incur the 

immeasurable pain and suffering of the three realms of defilement 

They will repeat the cycle of rebirth for aeons of succeeding lifetimes. 

without any time of leave. and it is difficult to attain release. Their pain 

cannot be expressed 

G.184“This is the fourth great evil. the fourth pain. the fourth 
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sanctions of the king's law 

G. 177 "Such evils as these become evident among humans 

and spirits. Brought to light by the sun and moon. they are seen by the 

gods and luminaries who make conscientious records. G. 178 For this 

reason. they will naturally incur the immeasurable pain and suffering 

of the three realms of defilement. They will repeat the cycle of rebirth 

for aeons of succeeding lifetimes. without any time of leave. and it is 

difficult to attain release. Their pain cannot be expressed. 

G. 179“This is the third great evil. the third pain. the third 

burning. The pain and suffering is such as this. for instance like a 

great fire burning a person's body. G. 180 Should people be able amidst 

this to wholeheartedly set their minds. be upright in form and proper 

in conduct. solely do good. and not practice any of the host of evils. 

then those people alone will be liberated. acquire merit and virtue. 

transcendence of this world. ascent to heaven. and the path of nirvana 

This is the third great good目

[The Fourth Evil; T12n0360_p0276c08] 

G. 181 The Buddha said. "This is the fourth evil. People of the 

mundane world are not mindful of practicing good. They incite each 

other to carry out together a host of evils. They are two-tongued. 

bad-mouthed. reckless in their remarks. and fanciful in speech. They 

disparage others and cause contention. hate and envy good people. and 

ruin the sensible. at which they remain self-complacent.20 They are not 

filial to their parents. fail to respect their superiors. are not trusted 

by their friends. and find it difficult to be genuine. They think most 

highly of themselves and ascribe to their own logic. They throw their 

weight around and look down on others. They have no self-awareness 
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evils. then those people alone will be liberated. acquire merit and virtue. 

transcendence of this world. ascent to heaven. and the path of nirvana 

This is the second great good." 

[The Third Evil; T12n0360_p0276b18] 

G. 176 The Buddha said. "This is the third evil. People of the 

mundane world are born relying on each other
16 and live together 

between heaven and earth. The years of one's life cannot be estimated. 

Among the upper level are those with wisdom. longevity. nobility. and 

wealth. and among the lower level are the poor. ignoble. feeble. and 

foolish. Within this are those people without good. who are habitually 

attached to evil and have only licentious thoughts. filling their breast 

with anguish. They are disturbed by love and desire and cannot rest 

whether seated or standing. 

“Shackled by carnal desire only to long in vain for its 

attainment. they gaze lewdly at those with delicate complexions. until 

their indecent thoughts are externalized. They despise their wives. and 

recklessly enter and depart in secret. Their household goods are lost. 

and they do things against the law. They band together to form groups. 

choose leaders. and attack each other. They go against the path by 

assaulting. threatening. murdering. and plundering. Their evil thoughts 

become overt and they no longer exert themselves in their endeavors 

They take what they want to have and become ever more 

entwined
17 in their desires. They frighten and bully to provide for 

their wives and children.
18 They do as their hearts desire and make 

themselves extremely comfortable. Moreover. regardless of whether 

exalted or humble. their household and distant relatives are all caused 

pain and suffering by this.
19 Furthermore. they have no fear of the 
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nothing left to rely on. Alone they have arrived and alone they will 

depart， with no one to accompany them. Good and bad， good fortune 

or ill luck. follows them directing their place of rebirth， whether it will 

be an enjoyable place or they will fall into suffering and pain. Naturally 

afterwards， they feel remorse， but what could they then do? 

G. 171下eopleof the mundane world. their minds are deluded 

and their wisdom lacking. Seeing the good， they despise and defame 

it and do not think to yearn after it. They only wish to do evil， and 

heedlessly do they go against the law目15 Always harboring hearts of 

avarice， they covet the gain of others， which they waste and squander 

only to again seek out more. They with hearts of iniquity， who are 

unrigh teous， cringe before the coun tenance of others. They do not 

foresee that this situation will lead to remorse 

G. 172 "In this world there appears the king's law and 

incarceration， where one's fate is according to the offense， and 

punishment is incurred. The cause of this is from a former Iife， when 

the virtue of the path was not believed. and the roots of good not 

practiced. Should now evil be repeated， the celestial deities will engrave 

it， registering each name individually. When their life ends， and their 

spirit departs， they will fall into the unfortunate paths. G. 173 For this 

reason. they will naturally incur the immeasurable pain and suffering of 

the three realms of defilement. They will repeat the cycle of rebirth for 

aeons of succeeding lifetimes， without any time of leave， and it will be 

difficult to attain release. Their pain cannot be expressed. 

G. 174“This is the second great evil. the second pain. the 

second burning. The pain and suffering is such as this. for instance 

Iike a great fire burning a person's body. G. 175 Should people be able 

amidst this to wholeheartedly set their minds， be upright in form and 

proper in condun. solely do good. and not practice any of the host of 
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members. husband and wife. they are all irresponsible and do not follow 

the natural law. Extravagant and wanton. arrogant and selfish. they 

desire all the pleasures. They give themselves up to their feelings and 

self-indulgence. and moreover deceive and fool each other. Their mind 

and mouth each differ and their speech and motives are not true. Their 

flattery and obsequiousness is insincere. using clever speech to curry 

favor. They are jealous of the wise and slander the good. and descend 

into resentment and perversity. 

G. 168“When the ruler is not perceptive and relies on the 

ministers. the ministers busy themselves with weaving deceit. They 

trample the law to accomplish their affairs. aware of the opportunities. 

When the ruler does not reign properly. he is deceived and loyalty and 

devotion to him is heedlessly lost. The will of heaven is contravened. 

The minister deceives the lord. the child deceives the parent. Older 

and younger siblings. husbands and wives. close and distant friends. 

all deceive and betray each other. Each embraces greed and desire. 

animosity and hatred. delusion and ignorance. profusely desiring only 

for themselves. and greedily desiring in plenty. The exalted and humble. 

lofty and lowly. are all naturally alike at heart. 

G. 169“Their home destroyed. their life lost. they do not look 

to predecessors or descendents.
13 and both near and distant relatives 

are ruined by this. There are times when members of the same groups 

whether family. scholars. villagers. townspeople， unlettered commoners. 

or rustics could turn to each other under such circumstances. but even 

then they cause one another harm for the sake of gain. and become 

angered and entangled in enmity.14 If they have any wealth. they 

become parsimonious and are not in the least generous. They love their 

treasures and it weighs on them to be poor. Their hearts are labored 

and their body suffers. G. 170 In this way they reach the end. and have 
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extremely deep and relentless. Entering these dark and dismal realms. 

one is transferred to the next life and receives a body. and as in the 

case of the king's law. suffers extreme punishment. 

G. 164 "For this reason. they will naturally incur the 

immeasurable pain and suffering of the three realms of defilement.' 

which will be transferred to their person and their form adapted to the 

ordained path. At which. they attain life. which may be long or short. 

and their spirit and consciousness is naturally destined to this. One 

must face this alone. only to be born together with one's adversary. 

to once again retaliate against each other without end. Until this evil 

karma10 has been exhausted. they cannot separate from each other.ll 

While in this cycle. they cannot leave at any time. It is difficult to attain 

release and their pain is indescribable
12 
Everywhere between heaven 

and earth. this is natural. Although the response may not be immediate 

or at once. according to the path of good or evil. it will return to meet 

them 

G. 165“This is the first great evil. the first pain. the first 

burning. The pain and suffering is such as this， for instance like a 

great fire burning a person's body. G. 166 Should people be able amidst 

this to wholeheartedly set their minds， be upright in form and proper 

in conduct. solely do good. and not practice any of the host of evils. 

then those people alone will be liberated. acquire merit and virtue. 

transcendence of this world， ascent to heaven. and the path of nirvana目

This is the first great good." 

[The Second Evil; T12n0360_p0276a19] 

G. 167 The Buddha said. "This is the second evil. People of 

the mundane world. parent and child. older and younger sibling， family 
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acquire merit and virtue， transcendence of this world， longevity， and the 

path of nirvana." 

G. 161 The Buddha said，“What are these five evils， five pains， 

and five burnings? How do you eliminate the five evils， maintain the 

good acts， acquire merit and virtue， transcendence of this world， 

longevity， and the path of nirvana? 

[The First Evil; T12n0360_p0275c27] 

G. 162 The Buddha said， '"This is the first evil. The celestial 

deities， humans， and even species that crawl on the ground like to 

commit a host of evils. There are none who are otherwise. The strong 

oppress the weak. They turn upon each other inflicting harm. They 

cause murder and injury， biting and devouring each other. They do not 

know how to practice good， are grievous in their evil， and without the 

path， and afterwards they incur the retribution that is their natural 

destiny. The celestial luminaries keep conscientious records and do 

not pardon their transgressions.' For that reason， there are those who 

suffer poverty， lowly stature， begging for food， abandonment， deaf， 

mute， and blindness， delusion， perversity， in addition to conditions 

of hunchback， madness， and idiocy.8 There are also those who have 

nobility， wealth， talent， and bri11iance， because they a11 were in previous 

lives filial and compassionate， practiced good， and accumulated virtue 

G. 163 "In the mundane world， it is the customary way to have 

the king's law and incarceration. They who have no sense of trepidation 

and prudence， commit offenses leading to punishment， and incur their 

retribution. Even should one hope to be liberated， it is difficult to attain 

pardon and be released. This is the circumstances of the mundane 

world seen right before the eyes. When life ends， the afterworld is 
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悌説無量毒経巻下 T凶 60
(Skt. Larger Sukhavatlvyuha Sutra) 

(Ch. W uliangshou jing) 

(Jp. Muryoju kyo) 

TransJated by Karen Mack from the jodoshu sacred text version of the 

Chinese The Buddha of Immeasurable Life Sutra (The Larger Sutra) 

according to japanese interpretation 

Translated in the Cao-W ei dynasty by the 

Tripitaka Master Sarpghavarman from India 

[Second Scroll; third section] 

[The Five Evils; T12n0360_p0275cl7] 

G. 160 The Buddha said to Maitreya， "Should you and others be 

able in this world to be upright in mind and correct in thought， and not 

practice any of the host of evils. then this would indeed be the utmost 

virtue.1 In the worlds of the ten directions， this is without compare.' 

Why is this? In the many Buddha lands， the groups of celestial deities 

and humans naturally perform good and do not commit any great evil; 

it is easy for them to be edified.3 Now 1 have become a buddha in this 

world. a place of the five evils.' the five resultant pains， and the five 

burnings， which makes it extremely difficule 1 instruct and transform 

the many living beings， enabling them to discard the five evils， part 

from the five pains. and withdraw from the five burnings. 1 subdue and 

transform their thoughts， enabling them to maintain the five good acts.' 
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14日 25日

-現代布教研究会 (総合研究所) -国際対応研究会 (総合研究所)

17日 -近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

-浄土三部経研究会 (総合研究所) 26日

18日 -四十八巻伝研究会 (宗学研究所)

-浄土三部経研究会 (総合研究所) 28日

-国際対応研究会 (総合研究所) -現代布教研究会 (総合研究所)

19日 31日

. i争土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所) -浄土三部経研究会 (総合研究所)

24 I二l -浄土宗大辞典研究会

-海外開教研究会 (浄土宗宗務庁東京第 1会議室)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) I ・浄土宗近現代史研究

-葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

(浄土宗宗務庁東京第1会議室) I ・生命倫理の諸問題研究会 (総合研究所)

・浄土三部経研究会 (総合研究所)
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12日 29日

・国際対応研究会 (総合研究所)I ・現代布教研究会 (総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会

13日

・近代の勤行式の音声

14日

(総合研究所)

(増上寺 ・景光殿)

3日

・近代の勤行式の7T声

15日

(増上寺景光殿) I 浄土三部経研究会 (総合研究所)

-現代葬祭仏教研究会

・現代布教研究会 (総合研究所)I (浄土宗宗務庁東京第l会議室)

18日

・浄土三部経研究会

-現代葬祭仏教研究会

.浄土宗近現代史研究

(総合研究所)

(総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

-浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第 l会議室)

・四十八巻伝研究会 (消浄華院)

19 EI 

-浄土三部経研究会

22日

-現代布教研究会

25日

-海外開教研究会

(総合研究所)

(総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

・浄土三部経研究会 (総合研究所)

4日

-国際対応研究会 (総合研究所)

-生命倫理の諸問題研究会 (総合研究所)

-近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

-四十八巻伝研究会 (宗学研究所)

5日

. ~浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

6日

-浄土宗近現代史研究 (総合研究所)

-生命倫理の諸問題研究会 (総合研究所)

10日

-現代布教研究会 (総合研究所)

・浄土三部経研究会 (総合研究所)

.葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第l会議室)

・生命倫理の諸問題研究会 (総合研究所)

.現代葬祭仏教研究会

-浄土宗大辞典研究会

附町一向究会

(総合研究所)I (浄土宗宗務庁東京第1会議室)

26日 -仏教福祉研究会

-国際対応研究会 (総合研究所) (浄土宗宗務庁東京第1会議室)

-浄土宗大辞典研究会 (総合研究所) 11日

-近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室) -国際対応研究会 (総合研究所)

27日 12日

-浄土宗学研究の基礎的撃理 (総合研究所) -生命倫理の諸問題研究会 (総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (総合研究所) 13日

28日 -浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

・浄土宗大辞典研究会 (芝組・常照院)
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-仏教福祉研究会

(浄土宗宗務庁東京第 1会議室)

・凶十八巻伝研究会 (宗学研究所)

11日

-国際対応研究会

.現代布教研究会

17 11 

(総合研究所)

(総合研究所)

-浄 l二三郎経研究会 (総合研究所)

.葬祭仏教研究会

(浄上宗宗務庁東京第2会議室)

-浄l二宗大辞典附究会

(浄上宗宗務庁東京第1会議室)

18 LI 

21日

・沖土三部経研究会 (総合研究所)

'i'争土宗近現代史研究

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

.生命倫理の諸問題研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

.、浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

.仏教福祉研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

四十八巻伝研究会 (清浄華院)

23日

-岡内開教研究会 (総合研究所)

-近世浄土宗学の基礎的研究

20 tI 

(京都鰭) I 近世浄土宗学の附研究 (京都鰭)

28日

-現代布教研究会 (総合研究所) -浄土宗大辞典研究会

-近代の勤行式の音声 (浄土宗宗務庁東京第1会議室)

(浄土宗宗務庁東京第u副長室) ・浄土三部経研究会 (総合研究所)

26日 29日

・現代布教研究会 (総合附所) I 現代布教研究会 (総合研究所)

71::1 

-れ"上 二部経研究会 (総合研究所)

-現代葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

811 

-現代イ百教研究会 (総合研究所)

91:1 

-浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

15日

-国際対);r:，!iJf究会 (総合研究所)

18日

-現代葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)
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-匡l際対応研究会

-近代の勤行式の音声

30日

-浄土宗学研究の基礎的整:ag

4日

-浄土三部経研究会

， ~見代葬祭仏教研究会

5日

-現代布教研究会

-近世浄土宗学のM般的研究

6 11 

-浄土宗学研究の基礎的整理

(総合研究所)

(増上寺 -景光殿)

(総合研究所)

(総合研究所)

(総合研究所)

(総合研究所)

(京都分室)

(総合研究所)



-浄土宗大辞典研究会 I .近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

(浄土宗宗務庁東京第l会議室) I 21日

30日 | ・浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

・浄土宗大辞典研究会 26日

(浄 t宗宗務庁東京第1会議室) I ・現代葬祭仏教研究会

・近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室) I (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

-浄土三部経研究会 (総合研究所)

.海外開教研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

1日 | ・四十八巻伝研究会 (消浄華院)

-浄土宗大辞典研究会

2日

(総合研究所) I 27 11 

・現代布教研究会

5日

・浄土宗大隊典研究会

6日

(総合研究所)

(総合研究所)

・近世浄 1-.宗学の基礎的研究 (京都分室)

-国際対応研究会 (総合研究所)

30 n 
-現代布教研究会 (総合研究所)

7日 3日

・浄土宗学研究の割定的幣理 (総合研究所) I .浄土三部経研究会 (総合研究所)

9日 -近代の勤行式の音声 (指上寺会館・椿の|昔J)

・現代布教研究会

12日

(総合研究所) I ・務祭仏教研究会

・浄土三部経研究会

.四十八巻伝研究会

16 R 

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

(総合研究所) I・浄土宗対械研究会

(宗学研究所) I (浄土宗宗務庁東京第l会議室)

-現代布教研究会

田浄土宗大辞典研究会

19日

(総合研究所)

(悌教大学)

-浄土三部経研究会 (総合研究所)

.浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京道湖)

.浄土宗近現代史研究

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

20日

-近代の勤行式の音声

(東京都台東l又谷中・天台宗大泉寺)

4日

・近世浄土宗学の基礎的研究

7日

・現代布教研究会

10日

(京都分室)

(総合研究所)

・浄土三部経研究会 (総合研究所)

.浄土宗近現代史研究会

(浄上宗宗務庁東京第2会議室)

-生命倫理の諸問題ー研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

.葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)
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.~ニ命倫理の諸問題研究会 -現代葬祭仏教研究会 (総合研究所)

()争土宗宗務庁東京第2会議室) I ・生命倫理の諸問題研究会

29日 (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

・近代の勤行式の音声 (増上寺会館・松の筒) I .浄土宗大辞典研究会

3日

・現代葬祭仏教研究会

.四卜八巻伝研究会

7日

-現代イ打数研究会

10日

・浄土三部経研究会

-浄土宗大辞典研究会

(総合研究所)

(清狩場主院)

(総合研究所)

(総合研究所)

(1(.叶二宗宗務庁東京第 1会議室)

11日

・国際対応研究会

13日

・園内閲教研究会

18日

(総合研究所)

(総合研究所)

・近代の勤行式の音声(増上寺会館・蘭のIIII)

-四十八巻伝研究会 (清浄華院)

・近世待土宗学の基礎的研究 (京都分室)

19 Il 

-現代葬祭仏教研究会 (総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

2日

-国際対応研究会 (総合研究所)

9日

-国際対応研究会 (総合研究所)

11日

-浄土三部経研究会 (総合研究所)

12日

-近代の勤行式の音声 (総合研究所)

16日

-近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

18日

. ì争 I~三部経研究会 (総合研究所)

22日

-浄土三部経研究会 (総合研究所)

-現代葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第 l会議室)

.浄土宗近現代史研究

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

.浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

・近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

-仏教福祉研究会 23日

(滞土宗宗務庁東京第2会議室) I .国際対応研究会 (総合研究所)

・近世浄土宗学の1i~礎的研究 (京都分室) I 26日

27日 -近代の勤行式の音声 (増上寺会館)

・近世浄土宗学の占比望的研究 (J京都分室) I 29日
-浄土三部経研究会 (総合研究所)

-生命倫理の諸問題研究会

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

1 Iヨ -現代葬祭仏教研究会

・浄|二三部経研究会 (総合研究所) (浄土宗宗務庁東京第l会議室)
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. 1ft土宗近現代史研究 -生命倫理の諸問題研究会

(浄土宗宗務庁東京第 l会議室) (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

-浄土宗大辞典研究会 25日

(浄J-.宗宗務庁東京第1会議室) -海外開教研究会 (総合研究所)

3日 -浄上宗善本叢書研究会 (正寿院)

-国際対応研究会 (総合研究所) 27日

5日 -現代布教研究会 (総合研究所)

-四十八巻伝研究会 (消浄華院) -葬祭仏教研究会 (総合研究所)

6日 30日

-現代布教研究会 (総合研究所) -浄土宗近現代史研究

9日 (浄仁宗宗務庁東京第 l会議室)

-浄土三部経研究会 (総合研究所) 31日

-浄土宗大辞典研究会 -国際対応研究会 (総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京第 l会議電)

11日

-浄上宗学研究の基礎的軽埋 (総合研究所)

17日 211 

-国際対応研究会 (総合研究所) -浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

18日 7日

-現代布教研究会 (総合研究所) -浄上宗大辞典研究会 (総合研究所)

-現代布教研究会 (明!!司会館) 91::1 

20日 -浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

-近代の勤行式の青戸 10日

(mJ::寺会館・松の1口J) -浄 t宗大辞典研究会 (総合研究所)

23日 21日

-浄土三部経研究会 (総合研究所) -国際対応研究会 (総合研究所)

-仏教福祉研究会 22日

(浄上宗宗務庁東京第1会議室) -浄七宗大辞典研究会 (総合研究所)

-生命倫EIlの諸問題研究会 23日

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) 浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 24日

(浄土宗宗務庁東京第 l会議室) 現代布教研究会 (総合研究所)

-四十八巻伝研究会 (清浄華院) -浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

24日 27 EI 

-近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室) -浄土三部経研究会 (総合研究所)
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-現代葬祭仏教研究会 | ・近代の勤行式の音声

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) I (浄土宗宗務庁東京第l応接室)
・浄土宗大辞典研究会 | ・浄土宗対字典研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室) I (浄土宗宗務庁東京第l会議室)

5日 | ・生命倫理の諸問題研究会

-国際対1;日庁究会 (総合研究所)

6日

-国際対応研究会 (~合研究所)

-浄土宗学研究の基礎的整型 (総合研究所)

7日

-四十八巻伝研究会 (清浄華院)

11日

-浄土三日as経研究会 (総合研究所)

-現代葬祭仏教研究会

(浄上宗宗務庁東京第2会議室)

.浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第l会議室)

.近代の勤行式の音声

(i浄土宗宗務庁東京第 l応接室)

・現代布教研究会 (総合研究所)

12 EI 

(浄土宗宗務庁東京第2会議室)

19日

国際対応研究会 (総合研究所)

20日

-国際対応研究会 (総合研究所)

・浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

・現代布教研究会 (総合研究所)

21日

-四十八巻伝研究会

25日

-仏教福祉研究会

(宗学研究所)

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

.浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

26日

・国際対応研究会

-国際対応研究会 (総合研究所) I ・近世i浄土宗学の基礎的研究

(総合研究所)

(京都分室)

-浄土宗大辞典研究会 -各地の法然上人二十五霊場研究 (京都分室)

(浄土宗宗務IT東京第 l会議室) I 29日

-近世浄上宗学の基礎的研究 (京都分室) I ・国際対応研究会

13日 | ・浄土三部経研究会

-国際対応、研究会 (総合研究所) I ・浄土宗善本議書研究会
・国内問教研究会 (総合研究所)

-浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

15日

-現代布教研究会 (総合研究所) I 2日
-浄土宗大辞典研究会 (総合研究所) I ・海外関教研究会

(総合研究所)

(総合研究所)

(京都分室)

18日 (浄土宗宗務庁東京第l応接室)

-国際対応研究会 (総合研究所) I ・国際対応研究会
-葬祭仏教研究会 (浄土宗宗務庁東京第l応接室)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) I ・浄土三部経研究会 (総合研究所)
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1日

・四イ・八巻伝研究会

2日

・現代葬祭仏教研究会

(宗学研究所)

(浄土宗宗務庁東京第 2会議室)

7日

・浄土宗近現代史研究

(滞土宗宗務庁東京第2会議室)

・浄土三部経研究会 (総合研究所)

.現代葬祭仏教研究会

(1争土宗宗務庁東京第2会議室)

.浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第 1会議室)

-浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第 1会議室)

.仏教福祉研究会

(浄土宗宗務庁東京第l会議室)

.各地の法然上人二十五霊場研究会

(愛知二十五霊場)

22日

・国際対応、研究会 (総合研究所)

.各地の法然上人二十五霊場研究会

(愛知二十五霊場)

25日

・現代布教研究会 (総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

9日 28日

・浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所) I ・浄土三部経研究会 (総合研究所)

11日 I .近代のIji}J行式の音声

・現代布教研究会 (総合研究所) I (浄土宗宗務庁東京第2応4安室)

・浄土宗大辞典研究会 (総合研究所) I ・生命倫理の諸問題研究会

1411 I (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

・浄土三部経研究会 (総合研究所) I .現代葬祭仏教研究会

・現代務祭仏教研究会 I (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) I ・浄土宗大辞典研究会

-浄土宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京第1会議室)

(浄土宗宗務庁東京第l会議室) I 29日

15日 -国際対応研究会 (総合研究所)

-現代布教研究会 (総合研究所) ・近世浄土宗学の基礎的研究 (京都分室)

-国際対応研究会 (総合研究所) 30日

16日 -浄土宗学研究の基礎的整理 (総合研究所)

-浄土宗大辞典研究会 (総合研究所)

18日

-囲内附教研究会 (大正大学)

21 I:l 1日

-浄土ス部経研究会 (総合研究所) ・浄土宗近現代史研究 (総合研究所)

-海外聞教研究会 4日

(1(，土宗宗務庁東京第 2会議室) I .浄土三部経研究会 (総合研究所)
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平成 19年度 活動報告

17日

2日 国際対応研究会 (総合研究所)

-浄七三郎経研究会 (総合研究所) 18日

-国内問教研究会 (総合研究所) -浄土学研究の基礎的整理 (総合研究所)

3日 19日

-近世浄 1-.宗学の基礎的研究 (京都分室) -現代布教研究会 (総合研究所)

-各地の法然上人二十五霊場研究会(京都分室) -四卜八巻伝研究会 (宗学研究所)

5日 23日

(京都分室) I ・浄土宗大辞典研究会-四十八巻伝研究会

6日

・浄土宗大酔典研究会

9日

(浄土宗宗務庁東京第1会議室)

(総合研究所) I ・仏教福祉研究会

I (浄土宗宗務庁東京第1会議室)

・f('J:三部経研究会 (総合研究所) I ・生命倫理の諸問題研究会

-浄t宗大辞典研究会 (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

(浄土宗宗務fF東京第1会議室) I ・国際対応研究会
-現代葬祭仏教研究会 I (浄土宗宗務庁東京第2会議室)

(浄七宗宗務IT東京第2会議室) I ・浄土三部経研究会 (総合研究所)

・海外問教研究会 | ・現代葬祭仏教研究会 (総合研究所)

(浄土宗宗務庁東京第2会議室) I ・現代布教研究会 (総合研究所)

13 EI 24日

-現代イH教研究会

16 [1 

(総合研究所) I .国際対応研究会 (総合研究所)

| ・各地の法然上人二十五霊場研究会(京都分室)

-浄土三f，il~，主研究会 (総合研究所) I 25日

-浄土宗大辞典研究会 -葬祭仏教研究会

(浄土宗宗務庁東京第1会議室) I 27日
-現代葬祭仏教研究会 | ・~~祭仏教研究会

(浄上宗宗務庁*ぷ第2会議'七) I ・fJl代布教研究会

-国内閲教研究会 (大正大学) I 浄土宗善本鍛丹研究会

・近世浄上京学の基礎的研究(大lト.大学図書館)
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[特別業務]大遠忌関連浄土三部経

代表/顧問 石上善磨、

主務 袖山栄輝

研究員
柴田泰山

佐藤堅正

嘱託研究員 マック ・カレン

[特別業務]大遠忌関連四十八巻伝

代表/顧問 伊藤唯真

主務 善裕昭

研究員 曽田俊弘

嘱託研究員 真柄和人

[経常的運営]総合広報編集/HP管理運営

主務

研究員

嘱託研究員

大蔵健司

石川琢道

田中和敬

野藤舜健

郡嶋昭示

千古利恵子

吉田淳雄

[経常的運営]他研究機関連絡提携他研究施設教団交流

主務 11 武田道生

研究員 11 名和清隆 。 後藤真法

嘱託研究員 11 郡嶋昭示

石田一裕

米湾実江子

郡嶋昭不

戸松義晴
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[特別業務]大遠忌関連法然上人二+五霊場

主務 膏藤舜{建 佐藤晴輝

伊藤茂樹 上田千年 坂上典翁

研究員 曽田俊弘 宮入良光 八木英哉

井野周隆

嘱託研究員
清水秀治 斉藤隆尚 竹内虞道

米津実江子

[特別業務]大遠忌関連浄土宗大辞典

代表/顧問 石上善感 福西賢兆

東部スタッフ

主務 林田康順 [伝法1
研究員 大蔵健司 [宗fWJ.哲学・成句] 西城宗隆 {法式 ・葬祭]

袖山栄輝[一般仏教話] 石川琢道 [人名]

柴田泰山 [一般仏教語] 曽根宣雄 [宗学]

和国典善 [書名(日本)] 名和清隆 [宗教 ・民俗]

宮入良光 [布教 ・仏教美術] 石田一裕 [一般仏教語]

研究助手 庚本康真 [法式] 荒木信道 [法式]

l属託研究員 江島尚俊 [宗教・宗史(近代)]東海林良昌 [宗史・歴史国文]

村岡洋一 [寺院・詠唱・組織] 吉水岳彦 [宗学]

古田淳雄 [宗史・歴史・国文] 郡嶋昭示 [典籍]

西部スタップ

研究員 膏藤舜健 善裕昭

11属託研究員 安達俊英 清水秀浩 米津実江子

」一一研一究一一ス一タ一一ッフ 大沢売我

編集担当

研究員
大蔵健司 石川部道 和田典善

佐藤堅正

l屈託研究員 吉田淳雄 郡嶋昭不 吉水岳彦
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[総合研究]総合研究プロジェク卜 近世浄土宗学の基礎的研究

主務 斉藤舜健

研究員 曽田俊弘 上田千年 伊藤茂樹

研究助手 井野周隆

嘱託研究員 消;t<秀浩 米津実江子

[総合研究]教学的関連プ口ジ‘ェク卜 浄土学研究の基礎的整理

代表/顧問 石上善煙、

主務 柴田泰山

嘱託研究員 郡嶋昭市

研究スタッフ
工藤量導 石川達也 沼倉雄人

大屋正順 加藤芳樹

{総合研究]法式的関連プロジェクト 近代の勤行の音声

代表/顧問 福西賢兆

主務 坂上典翁

研究員 西城宗隆 荒木信道 贋本康真

田中勝道 演本栄康 渡辺裕章

嘱託研究員
山本晴雄 中野孝昭 中野晃了

南忠信 大沢亮我 八尾敬俊

清水秀浩 吉田淳雄

[基礎研究]布教的関連プロジ‘ェク卜 現代布教

主務 佐藤晴輝

研究員 後藤真法 宮入良光

研究助手 八木英哉

嘱託研究員 正村瑛明 郡嶋昭亦

[特別業務]特別浄土宗善本叢書

主務 普裕昭

嘱託研究員 米津実江子

研究ス タッフ 伊藤真宏 松島吉和
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[総合研究]総合研究プロジ‘ェ ク卜 葬祭仏教

代表/顧問 伊藤唯真

主務 西城宗隆

研究員
福西賢兆 武田道生 大蔵健司

名和清隆 和田典善 八木英哉

l属託研究員 鷲見定信 細田芳光 田中和敬

[総合研究]総合研究プロジ‘工ク 卜 国際対応

代表/顧問 田丸徳善

主務 戸松義晴

研究員 佐藤堅正

岩田斎肇 Jonathan Watts Karen Mack 

嘱託研究員
荊法明 生野善応 川名里奈

小林正道 田中和敬 北保竜士

宮坂直樹

生野善応 佐藤良純 袖山祭填

研究スタップ
服部正穏 藤木雅雄

松涛弘道 松涛誠達

Clyde Whitworth 

[総合研究]総合研究プロジ、工ク 卜 浄土宗近現代史

代表/顧問 武田道生

主務 大蔵健司

福西賢兆 今岡達雄 戸松義晴

研究員
林田康順 坂上雅翁 坂上典翁

柴田泰山 後藤異法 名和清隆

宮入良光 石川琢道 曽根宣雄

嘱託研究員
江島尚俊 吉田淳雄 鷲見定信

東海林良昌

研究スタップ 藤森雄介 石川達也
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平成 19年度 研究課題別スタッ プ一覧

[総合研究]総合研究プロジ‘エク卜 開教

代表/顧問 武田道生

主務 名和清隆

研究員 戸松義晴

嘱託研究員
水谷浩志 鷲見定信 江島尚俊

田中和敬 宮坂直樹

研究スタップ 大沢広嗣 中村憲司 春近敬

{総合研究]総合研究プロジェク 卜 仏教福祉

代表/顧問 長谷川匡俊

主務 曽根宣雄

研究員 上田千年 曽田俊弘

嘱託研究員 吉水岳彦 郡嶋昭示

鷲見宗信 藤森雄介 関徳子

研究スタッフ
野田隆生 谷川洋二 渡遁義昭

石川基樹 石川到覚 安藤和彦

落合崇志 横井大覚 丹羽信誠

[総合研究]総合研究プロジェク 卜 生命倫理

代表/顧問 石上善麿

主務 今岡達雄

研究員
福西賢兆 袖山栄輝 戸松義晴

坂上雅翁 林田康順 名和清隆

嘱託研究員 水谷浩志 粛藤智明 吉田淳雄
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平成 19年度研究プロジェクト一覧

1 開教

2 仏教福祉

3 生命倫理

[総合研究]総合研究プロジェクト 4 現代葬祭仏教

5 国際対応

6 浄土宗近現代史

7 近世浄土宗学の基礎的研究

教学的関連プロジェクト 8 浄土学研究の基礎的整理

[基礎研究] 法式的関連プロジェクト 9 近代の勤行の音声

布教的関連プロジェクト 10 現代布教研究

特別 11 浄土宗善本叢書

12 法然上人二十五霊場

13 浄土宗大辞典

[特別業務]
浄土宗基本典籍の現代語化大遠忌関連 14 
『浄土三部経』

15 
浄土宗基本典籍の現代語化

『四十八巻伝』

総合広報 16 編集 /HP管理運営
[経常的運営]

他研究機関連絡提携 17 他研究施設教団交流
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総合研究所運営委員会名簿

(平成 19年 7n 1日現在)

委員 (役職)

委員

稲岡康純(宗務総長)

岡本宣丈(教学局長)

川中光教(財務局長)

谷地玄雅(社会国際局長)

入西勝彦(文化局長)

石上善聴(総合研究所長)

福西賢兆(総合研究所主任研究員)

今岡達雄(総合研究所主任研究員)

香川孝雄

梶村昇

中井虞孝

花園宗善

藤本浄彦

丸山博正

八木季生
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浄土宗総合研究所研究員一覧

(平成 19年7月l日現在)

干 105-0011 東京都港区芝公園 4-7-4 明照会館4階

電話 03-5472-6571 (代表) FAX 03-3438-4033 

〈分室〉

干603-8301 京都市北区紫野北花ノ坊町98 仏教大学内

電話 075-495-8143 FAX 075-495-8193 

ホームページアドレス http://www.jsri.jp/ 

所長

主任研究員

専任研究員

研究員

研究助手

石上善臆

福西賢兆(副所長)

今岡達雄

大蔵健司・ 膏藤舜健・西城宗隆・佐藤晴輝 ・袖山栄輝・ 戸松義晴

石川琢道 ・石田一裕 ・伊藤茂樹 ・上田千年 ・後藤真法 ・坂上雅翁

坂上典翁 ・柴田泰山 ・善 裕昭 ・曽田俊弘 ・曽根宣雄 ・武田道生

名和清隆 ・林田康)1慎・宮入良光 ・和田典善

荒木信道 ・井野周隆 ・佐藤堅正・居資本康真 ・八木英哉

常勤嘱託研究員 郡嶋昭示・田中和敬 ・吉田淳雄 ・米津実江子

嘱託研究員 剤法明 ・安達俊英 ・岩田斎肇 ・江島尚俊 ・大沢亮我

KarモnMack.川名里奈 ・小林正道・斉藤隆尚・清水秀浩

東海林良昌・JonathanWatts .千古利恵子 ・竹内虞道 ・田中勝道

庚本条康 ・北線竜士・細田芳光・ 真柄和人・ 正村瑛明・水谷浩志

南忠信 ・宮坂直樹 ・村田洋一 ・八尾敬俊 ・山本晴雄・吉水岳彦

鷲見定信 ・渡辺裕章

研究スタ ッフ 安藤和彦・ 生野善応・石川到覚 ・石川達也・ 石川基樹 ・伊藤真宏

客員教授
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大津広嗣・大屋正)1慎・落合崇志 ・加藤芳樹・ 工藤量導

Clyde Whitworth・粛藤智明 ・佐藤良純 ・関徳子 ・袖山祭虞

谷山洋三 ・中村憲司・沼倉雄人 ・野田隆生・服部正穏・ 春近敬

藤木雅雄・藤森雄介・北候竜士 ・松島吉和・ 松溝弘道・松j書誠達

鷲見宗信 ・i度漫義昭

伊藤唯真 ・梶村昇 ・田丸徳善 ・長谷川匡俊・八木季生



編集後記

*平成 19年度の研究を表した教化研究 19号をお届けします。

*今号の「研究成果」は、 昨年に引続き開教プロジェク卜 『沖縄本島都市部にお

ける各宗派寺院の現状と展望』、同じく開教プロジェクト 『他教団における海

外開教の現状と開教使(師)養成』、また大遠忌関連法然上人二 卜五霊場プロジェ

クト『各地の法然上人二十五霊場研究プロジェクトの報告』です。

*研究ノートは近世浄土宗学の基礎的研究プロジェク卜 『義山「浄土三部経随開

講録J対照表j、浄土三部経プロジェクト 『仏説観無量寿経j、四十八巻伝プロ
ジェクト 『四十八巻伝j、現代布教プロジェクト 『結縁五十相伝勧誠録の比較

研究』、『建永の法難における住蓮房の事跡調査報告j、『視覚的布教資料の研究

(ノfネル法話の検討)J、f大日比法洲上人の 『信法要決jについてj、国際対応

プロジェクト rOjoin the West: A report on the end of life issue in the United 

States of AmericaJ rI弗説無量誇脅経巻下 Skt.Larger Sukhavativyuha SutraJ 

を掲載します。

*その他の研究継続中のものも含め、それぞれの概要研究経過等を 「研究活動報

告Jに記載しました。

教化研究第 19号

平成20年9月l日発行 発行人石上善磨、
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